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第 1 章

システム設定の概要

• システム設定について （1 ページ）

システム設定について
このドキュメントでは、コール制御システムの設定で実行する必要があるタスクに関する情報
を提供しています。タスク フロー、手順、前提条件などの情報が含まれています。

システムの計画については、「http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-implementation-design-guides-list.html」を参
照してください。
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第 I 部

システムの初期パラメータの設定
• 初期システムパラメータ （5 ページ）
• スマート ソフトウェア ライセンシング （7 ページ）
• サーバ情報の設定 （27 ページ）
• システム パラメータとエンタープライズ パラメータの設定 （33 ページ）
• サービス パラメータの設定 （45 ページ）
• デバイス プールのコア設定の設定 （53 ページ）





第 2 章

初期システムパラメータ

• 初期設定について （5 ページ）
• 初期設定タスク フロー （5 ページ）

初期設定について
このセクションの各章では、コール制御システムの設定を開始する前に実行する必要がある初
期セットアップタスクについて説明しています。

初期設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

使用するシステムのライセンス要件を管
理します。

スマート ソフトウェア ライセンシング
のタスク フロー （10 ページ）

ステップ 1

サーバ名やポートの設定など、サーバの
基本的な情報を設定します。

サーバの設定タスク フロー （27 ペー
ジ）

ステップ 2

初めてノードを設定する際に必要なシス
テム全体のパラメータを設定します。

システムとエンタープライズの初期設定
タスク フロー （34 ページ）

ステップ 3

初めてノードを設定する際に必要なサー
ビスパラメータを設定します。

サービス パラメータの設定タスク フ
ロー （46 ページ）

ステップ 4

サーバ グループ、タイム ゾーン情報、
リージョン（コーデックの選択）などの

デバイス プールのコア設定の設定タス
ク フロー （61 ページ）

ステップ 5

コア システムを設定します。上記は基
本設定であり、基本的なデバイスプール
の基盤となります。
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第 3 章

スマート ソフトウェア ライセンシング

• スマート ソフトウェア ライセンシングの概要 （7 ページ）
• システム ライセンスの前提条件 （10 ページ）
• スマート ソフトウェア ライセンシングのタスク フロー （10 ページ）
• スマート ソフトウェア ライセンシングでの追加タスク （14 ページ）
• 特定のライセンスの予約 （19 ページ）

スマート ソフトウェア ライセンシングの概要
Ciscoスマート ソフトウェア ライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して
います。ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。また、ラ
イセンスの所有権および消費が可視化されます。

Ciscoスマート ソフトウェア ライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。ライセンス資格を単一のアカウントにプールし
て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。

Cisco スマート ソフトウェア ライセンシング サービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager
サテライトから必要な認証を取得します。

スマート ライセンシングでは次のことを実行できます。

• ライセンスの使用状況とライセンス数の表示

• 各ライセンス タイプのステータスの表示

• Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトによる利用可
能な製品ライセンスの表示

• Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトによるライセ
ンス認証の更新

• ライセンス登録の更新
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• Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトによる登録解
除

ライセンス認証は 30 日ごとに自動的に更新されます。Cisco Smart Software Manager または Cisco
Smart Software Manager サテライトに接続しないと、認証ステータスの期限は 90 日後に切れま
す。

Cisco Smart Software Manager サテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが認証
を行うために、Cisco Smart Software Manager へのインターネット接続が必要になります。Cisco
Smart Software Manager サテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモードと、手動同期が
必要な切断モードの 2 つのモードで動作できます。

（注）

スマート ライセンシングの導入オプションには、主に次の 2 つがあります。

• Cisco Smart Software Manager

• Cisco Smart Software Manager サテライト

Cisco Smart Software Manager

Cisco Smart Software Manager は、システムのライセンスを処理するクラウドベースのサービス
です。Unified Communications Manager が直接またはプロキシ サーバ経由で、cisco.com に接続
できる場合に、このオプションを使用します。Cisco Smart Software Manager によって、次のこ
とを行うことができます。

• ライセンスの管理およびトラック

• バーチャル アカウント間でのライセンスの移動

• 登録済みの製品インスタンスの削除

オプションで、Unified Communications Manager が直接 Cisco Smart Software Manager に接続でき
ない場合、接続を管理するプロキシ サーバを導入することができます。

Cisco Smart Software Manager の詳細については、https://software.cisco.com に進みます。

Cisco Smart Software Manager サテライト

Cisco Smart Software Manager サテライトは、セキュリティ上または可用性上の理由で、Unified
Communications Manager が直接 cisco.com に接続できない場合に、ライセンスのニーズを処理
できるオンプレミス導入です。このオプションを導入すると、Unified Communications Manager
は、ライセンスの使用を登録し、サテライトに報告します。この際、cisco.com でホストされ
ているバックエンドの Cisco Smart Software Managerとそのデータベースを定期的に同期しま
す。

サテライトが cisco.com に直接接続できるかどうかに応じて、Cisco Smart Software Manager サ
テライトを接続または切断のいずれかのモードで導入できます。
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• [接続（Connected）]：Smart Software Manager サテライトから cisco.com への直接の接続が
ある場合に使用されます。スマート アカウントの同期が自動的に実行されます。

• [切断（Disconnected）]：Smart Software Manager サテライトから cisco.com への接続がない
場合に使用されます。Smart Accountの同期を手動でアップロードおよびダウンロードする
必要があります。

Cisco Smart Software Manager サテライトの情報およびドキュメントについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/software-manager-satellite.html に進みます。

ライセンス タイプ
ニーズをカバーするために、次のライセンス タイプを使用できます。

Cisco Unified Workspace Licensing

Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）は、シスコ コラボレーション アプリケーショ
ンおよびサービスの最も一般的なバンドルをコスト効率の高いシンプルなパッケージで提
供します。このパッケージには、ソフト クライアント、アプリケーション サーバ ソフト
ウェア、およびユーザごとのライセンスが含まれています。

Cisco User Connect Licensing

User Connect Licensing（UCL）は、個々の Cisco Unified Communications アプリケーション
に対するユーザベースのライセンスで、アプリケーション サーバ ソフトウェア、ユーザ
ライセンス、ソフト クライアントが含まれています。UCL は、必要なデバイスのタイプ
とデバイスの数に応じて、Essential、Basic、Enhanced、Enhanced Plus の各バージョンから
選択できます。

これらのライセンス タイプと使用可能なバージョンの詳細については、
「http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/
index.html」を参照してください。

Session Management Edition

Session Management Edition は、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software
Manager サテライトのいずれかに登録できます。Unified Communications Manager と同じプ
ロセスを使用して Session Management Edition を登録することができます。ただし、別の仮
想アカウントで Session Management Edition サーバを登録する必要があります。

製品インスタンスの評価モード
Unified Communications Manager は、インストール後 90 日間は評価期間として実行されます。
評価期間が終了すると、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテ
ライトに登録されるまで、Unified Communications Manager で新規ユーザや新規端末の追加がで
きなくなります。
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製品が登録されると評価期間は終了します。（注）

システム ライセンスの前提条件
システムのライセンスプランの策定

Unified Communications（UC）のライセンス構造を確認し、把握します。詳細については、
「http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/
index.html」を参照してください。

Unified Communications Manager を Smart Software Manager サービスに接続する方法を計画しま
す。

• cisco.com の Cisco Smart Software Manager への直接接続：Unified Communications Manager
は、cisco.com の Cisco Smart Software Manager に直接接続します。このオプションでは、
tools.cisco.comを解決するように Unified Communications Manager で DNS を設定する
必要があります。

• プロキシ サーバ経由で Smart Software Manager への接続：Unified Communications Manager
はプロキシ サーバまたはトランスポート ゲートウェイに接続し、そこから cisco.com の
Cisco Smart Software Manager サービスに接続します。Unified Communications Manager では
DNS は必要ありませんが、プロキシ サーバで tools.cisco.com を解決できるように
DNS を設定する必要があります。

• オンプレミスの Cisco Smart Software Manager サテライトへの接続：Unified Communications
Manager は、オンプレミスの Smart Software Manager サテライトに接続します。Unified
Communications Manager では DNS は必要ありません。接続モードを展開する場合は、サ
テライトサーバ上に tools.cisco.comを解決できる DNS が必要です。非接続モード展
開の場合は、サテライトサーバで DNS を使用する必要はありません。

スマートライセンスの登録

スマートアカウントおよびバーチャル アカウントのセットアップ詳細については、
「https://software.cisco.com/」を参照してください。

（省略可）Cisco Smart Software Manager サテライトを導入する場合は、サテライトをインス
トールしてセットアップします。『Smart Software Manager サテライト設置ガイド』などのド
キュメントを参照してください。ドキュメントは https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/
software-manager-satellite.html で入手できます。

スマート ソフトウェア ライセンシングのタスク フロー
このタスクを完了して、Unified Communication Manager のシステムライセンスを設定します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

仮想アカウントでの製品インスタンス登
録トークンの生成は、この手順を使用し
ます。

製品インスタンスの登録トークンの取得
（11 ページ）。

ステップ 1

Unified Communcations Manager がスマー
ト ソフトウェア ライセンシング サービ

スマート ソフトウェア ライセンシング
への接続の設定 （12 ページ）

ステップ 2

スに接続するトランスポート設定を選択
します。デフォルトでは[直接（Direct）]
オプションが選択されており、製品がシ
スコ ライセンシング サーバに直接接続
します。

次の手順を実行して、Unified
Communications Manager を Cisco Smart

Cisco Smart Software Manager への登録
（13 ページ）。

ステップ 3

Software Manager または Cisco Smart
Software Manager サテライトに登録しま
す。

製品インスタンスの登録トークンの取得

始める前に

製品インスタンスを登録するには、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software
Manager サテライトから製品インスタンス登録トークンを取得します。トークンは、エクス
ポート管理された機能が有効か無効かに関係なく生成できます。

手順

ステップ 1 Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトのいずれかでス
マート アカウントにログインします。

ステップ 2 Unified Communications Manager クラスタを関連付けるバーチャル アカウントに移動します。

ステップ 3 「製品インスタンス登録トークン」を生成します。

[このトークンで登録されている製品でエクスポート管理された機能を許可（Allow
export-controlled functionality on the products registered with this token）] チェックボック
スを選択して、このスマートアカウントで使用する製品インスタンスのトークンに対
して、エクスポート管理された機能を有効にします。このチェックボックスをオンに
して条件に同意して、この登録トークンに登録されている製品の高度な暗号化を有効
にします。デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。エクス
ポート管理された機能をこのトークンで使用できなくするには、このチェックボック
スをオフにします。

（注）
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このオプションは、エクスポート管理された機能を準拠している場合のみ使用しま
す。

注意

[このトークンで登録されている製品でエクスポート管理された機能を許可（Allow
export-controlled functionality on the products registered with this token）] チェックボック
スは、エクスポート管理された機能の使用が許可されていないスマートアカウントで
は表示されません。

（注）

ステップ 4 トークンをコピーするか、別の場所に保存します。

詳細については、「https://software.cisco.com/」を参照してください。

スマート ソフトウェア ライセンシング への接続の設定
この作業を完了して、Smart Software Licensing サービスに Unified Communications Manager を接
続します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションから、[ライセ
ンスSmart Call Home設定の表示/編集（View/Edit the Licensing Smart Call Home settings）] リンク
をクリックします。
[転送設定（Transport Settings）] ダイアログ ボックスが表示されます。

ステップ 3 Smart Licensing サービスに Unified Communications Manager を接続する方法を選択します。

• [直接（Direct）]：Unified Communications Manager が cisco.com の Smart Software Manager
に直接接続します。これがデフォルトのオプションです。このオプションでは、
tools.cisco.comを解決できる Unified Communications Manager で DNS を導入する必要
があります。

• [トランスポートゲートウェイ（Transport Gateway）]：Unified Communications Manager が
オンプレミスの Cisco Smart Software Manager サテライトまたはシステム ラインセンシン
グ用のトランスポート ゲートウェイに接続します。[URL] テキスト ボックスに、Smart
Software Manager サテライトまたはトランスポート ゲートウェイのアドレスとポートを入
力します。fqdn_of_smart_software_manager:port_number が一例になります。
HTTPS の場合は、port 443 を使用します。

• [HTTP/HTTPSプロキシ（HTTP/HTTPS Proxy）]：Unified Communications Manager はプロキ
シ サーバに接続します。プロキシ サーバは、Cisco Smart Software Manager サービスと併
せて、cisco.com のサテライトおよびトランスポート ゲートウェイと接続します。プロキ
シ サーバの IP アドレス、ホスト名、およびポートを入力します。
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• IP Address/Host Name

• [ポート（Port）]：HTTPS の場合、port 443 を使用します。

ステップ 4 Unified Communications Manager が IP アドレスとホスト名を共有しないように制限するには、
スマート ライセンシング登録中に [自分のホスト名またはIPアドレスをシスコと共有しません
（Do not share my hostname or IP address with Cisco）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

Cisco Smart Software Manager への登録
製品を Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに登録する
には、この手順を使用します。登録するまで、製品は評価モードになっています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションで、[登録
（Register）] ボタンをクリックします。
[登録（Registration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [製品インスタンス登録トークン（Product Instance Registration Token）] セクションで、Smart
Software Manager または Smart Software Manager サテライトを使用して生成し、コピーまたは保
存した「登録トークン キー」を貼り付けます。

ステップ 4 [登録（Register）] をクリックして、登録プロセスを完了します。

ステップ 5 [閉じる（Close）] をクリックします。詳細については、オンライン ヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 6 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）] セクションで、[使用状況の詳細の更
新（Update Usage Details）] をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動
で更新します。

使用状況の情報は、6 時間ごとに自動的に更新されます。詳細については、オンライ
ン ヘルプを参照してください。

（注）
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スマート ソフトウェア ライセンシングでの追加タスク
Unified Communications Manager とスマート ソフトウェア ライセンシングでは、次のオプショ
ンのタスクを実行できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ライセンスタイプの下に表示されるすべ
てのライセンスのライセンス認証ステー

認証を更新 （15 ページ）ステップ 1

タスを手動で更新するにはこの手順を実
行ｈします。

ライセンス認証は30日ごとに
自動的に更新されます。Cisco
Smart Software Manager または
Cisco Smart Software Manager
サテライトに接続しないと、
認証ステータスの期限は90日
後に切れます。

Cisco Smart Software Manager
サテライトのオプションを選
択する場合、このサテライト
が認証を行うために、Cisco
Smart Software Manager へのイ
ンターネット接続が必要にな
ります。Cisco Smart Software
Manager サテライトは、接続
時間が設定可能な接続済み
モードと、手動同期が必要な
切断モードの 2 つのモードで
動作できます。

（注）

登録情報を手動で更新するには、以下手
順を実行します。

登録の更新 （16 ページ）ステップ 2

初回登録の有効期間は 1 年で
す。登録の更新は、製品を
Cisco Smart Software Manager
または Cisco Smart Software
Manager サテライトに接続す
ると、6か月ごとに自動的に行
われます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Smart Software Manager または
Smart Software Manager サテライトから

登録解除 （17 ページ）ステップ 3

Unified Communications Manager クラス
タを切断するには、このタスクを実行し
ます。製品は、評価期間の終了まで評価
モードに戻ります。製品で使用されてい
るすべてのライセンス権限は、バーチャ
ル アカウントにすぐにリリースされ、
他の製品インスタンスで使用できるよう
になります。

Unified Communications Manager を Cisco
Smart Software Manager またはCisco Smart

Cisco Smart Software Manager でのライセ
ンスの再登録 （18 ページ）

ステップ 4

Software Manager サテライトに再登録す
るには、このタスクを実行します。

新しいバーチャル アカウント
のトークンを使用して再登録
すると、製品が異なるバー
チャル アカウントに移行され
る場合があります。

（注）

認証を更新
この手順を使用すると、ライセンスタイプの下に表示されるすべてのライセンスのライセンス
認証ステータスを手動で更新できます。

ライセンス認証は 30 日ごとに自動的に更新されます。Cisco Smart Software Manager または Cisco
Smart Software Manager サテライトに接続しないと、認証ステータスの期限は 90 日後に切れま
す。

Cisco Smart Software Manager サテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが認証
を行うために、Cisco Smart Software Manager へのインターネット接続が必要になります。Cisco
Smart Software Manager サテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモードと、手動同期が
必要な切断モードの 2 つのモードで動作できます。

（注）

始める前に

製品は Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに登録する
必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションで、[アクショ
ン（Actions）] ドロップダウン リストをクリックします。

ステップ 3 [認証を今すぐ更新（Renew Authorization Now）] を選択します。
[認証の更新（Renew Authorization）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

Unified Communications Manager は、「ライセンス承認ステータス」を確認するために Cisco
Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに要求を送信し、Cisco
Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトが Unified Communications
Managerにステータスを返します。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）] セクションで、[使用状況の詳細の更
新（Update Usage Details）] をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動
で更新します。

使用状況の情報は、6 時間ごとに自動的に更新されます。フィールドおよびその設定
オプションの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

（注）

登録の更新
製品を Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに登録する
間、製品の識別にはセキュリティアソシエーションが使用され、登録証明によってアンカーが
設定されます。この有効期限（登録期間）は 1 年間です。これは登録トークン ID の有効期限
とは異なり、トークンの時間制限が有効になります。この登録期間は6か月ごとに自動的に更
新されます。ただし、問題がある場合は、この登録期間を手動で更新できます。

始める前に

製品は Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに登録する
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションで、[アクショ
ン（Actions）] ドロップダウン リストをクリックします。

ステップ 3 [登録を今すぐ更新（Renew Registration Now）] を選択します。
[登録の更新（Renew Registration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

Unified Communications Manager は、「登録ステータス」 を確認するために Cisco Smart Software
Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに要求を送信し、Cisco Smart Software
Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトが Unified Communications Manager に
ステータスを返します。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）] セクションで、[使用状況の詳細の更
新（Update Usage Details）] をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動
で更新します。

使用状況の情報は、6 時間ごとに自動的に更新されます。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

（注）

登録解除
この手順を使用すると、Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテ
ライトから登録を解除して、現在のバーチャルアカウントからすべてのライセンスをリリース
します。この手順を実行すると、Unified Communications Manager クラスタが Cisco Smart Software
Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトから切断されます。製品で使用されて
いるすべてのライセンス権限は、バーチャルアカウントにリリースされ、他の製品インスタン
スで使用できるようになります。

Unified Communications Manager が Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software
Manager サテライトに接続できず、製品がまだ登録されていない場合は、警告メッセージが表
示されます。このメッセージでは、製品を Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart
Software Manager サテライトから手動で削除してライセンスを解放する通知が表示されていま
す。

（注）

始める前に

製品は Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトに登録する
必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションで、[アクショ
ン（Actions）] ドロップダウン リストをクリックします。

ステップ 3 [登録解除（Deregister）] を選択します。
登録解除 ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

ステップ 5 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）] セクションで、[使用状況の詳細の更
新（Update Usage Details）] をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動
で更新します。

使用状況の情報は、6 時間ごとに自動的に更新されます。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

（注）

• Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトへの
登録後にデータ プレーン暗号化（混合モードの Unified Communications Manager
クラスタ）が有効化され、製品が後で登録解除された場合、混合モードでは引き
続き有効となります。

Cisco Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトから
製品が登録解除されると、SmartLicenseExportControlNotAllowedという名前の警告
が管理者に送信され、クラスタが非セキュアモードに設定されます。混在モード
は、再起動後も引き続き有効となります。

• この登録解除後の動作は、製品の将来のバージョンでは変更される可能性があり
ます。CTL クライアントのセットアップに関する詳細については、『「Cisco
Unified Communications Managerセキュリティ ガイド」』（http://www.cisco.com/c/
en/us/support/unified-communications/unified-presence/
products-maintenance-guides-list.html）の「Cisco CTL クライアントの設定」の章を
参照してください。

トークンレス CTL の混合モードに関する詳細については、「「Tokenless CTL と
の CUCM 混合モード」」（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-tech-notes-list.html）を参照してください。

（注）

Cisco Smart Software Manager でのライセンスの再登録
この手順を使用すると、Cisco Unified Communications Manager を Cisco Smart Software Manager
または Cisco Smart Software Manager サテライトに再登録できます。
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始める前に

製品インスタンスの登録トークンの取得 （11 ページ）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ラ
イセンス管理（License Management）] を選択します。
[ライセンス管理（LicenseManagement）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションで、[登録
（Register）] ボタンをクリックします。
[登録（Registration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）] セクションで、[アクショ
ン（Actions）] ドロップダウン リストをクリックします。

ステップ 4 [登録（Reregister）] を選択します。
[登録（Reregister）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [OK] をクリックします。

ステップ 6 [製品インスタンス登録トークン（Product Instance Registration Token）] セクションで、Cisco
Smart Software Manager または Cisco Smart Software Manager サテライトを使用して生成し、コ
ピーまたは保存した「登録トークン キー」を貼り付けます。

ステップ 7 [登録（Register）] をクリックして、登録プロセスを完了します。

ステップ 8 [閉じる（Close）] をクリックします。詳細については、オンライン ヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 9 [ライセンスの使用状況レポート（License Usage Report）] セクションで、[使用状況の詳細の更
新（Update Usage Details）] をクリックして、システムのライセンスの使用状況の情報を手動
で更新します。

使用状況の情報は、6 時間ごとに自動的に更新されます。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

（注）

特定のライセンスの予約
特定ライセンス予約は、非常にセキュリティの高いネットワークで使用される機能です。特定
ライセンス予約は、使用情報を通信せずに、デバイス（製品インスタンス、Unified
Communications Manager）にソフトウェアライセンスを展開する方法を提供します。

Unified Communications Manager 製品では、永久ライセンスまたは期間ベースのライセンスを指
定して予約することができます。認証コードが交換された後は、予約に変更があるまで定期的
な製品の同期は必要ありません。予約済みライセンスは、リターンコードを使用して製品から
リリースされてない限り、Cisco Smart Software Manager でブロックされたままになります。
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図 1 : ライセンスの予約

予約済みライセンスの更新または変更 (増減) は、Cisco Smart Software Manager で以前に予約さ
れたライセンスに実行できます。新しい認証コードの製品へのインストールおよび確認コード
の取得が可能です。製品からの確認コードが Cisco Smart Software Manager にインストールされ
ていない限り、新しい変更は送信中の状態のままになります。

図 2 : ライセンス予約のアップデート

ライセンスが製品インスタンス（Unified Communications Manager）で予約されている場合、ス
マートアカウントから製品インスタンスを削除して、スマートアカウントからその製品インス
タンス（Unified Communications Manager）に予約されているすべてのライセンスをすべてリ
リースするには、2 つの方法があります。

製品インスタンスは動作可能 (グレースフル削除): 製品インスタンスで（認証コードの削除）
予約戻りコードを作成して、特定のライセンス予約認証をリリースすることができます。その
後、CiscoSmart Software Manager に予約戻りコードを入力します。

製品インスタンスは動作不可能 (失敗または RMA による場合、または VM またはコンテナを
破棄する場合): ユーザは TAC に連絡する必要があります。スマートアカウントからの製品イ
ンスタンスの削除は、TACが行います。
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図 3 : 製品インスタンスの削除: Unified Communications Manager

ユーザが特定のライセンス予約を有効にするには、CLI 設定のみが使用可能です。（注）

特定ライセンス予約が Unified Communications Manager で有効化されている場合、クラウド オ
ンボーディング用のバウチャー生成はサポートされません。

（注）

スマート アカウントでライセンス予約機能を使用できるお客様は、自身のバーチャル アカウ
ントからライセンスを予約し、そのライセンスをデバイス UDI に関連付けて、接続していな
い状態で予約済みライセンスを使用してデバイスを使用することができます。この場合、バー
チャル アカウントから UDI 用の特定ライセンスと数量を予約します。以下のオプションは、
特定のライセンス予約向けの新機能および設計要素の説明です。

• license smart reservation enable

• license smart reservation disable

• license smart reservation request

• license smart reservation cancel

• license smart reservation install "<authorization-code>"

• license smart reservation install-file <url>

• license smart reservation return

• license smart reservation return-authorization "<authorization-code>"

特定ライセンス予約のタスク フロー
これらのタスクを完了して、Unified Communications Manager の特定のライセンスを予約しま
す。
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license smart reservation request

特定のライセンスの予約を有効化するには、この手順を使用します。

始める前に

Unified Communications Manager が Cisco Smart Software Manager またはサテライトから登録解除
されます。

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation enable

license smart reservation request

Unified Communications Manager 製品から予約要求コードを生成するには、この手順を使用しま
す。

始める前に

特定ライセンス予約は、Unified Communications Manager で有効化します。

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation request

license smart reservation install "<authorization-code>"

Cisco Smart Software Manager から生成された予約承認コードをインストールするには、この手
順を使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Manager の登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request
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手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation install "<authorization-code>"

license smart reservation install-file <url>

Cisco Smart Software Manager で生成されたライセンス予約承認コード ファイルをインストール
するには、この手順を使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Manager の登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

URL は、SFTP サーバ上の承認コード ファイルへの必須のパスであり、次の形式で表されま
す。

（注）

sftp://<ホスト名/IP>:<port>/<承認コード ファイルへのパス>

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation install-file <url>

特定のライセンス予約に関する追加タスク
特定ライセンス予約については、Unified Communications Manager で次の追加タスクを使用でき
ます。

license smart reservation disable

このプロセスで特定のライセンスの保留を無効にします。
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始める前に

特定ライセンス予約は、Unified Communications Manager で有効化します。

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation disable

license smart reservation cancel

次の手順を使用して、CUCM 要求コードに対する Cisco Smart Software Manager からの認証コー
ドがインストールされる前に、予約プロセスをキャンセルします。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communications Manager の登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation cancel

license smart reservation return

ライセンスを仮想アカウント プールに返却する際に Cisco Smart Software Manager に入力する
必要がある返却コードを生成するには、この手順を使用します。

始める前に

次の順序でコマンドを実行して、Unified Communcations Manger の登録ステータスが [登録済み
-特定ライセンス予約（Registered - Specific License Reservation）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

• license smart reservation install "<authorization-code>"
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手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation return

license smart reservation return-authorization "<authorization-code>"

まだインストールされていない認証コードのリターンコードを生成するには、次の手順を使用
します。バーチャル アカウント プールにライセンスを返却するには、この返却コードを Cisco
Smart Software Manager に入力する必要があります。

始める前に

次の手順でコマンドを実行して、Unified Communcations Manager の登録ステータスが [進行中
の予約（Reservation In Progress）] であることを確認します。

• license smart reservation enable

• license smart reservation request

手順

Cisco Unified CM 管理コンソールから、次の CLI コマンドを実行します。

• license smart reservation return-authorization "<authorization-code>"
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第 4 章

サーバ情報の設定

• システム情報の概要 （27 ページ）
• サーバの設定タスク フロー （27 ページ）
• ホスト名の設定 （30 ページ）

システム情報の概要
この章では、Unified Communications Manager ノードのプロパティの設定方法を説明します。

Unified Communications Manager、Cisco Unity Connection、Cisco IM and Presence などのすべての
Unified Communications 製品で、インターフェイスは 1 つだけです。したがって、これらの製
品ごとにIP アドレスを 1 つづつ割り当てることができます。

（注）

サーバの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Manager ノード
の名前を指定し、説明を追加します。

サーバ情報の設定 （28 ページ）ステップ 1

次のポートを設定します。ポートの設定 （28 ページ）ステップ 2

• [イーサネット電話ポート（Ethernet
Phone Port）]

• [MGCPリッスンポート（MGCP
Listen Port）]
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目的コマンドまたはアクション

• [MGCPキープアライブ ポート
（MGCP Keep-alive Port）]

• [SIP電話ポート（SIP Phone Port）]

• [SIP電話セキュアポート（SIP Phone
Secure Port）]

サーバ情報の設定
Unified Communications Manager ノードの名前を指定し、説明を追加します。この手順で、次の
読み取り専用情報を表示することもできます。

• コンピュータ テレフォニー インテグレーション ID（CTI ID）。

• Unified Communications Manager がインストールされるサーバです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration で、[システム（System）] > [Cisco Unified
CM] を選択します。
[Cisco Unified CM の検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CMs）] ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックします。
一致するすべての Cisco Unified Communications Manager が表示されます。

ステップ 3 表示する Cisco Unified CM を選択します。
[Cisco Unified CM の設定（Cisco Unified CM Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [名前（Name）] フィールドで、この Cisco Unified Communications Manager に割り当てる名前を
入力します。

ステップ 5 [説明（Description）] フィールドに、ノードの説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ポートの設定
SCCPデバイス登録、SIPデバイス登録、MGCPゲートウェイ接続などの接続に使用されるポー
トの設定を変更するには、この手順を使用します。
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通常、デフォルトのポート設定を変更する必要はありません。この手順は、デフォルトを変更
する場合にのみ使用します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration で、[システム（System）] > [Cisco Unified
CM] を選択します。
[Cisco Unified CM の検索と一覧表示（Find and List Cisco Unified CMs）] ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックします。
一致するすべての Cisco Unified Communications Manager が表示されます。

ステップ 3 表示する Cisco Unified CM を選択します。
[Cisco Unified CM の設定（Cisco Unified CM Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [このサーバの Cisco Unified Communications Manager TCP ポートの設定（Cisco Unified
Communications Manager TCP Port Settings for this Server）]セクションに移動します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

ポート設定

説明フィールド

システムは、この TCP ポートを使用してネットワークの Cisco Unified
IP Phone（SCCP 専用）と通信します。

• このポートがシステムですでに使用中でない限り、デフォルト
ポートの値 2000 を受け入れます。2000 を選択すると、このポー
トは非セキュアとして識別されます。

• すべてのポートエントリが一意であることを確認してください。

• 有効なポート番号の範囲は 1024 ～ 49151 です。

[イーサネット電話
ポート（Ethernet Phone
Port）]
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説明フィールド

システムは、TCPポートを使用して、その関連するMGCPゲートウェ
イからのメッセージを検出する。

• このポートがシステムですでに使用中でない限り、デフォルト
ポート 2427 を受け入れます。

• すべてのポートエントリが一意であることを確認してください。

• 有効なポート番号の範囲は 1024 ～ 49151 です。

[MGCPリッスンポート
（MGCP Listen Port）]

システムは、このTCPポートを使用して、その関連するMGCPゲート
ウェイとアクティブメッセージを交換する。

• このポートがシステムですでに使用中でない限り、デフォルト
ポート 2428 を受け入れます。

• すべてのポートエントリが一意であることを確認してください。

• 有効なポート番号の範囲は 1024 ～ 49151 です。

[MGCPキープアライブ
ポート（MGCP
Keep-alive Port）]

このフィールドでは、Unified Communications Manager が TCP と UDP
を介して SIP 回線登録をリッスンするのに使用するポート番号を指定
します。

[SIP電話ポート（SIP
Phone Port）]

このフィールドでは、システムが TLS を介して SIP 回線登録をリッ
スンするのに使用するポート番号を指定します。

[SIP電話セキュアポー
ト（SIP Phone Secure
Port）]

このフィールドは、Cisco Unified Communications Manager が TLS
（Transport Layer Security）を介して、オンプレミスの Jabber デバイス
による SIP 回線への登録をリッスンするために使用するポート番号を
指定します。デフォルト値は 5090 です。範囲は 1024 〜 49151 です。

SIP 電話 OAuth ポート
（SIP Phone OAuth
Port）

このフィールドでは、Cisco Unified Communications Manager が MTLS
（Mutual Transport Layer Security）を介してExpressway 上の Jabber か
らの SIP 回線登録を受信するために使用するポート番号を指定しま
す。デフォルト値は 5091 です。範囲は 1024 〜 49151 です。

SIPモバイルおよびリ
モートアクセスOAuth
ポート

ホスト名の設定
表 5-2 に、Unified Communications Manager サーバのホスト名を設定できるロケーション、ホス
ト名に使用できる文字数、ホスト名に推奨される最初の文字と最後の文字を示します。ホスト
名が正しく設定されていないと、通信マネージャの一部のコンポーネント（オペレーティング
システム、データベース、インストールなど）が正常に動作しない可能性があります。
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表 5-2 にリストされたロケーションのホスト名または IP アドレスを変更する前に、「Unified
Communications Manager 8.5(1) の IP アドレスおよびホスト名の変更」を参照してください。設
定後のホスト名や IP アドレスを正しく更新しないと、Unified Communications Manager に問題
が発生することがあります。

注意

表 1 : Cisco Unified Communications Manager におけるホスト名の設定

推奨されるホスト
名の最終文字

推奨されるホスト
名の先頭文字

指定できる文字数可能な設定ホスト名の場所

英数字英字2 ～ 63サーバのホスト名
を追加または変更
できます。

[ホスト名/IP アド
レス（Host Name/
IP Address）]
フィールド

Cisco Unified
Communications
Manager
Administration の
[システム
（System）] >
[サーバ
（Server）]

英数字英字1 ～ 63クラスタ内のサー
バのホスト名を追
加できます。

[ホスト名
（Hostname）]
フィールド

Cisco Unified
Communications
Manager のインス
トール時

英数字英字1 ～ 63サーバーのホスト
名ではなく変更で
きます。

[ホスト名
（Hostname）]
フィールド

Cisco Unified
Communications オ
ペレーティング
システムの [設定
（Settings）] >
[IP] > [イーサネッ
ト（Ethernet）]
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推奨されるホスト
名の最終文字

推奨されるホスト
名の先頭文字

指定できる文字数可能な設定ホスト名の場所

英数字英字1 ～ 63サーバーのホスト
名ではなく変更で
きます。

set network
hostnameホスト名

コマンドライン
インターフェイス

このホスト名は、ARPANET ホスト名の規則に従う必要があります。ホスト名の先頭文字と最
終文字の間には、英数文字とハイフンを入力できます。

ヒント

表 5-2 のいずれかの場所でホスト名を設定する前に、次の情報を確認してください。

• [サーバの設定（Server Configuration）] ウィンドウの [ホスト名/IP アドレス（Host Name/IP
Address）] フィールドは、デバイスとサーバ間、アプリケーションとサーバ間、および異
なるサーバ間の通信をサポートします。このフィールドには、ドット区切り形式の IPv4
アドレスまたはホスト名を入力できます。

このフィールドでは、Unified Communications Manager が DNS サーバにアクセスしてホス
ト名を IPアドレスに解決できる場合は、ホスト名のみを設定します。UnifiedCommunications
Manager の名前とアドレス情報は、必ず DNS サーバで設定してください。

DNS サーバで Unified Communications Manager 情報を設定するのに加えて、Unified Communications
Manager のインストール中に DNS 情報を入力することもできます。

ヒント
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第 5 章

システム パラメータとエンタープライズ
パラメータの設定

• システムおよびエンタープライズ パラメータの初期パラメータの概要 （33 ページ）
• システムとエンタープライズの初期設定タスク フロー （34 ページ）

システムおよびエンタープライズパラメータの初期パラ
メータの概要

Unified Communications Manager ノードを初めてセットアップする場合は、次のシステム全体の
パラメータを検討してください。必要に応じて、導入におけるシステム全体のパラメータを変
更できますが、ほとんどの場合、推奨されるデフォルト設定で動作します。

• IP 電話のフォールバック接続モニタ期間を設定します。

• すべてのユーザに対して社内ディレクトリの検索を許可します。

• クラスタの完全修飾電話番号（FQDN）と組織のトップレベル ドメインを設定します。

• ビデオ対応の Cisco Jabber 開始条件を設定します。

• （省略可）クラスタが MLPP を使用している場合は、Multilevel Precedence and Preemption
（MLPP）を有効にします。

• （省略可）ネットワークが IPv6 を使用している場合は、IPv6 を有効にします。

• （省略可）リモート syslog サーバ名前を入力します。

• （省略可）導入をトラブルシューティングするためのコールトレースログを設定します。

• （省略可）依存関係レコードを有効にします。
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システムとエンタープライズの初期設定タスク フロー
始める前に

Unified Communications Manager のノードとポートの設定を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Manager ノード
の初期セットアップに必要なシステム全

システムおよびエンタープライズのパラ
メータ設定 （34 ページ）

ステップ 1

体のパラメータを設定します。推奨され
るシステム設定のリストについては、
「よくある企業パラメータ （37 ペー
ジ）」を参照してください。

制御されたモバイル デバイス管理
（MDM）の環境でIdPによる証明書ベー

iOS Cisco Jabber の SSO ログインの動作
設定 （42 ページ）

ステップ 2

スの認証を Cisco Jabber で実行するため
に必要なエンタープライズ パラメータ
を設定します。

Real-Time Monitoring Tool（RTMT）用に
SAML SSO を有効化するには、Unified

RTMT への SSO の設定 （43 ページ）ステップ 3

Communications Manager を使用してエン
タープライズパラメータを設定します。

次のタスク

Unified Communications Manager クラスタで設定されているすべてのデバイスに適用する共通設
定の基盤とする、デバイス プールの一部のコア設定を構成します。「デバイス プールのコア
設定の設定タスク フロー （61 ページ）」を参照してください。

システムおよびエンタープライズのパラメータ設定
Cisco Unified Communication Manager 管理を使用して、特定の展開のシステムパラメータとエ
ンタープライズパラメータを設定することができます。最初のシステム設定にとって重要なパ
ラメータがリストされていますが、ほとんどの導入では推奨されるデフォルト設定が有効に
なっています。

コール トレース ログの有効化など、トラブルシューティングに役立つパラメータは、ネット
ワークのパフォーマンスに影響があるため、問題が解決した後は無効にする必要があります。
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ほとんどのパラメータは、変更を有効にするためにすべてのデバイスをリセットする必要があ
ります。すべての設定手順を完了してから、すべてのデバイスをリセットしてください。すべ
てのデバイスをリセットするのは、稼働率の低い時間帯に実行することを推奨します。

リリース 10.0(1) から、Unified Communications Manager と IM and Presence Service で同じエン
タープライズ パラメータが使用されます。IM and Presence Service のエンタープライズ パラメー
タの値を変更すると、変更された値が Unified Communications Manager に対して自動的に更新
されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration で、[システム（System）] > [エンタープラ
イズパラメータ（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 クラスタの IP 電話が、TCP 接続が使用可能になったときに、プライマリ ノードに戻るまでの
時間を、[エンタープライズ パラメータの設定（Enterprise Parameters Configuration）] セクショ
ンの [接続モニタ間隔（Connection Monitor Duration）] フィールドに秒数を入力してから、[保
存（Save）] をクリックします。デフォルト値は 120 秒です。

すべてのデバイスをリセットしないで、クラスタ内の影響を受けるデバイスに変更を
適用するには、[設定の適用（Apply Config）] をクリックしてからし、[OK（OK）] を
クリックします。

ヒント

ステップ 3 [ユーザ データ サービス パラメータ（User Data Service Parameters）] セクションの [ユーザ検索
をすべて有効にする（Enable All User Search）] セクションで、[True（True）] を選択して、姓、
名、または電話番号が指定されていないときに、すべてのユーザを組織内名簿で検索すること
を許可します。

ステップ 4 [クラスタ全体のドメイン設定（Clusterwide Domain Configuration）] セクションで、クラスタ全
体のドメインをセットアップします。

a) [組織の最上位ドメイン（Organization Top Level Domain）] フィールドで組織の最上位ドメ
インを入力します。最大長は 255 文字です。

b) [クラスタの完全修飾ドメイン名（Cluster Fully Qualified Domain Name）] フィールドに、ク
ラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。最大長は 255 文字です。

複数のFQDNはスペースで区切る必要があります。アスタリスク（*）を使用して、FQDN
内でワイルドカードを指定することができます。例: cluster-1.cisco.com *. cisco.com。

ステップ 5 Cisco Jabber セクションで、[ビデオ通話を開始しない] フィールドで [False] を選択します。

ステップ 6 （任意） [ Mlpp および機密にアクセスレベルパラメータ (mlpp)] セクションで、マルチレベル
の優先順位と [プリエンプトアクセスレベルパラメータ (mlpp)] を入力し、デバイスが mlpp を
使用できるようにします。

a) Mlpp サービスのドメインをMlpp ドメイン識別子フィールドに入力します。このパラメー
タには 16 進値（0x で始まる値）を指定できます。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
35

システムの初期パラメータの設定
システムおよびエンタープライズのパラメータ設定



b) Mlpp 表示ステータスフィールドで [mlpp インジケータをオンにする (on)] を選択します。

ステップ 7 （任意） [Ipv6 ] セクションで、[ ipv6 の有効化 ( Enable ipv6)] フィールドを True に設定しま
す。

ステップ 8 （任意） [ Cisco syslog Agent ] セクションで、リモート syslog サーバの名前または IP アドレス
を [ リモート syslog サーバ名 1 ] フィールドに入力します。サーバ名が指定されていない場合、
Cisco Unified Serviceability は Syslog メッセージを送信しません。

ステップ 9 （任意） [セッショントレース用のコールトレースログの設定]セクションで、コールトレース
ログを設定して、セッショントレースの SIP コール情報を収集できるようにします。

Real-Time Monitoring Tool（RTMT）のセッション トレース機能は、トラブルシューティングに
役立つコール フロー図を生成するためにこの情報を使用します。

a) [コールトレースログの有効化 (Enable Call Trace Log)] フィールドを [True] に設定します。
b) [コールトレースログファイルの最大数] フィールドで、Unified Communication Manager が

生成できる SIP コールトレースログファイルの最大数を入力します。

デフォルト値は 2000 です。有効範囲は 5 ~ 4000 です。

c) 呼追跡ログフィールドには、SIP呼追跡ログファイルの最大ファイルサイズメガバイトを入
力します。

デフォルト値は 2 です。有効な範囲は 1 ～ 10 です。

SIP コール トラフィック量が多い期間は、ある程度のパフォーマンスの低下が生じる
ことがあります。システム パフォーマンスの影響を低減するには、[セッション ト
レースのコール関連の REFER/NOTIFY/SUBSCRIBE SIP メッセージをログに記録する
（Log Call-Related REFER/NOTIFY/SUBSCRIBE SIP Messages for Session Trace）] とい
う Cisco CallManager サービス パラメータを [False] に設定します。これによって、SIP
コールトレースから REFER、NOTIFY、および SUBSCRIBEメッセージが除外されま
す。

（注）

ステップ 10 Ccmadminパラメータセクションので、[依存関係の有効化 (Enable Records)] フィールドで
[True] を選択します。

ステップ 11 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 12 [ リセット(reset)] をクリックし、[OK] をクリックしてすべてのデバイスをリセットします。

すべてのデバイスをリセットするのは、稼働率の低い時間帯に実行することを推奨します。

すべてのデバイスをリセットするには、システム内の全デバイスプールをリセットし
ます。

ヒント

関連トピック
よくある企業パラメータ （37 ページ）
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よくある企業パラメータ
次の表に、組織のトップレベルドメインまたはクラスタの完全修飾ドメイン名など、エンター
プライズ設定に使用される共通のエンタープライズパラメータを示します。詳細なリストを見
るには、Cisco Unified CM Administration の [システム（System）] > [エンタープライズパラメー
タ（Enterprise Parameters）] メニューを使用します。

表 2 : Cisco Unified Communications Manager の初期設定の共通エンタープライズ パラメータ

説明パラメータ名

エンタープライズ パラメータ

クラスタ内の IP 電話がセカンダリ ノードに登録された場合に、この
パラメータを使用して、プライマリ ノードが使用可能になった後、
それがフォールバックして再登録される前に、IP電話が待機する時間
を設定します。このパラメータは、特定のセキュア Survivable Remote
Site Telephony（SRST）ルータに対応するすべてのセキュアなデバイ
スに影響します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ
ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

デフォルトは 120 秒です。

変更内容を反映するには、すべてのサービスを再起動してください。

接続モニタ間隔
（Connection Monitor
Duration）

CCMAdmin パラメータ

このパラメータはトラブルシューティングに必要な依存関係の記録を
表示します。初期システム設定の間、依存記録を表示することは有益
であるかもしれない。

依存関係記録の表示は、高いCPU使用率のピークをもたらし、コール
処理に影響を与える可能性がある。考えられるパフォーマンス問題を
回避するために、システム設定の完了後は、このパラメータを無効に
します。負荷の低い時間帯またはメンテナンス ウィンドウの間のみ
に依存関係レコードを表示することを推奨します。

有効にするには、Cisco Unified Communications Manager Administration
を使用して大半の設定ウィンドウからアクセスできる [関連リンク
（Related Links）] ドロップダウン リストから [依存関係レコード
（Dependency Records）] を選択できます。

デフォルト：[いいえ（False）]

[依存性レコードを有
効化（Enable
Dependency Records）]

ユーザ データ サービス パラメータ
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説明パラメータ名

名前、名前、またはディレクトリ番号が指定されていない場合、この
パラメータは会社のディレクトリのすべてのユーザを検索することが
できます。このパラメータは、[Cisco CallManager セルフ ケア（Cisco
CallManager Self Care）]（CCMUser）ウィンドウでのディレクトリ検
索にも適用されます。

デフォルト：[はい（True）]

[すべてのユーザ検索
を有効にする（Enable
All User Search）]

クラスタ全体のドメイン設定

このパラメータは、組織のトップレベルのドメインを定義します。
例：cisco.com

最大長：255 文字

許可された値は、大文字と小文字、数字（0-9）、ハイフンとポイン
ト（ドメインラベル区切り記号として）の有効領域を使用します。ド
メイン ラベルの先頭文字をハイフンにすることはできません。最後
のラベルの先頭文字を数字にすることはできません。たとえば、
cisco.1om といったドメインは無効です。

[組織の最上位ドメイ
ン（Organization Top
Level Domain）]

このパラメータに、このクラスタの1つまたは複数の完全修飾ドメイ
ン名（FQDN）を定義します。複数の FQDN はスペースで区切る必要
があります。アスタリスク（*）を使用して、FQDN内でワイルドカー
ドを指定することができます。例：cluster-1.cisco.com
*.cisco.com

このパラメータのいずれかのFQDNに一致するホスト部分があるURL
を含む要求（SIP コールなど）は、クラスタと接続されたデバイスに
ルーティングされます。

最大長：255 文字

有効な値：FQDNまたは*ワイルドカードを使用した部分的なFQDN。
大文字と小文字、数字（0-9）、ハイフンとポイント（ドメインラベ
ル区切り記号として）。ドメイン ラベルの先頭文字をハイフンにす
ることはできません。最後のラベルの先頭文字を数字にすることはで
きません。たとえば、cisco.1om といったドメインは無効です。

[クラスタの完全修飾
ドメイン名（Cluster
Fully Qualified Domain
Name）]

IPv6
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説明パラメータ名

このパラメータは、Unified Communications Manager が Internet Protocol
Version 6（IPv6）をネゴシエートできるかどうか、および電話で IPv6
機能をアドバタイズできるかどうかを決定します。

このパラメータを有効化する前に、すべてのノードのプラットフォー
ムも含め、他のすべてのネットワーク コンポーネントで IPv 6を有効
にする必要があります。それ以外の場合、システムは引き続き IPv4
専用モードで稼動します。

必須フィールドです。

デフォルト：False（IPv6 は無効です）

IPv6パラメータの変更を有効にするには、以下のサービスを再起動す
る必要があります。また、インスタントメッセージとオンラインサー
ビスグループで影響を受けるサービスを再起動してください。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco Certificate Authority Proxy Function

[IPv6を有効化（Enable
IPv6）]

Cisco Syslog Agent

リモート Syslog サーバの名前または IP アドレスを入力します。サー
バ名が指定されていない場合、Cisco Unified Serviceability は Syslog
メッセージを送信しません。このパラメータは、ログ用にSyslogサー
バを使用している場合にのみ必須です。

最大長：255 文字

許可された値:文字の大きさ、数字(0-9)、ハイフン、ポイントの有効
なリモートSylogサーバ名を使用します。

接続先として別の Cisco Unified Communications Manager ノードを指定
しないでください。

リモート Syslog サーバ
名 1（Remote Syslog
Server Name 1）

Cisco Jabber

このパラメータは、ビデオ コールの開始時に、ビデオを送信するか
どうかを決定します。すぐにビデオを送信せずにビデオ コールを開
始するには、[True] を選択します。ビデオコール中はいつでも、ビデ
オの送信開始を選択できます。

このパラメータは、IM and Presence Service のどの設定よりも優先され
ます。False に設定すると、IM and Presence Service で指定された設定
に従ってビデオ コールが開始します。

デフォルト：False

[ビデオとともにコー
ルを開始しない
（Never Start Call with
Video）]
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説明パラメータ名

SSO および OAuth の設定

このパラメータは、制御された Mobile Device Manager（MDM）導入
環境で Cisco Jabber が IdP に対して証明書ベースの認証を実行できる
ようにする場合に必要です。

[iOS向けSSOログイン動作（SSO Login Behavior for iOS）] パラメータ
には次のオプションが含まれます。

• [組み込みブラウザの使用（Use Embedded Browser）]：このオプ
ションを有効化すると、Cisco Jabber は SSO 認証に組み込みブラ
ウザを使用します。このオプションにより、バージョン9より前
の iOS デバイスのネイティブ Apple Safari ブラウザで、クロス起
動なしの SSO を使用できるようになります。

• [ネイティブブラウザの使用（Use Native Browser）]：このオプ
ションを有効化すると、Cisco Jabber は、MDM 導入環境でアイデ
ンティティ プロバイダー（IdP）に対して証明書ベースの認証を
実行するために、iOS デバイスで Apple Safari フレームワークを
使用します。

制御された MDM 導入環境である場合を除き、ネイティブ
ブラウザの使用は組み込みブラウザを使用する場合ほどセ
キュアではないため、このオプションの設定は推奨しませ
ん。

（注）

必須フィールドです。

[デフォルト（Default）]：組み込みブラウザ（WebView）を使用しま
す。

[IOS の SSO ログイン
動作（SSO Login
Behavior for iOS）]
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説明パラメータ名

このパラメータは、Unified Communications Manager に接続するとき
に、Cisco Jabber などのクライアントによって使用されるログイン フ
ローを制御します。

• [有効（Enabled）]：このオプションを有効にすると、クライアン
トで oAuth ベースの高速なログイン フローを使用してすばやく
効率的にログインできるようになり、たとえばネットワークの変
更などによってログインし直す際にユーザが入力する必要がなく
なります。このオプションを使用するためには、Expressway や
Unity Connection（更新ログイン フローが有効化されている互換
性のあるバージョン）など、Unified Communications ソリューショ
ンのその他のコンポーネントからのサポートが必要です。

• [無効（Disabled）]：このオプションを有効化する場合、従来の動
作のままとなり、旧バージョンの他のシステム コンポーネント
との互換性が保たれます。

Cisco Jabber を使用したモバイルおよびリモート アクセ
スの導入環境では、更新ログイン フローで oAuth をサ
ポートする、互換性のある Expressway バージョンでの
み、このパラメータを有効化することを推奨します。
互換性のないバージョンは、Cisco Jabber の機能に影響
する場合があります。サポートされているバージョン
および設定要件については、特定の製品のドキュメン
トを参照してください。

（注）

必須フィールドです。

デフォルトでは無効になっています。

[更新ログインフロー
を使用したOAuth
（OAuth with Refresh
Login Flow）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
41

システムの初期パラメータの設定
よくある企業パラメータ



説明パラメータ名

このパラメータは、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）用に SAML
SSO を有効化するために設定します。

[RTMTでのSSOの使用（Use SSO for RTMT）] パラメータには、次の
オプションが含まれます。

• [True]：このオプションを選択すると、RTMTは、SAML SSOベー
スの IdP ログイン ウィンドウを表示します。

新規インストール時には、[RTMTでのSSOの使用（Use
SSO for RTMT）] パラメータのデフォルト値は True に
なっています。

（注）

• [False]：このオプションを選択すると、RTMT は、基本認証のロ
グイン ウィンドウを表示します。

[RTMT での SSO の使用（Use SSO for RTMT）] パラメー
タがない Cisco Unified Communications Manager のバー
ジョンからアップグレードする場合、新しいバージョ
ンに表示されるこのパラメータのデフォルト値は False
です。

（注）

必須フィールドです。

デフォルト：[True]。

[RTMT での SSO の使
用（Use SSO for
RTMT）]

iOS Cisco Jabber の SSO ログインの動作設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 オプトイン制御を設定するには、[SSOの設定（SSO Configuration）] セクションで、[iOS向け
SSOログイン動作（SSO Login Behavior for iOS）] パラメータで、[ネイティブブラウザの使用
（Use Native Browser）] オプションを選択します。
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[iOS向けSSOログイン動作（SSO Login Behavior for iOS）] パラメータには次のオプ
ションが含まれます。

• [組み込みブラウザの使用（Use Embedded Browser）]：このオプションを有効に
すると、Cisco Jabber は SSO の認証に、組み込みブラウザを使用します。このオ
プションにより、バージョン 9 より前の iOS デバイスのネイティブ Apple Safari
ブラウザで、クロス起動なしのSSOを使用できるようになります。このオプショ
ンは、デフォルトで有効です。

• [ネイティブブラウザの使用（Use Native Browser）]：このオプションを有効にす
ると、Cisco Jabber は、iOS デバイスで Apple Safari フレームワークを使用し、
MDM の導入で、ID プロバイダー（IdP）を利用する証明書ベースの認証を実行
します。

ネイティブブラウザの使用は組み込みブラウザの使用ほど安全ではない
ため、制御された MDM の導入での利用を除いては、このオプションの
設定を推奨しません。

（注）

（注）

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

RTMT への SSO の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 RTMT に SSO を設定するには、[SSOの設定（SSO Configuration）] セクションで、[RTMTでの
SSOの使用（Use SSO for RTMT）] パラメータに True を選択します。

[RTMTでのSSOの使用（Use SSO for RTMT）] パラメータには、次のオプションが含
まれます。

• [True]：このオプションを選択すると、RTMT は、SAML SSO ベースの IdP ログ
イン ウィンドウを表示します。

新規インストール時には、[RTMTでのSSOの使用（Use SSO for RTMT）]
パラメータのデフォルト値は True になっています。

（注）

• [False]：このオプションを選択すると、RTMT は、基本認証のログイン ウィンド
ウを表示します。

[RTMT での SSO の使用（Use SSO for RTMT）] パラメータがない Cisco
Unified Communications Manager のバージョンからアップグレードする場
合、新しいバージョンに表示されるこのパラメータのデフォルト値は
False です。

（注）

（注）
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ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
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第 6 章

サービス パラメータの設定

• サービス パラメータの概要 （45 ページ）
• サービス パラメータの設定タスク フロー （46 ページ）

サービス パラメータの概要
サービス パラメータを使用すると、選択した Unified Communications Manager サーバでさまざ
まなサービスを設定できます。すべてのサービスに適用されるエンタープライズパラメータと
は異なり、各サービスは個別のサービス パラメータのセットで設定されます。

サービス パラメータでは、次の 2 種類のサービスを設定できます。これらはいずれも Cisco
Unified Serviceability 内で有効化できます。

• 機能サービス：この種類のサービスは、特定のシステム機能を実行するのに使用されま
す。それらを使用するためには、機能サービスをに対してオンにする必要があります。

• ネットワーク サービス ：ネットワーク サービスはデフォルトでオンになっていますが、
トラブルシューティングの目的でネットワークサービスの停止と開始（または再起動）を
選択できます。この種類のサービスには、データベースやプラットフォームなどのシステ
ム コンポーネントが正常に機能できるようにするサービスが含まれます。

サービス パラメータの [サービスパラメータ（service parameter）] フィールドの説明を表示す
るには、[サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで [?] アイ
コンをクリックするか、パラメータの名前をクリックします。

サービスを無効化すると、更新されたサービス パラメータ値は Unified Communications Manager
に保持されます。サービスを再び開始すると、Unified Communications Manager がサービス パ
ラメータを変更後の値に設定します。

（注）
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サービス パラメータの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Serviceability を使用する
ノードでサービスをアクティブ化および

基本サービスのアクティブ化 （46 ペー
ジ）

ステップ 1

非アクティブ化できます。パブリッシャ
ノードの推奨サービス リストについて
は、パブリッシャノードに推奨するサー
ビス （47 ページ）を参照してくださ
い。サブスクライバ ノードの推奨サー
ビス リストについては、サブスクライ
バーノード用の推奨サービス （48 ペー
ジ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager パ
ブリッシャ ノードとクラスタ内のサブ

サービス パラメータの設定 （49 ペー
ジ）

ステップ 2

スクライバ ノードのサービス パラメー
タを設定します。

Cisco Unified Communications Manager
Administration および Cisco Unified

クラスタ全体のサービス パラメータ設
定の表示 （50 ページ）

ステップ 3

Serviceability を使用するノードのサービ
スを表示できます。サービス パラメー
タ設定およびパラメータの説明を表示す
るには、Cisco Unified Communications
Manager Administration を使用します。

基本サービスのアクティブ化
クラスタ全体でサービスをアクティブ化するには、この手順を使用します。

パブリッシャ ノードとサブスクライバ ノードで推奨されるサービスの一覧については、次の
トピックを参照してください。

• パブリッシャ ノードに推奨するサービス （47 ページ）

• サブスクライバーノード用の推奨サービス （48 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability から、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）] を選択します。

ステップ 2 ドロップダウン メニューから [サーバ（Server）] を選択して、[移動（Go）] をクリックしま
す。

サービスと現在のステータスが表示されます。

ステップ 3 必要なサービスをアクティブ化または非アクティブ化します。

• サービスをアクティブ化するには、アクティブ化するサービスの横にあるチェックボック
スをオンにします。

• サービスを非アクティブ化するには、非アクティブ化するサービスの横にあるチェック
ボックスをオフにします。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
サービスのアクティブ化が完了するには数分かかることがあります。ステータスの変更を確認
するには、ページを更新します。

パブリッシャ ノードに推奨するサービス
次の表に、専用でない TFTP サーバを使用している場合に Unified Communications Manager パ
ブリッシャ ノードに推奨するサービスを示します。

表 3 : 専用ではない TFTP サーバの導入環境に推奨するパブリッシャ ノード サービス

[サービス名（Service Name）]タイプ

Cisco CallManager[CMサービス（CM
Services）] Cisco Unified Mobile Voice Access Service

Cisco IP Voice Media Streaming App

Cisco CTIManager

Cisco Extended Functions

シスコ クラスタ間検索サービス

シスコ ロケーション帯域幅マネージャ

Cisco TFTP

Cisco IP Manager AssistantCTI サービス

Cisco WebDialer Web Service
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[サービス名（Service Name）]タイプ

Cisco SOAP - CDRonDemand ServiceCDR サービス

Cisco CAR Web Service

Cisco Bulk Provisioning サービスデータベースおよび管
理者サービス

シスコソープ-顧客ニーズサービス

Cisco URL Web Service

Cisco Serviceability Reporterパフォーマンスおよび
モニタリング サービス
（Performance and
Monitoring Services）

Cisco Certificate Authority Proxy Function

Cisco DirSyncディレクトリ サービス
（Directory Services）

以下のサービスを使用しない場合、安全にそれらを無効にできます。

• Cisco Messaging Interface

• Cisco DHCP Monitor サービス

• Cisco TAPS サービス

• Cisco Directory Number Alias Sync

• Cisco Dialed Number Analyzer Server

• Cisco Dialed Number Analyzer

• Self Provisioning IVR

ヒント

サブスクライバーノード用の推奨サービス
次の表に、専用ではない TFTP サーバを使用している場合に Unified Communications Manager
サブスクライバ ノードに推奨するサービスを示します。

他のサービスを使用する予定がない場合は、そのサービスを安全に無効にすることができま
す。

ヒント
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表 4 : 専用の TFTP サーバ導入に推奨されるサブスクライバーノードサービス

[サービス名（Service Name）]タイプ

Cisco CallManager[CMサービス（CM
Services）] Cisco IP Voice Media Streaming App

Cisco CTIManager

Cisco Extension Mobility

Cisco Extended Functions

Cisco TFTP

クラスタ内の各IM & Presence サービスノードで、次のサービスをアクティブ化する必要があ
ります。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP Authentication Service

サービス パラメータの設定
ノードのサービス パラメータは、Cisco Unified CM Administration を使用して設定できます。ク
ラスタ全体としてマークされているサービスパラメータは、クラスタ内の全ノードに影響を及
ぼします。

サービスパラメータの一部の変更は、システム障害の原因になることがあります。変更しよう
としている機能を完全に理解している場合と、Cisco Technical Assistance Center（TAC）から変
更の指定があった場合を除いて、サービスパラメータに変更を加えないようにしてください。

注意

始める前に

• Unified Communications Manager ノードが設定されていることを確認します。

• サービスがアクティブであることを確認します。詳細については、「基本サービスのアク
ティブ化 （46 ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] を選択します。
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ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストのノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストのサービスを選択します。

[サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウ の ? アイコ
ンをクリックして、サービス パラメータのリストと説明を表示します。

ヒント

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）] をクリックして、すべてのパラメータのリストを表示します。

ステップ 5 サービス パラメータを変更し、[保存（Save）] をクリックします。

ウィンドウが更新され、サービス パラメータ値が更新されます。

[デフォルトに設定（Set to Default）] ボタンをクリックすると、すべてのパラメータが、[パラ
メータ値（Parameter Value）] フィールドの後に表示される推奨値に更新されます。パラメー
タに提案値が設定されていない場合は、[デフォルトに設定（Set to Default）] ボタンをクリッ
クしてもサービス パラメータ値は変更されません。

クラスタ全体のサービス パラメータ設定の表示
[Cisco Unified CM Administration （Cisco Unified Communications Manager Administration）] およ
び Cisco Unified Serviceability を使用して、クラスタ内のノードのサービスのステータスを表示
できます。サービス パラメータ設定およびパラメータの説明を表示するには、Cisco Unified
Communications Manager Administration を使用します。

手順

ステップ 1 サービスを表示し、[Cisco Unified CM Administration （Cisco Unified Communications Manager
Administration）] を使用して、ノードのサービス パラメータ設定を表示するには、次の手順を
実行します。

a) [システム（System）] > [サービス パラメータ（Service Parameters）] の順に選択します。
b) [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、[サーバ

（Server）] ドロップダウン リスト ボックスのノードを選択します。
c) [サービス（Service）] ドロップダウン ボックスのサービスを選択します。

選択したノードに適用されるすべてのパラメータが表示されます。[クラスタ全体のパラ
メータ（一般）（Clusterwide Parameters（General））] セクションに表示されるパラメータ
は、クラスタ内の全ノードに適用されます。

d) [サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウの（? ）アイコン
をクリックし、サービス パラメータと説明のリストを表示します。

ステップ 2 クラスタ内の全ノードに関する特定のサービスのサービス パラメータを表示するには、[サー
ビス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウの [関連リンク（Related
Links）] ドロップダウン ボックスの [すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters for All
Servers）] を選択し、[Go] をクリックします。
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[すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters for All Servers）] ウィンドウが表示されます。
表示されているサーバ名またはパラメータ値をクリックして、関連する [サービスパラメータ
設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウを開くことができます。

ステップ 3 クラスタ内の全ノードに関する特定のサービスの同期外れサービス パラメータを表示するに
は、[すべてのサーバに対するパラメータ（Parameters for All Servers）] ウィンドウの [関連リン
ク（Related Links）] ドロップダウン ボックスの [すべてのサーバに対する同期外れパラメータ
（Out of Sync Parameters for All Servers）] を選択し、[Go] をクリックします。

[すべてのサーバに対する同期外れパラメータ（Out of Sync Parameters for All Servers）] ウィン
ドウが表示されます。表示されているサーバ名またはパラメータ値をクリックして、関連する
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウを開くことができま
す。
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第 7 章

デバイス プールのコア設定の設定

• デバイスプールの概要 （53 ページ）
• デバイスプールの要件 （60 ページ）
• デバイス プールのコア設定の設定タスク フロー （61 ページ）
• コールの保存 （72 ページ）

デバイスプールの概要
デバイスプールは、デバイスのグループに対して一連の共通設定を提供します。デバイスプー
ルは、電話、ゲートウェイ、トランク、CTIルートポイントなどのデバイスに割り当てること
ができます。デバイスプールを作成すると、各デバイスを個別に設定する代わりに、各デバイ
スがデバイス プールの設定を継承するように関連付けることができます。

デバイス プールを使用すると、日時グループ、リージョン、電話用 NTP リファレンスなど、
ロケーションに関連した情報を割り当てることによって、デバイスをロケーションに応じて設
定できます。デバイスプールは必要なだけ作成できますが、通常はロケーションごとに1つで
す。ただし、デバイスプールを適用することで、職務に応じて設定を適用することもできます
（たとえば会社にコール センターがある場合、コール センターの電話と事務管理部門の電話
を別々のデバイス プールに割り当てることが考えられます）。

このセクションでは、次のように、デバイスプールのコア設定を設定するために必要な手順に
ついて説明します。

• Network Time Protocol：電話用 NTP リファレンスを設定して、デバイス プール内の SIP デ
バイスに NTP サポートを提供します。

• リージョン：特定のリージョンとの間のコールに使用する帯域幅とサポートされる音声
コーデックを管理します。

• Cisco Unified Communications Manager グループ：デバイスに対してコール処理の冗長性と
分散コール処理を設定します。
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ネットワーク タイム プロトコル
NTP を使用すると、ネットワーク デバイスは、そのクロックをネットワーク タイム サーバま
たはネットワーク対応のクロックと同期させることができます。NTPは、すべてのネットワー
クデバイスの時刻を同じにし、監査ログのタイムスタンプがネットワーク時間と一致するよう
にするために重要です。請求およびコール詳細レコードなどの機能は、ネットワーク上の正確
なタイムスタンプに依存します。また、システム管理者は、トラブルシューティングのために
監査ログに正確なタイムスタンプを必要とします。これによって、異なるシステムの監査ログ
を比較し、信頼できるタイムラインと一連のイベントを作成できます。

インストール時に、Unified Communications Manager パブリッシャ ノード用の NTP サーバを
セットアップする必要があります。その後、サーバノードは、リリースサーバノードからそれ
らの時間を同期させます。

最大 5 個の NTP サーバを割り当てることができます。

電話用 NTP リファレンス

• SIP 電話の場合: 電話機の NTP 参照を設定し、デバイスプールを使用してそれらを割り当
てる必要があります。これらの参照により、ネットワーク時間を提供できる適切な NTP
サーバに SIP 電話が送信されます。プロビジョニングされた電話用 NTP リファレンスか
ら SIP 電話が日時を取得できない場合、電話は Unified Communications Manager に登録し
たときにこの情報を受信します。

• SCCP 電話機の場合: 電話機の場合: 電話機は、sccp 電話機から、sccp 信号によって直接
ネットワーク時間を取得できるため、電話機の NTP 参照は必要ありません。

認証済み NTP

ネットワークの NTP の領域についてネットワーク セキュリティを強化するために、認証済み
NTP を設定できます。認証済み NTP の設定を選択した場合は、次のいずれかの認証方法を選
択できます。

• 対称キーを使用した認証: このオプションを選択すると、ネットワーク内のデバイスは、
対称キーを使用して NTP メッセージの暗号化と認証を行います。このオプションは、
RedHat などのベンダーで推奨されています。

• Autokey (PKI ベースのインフラストラクチャ)を使用した認証: このオプションを選択する
と、ネットワーク内のデバイスは、オートキープロトコルを使用して NTP メッセージを
暗号化および認証します。この方法は、共通の条件に準拠するために必須です。

• 認証なし:オートキー メソッドを使用した対称キーまたは認証を使用して認証を設定しな
い場合、NTP メッセージは認証されません。

リージョンの概要
リージョンは、特定のコールについて帯域幅を制限する可能性がある Unified Communications
Manager のマルチサイト導入環境向けに、キャパシティ管理を提供します。たとえば、リー
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ジョンを使用して、内部コールには高い帯域幅を維持しながら、WAN リンク経由で送信され
るコールの帯域幅を制限することができます。リージョンを使用すると、リージョン内または
リージョン間のコールの最大ビットレートを設定することにより、音声コールとビデオコール
の帯域幅を制限できます。

また、特定のコーデックのみをサポートするアプリケーションを使用している場合、システム
はリージョンを使用してオーディオコーデックの優先順位を設定します。サポートされている
オーディオコーデックの優先順位付きリストを設定し、特定のリージョンとの間のコールに適
用することができます。

[リージョンの設定（Region Configuration）] ウィンドウで最大オーディオ ビットレートを設定
する場合（または [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウの
サービスパラメータを使用して）、この設定はフィルタとして機能します。コールでオーディ
オ コーデックが選択されると、Unified Communications Manager が、適合するコーデックをコー
ル レッグの両側から選択し、設定された最大オーディオ ビットレートを超えるコーデックを
除外して、リストに残ったコーデックの中から優先されるコーデックを選択します。

Unified Communications Manager は、最大 2000 のリージョンをサポートします。

サポートされているオーディオ コーデック

Unified Communications Manager は、ビデオ ストリームの暗号化および次の音声コーデックを
サポートしています

説明オーディオ コーデック

最も一般的にサポートされているコーデックで、Public Switched
Telephone Network（PSTN; 公衆電話交換網）経由で使用されます。

G.711

ビデオ会議でよく使用されるワイドバンドコーデックです。Unified
Communications Manager では常に G.711 に優先されます。ただし、
G.722 が無効になっている場合を除きます。

G.722

24 kb/s および 32 kb/s で動作する、低複雑度のワイドバンド コーデッ
クです。G.722 と同様のオーディオ品質を、半分以下のビット レー
トで実現します。

G.722.1

ビデオ エンドポイントがサポートする低ビット レート コーデック
です。

G.728

Cisco IP 電話 7900 にサポートされる 8 kb/s 圧縮を使用する低ビット
レートコーデックで、通常 WAN リンクでの発信に使用されます。

G.729

Global System for Mobile Communications（GSM）コーデックです。
GSM は Unified Communications Manager で動作するように、GSM ワ
イヤレス ハンドセットに対して MNET システムを有効にします。

GSM
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説明オーディオ コーデック

Advanced Audio Coding-Low Delay（AAC-LD）は、優れた品質の音
声や音楽を提供する超広帯域オーディオコーデックです。このコー
デックは、低ビットレートの古いコーデックに対してさえ同等ある
いはより良い音質を提供します。

L16

SIP（Session Initiation Protocol）デバイス、特に Cisco TelePresence
Systems でサポートされます。

AAC-LD
（mpeg4-generic）

Low-overhead MPEG-4 Audio Transport Multiplex（LATM）は、優れ
た音質を提供する超広帯域オーディオコーデックです。Tandbergや
いくつかのサードパーティ エンドポイントを含む SIP（Session
Initiation Protocol）デバイスでサポートされます。

AAC-LD（mpeg4-generic）や AAC-LD（MPA4-LATM）と
は互換性がありません。

（注）

AAC-LD
（MP4A-LATM）

特に低ビットレートと中ビットレートのアプリケーション両方で、
低遅延のワイドバンド音質を提供するように設計された適応型広帯
域オーディオ コーデックです。

Internet Speech Audio
Codec（iSAC）

独立してエンコードされた音声フレームが原因の損失性ネットワー
クにおいて音声品質のグレースフルデグラデーションを可能にしつ
つ、15.2 kb/s と 13.3 kb/s のビット レートで G.711 から G.729 の間の
音声品質を提供します。iLBC は、SIP、SCCP、H323、MGCP デバ
イスでサポートされています。

H.323 アウトバンド FastStart は、iLBC コーデックをサポー
トしません。

（注）

インターネット低ビット
レート コーデック
（iLBC）

GSM に基づく、2.5G/3G ワイヤレス ネットワークで必須の標準規格
コーデックです（WDMA、EDGE、GPRS）。このコーデックは、
7.4 kb/s 以上のトール品質音声により、4.75 kb/s から 12.2 kb/s の範
囲の可変ビット レートでナローバンド（200 ～ 3400 Hz）信号をエ
ンコードします。AMR は SIP（Session Initiation Protocol）デバイス
でのみサポートされます。

アダプティブ マルチ
レート（AMR）

G.722.2 として体系化されており、公式にはワイドバンドとして知
られる ITU-T 標準規格音声コーデックは、音声を約 16 kb/s で符号
化します。このコーデックは、50 Hz から 7000 Hz の広い音声帯域
幅により、優れた音声品質を提供するので、AMR や G.711 などの
他のナローバンド音声コーデックに優先されます。AMR-WB は SIP
（Session Initiation Protocol）デバイスでのみサポートされます。

アダプティブ マルチ
レート ワイドバンド
（AMR-WB）
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説明オーディオ コーデック

Opusコーデックは、インタラクティブな音声およびオーディオコー
デックで、特に Voice over IP、ビデオ会議、ゲーム内チャットやラ
イブ配信される音楽演奏などの多様なインタラクティブオーディオ
アプリケーションを処理するために設計されています。

このコーデックは、6 kb/s から 510 kb/s までのナローバンド低ビッ
ト レートから超高ビット レートまでをサポートします。

Opus codec のサポートは、すべての SIP デバイスでデフォルトで有
効になっています。Opus Codec Enabledサービスパラメータを使用
して Opus サポートを再構成できます (デフォルト設定は、すべての
デバイスで有効になっています)。このパラメータを再設定すること
で、Opus codec のサポートを無効にしたり、非録音デバイスのみの
サポートを有効にしたりできます。

Opusには g.722 コーデックへの依存関係があります。SIP
デバイスで Opus を使用するためには、[G.722コーデック
のアドバタイズ（Advertise G.722 Codec）] エンタープライ
ズ パラメータも [有効（Enabled）] に設定する必要があり
ます。

（注）

Opus

Cisco Unified CM グループの概要
Unified Communications Manager グループは、デバイスが登録できる最大 3 台の冗長構成のサー
バについての、優先順位付きリストです。各グループには、1 個のプライマリ ノードと最大 2
個のバックアップノードが含まれます。ノードをリストする順序によって、1番目のノードが
プライマリ ノード、2 番目のノードがバックアップ ノード、3 番目のノードが第 3 ノードとし
て優先順位が決定されます。[デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）] を使用して、
Cisco Unified Communictions Manager グループにデバイスを割り当てることができます。

Unified Communications Manager グループは、システムに 2 つの重要な機能を提供します。

• コール処理の冗長性：デバイスが登録するときに、そのデバイスプールに割り当てられて
いるグループ内のプライマリ（1 番目）Unified Communications Manager への接続を試みま
す。プライマリ Unified Communications Manager が使用可能ではない場合、デバイスは最
初のバックアップノードに接続しようとし、そのノードが使用可能ではない場合は、第 3
のノードに接続を試みます。各デバイス プールには Unified Communications Manager グルー
プが 1 つ割り当てられます。

• 分散コール処理：複数のデバイス プールと Unified Communications Manager グループを作
成することで、デバイスの登録を複数の Unified Communications Manager に均等に分散で
きます。

ほとんどのシステムでは、より適切な負荷分散と冗長性を実現するために、複数のグループに
対して Unified Communications Manager を割り当てます。
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コール処理の冗長性
Unified Communications Manager グループは、コール処理の冗長性と回復の機能を提供します。

• フェールオーバー：グループのプライマリ Unified Communications Manager で障害が発生
し、そのグループのバックアップ Unified Communications Manager にデバイスが再登録す
るときに実行されます。

• フォールバック：障害が発生したプライマリ Unified Communications Manager が復旧し、
そのグループのデバイスがプライマリ Unified Communications Manager に再登録されると
きに実行されます。

通常動作では、グループ内のプライマリ Unified Communications Manager は、電話およびゲー
トウェイなど、そのグループに関連付けられたすべての登録デバイスのコール処理を制御しま
す。

プライマリの Unified Communications Manager で何らかの理由で障害が発生した場合、グルー
プの 1 番目のバックアップ Unified Communications Manager が、プライマリ Unified Communications
Manager に登録されたデバイスを制御します。グループに 2 番目のバックアップ Unified
Communications Manager を指定する場合、プライマリと 1 番目のバックアップ両方の Unified
Communications Manager で障害が発生した場合には、2 番目がデバイスを制御します。

障害が発生したプライマリ Unified Communications Manager の機能が回復すると、グループの
制御が戻り、そのグループのデバイスは自動的にプライマリ Unified Communications Manager
に再登録されます。

例

たとえば、次の図はシンプルなシステムを示しており、1 つのグループに 3 つのUnified
Communications Manager があり、800 台のデバイスを制御しています。

図 4 : Unified Communications Manager グループ

この図は、DP1 と DP2 の 2 つのデバイス プールが割り当てられている Unified Communications
Manager グループ G1を示します。通常動作では、Unified Communications Manager 1 は、G1グ
ループのプライマリ Unified Communications Manager として、DP1 と DP2 の 800台すべてのデ
バイスを制御します。Unified Communications Manager 1 で障害が発生した場合、800 台すべて
のデバイスの制御が Unified Communications Manager 2 に移ります。Unified Communications
Manager 2 でも障害が発生した場合、800 台すべてのデバイスの制御が Unified Communications
Manager 3 に移ります。
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この構成ではコール処理の冗長性が提供されますが、コール処理の負荷はこの例の 3 つの
Unified Communications Manager 間でうまく分散されません。Unified Communications Manager
グループとデバイスプールを使用して、クラスタ内で分散コール処理を提供する方法について
は、次のトピックを参照してください。

空の Unified Communications Manager グループは機能しません。（注）

分散コール処理
Cisco Unified Communications Manager グループは、コール処理の冗長化と分散型コール処理の
両方を実現します。デバイス、デバイス プール、および Unified Communications Manager をど
のようにグループに割り当てるかによって、システムの冗長性とロードバランシングのレベル
が決まります。

多くの場合、グループ内の 1 つの Cisco Unified Communications Manager に障害が起きた場合
に、他の Cisco Unified Communications Manager が過負荷にならないようにデバイスを分散する
必要があります。次の図は、3 つの Cisco Unified Communications Manager と 800 のデバイスか
ら成るシステムで分散型コール処理と冗長化を実現するために、Cisco Unified Communications
Manager グループとデバイス プールを設定する方法の一例を示しています。
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図 5 : 分散型コール処理と組み合わせた冗長化

この図は、設定されてデバイス プールに割り当てられたUnified Communications Manager グルー
プを表します。Unified Communications Manager 1 は、G1 と G2 の 2 つのグループでプライマリ
コントローラとして機能します。If Unified Communications Manager に障害が起きた場合、DP3
の 100 台のデバイスは Unified Communications Manager 1 に再登録され、DP２の 300 台のデバ
イスはUnified Communications Manager ３に再登録されます。同様に、Unified Communications
Manager 2 サーバは、グループ G3 と G4 のプライマリ コントローラとして機能します。Unified
Communications Manager 2 で障害が発生した場合、DP3 の 100 台のデバイスが Unified
Communications Manager 1 に登録し、DP3 の 300 台のデバイスが Unified Communications Manager
3 に登録します。Unified Communications Manager 1 と Unified Communications Manager 2 の両方
で障害が発生した場合は、すべてのデバイスが Unified Communications Manager 3 に登録しま
す。

デバイスプールの要件
デバイスプールは、設定する前に、適切に計画してください。デバイスプールおよび冗長構成
の Unified Communications Manager グループを設定する場合は、電話機向けにサーバの冗長性
を提供すると同時に、登録を複数のクラスタに均等に分散させることを推奨します。システム
について計画を立てる際に使用できる詳細情報については、『Cisco Collaboration システム ソ
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リューション リファレンス ネットワーク デザイン』（https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-implementation-design-guides-list.html）を参照してください。

Unified Communications Manager に最新のタイム ゾーン情報が含まれるようにするには、Unified
Communications Manager のインストール後に、タイム ゾーン情報を更新する Cisco Options
Package（COP）ファイルをインストールすることができます。大規模なタイム ゾーン変更イ
ベント後には、最新の COP ファイルを https://software.cisco.com/download/navigator.html でダウ
ンロードできることをお知らせします。

CMLocal の設定をローカルの日付と時刻に変更します。

デバイス プールの追加設定

この章では、Unified Communications Manager グループを使用した、電話用 NTP リファレンス、
リージョン、コール処理の冗長性などの主な設定について説明します。ただし、デバイスプー
ル設定を使用して次のオプション機能とコンポーネントをデバイスに適用することもできま
す。

• メディア リソース：会議ブリッジなどのメディア リソースと、保留音（MOH）を、デバ
イスプール内のデバイスに割り当てます。詳細については、本ドキュメントの「メディア
リソースの設定タスク フロー」のセクションを参照してください。

• Survivable Remote Site Telephony（SRST）：導入環境で WAN 接続を使用している場合は、
SRST を設定することで、WAN が停止した場合に IP ゲートウェイが限定的なコール サ
ポートを提供できるようになります。詳細については、本ドキュメントの「Survivable
Remote Site Telephony の設定タスク フロー」のセクションを参照してください。

• コール ルーティング情報：クラスタ間でコールをルーティングする方法の詳細について
は、本ドキュメントの「コール ルーティングの設定タスク フロー」のセクションを参照
してください。

• デバイス モビリティ：デバイス モビリティ グループを設定することで、デバイスが物理
的な場所に基づいて設定を使用できるようになります。詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager 機能設定ガイド』の「デバイス モビリティの設定」の章を参照し
てください。

デバイス プールのコア設定の設定タスク フロー
デバイス プールをセットアップし、リージョン、電話用 NTP リファレンス、およびそのデバ
イスプールを使用するデバイスの冗長性などの設定を適用するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

このタスクフローのタスクを実行して、
システムにNTPをセットアップします。

ネットワーク時間プロトコルの設定 （
62 ページ）

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

電話機の NTP 参照を設定し、デバイス
プールに割り当てることができる日付/
時刻グループにそれらを適用します。

これらのタスクを実行して、システムの
リージョンを設定します。最大で 2,000

リージョンの関係の設定 （69 ページ）ステップ 2

のリージョンを作成し、リージョンで提
供できる内容に基づいて、カスタマイズ
したオーディオ コーデック設定やビッ
ト レート制限など、カスタマイズした
設定を指定できます。

コール処理の冗長性と負荷分散のための
Unified Communications Manager グルー
プを構成します。

Cisco Unified CM グループの設定 （70
ページ）

ステップ 3

システム デバイスのデバイス プールを
設定します。設定された他のコア設定を

デバイス プールの設定 （71 ページ）ステップ 4

デバイス プールに適用します。これら
の設定をこのデバイス プールを使用す
るデバイスに適用します。

ネットワーク時間プロトコルの設定
これらのタスクを完了して、システムのネットワークタイムプロトコル (NTP)を設定します。
電話機の NTP 参照を設定し、これらの参照を日付/時刻グループに適用して、デバイスプール
に適用できるようにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

（省略可）NTP サーバを追加する必要
がある場合は、この手順を使用します。
最大5台のNTPサーバーを追加できます。

NTP サーバの追加 （63 ページ）ステップ 1

システムのインストール時
に、Unified Communications
Manager を 1 台の NTP サーバ
にポイントするように要求さ
れました。NTP サーバを追加
する場合は、この手順を使用
することができます。その他
の場合は、このタスクをス
キップします。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（省略可）セキュリティを強化するに
は、認証済み NTP を設定します。認証

次のいずれかの方法を選択して、NTP
メッセージを認証します。

ステップ 2

を設定するには、対称キーを使用する• 対称キー経由での NTP 認証キーの
設定 （64 ページ） か、またはキーを使用する必要がありま

す。オートキー メソッドは、共通の条
件に準拠するために必要です。• オートキー経由での NTP 認証キー

の設定 （64 ページ）

SIP 電話では、電話用 NTP リファレン
スを設定してから、日時グループとデバ

電話用 NTP リファレンスの設定 （65
ページ）

ステップ 3

イス プールを介してそれらを適用する
必要があります。

システムに接続されているさまざまなデ
バイスのタイム ゾーンを定義し、設定

日時グループの追加 （66 ページ）ステップ 4

した電話用 NTP リファレンスを適切な
日時グループに割り当てます。

utils ntp* コマンド セットなど、NTP のトラブルシューティングと設定に使用する CLI コマ
ンドの詳細については、『コマンドライン インターフェイス リファレンス ガイド』
（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。

（注）

NTP サーバの追加
NTP サーバを Unified Communications Manager に追加します。

Ntp サーバの [ 設定 (ntp)] [設定 > (ntp server Configuration winodw)] の [ntp サーバの設定 (ntp
server Configuration)] ウィンドウで、ntp サーバを追加することもできます。

（注）

手順

ステップ 1 コマンドライン インターフェイスにログインします。

ステップ 2 パブリッシャーノードが NTP サーバに到達できることを確認するには、ユーティリティネッ
トワーク ping <を実行して、ip アドレスが ntp サーバのアドレスを表すようにします。

ステップ 3 サーバにアクセス可能な場合は、ユーティリティ ntp サーバを実行して、< @ > を追加し、サーバを
追加します。
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ステップ 4 ユーティリティ ntp 再起動コマンドを使用して ntp サービスを再起動します。

対称キー経由での NTP 認証キーの設定
ネットワークでの NTP メッセージを認証するために対称キー要件を使用する場合は、この手
順を使用します。

手順

ステップ 1 コマンドライン インターフェイスにログインします。

ステップ 2 [Ntp auth-対称キーステータス (ユーティリティ)] コマンドを実行して、現在の ntp 認証設定のス
テータスを確認します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• 対称キーを使用して NTP 認証を有効にするには、ユーティリティ NTP auth 対称キーイネーブ
ルCLI コマンドを実行します。

• 対称キーを使用して NTP 認証を無効にするには、ユーティリティ ntp auth対称キーを無効に
するコマンドを実行します。

オートキー経由での NTP 認証キーの設定
PKI ベースの自動キーを使用して NTP 認証を設定する場合は、次の手順を使用します。

対称キーを使用した NTP 認証が有効になっている場合、自動キーによる認証を有効にするに
は、このキーを無効にする必要があります。対称キーを使用したNTP認証を無効化するには、
「対称キー経由での NTP 認証キーの設定 （64 ページ）」を参照してください。

（注）

始める前に

オートキー を介した NTP 認証を有効にするには、共通条件モードを有効にする必要がありま
す。コモン クライテリア モードを有効にする方法の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager セキュリティ ガイド』の「FIPS セットアップ」の章を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 コマンドライン インターフェイスにログインします。

ステップ 2 [Ntp 認証 (auto key status)] コマンドを実行して、現在の ntp 認証の設定を確認します。
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• NTP 認証を有効にするには、ユーティリティ用の ntp認証自動キー有効 CLI コマンドを実
行します。

• NTP認証を無効にするには、utils ntp auth auto-key disableコマンドラインインターフェー
スコマンドを実行してください。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、NTP 認証を有効または無効にする NTP サーバの番号を入力しま
す。

ステップ 4 必要に応じて、認証を有効にしている場合は、IFF クライアントキーを入力します。

電話用 NTP リファレンスの設定
SIP 電話に必須の電話用 NTP リファレンスを設定するには、この手順を使用します。作成した
NTPリファレンスは、日時グループを使用してデバイスプールに割り当てることができます。
このリファレンスは、ネットワーク時刻を提供できる適切な NTP サーバに SIP 電話をポイン
トします。SCCP 電話機の場合、この設定は必要ありません。

Unified Communications Manager は、マルチキャスト モードおよびエニーキャスト モードをサ
ポートしていません。これらのモードを選択した場合ではデフォルトのダイレクト ブロード
キャスト モードに設定されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [電話用NTPリファレンス（Phone
NTP Reference）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 電話機が使用するアドレス方式に従って、NTP サーバの IPv4 アドレス、または IPv6 アドレス
を入力します。

電話用 NTP リファレンスの保存には、IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスのいずれか
の入力が必要です。IPv4電話と IPv6電話の両方を展開している場合、NTPサーバに、
IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方を設定します。

（注）

ステップ 4 [説明（Description）] フィールドに、電話用 NTP リファレンスの説明を入力します。

ステップ 5 [モード（Mode）] ドロップダウン リストから、次のオプションに従い、電話用 NTP リファレ
ンスのモードを選択してください。

• [ユニキャスト（Unicast）]：このモードを選択すると、電話機は、指定した NTP サーバに
NTP クエリ パケットを送信します。

• [ダイレクト ブロードキャスト（Directed Broadcast）]：このデフォルトの NTP モードを選
択すると、電話機は任意のNTPサーバの日時情報を利用しますが、リストされているNTP
サーバ（1 番目 = プライマリ、2 番目 = セカンダリ）を優先します。
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Cisco TelePresence および Cisco Spark デバイス タイプは、ユニキャスト モードのみを
サポートします。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

電話用 NTP リファレンスを日時グループに割り当てます。詳細については、「日時グループ
の追加 （66 ページ）」を参照してください。

日時グループの追加
システムのタイムゾーンを定義するように、日付と時刻のグループを設定します。構成した電
話機の NTP 参照を適切なグループに割り当てます。新しい日付/時間グループをデータベース
に追加した後、デバイスプールに割り当てて設定できます。

加えた変更を適用するには、デバイスをリセットする必要があります。

シスコIP電話の世界的な配布のために、各々のタイムゾーンのために日付/時間グループをつ
くってください。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [日時グループ（Date/Time
Group）] の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 次のグループへの NTP 参照を割り当てます。

a) クリックして追加電話NTP参照
b) [ 検索とリスト (Phone NTP referencesリファレンス)] ポップアップで、[検索 (find)] をク

リックし、前のタスクで設定した電話用 ntp 参照を選択します。
c) [選択項目の追加（Add Selected）] をクリックします。
d) 複数の参照を追加した場合は、上下の矢印を使用して優先順位を変更します。上部にある

参照は、優先順位が高くなります。

ステップ 4 残りのフィールドを日付と時刻のセットウィンドウに設定します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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リージョンの設定
デバイスプールのリージョンを設定するには、次のタスクを実行します。リージョン間の関係
を設定して、より適切に帯域幅を管理します。リージョンを使用して、特定のタイプのコール
（ビデオ コールなど）の最大ビット レートを制御し、特定のオーディオ コーデックに優先順
位を設定することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（省略可）この手順は、使用している
オーディオコーデックの優先順位をカス

音声コーデック設定のカスタマイズ （
67 ページ）

ステップ 1

タマイズする場合に使用します。このよ
うにして、特定のオーディオコーデック
を他のコーデックの先で優先することが
できます。それ以外の場合は、デフォル
トのオーディオコーデックリストのいず
れかをデバイスプールに割り当てること
ができます。

リージョンにおけるクラスタ全体のデ
フォルト値を設定します。[リージョン

リージョンにおけるクラスタ全体のデ
フォルト値の設定 （68 ページ）

ステップ 2

の設定（Region Configuration）] で異な
る値を設定しない限り、すべてのリー
ジョンでこのデフォルト値が使用されま
す。

新しいリージョンを設定するか、既存の
リージョンの設定を編集します。リー

リージョンの関係の設定 （69 ページ）ステップ 3

ジョン間およびリージョン内の両方の
コールについて、関係を設定します。

音声コーデック設定のカスタマイズ
次の手順を実行して、使用しているオーディオコーデックの優先順位をカスタマイズします。
新しい音声コーデック設定リストを作成するには、既存のリストから設定をコピーしてから、
新しいリスト内の優先順位を編集します。

オーディオコーデックの優先順位をカスタマイズする必要がない場合は、このタスクを省略で
きます。デバイスプールを設定する場合は、デフォルトの音声コーデックの優先順位リストの
いずれかを割り当てることができます。

（注）
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手順

ステップ 1 シスコから選択システム > 領域情報を一括管理し、 > オーディオコーデックの最初のオプショ
ンリストを作成します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [音声コーデックの基本設定 ]ドロップダウンリストボックスから、既存の音声コーデックの優
先順位一覧のいずれかを選択します。
選択したリストに対して、優先順位の付いた音声コーデックの一覧が表示されます。

ステップ 4 [コピー（Copy）] をクリックします。コピーしたリストからのコーデックの優先順位リスト
が、新しく作成されたリストに適用されます。

ステップ 5 新しい音声コーデックリストの名前を編集します。たとえば、コモンクライテリアのようになります。

ステップ 6 説明を編集します。

ステップ 7 [上 (up)] および [下 ( down)] リストボックスに表示される優先順位のある順序でコーデックを
移動するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

新しいリストをリージョンに適用してから、そのリージョンをデバイスプールに適用する必要
があります。デバイス プール内のすべてのデバイスで、このオーディオ コーデックの初期設
定リストが使用されます。

リージョンにおけるクラスタ全体のデフォルト値の設定
リージョンのデフォルト値を設定するには、次の手順を使用します。これらの設定は、[リー
ジョンの設定（Region Configuration）] ウィンドウ内の個々のリージョンに対してリージョン
の関係を設定していない限り、デフォルトですべてのリージョンに対するコールに適用されま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウンリストから、Unified Communications Manager パブリッシャ
ノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、Cisco CallManager サービスを選択しま
す。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム-ロケーションとリージョン）（Clusterwide Parameters
(System Location and Region)）] で、必要な新しいサービス パラメータ設定を入力します。サー
ビスパラメータの説明については、パラメータ名をクリックしてヘルプの説明を参照してくだ
さい。
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ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

リージョンの関係の設定
リージョンを作成し、特定のリージョン間のコールにカスタム設定を割り当てるには、この手
順を使用します。優先するオーディオコーデックおよび最大ビットレートなどの設定を編集で
きます。たとえば、ネットワークの他の部分よりも帯域幅が小さいリージョンがある場合は、
そのリージョンに対するビデオ コールのセッション ビットレートの最大値を編集することが
できます。この値は、そのリージョンで提供可能な値にリセットすることができます。

拡張性を高めるため、また、システムが使用するリソースを少なくするために、[サービスパ
ラメータの設定（Service Parameters Configuration）] ウィンドウでは、できるだけデフォルト
値を使用することを推奨します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [リージョン情報（Region
Information）] > [リージョン（Regions）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）] をクリックします。
• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。
• リージョンの [名前（Name）] を入力します。たとえば「NewYork」と入力します。
• [保存（Save）] をクリックします。

読み取り専用の [リージョンの関係（Region Relationships）] 領域には、選択したリージョンと
別のリージョンの間で設定したカスタマイズ済みの設定が表示されます。

ステップ 3 このリージョンと別のリージョンの間（またはリージョン内コールの場合は同一リージョン）
の設定を変更するには、[他のリージョンとの関係を変更（Modify Relationships to other Regions）]
領域の設定を編集します。

a) [リージョン（Region）] 領域で、他方のリージョンを強調表示します（リージョン内コー
ルの場合は、設定中の同じリージョンを強調表示します）。

b) 隣接するフィールドの設定を編集します。フィールドとその設定の詳細については、オン
ライン ヘルプを参照してください。

c) [保存（Save）] をクリックします。
新しい設定が、[リージョンの関係（Region Relationships）] 領域にカスタム ルールとして
表示されます。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
69

システムの初期パラメータの設定
リージョンの関係の設定



一方のリージョン内でリージョンの関係を編集すると、その設定が他方のリージョン
で自動的に更新されるため、他のリージョンにその設定を複製する必要はありませ
ん。たとえば、[リージョンの設定（Region Configuration）] ウィンドウでリージョン
1 を開き、リージョン 2 とのカスタム関係を設定するとします。次にリージョン 2 を
開くと、[リージョンの関係（Region Relationships）] 領域にカスタム関係が表示され
ます。

（注）

Cisco Unified CM グループの設定
デバイス プール内のデバイスに対して、コール処理の冗長性、ロード バランシング、および
フェールオーバーを行うための Unified Communications Manager グループを設定するには、こ
の手順を使用します。

クラスタノード間でデバイス登録が均等に分散される分散コール処理を提供するために、複数
のグループとデバイスプールを設定して、プライマリサーバを各グループで異なるようにしま
す。

ヒント

このサーバグループは記述的ではなく、混乱を引き起こす可能性があるため、このデフォルト
サーバグループは使用しないでください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [Cisco Unified CMグループ（Cisco
Unified CM Group）] を選択します。

ステップ 2 [Name] にグループの名前を入力します。

グループを他のユーザと簡単に区別できるように、名前に含まれるノードの順序を識
別することを検討してください。たとえば、CUCM_PUB のようになります。

（注）

ステップ 3 この Unified Communications Manager グループを、自動登録を有効化したときのデフォルトの
Unified Communications Manager グループにする場合は、[自動登録のCisco Unified Communications
Managerグループ（Auto-registration Cisco Unified Communications Manager Group] チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 4 [使用可能なCisco Unified Communications Manager （Available Cisco Unified Communications
Managers）] のリストから、このグループに追加するノードを選択し、下向き矢印をクリック
して選択します。グループには最大 3 台のサーバを追加できます。
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このグループのサーバは、[選択されたCisco Unified Communications Manager（Selected Cisco
Unified Communications Managers）] リスト ボックスに表示されます。リストの 1 番上にある
サーバがプライマリ サーバです。

ステップ 5 プライマリ サーバおよびバックアップ サーバを変更するには、[選択されたCisco Unified
Communications Manager（Selected Cisco Unified Communications Managers）] リスト ボックスの
横にある矢印を使用します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

デバイス プールの設定
システム デバイスのデバイス プールを設定します。設定された他のコア設定をデバイス プー
ルに適用します。これらの設定をこのデバイスプールを使用するデバイスに適用します。導入
のニーズに合わせて、複数のデバイス プールを設定できます。

始める前に

SRST 設定を割り当てる場合は、「Survivable Remote Site Telephony の設定タスク フロー （134
ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [新規追加（Add New）] をクリックして新しいデバイス プールを作成します。
• [検索（Find）] をクリックし、既存のデバイス グループを選択します。

ステップ 3 [デバイスプール名（Device Pool Name）] フィールドに、デバイスプールの名前を入力します。

ステップ 4 [Cisco Unified Communications Managerグループ（Cisco Unified Communications Manager Group）]
ドロップダウンで、コール処理の冗長性と負荷分散を処理するように設定したグループを選択
します。

ステップ 5 [日時グループ（Date/Time Group）] ドロップダウン リストから、このデバイス プールを使用
するデバイスの日付、時刻、および電話用NTPリファレンスを処理するように設定したグルー
プを選択します。

ステップ 6 [リージョン（Region）] ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイス プールに適用す
るリージョンを選択します。

ステップ 7 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）] ドロップダウン リストから、
このデバイス プールに適用するメディア リソースが含まれるリストを選択します。

ステップ 8 このデバイス プールに SRST 設定を適用します。

a) [SRSTリファレンス（SRST Reference）] ドロップダウン リストから、SRST リファレンス
を割り当てます。
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b) [接続モニタ時間（Connection Monitor Duration）] フィールドに値を割り当てます。この設
定では、電話機が SRST から登録解除して Unified Communications Manager に再登録するま
でに、Unified Communications Manager との接続をモニタする時間を定義します。

ステップ 9 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドに入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

導入要件に応じて、複数のデバイス プールを設定します。

基本的なデバイス プール設定フィールド

表 5 : 基本的なデバイス プール設定フィールド

説明フィールド

新しいデバイスプールの名前を入力します。名前は最大 50 文字まで
で、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アンダースコア（_）、
および空白を使用できます。

[デバイスプール名
（Device Pool Name）]

このデバイス プール内のデバイスに割り当てる Cisco Unified
Communications Manager グループを選択します。Cisco Unified
Communications Manager グループでは、最大 3 つの Unified
Communications Manager ノードについて優先順位を設定したリストを
指定します。リストの最初のノードはそのグループのプライマリノー
ドとして動作し、グループの他のメンバーは、冗長性のためのバック
アップ ノードとして動作します。

[Cisco Unified CMグ
ループ（Cisco Unified
Communications
Manager Group）]

このデバイス プール内のデバイスに割り当てる日時グループを選択
します。日時グループは、タイム ゾーンと日時の表示形式を指定し
ます。

[日時グループ
（Date/Time Group）]

このデバイス プール内のデバイスに割り当てるリージョンを選択し
ます。リージョンの設定値は、リージョン内および他のリージョン間
でコールに使用できる音声コーデックを指定します。

[リージョン
（Region）]

コールの保存
Unified Communications Manager のコール保留機能は、Unified Communications Manager で障害
が発生したとき、またはコールをセットアップする Unified Communications Manager とデバイ
スの間の通信で障害が発生したときに、コールが中断しないようにするものです。
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Unified Communications Manager は、幅広い Cisco Unified Communications デバイスに対してコー
ル保存を完全にサポートしています。このサポートには、Cisco Unified IP Phone、Foreign
Exchange Office（FXO）（非ループスタート トランク）および Foreign Exchange Station（FXS）
インターフェイスをサポートする Media Gateway Control Protocol（MGCP）ゲートウェイが含
まれ、会議ブリッジ、MTP、およびトランスコーディング リソース デバイス間のコール保持
もある程度含まれます。

高度なサービスパラメータ、[ピアがH.323コールを保持できるようにする（AllowPeer toPreserve
H.323 Calls）] を [True] に設定することで、H.323 コール保持を有効にします。

次のデバイスおよびアプリケーションは、コール保持をサポートしています。双方が以下のい
ずれかのデバイスを介して接続すると、Unified Communications Manager はコール保存を維持し
ます。

• Cisco Unified IP Phone

• SIP トランク

• ソフトウェア会議ブリッジ

• ソフトウェア MTP

• ハードウェア会議ブリッジ（Cisco Catalyst 6000 8 Port Voice E1/T1 and Services Module、
Cisco Catalyst 4000 Access Gateway Module）

• トランスコーダ（Cisco Catalyst 6000 8 Port Voice E1/T1 and Services Module、Cisco Catalyst
4000 Access Gateway Module）

• 非 IOS の MGCP ゲートウェイ（Catalyst 6000 24 Port FXS Analog Interface Module、Cisco
DT24+、Cisco DE30+、Cisco VG200）

• Cisco IOS H.323 ゲートウェイ（Cisco 2800 シリーズ、Cisco 3800 シリーズなど）

• Cisco IOS MGCP ゲートウェイ（Cisco VG200、Catalyst 4000 Access Gateway Module、Cisco
2620、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 3810）

• Cisco VG248 Analog Phone Gateway

次のデバイスとアプリケーションでは、コール保存をサポートしていません。

• アナンシエータ

• H.323 エンドポイント（NetMeeting またはサードパーティの H.323 エンドポイントなど）

• CTI アプリケーション

• TAPI アプリケーション

• JTAPI アプリケーション

コール保持のシナリオ
次の表で、さまざまなシナリオでコール保存がどのように処理されるのかを説明します。
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表 6 : コール保持のシナリオ

コール保持の処理シナリオ

Unified Communications Manager で障害が発生
すると、障害が発生した Unified
Communications Manager によってセットアッ
プされたすべてのコールのコール処理機能が
失われます。

Unified Communications Manager は、エンド
ユーザがコールを終了するか、メディア接続
の解放をデバイスが判別できるまで、影響を
受けるアクティブなコールを維持します。ユー
ザは、この障害の結果として維持されている
コールに対して、コール処理機能を呼び出す
ことはできません。

Unified Communications Manager で障害が発生
した場合。

デバイスとそれを制御する Unified
Communications Manager との間で通信障害が
発生すると、デバイスが障害を認識し、アク
ティブな接続を維持します。Unified
Communications Manager が通信障害を認識し、
通信が失われたデバイスでのコールに関連付
けられているコール処理エンティティを消去
します。

Unified Communications Manager は、影響を受
けるコールに関連付けられている、障害が発
生していないデバイスの制御を維持します。
Unified Communications Manager は、エンド
ユーザがコールを終了するか、メディア接続
の解放をデバイスが判別できるまで、影響を
受けるアクティブなコールを維持します。ユー
ザは、この障害の結果として維持されている
コールに対して、コール処理機能を呼び出す
ことはできません。

フェールオーバーが実行された場
合、キープアライブ タイマー内で
Unified CM ノードを表示すると、
コールが保存モードになっていて
も、電話機は現在のノードに登録さ
れたままになります。これは、キー
プアライブタイマーが有効である場
合に発生する可能性があります。

（注）

Unified Communications Manager とデバイスの
間で通信障害が発生した場合。
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コール保持の処理シナリオ

デバイスに障害が発生すると、デバイス経由
で存在する接続によってストリーミングメディ
アが停止します。アクティブな Unified
Communications Manager は、デバイスの障害
を認識し、障害が発生したデバイスでのコー
ルに関連付けられているコール処理エンティ
ティを消去します。

Unified Communications Manager は、影響を受
けるコールに関連付けられている、障害が発
生していないデバイスの制御を維持します。
問題が発生していないユーザがコールを終了
するか、問題が発生していないデバイスがメ
ディア接続の解放を判別できるまで、Unified
Communications Manager が、問題が発生して
いないデバイスに関連付けられているアクティ
ブな接続（コール）を維持します。

デバイスの故障

（電話機、ゲートウェイ、会議ブリッジ、ト
ランスコーダ、MTP）
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第 II 部

発着信コールの有効化
• 発着信コールの概要 （79 ページ）
• ゲートウェイの設定 （81 ページ）
• SIP の正規化および透過性の設定 （101 ページ）
• SDP 透過性プロファイルの設定 （107 ページ）
• SIP プロファイルの設定 （111 ページ）
• IPv6 スタックの設定 （113 ページ）
• SIP トランクの設定 （121 ページ）
• H.323 トランクの設定 （129 ページ）
• SRST の設定 （133 ページ）





第 8 章

発着信コールの概要

• インバウンドおよびアウトバウンドコールの概要 （79 ページ）
• 着信コールと発信コールの情報 （79 ページ）

インバウンドおよびアウトバウンドコールの概要
このパートでは、システムの着信コールと発信コールの設定方法について説明します。

着信コールと発信コールの情報
次のタスク フローを実行すると、システムの応用的なコール処理を設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムにゲートウェイを追加します。ゲートウェイの設定タスク フロー （85
ページ）

ステップ 1

（省略可）Sip トランクまたは SIP デバ
イスに割り当てて、sip の相互運用性に

SIP の正規化および透過性の設定タスク
フロー （103 ページ）

ステップ 2

関する問題を解決するためのSIP正規化
および透過スクリプトを設定できます。

（省略可）SIP 展開で、Unified
Communications Manager によってネイ

SDP 透過性プロファイルの設定 （108
ページ）

ステップ 3

ティブにサポートされていない SDP 属
性のサポートが必要な場合は、サポート
されていない属性を含む SDP 透過性プ
ロファイルを設定します。

Sip トランクと SIP デバイス用の SIP プ
ロファイルを設定します。

SIP プロファイルの概要 （111 ページ）ステップ 4

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
79



目的コマンドまたはアクション

（省略可）SIP 導入で IPv6 デバイスの
サポートが必要な場合は、システム内で

IPv6の設定タスクフロー（114ページ）ステップ 5

デュアルスタック IPv6 サポートを設定
します。デュアルスタックは、SIP展開
に対してのみ設定できます。

システムのSIPトランクを設定します。SIP トランクの設定タスク フロー （123
ページ）

ステップ 6

システムのトランクを設定します。H.323 トランクの概要 （129 ページ）ステップ 7

SRST を使用するようにシステムを設定
します。

Survivable Remote Site Telephony の設定
タスク フロー （134 ページ）

ステップ 8
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第 9 章

ゲートウェイの設定

• ゲートウェイの概要 （81 ページ）
• 音声ゲートウェイのセットアップ要件 （84 ページ）
• ゲートウェイの設定タスク フロー （85 ページ）

ゲートウェイの概要
シスコは広範な音声およびビデオ ゲートウェイを提供しています。ゲートウェイは、Unified
Communicationsネットワークと外部ネットワークとの通信を可能にするインターフェイスを提
供します。従来、ゲートウェイは、PSTN、構内交換機（PBX）、またはアナログ電話や FAX
装置を含むレガシー デバイスなどのレガシー電話インターフェイスに IP ベースの Unified
Communicationsネットワークを接続するために使用されてきました。最も単純な形では、音声
ゲートウェイが IP インターフェイスとレガシー電話インターフェイスを備え、2 つのネット
ワークが通信できるようにゲートウェイが2つのネットワーク間でメッセージを変換します。

ゲートウェイ プロトコル

大半のシスコのゲートウェイには、複数の導入オプションがあり、多数のプロトコルのいずれ
かを使用して導入できます。導入するゲートウェイに応じて、次の通信プロトコルのいずれか
を使用してゲートウェイを設定できます。

• メディア ゲートウェイ コントロール プロトコル（MGCP）

• Skinny Call Control Policy（SCCP）

• Session Initiation Protocol（SIP）

• H.323

インターフェイス カード

外部ネットワークに接続インターフェイスを提供するには、ベンダーインターフェイスカード
(VIC) をゲートウェイにインストールする必要があります。ほとんどのゲートウェイには複数
の VIC オプションが用意されており、各 VIC ではアナログ接続とデジタル接続に対して、さ
まざまなポートや接続タイプを提供できます。
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ゲートウェイで提供されているプロトコル、カード、および接続については、ゲートウェイの
マニュアルを参照してください。

ポートおよびトランクの接続タイプ
以下は、ゲートウェイ上で設定可能なポート接続の主なタイプです。

• 外部交換 ステーション (FXS): アナログ電話、スピーカーフォン、従来のボイスメールシ
ステムなどのアナログ放送に接続するための FXS ポート。

• 異種交換オフィス (FXO): FXO ポートは、PSTN または従来の PBX へのアナログ接続を提
供します。

• T1チャンネルシグナリング (T1/E1 CAS): t1/e1 cas 接続は、中央オフィス、PBX、またはそ
の他のアナログデバイスへのデジタルトランク接続を提供します。

• [プライマリレートインターフェイス (T1/E1 PRI)]: デジタルアクセス PRI の接続は、社内
の通信で広く使用されています。T1PRIは、北米と日本で広く使用されており、1.544Mb/s
の割合で共通のチャネル信号を提供する音声とデータ用に 23 の B チャンネルを提供して
います。E 1はヨーロッパで広く使用され、30の音声とデータチャネル、1つの通常のシグ
ナリングチャネルと1つのフレームチャネルを提供します。E1PRIが使用する速度は2.048
Mb/s です。

• 小規模オフィスと家庭の通信リンクに使用される基本速度インターフェイス（BRI）は、
音声とデータ用に 2 つの B チャネルと、シグナリング用に 1 つの D チャネルを提供しま
す。

接続プロトコル

次の接続タイプが用意されています。

• TI/E1 PRI デジタルアクセス

• T1 CAS

• BRI

• FXO

• FXS

SCCP ゲートウェイには、次の接続タイプが用意されています。

• FXS

• BRI

SIP ゲートウェイには、次の接続が用意されています。

• FXS

• FXS-DID
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• E&M

• BRI

• BRI QSIG

• T1 CAS

• T1 FGD

• E1 CAS

• T1/E1 PRI

• T1/E1 QSIG

• T 1/E 1 NFAS

• T1/E1 PRI (メガコムISDN)

• Centralized Automatic Message Accounting（CAMA）

• J1

H: 323 ゲートウェイには、次の接続タイプが用意されています。

• FXS

• FXS-DID

• E&M

• BRI

• BRI QSIG

• T1 CAS

• T1 FGD

• E1 CAS

• T1/E1 PRI

• T1/E1 QSIG

• T 1/E 1 NFAS

• T1/E1 PRI (メガコムISDN)

• Centralized Automatic Message Accounting（CAMA）

• J1
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音声ゲートウェイのセットアップ要件
ハードウェアを設置します。

Cisco Unified Communications Manager にゲートウェイを設定する前に、ゲートウェイ ハード
ウェアに対して次の作業を行う必要があります。

• ゲートウェイのインストールと設定

• ゲートウェイに任意のベンダーインターフェイスカード (VICs) をインストールします。

• CLI を使用して、ゲートウェイの IOS を設定します。

詳細については、ご使用のゲートウェイに付属しているハードウェアとソフトウェアのマニュ
アルを参照してください。

多数のゲートウェイデバイス用のデフォルトのウェブページに到達するには、そのゲートウェ
イの IP アドレスを使用できます。ハイパーリンクの URL を http://x.x.x.x/ にしてください。こ
こで、x.x.x.x は、デバイスのドット形式の IP アドレスです。各ゲートウェイの ウェブページ
には、そのゲートウェイのデバイス情報とリアルタイムの状況が記載されています。

（注）

ゲートウェイの導入計画

Cisco Unified Communications Manager にゲートウェイを設定する前に、ゲートウェイに設定す
る接続のタイプを十分に考慮してください。多くのゲートウェイは、MGCP、SIP、H.323、ま
たはSCCPのいずれかをゲートウェイプロトコルとして使用して設定できます。各導入タイプ
の接続タイプは、選択するプロトコルおよびゲートウェイにインストールされている VIC に
よって異なります。次の点を確認してください。

• 使用ゲートウェイでサポートされているゲートウェイ プロトコル。

• ゲートウェイの VIC でサポートされているポート接続のタイプ。

• 設定予定の接続のタイプ。

• アナログ接続の場合、PSTN、レガシー PBX、またはレガシー デバイスに接続している
か。

• デジタル アクセス接続の場合、T1 CAS インターフェイスまたは PRI インターフェイスに
接続しているか。

• FXO 接続の場合、着信コールをどのように転送するか。着信コールを IVR や自動応答機
能に転送しているか。
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ゲートウェイの設定タスク フロー
次のタスクを実行して、ネットワークゲートウェイを Unified Communication Manager に追加し
ます。

始める前に

音声ゲートウェイのセットアップ要件 （84 ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

多くのCiscoゲートウェイは、ALPおよ
び SCCP、SIP、または H のいずれかを

Unified Communications Manager でゲー
トウェイを設定します。次のいずれかの

ステップ 1

使用して展開できます。ゲートウェイプ手順を、導入するプロトコルに応じて実
行します。 ロトコルとして使用できます。ゲート

ウェイのマニュアルを参照して、お使い• MGCPゲートウェイの設定 （86
ページ） のゲートウェイがサポートしているプロ

トコルと導入に最適なプロトコルを確認
してください。• SCCP ゲートウェイの設定 （94

ページ）
SCCPゲートウェイは、アナログアクセ
スまたは ISDN BRI 接続にのみ接続でき
ます。

• SIP ゲートウェイの設定 （95 ペー
ジ）

• H.323 ゲートウェイの設定 （98
ページ）

（省略可）ネットワーク内のゲートウェ
イポートから着信するすべてのコールを

ゲートウェイに対するクラスタ全体の
コール分類の設定 （99 ページ）

ステップ 2

内部 (OnNet) または 外部 (OffNet) に分
類するように、クラスタサービスのパラ
メータを設定します。

個々のゲートウェイポートイ
ンターフェイスのポート設定
のコール分類設定は、
[clusterwide setting] を無効にし
ます。ただし、デフォルトで
は、[ゲートウェイポート
(clusterwide service)] パラメー
タの設定を使用して設定され
ています。

（注）

（省略可）1 つの外部 (OffNet) ゲート
ウェイから別の外部ゲートウェイへの

オフネット ゲートウェイ転送のブロッ
ク （99 ページ）

ステップ 3

コールを Unified Communication Manager
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目的コマンドまたはアクション

が転送できないようにするには、[ブロッ
クオフライン転送 (Block on Net to offnet
Transfer service)] パラメータを設定しま
す。デフォルトでは、このサービス パ
ラメータは、外部（OffNet）ゲートウェ
イから別のゲートウェイへの転送を許可
するように設定されています。

MGCPゲートウェイの設定
MGCP 設定を使用するためにシスコのゲートウェイを設定するには、次のタスクを実行しま
す。

始める前に

音声ゲートウェイのセットアップ要件 （84 ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CM Administration にゲート
ウェイを追加し、ゲートウェイ プロト

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定 （87
ページ）

ステップ 1

コルとして [MGCP]を選択します。適切
なスロットとベンダーのインターフェイ
スカード（VIC）でゲートウェイを設定
します。

ゲートウェイにインストールされている
VICに接続するデバイスのポート接続を

ゲートウェイ ポートのインターフェイ
スを設定します。設定するインターフェ

ステップ 2

設定します。ほとんどの VIC には複数イスのタイプによって、次の任意のタス
クを選択します。 のポート接続とオプションがあります。

したがって、いくつか別のポートのイン• デジタルアクセス優先ポートの設定
（92 ページ） ターフェイス タイプを設定する必要が

ある場合があります。
• MGCP ゲートウェイ向けデジタル

アクセス T1 ポートの設定 （90 ペー
ジ）
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目的コマンドまたはアクション

ポートのインターフェイスを
設定後、[関連リンク（Related
Links）] ドロップダウン リス
トボックスで、[ゲートウェイ
の設定（Gateway
Configuration）] ウィンドウに
戻るために [MGCP設定に戻る
（Back to MGCP
Configuration）] オプションを
選択します。ここで、別の
ポート インターフェイスを選
択して設定します。

ヒント• FXS ポートの設定 （88 ページ）
• FXO ポートの設定 （89 ページ）
• BRI ポートの設定 （93 ページ）

（省略可）デジタル アクセス T1 CAS
ポートインターフェイスを設定したら、

MGCP ゲートウェイでのデジタル アク
セス T1 ポートの追加 （91 ページ）

ステップ 3

ゲートウェイに T1 CAS ポートを追加し
ます。個別にポートを追加したり、同時
にポート範囲を追加したりできます。

設定の変更は、ゲートウェイをリセット
した後に反映されます

ゲートウェイのリセット （94 ページ）ステップ 4

関連トピック
コール ルーティングの概要 （155 ページ）

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定
Unified Communications Manager に MGCP（IOS）ゲートウェイを追加して設定するには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ (Gateway)] を選択
します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）] ドロップダウン リストからゲートウェイを を選択し
て、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）] ドロップダウン リストから [MGCP] を選択して、[次へ（Next）] を
クリックします。

ステップ 5 [設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots、VICs and Endpoints）]
領域で次の手順を実行します。
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a) 各 [モジュール（Module）] ドロップダウン リストで、ゲートウェイにインストールされ
ているネットワーク インターフェイス モジュール ハードウェアに対応するスロットを選
択します。

b) 各 [サブユニット（Subunit）] ドロップダウン リストで、ゲートウェイにインストールさ
れている VIC を選択します。

c) [保存（Save）] をクリックします。
[ポート（Port）] アイコンが表示されます。各ポート アイコンは、ゲートウェイで使用可
能なポート インターフェイスに対応しています。ポート インターフェイスを設定するに
は、該当するポートのアイコンをクリックします。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウでその他のフィールドを設定しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照して
ください。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

FXS ポートの設定
MGCP ゲートウェイで Foreign Exchange Station（FXS）のポートを設定します。FXS ポートを
使用して、単純な旧式の電話サービス（POTS）の従来型の電話や、ファックス装置、スピー
カーフォン、従来型のボイスメッセージングシステム、自動音声応答（IVR）などの従来型の
デバイスに、ゲートウェイを接続することができます。

始める前に

ポートを設定する前に、ゲートウェイを追加する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）] を選択
します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、FXS ポートを設定するゲートウェイを選択します。

ステップ 3 [設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）]
領域で、設定するポートに対応する [FXSポート（FXS Port）] アイコンをクリックします。
[ポートの選択（Port Selection）] エリアが表示されます。

ステップ 4 [ポートタイプ（Port Type）] ドロップダウン リストから、設定する接続タイプを選択します。

• [POTS]：従来の電話機などの POTS デバイスにこのポートを接続する場合は、このオプ
ションを選択します。

• [グラウンドスタート（GroundStart）：グランドスタートシグナリングを使用して、ファッ
クス装置、従来型のボイスメッセージングシステム、IVRなどの従来型の無人デバイスに
このポートを接続する場合は、このオプションを選択します。

• [ループスタート（Loop Start）]：ループ スタート シグナリングを使用して、ファックス
装置、従来型のボイスメッセージングシステム、IVRなどの従来型の無人デバイスにこの
ポートを接続する場合は、このオプションを選択します。
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ステップ 5 [次へ（Next）] をクリックします。
[ポートの設定（Port Configuration）] ウィンドウには、デバイス プロトコルとしてアナログ ア
クセスを使用するポート インターフェイスの設定が表示されます。

ステップ 6 [デバイスプール（Device Pool）] ドロップダウン リストから、デバイス プールを選択します。

ステップ 7 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドを入力します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 9 （任意） MGCP IOS ゲートウェイでさらにポート インターフェースを設定するには、[関連リ
ンク（Related Links）] ドロップダウン リストから [ゲートウェイに戻る（Back to Gateway）]
リンクを選択し、[移動（Go）] をクリックします。

[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポー
トが表示されます。

ポート インターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット （94 ページ）」を
参照してください。

FXO ポートの設定
MGCP（IOS）ゲートウェイの Foreign Exchange Office (FXO) を設定します。FXO ポートを使用
して、ゲートウェイを PSTN またはレガシー PBX に接続できます。

Cisco Unified Communications Manager は、すべてのループ スタート トランクに確実な接続解除
監視がないと見なします。サーバのフェールオーバー中もアクティブなコールを維持できるよ
うに、確実な接続解除監視をグラウンド スタートに指定してトランクを設定します。

（注）

始める前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定 （87 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）] を選
択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、ルート クラス シグナリングを設定するゲートウェイを選択し
ます。

ステップ 3 [設定済みのスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）] 領
域で、FXO ポート インターフェイスをセットアップする FXO ポートを含むモジュールおよび
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サブユニットを見つけて、設定するポートに対応する [ポート（Port）] アイコンをクリックし
ます。

ステップ 4 [ポートタイプ（PortType）] ドロップダウンリストから、[グラウンドスタート（Ground-Start）]
または [ループスタート（Loop-Start）] を選択します。

VIC-2 FXO ポートを設定している場合は、サブユニット モジュールの両方のポート
に同じポート タイプを選択する必要があります。

（注）

ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）] ドロップダウン リストから、デバイス プールを選択します。

ステップ 6 [アテンダントDN（Attendant DN）] ボックスに、このポート接続からのすべての着信コールを
ルーティングする電話番号を入力します。たとえば、1 つのアテンダントの場合は、0 または
ディレクトリ番号が表示されます。

ステップ 7 [ポートの設定（Port Configuration）] ウィンドウの他のフィールドに入力します。フィールド
の説明については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 9 （任意） MGCP IOS ゲートウェイでさらにポート インターフェースを設定するには、[関連リ
ンク（Related Links）] ドロップダウン リストから [ゲートウェイに戻る（Back to Gateway）]
リンクを選択し、[移動（Go）] をクリックします。

[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポー
トが表示されます。

ポート インターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット （94 ページ）」を
参照してください。

MGCP ゲートウェイ向けデジタルアクセス T1 ポートの設定
MGCP ゲートウェイで、T1 CAS ポートを T1 デジタル アクセス ポート インターフェイスに追
加および設定します。

始める前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定 （87 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）] を選
択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、ルートクラスシグナリングを設定するゲートウェイを選択しま
す。

ステップ 3 設定されているスロットの Vicsとエンドポイント領域で、デジタルアクセス T1 (T1) ポートを
セットアップするモジュールとサブユニットを見つけて、対応するポートアイコンをクリック
します。
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ステップ 4 デバイスプロトコルプルダウンリストからデジタルアクセスT 1を選択し、次のステップをク
リックします。

ステップ 5 適切なゲートウェイの設定値を入力します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

デジタル アクセス T1 CAS ポート インターフェイスに対するポートの追加の詳細については、
「MGCP ゲートウェイでのデジタル アクセス T1 ポートの追加 （91 ページ）」を参照してく
ださい。

MGCP ゲートウェイでのデジタル アクセス T1 ポートの追加

MGCP ゲートウェイで、T1 CAS ポートを T1 デジタル アクセス ポート インターフェイスに追
加および設定します。最大 24 の T1 CAS ポートを追加および設定できます。ポートを単独に
追加したり、一連のポートを追加したり構成したりすることもできます。特定のポート範囲を
入力する場合、Unified Communications Manager がそのポート範囲全体に設定を適用します。

始める前に

MGCP ゲートウェイ向けデジタルアクセス T1 ポートの設定 （90 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）] を選
択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、T1 CAS ポート インターフェイスを含むゲートウェイを選択し
ます。

ステップ 3 [新規ポートの追加（Add a New Port）] をクリックします。

ステップ 4 [ポートタイプ（Port Type）] ドロップダウンリストボックスから、追加するポートのタイプを
選択して、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 5 [開始ポート番号（Beginning Port Number）] と [終了ポート番号（Ending Port Number）] フィー
ルドにポート番号を入力し、追加と設定を行うポート範囲を指定します。

たとえば、1 から 10 のポートを、ポート インターフェイスに同時に追加するには、1 と 10
を入力します。

ステップ 6 [通信の方向（Port Direction）]ドロップダウンリストボックスから、このポートを通過するコー
ルの方向を設定します。

• [双方（Bothways）]：発着信コールの両方を許可する場合、このオプションを選択します。
• [インバウンド（Inbound）]：着信コールのみを許可する場合、このオプションを選択しま

す。
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• [アウトバウンド（Outbound）]：アウトバウンド コールのみを許可する場合、このオプ
ションを選択します。

ステップ 7 EANDM ポートの場合、[発信者選択] ドロップダウン リスト ボックスから、このポートに接
続されているデバイスからのアウトバウンドコールの発信者番号をどのように表示させるかを
選択します。

• [発信元（Originator）]：発信側デバイスの電話番号を送信します。
• [最初のリダイレクト番号（First Redirect Number）]：リダイレクト側デバイスの電話番号

を送信します。
• [最後のリダイレクト番号（Last Redirect Number）]：コールをリダイレクトする最後のデ

バイスの電話番号を送信します。
• [最初のリダイレクト番号（外線）（First Redirect Number (External)）]：外部電話マスクが

適用されている、リダイレクトを行う最初のデバイスの電話番号を送信します。
• [最後のリダイレクト番号（外線）（First Redirect Number (External)）]：外部電話マスクが

適用されている、リダイレクトを行う最後のデバイスの電話番号を送信します。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 9 MGCP ゲートウェイに追加のポートを設定するには、[関連リンク（Related Links）] から、
[ゲートウェイに戻る（BacktoGateway）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。デジタ
ル アクセス T1 ポート インターフェイスが表示されたら、次のいずれかの手順を実行します。

• このポート インターフェイスに追加のデジタル アクセス T1 CAS ポートを追加するには、
この手順のステップ 3（「新規ポートの追加」）に戻ります。

• ゲートウェイで追加のポートインターフェイスを設定するには、[関連リンク（Related
Links）] から、[MGCP の設定に戻る（Back to MGCP Configuration）] を選択し、[移動
（Go）] をクリックします。[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウ
に、ゲートウェイのサブユニット モジュールで使用可能なポートが表示されます。

• ポートインターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット（94ページ）」
を参照してください。

デジタルアクセス優先ポートの設定
MGCP（IOS）ゲートウェイの PRI ポート インターフェイスを設定します。

始める前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定 （87 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）] を選択
します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、PRI ポートを設定するゲートウェイを選択します。
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ステップ 3 [設定済みのスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）] 領
域で、設定する BRI ポートを含むモジュールとサブユニットを見つけ、設定する BRI ポート
に対応する [ポート（Port）] アイコンをクリックします。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウに、BRI ポート インターフェイス
が表示されます。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）] ドロップダウン リストから、デバイス プールを選択します。

ステップ 5 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウでその他のフィールドを設定しま
す。フィールドの説明については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 （任意） ゲートウェイ用にさらにポート インターフェイスを設定するには、[関連リンク
（Related Links）] ドロップダウン リストから [MGCPの設定に戻る（Back to MGCP
Configuration）] を選択し、[移動（Go）] をクリックします。

[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウに、ゲートウェイで使用可能なポー
ト インターフェイスが表示されます。

ポート インターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット （94 ページ）」を
参照してください。

BRI ポートの設定
お互いの IOS ゲートウェイの BRI ポートインターフェイスを設定します。

始める前に

MGCP（IOS）ゲートウェイの設定 （87 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）] を選択
します。

ステップ 2 BRI ポートを設定するゲートウェイを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [設定済みのスロット、VICおよびエンドポイント（Configured Slots, VICs, and Endpoints）] セ
クションで、BRI ポートを使用するサブユニットを探し、設定するポートに対応する [ポート
（Port）] アイコンをクリックします。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウに、BRI ポート インターフェイス
の情報が表示されます。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）] ドロップダウン リストから、デバイス プールを選択します。

ステップ 5 適切なゲートウェイおよびポートの設定情報を入力します。フィールドと設定オプションの詳
細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。
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ステップ 7 （任意） ゲートウェイ用にさらにポート インターフェイスを設定するには、[関連リンク
（Related Links）] ドロップダウン リストから [MGCPの設定に戻る（Back to MGCP
Configuration）] を選択し、[移動（Go）] をクリックします。

[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウに、MGCP ゲートウェイで使用可
能なポート インターフェイスが表示されます。

ポート インターフェイスの設定が完了したら、「ゲートウェイのリセット （94 ページ）」を
参照してください。

ゲートウェイのリセット
ほとんどのゲートウェイは、設定の変更が適用されるようにリセットする必要があります。リ
セットを行う前に、必要なゲートウェイ設定をすべて完了することをお勧めします。

H.323 ゲートウェイをリセットしても、Unified Communications Manager にロードされた設定が
再初期化されるだけで、ゲートウェイの物理的な再起動やリセットは行われません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ (Gateway)] を選択
します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、ゲートウェイを選択します。

ステップ 3 リセットするゲートウェイの横のチェックボックスをクリックして、[リセット選択済み（Reset
Selected）] をクリックします。[デバイス リセット（Device Reset）] ダイアログ ボックスが表
示されます。次のいずれか 1 つの処理を実行します。

ステップ 4 [リセット（Reset）] をクリックします。

SCCP ゲートウェイの設定
ゲートウェイプロトコルとしてSCCPを使用するように、Ciscoゲートウェイを設定できます。
この導入オプションを使用して、FXS または BRI ポートを使用して、Unified Communications
Manager をアナログアクセスデバイスまたは ISDN BRI デバイスに接続できます。SCCP ゲート
ウェイをデジタル アクセスの T1 トランクまたは E1 トランクに接続することはできません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ (Gateway)] を選択
します。
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ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイ タイプ（Gateway Type）] ドロップダウン リスト ボックスで、[Cisco VG200] を
選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）] ドロップダウン リストから、[SCCP] を選択します。

ステップ 5 [設定済みのスロット、VICおよびサブユニット（Configured Slots, VICs and Subunits）] セクショ
ンで、次の手順を実行します。

a) 個々の [モジュール（Module）] ドロップダウン リストで、ゲートウェイにインストール
されているネットワーク インターフェイス モジュールのハードウェアに対応するスロッ
トを選択します。

b) 各 [サブユニット（Subunit）] で、ゲートウェイにインストールされている VIC を選択し
ます。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウでその他のフィールドを設定しま
す。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。
[ポート（Port）] アイコンは、サブユニット モジュールの横に表示されます。各ポートのアイ
コンは、ゲートウェイで設定可能なポートのインターフェイスに対応します。該当するポート
のアイコンをクリックして、ポートのアナログ アクセスまたは ISDN BRI 電話を設定できま
す。

ステップ 8 更新を完了したときに、ゲートウェイに変更を適用します。

a) [ゲートウェイのリセット（Reset Gateway）] をクリックします。[ゲートウェイの再起動
（Restart Gateway）] ポップアップが表示されます。

b) [リセット（Reset）] をクリックします。

SIP ゲートウェイの設定
次のタスクを実行して、Unified Communication Manager で SIP ゲートウェイを設定します。多
くの Cisco ゲートウェイとサードパーティゲートウェイは、SIP を使用するように設定するこ
とができます。Unified Communication Manager には、SIP ゲートウェイ用のゲートウェイデバ
イスタイプが含まれていません。

始める前に

ネットワークにゲートウェイハードウェアをインストールし、Unified Communication Manager
にゲートウェイを追加する前に、ゲートウェイ上で IOSソフトウェアを設定する必要がありま
す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

Sipプロファイルを設定し、sipプロファ
イルに適用します。トランクはこの設定

SIP プロファイルの設定 （96 ページ）ステップ 1

を使用してSIPゲートウェイに接続しま
す。

SIPトランクセキュリティプロファイル
を設定して、トランクがSIPゲートウェ

SIP トランク セキュリティ プロファイ
ルの設定 （97 ページ）

ステップ 2

イに接続するためにこれを使用するよう
にします。デバイスのセキュリティモー
ド、要約されたアイデンティティの検
証、および着信/転送タイプの設定など
のセキュリティ設定ができます。

SIPゲートウェイを指すようにすべての
SIP トランクを設定するSIP トランク セ

SIP ゲートウェイに対する SIP トランク
の設定 （97 ページ）

ステップ 3

キュリティ プロファイルをトランクに
適用します。

SIP プロファイルの設定
SIP ゲートウェイ接続の SIP プロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• 新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。
• 既存の SIP プロファイルを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [SIP プロファイルの設定（SIP Profile Configuration）] ウィンドウの各フィールドを設定しま
す。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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SIP トランク セキュリティ プロファイルの設定
SIP ゲートウェイに接続するトランクのセキュリティ設定とともに SIP トランクセキュリティ
プロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [SIP
トランク セキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のプロファイルを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
b) 新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [SIP トランク セキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] ウィ
ンドウの各フィールドに入力します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

SIP ゲートウェイに対する SIP トランクの設定
SIP を使用するシスコまたはサードパーティのゲートウェイに Unified Communications Manager
を接続するように、SIP トランクを設定します。この設定では、[ ゲートウェイの設定 (gateway
configuration)] ウィンドウでゲートウェイをデバイスとして入力しないでください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。

ステップ 2 [ 新規追加 (Add new)] をクリックして新しい SIP トランクを設定します。

ステップ 3 中継タイププルダウンリストからSIP中継を選択します。

ステップ 4 [プロトコル(Protocol)] ドロップダウンリストから、[SCCP] を選択します。

ステップ 5 [SIP 情報（SIP Information）] ペインの [接続先アドレス（Destination Address）] フィールド
に、録音サーバまたは キューブメディア の IP アドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS
SRV レコードを入力します。

ステップ 6 ドロップダウン リストから、「SIP トランク セキュリティ プロファイル」の手順で作成した
SIP トランク セキュリティ プロファイルの名前を選択します。

ステップ 7 ドロップダウン リスト ボックスから、この SIP トランクに使用する SIP プロファイルを選択
します。
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ステップ 8 [トランクの設定]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドの説明については、オン
ライン ヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

H.323 ゲートウェイの設定
Unified Communications Manager で、非ゲートキーパー H.323 の導入環境に対する H.323 ゲート
ウェイを設定します。

H.323ゲートキーパーを導入しない場合は、ゲートキーパー制御のH.225トランクをセットアッ
プして、H.323 ゲートウェイを追加することもできます。ゲートキーパーの使用率は、近年減
少傾向にあるため、このシナリオは本書には記載していません。ゲートキーパーおよび H.225
ゲートキーパーで制御されるトランクを設定する場合は、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーション ガイド リリース 10.0(1)』を参照してください。

（注）

ゲートウェイを Unified Communications Manager に登録した後に Unified Communications Manager
でゲートウェイの登録ステータスが「不明」と表示される場合があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ (Gateway)] を選択
します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（GatewayType）]ドロップダウンリストから、[H.323ゲートウェイ（H.323
Gateway）] を選択します。

ステップ 4 [デバイス名（Device Name）] フィールドに、ゲートウェイの IP アドレスまたはホスト名を入
力します。

ステップ 5 H.235 を使用してセキュア チャネルを設定するには、[H.235 データのパススルー（H.235 Data
Passthrough）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 8 [リセット（Reset）] をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。
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ほとんどのゲートウェイでは、設定の変更を適用するためにリセットする必要があります。リ
セットを行う前に、必要なゲートウェイ設定をすべて完了することをお勧めします。

ゲートウェイに対するクラスタ全体のコール分類の設定
ネットワーク ゲートウェイの [コールの分類（Call Classification）] を設定します。この設定
は、システムがネットワークでゲートウェイが内部（OnNet）、または外部（OffNet）である
と見なすかどうかを決定します。

[コールの分類（Call Classification）] フィールドが、個々のゲートウェイ ポート インターフェ
イスの設定ウィンドウに表示されます。デフォルトでは、各ゲートウェイポートインターフェ
イスはクラスタ全体のサービス パラメータの設定を使用するように設定されています。ただ
し、ポートでの [コールの分類（Call Clasification）] の設定がクラスタ全体のサービス パラメー
タとは異なる場合、ポートでの設定がサービス パラメータの設定よりも優先されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから、Cisco CallManager サービスを実行している
サーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CallManager] を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス - 概要）（Clusterwide Parameters (Device - General)）]
で、[コールの分類（Call Classification）] サービス パラメータに次の値のいずれかを設定しま
す。

• [オンネット（OnNet）]：このゲートウェイからのコールが、企業ネットワーク内から発
信されているものと分類されます。

• [オフネット（OffNet）]：このゲートウェイからのコールが、企業ネットワーク外から発
信されているものと分類されます。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

オフネット ゲートウェイ転送のブロック
外部（オフネット）ゲートウェイ間で転送されるコールをブロックするようにシステムを設定
する場合は、この手順を使用します。デフォルトでは、ある外部ゲートウェイから別の外部
ゲートウェイへの転送は許可されます。

ゲートウェイが外部（OffNet）であるか内線（OnNet）であるかどうかを判別する設定は、コー
ル分類設定によって決定されます。これは、クラスタ全体のサービス パラメータを使用する
か、次のいずれかのポート インターフェイスを設定することで設定します。
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• MGCP T1/E1 ポート インターフェイス

• MGCP FXO ポート インターフェイス

• H.323 ゲートウェイ

• SIP トランク

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから、Cisco CallManager サービスを実行している
サーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CallManager] を選択します。

ステップ 4 [オフネットからオフネットへの転送をブロック（Block OffNet to Offnet Transfer）] サービス パ
ラメータを設定します。

• True：2 つの外部（オフネット）ゲートウェイ間の転送をキャンセルするには、このオプ
ションを選択します。

• False：2 つの外部（オフネット）ゲートウェイ間の転送を許可するには、このオプション
を選択します。これがデフォルトのオプションです。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ゲートウェイをルート パターンに関連付け、[ルートパターンの設定（Route Pattern
Configuration）] ウィンドウで [コールの分類（Call Classification）] を設定することで、
ゲートウェイを介してコールをオンネットまたはオフネットに分類することもできま
す。

（注）
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第 10 章

SIP の正規化および透過性の設定

• SIP の正規化および透過性に関する概要 （101 ページ）
• SIP の正規化および透過性の前提条件 （102 ページ）
• SIP の正規化および透過性の設定タスク フロー （103 ページ）

SIP の正規化および透過性に関する概要
SIP の正規化と透過性はオプションの機能で、Unified Communications Manager とエンドポイン
ト、サービスプロバイダー、Pbx、または別の SIP を実装するゲートウェイ間の SIP の相互運
用性に関する問題を処理します。SIP の正規化と透過性を設定するには、カスタマイズされた
LUA スクリプトを SIP トランクまたは SIP 回線に適用します。このスクリプトは、Unified
Communications Manager によって、SIP トランクまたは SIP 回線を通過する SIP メッセージに
適用されます。

インストール時に、Unified Communications Manager には、システム内の SIP トランクおよび
SIP プロファイルに割り当てることができるデフォルトの正規化スクリプトと透過性スクリプ
トが含まれています。また、独自のカスタマイズされたスクリプトを作成し、インポートでき
ます。

SIP 正規化スクリプト

SIP 正規化スクリプトは、着信と発信の SIP メッセージを変更します。たとえば、Unified
Communications Manager を Cisco TelePresence Video Communications Server と相互運用する場合
は、その 2 つを接続する SIP トランクに vcs-interop スクリプトを適用します。このスクリプト
は、2 つの製品が通信できるように SIP メッセージの違いを解決します。

正規化スクリプトは、どの SIP トランク接続にも適用できます。SIP トランクを結合するエン
ドポイントで使用されているプロトコルには関係ありません。

SIP 透過性

SIP 透過性スクリプトを使用すると、Unified Communications Manager を使用して、固有のヘッ
ダーなどのSIP情報をコールレッグ間で透過的に渡すことができます。透過性が機能するため
には、両方のコール レッグが SIP である必要があります。
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SIP 透過性の別の機能として、REFER 透過があります。これを使用すると、Unified
Communications Manager は、REFER 要求を処理することなく渡します。REFER 透過性をコー
ル センター環境で使用できます。コール センターでは、中央集中型エージェントがコールに
応答すると、その発信者と同じ地理的領域にいるエージェントにコールを転送します。REFER
透過を使用すると、集中型 Unified Communications Manager がコールを切断してコール制御を
新しいエージェントに移動することができます。

SIP の正規化および透過性のためのデフォルトスクリプト
インストール時に、Cisco Unified Communications Manager には、SIP の正規化と透過性に対応
する次のデフォルト スクリプトが含まれます。これらのスクリプトを SIP トランクまたは SIP
プロファイルに適用することはできますが、これらのスクリプトを編集することはできませ
ん。これらのスクリプトのいずれも要件を満たしていない場合は、独自のスクリプトを作成で
きます。

• HCS-PCV-PAI passthrough：Cisco HCS プラットフォームとエンタープライズ IMS の統合
を提供します。

• cisco-telepresence-conductor-interop：TelePresence Conductor に登録されたエンドポイント
の相互運用性を提供します。

• cisco-telepresence-mcu-ts-direct-interop：Cisco Unified Communications Manager と Cisco
TelePresence MCU または Cisco TelePresence Server との間で相互運用性を提供します。

• cisco-meeting-server-interop：Cisco Unified Communications Manager と Cisco Meeting Server
（CMS）の間で相互運用性を提供します。

• diversion-counter：転送カウンタを調整する機能を提供します。

• refer-passthrough：SIP トランク間のブラインド転送のために、コールから Cisco Unified
Communications Manager を削除します。

• vcs-interop：Cisco TelePresence Video Communications サーバに登録されているエンドポイ
ントの相互運用性を提供します。

SIP の正規化および透過性の前提条件
• Cisco Unified Communications Manager には、SIP の正規化と透過性のデフォルトのスクリ

プトが用意されています。既存のスクリプトとシステム設定を確認して、前提条件を満た
しているか確認してください。スクリプトの詳細については、「SIP の正規化および透過
性のためのデフォルトスクリプト （102 ページ）」を参照してください。

• サードパーティ製品の SIP 要件に加えて、ご使用の環境の SIP 要件を把握していることを
確認してください。Cisco Unified Communications Manager の SIP の実装に関する情報につ
いては、『Cisco Unified Communications Manager SIP 回線メッセージング ガイド（Standard
Edition）』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
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unified-communications-manager-callmanager/products-programming-reference-guides-list.html）
を参照してください。

• カスタマイズされたSIP正規化スクリプトの開発を計画している場合は、『DeveloperGuide
for SIP Normalization and Transparenc（SIP 正規化および透過性に関する開発者ガイド）』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-programming-reference-guides-list.html）
を参照してください。

SIP の正規化および透過性の設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

（省略可）事前インストール済みスクリ
プトのいずれもニーズを満たしていない

新しいSIPの正規化および透過性スクリ
プトの作成 （104 ページ）

ステップ 1

場合は、次の手順を使用して、カスタマ
イズされたスクリプトを設定します。
[SIP 正規化スクリプトの設定（SIP
Normalization Script Configuration）] ウィ
ンドウで新しいスクリプトを作成する
か、またはカスタマイズされたスクリプ
トをインポートできます。

[トランクの設定（Trunk Configuration）]
ウィンドウで、SIPトランクにスクリプ

SIP トランクへの正規化スクリプトまた
は透過性スクリプトの適用 （105 ペー
ジ）

ステップ 2

トを直接適用します。Cisco Unified
Communication Manager は、このスクリ
プトを、トランクを通過するすべての
SIP メッセージに適用します。

SIP回線に正規化スクリプトまたは透過
性スクリプトを適用する場合は、その

SIP デバイスに対する正規化または透過
性の適用 （105 ページ）

ステップ 3

SIP 回線に関連付けられている SIP プロ
ファイルにスクリプトを適用します。
CiscoUnified Communications Manager
は、そのSIPプロファイルを使用するす
べてのSIPメッセージにこのスクリプト
を適用します。
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新しい SIP の正規化および透過性スクリプトの作成
デフォルトの正規化と透過性スクリプトが要望を満たさない場合は、次の手順を使用して新し
い LUA スクリプトを作成します。Cisco Unified Communications Manager で新しいスクリプトを
作成するか、またはシステムにファイルをインポートすることができます。

ユーザが作成するスクリプトがデフォルトのスクリプトに類似していたら、[SIP正規化スクリ
プト設定（SIP Normalization Script Configuration）] ウィンドウでデフォルト スクリプトを開
き、[コンテンツ（Contents）] テキスト ボックスをコピーします。新しいスクリプトを作成し
て、その内容を [コンテンツ（Contents）] テキスト ボックスに貼り付けます。これで、新しい
スクリプトの内容を編集できます。

ヒント

SIP 正規化スクリプトのメモリ使用量は、各スクリプトではなく各トランクに基づきます。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] >
[SIP 正規化スクリプト（SIP Normalization Script）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。
[SIP 正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）] ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 スクリプトの [名前（Name）] と [説明（Description）] を入力します。

ステップ 4 新しいスクリプトを作成している場合は、[コンテンツ（Contents）] テキストボックスのスク
リプトを編集します。

ステップ 5 （省略可）インポートする外部ファイルがあれば、次の手順を実行します

a) [ファイルのインポート（Import File）] をクリックします。
b) [参照（Browse）] してファイルを見つけ、選択します。
c) [ファイルのインポート（Import File）] をクリックします。

[SIP 正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）] ウィンドウに、[コン
テンツ（Contents）] テキストボックスにインポートしたファイルの内容が表示されます。

ステップ 6 [SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）] ウィンドウのフィールド
を完成します。フィールドとその内容については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

スクリプトを SIP プロファイルまたは SIP トランクに割り当てます。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
104

発着信コールの有効化
新しい SIP の正規化および透過性スクリプトの作成



• SIP デバイスに対する正規化または透過性の適用 （105 ページ）

• SIP トランクへの正規化スクリプトまたは透過性スクリプトの適用 （105 ページ）

SIP トランクへの正規化スクリプトまたは透過性スクリプトの適用
SIPトランクにSIPの正規化または透過性スクリプトを適用するには、次の手順を使用します。
Cisco Unified Communications Manager は、トランクを通過する SIP メッセージにスクリプトを
適用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、 スクリプトを適用するトランクを選択します。

ステップ 3 [正規化スクリプト（Normalization Script）] ドロップダウン リストで、トランクに適用するス
クリプトを選択します。

ステップ 4 （任意） SIP メッセージング内の特定のパラメータを正規化するには、次の手順を実行しま
す。

a) 正規化する [パラメータ名（Parameter Name）] と、そのパラメータに適用する値 [パラメー
タ値（Parameter Value）] を入力します。たとえば、[ロケーション（Location）] パラメー
タと、値として「North Carolina」を入力します。

b) さらにパラメータを追加するには、(+) ボタンをクリックして追加の行を作成します。そ
の行で追加のパラメータと値を入力できます。

ステップ 5 （任意）スクリプトに対してSDIトレースを作成するには、[トレースを有効化（EnableTrace）]
チェック ボックスをオンにします。

シスコでは、スクリプトをデバッグするときにトレースを有効にすることをお勧めし
ます。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

SIP デバイスに対する正規化または透過性の適用
デバイスで使用される SIP プロファイルにスクリプトを適用することによって、カスタマイズ
された SIP 正規化および透過性スクリプト、またはカスタマイズされた SDP 透過性プロファ
イルを SIP 電話に適用することができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、スクリプトを適用する SIP プロファイルを選択します。

ステップ 3 [SDP情報（SDP Information）] 領域の [SDP透過性プロファイル（SDP Transparency Profile）] ド
ロップダウン リストでプロファイルを選択します。

ステップ 4 [正規化スクリプト（Normalization Script）] ドロップダウン リストで、トランクに適用するス
クリプトを選択します。

ステップ 5 （任意） SIP メッセージング内の特定のパラメータを正規化する場合は、次の操作を実行しま
す。

a) 正規化する [パラメータ名（Parameter Name）] と、そのパラメータに適用する値 [パラメー
タ値（Parameter Value）] を入力します。たとえば、[ロケーション（Location）] パラメー
タと、値として「North Carolina」を入力します。

b) さらにパラメータを追加するには、(+) ボタンをクリックして追加の行を作成します。そ
の行で追加のパラメータと値を入力できます。

ステップ 6 （任意）スクリプトに対してSDIトレースを作成するには、[トレースを有効化（EnableTrace）]
チェック ボックスをオンにします。

シスコでは、スクリプトをデバッグするときにトレースを有効にすることをお勧めし
ます。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。
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第 11 章

SDP 透過性プロファイルの設定

• SDP 透過性プロファイルの概要 （107 ページ）
• SDP透過性プロファイルの制限 （107 ページ）
• SDP 透過性プロファイルの前提条件 （108 ページ）
• SDP 透過性プロファイルの設定 （108 ページ）

SDP 透過性プロファイルの概要
SDP 透過性プロファイルには、宣言的な SDP 属性のルールのセットが含まれており、これに
よりシステムは、Unified Communications Manager によってネイティブにサポートされていない
宣言属性を、入口から出口コール区間に渡すことができます。SDP透過性プロファイルがない
と、Unified Communications Manager は、サポートされていない SDP 属性を削除します。

複数のルールを使用して SDP 透過性プロファイルを設定し、SIP プロファイルを介して SIP デ
バイスに適用することができます。SDP 透過性プロファイルを適用するには、両方のコール
レッグが SIP である必要があります。次のタイプの SDP 属性ルールを設定できます。

• [プロパティ（Property）]：プロパティ属性にルールが設定されている場合、属性に値が設
定されていない限り、Unified Communications Manager は SDP 属性をパススルーします。

• 任意の値：ルールが任意の値に対して設定されると、値が 1 つ以上の空白以外の文字で構
成されている限り、SDP 属性はパス スルーされます。

• リストからの値：ルールがこのオプションを使用して設定されると、値が指定された値の
いずれかに一致する限り、SDP 属性はパス スルーされます。可能な値を 5 個まで設定す
ることができます。

SDP透過性プロファイルの制限
SDP透過性プロファイルには次の制限が適用されます。これらの状況のいずれかが出力コール
レッグに発生すると、Cisco Unified Communications Manager は宣言型 SDP 属性を通過させませ
ん。
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• パススルーをサポートしていない、1つ以上のメディアターミネーションポイント（MTPs）
またはトラステッド リレー ポイントが割り当てられます

• [メディア ターミネーション ポイントが必要（Media Termination Point Required）] チェッ
クボックスを、SIP トランク用にチェックします

• トランスコーダが使用されます

• RSVP が使用されます

• 入力コール レッグではディレイド オファーが使用されている一方、出力コール レッグで
はアーリー オファーが使用されている場合。

• メディアの回線は拒否されました（port=0）

• いずれかのコール レッグが、SIP 以外のプロトコルを使用している場合

SDP 透過性プロファイルの前提条件
サードパーティSIP製品の導入を計画している場合は、製品がセッション記述プロトコル (SDP)
を実装する方法を理解していることを確認してください。

SDP 透過性プロファイルの設定
Cisco Unified Communications Manager がネイティブでサポートしていない宣言型 SDP 属性の
ルール セットを使用して、カスタマイズされた SDP 透過性プロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] >
[SDP透過性プロファイル（SDP Transparency Profile）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）] と [説明（Description）] を入力します。

ステップ 4 [属性情報（Attribute Information）] ペインで、パススルーする SDP 属性のルールを作成しま
す。

• プロパティの属性をパス スルーするには、[名前（Name）] テキスト ボックスに
「a=recvonly」などの属性を入力し、[タイプ（Type）] ドロップダウン リストから [プロ
パティ（Property）] を選択します。

• 値属性をパススルーするには、[名前（Name）] テキスト ボックスに属性（たとえば
a=rtpmap）を入力し、[タイプ（Type）] ドロップダウン リスト ボックスから [値（Any
Value）] を選択します。

• 最大 5 個の値のいずれかを指定した値の属性をパス スルーするには、[名前（Name）]
フィールドに「a=rtpmap」などの属性を入力し、[タイプ（Type）] ドロップダウン リスト
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から [任意の値（Any Value）] を選択します。[結果値 ( value)] テキストボックスに、属性
の値を入力します。[+] をクリックして、この属性に最大 5 つの値を追加できます。

ステップ 5 この透過性プロファイル用に追加の SDP 属性を入力できる新しい行を作成するには、[+] をク
リックします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

SIP プロファイルを使用するデバイスが SDP 透過性プロファイルを使用するには、こ
のプロファイルを SIP プロファイルに適用する必要があります。

（注）
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第 12 章

SIP プロファイルの設定

• SIP プロファイルの概要 （111 ページ）
• SIP プロファイルの設定 （112 ページ）

SIP プロファイルの概要
SIP プロファイルは、共通の SIP 設定で構成されるテンプレートです。ネットワーク内に SIP
デバイスまたは SIP トランクを導入する場合は、SIP プロファイルを使用して共通の SIP 設定
をデバイス グループに適用できます。SIP エンドポイントのグループに対して複数のプロファ
イルを設定できます。多様なデフォルトの SIP プロファイルから選択するか、または独自の
SIP プロファイルを作成することができます。

SIP プロファイルを使用しない場合は、ネットワーク内のすべての SIP トランクと SIP デバイ
スに対してSIP設定を個別に設定する必要があります。ただし、SIPプロファイルを使用して、
次のようなさまざまな SIP の設定を割り当てることができます。

• MTP テレフォニー ペイロード タイプ

• SIP ヘッダー詳細

• SIP メッセージのタイマーとカウンタ

• SDP の相互運用性のための SDP 透過性プロファイル

• SIP 回線用の SIP 正規化と透過性スクリプト

• SIP 設定

• SIP 早期提供サポート

• コールピックアップ URI
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SIP プロファイルの設定
共通 SIP 設定を使用して SIP プロファイルを設定するには、この手順を使用します。設定した
SIP プロファイルは、このプロファイルを使用する SIP デバイスおよびトランクに割り当てる
ことができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• 既存のプロファイルを編集するには、[検索（Find）] をクリックし、SIP プロファイルを
選択します。

• 新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 SIP 電話とトランクで IPv4 と IPv6 のスタックをサポートする場合は、[ANATの有効化（Enable
ANAT）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 SDP の相互運用性を解決するために SDP 透過性プロファイルを割り当てる場合は、[SDP透過
性プロファイル（SDP Transparency Profile）] ドロップダウン リストから割り当てます。

ステップ 5 SIP の相互運用性の問題を解決するために正規化スクリプトまたは透過性スクリプトを割り当
てる場合は、[正規化スクリプト（Normalization Script）] ドロップダウン リストからスクリプ
トを選択します。

ステップ 6 （省略可）Ciscoの統合された境界要素を越えてコールをルーティングする必要がある場合は、
グローバルダイヤルプランのレプリケーション展開について、[ILS で学習した場合の通知先
ルート文字列の送信] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。 フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参
照してください。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

トランクまたはデバイスで SIP プロファイルを使用できるようにするには、[トランクの設定
（Trunk Configuration）] ウィンドウでトランクに、または [電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウでデバイスにプロファイルを関連付ける必要があります。
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第 13 章

IPv6 スタックの設定

• IPv6 スタックの概要 （113 ページ）
• デュアル スタック IPv6 の前提条件 （114 ページ）
• IPv6 の設定タスク フロー （114 ページ）

IPv6 スタックの概要
IPv6 は、IPv4 アドレスが使用する 32 ビットの代わりに 128 ビットを使用する拡張 IP アドレス
指定プロトコルです。IPv6 は IPv4 よりもはるかに広い範囲の IP アドレスを提供しています。
これにより、IP アドレスが枯渇するリスクが大幅に軽減されます。これは IPv4 アドレスを使
用する主な懸念事項の中にあります。

デフォルトでは、Cisco Unified Communications Manager は IPv4 アドレス指定を使用するように
設定されています。ただし、IPv6 スタックをサポートするようにシステムを構成して、IPv6
のみのエンドポイントを使用して SIP ネットワークを展開できるようにすることもできます。
IP アドレスが枯渇するリスクを減らすことに加えて、IPv6 は次の利点をいくつか提供してい
ます。

• 状態なしアドレス自動設定

• 単純化されたマルチキャスト機能

• ルーティングの簡素化とルーティングテーブルの必要性の最小化

• サービスの最適化

• モビリティの適切な処理

• より優れたプライバシーと安全性

システムレベルIPv 6

IPv6 ネットワークを展開していても、Cisco Unified Communications Manager サーバは内部通信
で IPv4を使用することがあります。これは、内部のシステムコンポーネントとアプリケーショ
ンの一部が IPv4 のみをサポートしているためです。その結果、すべてのデバイスが IPv6 専用
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モードで動作しても、Cisco Unified Communications Manager サーバはいくつかの内部通信で
IPv4 を使用する必要があるため、IPv4 と IPv6 の両方のアドレスが指定されます。

SIP デバイスを IPv4 と IPv6 の両方のネットワークで動作させる必要がある場合は、2 つのス
タックを設定する必要があります。この章のタスクを実行して Cisco Unified Communications
Manager で IPv6 スタックを有効にする場合、2 つのスタックの SIP ネットワークも有効にする
必要があります。「2 つのスタック (IPv4 および IPv6) の概要 （863 ページ）」を参照してくだ
さい。

（注）

デュアル スタック IPv6 の前提条件
デュアルスタックCisco Unified Communications Manager を設定する前に、IPv6 をサポートする
ように次のネットワークサーバとデバイスを設定する必要があります。詳細については、デバ
イスのユーザ ドキュメントを参照してください。

• IPv6 がサポートされている DHCP サーバと DNS サーバをプロビジョニングします。シス
コネットワーク登録サーバは、DHCPとDNSに対するIPv 6をサポートする。

• IPv6 がサポートされている場合は、ゲートウェイ、ルータ、MTP などのネットワークデ
バイス用の IOS を設定します。

• IPv6 を実行するように TFTP サーバを設定します。

IPv6 の設定タスク フロー
システムのデュアル スタック IPv6 を設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

IPv6 アドレスをサポートするオペレー
ティング システムを設定します。

オペレーティング システムでの IPv6 の
設定 （115 ページ）

ステップ 1

IPv6 アドレスを使用して、クラスタの
サーバを設定します。

IPv6 のサーバの設定 （116 ページ）ステップ 2

IPv6 のシステムを有効にするエンター
プライズ パラメータを設定します。

[IPv6を有効化（Enable IPv6）] （116 ペー
ジ）

ステップ 3

クラスタ全体の IP アドレッシング設定
を割り当てるために、エンタプライズ
パラメータを設定することができます。

次のいずれかの操作を行います。ステップ 4

• クラスタの IP アドレッシング優先
順位の設定 （117 ページ）
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目的コマンドまたはアクション

エンドポイントのグループごとに異なる
設定を割り当てる必要がある場合は、共

• デバイスの IP アドレッシング優先
順位の設定 （117 ページ）

通デバイス設定でアドレッシング設定を
入力します。

IP アドレッシング方式が推奨されるク
ラスタ設定を設定します。

次のネットワーク サービスを再起動し
ます。

サービスの再起動 （119 ページ）ステップ 5

• Cisco CallManager

• Cisco CTIManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco Certificate Authority Proxy
Function

次のタスク

デュアル スタックのトランクを設定する方法については、SIP トランクの設定の章を参照して
ください。

SIP デバイスのデュアル スタックを設定する方法については、設定する SIP デバイスのセク
ションを参照してください。

オペレーティング システムでの IPv6 の設定
Cisco Unified OS の管理でイーサネット IPv6 を設定するには、以下の手順を実行します。

IPv6 DHCP サーバの設定は Windows でサポートされていないため、Cisco IOS IPv6 DHCP サー
バを使用します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified OS の管理で 設定 > IPv6 > イーサネットを選択します。

ステップ 2 [Enable IPv6] チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 アドレス送信元 ドロップダウンリスト ボックスで、システムの IPv6 アドレス取得方法を設定
します。

• ルーターアドバタイズ: システムは、ステートレス自動構成を使用して IPv6 アドレスを取
得します。
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• DHCP: システムは、DHCP サーバから IPv6 アドレスを取得します。
• 手動入力: IPv6 アドレスを手動で入力する場合は、このオプションを選択します。

ステップ 4 IPv6 アドレスの取得方法に手動入力を設定する場合は、以下のフィールドに入力します。

• IPv6 アドレスを入力します。たとえば、 fd62:6:96:2le:bff:fecc:2e3aと入力しま
す。

• IPv6 マスクを入力します。たとえば、64 と入力します。

ステップ 5 再起動して更新するチェックボックスをオンにして、保存後に確実にシステムが再起動するよ
うにします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

IPv6 のサーバの設定
IPv6 アドレスを使用して、クラスタのサーバを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サーバ（Server）] の順に選択し
ます。

ステップ 2 [IPv6名（IPv6 Name）] フィールドで、次のいずれかの値を選択します。

• DNS 設定済みで、DNS サーバが IPv6 対応の場合は、サーバのホスト名を入力します。
• それ以外の場合は、非リンク ローカル IPv6 アドレスを入力します。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 4 各クラスタ ノードで上記の手順を繰り返します。

[IPv6を有効化（Enable IPv6）]
システムで IPv6 サポートを設定する場合、システムで IPv6 デバイスをサポートできるように
する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [IPv6 を有効化（Enable IPv6）] エンタープライズ パラメータの値を [True（True）] に設定しま
す。
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ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

クラスタ内デバイス用の IP アドレッシング設定を指定します。クラスタ全体のエンタープラ
イズパラメータを使用して設定を適用するか、共通デバイス設定を使用して、その設定を使用
するデバイスのグループに設定を適用することができます。

• クラスタの IP アドレッシング優先順位の設定 （117 ページ）

• デバイスの IP アドレッシング優先順位の設定 （117 ページ）

クラスタの IP アドレッシング優先順位の設定
デュアル スタック IPv6 でクラスタ全体の IP アドレッシング優先順位を設定するには、この手
順でエンタープライズパラメータを使用します。これらの設定は、これよりも優先される共通
デバイス設定が特定のトランクまたはデバイスに対して適用される場合を除き、すべての SIP
トランクおよびデバイスに適用されます。

共通デバイス設定での IP アドレス優先順位は、共通デバイス設定を使用するデバイスに対す
るクラスタ全体のエンタープライズ パラメータの設定よりも優先されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）] のエン
タープライズ パラメータの値を [IPv4（IPv4）] または [IPv6（IPv6）] に設定します。

ステップ 3 [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）] の
エンタープライズ パラメータの値を [IPv4（IPv4）] または [IPv6（IPv6）] に設定します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

デバイスの IP アドレッシング優先順位の設定
共通デバイス設定で優先順位を設定することで、個々のデバイスに IP アドレッシング モード
の優先順位を設定できます。トランク、電話、会議ブリッジ、トランスコーダなど、IPv6アド
レッシングをサポートする SIP デバイスおよび SCCP デバイスには、共通デバイス設定を適用
できます。
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共通デバイス設定での IP アドレス優先順位は、共通デバイス設定を使用するデバイスに対す
るクラスタ全体のエンタープライズ パラメータの設定よりも優先されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device Configuration）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 SIP トランク、SIP 電話または SCCP 電話の場合、[IPアドレッシングモード（IP Addressing
Mode）] ドロップダウン リストの値を選択します。

• [IPv4 のみ（IPv4 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv4 アドレスだけを使
用します。

• [IPv6 のみ（IPv6 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv6 アドレスだけを使
用します。

• [IPv4 および IPv6（IPv4 and IPv6）] —（デフォルト）デバイスはデュアルスタック デバイ
スで、利用できる IP アドレスのタイプを使用します。両方の IP アドレスのタイプがデバ
イスに設定されている場合、デバイスのシグナリングには、[シグナリグ用 IP アドレッシ
ング モード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）] 設定を使用し、メディ
ア デバイスには、[メディア用 IP アドレッシング モード優先設定（IP Addressing Mode
Preference for Media）] エンタープライズ パラメータの設定を使用します。

ステップ 4 前のステップで IPv6 を設定する場合は、[シグナリング (シグナリング)] ドロップダウンリスト
の ip アドレス指定モードの ip アドレス設定を次のように設定します。

• [IPv4（IPv4）]—デュアル スタック デバイスでシグナリングに IPv4 アドレスを優先して
使用します。

• [IPv6（IPv6）]—デュアル スタック デバイスでシグナリングに IPv6 アドレスを優先して
使用します。

• [システム デフォルトを使用（Use System Default）]—デバイスは、[シグナリグ用 IP アド
レッシング モード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）] エンタープライ
ズ パラメータの設定を使用します。

ステップ 5 「[共通デバイス構成」画面で、残りのフィールドを設定します。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

IPv6 設定が完了したら、サービスの再起動 （119 ページ）を実行します。
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SIP デバイスが IPv4 と IPv6 の両方のネットワークを同時にサポートするには、デバイス レベ
ルで両方のスタックをサポートするようにシステムを設定する必要があります。詳細について
は、「2 つのスタック (IPv4 および IPv6) の概要 （863 ページ）」を参照してください。

サービスの再起動
システムの IPv6 設定したら、基本的なサービスを再起動します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability にログインして、[ツール（Tools）] > [コントロール センター - 機能
サービス（Control Center - Feature Services）] を選択します。

ステップ 2 次のそれぞれのサービスに対応するチェックボックスをオンにします。

• Cisco CallManager
• Cisco CTIManager
• Cisco Certificate Authority Proxy Function
• Cisco IP Voice Media Streaming App

ステップ 3 [再起動（Restart）] をクリックします。

ステップ 4 [OK] をクリックします。
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第 14 章

SIP トランクの設定

• SIP トランクの概要 （121 ページ）
• SIP トランク設定の前提条件 （123 ページ）
• SIP トランクの設定タスク フロー （123 ページ）
• SIP トランクの連携動作および制限 （128 ページ）

SIP トランクの概要
コール制御シグナリングの SIP を展開している場合、SIP ゲートウェイ、SIP プロキシサーバ、
Unified Communications アプリケーション、リモート クラスタ、またはセッション管理エディ
ションなどの外部デバイスに Cisco Unified Communications Manager を接続する SIP トランクを
設定します。

Cisco Unified CM Administration の内部で、[SIP Trunk Configuration] ウィンドウには、Cisco
Unified Communications Manager が SIP コールの管理に使用する SIP シグナリング設定が含まれ
ています。

SIP トランクに対して最大 16 の異なる宛先アドレスを割り当てることができます。IPv4 また
は IPv6 のアドレス指定、完全修飾ドメイン名、または 1 つの DNS SRV レコードを使用できま
す。

SIP トランクでは、次の機能を設定できます。

• 回線と名称識別サービス

• 遅延されたサービス、初期オファー、ベストエフォート

• 信号およびメディア認証と暗号化

• メディア暗号化（SRTP）

• デュアルスタックのサポート

• ビデオ

• BFCP を使用したプレゼンテーションの共有

• 遠端カメラ制御
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• DTMF リレー

• 発信側の正規化

• URI ダイヤル

• Q.SIG サポート

• T.38 ファクス サポート

• SIP OPTIONS

• DTMF シグナリングの選択

クラスタ A からクラスタ B で小規模 IP テレフォニー（SIPT）の Q.SIG を有効にした場合、匿
名またはテキストで "INVITE" を受領しても、Cisco Unified Communications Manager は "INVITE"
を Q.SIG データにエンコードしません。リーフ クラスタで同じようにデコードすると、何も
表示されず、空の番号が転送されます。

（注）

Q.SIG を有効にすると、URI ダイヤルが予期したとおりに応答しません。Q.SIG を無効にする
と、Cisco Call Back が 2 つのクラスタ間で応答しません。

（注）

IPv6 デュアル スタックのサポート

共通デバイス設定で IP アドレッシングモードを設定し、その設定を SIP トランクに適用する
ことによって、IPv6 デュアル スタックをサポートする SIP トランクを設定することもできま
す。

クラスタ全体のサービス パラメータを使用して、クラスタ全体に IPv6 を設定することもでき
ます。ただし、共通デバイス設定の設定値は、クラスタ全体のデフォルト値よりも優先されま
す。

（注）

安全な SIP トランク

SIP トランク セキュリティ プロファイルを設定して、ダイジェスト認証、シグナリングとメ
ディアの暗号化などのセキュリティで自分のトランクを設定することもできます。このプロ
ファイルにはダイジェスト認証やTLSシグナリングが含まれ、そのプロファイルをネットワー
クの SIP トランクに関連付けます。トランクでコール メディアを暗号化できるようにするに
は、トランクで SRTP メディアを許可するように設定する必要もあります。
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SIP トランク セキュリティ プロファイルの概要
ネットワーク内の各 SIP トランクに SIP トランクセキュリティプロファイルを割り当てる必要
があります。デフォルトでは、Cisco Unified Communications Manager がすべての SIP トランク
に、事前に定義された非セキュアな SIP トランク セキュリティ プロファイルを適用します。

SIP トランク セキュリティ プロファイルを使用することにより、ネットワークの SIP トランク
の TLS シグナリング暗号化とダイジェスト認証のようなセキュリティを設定できます。SIP ト
ランク セキュリティ プロファイルを設定し、そのプロファイルを SIP トランクに割り当てる
と、プロファイルのセキュリティの設定がトランクに適用されます。

ネットワークに異なる SIP トランクの設定がある場合に、複数の SIP トランク セキュリティ
プロファイルを設定することで、さまざまなセキュリティ要件に対応できます。

ネットワークにセキュリティを設定するには、CTL クライアントをセットアップし、IPSec を
設定する必要もあります。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュリ
ティ ガイド』を参照してください。

（注）

SIP トランク設定の前提条件
SIP トランクを設定する前に、次の操作を実行してください。

• トランク接続を理解できるようにネットワークトポロジを計画します。

• トランクを接続するデバイスと、それらのデバイスが SIP を実装する方法を理解している
ことを確認します。これらのデバイスが SIP を実装している場合は、SIP 正規化スクリプ
トを適用する必要がある場合があります。

• トランク用の SIP プロファイルを設定します。

さらに、SIP トランクを設定する前に、次の設定を構成します。

• SIP の正規化および透過性の設定タスク フロー （103 ページ）

• SIP プロファイルの設定 （112 ページ）

SIP トランクの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

SIPトランクに適用する任意のセキュリ
ティ設定を使用して、SIP トランク セ

SIP トランク セキュリティ プロファイ
ルの設定 （124 ページ）

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

キュリティプロファイルを設定します。
たとえば、ダイジェスト認証、デバイス
セキュリティ モード、および SIP シグ
ナリングのTLS暗号化を設定できます。

SIP トランク セキュリティ プロファイ
ルを設定しなければ、デフォルトで、
Cisco Unified Communication Manager に
よって非セキュアのSIPトランクセキュ
リティ プロファイルが適用されます。

トランクの共通デバイス設定を実行しま
す。デュアルスタックトランクの場合、

共通デバイス設定の実行（125ページ）ステップ 2

IP アドレッシングの優先順位を設定し
ます。

ネットワークのSIPトランクを設定しま
す。[トランクの設定（Trunk

SIP トランクの設定 （126 ページ）ステップ 3

Configuration）] ウィンドウで、トラン
クの SIP 設定を実行します。SIP プロ
ファイル、SIP トランク セキュリティ
プロファイル、および共通デバイス設定
をSIPトランクに割り当てます。また、
トランク接続に必要なSIPの正規化およ
び透過性スクリプトを割り当てます。た
とえば、SIP トランクが Cisco
TelePresence VCS に接続する場合、
vcs-interop スクリプトを SIP トランクに
割り当てる必要があります。

SIP トランク セキュリティ プロファイルの設定
セキュリティ設定を使用してSIP中継セキュリティプロファイルを構成し、要約アイデンティ
ティ認証やトップドメイン名システムシグナリング暗号化などを行う。プロファイルを SIP ト
ランクに割り当てると、トランクはセキュリティプロファイルの設定を取得します。

SIP中継のためにSIP中継セキュリティプロファイルを割り当てていない場合、Ciscoユーニファ
ドミミラムショーはデフォルトで不安全な配置ファイルを割り当てます。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] >
[SIPトランクのセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 TLS を使用した SIP シグナリング暗号化を有効化するには、次の手順を実行します。

a) [デバイスのセキュリティモード（Device Security Mode）] ドロップダウン リストから、[暗
号化（Encrypted）] を選択します。

b) [着信転送タイプ（Incoming Transport Type）] および [発信転送タイプ（Outgoing Transport
Type）] のドロップダウン リストから、[TLS] を選択します。

c) デバイスの認証で、[X.509 のサブジェクト名（X.509 Subject Name）] フィールドで、X.509
証明書のサブジェクト名を入力します。

d) [着信ポート（Incoming Port）] フィールドに、TLS リクエストを受信するポートを入力し
ます。TLS のデフォルトは 5061 です。

ステップ 4 ダイジェスト認証を有効にするには、次の内容を実行します。

a) [ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）] チェックボックスをオンにし
ます。

b) システムが新しいナンスを生成するまでの時間（秒数）を [ナンス有効時間（Nonce Validity
Time）] に入力します。デフォルトは 600（10 分）です。

c) アプリケーションのダイジェスト認証を有効にするには、[アプリケーションレベル認証を
有効化（Enable Application Level Authorization）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [SIP トランク セキュリティ プロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] ウィ
ンドウで追加フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、シス
テムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

トランクが設定を使用するためには、そのプロファイルをトランク設定ウィンドウで
トランクに割り当てる必要があります。

（注）

共通デバイス設定の実行
一般的なデバイス構成は、オプションのユーザ固有特徴属性のセットを含む。IPv6を導入して
いる場合は、この設定を使用して SIP トランクまたは SCCP 電話に IPv6 優先設定を割り当て
ることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device Configuration）] を選択します。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
125

発着信コールの有効化
共通デバイス設定の実行



ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 SIP トランク、SIP 電話または SCCP 電話の場合、[IPアドレッシングモード（IP Addressing
Mode）] ドロップダウン リストの値を選択します。

• [IPv4 のみ（IPv4 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv4 アドレスだけを使
用します。

• [IPv6 のみ（IPv6 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv6 アドレスだけを使
用します。

• [IPv4 および IPv6（IPv4 and IPv6）] —（デフォルト）デバイスはデュアルスタック デバイ
スで、利用できる IP アドレスのタイプを使用します。両方の IP アドレスのタイプがデバ
イスに設定されている場合、デバイスのシグナリングには、[シグナリグ用 IP アドレッシ
ング モード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）] 設定を使用し、メディ
ア デバイスには、[メディア用 IP アドレッシング モード優先設定（IP Addressing Mode
Preference for Media）] エンタープライズ パラメータの設定を使用します。

ステップ 4 前のステップで IPv6 を設定する場合は、[シグナリング (シグナリング)] ドロップダウンリスト
の ip アドレス指定モードの ip アドレス設定を次のように設定します。

• [IPv4（IPv4）]—デュアル スタック デバイスでシグナリングに IPv4 アドレスを優先して
使用します。

• [IPv6（IPv6）]—デュアル スタック デバイスでシグナリングに IPv6 アドレスを優先して
使用します。

• [システム デフォルトを使用（Use System Default）]—デバイスは、[シグナリグ用 IP アド
レッシング モード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）] エンタープライ
ズ パラメータの設定を使用します。

ステップ 5 「[共通デバイス構成」画面で、残りのフィールドを設定します。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

SIP トランクの設定
SIP トランクを設定するには、この手順を使用します。1 つの SIP トランクには最大 16 個の宛
先アドレスを割り当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）] ドロップダウン リストから [SIPトランク（SIP Trunk）] を選
択します。
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ステップ 4 [プロトコルタイプ（Protocol Type）] ドロップダウン リストから、導入環境に適した SIP トラ
ンクのタイプを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

• [なし（None）]（デフォルト）
• [Call Control Discovery（コール制御検出）]
• [クラスタ間のエクステンション モビリティ（Extension Mobility Cross Cluster）]
• [Cisco Intercompany Media Engine]
• [IP マルチメディア システム サービス コントロール（IP Multimedia System Service

Control）]

ステップ 5 （任意）このトランクに共通デバイス設定を適用する場合は、ドロップダウンリストから設定
を選択します。

ステップ 6 暗号化されたメディアをトランクを介して送信する場合は、[SRTPを許可（SRTP Allowed）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 すべてのクラスタノードに対してトランクを有効化する場合は、[すべてのアクティブなUnified
CMノードで実行（Run on All Active Unified CM Nodes）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 SIP トランクの宛先アドレスを設定します。

a) [宛先アドレス（Destination Address）] テキストボックスに、トランクに接続するサーバま
たはエンドポイントの IPv4 アドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRV レコードを
入力します。

b) トランクがデュアル スタック トランクの場合は、[宛先アドレス IPv6（Destination Address
IPv6）] テキスト ボックスに、トランクに接続するサーバまたはエンドポイントの IPv6 ア
ドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRV レコードを入力します。

c) 宛先が DNS SRV レコードの場合は、[宛先アドレスは SRV（Destination Address is an SRV）]
チェック ボックスをオンにします。

d) 接続先を追加するには、[+] をクリックします。

ステップ 9 [SIP トランク セキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）] ドロップダウン リス
ト ボックスから、このトランクに SIP トランク セキュリティプロファイルを割り当てます。
このオプションを選択しない場合は、非セキュアプロファイルが割り当てられます。

ステップ 10 [SIPプロファイル（SIP Profile）] ドロップダウン リストから、SIP プロファイルを割り当てま
す。

ステップ 11 （任意） この SIP トランクに正規化スクリプトを割り当てる場合は、[正規化スクリプト
（Normalization Script）] ドロップダウン リストから、割り当てるスクリプトを選択します。

ステップ 12 [Trunk Configuration] ウィンドウのその他のフィールドを設定します。 フィールドと設定オプ
ションの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 13 [保存（Save）] をクリックします。
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SIP トランクの連携動作および制限
説明機能

リリース 12.5(1) では、Cisco Unified Communications Manager は、同じ
宛先 IP アドレスと宛先ポート番号に対する複数のセキュア SIP トラ
ンクの設定をサポートします。これには、以下の新しい機能や利点が
あります。

• 帯域幅の最適化：緊急コール用に帯域幅が制限されないルートを
提供します。

• 特定のリージョンまたはコーリング サーチ スペースの設定に基
づく選択的ルーティング

複数のセキュア SIP ト
ランクを同じ宛先に接
続する

シスコのエンドポイント向けにプレゼンテーション共有を導入する場
合は、すべての中継 SIP トランクの SIP プロファイルで [BFCPを使用
したプレゼンテーション共有を許可（Allow Presentation Sharing with
BFCP）] チェックボックスがオンになっていることを確認します。

サードパーティ SIP エンドポイントの場合は、[電話の設定
（Phone Configuration）] ウィンドウでも同じチェックボッ
クスがオンになっていることを確認してください。

（注）

BFCP を使用したプレ
ゼンテーション共有

iX メディア チャネルを導入する場合は、すべての中継 SIP トランク
でて使用される SIP プロファイルで [iXアプリケーションメディアを
許可（Allow iX Application Media）] チェックボックスがオンになって
いることを確認します。

暗号化された iX チャネルの詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照して
ください。

（注）

IX チャネル
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第 15 章

H.323 トランクの設定

• H.323 トランクの概要 （129 ページ）
• H.323 トランクの要件 （130 ページ）
• H.323 トランクの設定 （130 ページ）

H.323 トランクの概要
H.323 を導入している場合は、H.323 トランクがリモート クラスタと、ゲートウェイなどのそ
の他の H.323 デバイスに接続を提供します。H.323 トランクは、Unified Communications Manager
がクラスタ内通信でサポートするオーディオ コーデックおよびビデオ コーデックのほとんど
をサポートします。ただし、広帯域オーディオおよび広帯域ビデオについてはサポートしませ
ん。H.323 トランクは、コール制御シグナリング用に H.225 プロトコルを使用し、メディア シ
グナリング用に H.245 プロトコルを使用します。

Cisco Unified CM Administration で、クラスタ間トランク（ゲートキーパー非制御）トランク タ
イプとプロトコル オプションを使用して H.323 トランクを設定できます。

非ゲートキーパー H.323 導入環境の場合は、Unified Communications Manager が IP WAN 経由で
コールできるように、リモート クラスタ内の各デバイス プールに個別のクラスタ間トランク
を設定する必要があります。クラスタ間トランクは、リモート デバイスの IPv4 アドレスまた
はホスト名を静的に指定します。

単一のトランクには最大 16 件の宛先アドレスを設定できます。

クラスタ間トランク

2つのリモートクラスタ間にクラスタ間トランク接続を設定する場合は、一方のトランクが使
用する宛先アドレスがリモートクラスタのトランクが使用するコール処理ノードと一致するよ
うに、クラスタごとにクラスタ間トランクを設定し、トランク設定を一致させる必要がありま
す。次に例を示します。

• リモートクラスタトランクが [すべてのアクティブノードで実行（Run on allActiveNodes）]
を使用する：リモート クラスタ トランクは、コール処理とロード バランシングにすべて
のノードを使用します。ローカル クラスタ内から始まるローカル クラスタ間トランクで
は、リモート クラスタ内の各サーバの IP アドレスまたはホスト名を追加します。
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• リモート クラスタで [すべてのアクティブノードで実行（Run on all Active Nodes）] を使
用しない：リモート クラスタ トランクは、コール処理およびロード バランシング用にト
ランクのデバイス プールに割り当てられた Unified Communications Manager グループのサー
バを使用します。ローカルのクラスタ間トランク設定では、リモート クラスタ トランク
のデバイス プールで使用される Unified Communications Manager グループから各ノードの
IP アドレスまたはホスト名を追加する必要があります。

セキュアなトランク

H.323 トランクのセキュアなシグナリングを設定するには、トランクに IPSec を設定する必要
があります。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』
を参照してください。メディア暗号化を許可するようにトランクを設定するには、[トランク
の設定（Trunk Configuration）] ウィンドウで [SRTP を許可する（SRTP allowed）] チェックボッ
クスをオンにします。

ゲートキーパーは今では広く使用されていませんが、ゲートキーパー制御のトランクを使用す
るように H.323 導入を設定することもできます。ゲートキーパーが制御するトランクを設定す
る方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガ
イド リリース 10.0(1)』を参照してください。

（注）

H.323 トランクの要件
「H-323」導入トポロジーを計画します。クラスタ間のトランクについては、対応するリモー
トクラスタがコール処理とロードバランシングに使用されるサーバを認識していることを確認
してください。リモートクラスタ内のトランクによって使用される各コール処理サーバに接続
するには、ローカルインタークラスタトランクを設定する必要があります。

トランクのロード バランシングにトランクのデバイス プールに割り当てられた Cisco Unified
Communications Manager グループを使用している場合は、次の設定を完了します。

• デバイス プールのコア設定の設定タスク フロー （61 ページ）

H.323 トランクの設定
次の手順を使用して、トランク導入のための設定を構成します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。
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ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 中継タイプドロップダウンリストボックスから、クラスタ間中継（非ゲートウェイ保護装置制
御）を選択する。

ステップ 4 [プロトコル(Protocol)] ドロップダウン リスト ボックスから、[SCCP] を選択します。

ステップ 5 [ デバイス名 ( Device Name)] テキストボックスに、トランクの一意の識別子を入力します。

ステップ 6 [ デバイスプール ( device pool)] ドロップダウンリストボックスで、このトランクに設定したデ
バイスプールを選択します。

ステップ 7 ローカルクラスタ内のすべてのノードをこのトランクの処理用に使用する場合は、[すべての
アクティブな統合 CMノード上で実行 (Run)] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 トランクでの暗号化メディアを許可する場合は、[ srtp 許可 (srtp)] チェックボックスをオンに
します。

ステップ 9 H. 235 パススルーを設定する場合は、h-235 パススルーを許可するチェックボックスをオンに
します。

ステップ 10 リモート Cisco Unified Communication Manager の情報セクションで、このトランクの接続先
のリモートサーバごとに 1 つの IP アドレスまたはホスト名を入力します。
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第 16 章

SRST の設定

• Survivable Remote Site Telephony の概要 （133 ページ）
• Survivable Remote Site Telephony の設定タスク フロー （134 ページ）
• SRST の制限 （138 ページ）

Survivable Remote Site Telephony の概要
Survivable Remote Site Telephony（SRST）は、Unified Communications Manager ノードとのワイ
ドエリアネットワーク（WAN）接続に依存するサイト用のオプション機能です。SRSTリファ
レンスは、Unified Communications Manager 管理インターフェイスで構成されています。WAN
の故障が発生した場合、IP ゲートウェイは、次のようにリモートサイトの IP 電話に限定され
たテレフォニーサービスを提供することができます。

• リモート サイトの IP 電話は互いにコールできます。

• PSTN からのコールは IP 電話に到達できます。

• IP 電話からのコールは PSTN を介して外部に到達できます。

リモート サイトの電話が、関連付けられているすべての Unified Communications Manager ノー
ドに接続できない場合、SRST リファレンスの IP ゲートウェイに接続します。IP 電話のステー
タス行には、IP 電話がバックアップ SRST ゲートウェイにフェールオーバーしたことが示され
ます。Unified Communications Manager への接続が復元されると、Unified Communications Manager
と完全なテレフォニーサービスに再登録された IP 電話が復元されます。

SRST は、PSTN ゲートウェイ アクセスに加えて、SCCP および SIP エンドポイントが混在して
いる可能性があるリモート サイトをサポートします。

接続モニタ間隔

ワイド エリア ネットワーク（WAN）を介して SRST ゲートウェイに接続する IP 電話は、WAN
リンクを介した Unified Communications Manager との接続を確立できると直ちに Unified
Communications Manager に再接続します。ただし、WAN リンクが不安定な場合、IP 電話は
SRST に切り替えたり、 Unified Communications Manager に切り替えたりします。このため、電
話サービスが一時的に失われます（ダイヤル トーンが聞こえません）。.このような再接続試
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行は、WAN リンク フラッピング問題と呼ばれ、IP 電話が Unified Communications Manager に
正常に再接続するまで続きます。

Unified Communications Managerと SRST ゲートウェイの間で WAN link flapping の問題を解決す
るために、SRST ゲートウェイおよびレジスターから Unified Communications Manager に対して
登録解除されるまで、Unified Communications Manager に対する接続を IP 電話が監視する秒数
（接続監視時間）を定義できます。IP 電話は、XML 設定ファイルに指定された接続モニタ間
隔の値を受信します。

Survivable Remote Site Telephony の設定タスク フロー
始める前に

ダイヤル プランを検証します。ダイヤル プランに 7 か 8 桁の数字があるとき、場合によりト
ランスレーション ルールを設定する必要があります。トランスレーション ルールの詳細につ
いては、「トランスレーション パターンの設定 （202 ページ）」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

他のすべての Cisco Unified
Communications Manager ノードに到達で

SRST 参照の設定 （135 ページ）ステップ 1

きない場合に、制限付きのコール制御機
能を提供するゲートウェイを設定しま
す。

Cisco Unified Communication Manager が
使用不可になった場合、通常デバイス

デバイス プールへの SRST リファレン
スの割り当て （135 ページ）

ステップ 2

プールに割当てられる SRST 参照によ
り、発信側デバイスが発信を完了しよう
とするときに検索するゲートウェイが決
定されます。

任意：接続モニタ期間を設定します。ク
ラスタ全体のデフォルト値を適用するこ

次のいずれかの操作を実行します。ステップ 3

• クラスタの接続モニタ期間の設定
（136 ページ） とも、デバイス プール内のデバイスに

設定を適用することもできます。
• デバイス プールの接続モニタ間隔

の設定 （136 ページ）

ゲートウェイで SRSTパラメータを設定
します。

SRST Gateway の SRST を有効にする （
137 ページ）

ステップ 4
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SRST 参照の設定
SRST リファレンスは、デバイスのその他すべての Cisco Unified Communications Manager ノー
ドが到達不能の場合に、Cisco Unified Communications Manager の一部機能を利用できるゲート
ウェイで構成されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration にログインし、[システム（System）] > [SRST（SRST）] を選
択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [SRSTリファレンスの設定（SRST Reference Configuration）] ウィンドウの各フィールドを設定
します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照
してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

デバイス プールへの SRST リファレンスの割り当て
電話機の各デバイス プールに SRST を設定できます。デバイス プールに SRST リファレンス
を割り当てると、デバイス プールのすべての電話機が、Cisco Unified Communications Manager
のノードに到達できない場合、割り当てた SRST に接続を試みます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、リモート IP 電話が登録されているデバイス プールを選択しま
す。

ステップ 3 [ローミングに合わせて変化する設定（Roaming Sensitive Settings）] エリアの [SRST リファレン
ス（SRST Reference）] ドロップダウン リストから SRST を選択します。

[SRST リファレンス（SRST Reference）] ドロップダウン リストには次のオプションがありま
す。

• [無効（Disable）]：電話機は、Cisco Unified Communications Manager のいずれのノードに
も到達できない場合、SRST ゲートウェイへの接続を試みません。

• [デフォルト ゲートウェイを使用（Use Default Gateway）]：電話機は、Cisco Unified
Communications Manager のいずれのノードにも到達できない場合、IP ゲートウェイを SRST
ゲートウェイとして接続を試みます。

• [ユーザ定義（User-Defined）]：電話が任意の Cisco Unified Communications Manager ノード
に接続できない場合、SRST ゲートウェイへの接続を試みます。
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ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

クラスタの接続モニタ期間の設定
この手順は省略可能です。接続モニタ間隔のシステム値（エンタープライズパラメータ）を変
更する場合だけ、この手順を完了します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [接続モニタ間隔（Connection Monitor Duration）] フィールドに値を入力します。デフォルト値
は 120 秒です。フィールドに入力できる最大秒数は、2592000 秒です。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

変更を有効にするにはすべてのサービスを再起動する必要があります。

このエンタープライズパラメータには、接続モニタ期間に対するクラスタのデフォル
トを設定します。ただし、それよりも優先される設定がデバイスプールに存在する場
合、その設定が、デバイス プールを使用するデバイスのエンタープライズ パラメー
タ設定よりも優先されます。

（注）

デバイス プールの接続モニタ間隔の設定
この手順は省略可能です。この操作は、次の項目に該当する場合に限り実行します。

• 接続モニタの期間について、クラスタ全体の値を使用しない場合。

• このデバイス プールの接続モニタ期間の値を個別に定義する場合。

デバイス プールの接続モニタ間隔の値を変更する場合、値は更新されるデバイス プールだけ
に適用されます。その他すべてのデバイス プールは、各自の [接続モニタ間隔（Connection
Monitor Duration）] フィールドの値を使用するか、[接続モニタ間隔（Connection Monitor
Duration）] エンタープライズ パラメータで設定されたクラスタ全体用の値を使用します。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]
を選択します。
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ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、リモート IP 電話が登録されているデバイス プールを選択しま
す。

ステップ 3 [ローミングに合わせて変化する設定（Roaming Sensitive Settings）] エリアで、[接続モニタ間
隔（Connection Monitor Duration）] フィールドに値を入力します。フィールドに入力できる最
大秒数は、2592000 秒です。

この設定は、エンタープライズパラメータの接続モニタ間隔設定をオーバーライドし
ます。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

SRST Gateway の SRST を有効にする

始める前に

• デバイス プールへの SRST リファレンスの割り当て （135 ページ）

• オプションで次の作業を行うことができます。

• クラスタの接続モニタ期間の設定 （136 ページ）

• デバイス プールの接続モニタ間隔の設定 （136 ページ）

手順

ステップ 1 SRST gateway (ルータ) にログインします。

ステップ 2 Call-manager-fallback コマンドを入力します。
このコマンドは、ルータの SRST を有効にします。

ステップ 3 max-ephones max-phones コマンドを入力します。ここで、max-phones は、サポート対象の Cisco
IP Phone の最大数です。

ステップ 4 max-dnmax-directory-numbers コマンドを入力します。ここで、max-directory-numbers は、ルー
タでサポートされている電話番号（DN）の最大数または仮想音声ポートです。

ステップ 5 ip source-addressip-address コマンドを入力します。ここで、ip-address は、一般的にルータの
イーサネット ポートのアドレスの 1 つであるルータ IP アドレスよりも前から存在します。
このコマンドにより、SRSTルータは、指定されたIPアドレスを介してシスコIP電話からメッ
セージを受信することができます。
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SRST の制限
説明制限事項

デバイスプールなどの項目が使用しているSRST参照先は削除できま
せん。どの設備池がSRST参照を使用しているかを知るには、SRST参
照設定ウィンドウから依存関係をクリックしてリンクを記録してくだ
さい。システムで依存関係レコードが有効でない場合、[依存関係レ
コードサマリー（Dependency Records Summary）] ウィンドウにメッ
セージが表示されます。使用中の SRST リファレンスを削除しようと
すると、Unified Communications Manager にエラー メッセージが表示
されます。現在使用中のSRST参照を削除する前に、以下のいずれか
または二つのタスクを実行してください。

• 削除するSRST参照先を使用しているデバイスプールすべてに、
別の SRST 参照先を割り当てます。

• 削除するSRST参照先を使用しているデバイスプールを削除しま
す。

SRST 参照先を削除するときは、削除する SRST 参照先が正
しいか慎重に確認してください。削除したSRST参照先を元
に戻すことはできません。誤って削除した場合は、その
SRST 参照先を作成し直す必要があります。

（注）

SRST 参照先の削除の
ヒント
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第 III 部

ダイヤル プランの設定
• ダイヤル プランの概要 （141 ページ）
• パーティションの設定 （145 ページ）
• 国内番号計画のインストール （151 ページ）
• コール ルーティングの設定 （155 ページ）
• ハント パイロットの設定 （193 ページ）
• トランスレーション パターンの設定 （201 ページ）
• トランスフォーメーション パターンの設定 （203 ページ）
• ダイヤル ルールの設定 （207 ページ）
• クラスタ間検索サービスの設定 （217 ページ）
• グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの設定 （231 ページ）
• URI ダイヤリングの設定 （245 ページ）





第 17 章

ダイヤル プランの概要

• ダイヤルプランの概要 （141 ページ）
• ダイヤル プランの前提条件 （141 ページ）
• ダイヤル プラン設定 （141 ページ）

ダイヤルプランの概要
ダイヤル プランで、 Cisco Unified Communications Manager システムにコールのルーティングに
関する指示を出します。ダイヤルプランを設定する場合は、次のようにルールを定義します。

• 許可されているコールのタイプ

• コールを発信するためにシステムが使用する優先パスと、代替パス

• 内線番号のダイヤル方法

• 電話番号の表示方法

ダイヤル プランの前提条件
ダイヤルプランを設定する前に、次のタスクを実行します。

• 初期設定タスク フロー （5 ページ）

• 着信コールと発信コールの情報 （79 ページ）

ダイヤル プラン設定
次のタスク フローを実行すると、システムのダイヤル プランを設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

パーティションを設定して、ディレク
トリ番号（DN）の論理グループと、到

パーティションの設定タスクフロー（
147 ページ）

ステップ 1

達可能性の特徴が類似したルート パ
ターンを作成します。パーティション
を作成することで、ルートプランが組
織、場所、コールタイプに基づいた論
理サブセットに分割されることにな
り、コールルーティングが容易になり
ます。

（省略可）Cisco Unified CM
Administration では、デフォルトで、北

国内番号計画インストールのタスクフ
ロー （152 ページ）

ステップ 2

米番号計画（NANP）を使用できます。
設定されているダイヤルプラン要件が
異なる国の場合は、シスコの国際ダイ
ヤルプランをインストールし、それを
使用して、要件特有の一意の番号計画
を作成できます。国内の番号計画を使
用している場合は、@ 記号とルート
フィルタを使用するルートパターンを
設定して、国内コール、国際コール、
長距離コール、緊急コール用にパター
ンを作成できます。

国内番号のダイヤルプランの使用は任
意です。国内の番号契約を使用しない
場合は、手動で設定できます。

ルーティング計画を設定して、専用
ネットワークまたは公衆交換電話網

コール ルーティングの設定タスク フ
ロー （156 ページ）

ステップ 3

（PSTN）に内部呼と外部呼をルーティ
ングする。

番号の 1 つ以上のリストにコールを拡
張する場合は、各リストで探している

ハントパイロットの設定タスクフロー
（193 ページ）

ステップ 4

順序を指定する必要がある場合は、ハ
ントパイロットを設定します。これら
のリストからコールがハントパーティ
に転送され、パーティが応答できな
かった、または話中であった場合、次
のハントパーティでハントが再開され
ます
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目的コマンドまたはアクション

ボイスゲートウェイからの着信番号を
Cisco Unified Communications Manager

トランスレーションパターンの設定タ
スク フロー （202 ページ）

ステップ 5

に操作する変換パターンを設定しま
す。コールを受信側エンドポイントに
転送する前に、変換パターンを使用し
て、呼び出し番号とコール番号を変更
できます。この変換は透過的であり、
内線をパブリックからプライベート
ネットワークにマップすることができ
ます。

着信コールの通話番号表示を変更する
場合は、電話機の変換パターンを設定

トランスフォーメーションパターンの
設定タスク フロー （203 ページ）

ステップ 6

します。発信コール用に送信される発
信コールまたはコール番号表示を変更
する場合は、ゲートウェイまたはトラ
ンクの変換パターンを設定します。ま
た、変換のパターンを使用して、発信
するリダイレクト番号 (SIP デバイスの
転送ヘッダーとして知られる)を変更す
ることもできます。

さまざまな種類のダイアルルールを設
定できます。アプリケーションダイア

ダイヤル ルールの設定タスク フロー
（208 ページ）

ステップ 7

ル規則、ディレクトリ検索ダイアル規
則、およびSIPダイアルルール。

• 異なる種類のダイヤル規則を設定
できます。アプリケーションダイ
ヤル規則、ディレクトリ検索ダイ
ヤル規則、SIPダイヤル規則。

• ディレクトリ検索ダイヤルルール
により、発信者 IDがディレクトリ
で検索可能な番号に変換されま
す。

• SIP ダイヤルルールを設定して、
SIP を実行している電話機のダイ
ヤルパターンを作成します。これ
は、レガシーの SIP 電話の一般的
な手順です。

リモートの Cisco Unified Communications
Manager クラスタのネットワークを作

ILS設定のタスクフロー（219ページ）ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

成するには、intercluster ルックアップ
サービス (ILS) を設定します。ペアの
クラスタにメーター着陸システムを配
置して、メーター着陸システムネット
ワークを形成するためにこれらのクラ
スタを追加することができます。

グローバルダイヤルプランレプリケー
ションによって、ディレクトリ URI の

グローバルダイヤルプランレプリケー
ションのタスク フロー （234 ページ）

ステップ 9

クラスタ間ダイヤルと ILS ネットワー
ク全体にまたがる代替番号を含む、グ
ローバルダイヤルプランを作成できま
す。

コールアドレスとしてディレクトリ
URI を使用してエンドポイントにコー

URI ダイヤルの設定タスク フロー （
247 ページ）

ステップ 10

ルをルーティングする場合は、[URI ダ
イヤリングを設定する (URIダイヤリン
グの設定)。ディレクトリURIはユーザ
名@ホストフォーマットに従い、ホス
ト部分はIPv 4アドレスまたは完全に定
義されたドメイン名である。
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第 18 章

パーティションの設定

• パーティションの概要 （145 ページ）
• コーリング サーチ スペースの概要 （145 ページ）
• サービス クラス （146 ページ）
• パーティションの設定タスク フロー （147 ページ）
• パーティションの連携動作と制限 （150 ページ）

パーティションの概要
パーティションは、次のいずれかの論理グループです。

• ルート パターン

• ボイス メールのディレクトリ番号（DN）

• トランスレーション パターン

• トランスフォーメーション パターン

• ユニバーサル リソース識別子（URI）

• ハント パイロット

パーティションによって組織、ロケーション、コール タイプを基にルート プランを論理サブ
セットに分割することで、コール ルーティングが容易になります。

コーリング サーチ スペースの概要
呼び出し先の検索スペース (CSS) は、パーティションの優先順位リストです。検索スペースの
呼び出しによって、発信者がコールするために使用できるコール通知先が決定されます。コー
ル先は、発信者の呼び出し用検索スペースで利用可能なパーティションに存在する必要があり
ます。また、発信者はその通知先を呼び出すことができません。コール検索スペースは、ディ
レクトリ番号と、電話やゲートウェイなどのデバイスに割り当てることができます。
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発信者の電話機と発信者のディレクトリ番号の両方に、検索スペースが割り当てられている場
合、システムはその 2 つを連結して、発信者のための CSS を提供します。

コール権限に従って、パーティションを使用し、検索スペースを呼び出すことによってシステ
ムを編成できます。たとえば、次のようにすることができます。

• 一部の従業員が長距離通話に対応しないように制限する

• ロビー電話から CEO への直接コールの発信者を制限する

サービス クラス
パーティションを使用して、検索スペース (CSS) を呼び出して、サービスのクラスを設定する
ことができます。次の表に、PSTN アクセスを提供するサービスクラスのために作成できる、
パーティションの例と、検索スペースの発信スペースを示します。

• 緊急コール

• ローカル コール

• ナショナル コール

• 国際通話

表 7 : パーティションとコーリング サーチ スペース

機能ルート パーティ
ション 3

ルート パーティ
ション 2

ルート パーティ
ション 1

[コーリングサーチ
スペース（Calling
Search Space）]

• 緊急

• オンネット

——Base_PTベース_CSS

• 緊急

• オンネット

• ローカル

——PSTN_ローカル
_PT

ローカル
PSTN_CSS

• 緊急

• オンネット

• ローカル

• 国内

—PSTN_ナショナル
_PT

PSTN_ローカル
_PT

ナショナル
PSTN_CSS
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機能ルート パーティ
ション 3

ルート パーティ
ション 2

ルート パーティ
ション 1

[コーリングサーチ
スペース（Calling
Search Space）]

• 緊急

• オンネット

• ローカル

• 国内

• 国際

PSTN_Intl_PTPSTN_ナショナル
_PT

PSTN_ローカル
_PT

インターナショナ
ルPSTN_CSS

デバイスは、Base_CSS のようなコール対象の検索スペースに自動的に登録されます。すべて
のデバイスはオンネットと緊急オフネット番号の両方にダイヤルできるようになります。残り
のコール検索空間は、ローカル7ビットまたはローカル10ビット、国および国際ダイヤル機能
を提供するために、ユーザ機器プロファイル上の電話番号に割り当てられなければなりませ
ん。

パーティションの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

パーティションを設定して、到達可能性
の特徴が類似したシステム リソースの
論理グループを作成します。

パーティションの設定 （147 ページ）ステップ 1

コーリング サーチ スペースは、コール
を完了しようとする発信側デバイスが検
索するパーティションを決定します。

コーリングサーチスペースの設定（149
ページ）

ステップ 2

パーティションの設定
パーティションを設定して、到達可能性の特徴が類似したシステムリソースの論理グループを
作成します。次のいずれに対してもパーティションを作成できます。

• ルート パターン

• ボイス メールのディレクトリ番号（DN）

• トランスレーション パターン

• トランスフォーメーション パターン

• ユニバーサル リソース識別子（URI）
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• ハント パイロット

パーティションを作成することで、ルート プランが組織、場所、コール タイプに基づいた論
理サブセットに分割されることになり、コール ルーティングが容易になります。複数のパー
ティションを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）] フィールドに、ルート プランに固有
のパーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して
ください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大 50 文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Manager が、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティション エントリごとに 1 行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（TimeSchedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。
[なし（None）] を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプション ボタンのいずれかを選択して、[タイム ゾーン（Time Zone）] を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプション ボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイム ゾーン（Specific Time Zone）]：このオプション ボタンを選択した後、ド
ロップダウン リストからタイム ゾーンを選択します。選択されたタイム ゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）] が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。
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パーティション名のガイドライン
コーリング サーチ スペースのパーティションのリストは最大 1024 文字に制限されています。
つまり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。
次の表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリング サーチ スペースに追
加できるパーティションの最大数を決定します。

表 8 : パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402 文字

2563 文字

2044 文字

1725 文字

。 . .。 . .

9210 文字

6415 文字

コーリング サーチ スペースの設定
コーリング サーチ スペースは、通常はデバイスに割り当てられるルート パーティションの番
号付きリストです。コーリング サーチ スペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようと
する際に検索できるパーティションが決定されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）] フィールドに、名前を入力します。

各コーリング サーチ スペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前
には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）] フィールドに、説明を入力します

説明には、任意の言語で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。
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ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）] ドロップダウン リストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

• パーティションが 1 つの場合は、そのパーティションを選択します。
• パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパー

ティションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）] フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）] ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

パーティションの連携動作と制限
表 9 : パーティション制限

制限事項機能またはアク
ション

パーティションを削除する前に、次のいずれかのタスクを完了してくださ
い。

• コーリングサーチスペース、デバイス、または削除するパーティショ
ンを使用しているその他の項目に異なるパーティションを割り当て
る。

• コーリングサーチスペース、デバイス、または削除するパーティショ
ンを使用しているその他の項目を削除する。

削除されたパーティションは取得できなくなるため、正しいパーティショ
ンを削除していることを慎重に確認してください。誤ってパーティション
を削除した場合は、それを再構築する必要があります。

パーティションの
削除

トランスレーション パターンにはディジット操作が含まれており、パー
ティションに割り当てられます。コールがトランスレーションパターンと
一致する場合、Unified CM が変換を実行し、そのトランスレーション パ
ターンで指定されるコーリングサーチスペースを使用してコールを再ルー
ティングします。トランスレーションパターンの詳細については、「コー
ル ルーティングの設定」の章を参照してください。

トランスレーショ
ン パターン
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第 19 章

国内番号計画のインストール

• 国内の番号付け計画の概要 （151 ページ）
• 国内の番号付け計画の前提条件 （151 ページ）
• 国内番号計画インストールのタスク フロー （152 ページ）

国内の番号付け計画の概要
ニューフュージョンは、デフォルトの北米ナンバリングプラン（NANP）を提供します。設定
されているダイヤル プラン要件が異なる国の場合は、シスコの国際ダイヤル プランをインス
トールし、それを使用して、要件特有の一意の番号計画を作成できます。

番号計画には、廃棄数字の命令 (DDIs) とその番号計画に固有のタグが含まれています。これ
らの項目は、コールルーティングを設定するときに使用して、番号計画に適切なルーティング
ルールを作成できます。

この章では、国内の番号計画をインストールする方法について説明します。国内番号計画の使
用の詳細については、『Unified Communications Manager Dial Plan Deployment Guide（Unified
Communications Manager ダイヤル プラン導入ガイド）』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

国内の番号付け計画の前提条件
北米から国外への国番号計画をインストールする場合は、現在のリリース用の国際ダイヤルプ
ランが含まれている Cisco Option Package (COP) ファイルをダウンロードします。COP ファイ
ルでは、名前付けの規則 IDPv.x が使用されています。次のように、Cisco のウェブサイトから
入手できます。

• https://software.cisco.com/download/navigator.html

このファイルを、Unified Communications Manager がアクセスできる外部 FTP サーバまたは
SFTP サーバに配置します。
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国内番号計画インストールのタスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

（省略可）北米以外の国の番号計画をイ
ンストールするには、現在のリリースの

COPファイルのインストール（152ペー
ジ）

ステップ 1

国際ダイヤルプランが含まれている
Cisco Option Package (COP) ファイルをダ
ウンロードします。

クラスタ内のそれぞれの Unified
Communications Manager ノードに国内の

国内番号計画のインストール（153ペー
ジ）

ステップ 2

番号計画をインストールします。北米
（システムデフォルト）以外の国におけ
る国内の番号計画をインストールしてい
る場合にのみ、次の手順を実行します。

変更は、サービスを再起動した後に有効
になります。

CallManagerサービスの再起動（154ペー
ジ）

ステップ 3

COP ファイルのインストール
国際ダイヤル プランを含むシスコのオプション パッケージ（COP）ファイルをインストール
するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified Communication Manager のパブリッシャ ノードで、この手順を開始します。Cisco Unified
Communications OS 管理で、[ソフトウェア アップグレード（Software Upgrades）] > I[インス
トール（nstall）] を選択します。
[Software Installation/Upgrade] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ソース（Source）] フィールドで、[リモート ファイル システム（Remote File System）] を選択
します。

ステップ 3 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）] ウィンドウで、
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」
を参照してください。

ステップ 4 [次へ（Next）] をクリックします。
ウィンドウが更新され、使用可能なソフトウェアのオプションとアップグレードのリストが表
示されます。
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ステップ 5 [オプション/アップグレード（Options/Upgrades）] ドロップダウンリストで、[DP COP] ファイ
ルを選択して、[次へ（Next）] をクリックします。
[インストール ファイル（Installation File）] ウィンドウが開き、FTP サーバからファイルをダ
ウンロードします。ウィンドウにダウンロードの進捗が表示されます。

ステップ 6 [チェックサム（Checksum）]ウィンドウが表示されたら、そのチェックサムの値をダウンロー
ドしたファイルのチェックサムの値と比較検証します。

ステップ 7 [次へ（Next）] をクリックして、ソフトウェア アップグレードに進みます。
警告メッセージとして、インストールするために選択した DP COP ファイルが表示されます。

ステップ 8 [インストール（Install）] をクリックします。
[インストール状況（Install Status）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [完了（Finish）] をクリックします。

ステップ 10 Unified Communication Manager サブスクライバ ノードで、この手順を繰り返します。クラスタ
内の全ノードに COP ファイルをインストールする必要があります。

関連トピック
COP ファイル インストールのフィールド （153 ページ）

COP ファイル インストールのフィールド

説明フィールド

COP ファイルが配置されているディレクトリを入力します。[ディレクトリ
（Directory）]

COP ファイルが配置されているサーバのホスト名または IP アドレスを入
力します。

[リモート サーバ
（Remote
Server）]

リモート サーバのユーザ名を入力します。[リモート ユーザ
（Remote User）]

リモート サーバのパスワードを入力します。[リモート パス
ワード（Remote
Password）]

リモート サーバと接続する場合に使用するプロトコルを選択します。[転送プロトコル
（Transfer
Protocol）]

国内番号計画のインストール
北米以外の国の国内番号計画をインストールする場合場合にのみ、次の手順を実行します。

クラスタ内のそれぞれの Unified Communications Manager ノードに国内の番号計画をインストー
ルします。Unified Communication Manager publisher ノードから始めます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルプラン
インストーラ（Dial Plan Installer）] を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 インストールするダイヤル プランのバージョンを [利用可能なバージョン（Available Version）]
ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 4 [インストール（Install）] をクリックします。
ステータスに、ダイヤル プランがインストールされたことが表示されます。

ステップ 5 クラスターのサブスクライバ ノードごとにこの手順を繰り返します。

CallManager サービスの再起動

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability インターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -
機能サービス（Control Center - Feature Services）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）] ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Manager サーバ
を選択します。
CM の [サービス（Services）] 領域で、[サービス名（Service Name）] 列に Cisco CallManager が
表示されます。

ステップ 3 Cisco CallManager サービスに対応するラジオ ボタンをクリックします。

ステップ 4 [再起動（Restart）] をクリックします。
サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」
というメッセージが表示されます。
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第 20 章

コール ルーティングの設定

• コール ルーティングの概要 （155 ページ）
• コールルーティングの要件 （156 ページ）
• コール ルーティングの設定タスク フロー （156 ページ）
• コールルーティングの制限 （172 ページ）
• 回線グループの設定 （174 ページ）

コール ルーティングの概要
このシステムでは、クラスタ間でのコールのルーティング方法、およびプライベート ネット
ワークまたは公衆電話交換網（PSTN）に対する外部コールのルーティング方法を決定するた
めに、ルートプランを使用します。設定したルートプランにより、各コールタイプをルーティ
ングするためにシステムが使用するパスが指定されます。たとえば、オンネット コールに IP
ネットワークを使用するルートプランや、ローカルPSTNコールと国際コールで別々のキャリ
アを使用するルート プランを作成できます。

システムは、ルート プランに、次のコンポーネントを使用する 3 階層のアプローチを用いま
す。

• ルート パターン：システムは、外部向けのダイヤル文字列と合致する設定済みのルート
パターンを検索し、それを使用して、ゲートウェイまたは対応するルートリストを選択し
ます。

• ルート リスト：コールで使用可能なパスの優先順位付きリスト。

• ルート グループ：使用可能なパス。ルート グループは、ゲートウェイとトランクにコー
ルを分配します。

これらの構成要素に加えて、ルート プランは次のコンポーネントを含みます。

• ローカルルートグループ：PSTNゲートウェイのロケーションを、ゲートウェイにアクセ
スするため使用されるルート パターンから分離します。

• ルート フィルタ：ルート パターンで許可されている特定の番号を制限します。
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• 自動代替ルーティング：帯域幅不足のためシステムがコールをブロックしたときに、PSTN
または別のネットワークを介してコールを自動的に再ルーティングします。

• 時間指定ルーティング：パーティションが着信コールを受信できる時間を指定するスケ
ジュールを作成します。

コールルーティングの要件
• パーティションの設定タスク フロー （147 ページ）の操作を実行します。

• 次の情報が用意されていることを確認してください。

• 内部番号（内線）

• 各ゲートウェイに転送されるコールをリストしているプラン

コール ルーティングの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

（省略可）必要なルート リストの数を
減らすには、ローカル ルート グループ

ローカル ルート グループの設定 （157
ページ）

ステップ 1

を設定します。リストのポイントを、
PSTNゲートウェイのロケーションに基
づいて、システムが発信をルーティング
するのに使用するPSTNゲートウェイに
ルーティングします。代替として、ゲー
トウェイへのアクセスに使用されるルー
ト パターンから PSTN ゲートウェイの
ロケーションを分離するためにローカル
ルート グループを使用できます。この
設定により、異なるロケーションにある
電話やその他のデバイスが単一セットの
ルート パターンを使用できますが、
Unified Communications Manager が適切
なゲートウェイを選択してコールをルー
ティングします。

（省略可）ゲートウェイのデバイスの選
択順序を設定するようにルート グルー

ルート グループの設定 （160 ページ）ステップ 2

プを設定します。ルートグループには、
1つ以上のデバイスが含まれています。
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目的コマンドまたはアクション

（省略可）ルートリストには、1つ以上
のルート グループが含まれています。

ルート リストの設定 （161 ページ）ステップ 3

ルート グループの選択順序を制御する
ためにルートリストを設定します。ルー
ト リストを設定すると、少なくとも 1
つのルート グループを設定する必要が
あります。

（省略可）ルート パターンが許可する
特定の数字を制限するためにルーティン
グのフィルタを使用します。

ルートフィルタの設定 （162 ページ）ステップ 4

ダイヤル プラン インストーラを使用し
ている場合、ルート フィルタは必須で
す。つまり、ダイヤル プラン ファイル
をインストールして、その番号計画に基
づいてルート パターンを設定します。
ダイヤル プランを手動で設定している
場合、ルート フィルタはオプションで
す。

ダイヤル プランを手動で設定すると、
@ワイルドカードを含むルート パター
ンがあるたびにルート フィルタを設定
する必要があります。ルート パターン
に@ワイルドカードが含まれていると、
システムは、ルート フィルタで指定す
る番号計画に応じて、コールをルーティ
ングします。

特定のデバイスにコールを導き、特定の
数字パターンを含めるか排除するように

ルート パターンの設定 （166 ページ）ステップ 5

ルート パターンを設定します。ゲート
ウェイ、トランク、1つ以上のルートグ
ループを含むルート リストにルート パ
ターンを割り当てることができます。

（省略可）あるパーティションがいつ、
着信コールの受信に利用可能かを指定す
るタイム スケジュールを作成します。

日次ルーティングの時間の設定 （171
ページ）

ステップ 6

ローカル ルート グループの設定
（省略可）ローカル ルート グループを設定して、必要なルート リストの数を減らすことがで
きます。リストのポイントを、PSTN ゲートウェイのロケーションに基づいて、システムが発
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信をルーティングするのに使用する PSTN ゲートウェイにルーティングします。代替として、
ゲートウェイへのアクセスに使用されるルートパターンからPSTNゲートウェイのロケーショ
ンを分離するためにローカルルートグループを使用できます。この設定により、異なるロケー
ションにある電話やその他のデバイスが単一セットのルートパターンを使用できますが、Cisco
Unified Communications Manager が適切なゲートウェイを選択してコールをルーティングしま
す。

たとえば、ローカル ルート グループを使用すると、国のすべての市で別々のダイヤル プラン
を持つのではなく、国全体で単一のダイヤルプランを持つことができます。このアプローチが
有効なのは、一元化されたコール導入のシナリオについてだけです。

リダイレクトされたコールのローカル ルート グループが最後にリダイレクトするパーティの
ローカル ルート グループに設定されている場合、Extend and Connect は標準ローカル ルート
グループでのみ動作します。

リダイレクトされたコールのローカル ルート グループが発信側のローカル ルート グループに
設定されている場合、モバイル音声アクセスは標準ローカル ルート グループでのみ動作しま
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

（省略可）システムは、標準ローカル
ルート グループと呼ばれるデフォルト

ローカル ルート グループの設定 （159
ページ）

ステップ 1

のローカル ルート グループを提供しま
すが、追加のローカル ルート グループ
を設定できます。追加のローカル ルー
ト グループを指定するには、次の手順
を使用します。

システムの各デバイスがそのローカル
ルートグループを知るためにプロビジョ

ローカル ルート グループとデバイス
プールの関連付け （159 ページ）

ステップ 2

ニングされることを確認するためには、
ローカル ルート グループをデバイス
プールに関連付けます。

（省略可）ルート リストに追加できる
ローカル ルート グループを設定しま

ローカル ルート グループのルートリス
トへの追加 （159 ページ）

ステップ 3

す。ローカル ルート グループを作成す
ると、システムはデバイス プール レベ
ルのユーザに対して定義されたゲート
ウェイに発信コールをルーティングしま
す。
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ローカル ルート グループの設定
（省略可）システムは、標準ローカル ルート グループと呼ばれるデフォルトのローカル ルー
ト グループを提供しますが、追加のローカル ルート グループを設定できます。追加のローカ
ル ルート グループを指定するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）] を選択します。

ステップ 2 [行の追加（Add Row）] をクリックします。

ステップ 3 新しいローカル ルート グループの名前と説明を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ローカル ルート グループとデバイス プールの関連付け
発信側デバイスのデバイス プールの設定に基づいて、ローカル ルート グループが既存のルー
トグループを使用するよう割り当てることができます。この設定により、異なるロケーション
にある電話やその他のデバイスが単一セットのルート パターンを使用できますが、Unified
Communications Manager が適切なゲートウェイを選択してコールをルーティングします。

システムの各デバイスがそのローカル ルート グループを知るためにプロビジョニングされる
ことを確認するためには、ローカル ルート グループをデバイス プールに関連付けます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]
を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックして、結果のリストからデバイスプールを選択
します。

ステップ 3 [ローカル ルート グループの設定（Local Route Group Settings）] 領域で、[標準ローカル ルート
グループ（Standard Local Route Group）] ドロップダウンリストからルート グループを選択し
ます。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ローカル ルート グループのルートリストへの追加
ルート リストに追加できるローカル ルート グループを設定します。ローカル ルート グループ
を作成すると、システムはデバイス プール レベルのユーザに対して定義されたゲートウェイ
に発信コールをルーティングします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートリスト（Route List）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• [新規追加（Add New）] をクリックして、新しいルート リストを追加します。
• 既存のルートリストの設定を変更するには、[検索（Find）] をクリックし、結果のリスト

からルート リストを選択します。

[ルート リストの設定（Route List Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ルートリストにローカルルートグループを追加するには、[ルートグループの追加（Add Route
Group）] ボタンをクリックします。

ステップ 4 [ルートグループ（Route Group）] ドロップダウン リストから、ルート リストを追加するロー
カル ルート グループを選択します。標準ローカル ルート グループの追加、または作成したカ
スタム ローカル ルート グループの追加ができます。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

ルート グループの設定
システムが発信コール用ゲートウェイを選択するときの優先順位を示したルートグループを設
定します。グループ内の任意のゲートウェイでコールを発信できるように、同様の特性を持つ
ゲートウェイをグループ化するには、次の手順を使用します。ルートグループを設定したとき
に指定した順序で、システムは使用するゲートウェイを選択します。

1 つのデバイスを複数のルート グループに割り当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートグループ（Route Group）] を選択します。

[ルートグループの設定（Route Group Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しいルート グループを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。
• 既存のルートグループの設定を変更するには、[検索（Find）] をクリックし、結果のリス

トからルート グループを選択します。

[ルートグループの設定（Route Group Configuration）] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 [ルート グループの設定（Route Group Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照して
ください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ルート リストの設定
一連のルートグループを特定し、優先順位を付けるには、ルートリストを設定します。Unified
CommunicationsManagerは、ルートリストの順序を使用して、発信コールに使用可能なデバイ
スを検索します。

ルート リストを設定すると、少なくとも 1 つのルート グループを設定する必要があります。
ルート リストに含められるのは、ルート グループとローカル ルート グループだけです。

発信コールがルート リストを介して送信される場合、ルート リストのプロセスは、発信デバ
イスをロックして、コールが完了する前にアラートメッセージが送信されないようにします。
発信デバイスがロックされた後は、ハント リストが着信コールの追跡を停止します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートリスト（Route List）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しいルート リストを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。
• 既存のルートリストの設定を変更するには、[検索（Find）] をクリックし、結果のリスト

からルート リストを選択します。

ステップ 3 [ルート リストの設定（Route List Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 4 ルート グループをルート リストに追加するには、[ルートグループの追加（Add Route Group）]
ボタンをクリックします。

ステップ 5 [ルート グループ（Route Group）] ドロップダウン リストから、ルート リストに追加するルー
ト グループを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。
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ルートフィルタの設定
ルートフィルタは、コールの処理方法を決定するためにダイヤル数字列を使用します。ルート
フィルタは、ワイルドカード @ を含むルート パターンを設定するときにのみ適用されます。
ルート パターンが @ ワイルドカードを含む場合、Unified Communications Manager は、この手
順で指定する番号計画に従ってコールをルーティングします。

ダイヤル プラン インストーラを使用している場合、ルート フィルタは必須です。つまり、ダ
イヤル プラン ファイルをインストールして、その番号計画に基づいてルート パターンを設定
します。ダイヤル プランを手動で設定する場合は、ルート プランの使用は任意です。

ダイヤル プランを手動で設定すると、@ワイルドカードを含むルート パターンがあるたびに
ルート フィルタを設定する必要があります。ルート パターンに@ワイルドカードが含まれて
いると、システムは、ルートフィルタで指定する番号計画に応じて、コールをルーティングし
ます。

コール ルーティングを設定するときは、1 つのルート フィルタを多数のルート パターンに割
り当てないでください。数百のルート パターンが関連付けられたルート フィルタを編集した
場合、システムコアに発生します。これは、ルートフィルタを使用するすべてのルートパター
ンのコールルーティングの更新に新たなシステム処理が必要になるためです。重複するルート
フィルタを作成し、1 つのルート フィルタを 250 を超えるルート パターンに関連付けないよう
にします。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートフィルタ
（Route Filter）] を選択します。

ステップ 2 [番号計画（Numbering Plan）] ドロップダウン リストからダイヤル プランを選択し、[次へ
（Next）] をクリックします。

ステップ 3 [ルート フィルタ名（Route Filter Name）] フィールドに名前を入力します。

各ルート フィルタ名がルート プランに一意であることを確認します。

ステップ 4 ルート フィルタのタグと演算子を選択し、データを入力して、このルート フィルタ用の句を
作成します。

使用可能なルート フィルタのタグの詳細については、「[ルートフィルタタグ（Route Filter
Tags）] （163 ページ）」を参照してください。

EXISTS、DOES-NOT-EXIST、NOT-SELECTED の演算子を使用するタグにはルート
フィルタのタグ値を入力しないでください。

（注）

ステップ 5 ルート フィルタの演算子を選択し、該当する場合は、このルート フィルタのフレーズを作成
するためにデータを入力します。
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使用可能なルートフィルタの演算子の詳細については、「[ルートフィルタ演算子（Route Filter
Operators）] （165 ページ）」を参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

ルート フィルタの設定項目
ルートフィルタは、特定のルートがローカルのルートデータベースに含めるように考慮されて
いないプロセスです。ルートパターンが設定されている場合にのみ適用されます。

ルートフィルタの設定に関する情報を次のトピックに示します。

• [ルートフィルタタグ（Route Filter Tags）] （163 ページ）

• [ルートフィルタ演算子（Route Filter Operators）] （165 ページ）

• ルート フィルタの例 （166 ページ）

[ルートフィルタタグ（Route Filter Tags）]

タグは、ルート フィルタのコア コンポーネントです。タグでは、ダイヤルされる数字列の一
部に名前を適用しています。たとえば、NANP 番号 972-555-1234 は、LOCAL-AREA-CODE
(972)、OFFICE-CODE (555)、および SUBSCRIBER (1234) ルート フィルタ タグで構成されてい
ます。

ルート フィルタ タグには、演算子が必要であり、フィルタに掛けるコールを決定するには、
その他の値も必要な場合があります。

ルート フィルタ タグのフィールドでの値には、ワイルドカード文字 X、*、#、[、]、-、^、お
よび 0 ～ 9 の数字が使用できます次の表の説明では、表記 [2-9] と XXXX を使用して、実際の
数字を表しています。この表記では、[2-9] は、2 ～ 9 の範囲の任意の 1 桁の数字を表し、X
は、0 ～ 9 の範囲の任意の 1 桁の数字を表します。したがって、「[2-9]XX の形式の 3 桁のエ
リア コード」という記述は、実際の数字 200 ～ 999、またはすべてのワイルドカード、または
結果としてその範囲のパターンになる実際の数字とワイルドカードの任意の組み合わせを入力
できるという意味です。

ルート フィルタ タグは、[ルートフィルタの設定(Route Filter Configuration)] ウィンドウの [番
号計画(Numbering Plan)] ドロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なり
ます。次の表に、北米計画番号のルート フィルタ タグを示します。

表 10 : [ルートフィルタタグ（Route Filter Tags）]

説明タグ

[2-9]XX の形式のこの 3 桁のエリア コードは、長距離コールのエリア コー
ドを指定します。

AREA-CODE
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説明タグ

この 1 桁、2 桁、または 3 桁のコードは、国際コールの宛先国を指定しま
す。

COUNTRY CODE

この 1 文字は、ダイヤルされた数字列の末尾を指定します。NANP 内でダ
イヤルされる国際番号には、# 文字がダイヤル終了信号として使用されま
す。

END-OF-DIALING

この2桁のアクセスコードは、国際ダイヤルを指定します。日本国内で発
信するコールは、このコードに 01 を使用します。

INTERNATIONAL-ACCESS

この 1 桁のコードは、直接ダイヤルされる国際コールを指定します。日本
国内で発信するコールは、このコードに 1 を使用します。

INTERNATIONAL-DIRECT-DIAL

この 1 桁のコードは、オペレータ経由の国際コールを指定します。米国内
で発信されるコールでは、このコードに 0 を指定します。

INTERNATIONAL-OPERATOR

[2-9]XX の形式のこの 3 桁のローカル エリア コードは、10 桁のローカル
コールのローカル エリア コードを指定します。

LOCAL-AREA-CODE

この1桁のコードは、直接ダイヤルされるローカルコールを指定します。
NANP コールでは、このコードに 1 を使用します。

LOCAL-DIRECT-DIAL

この 1 桁のコードは、オペレータ経由のローカル コールを指定します。
NANP コールでは、このコードに 0 を使用します。

LOCAL-OPERATOR

この 1 桁のコードは、直接ダイヤルされる長距離コールを指定します。
NANP コールでは、このコードに 1 を使用します。

LONG-DISTANCE-DIRECT-DIAL

この 1 桁または 2 桁のコードは、NANP 内のオペレータ経由の長距離コー
ルを指定します。オペレータ経由のコールでは、このコードに 0 を使用
し、オペレータにアクセスするには 00 を使用します。

LONG-DISTANCE-OPERATOR

このタグは、国際コール用の数字列の中の、各国固有の部分を指定しま
す。

NATIONAL-NUMBER

このタグは、7 桁の電話番号の最初の 3 桁（[2-9]XX の形式）を指定しま
す。

OFFICE-CODE

この 1 桁のコードは、国際コール用の衛星接続にアクセスできるようにし
ます。

SATELLITE-SERVICE

この 3 桁のコードは、緊急用の 911、修理サービス用の 611、問い合わせ
用の 411 を指定します。

SERVICE

このタグは、7 桁の電話番号の最後の 4 桁（XXXX の形式）を指定しま
す。

SUBSCRIBER
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説明タグ

この 4 桁の値は、長距離通信事業者を識別します。

TRANSIT-NETWORK 値には、先行する 101 通信事業者アクセス コード接
頭部を指定しないでください。詳細については、
TRANSIT-NETWORK-ESCAPE を参照してください。

TRANSIT-NETWORK

この 3 桁の値は、長距離通信事業者 ID に先行します。このフィールドの
値には 101 が指定されています。TRANSIT-NETWORK-ESCAPE 値に、4
桁の通信事業者識別コードを指定しないでください。詳細については、
TRANSIT-NETWORK を参照してください。

TRANSIT-NETWORK-ESCAPE

[ルートフィルタ演算子（Route Filter Operators）]

ルート フィルタ タグの演算子は、そのタグに関連したダイヤル数字列の有無、さらに、場合
によってはそのダイヤル数字列の内容に基づいて、コールがフィルタに掛けられるかどうかを
決定します。演算子 EXISTS および DOES-NOT-EXIST は、ダイヤル数字列のその部分が存在
するかどうかだけをチェックします。演算子 == は、実際にダイヤルされる数字を、指定され
た値またはパターンと突き合わせます。次の表に、ルート フィルタ タグと共に使用できる演
算子を示します。

表 11 : [ルートフィルタ演算子（Route Filter Operators）]

説明演算子

このタグに関連したダイヤル数字列に基づいて、コールをフィルタに掛け
ないことを指定します。

演算子が関連付けられるタグの有無によって、Cisco Unified
Communications Manager がコールをルーティングすることが妨げ
られることはありません。

（注）

NOT-SELECTED

このタグに関連したダイヤル数字列が検出されたときに、コールをフィル
タに掛けることを指定します。

Cisco Unified Communications Manager は、タグに関連付けられて
いる任意の数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれる場合の
み、コールをルーティングするかブロックします。

（注）

EXISTS

このタグに関連したダイヤル数字列が検出されないときに、コールをフィ
ルタに掛けることを指定します。

Cisco Unified Communications Manager は、タグに関連付けられて
いる任意の数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれない場合の
み、コールをルーティングするかブロックします。

（注）

DOES-NOT-EXIST
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説明演算子

このタグに関連したダイヤル数字列が、指定された値と一致するときに、
コールをフィルタに掛けることを指定します。

Cisco Unified Communications Manager は、タグに関連付けられて
いて、関連するフィールドで指定された番号範囲内である任意の
数字シーケンスがダイヤル数字列に含まれる場合のみ、コールを
ルーティングするかブロックします。

（注）

==

ルート フィルタの例

例 1：AREA-CODE と演算子 DOES-NOT-EXIST を使用するルート フィルタは、エリア コード
を含まないすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 2：AREA-CODE、演算子 ==、および項目 515 を使用するルート フィルタは、エリア コー
ド 515 を含むすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 3：AREA-CODE、演算子 ==、および項目 5[2-9]X を使用するルート フィルタは、520 ～ 599
の範囲のエリア コードを含むすべてのダイヤル数字列を選択します。

例 4：TRANSIT-NETWORK、演算子 ==、および項目 0288 を使用するルート フィルタは、通
信事業者アクセス コード 1010288 を持つすべてのダイヤル数字列を選択します。

ルート パターンの設定
Unified Communication Manager は、ルート パターンを使用して、内部と外部のコールをルー
ティングまたはブロックします。ゲートウェイ、トランク、1つ以上のルートグループを含む
ルート リストにルート パターンを割り当てることができます。

ルート パターンでゲートウェイを直接指定することもできますが、ルート リストおよびルー
ト グループを設定することを推奨します。このアプローチでは、コール ルーティングの柔軟
性に加え、拡張性を最大限に発揮します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• 新しいルート パターンを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。
• 既存のルート パターンを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

[ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 [ルートパターン（ Route Pattern）] フィールドに、ダイヤル文字列が一致する必要がある番号
パターンを入力します。

ステップ 4 [ゲートウェイ/ルート（Gateway/Route）] ドロップダウン リストから、このルート パターンに
一致するコール送信先を選択します。

ステップ 5 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照
してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ルートパターンの設定項目
ルート パターンは、数字列（アドレス）とルート リストへのコールまたはゲートウェイへの
コールを指定する関連番号操作セットから構成されます。

設定するルートパターンの種類の例を以下に示します。

• ルート パターンのワイルドカードと特殊文字 （167 ページ）

• ドットの前の数字を削除する例 （170 ページ）

• プレフィックス番号の例 （170 ページ）

• オンネットパターンとオフネットパターンの例 （170 ページ）

• ブロックおよびルートパターンの例 （170 ページ）

ルート パターンのワイルドカードと特殊文字

ルートパターンにワイルドカードおよび特殊文字を使用すると、1つのルートパターンで、あ
る電話番号（アドレス）の範囲を指定できます。これらのワイルドカードと特殊文字を使用し
て、Unified Communications Manager が隣接システムに送信する前に番号を操作できるようにす
る指示も作成できます。

次の表に、Unified Communications Manager がサポートするワイルドカードと特殊文字を示しま
す。
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表 12 : ワイルドカードおよび特殊文字

例説明文字

ルート パターン 9.@ は、国別番号計画が認識
するすべての電話番号をルーティングまたは
ブロックします。

@ ワイルドカードが含む、国別番号計画の番
号のルート パターンの例を次に示します。

• [0]

• 1411

• 19725551234

• 101028819725551234

• 01133123456789

@ 記号（@）ワイルドカード
は、国別番号計画のすべての
番号に一致します。

各ルート パターンで、@ ワイ
ルドカードは 1 文字だけ使用
できます。

@

ルート パターン 9XXX は、9000 ～ 9999 の範
囲のすべての数字をルーティングするか、ま
たはブロックします。

X ワイルドカードは、0 ～ 9 の
範囲にある数字の任意の 1 桁
に一致します。

X

ルート パターン 91! は、910 ～
91999999999999999999999 の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし
ます。

感嘆符（!）ワイルドカード
は、0 ～ 9 の範囲にある数字の
1 桁以上に一致します。

!

ルート パターン 91X? は、91 ～
91999999999999999999999 の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし
ます。

疑問符（?）ワイルドカード
は、直前の数字またはワイル
ドカード値の 0 回以上の繰り
返しに一致します。

?

ルート パターン 91X+ は、910 ～
91999999999999999999999 の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし
ます。

プラス記号（+）ワイルドカー
ドは、直前の数字またはワイ
ルドカード値の 1 回以上の繰
り返しに一致します。

+

ルート パターン 813510[012345] は、8135100
～ 8135105 の範囲のすべての数字をルーティ
ングするか、またはブロックします。

角カッコ（[ ]）文字は、値の
範囲を囲みます。

[]

ルート パターン 813510[0-5] は、8135100 ～
8135105の範囲のすべての数字をルーティング
するか、またはブロックします。

ハイフン（-）文字は、角カッ
コと一緒に使用して値の範囲
を示します。

-
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例説明文字

ルート パターン 813510[^0-5] は、8135106 ～
8135109の範囲のすべての数字をルーティング
するか、またはブロックします。

ハット（^）文字は、角カッコ
と一緒に使用して値の範囲外
を示します。この文字は、開
始角カッコ（[）の直後に配置
してください。

各ルート パターンで、^ 文字
は 1 文字だけ使用できます。

^

ルート パターン 9.@ は、最初の 9 を、国別番
号計画に発信する Cisco Unified Communications
Manager アクセス コードとして認識します。

デリミタとして使用される
ドット（.）文字は、Cisco
Unified Communications Manager
のアクセス コードをディレク
トリ番号から分離します。

この特殊文字を、桁を無視す
る指定と一緒に使用すると、
隣接システムに番号を送信す
る前に Cisco Unified
Communications Manager のア
クセス コードを削除できま
す。

各ルートパターンで、（.）文
字は 1 文字だけ使用できま
す。

.

ルート パターン *411 を設定して、内部オペ
レータのディレクトリ案内の利用を可能にし
ます。

アスタリスク（*）文字は、特
別な着信番号の追加の桁とし
て利用できます。

*

ルート パターン 901181910555# は、国別番号
計画内からダイヤルされる国際番号をルーティ
ングまたはブロックします。末尾の 5 の後の
#文字は、この桁をシーケンスの最後の桁とし
て特定します。

シャープ（#）文字は、一般に
ダイヤル シーケンスの終了を
特定します。

#文字がパターンの最後の文字
になるようにします。

#

\+ の使用は、国際番号用エスケープ文字 + が
ワイルドカードではなく、ダイヤル可能な桁
であることを意味します。

\+ のように、バックスラッ
シュにプラス記号が続くと、
国際番号用エスケープ文字 +
の設定を示します。

\+
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ドットの前の数字を削除する例

ルートパターンでのドット単位の数字の削除を使用する1つの例は、電話機のユーザが外線に
接続するためにアクセスコードをダイヤルする場合です。北米では、通常、ユーザは9をダイ
ヤルして外部回線にアクセスします。次のルートパターンを使用して指定できます。

• 市内通話: 9. @または 9.[2-9]XXXXXX

• ナショナル コール: 9.1[2-9]XX

• 国際 9.011!#

これらのパターンでは、9は外部回線のアクセスコードであり、ドット (.)は、ネットワークの
内部の番号と外線番号を示すことによって、ルートパターンのフォーマットを支援する区切り
文字です。システムがダイヤルされた番号を PSTN に送信する場合は、[廃棄番号 (Discard)] オ
プションを使用して、ダイヤルされた文字列からプレドットの数字を取り除くことにより、
PSTN がコールをルーティングできるようにします。

プレフィックス番号の例

ルートパターンでの数字の接頭辞の使用の例としては、サイト間のオンネットダイヤルを設定
する場合があります。組織内のユーザが 8 + XXX-XXXX をダイヤルしてサイト間のコールに
コールするように、ルートパターンを作成することができます。オフネットコールの場合は、
プレフィックスディジット (8)を削除し、新しいプレフィックス「1」を追加することができま
す。<area code>そのため、コールを「E.i」形式で PSTN に転送することができます。

オンネットパターンとオフネットパターンの例

[分類の発信 (Call 分類)] フィールドを使用して、ルートパターンを Onnet または offnet として
設定できます。ユーザが2番目のダイヤルトーンを取得して、組織外にコールが転送されるこ
とを知らせたい場合は、コールをオフネットで分類できます。たとえば、ユーザが外線にダイ
ヤルする必要があるルートパターンを作成する場合、外部回線にアクセスしてオフネットパ
ターンとして分類すると、システムは次のダイヤルトーンを提供します。

• 電話機がオフフックになっている場合のダイヤルトーン。ダイヤルした 9 の前。

• 2 番目のダイヤルトーンをダイヤルした後、そのダイヤル番号は、システムが公衆交換電
話網 (PSTN) を呼び出す準備ができていることを示します。

Ensure that you deselect the Allow Device Override check box when you use this option.

ブロックおよびルートパターンの例

ブロックおよびルートのパターンを使用して、ルーティングされない発信または着信コールを
禁止します。ブロックパターンを

• 特定のパターンをブロックします。たとえば、パターン91900XXXXXXXをブロックする
と、ユーザが 900 サービスにコールを配置するのを防ぐことができます。

• 特定の市外局番と場所へのコールをブロックすることによって、有料の詐欺を防止しま
す。
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日次ルーティングの時間の設定
（省略可）あるパーティションがいつ、着信コールの受信に利用可能かを指定するタイムスケ
ジュールを作成します。

ルーティングがメッセージ待機指示 (MWI) インターセプトに実装されていない。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

時間帯を定義するには、この手順を使用
します。開始時刻および終了時刻を定義

時間帯の設定 （171 ページ）ステップ 1

し、さらに年次カレンダーで指定日また
は曜日として繰り返し間隔を指定しま
す。

スケジュールを作成するには、次の手順
を実行します。上記の手順で設定した時

タイム スケジュールの設定 （172 ペー
ジ）

ステップ 2

間帯は、このスケジュールの構成要素で
す。時間帯は、複数のスケジュールに割
り当てることができます。

特定の時間中にコールを完了しようとす
る場合、パーティションとスケジュール

パーティションとスケジュールの関連付
け （172 ページ）

ステップ 3

を関連付けてコーリング デバイスの検
索が行われる場所を決定します。

時間帯の設定
時間帯を定義するには、この手順を使用します。開始時刻および終了時刻を定義し、さらに年
次カレンダーで指定日または曜日として繰り返し間隔を指定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [スケジュールの設定（Time Schedule）] を選択します。

ステップ 2 [時間帯の設定（Time Period Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
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タイム スケジュールの設定
スケジュールを作成するには、次の手順を実行します。上記の手順で設定した時間帯は、この
スケジュールの構成要素です。時間帯は、複数のスケジュールに割り当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [スケジュールの設定（Time Schedule）] を選択します。

ステップ 2 [スケジュールの設定（Time Schedule）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドと
設定オプションの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

パーティションとスケジュールの関連付け
特定の時間中にコールを完了しようとする場合、パーティションとスケジュールを関連付けて
コーリング デバイスの検索が行われる場所を決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）] を選択します。

ステップ 2 [スケジュール（TimeSchedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。
スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。
[なし（None）] を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

コールルーティングの制限
制限事項機能

コール ルーティングを設定する場合、単一ルート フィルタを多くのルー
ト パターンに割り当てないようにしてください。数百個のルート パター
ンが関連付けられているルートフィルタを編集しようとすると、システム
コア クラッシュが発生する可能性があります。これは、ルート フィルタ
を使用するすべてのルート パターンのコール ルーティングの更新に新た
なシステム処理が必要になるためです。発生しないようにするには、重複
するルート フィルタを作成します。

ルートフィルター
の関連付け
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制限事項機能

外部コール制御によって、アジャンクト ルート サーバは、Cisco Unified
Routing Rules Interface を使用して Unified Communications Manager のコール
ルーティングを決定できます。外部コール制御を設定すると、Unified
Communications Manager が、発信側および着信側の情報が入ったルート要
求をアジャンクト ルート サーバに発行します。そのサーバは、要求を受
信し、適切なビジネスロジックを適用し、コールのルーティング方法と適
用すべきその他のコール処理方法をお使いのシステムに指示するルート応
答を返します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能設定ガイド』
の「外部コール制御」の章を参照してください。

外部コール制御

コール制御検出を使用すると、Service Advertisement Framework（SAF）と
呼ばれる Cisco IOS サービス ルーティング プロトコルに登録することに
よって、Unified Communications Manager クラスタがホストする DN 範囲を
自動的に交換できます。SAF CCD によって、クラスタは、それぞれにホ
ストされた DN 範囲をネットワークにアドバタイズし、ネットワーク内の
他のコールエージェントによって生成されたアドバタイズメントにサブス
クライブできます。

SAF CCD を使用することの主な利点は次のとおりです。

• 同じ SAF CCD ネットワークに参加するコール エージェント間でコー
ル ルーティング情報を自動的に配布でき、したがって新しいコール
エージェントが追加されたり、コールエージェントに新しいDN範囲
が追加されたりした場合に設定作業が徐々に増大することがなくなり
ます。

• 集中型ダイヤル プラン解決コントロール ポイントに依存しなくなり
ます。

• 複数の Unified CM クラスタが組み合わせられた場合を含め、ルーティ
ングが変更された場合に、コール エージェント間のコール ルーティ
ング情報が自動的に回復されます。

コール制御検出を設定するには、『Cisco Unified Communications Manager
機能設定ガイド』の「コール制御検出の設定」の章を参照してください。

コール制御検出
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制限事項機能

詳細なルート プランは、Cisco Unified CM Administration（[コールルーティ
ング（Call Routing）] > [ルートプランレポート（Route Plan Report）]）の
[ルートプランレポート（Route Plan Report）] ウィンドウで表示できます。
ルーティング計画の報告により、ルーティング計画の一部または全部のリ
ストを確認し、レポートのモード/ディレクトリ番号、パーティションまた
はルーティングの詳細情報列の項目をクリックして、直接に関連する設定
ウィンドウに移動します。

さらに、ルート プラン レポートを使用してレポート データを .csv ファイ
ルに保存し、そのファイルを他のアプリケーションにインポートすること
もできます。保存される .csv ファイルには、ウェブ ページより詳細な情
報（電話機の電話番号、ルートパターン、パターン使用法、デバイス名、
デバイスの説明など）が含まれます。

[ルート プラン レ
ポート（Route
Plan Report）]

回線グループの設定
この章では、回線グループの追加または削除、または回線グループからの電話番号の追加また
は削除を行う方法について説明します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の、ルート プラン
の理解に関するトピックを参照してください。

回線グループのセットアップについて
Cisco Unified Communications Manager Administration で、[コール ルーティング（Call Routing）] >
[ルート/ハント（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line Group）] メニュー パスを使用して回線
グループを設定します。

回線グループを使用して、電話番号を選択する順序を指定できます。CiscoUnifiedCommunications
Manager は、コール分配アルゴリズムと無応答（RNA）予約のタイムアウト設定に基づいて、
回線グループのアイドル状態のまたは対応可能なメンバーにコールを分配します。

回線グループに属するDNへのコールは、ダイレクトコールピックアップ機能を使用してピッ
クアップできません。

（注）

メンバー（電話番号）のない空の回線グループを設定することはできますが、Cisco Unified
Communications Manager はコールのルーティングに対してこの設定をサポートしません。回線
グループにメンバーが含まれていない場合は、コールが空の回線グループにルーティングされ
たときにハントリストがハンティングを停止します。このような状況を回避するために、回線
グループ内に 1 つ以上のメンバーが設定されていることを確認してください。

ヒント
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回線グループの設定に関するヒント

回線グループを設定する前に、1 つ以上の電話番号を定義する必要があります。

回線グループを設定または更新したら、その回線グループに対してメンバーを追加または削除
することができます。

回線グループの削除
1つ以上のルート/ハントリストが参照している回線グループを削除できます。使用中の回線グ
ループを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager からエラー メッセージが
表示されます。

依存関係レコードは回線グループではサポートされていません。ベストプラクティスとして、
回線グループを削除する前に、必ず設定を確認してください。

ヒント

回線グループの設定項目
説明フィールド

回線グループ情報

この回線グループの名前を入力します。この
名前には、最長 50 文字の英数字を指定でき、
スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よびアンダースコア（_）を任意に組み合わせ
て使用することが可能です。回線グループ名
は、そのルート プランで一意の名前にしてく
ださい。

回線グループの名前は、簡潔で分か
りやすいものにします。通常は、
CompanynameLocationGroup の形式を
使用すると、十分な詳細さでありな
がら、回線グループをすばやく簡単
に識別できる簡潔さを実現できま
す。たとえば CiscoDallasAA1 は、ダ
ラスにあるシスコ オフィスの Cisco
Access Analog という回線グループを
示します。

ワンポイ
ント アド
バイス

[回線グループ名（Line Group Name）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
175

ダイヤル プランの設定
回線グループの削除



説明フィールド

コールに応答がない場合、かつ、1つ目のハン
ド オプションである [次のメンバーを試し、
続いてハントリスト内の次のグループを試し
ます（Try next member; then, try next group in
Hunt List）] が選択されている場合に、Unified
Communications Manager がこの回線グループ
の次に応答可能なメンバーまたはアイドル状
態のメンバー、または次の回線グループにコー
ルを分配するまでの時間を、秒単位で入力し
ます。[RNA復帰タイムアウト（RNAReversion
Timeout）] は、回線グループ レベルですべて
のメンバに適用されます。

[RNA復帰タイムアウト（RNA Reversion
Timeout）]
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説明フィールド

[分配アルゴリズム（Distribution Algorithm）]
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説明フィールド

回線グループ レベルで適用する分配アルゴリ
ズムを、ドロップダウン リスト ボックスのオ
プションから選択します。

• [上から（Top Down）]：この分配アルゴ
リズムを選択した場合、Unified
Communications Manager は、回線グルー
プ内でアイドル状態または応答可能であ
る最初のメンバーから最後のメンバーま
で順番にコールを分配します。

• [循環（Circular）]：この配布アルゴリズ
ムを選択すると、Unified Communications
Manager は、ルート グループ内でアイド
ル状態または応答可能である (n+1)番目の
メンバーから順番にコールを配布します。
このとき、n番目のメンバーは、リスト内
で次の順番にあたり、アイドル状態であ
るかビジー状態ではあるものの「停止状
態」「」ではないメンバーです。n番目の
メンバーがルート グループ内の最後のメ
ンバーである場合、UnifiedCommunications
Manager は、そのルート グループの先頭
からコールを配布します。

• [最長アイドル時間（Longest Idle Time）]：
この分配アルゴリズムを選択した場合、
Unified Communications Managerは、回線
グループ内でアイドル状態が最も長いメ
ンバーから最も短いメンバーの順番で、
コールを配布します。

• [ブロードキャスト（Broadcast）]：この配
布アルゴリズムを選択した場合、Unified
Communications Managerは、回線グループ
内のアイドル状態または応答可能である
すべてのメンバーに対して同時にコール
を配布します。[ブロードキャスト
（Broadcast）] 分配アルゴリズムを使用す
る場合の制約事項については、[選択され
た DN/ルート パーティション（Selected
DN/Route Partition）] フィールドの説明に
ある「注」を参照してください。

デフォルト値は [最長アイドル時間（Longest
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説明フィールド

Idle Time）] です。

[ハント オプション（Hunt Options）]
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説明フィールド

[無応答（No Answer）]
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説明フィールド

特定の分配アルゴリズムで、コールが分配さ
れた回線グループのメンバーが応答しない場
合に Unified Communications Manager が使用す
るハント オプションを選択します。このオプ
ションはメンバー レベルで適用されます。ド
ロップダウン リスト ボックスのオプションか
ら選択します。

• [次のメンバーを試し、続いてハントリス
ト内の次のグループを試します（Try next
member; then, try next group in Hunt List）]：
このハント オプションを選択した場合、
Unified Communications Managerは、回線
グループ内でアイドル状態または応答可
能である最初のメンバーから最後のメン
バーまで、順番にコールを分配します。
分配がうまくいかない場合、Unified
Communications Manager は、ハント リス
ト内の次の回線グループに対して分配を
試行します。

• [次のメンバーを試しますが、次のグルー
プに進みません（Try next member, but do
not go to next group)]：このハント オプショ
ンを選択した場合、UnifiedCommunications
Managerは、回線グループ内でアイドル状
態または応答可能である最初のメンバー
から最後のメンバーまで、順番にコール
を割り当てます。現在の回線グループ内
で最後のメンバーに到達すると、Unified
Communications Manager は試行を中止し
ます。

• [残りのメンバーをスキップし、次のグ
ループに直接進みます（Skip remaining
members, and go directly to next group）]：
このハント オプションを選択した場合、
最初のメンバーの RNA復帰タイムアウト
値が経過したときに、Unified
Communications Manager はその回線グルー
プの残りのメンバーをスキップし、Unified
Communications Manager はハント リスト
内の次の回線グループに直接進みます。

• [追跡を停止します（Stop hunting）]：こ
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説明フィールド

のハントオプションを選択した場合、
Unified Communications Managerは、その
回線グループ内の最初のメンバーにコー
ルの分配を試みたがメンバーがコールに
応答しなかったとき、ハントを停止しま
す。

このチェックボックスをオンにした場合、回
線メンバーはハント リストから自動的にログ
オフします。回線メンバーを再度ログインさ
せるには、「HLOG」ソフトキーまたは PLK
を使用します。

[無応答時にハントメンバーを自動的にログア
ウト（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）]
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説明フィールド

[ビジー（Busy）]
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説明フィールド

特定の分配アルゴリズムについて、コールが
分配された回線グループのメンバーがビジー
状態だった場合に Unified Communications
Manager が使用するハント オプションを選択
します。ドロップダウン リスト ボックスのオ
プションから選択します。

• [次のメンバーを試し、続いてハントリス
ト内の次のグループを試します（Try next
member; then, try next group in Hunt List）]：
このハント オプションを選択した場合、
Unified Communications Managerは、回線
グループ内でアイドル状態または応答可
能である最初のメンバーから最後のメン
バーまで、順番にコールを分配します。
分配がうまくいかない場合、Unified
Communications Manager は、ハント リス
ト内の次の回線グループに対して分配を
試行します。

• [次のメンバーを試しますが、次のグルー
プに進みません（Try next member, but do
not go to next group)]：このハント オプショ
ンを選択した場合、UnifiedCommunications
Managerは、回線グループ内でアイドル状
態または応答可能である最初のメンバー
から最後のメンバーまで、順番にコール
を割り当てます。現在の回線グループ内
で最後のメンバーに到達すると、Unified
Communications Manager は試行を中止し
ます。

• [残りのメンバーをスキップし、次のグ
ループに直接進みます（Skip remaining
members, and go directly to next group）]：
このハント オプションを選択した場合、
Unified Communications Managerは、ビジー
状態のメンバーにあたったときにその回
線グループの残りのメンバーをスキップ
し、Unified Communications Managerはハ
ント リスト内の次の回線グループに直接
進みます。

• [追跡を停止します（Stop hunting）]：こ
のハント オプションを選択した場合、
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説明フィールド

Unified Communications Managerは、その
回線グループ内でコールの分配を試みた
際にビジー状態のメンバーに最初にあたっ
た時点でハントを停止します。
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説明フィールド

[使用不可（Not Available）]
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説明フィールド

特定の分配アルゴリズムについて、コールが
分配された回線グループのメンバーが使用不
可だった場合に Unified Communications Manager
が使用するハント オプションを選択します。
[使用不可（Not Available）] 状態が発生するの
は、該当する DN に関連付けられている電話
機がいずれも登録されていない場合です。エ
クステンションモビリティが使用されていて、
DN/ユーザがログインしていない場合にも [使
用不可（Not Available）] 状態になります。ド
ロップダウン リスト ボックスのオプションか
ら選択します。

• [次のメンバーを試し、続いてハントリス
ト内の次のグループを試します（Try next
member; then, try next group in Hunt List）]：
このハント オプションを選択した場合、
Unified Communications Managerは、回線
グループ内でアイドル状態または応答可
能である最初のメンバーから最後のメン
バーまで、順番にコールを分配します。
分配がうまくいかない場合、Unified
Communications Manager は、ハント リス
ト内の次の回線グループに対して分配を
試行します。

• [次のメンバーを試しますが、次のグルー
プに進みません（Try next member, but do
not go to next group)]：このハント オプショ
ンを選択した場合、UnifiedCommunications
Managerは、回線グループ内でアイドル状
態または応答可能である最初のメンバー
から最後のメンバーまで、順番にコール
を割り当てます。現在の回線グループ内
で最後のメンバーに到達すると、Unified
Communications Manager は試行を中止し
ます。

• [残りのメンバーをスキップし、次のグ
ループに直接進みます（Skip remaining
members, and go directly to next group）]：
このハント オプションを選択した場合、
Unified Communications Managerは、使用
不可のメンバーに最初にあたった時点で
その回線グループの残りのメンバーをス
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説明フィールド

キップし、Unified Communications Manager
はハント リストの次の回線グループに直
接進みます。

• [追跡を停止します（Stop hunting）]：こ
のハント オプションを選択した場合、
Unified Communications Managerは、その
回線グループ内で分配を試みた際に使用
不可のメンバーに最初にあたった時点で
ハントを停止します。

[回線グループメンバー情報（Line Group Member Information）]

[回線グループに追加するディレクトリ番号の検索（Find Directory Numbers to Add to Line
Group）]

ドロップダウン リスト ボックスから、この回
線グループのルート パーティションを選択し
ます。デフォルト値は、<なし（None）> で
す。

[検索（Find）] をクリックすると、[使用可能
DN/ルートパーティション（Available DN/Route
Partition）] リスト ボックスに、選択したパー
ティションに属するすべての DN が表示され
ます。

[パーティション（Partition）]

探しているディレクトリ番号に含まれる文字
を入力し、[検索（Find）]ボタンをクリックし
ます。入力した文字と一致する電話番号が [使
用可能 DN/ルート パーティション（Available
DN/Route Partition）] ボックスに表示されま
す。

[次を含むディレクトリ番号（Directory Number
Contains）]

[使用可能DN/ルートパーティション（Available
DN/Route Partition）] リスト ボックスでディレ
クトリ番号を選択し、[回線グループに追加
（Add to Line Group）] をクリックして、[選択
されたDN/ルートパーティション（Selected
DN/Route Partition）] リスト ボックスに追加し
ます。

[使用可能DN/ルートパーティション（Available
DN/Route Partition）]

[現在の回線グループメンバー（Current Line Group Members）]
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ディレクトリ番号の優先度を変更するには、
[選択されたDN/ルートパーティション
（Selected DN/Route Partition）] リスト ボック
スでディレクトリ番号を選択します。リスト
ボックスの右側にある矢印をクリックして、
そのディレクトリ番号をリスト内で上下に移
動します。

[選択されたDN/ルートパーティション
（Selected DN/Route Partition）] リスト ボック
スでディレクトリ番号の優先順位を逆にする
には、[選択されたDN/ルートパーティション
の順番を逆にする（Reverse Order of Selected
DNs/Route Partitions）] をクリックします。

DN およびルート パーティションを
回線グループに追加する際は、共有
回線である DN を、ブロードキャス
ト分配アルゴリズムを使用する回線
グループに入れないでください。ブ
ロードキャスト配信アルゴリズムを
使用する回線グループのメンバーに
なっている DN を共有回線として設
定したデバイスでは、Unified
Communications Managerは、共有回
線であるすべての DN を表示できま
せん。

（注）

[共有回線DNを使用したブロードキャストア
ルゴリズム（Broadcast algorithm with shared line
DNs）]

[選択されたDN/ルートパーティション
（Selected DN/Route Partition）] リスト ボック
スでディレクトリ番号を選択し、[削除された
DN/ルートパーティション（RemovedDN/Route
Partition）] リスト ボックスに追加するには、
2 つのリスト ボックスの間にある下向き矢印
をクリックします。

[削除されたDN/ルートパーティション
（Removed DN/Route Partition）]

[ディレクトリ番号（Directory Numbers）]
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特定のディレクトリ番号の [ディレクトリ番号
の設定（Directory Number Configuration）] ウィ
ンドウに移動するには、このリストでディレ
クトリ番号をクリックします。

新しい回線グループを追加しても、
回線グループを保存するまでは、こ
のリストに表示されません。

（注）

（この回線グループに現在属している DN の
リスト）

回線グループへのメンバーの追加
新しい回線グループまたは既存の回線グループにメンバーを追加できます。次の手順では、既
存の回線グループにメンバーを追加する方法を説明します。

始める前に

この手順を実行する前に、1つ以上の電話番号を定義する必要があります。

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line
Group）] を選択します。

ステップ 2 メンバーを追加する回線グループを見つけます。

ステップ 3 電話番号を検索する必要がある場合は、[パーティション (Partition)] ドロップダウンリストボッ
クスからルートパーティションを選択し、[電話番号を含む (Directory Number Contains)] フィー
ルドに検索文字列を入力して、[検索 (Find)] をクリックします。パーティションに属するすべ
ての電話番号を検索するには、[Directory Number Contains] フィールドを空白のままにして [Find]
をクリックします。

一致するディレクトリ番号のリストが [使用可能なDN/ルートパーティション (AvailableDN/Route
Partition)] リストボックスに表示されます。

ステップ 4 [使用可能なDN/ルートパーティション（Available DN/Route Partition）] リスト ボックスで、追
加するディレクトリ番号を選択し、[回線グループに追加（Add to Line Group）] をクリックし
て、そのディレクトリ番号を [選択されたDN/ルートパーティション（Selected DN/Route
Partition）] リスト ボックスに移動します。この回線グループに追加するメンバーごとに、こ
の手順を繰り返します。

ステップ 5 [選択された DN/ルートパーティション (Selected DN/Route Partition)] リストボックスで、この回
線グループで新しい電話番号にアクセスする順序を選択します。順序を変更するには、電話番
号をクリックし、リストボックスの右側にある上下の矢印を使用して、電話番号の順序を変更
します。
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ステップ 6 新しい電話番号を追加し、この回線グループの電話番号の順序を更新するには、[保存 (Save)]
をクリックします。

回線グループからのメンバーの削除
新しい回線グループから、または既存の回線グループからメンバーを削除できます。次の手順
では、既存の回線グループからの電話番号の削除について説明します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line
Group）] を選択します。

ステップ 2 電話番号を削除する回線グループを見つけます。

ステップ 3 [選択されたDN/ルートパーティション（Selected DN/Route Partition）] リスト ボックスで、削
除するディレクトリ番号を選択し、リスト ボックスの下にある下向き矢印をクリックして、
[削除されたDN/ルートパーティション（Removed DN/Route Partition）] リスト ボックスにその
ディレクトリ番号を移動します。この回線グループから削除するメンバーごとに、この手順を
繰り返します。

ステップ 4 メンバーを削除するには、[保存 (Save)] をクリックします。
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第 21 章

ハント パイロットの設定

• ハントパイロットの概要 （193 ページ）
• ハント パイロットの設定タスク フロー （193 ページ）
• ハントパイロットの連携動作および制限 （200 ページ）

ハントパイロットの概要
ハントパイロットは、数値またはパターンと、回線グループ内の電話のグループまたはディレ
クトリ番号へのコールをルーティングできる関連付けられた一連のディジット操作で構成され
ています。

ハントパイロットは、着信コールの優先順位を付けられたパス (回線グループ)の優先順位リス
トを使用して、ハントリストと連携します。ハントパイロットの DN にコールが発信される
と、システムは、ハントリストで指定されている最初の回線グループにコールを提供します。
最初の回線グループのいずれかの人がコールに応答しない場合、システムは、ハントリストで
指定されている次の回線グループにコールを提供します。回線グループは、グループ内の電話
機にコールを配布する順序を制御します。回線グループは、特定の内線番号（通常は、IPPhone
内線番号またはボイスメール ポート）を指しています。回線グループは、コンピュータテレ
フォニー統合 (CTI) ポートと CTI ルートポイントをポイントできないので、ハントパイロット
は、Cisco Customer Response Solution (CRS) や IP Interactive などの CTI アプリケーションによっ
て制御されるエンドポイントにコールを配布することはできません。音声応答 (IP IVR)。

ハントパイロットは、自身の回線グループのメンバーとハントパイロットが別のパーティショ
ンに配置されている場合でも、コールを自身の回線グループのいずれかのメンバーに分配でき
ます。ハントパイロットが分配するコールは、すべてのパーティションおよびコーリングサー
チ スペース制限を上書きします。

ハント パイロットの設定タスク フロー
これらのタスクを完了して、システムのハントパイロットを設定します。ハントパイロット
は、回線グループ内の複数の電話またはディレクトリ番号へのコールを経路指定するために使
用できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

回線グループを作成して、複数の電話機
が単一のディレクトリ番号 (DN) に送信

回線グループの設定 （194 ページ）ステップ 1

されたコールに応答できるようにしま
す。

回線グループの優先順位に従って、ハン
トリストを設定します。

ハント リストの設定 （195 ページ）ステップ 2

ハントパイロット番号またはシステムが
ハントリストへのコールを指示するため
に使用するパターンを設定します。

ハントパイロットの設定（195ページ）ステップ 3

回線グループの設定
回線グループを使用すると、1 つのディレクトリ番号に送信されるコールに複数の電話で応答
できます。グループ内の電話に着信コールが分配される順序は、分配アルゴリズムが制御しま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line Group）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しい回線グループを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。
• 既存の回線グループを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [回線グループ名（Line Group Name）] を入力します。

ステップ 4 [分配アルゴリズム（Distribution Algorithm）] フィールドで、コールの分配に使用するアルゴリ
ズムのタイプを選択します。

ステップ 5 回線グループにディレクトリ番号を追加するには、[回線グループに追加する回線グループメ
ンバー（Line Group Members to Add to Line Group）] セクションのフィールドを設定します。

a) 追加するディレクトリ番号が存在する [パーティション（Partition）] を選択します。
b) （省略可）[次を含むディレクトリ番号（Directory Number Contains）] フィールドを入力し

て、検索にフィルタを適用します。
c) [検索（Find）] をクリックします。指定したパーティションからのディレクトリ番号のリ

ストがボックスに表示されます。
d) [使用可能なDN/ルートパーティション（Available DN/Route Partition）] リスト ボックスで、

グループに追加する個別のディレクトリ番号を選択し、[回線グループに追加（Add to Line
Group）] をクリックします。
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ステップ 6 [回線グループの設定（Line Group Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドを設定し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

ハント リストの設定
ハントリストは、回線グループの優先順位リストです。ハントリストを介してコールをルー
ティングする場合、システムは、ハントリストで定義されている順序で回線グループを使用し
ます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ハントリスト（Hunt List）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいルート リストを作成します。
• 既存のリストを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 ハントリストの名前を入力します。

ステップ 4 ハント リストを登録する Cisco Unified Communications Manager グループを選択します。

ステップ 5 [このハントリストを有効にする（Enable this Hunt List）] チェックボックスをオンにすると、
[保存（Save）] をクリックしたときに即座にハント リストが有効になります。

ステップ 6 このハントリストをボイスメールに使用する場合は、ボイスメール用チェックボックスをオン
にします。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 8 ハント リストへの回線グループの追加

a) 回線グループの追加 をクリックします。
b) 回線グループドロップダウン リスト ボックスから、ハント リストに追加する回線グルー

プを選択します。
c) [保存（Save）] をクリックします。
d) サイトを追加するには、これらの手順を繰り返します。

ハント パイロットの設定
回線グループに対してコールをルーティングするためにシステムが使用するハントパイロット
番号またはパターンを設定します。
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ハント パイロットで使用できるワイルドカードと特殊文字の詳細については、「ハント パイ
ロットのワイルドカードと特殊文字 （196 ページ）」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しいハント パイロットを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。
• 既存のハント パイロットを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [ハントパイロット（Hunt Pilot）] フィールドに、コールのルーティングに使用する番号または
パターンを入力します。

ステップ 4 [ハントリスト（Hunt List）] ドロップダウンから、ハント パイロット番号に一致するコールを
送信するためのハント リストを選択します。

ステップ 5 [ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドに入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 コール キューイングを有効化する場合は、[コールをキューイング（Queue Calls）] チェック
ボックスをオンにし、[キューイング（Queuing）] セクションのフィールドを設定します。

ステップ 7 発信者、接続先、着信者に適用するディジット トランスフォーメーション パターンを割り当
てます。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

ハント パイロットのワイルドカードと特殊文字
ルート パターンおよびハント パイロットでワイルドカードおよび特殊文字を使用すると、単
一ルート パターンまたはハント パイロットをある範囲の番号（アドレス）と一致させること
ができます。また、これらのワイルドカードおよび特殊文字を使って指示を組み立てると、
Cisco Unified Communications Manager が処理した番号を隣接システムに送信できます。

Cisco Unified Communications Manager がサポートするワイルドカードおよび特殊文字を次の表
で説明します。
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表 13 : ワイルドカードおよび特殊文字

例説明文字

ルート パターン 9.@ は、国別番号計画が認識
するすべての電話番号をルーティングまたは
ブロックします。

@ ワイルドカードが含む、国別番号計画の番
号のルート パターンの例を次に示します。

• [0]

• 1411

• 19725551234

• 101028819725551234

• 01133123456789

@ 記号（@）ワイルドカード
は、国別番号計画のすべての
番号に一致します。

各ルート パターンで、@ ワイ
ルドカードは 1 文字だけ使用
できます。

@

ルート パターン 9XXX は、9000 ～ 9999 の範
囲のすべての数字をルーティングするか、ま
たはブロックします。

X ワイルドカードは、0 ～ 9 の
範囲にある数字の任意の 1 桁
に一致します。

X

ルート パターン 91! は、910 ～
91999999999999999999999 の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし
ます。

感嘆符（!）ワイルドカード
は、0 ～ 9 の範囲にある数字の
1 桁以上に一致します。

!

ルート パターン 91X? は、91 ～
91999999999999999999999 の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし
ます。

疑問符（?）ワイルドカード
は、直前の数字またはワイル
ドカード値の 0 回以上の繰り
返しに一致します。

?

ルート パターン 91X+ は、910 ～
91999999999999999999999 の範囲のすべての数
字をルーティングするか、またはブロックし
ます。

プラス記号（+）ワイルドカー
ドは、直前の数字またはワイ
ルドカード値の 1 回以上の繰
り返しに一致します。

+

ルート パターン 813510[012345] は、8135100
～ 8135105 の範囲のすべての数字をルーティ
ングするか、またはブロックします。

角カッコ（[ ]）文字は、値の
範囲を囲みます。

[]

ルート パターン 813510[0-5] は、8135100 ～
8135105の範囲のすべての数字をルーティング
するか、またはブロックします。

ハイフン（-）文字は、角カッ
コと一緒に使用して値の範囲
を示します。

-
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例説明文字

ルート パターン 813510[^0-5] は、8135106 ～
8135109の範囲のすべての数字をルーティング
するか、またはブロックします。

ハット（^）文字は、角カッコ
と一緒に使用して値の範囲外
を示します。この文字は、開
始角カッコ（[）の直後に配置
してください。

各ルート パターンで、^ 文字
は 1 文字だけ使用できます。

^

ルート パターン 9.@ は、最初の 9 を、国別番
号計画に発信する Cisco Unified Communications
Manager アクセス コードとして認識します。

デリミタとして使用される
ドット（.）文字は、Cisco
Unified Communications Manager
のアクセス コードをディレク
トリ番号から分離します。

この特殊文字を、桁を無視す
る指定と一緒に使用すると、
隣接システムに番号を送信す
る前に Cisco Unified
Communications Manager のア
クセス コードを削除できま
す。

各ルートパターンで、（.）文
字は 1 文字だけ使用できま
す。

.

ルート パターン *411 を設定して、内部オペ
レータのディレクトリ案内の利用を可能にし
ます。

アスタリスク（*）文字は、特
別な着信番号の追加の桁とし
て利用できます。

*

ルート パターン 901181910555# は、国別番号
計画内からダイヤルされる国際番号をルーティ
ングまたはブロックします。末尾の 5 の後の
#文字は、この桁をシーケンスの最後の桁とし
て特定します。

シャープ（#）文字は、一般に
ダイヤル シーケンスの終了を
特定します。

#文字がパターンの最後の文字
になるようにします。

#

\+ の使用は、国際番号用エスケープ文字 + が
ワイルドカードではなく、ダイヤル可能な桁
であることを意味します。

\+ のように、バックスラッ
シュにプラス記号が続くと、
国際番号用エスケープ文字 +
の設定を示します。

\+

ハントパイロットのパフォーマンスおよび拡張性
次のようなパフォーマンスおよび拡張性の制限が適用されます。
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• 単一の Cisco Unified Communications Manager クラスタ は、最大で 15,000 個のハント リス
ト デバイスをサポートします。

• 単一の Cisco Unified Communications Manager サブスクライバは、ノードごとにコール キュー
イングが有効にされたハント パイロットを最大で 100 個サポートします。

• ハント リスト デバイスは、各ハント リストに 10 台の IP 電話を含む 1500 のハント リス
ト、各ハント リストに 20 台の IP 電話を含む 750 のハント リストの組み合わせ、または
同様の組み合わせにすることができます。

コール カバレッジにブロードキャスト アルゴリズムを使用する
場合、ハント リスト デバイスの数は、Busy Hour Call Attempts
（BHCA）の数によって制限されます。ブロードキャスト アルゴ
リズムを使用して、10 台の電話機を含むハント リストまたはハ
ント グループを指すハント パイロットに対して 10 回の BHCA を
行うことは、10 回の BHCA を行う 10 台の電話機と同じです。

（注）

• 設定できる各ハントパイロットのキュー内にある同時発信者の最大数は、1～100（デフォ
ルトは 32）です。

• 設定できる各ハントパイロットのキュー内にある最大待ち時間は、0～3600 秒（デフォル
トは 900）です。ハント リストの数が増えると、Unified Communications Manager サービス
パラメータで指定するダイヤルプラン初期化タイマーを増やす必要があります。シスコで
は、1500 個のハント リストを設定している場合、ダイヤル プラン初期化タイマーを 600
秒に設定することをお勧めします。

• コールキューを使用したブロードキャストアルゴリズムを使用する場合は、1 つの回線グ
ループに対して 35 ディレクトリ番号が含まれないようにすることを推奨します。また、
ブロードキャスト回線グループの数は、BHCC によって決まります。Unified CM システム
内に複数のブロードキャスト回線グループがある場合、回線グループ内のディレクトリ番
号の数は、35よりも少なくする必要があります。すべてのブロードキャスト回線グループ
の最繁時呼数（BHCA）の数が、1 秒あたり 35 コール セットアップを超えないようにし
ます。
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ハントパイロットの連携動作および制限
連携動作と制限事項機能

ハント グループが設定済みで、ハンド グループが指し示す 1 つ以上
の電話番号でシングル ナンバー リーチ（SNR）が有効な場合には、
ハント グループのすべてのデバイスがログインしない限り、SNR リ
モート接続先にコールが転送されません。

ハント グループ内の各デバイスについて、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウで [ハント グループにログイン（Logged
into Hunt Group）] チェックボックスをオンにする必要があります。

ハントグループのシン
グル ナンバー リーチ

コールキューイングは、ハントパイロットのサブ機能です。コール
キューが有効になっていて、特定のハントパイロットに着信コールの
要求がコールを応答するために使用可能なハントメンバーの数を超え
る場合、システムは、ハントメンバーが応答できるようになるまで着
信コールをキューにキューに転送します。待機中に発信者とその音楽
を再生するように、保留中のアナウンスと音楽を設定することができ
ます。

設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能
設定ガイド』の「コール キューイングの設定」の章を参照してくだ
さい。

[コール キューイング
（Call Queuing）]

コールが分配されない
表 14 : 循環アルゴリズムでコールが分配されない

説明制限事項

コールがログオフ状態にあるエージェントに拡張され、そのコールが
"Huntlogout" タイプ以外の別の拒否タイプで拒否された場合。次に、
インデックスが1つ増加しないため、そのコールは前のコールに応答
した同じエージェントに送られます。

BOT および TCT デバ
イスを含む回線グルー
プの循環アルゴリズム
で、コールが正しく配
布されていません。

循環アルゴリズムでコールを配布しているときに、エージェントが使
用中の場合、そのコールは次に使用可能なエージェントに拡張されま
す (つまり、次のエージェントが、ビジー状態のエージェントの代わ
りにコールに応答します)。

複数のコールが同時に実行された場合、次に利用可能なエー
ジェントがそのコールに応答します。

（注）

回線グループの循環ア
ルゴリズムで、コール
が正しく配布されませ
ん。
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第 22 章

トランスレーション パターンの設定

• トランスレーション パターンの概要 （201 ページ）
• トランスレーション パターンの要件 （201 ページ）
• トランスレーション パターンの設定タスク フロー （202 ページ）

トランスレーション パターンの概要
変換パターンを設定して、任意のタイプのコールの数字を操作することができます。トランス
レーション パターンは、ルート パターンと同じ一般規則に従い、同じワイルドカードを使用
します。ルート パターンと同じように、トランスレーション パターンをパーティションに割
り当てます。ただし、ダイヤルされた数字がトランスレーション パターンと一致する場合、
Cisco Unified Communications Manager は、ゲートウェイなどの外部エンティティにコールをルー
ティングしません。代わりに、まず変換を実行した後、トランスレーションパターン内で設定
されたコーリング サーチ スペースを使用して、コールを再度ルーティングします。

トランスレーション パターンの要件
変換パターンを設定する前に、次のタスクを実行する必要があります。

• パーティションの設定タスク フロー （147 ページ）

• コール ルーティングの設定タスク フロー （156 ページ）

選択したパーティション、ルートフィルタ、および番号計画の組み合わせを使用するトランス
レーション パターンが固有であることを確認してください。それには、ルート パターン/ハン
ト パイロット、トランスレーション パターン、電話番号、コール パーク番号、コール ピック
アップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンドウを確認して、重複するエントリがあるこ
とを示すエラーを受け取っていないかどうかを調べます。

（注）
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トランスレーション パターンの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

コールされてからコールをルーティング
される方法を指定するには、トランス
レーション パターンを設定します。

トランスレーション パターンの設定 （
202 ページ）

ステップ 1

トランスレーション パターンの設定
ダイヤル文字列がパターンと一致したときに、コール番号と呼び出された番号に桁操作を適用
するように変換パターンを設定します。システムは数字の変換を完了してから、コールを再
ルーティングします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスレー
ションパターン（Translation Pattern）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しいトランスレーション パターンを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリック
します。

• 既存のトランスレーションパターンを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [トランスレーションパターン（Translation Pattern）] フィールドに、このパターンを使用する
ダイヤル文字列と照合するパターンを入力します。

ステップ 4 [パーティション（Partition）]ドロップダウンリストから、このパターンを割り当てるパーティ
ションを選択します。

ステップ 5 [トランスレーションパターンの設定（Translation Pattern Configuration）] ウィンドウで、残り
のフィールドを入力します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオン
ライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。
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第 23 章

トランスフォーメーション パターンの設
定

• 変換パターンの概要 （203 ページ）
• トランスフォーメーション パターンの設定タスク フロー （203 ページ）

変換パターンの概要
変換パターンは、着信コールまたは発信コールでダイヤルされた数字をシステムがどのように
操作するかを決定します。コールまたは呼び出された番号を、システムが電話機または PSTN
に送信する前に変更する必要がある場合は、変換パターンを設定できます。

変換パターンを使用して、数字、プレフィックスの付いた数字の廃棄、発信者のトランスフォー
ムマスクの追加、発信者番号のプレゼンテーションの制御を行うことができます。

次のことが可能です。

• 呼び出された関係者変換 CSS を使用して、通話関係のパターンにヒットします。

• コール関係者変換の CSS を使用して、通話先変換のパターンにヒットします。

トランスフォーメーションパターンの設定タスクフロー
手順

目的コマンドまたはアクション

このプロセスを使って呼び出し元の番号
を変換します。例えば、PSTNを呼び出

発信側トランスフォーメーションパター
ンの設定 （204 ページ）

ステップ 1

したときに、発信者の内線番号をオフィ
スのマスター番号で置き換える変換モー
ドを設定しても良い。
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目的コマンドまたはアクション

この手順を使用して、着信側の番号を変
換します。着信番号の変換：たとえば、

着信側トランスフォーメーションパター
ンの設定 （205 ページ）

ステップ 2

10 桁の番号としてダイヤルされたコー
ルの最後の 5 桁のみを保持する。

オプション:次の手順は、Ciscoの会社間
メディアエンジン (cisco IME) を使用し

変換プロファイルの設定（205ページ）ステップ 3

ている場合にのみ実行してください。ダ
イヤルされた番号を E.164 形式に変換す
るには、トランスフォーメーション プ
ロファイルを設定する必要があります。

発信側トランスフォーメーション パターンの設定
このプロセスを使って呼び出し元の番号を変換します。例えば、PSTNを呼び出したときに、
発信者の内線番号をオフィスのマスター番号で置き換える変換モードを設定しても良い。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [Call
Routing（コールルーティング）] > [トランスフォーメーション（Transformation）] > [トラン
スフォーメーションパターン（Transformation Pattern）] > [着信側トランスフォーメーション
パターン（Calling Party Transformation Pattern）]。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しい変換後のパターンを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。
• 既存のパターンを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [ パターン ( pattern)] フィールドで、発信者番号と一致させるパターンを入力します。

発信コールの場合：

事前トランスフォーメーション発信側番号に基づいて、発信者のトランスフォーメー
ション マスクが選択されます。（IP 電話に割り当てられた内線番号）。

SIP トランクで発信側トランスフォーメーション マスクを選択する間に、ルート パ
ターンまたはグループで発信側番号が別の番号に変換された場合、発信側トランス
フォーメーションマスクの選択には常に事前トランスフォーメーション発信側番号が
使用されます。

Dialed Number Analyzer（DNA）に従っている限り、変換された番号を使用して発信
側トランスフォーメーション マスクが選択されます。ただし、これは DNA の動作と
しては正しくありません。

（注）
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ステップ 4 [関係者の変換パターンの設定 ] ウィンドウで、残りのすべてのフィールドに入力します。
フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

着信側トランスフォーメーション パターンの設定
この手順を使用して、着信側の番号を変換します。たとえば、10 桁の番号でダイヤルされた
コールの最後の 5 桁のみを保持するトランスフォーメーション パターンを設定できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスフォー
メーション（Transformation）] > [トランスフォーメーションパターン（Transformation
Pattern）] > [着信側トランスフォーメーション パターン（Called Party Transformation Pattern）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しい着信側トランスフォーメーションパターンを追加するには、[新規追加（AddNew）]
をクリックします。

• 既存のパターンを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [パターン（Pattern）] フィールドで、着信番号と一致させるパターンを入力します。

ステップ 4 [着信側トランスフォーメーションパターンの設定（Called Party Transformation Pattern
Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドに入力します。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

変換プロファイルの設定
Cisco Intercompany Media Engine（Cisco IME）を使用している場合にのみ、次の手順を実行し
ます。ダイヤルされた番号を E.164 形式に変換するには、トランスフォーメーションプロファ
イルを設定する必要があります。E.164形式では、国際対応の「+」が先頭につきます。たとえ
ば、「+14085551212」です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスフォー
メーション（Transformation）] > [トランスフォーメーション プロファイル（Transformation
Profile）] を選択します。
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ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しいトランスフォーメーション プロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]
をクリックします。

• 既存のトランスフォーメーションプロファイルの設定を変更するには、[検索（Find）] を
クリックし、結果のリストからパターンを選択します。

[トランスフォーメーション プロファイルの設定（Transformation Profile Configuration）] ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 3 [トランスフォーメーション プロファイルの設定（Transformation Profile Configuration）] ウィン
ドウで各フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システム
のオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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第 24 章

ダイヤル ルールの設定

• ダイヤル ルールの概要 （207 ページ）
• ダイヤルルールの前提条件 （207 ページ）
• ダイヤル ルールの設定タスク フロー （208 ページ）
• 連携動作と制限事項 （214 ページ）

ダイヤル ルールの概要
Unified CM は、次のタイプのダイヤルルールをサポートしています。

• アプリケーション ダイヤル ルール：Cisco Web Dialer や Cisco Unified Communications
Managerなどのアプリケーション用にダイヤルルールを追加したり優先順位を並べ替えた
りするには、管理者がアプリケーション ダイヤル ルールを使用します。

• ディレクトリ検索ダイヤル ルール：発信者識別番号を変換したり、Cisco Unified
Communications Manager Assistant などのアプリケーションでアシスタント コンソールから
ディレクトリ検索を実行したりするには、管理者がディレクトリ検索ダイヤルルールを使
用します。

• SIP ダイヤル ルール：システム番号の分析とルーティングを実行するには、管理者が SIP
ダイヤル ルールを使用します。管理者は SIP ダイヤル ルールを設定し、コール処理が実
行される前に、その SIP ダイヤル ルールを Cisco Unified IP Phone に追加します。

ダイヤルルールの前提条件
• SIP ダイヤルルール設定の場合は、デバイスが SIP を実行している必要があります。

• 管理者は、Cisco IP Phone 7911、7940、7941、7960、7961
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ダイヤル ルールの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Web Dialer、Cisco Unified
Communications Manager Assistant などの

アプリケーション ダイヤル ルールの設
定 （208 ページ）

ステップ 1

アプリケーションのダイヤル ルールの
優先順位を追加し並べ替える、アプリ
ケーション ダイヤル ルールを設定しま
す。

発信者の ID 番号をディレクトリで検索
可能な番号に変換するには、ディレクト
リ検索ダイヤル ルールを設定します。

ディレクトリ検索ダイヤル ルールの設
定 （209 ページ）

ステップ 2

SIPを実行している電話のダイヤルプラ
ンを設定するには、SIPダイヤルルール
の設定を使用します。

SIPダイヤルルールのパラメータ設定（
210 ページ）

ステップ 3

（省略可）複数のダイヤル ルールがあ
る場合は、[Cisco Unified Communications

ダイヤルルールの優先順位の変更（213
ページ）

ステップ 4

Manager の管理（Cisco Unified
Communications Manager Administration）]
ウィンドウでダイヤル ルールの優先順
位を変更します。

アプリケーション ダイヤル ルールの設定
Cisco Unified Communications Manager は、アプリケーション ダイヤル ルールをサポートし、
Cisco Web Dialer や Cisco Unified Communications Manager Assistant のようなアプリケーション
のダイヤル ルールの優先順位の追加と並べ替えができます。アプリケーション ダイヤル ルー
ルを適用すると、ユーザがダイヤルする電話番号に対して数字の追加と削除が自動的に行われ
ます。たとえば、外線発信する場合にはアプリケーションのダイヤルルールにより、7桁の電
話番号の先頭に番号 9 が自動で付加されます。

Cisco Unified Communications Manager は自動的に、CTI リモート デバイスのすべてのリモート
接続先番号にアプリケーション ダイヤル ルールを適用します。

（注）

新しいアプリケーション ダイヤル ルールを追加する、または既存のアプリケーション ダイヤ
ル ルールを更新するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] >
[ダイヤルルール（Dial Rules）] > [アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）]
を選択します。

ステップ 2 [アプリケーション ダイヤル ルールの検索と一覧表示（Find and List Application Dial Rules）]
ウィンドウで、次のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加（Add New）] をクリックします。
• [検索（Find）] をクリックし、既存のアプリケーション ダイヤル ルールを選択します。

ステップ 3 [アプリケーション ダイヤル ルールの設定（Application Dial Rule Configuration）] ウィンドウの
フィールドを設定します。フィールドの説明の詳細については、オンラインヘルプを参照して
ください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

次の作業を行います。

• ディレクトリ検索ダイヤル ルールの設定 （209 ページ）
• SIP ダイヤルルールのパラメータ設定 （210 ページ）

ディレクトリ検索ダイヤル ルールの設定
ディレクトリ検索ダイヤルルールは、発信者の識別情報を、ディレクトリで検索可能な番号に
変換します。各ルールでは、先頭の数字および番号の長さに基づいて、変換する数字を指定し
ます。たとえば、10桁の電話番号から市外局番と2桁の局番を自動的に削除するディレクトリ
検索ダイヤル ルールを作成できます。たとえば、4085551212 は、51212 になります。

新しいディレクトリ検索ダイヤルルールを追加するか、既存のディレクトリ検索ダイヤルルー
ルを更新するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [ダイヤル ルー
ル（Dial Rules）] > [ディレクトリ検索ダイヤル ルール（Directory Lookup Dial Rules）] を選
択します。

ステップ 2 [ディレクトリ検索ダイヤル ルールの検索と一覧表示（Directory Lookup Dial Rule Find and List）]
ウィンドウで、以下のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加（Add New）] をクリックします。
• [検索（Find）] をクリックし、既存のディレクトリ検索ダイヤル ルールを選択します。
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ステップ 3 [ディレクトリ検索ダイヤル ルール（Directory Lookup Dial Rules）] ウィンドウ内の各フィール
ドを設定します。フィールドの説明の詳細については、オンライン ヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

SIP ダイヤルルールのパラメータ設定 （210 ページ）

SIP ダイヤルルールのパラメータ設定
SIP ダイヤル ルールによって、SIP を実行している Cisco IP 電話のローカル ダイヤル プランが
提供されるため、ユーザは、コールが処理される前にキーを押したり、タイマーを待機したり
する必要はありません。管理者が SIP ダイヤル ルールを設定し、SIP を実行している電話機に
適用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

SIP ダイヤル ルールを設定および更新
し、それらをSIPを実行している電話機
と関連付けます。

SIP ダイヤル ルールの設定 （211 ペー
ジ）

ステップ 1

SIPダイヤルルールを更新したときに、
SIPを実行している電話機をリセットま

SIP ダイヤル ルールのリセット （212
ページ）

ステップ 2

たは再起動して、電話機を新しいSIPダ
イヤル ルールで更新する手順は、次の
とおりです。

設定変更された SIP ダイヤル ルールと
SIP電話を同期化するには、次の手順を

SIP ダイヤル ルール設定と SIP 電話の同
期 （213 ページ）

ステップ 3

行います。この手順によって、中断を最
小限に抑えた方法で未処理の設定が適用
されます（たとえば、影響を受けるSIP
電話の中には、リセットまたは再起動が
不要なものがあります）。

関連トピック
パターンの形式 （211 ページ）
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パターンの形式

表 15 : SIP ダイヤルルールのパターンフォーマット

値ダイヤル ルール パターン

• ピリオド（.）は、すべての文字に一致します。

• シャープ記号（#）は、終了キーとして機能します。終了
が適用されるのは、マッチングで># にヒットした後だけ
です。または、終了キーとしてアスタリスク (*) を使用す
ることもできます。

シャープ記号を [7940_7960_OTHER] で有効にす
るには、パターン フィールドにシャープ記号を
設定する必要があります。

（注）

• アスタリスク (*) は 1 つ以上の文字に一致し、ワイルド
カード文字として処理されます。* の前にバックスラッ
シュ（\）エスケープ シーケンスを置いて \* というシーケ
ンスにすると、* を通常の文字として処理できます。\ は
電話機が自動的に削除するため、発信ダイヤル文字列には
現れません。*は、ダイヤル番号として受信された場合、
ワイルドカード文字 * とピリオド（.）に一致します。

• カンマ（,）を使用すると、電話機が第 2 発信音を生成し
ます。

7 で始まるすべての 4 桁 DN に一致します。8,..... 8 に一致
し、第2発信音（デフォルト値）を再生した後、すべての
5 桁 DN に一致します。

7940_7960_OTHER

SIP ダイヤル ルールの設定
SIP を実行している電話機のダイヤルプランを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）].を選択
します。

ステップ 2 SIPダイヤルルールの検索/一覧表示ウィンドウが表示されます。次のいずれかの手順を実行し
ます。

• [新規追加（Add New）] をクリックします。

• [ 検索と既存の SIP ダイヤルルールを選択します。
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ステップ 3 [ SIP ダイヤルルール] 設定ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドの説明の詳細に
ついては、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

Cisco Unified Communication Manager Administration で SIP ダイヤル ルールを追加また
は更新すると、Cisco TFTP サービスによってすべての電話機設定ファイルが再構築さ
れます。そのため、Cisco TFTP サービスを実行するサーバ上の CPU にスパイクが発
生することがあり、これは多くの電話が接続された大規模なシステムでは顕著になり
ます。CPUにスパイクを発生させないためには、SIPダイヤルルールの追加や更新を
メンテナンス時間枠内で行うか、または設定変更を行う前に Cisco Unified Serviceability
で Cisco TFTP サービスを一時的に停止するかしてください。Cisco TFTP サービスを
停止した場合は、SIP ダイヤル ルールを追加または更新した後、必ず Cisco Unified
Serviceability でサービスを再開してください。

（注）

次のタスク

SIP ダイヤル ルールのリセット （212 ページ）

関連トピック
パターンの形式 （211 ページ）

SIP ダイヤル ルールのリセット
SIP ダイヤル ルールを更新したときに、新しい SIP ダイヤル ルールで電話機が更新されるよ
う、次の手順を実行して SIP を実行している電話機をリセットまたは再起動します。

始める前に

SIP ダイヤル ルールの設定 （211 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] >
[ダイヤルルール（Dial Rules）] > [アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）]
を選択します。

ステップ 2 [SIP ダイヤル ルールの検索と一覧表示（Find and List SIP Dial Rules）] ウィンドウで、[検索
（Find）] をクリックし、リセットする既存の SIP ダイヤル ルールを選択します。

ステップ 3 [SIP ダイヤル ルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）] ウィンドウで、[リセット（Reset）]
をクリックします。

ステップ 4 [デバイス リセット（Device Reset）] ダイアログ ボックスで、次のタスクのいずれかを実行し
ます。

• 選択したデバイスをシャット ダウンせずに再起動し、Cisco Unified Communications Manager
に登録するには、[再起動（Restart）] をクリックします。
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• デバイスをシャット ダウンしてから再起動するには、[リセット（Reset）] をクリックし
ます。

• 操作を実行せずに [デバイス リセット（Device Reset）] ダイアログ ボックスを閉じるに
は、[閉じる（Close）] をクリックします。

管理者が SIP ダイヤル ルールを設定して SIP を実行している電話機に適用すると、データベー
スから TFTP サーバに通知が送信されます。これによって、SIP を実行している電話機の新し
い設定ファイルを作成できます。TFTP サーバは Cisco Unified Communications Manager に新し
い設定ファイルについて通知し、更新された設定ファイルが電話機へ送られます。詳細につい
ては、SIP を実行する Cisco Unified IP Phone の「 TFTP サーバの設定」を参照してください。

次のタスク

SIP ダイヤル ルール設定と SIP 電話の同期 （213 ページ）

SIP ダイヤル ルール設定と SIP 電話の同期
SIP 電話機と設定が変更された SIP ダイヤル ルールを同期するには、次の手順を実行します。

始める前に

SIP ダイヤル ルールのリセット （212 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）].を選択
します。

ステップ 2 [SIP ダイヤル ルールの検索と一覧表示（Find and List SIP Dial Rules）] ウィンドウで、[検索
（Find）] をクリックし、適切な SIP 電話機を同期する既存の SIP ダイヤル ルールを選択しま
す。

ステップ 3 追加の設定変更を行い、[SIP ダイヤル ルールの設定（SIP Dial Rule Configuration）] で [保存
（Save）] をクリックします。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

ステップ 5 [OK] をクリックします。

ダイヤル ルールの優先順位の変更
[ダイヤル ルールの設定（Dial Rule Configuration）] ウィンドウでダイヤル ルールの優先順位を
追加およびソートするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager からコールルーティング > ダイヤルルール.を選択しま
す。

ステップ 2 次のいずれかを選択します。

• [アプリケーション ダイヤル ルール（Application Dial Rules）]

• [ディレクトリ検索ダイヤル ルール（Directory Lookup Dial Rules）]

• [SIP ダイヤル ルール（SIP Dial Rules）]

ステップ 3 [検索と一覧表示（Find and List）] ウィンドウで、ダイヤル ルールを選択し、ダイヤル ルール
の名前をクリックします。
[ダイヤル ルールの設定（Dial Rule Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 上矢印と下矢印を使用して、リスト内でダイヤル ルールを上または下に移動します。

ステップ 5 順序の優先順位付けが完了したら、[保存（Save）] をクリックします。

連携動作と制限事項

SIP ダイヤル ルールの連携動作

SIP ダイヤル ルールの連携動作

データのやり取りCisco Unified IP Phone

これらの電話機は、7940_7960_OTHER ダイヤ
ルルールパターンを使用します。キープレス
マークアップ言語（KPML）では、Cisco
Unified Communications Manager に数字を 1 桁
ごとに送信できます。 SIP ダイヤル ルールを
使用すると、Cisco Unified Communications
Managerに送信する前に、電話で数字のパター
ンをローカルに収集できます。SIP ダイヤル
ルールを設定しないと、KPML が使用されま
す。Cisco Unified Communications Manager のパ
フォーマンスを向上させるために（処理され
るコール数の増加）、シスコは SIP ダイヤル
ルールを設定することをお勧めします。

SIP を実行する 7911、7941、7961、
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データのやり取りCisco Unified IP Phone

これらの電話機は 7940_7960_OTHER ダイヤ
ル ルール パターンを使用し、KPML をサポー
トしていません。これらの電話機で SIP のダ
イヤル プランを設定していないと、ユーザは
数字が Cisco Unified Communications Manager
に送信されて処理される前に、指定された時
間だけ待機する必要があります。その結果、
実際のコールの処理が遅延します。

SIP を実行している7940 および 7960

ディレクトリ検索ダイヤル ルールの制限

ディレクトリ検索ダイヤル ルールの制限

制限事項フィールド

このフィールドでは、数字と文字 +、*、# の
みを使用できます。長さは 100 文字以内でな
ければなりません。

[開始番号（Number Begins With）]

このフィールドは数字のみをサポートします。
このフィールドの値は、パターン フィールド
に指定されているパターンの長さより小さく
することはできません。

[桁数（Number of Digits）]

このフィールドは数字のみをサポートします。
このフィールドの値は、[桁数（Number of
Digits）] フィールドの値より大きくすること
はできません。

[削除する合計桁数（Total Digits to be
Removed）]

このフィールドでは、数字と文字 +、*、# の
みを使用できます。長さは 100 文字以内でな
ければなりません。

1 つのダイヤル ルールの [削除する
合計桁数（Total Digits to be
Removed）] フィールドと [プレ
フィックス パターン（Prefix With
Pattern）]フィールドの両方を空白に
することはできません。

（注）

[プレフィックス パターン（Prefix with
Pattern）]
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第 25 章

クラスタ間検索サービスの設定

• クラスタ間検索サービスの概要 （217 ページ）
• ILS の要件 （219 ページ）
• ILS 設定のタスク フロー （219 ページ）
• ILS の連携動作および制限 （228 ページ）

クラスタ間検索サービスの概要
クラスタ間検索サービス（ILS）を使用すると、リモートの Cisco Unified Communications Manager
クラスタのネットワークを作成できます。複数のクラスタで ILSを設定すると、ILSネットワー
クにあるリモート クラスタの現在のステータスで Cisco Unified Communications Manager が更新
されます。

Cisco Unified CM Administration では、一対のクラスタで ILS を設定し、それらのクラスタを結
合して ILS ネットワークを形成できます。ILS を使用すると、各クラスタ間の接続を設定する
ことなく、ネットワークに追加クラスタを参加させることができます。

ILS ネットワークは、次のコンポーネントで構成されます。

• ハブ クラスタ
• スポーク クラスタ
• グローバル ダイヤル プラン インポート済みカタログ

ハブ クラスタ
ハブ クラスタは ILS ネットワークのバックボーンを形成します。ハブ クラスタは ILS ネット
ワーク内の他のハブ クラスタとの間で ILS の更新を交換し、次いでスポーク クラスタとの間
でその情報のやり取りを中継します。

新しいハブ クラスタが既存の ILS ネットワーク内の別のハブ クラスタに登録されると、ILS は
ILS ネットワーク内のすべての既存のハブ クラスタと新しいハブ クラスタとの間にフル メッ
シュ接続を自動的に作成します。
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スポーク クラスタ
ILS ネットワーク内のスポーク クラスタは ILS 更新を ILS ネットワークの他の部分とやり取り
するために、接続されているハブクラスタに依存して、これを中継してもらいます。スポーク
クラスタはローカル ハブ クラスタのみと接続し、他のハブ クラスタまたは他のスポーク クラ
スタとは直接接続しません。

グローバル ダイヤル プラン インポート済みカタログ
ただし、サードパーティシステムに URI ダイヤリングの互換性を提供するために、ILS ネット
ワークの任意のハブ クラスタに CSV ファイルからサードパーティ ディレクトリ URI カタログ
または+E.164番号のカタログを手動でインポートできます。ILSは、インポートされたカタロ
グを保持し、そのカタログをネットワーク内の他のクラスタに複製します。ILS ネットワーク
内の任意のサーバから、サードパーティディレクトリ Uri または + E: 164 番号のカタログのい
ずれかをダイヤルできます。

ILS ネットワーキング キャパシティ
ILS ネットワークを計画する際に念頭に置くべき推奨キャパシティは以下のとおりです。

• ILS ネットワーキングは最大 10 個のハブ クラスタをサポートしており、ハブあたりのス
ポーク クラスタ数は 20 個であるため、合計で最大 200 個のクラスタを使用できます。ハ
ブとスポークの組み合わせによるトポロジは、各クラスタ内で多数の TCP 接続が作成さ
れるのを回避するために使用します。

• ハブ クラスタとスポーク クラスタを最大数まで、またはそれを超えて使用すると、パ
フォーマンスに影響が出る可能性があります。1 つのハブに多数のスポーククラスタを追
加すると余分な接続が作成され、メモリまたは CPU の処理量が増加する可能性がありま
す。1 つのハブ クラスタに接続するスポーク クラスタは 20 個以下にすることを推奨しま
す。

• ILS ネットワーキングは、追加の CPU 処理をシステムに追加します。CPU 使用率と同期
時間は、クラスタ全体で同期されているレコードの数によって異なります。ハブアンドス
ポークトポロジを計画する場合は、ハブクラスタの CPU が負荷を処理するように設定さ
れていることを確認します。

これらの推奨事項は、システムテストに基づいており、リソース使用率を考慮しています。シ
ステムでは、これらの推奨事項を超えないようにすることはできませんが、リソースの過大な
負荷にさらされるリスクがあります。最適なパフォーマンスを得るには、上記のキャパシティ
を推奨します。

（注）
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ILS の要件
ネットワークを研究し、ILS トポロジを設計します。

ソリューション リファレンス ネットワーク デザインの詳細については、『Cisco Unified
Communications ソリューション リファレンス ネットワーク デザイン』ガイド
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-implementation-design-guides-list.html）を参
照してください。

ILS 設定のタスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ Id とリモートクラスタを設定
するために、Intercluster ルックアップ
サービスをアクティブにします。

クラスタ間検索サービスの有効化（220
ページ）

ステップ 1

ILSネットワーク内の各クラスタに対し
て、一意の識別子を指定します。

クラスタ ID の設定 （220 ページ）ステップ 2

ILSネットワーク内でリモートクラスタ
を設定します。

リモートクラスタの設定（221ページ）ステップ 3

ネットワーク内の最初の ILS ハブ クラ
スターで ILS をアクティブにする

さまざまなクラスタの ILSをアクティブ
にするには、次のタスクを実行します。

ステップ 4

ILSネットワークの各クラスタ
は、ハブ クラスタまたはス
ポーク クラスタのいずれかに
設定する必要があります。

（注）• ハブ クラスタでの ILS のアクティ
ブ化 （222 ページ）

• スポーククラスタでの ILSの有効化
（223 ページ）

ILS ネットワーク内のクラスタ間で TLS
認証を使用します。

(クラスタ間の認証を設定します。デバ
イスを選択するには、次のいずれかの手
順を使用します。

ステップ 5

ILSネットワーク内のリモートクラスタ
間でパスワード認証を使用します。• クラスタ間での TLS 認証の有効化

（224 ページ） クラスタ間の自己署名証明書を交換せず
に、共通の認証局 (CA) の署名付き証明• クラスタ間でのパスワード認証の有

効化 （225 ページ） 書を使用して ILSネットワークをセット
• クラスタ間でパスワード認証付きの

TLS を有効にする （225 ページ）
アップするには、TLSおよびパスワード
認証を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

(グローバルダイヤルプランのレプリケー
ションの ILSサポートを有効にして、参

グローバル ダイヤル プラン レプリケー
ションの ILS サポートを有効にする （
236 ページ）

ステップ 6

加している ILS対応クラスタ間でダイヤ
ルプラン情報を共有します。

（省略可）サードパーティシステムとの
URIダイヤル互換性を提供するために、

ILS ネットワークへのカタログのイン
ポート （227 ページ）

ステップ 7

サードパーティディレクトリURIまたは
＋E.1.164番号ディレクトリを手動でcsv
ファイルからILSネットワーク内の任意
のハブクラスタに導入することができま
す。

クラスタ間検索サービスの有効化
クラスタ Id とリモートクラスタを設定するには、インタークラスタルックアップサービスを
アクティブにする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability から、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）] を選択します。

ステップ 2 サーバのドロップダウンリストから、Ciscoクラスタ間の検索サービスをアクティブにするノー
ドを選択し、開始をクリックします。

ステップ 3 シスコ クラスタ間検索サービス

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

クラスタ ID の設定 （220 ページ）

クラスタ ID の設定
ILS ネットワーク内の各クラスタに対して、一意のクラスタ ID を設定する必要があります。
また、固有のピア ID を使用していることも確認する必要があります。クラスタは、ステータ
スメッセージを交換するときに、この一意のクラスタ ID とピア ID を使用します。

たとえば、4 つの Cisco Unified Communication Manager クラスタがある既存の ILS ネットワー
クに別のクラスタを追加する場合は、新しいクラスタで ILSを設定した後、そのクラスタを既
存の ILS ネットワークの任意のハブ クラスタに登録できます。ILS は、既存のネットワークに
あるすべてのクラスタについて、新しいクラスタに自動的に通知します。
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ILS ネットワークの各クラスタは更新メッセージをやり取りします。これはピア情報ベクター
と呼ばれ、ネットワーク内の各クラスタのステータスをリモートクラスタに知らせることを目
的としています。更新メッセージには、ネットワーク内の既知のクラスタに関する次の情報が
含まれます。

• クラスタ ID

• パブリッシャーのピア Id

• クラスタの説明とバージョン

• ホストの完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定します。

• ILS がアクティブ化されているクラスタ ノードの IP アドレスとホスト名

ネットワーク内のクラスタごとに一意の識別子を設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

クラスタ間検索サービスの有効化 （220 ページ）

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified Communication Manager, システム > エンタープライズパラメータを選択します。

ステップ 3 [エンタープライズパラメータ設定 ( Configuration )] [設定 (Configuration)] ウィンドウクラスタ
ID] フィールドに、ネットワーク内で設定するクラスタの名前を入力します。

最大 50 文字を入力できます。入力できる文字は、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）で
す。デフォルトでは、StandAloneCluster に設定されています。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

リモートクラスタの設定 （221 ページ）

リモートクラスタの設定
ILS ネットワーク内のリモートクラスタを設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

クラスタ ID の設定 （220 ページ）

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
221

ダイヤル プランの設定
リモートクラスタの設定



手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[詳細機能（Advanced Features）] > [クラスタ ビュー（Cluster
View）] を選択します。

ステップ 2 [リモートクラスタの検索と一覧表示]ウィンドウで、以前作成したリモートクラスタを選択し
ます。

ステップ 3 このウィンドウから、クラスタ間のエクステンション モビリティ、TFTP、RSVP エージェン
トといったサービスをリモート クラスタ用に設定できます。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

• ハブ クラスタでの ILS のアクティブ化 （222 ページ）
• スポーククラスタでの ILS の有効化 （223 ページ）

ハブ クラスタでの ILS のアクティブ化
ILSネットワークの各クラスタは、ハブクラスタまたはスポーククラスタのいずれかに設定す
る必要があります。各 ILS ネットワークには、少なくとも 1 つのハブ クラスタが必要です。他
のハブ クラスタにハブ クラスタを接続することも、ネットワークの唯一のハブ クラスタとし
てハブ クラスタを設定することもできます。また、複数のスポーク クラスタにハブ クラスタ
を接続することも、スポーク クラスタを使用することなくハブ クラスタを設定することもで
きます。

ILS ネットワークのハブ クラスタで ILS をアクティブ化するには、次の手順を実行します。

始める前に

リモートクラスタの設定 （221 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードにログインします。

ステップ 2 [高度な機能（Advanced Features）] > [ILS の設定（ILS Configuration）] を選択します。

ステップ 3 [ILS の設定（ILS Configuration）] ウィンドウで、[ロール（Role）] ドロップダウンリストから
[ハブ クラスタ（Hub Cluster）] を選択し、[保存（Save）] をクリックします。

ステップ 4 [ILS 設定の登録（ILS Configuration Registration）] ポップアップ ウィンドウで、[登録サーバ
（Registration Server）] テキスト ボックスを空欄にしたままで [OK] をクリックします。
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次のタスク

• スポーククラスタでの ILS の有効化 （223 ページ）

スポーククラスタでの ILS の有効化
ILS ネットワーク内のスポーク クラスタは ILS 更新を ILS ネットワークの他の部分とやり取り
するために、接続されているハブクラスタに依存して、これを中継してもらいます。スポーク
クラスタの ILS をアクティブにするには、次の手順に従います。

始める前に

• クラスタ ID の設定 （220 ページ）
• リモートクラスタの設定 （221 ページ）

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administration で、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILSの設定（ILS
Configuration）] を選択します。

ステップ 3 [ロール（Role）] ドロップダウン リストから、[スポーク クラスタ（Spoke Cluster）] を選択
し、[保存（Save）] をクリックします。

ステップ 4 [ILS 設定の登録（ILS Configuration Registration）] ポップアップ ウィンドウで、[登録サーバ
（Registration Server）] テキストボックスに表示された ILS ネットワークにある既存ハブ クラ
スタのパブリッシャノードの IP アドレス、または完全修飾ドメイン名を入力して、[OK] をク
リックします。

ステップ 5 [ILS クラスタとグローバル ダイヤル プラン インポート カタログ（ILS Clusters and Global Dial
Plan Imported Catalogs）] セクションでネットワークを表示して、ILS ネットワークが設定され
ていることを確認します。

すべてのネットワークが表示されたら、ILSネットワークでクラスタディスカバリが設定され
ています。

次のタスク

次のオプションのいずれかの手順を実行します。

• クラスタ間でパスワード認証付きの TLS を有効にする （225 ページ）

• クラスタ間での TLS 認証の有効化 （224 ページ）

• クラスタ間でのパスワード認証の有効化 （225 ページ）

• グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILS サポートを有効にする（236 ページ）
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クラスタ間での TLS 認証の有効化
(ILSネットワーク内のリモートクラスタ間の通信を暗号化するには、次の手順を使用します。

始める前に

クラスタ間のトランスポート層セキュリティ（TLS）認証を使用するには、ILSネットワーク
内の各クラスタの発行元ノード間でTomcat証明書を交換する必要があります。Cisco Unified
Operating System Administration から、証明書の一括管理機能を使用して、以下を行います。

• ネットワーク内の各クラスタで、証明書をパブリッシャノードから中央ロケーションにエ
クスポートする。

• ILSネットワーク内のすべてのパブリッシャノードサーバから、エクスポートされた証明
書を統合する。

• ネットワーク内の各クラスタで、そのクラスタのパブリッシャノードに証明書をインポー
トする。

クラスタ間の TLS 認証を有効にする方法の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager アドミニストレーション ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administration で、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILSの設定（ILS
Configuration）] を選択します。

ステップ 3 [ILS 設定（ILS Configuration）] ウィンドウで、ILS 認証の下の [TLS 認証を使用（Use TLS
Certificates）] のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

次のオプションのいずれかの手順を実行します。

• クラスタ間でのパスワード認証の有効化 （225 ページ）

• グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILS サポートを有効にする（236 ページ）
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クラスタ間でのパスワード認証の有効化
リモートクラスタ間でパスワード認証を使用する場合は、ILSネットワーク内のクラスタ間で
行われるすべての通信にパスワードを割り当てます。

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administration で、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILSの設定（ILS
Configuration）] を選択します。

ステップ 3 [ILSの設定（ILS Configuration）] ウィンドウで、ILS 認証の下の [パスワードを使用（Use
Password）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [パスワードを使用（Use Password）] テキストボックスにパスワードを入力します。

ネットワーク内のすべてのクラスタを同じパスワードで設定する必要があります。（注）

ステップ 5 [パスワードの確認（Confirm Password）] テキストボックスにパスワードを再入力します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

次の任意の手順を実行します。

• クラスタ間での TLS 認証の有効化 （224 ページ）

• グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILS サポートを有効にする（236 ページ）

クラスタ間でパスワード認証付きの TLS を有効にする

始める前に

クラスタ間で証明書を交換せずにトランスポートレイヤセキュリティ (TLS) とパスワード認証
を使用するには、証明機関のルート証明書を Tomcat の信頼にアップロードし、証明書によっ
て署名された Tomcat 証明書を取得する必要があります。認証ルート証明書。次に、証明書が
同じクラスタに再度インポートされます。すべてのクラスタに対して同じパスワードを使用し
て証明書がアップロードされると、クラスタを Intercluster ルックアップサービス (ILS) ネット
ワークに接続できます。

クラスタ間の TLS 認証を有効にする方法の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager アドミニストレーション ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administration で、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILSの設定（ILS
Configuration）] を選択します。

ステップ 3 [ILSの設定（ILS Configuration）] ウィンドウで、[ILS認証（ILS Authentication）] の下にある
[TLS証明書を使用（Use TLS Certificates）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ILSの設定（ILS Configuration）] ウィンドウで、ILS 認証の下の [パスワードを使用（Use
Password）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [パスワードを使用（Use Password）] テキストボックスにパスワードを入力します。

ネットワーク内のすべてのクラスタを同じパスワードで設定する必要があります。（注）

ステップ 6 [パスワードの確認（Confirm Password）] テキストボックスにパスワードを再入力します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

（任意）グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILS サポートを有効にする（236 ペー
ジ）

グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効に
する

（任意）ローカル クラスタのグローバル ダイヤル プラン レプリケーションの ILS サポートを
有効にするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administration で、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILS 設定（ILS
Configuration）] を選択します。

ステップ 3 [ILS 設定（ILS Configuration）] ウィンドウで、[グローバル ダイヤル プラン レプリケーション
データとリモート クラスタの交換（Exchange Global Dial Plan Replication Data with Remote
Clusters）] のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [アドバタイズルート文字列（Advertised Route String）] テキスト ボックスで、ローカル クラス
タのルート文字列を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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URI パターン（user@domain）をアドバタイズするときは、[SIPプロファイルの設定
（SIP Profile Configuration）] ウィンドウで、[ダイヤル文字列の解釈（Dial String
Interpretation）] フィールドが [常にすべてのダイヤル文字列をURIアドレスとして処
理（Always treat all dial strings as URI addresses）] に設定されていることを確認します。
これは、デバイスがディレクトリ番号パターンとしてユーザセクションの数字のみを
使用してURI学習パターンにダイヤルするのを防ぐことが目的です。その代わりに、
ILS を介して、ユーザセクションのテキスト文字列を使用して URI パターンのみをア
ドバタイズすることもできます。

（注）

次のタスク

ILS ネットワークへのカタログのインポート （227 ページ）

ILS ネットワークへのカタログのインポート
（省略可）サードパーティ システムに URI ダイヤリング互換性を持たせるためには、サード
パーティの Directory URI または +E.164 番号カタログを、csv ファイルから ILS ネットワーク
のハブクラスタに手動でインポートします。ILSネットワークにカタログをインポートするに
は、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）] で、[コール
ルーティング（Call Routing）] > [グローバルダイヤルプラン複製（Global Dial Plan
Replication）] > [インポートしたグローバルダイヤルプランカタログ（Imported Global Dial
Plan Catalogs）] を選択します。

ステップ 2 [インポートしたグローバル ダイヤル プラン カタログの検索とリスト（Find and List Imported
Global Dial Plan Catalogs）] ウィンドウで、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 カタログの名前、説明、ルート文字列を入力して、[保存（Save）] とクリックします。

ステップ 4 [Cisco Unified CM Administration （Cisco Unified Communications Manager Administration）] で、
[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイルのアップロード/ダウンロード（Upload/Download
Files）] を選択します。

ステップ 5 [選択（Choose）] をクリックし、カタログとしてインポートする CSV ファイルを選択します。

ステップ 6 [ターゲットの選択（Select the Target）] ドロップダウン リストから [インポート済みディレク
トリURIおよびパターン（Imported Directory URIs and Patterns）] を選択します。

ステップ 7 [トランザクションタイプの選択（Select Transaction Type）] ドロップダウン リストから [イン
ポート済みディレクトリURIおよびパターンの挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]
を選択します。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。
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ILS の連携動作および制限

ILS の連携動作
表 16 : ILS の連携動作

データのやり取り機能

ILS のクラスタ検出を使用すると、管理者がそれらのクラスタ間の接続を手
動で設定しなくても Cisco Unified Communications Manager はリモート クラス
タの詳細を動的に学習できます。

ILS ネットワークの各クラスタは更新メッセージをやり取りします。これは
ピア情報ベクターと呼ばれ、ネットワーク内の各クラスタのステータスをリ
モートクラスタに知らせることを目的としています。更新メッセージには、
ネットワーク内の既知のクラスタに関する次の情報が含まれます。

• クラスタ ID
• クラスタの説明とバージョン
• ホストの完全修飾ドメイン名
• ILS がアクティブ化されているクラスタ ノードの IP アドレスとホスト

名

[詳細機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）] を選
択すると、ILS クラスタ検出機能が Cisco Unified CM Administration で表示で
きるリモートクラスタのリストを自動的に読み込みます。このウィンドウか
ら、リモート クラスタの Extension Mobility Cross Cluster、TFTP、RSVP エー
ジェントなどのサービスを設定できます。

[クラスタビュー（Cluster View）] に表示されるリモート クラスタ
の完全修飾ドメイン名には、ILS 検出で解決可能な DNS を指定す
る必要があります。

（注）

クラスタの検出

ILS ネットワークでグローバル ダイヤル プラン レプリケーションが有効な
場合、ILS ネットワーク内のリモート クラスタは次のデータを含め、グロー
バル ダイヤル プラン データを共有します。

• ディレクトリURI
• 代替番号
• 代替番号パターン
• ルート文字列
• PSTN フェールオーバー番号

グローバル ダ
イヤル プラン
レプリケーショ
ン
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データのやり取り機能

ILS ベースのネットワークで、発信者番号に基づいて着信コールをブロック
するには、SIP ルートパターンのパーティションを発信者の CSS に含める必
要があります。たとえば、コールが SIP トランクから発信される場合、SIP
トランク受信 CSS には sip ルートパターンのパーティションが含まれている
必要があります。

着信コール

ILS の制限
表 17 : ILS の制限

説明制限事項

ILS サービスは、Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードで
のみ動作します。

ILS サービス

ハブクラスタは複数のスポークを持つことができますが、スポーククラス
タは 1 つのハブ クラスタしか持つことができません。

クラスタ

サードパーティ コール制御システムを ILS ネットワークに接続することは
できません。

ILSネットワーク

サードパーティのカタログは、ハブクラスタにのみインポートできます。クラスタイン
ポート

取得した ILS クラスタに、別のリモートクラスタからの重複した Uri が含
まれている場合、その URI にコールが配置されると、その uri が取得され
てデータベースに挿入されているクラスタにルーティングされます。

重複した URI

グローバルダイヤルプランデータは ILS ネットワーク上で正常に交換され
ますが、ILS 受信クラスタはデータベースレプリケーションステータスを
完了するまで、学習した情報をデータベースに書き込みません。

データベースの
複製ステータ
ス。

インポートされたサードパーティディレクトリUriおよびパターンの場合、
[管理ウィンドウ] サンプルファイルに示されているように、CSV ファイル
形式は正確なシンタックスに一致する必要があります。それ以外の場合、
インポートは失敗します。

インポート
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説明制限事項

ILSネットワークに追加のハブクラスタを追加するときは、プライマリ ILS
ハブノードで、次の条件が満たされていることを確認します。

• クラスタ ID は、ILS クラスタ内のすべてのハブノードで一意です。

• 完全修飾ドメイン名（FQDN）

• UDS と EM サービスは、ILS クラスタ内のすべてのハブノードで実行
されています

• DNS プライマリおよびリバース解決は正常に動作しています。

• すべてのハブノードから統合 Tomcat 証明書をインポートします。

あるいは、クラスタのリブートまたはエラーの修正後も [ 検索とリストリ
モートクラスタ ] ウィンドウに「バージョン」情報が表示されることはあ
りません。この回避策は、ILS ネットワークからハブクラスタを削除し、
上記の要件に従って、ハブクラスタを ILS ネットワークに再追加すること
です。

ILS ハブ
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第 26 章

グローバル ダイヤル プラン レプリケー
ションの設定

• グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの概要 （231 ページ）
• グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの要件 （234 ページ）
• グローバル ダイヤル プラン レプリケーションのタスク フロー （234 ページ）

グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの概要
グローバルダイヤルプランのレプリケーションを使用して、複数のクラスタルックアップサー
ビス (ILS) ネットワークにまたがるグローバルダイヤルプランを作成します。ネットワーク全
体でグローバル ダイヤル プラン レプリケーションを有効にすると、1 つのクラスタのダイヤ
ル プラン コンポーネントを設定するだけで、ILS によって ILS ネットワーク全体にその情報が
複製されます。

グローバル ダイヤル プラン レプリケーションが有効な場合、ILS ネットワーク内の各クラス
タが、それぞれのグローバル ダイヤル プランのデータを ILS ネットワークにアドバタイズし
ます。このデータには、ローカルで設定されたグローバル ダイヤル プランのデータや、他の
クラスタから学習したデータが含まれます。グローバル ダイヤル プランのデータには、次の
ようなものがあります。

• ユニバーサル リソース識別子（URI）

• 代替番号

• アドバタイズ パターン

• PSTN フェールオーバー

• ルート文字列

• 学習されたグローバル ダイヤル プラン データ

• インポート済みグローバル ダイヤル プラン データ
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[ディレクトリURI（Directory URIs）]

[ILS 経由でグローバルにアドバタイズ（Advertise Globally via ILS）] オプションを選択すると、
ローカルに設定されたディレクトリ URI の完全なカタログが ILS によってアドバタイズされま
す。URI ダイヤリングの設定方法の詳細については、「URI ダイヤルの概要 （245 ページ）」
を参照してください。

代替番号

代替番号によりグローバルにルーティング可能な番号を設定することができ、ILS ネットワー
ク内のどこからでもダイヤル可能になります。Cisco Unified Communications Manager では、次
の 2 つのタイプの代替番号を作成できます。

• エンタープライズ代替番号

• +E.164 代替番号

アドバタイズ パターン

アドバタイズ パターンを使用すると、代替エンタープライズ番号または +E.164 番号の範囲を
まとめたルーティング手順を作成し、そのパターンを ILS ネットワーク全体に複製すること
で、ILS ネットワーク内のすべてのクラスタがパターンを認識できるようになります。アドバ
タイズされたパターンを使用すると、代替番号ごとにルーティング情報を設定する必要がなく
なります。アドバタイズ パターンが設定されたローカル クラスタでは、アドバタイズ パター
ンを使用しないでください。アドバタイズパターンは、ILSでパターンを認識するリモートク
ラスタでのみ使用します。また、ILS によってアドバタイズされたパターンに関する PSTN
フェールオーバー情報を設定することもできます。

PSTN フェールオーバー

Unified Communications Manager は、PSTN フェールオーバーを使用して、ILS を通じて学習さ
れたパターン、代替番号、またはディレクトリのURIに対して発信されたコールのみを再ルー
ティングします。Communications Manager は、ローカルに設定されたパターン、代替番号、お
よびディレクトリの URI に対して発信されたコールについては、PSTN フェールオーバー番号
に再ルーティングしません。

グローバル ダイヤル プラン レプリケーションが有効な場合は、学習ディレクトリ URI、学習
番号、学習パターンに関する PSTN フェールオーバー ルールを複製するように ILS を設定でき
ます。発信コールのダイヤル文字列が、学習されたパターン、学習された代替番号、または学
習されたディレクトリの URI と一致しており、Unified Communications Manager が SIP 経由で
コールをルーティングできない場合、Unified Communications Manager は発信側の自動代替ルー
ティング（AAR）CSS を使用して、関連付けられている PSTN フェールオーバー番号にコール
を再ルーティングします。

ルート文字列

ILS は ILS ネットワークにローカル ルート文字列をアドバタイズします。グローバル ダイヤル
プラン データの各要素は、その要素のホーム クラスタを特定するルート文字列に関連付けら
れます。リモート クラスタは、ルート文字列と SIP ルート パターンを使用して、ILS ネット
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ワーク内のさまざまなクラスタへのルーティングを行います。リモートクラスタのユーザが、
ILS を介して学習されたディレクトリ URI または代替番号にダイヤルすると、Unified
Communications Manager は、関連付けられたルート文字列と SIP ルート パターンを照合して、
SIP ルート パターンで指定されているトランクにコールをルーティングします。

ユーザがクラスタにルート文字列を割り当てると、ILS は、そのルート文字列を同じクラスタ
（ローカルに設定されたディレクトリ URI、代替番号、アドバタイズされたパターン、PSTN
フェールオーバー情報を含む）に対してローカルである全グローバル ダイヤル プラン データ
に割り当てます。

SIP ルート パターン名にダッシュが含まれる場合、ダッシュ間に数字が含まれていないことを
確認する必要があります。ただし、ダッシュが2つ以上ある場合は、文字と数字または文字の
みの組み合わせを使用できます。

SIP ルート パターンの良い例と悪い例は次のとおりです。

正しいパターン：

• abc-1d-efg.xyz.com

• 123-abc-456.xyz.com

無効なパターン：

• abc-123-def.xyz.com

• 1bc-2-3ef.xyz.com

（注）

学習されたグローバル ダイヤル プラン データ

Unified Communications Manager が ILS 経由で学習したグローバル ダイヤル プラン データは
ローカル データベースに保存されます。ローカルで設定されたグローバル ダイヤル プランの
データ以外に、ILS は、ローカル クラスタが ILS ネットワーク内の他のクラスタから学習した
すべてのグローバル ダイヤル プランのデータをアドバタイズします。これにより、アドバタ
イズされたすべてのデータが、ILS ネットワーク内の各クラスタに到達します。学習グローバ
ルダイヤルプランのデータには、学習したディレクトリURIや学習した代替番号、代替パター
ン、学習した PSTN フェールオーバー ルール、学習したルート文字列などが含まれます。

Cisco Unified CM Administration で、次のタイプの学習されたグローバル ダイヤル プラン デー
タを表示できます。

• [学習代替番号（Learned Alternate Numbers）]

• [学習エンタープライズ番号と学習 +E.164 パターン（Learned Enterprise and +E.164 Patterns）]

• [学習ディレクトリ URI（Learned Directory URIs）]
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インポート済みグローバル ダイヤル プラン データ

Unified Communications Manager を使用すると、グローバルダイヤルプランデータを CSV ファ
イルから ILS ネットワーク内の任意のハブクラスタにインポートできます。Cisco Unified
Communications Manager を使用すれば、グローバル ダイヤル プラン データを CSV ファイルか
ら ILS ネットワーク内の任意のハブ クラスタにインポートできます。ILS では、このインポー
ト済みグローバルダイヤルプランデータを ILSネットワーク全体に複製します。これにより、
Cisco Unified Communications Manager をシスコテレプレゼンスビデオ通信サーバー またはサー
ドパーティのコール制御システムと相互運用することができます。インポートされたグローバ
ル ダイヤル プランのデータには、ディレクトリ URI や +E.164 パターン、シスコテレプレゼン
スビデオ通信サーバー またはサードパーティのコール制御システムの CSV ファイルから手動
でインポートした PSTN フェールオーバー ルールなどが含まれます。

インポート済みデータに含まれているのは、Cisco Unified Communications Manager に手動でイ
ンポートされたグローバル ダイヤル プラン データだけです。インポート済みグローバル ダイ
ヤル プラン データに、ILS を通じて学習されたデータは含まれていません。

（注）

グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの要件
の手順に従って、で ILSネットワークをセットアップしますILS設定のタスクフロー（219ペー
ジ）。

グローバル ダイヤル プラン レプリケーションのタスク
フロー

手順

目的コマンドまたはアクション

参加している ILS対応のクラスタ間でダ
イヤルプラン情報を共有できるように、

グローバル ダイヤル プラン レプリケー
ションの ILS サポートを有効にする （
236 ページ）。

ステップ 1

グローバル ダイヤル プラン レプリケー
ションの ILSサポートを有効にします。

（省略可）クラスタ間でダイヤル可能な
代替番号を設定するには、代替番号のレ
プリケーションを設定します。

代替番号の設定 （236 ページ）。ステップ 2

（省略可）パターンを使用して代替番号
を集約するには、アドバタイズされたパ

代替番号のアドバタイズパターンの設定
（237 ページ）。

ステップ 3

ターンをセットアップして、パターンの

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
234

ダイヤル プランの設定
グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの要件



目的コマンドまたはアクション

PSTNフェールオーバールールを指定し
ます。

（省略可）特定のディレクトリ URI ま
たは代替番号のPSTNフェールオーバー

PSTNフェールオーバーの設定（238ペー
ジ）。

ステップ 4

番号をセットアップするには、特定の電
話番号に関連付けられているすべての
ディレクトリ URI および代替番号の
PSTNフェールオーバー番号として代替
番号を指定します。

（省略可）ILS を通して、ルート パー
ティションをローカル クラスタが学習

学習番号とパターンのパーティションの
設定 （239 ページ）。

ステップ 5

する代替の番号およびパターンに指定し
ます。

（省略可）ローカルの Unified
Communications Manager クラスタが、学

学習パターンのブロック （240 ペー
ジ）。

ステップ 6

習した代替番号または学習した代替番号
パターンにコールをルーティングするの
を防ぐために、そのクラスタでローカル
のブロッキングルールを設定できます。

データベースの制限を設定して、Unified
Communications Manager がローカル デー

学習されたデータに対するデータベース
制限の設定 （241 ページ）。

ステップ 7

タベースに書き込むことができる学習オ
ブジェクトの数を決定します。

（省略可）ILS ネットワークを Cisco
TelePresence Video Communication Server

グローバル ダイヤル プランのデータを
インポート （241 ページ）。

ステップ 8

またはサードパーティのコール制御シス
テムと相互運用する場合は、他のシステ
ムの CSV ファイルから ILS ネットワー
ク内のハブクラスタにディレクトリURI
のカタログをインポートします。

次のタスク

クラスタ全体でディレクトリのユニバーサルリソース識別（URI）をダイアルするには、ロー
カル クラスタに URI ダイヤルをセットアップします。詳細については、「URI ダイヤルの概
要 （245 ページ）」を参照してください。
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グローバルダイヤルプランレプリケーションの ILSサポートを有効に
する

ローカル クラスタのグローバル ダイヤル プラン レプリケーションの ILS サポートを有効にす
るには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager のパブリッシャ ノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administration から、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILS 設定（ILS
Configuration）] を選択します。

ステップ 3 [リモートクラスタとのグローバルダイヤルプランのレプリケーションデータの交換（Exchange
Global Dial Plan Replication Data with Remote Clusters）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [アドバタイズルート文字列（Advertised Route String）] テキスト ボックスで、ローカル クラス
タのルート文字列を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

代替番号の設定
エンタープライズ代替番号または +E.164 代替番号を作成し、電話番号と代替番号を関連付け
ます。代替番号をダイヤルすると、関連する電話番号に登録されている電話機の呼び出し音が
鳴ります。

設定したそれぞれの代替番号は、単一の電話番号に関連付ける必要があります。ただし、その
電話番号はエンタープライズ代替番号と +E.164 代替番号の両方に同時に関連付けることがで
きます。

（注）

始める前に

グローバル ダイヤル プラン レプリケーションの ILS サポートを有効にする （236 ページ）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ディレクトリ
番号（Directory Number）] を選択します。

ステップ 2 [ディレクトリ番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）] ウィンドウから、代替
番号を関連付ける電話番号を検索して選択します。
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ステップ 3 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウから、割り当てる代替
番号のタイプに応じて次のいずれかのオプションをクリックします。

• [エンタープライズ代替番号の追加（Add Enterprise Alternate Number）]

• [+E.164代替番号の追加（Add +E.164 AlternateNumber）]

ステップ 4 [番号マスク（Number Mask）] フィールドで、電話番号に適用する番号マスクを入力します。

[代替番号（Alternate Number）] フィールドには、Cisco Unified Communications Manager が番号
マスクを適用した後にどのように代替番号が表示されるかが示されます。

ステップ 5 （省略可）代替番号のローカル ルーティングを有効にするには、次の手順を実行します。

a) [ローカルルートパーティションに追加（Add to Local Route Partition）] チェック ボックス
をオンにします。

b) [ルートパーティション（Route Partition）] ドロップダウン リストから、ローカル コーリ
ング サーチ スペースに割り当てられるルート パーティションを選択します。

ステップ 6 （省略可）番号パターンを使用してこの代替番号のクラスタ間ルーティングを設定する場合、
[保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 （省略可）この代替番号のクラスタ間ルーティングを設定する場合、代替番号の [ILS 経由で
グローバルにアドバタイズ（Advertise Globally via ILS）] チェック ボックスをオンにします。

ステップ 8 （省略可）この代替番号に PSTN フェールオーバー番号を割り当てる場合、[PSTN のフェール
オーバー（PSTN failover）] ドロップダウン リストから、PSTN フェールオーバーとして番号
を割り当てます。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

代替番号のアドバタイズパターンの設定 （237 ページ）。

代替番号のアドバタイズパターンの設定
アドバタイズされたパターンを使用して、エンタープライズの代替番号の範囲または E.i の代
替番号を要約します。このパターンを ILSネットワークに通知して、クラスタ間でパターンに
一致する番号への発信を可能にすることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [グローバル ダ
イヤル プラン レプリケーション（Global Dial Plan Replication）] > [アドバタイズ パターン
（Advertised Patterns）] の順に選択します。

ステップ 2 [アドバタイズされたパターンの検索と一覧表示（Find and List Advertised Patterns）] ウィンド
ウで、次のいずれかを実行します。
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• 既存のパターンを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• 新しいパターンを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [パターン（Pattern）]フィールドに、番号パターンを入力します。たとえば、54XXXは、54000
～ 54999 の範囲の番号を要約しています。

ステップ 4 [パターンタイプ（Pattern Type）] フィールドで、[エンタープライズ番号パターン（Enterprise
Number Pattern）] または「E.164番号パターン（E.164 Number Pattern）] を選択します。

ステップ 5 ラジオボタンで、PSTN フェールオーバーを適用するかどうかを選択します。

• [PSTNフェールオーバーを使用しない（Don't use PSTN Failover）]
• [パターンをPSTNフェールオーバーとして使用する（Use Pattern as PSTN Failover）]
• [削除桁数および付加番号をパターンに適用してPSTNフェールオーバーに使用する（Apply

Strip Digits and Prepend Digits to Pattern and Use for PSTN Failover）]：このオプションを選択
する場合、[PSTNフェールオーバー削除桁数（PSTN Failover Strip Digits）] および [PSTN
フェールオーバー付加番号（PSTN Failover Prepend Digits）] フィールドに数字を入力しま
す。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

PSTN フェールオーバーの設定
ディレクトリ URI または代替番号の PSTN フェールオーバー番号を割り当て、PSTN フェール
オーバー番号を ILSネットワークにアドバタイズするには、次の手順を実行します。リモート
クラスタでは、学習ディレクトリ URI または学習代替番号へのコールに PSTN フェールオー
バー番号を使用できます。

始める前に

代替番号のアドバタイズパターンの設定 （237 ページ）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ディレクトリ
番号（Directory Number）] を選択します。

ステップ 2 [電話番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）] ウィンドウから、PSTN フェー
ルオーバー番号を割り当てるディレクトリURIまたは代替番号に関連付けられる電話番号を検
索して選択します。
が表示されます。

ステップ 3 (PSTN フェールオーバーとして使用する代替番号が存在しない場合は、[ ディレクトリ番号の
設定 ] ウィンドウで、割り当てる代替番号のタイプに応じて、次のいずれかのオプションを選
択します。

• [エンタープライズ代替番号の追加（Add Enterprise Alternate Number）]
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• [+E.164 代替番号の追加（Add +E.164 AlternateNumber）]

ステップ 4 [PSTN のフェールオーバー（PSTN Failover）] ドロップダウン リストで、PSTN フェールオー
バーとして使用する代替番号を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager は、その PSTN フェールオーバー番号を電話番号に関連
付けます。グローバル ダイヤル プラン レプリケーションは、電話番号に割り当てられるすべ
てのディレクトリ URI および代替番号の PSTN フェールオーバー番号として、その番号を ILS
ネットワークにアドバタイズします。

次のタスク

学習番号とパターンのパーティションの設定 （239 ページ）。

学習番号とパターンのパーティションの設定
パーティションに学習番号と学習パターンを割り当てる必要があります。独自のパーティショ
ンを定義することも、事前定義されたデフォルトのパーティションを使用することもできま
す。Unified Communication Manager は学習代替番号と番号パターンに対して、次の事前定義さ
れたパーティションでインストールされます。

• グローバル学習エンタープライズ番号

• グローバル学習 E.164 番号

• グローバル学習エンタープライズ パターン

• グローバル学習 E.164 パターン

NULL パーティションに学習番号または学習パターンを割り当てることはできません。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [グローバル ダ
イヤル プラン レプリケーション（Global Dial Plan Replication）] > [学習した番号とパターン
のパーティション（Partitions for Learned Numbers and Patterns）] を選択します。

ステップ 2 学習番号とパターンのパーティションの設定フィールドと設定オプションの詳細については、
システムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
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また、パーティションの番号にコールを配置するために、発信者が使用する呼び出し
先の検索スペースにもルートパーティションが存在する必要があります。

（注）

学習パターンのブロック
ローカル クラスタで、特定のエンタープライズ代替番号、+E.164 代替番号、または ILS を通
じて学習された番号パターンに対するコール ルーティングを防止するブロッキング ルールを
設定する場合は、このオプションのタスクを実行します。

コールを学習した番号または学習したパターンにルーティングする前に、ILS はローカル ブ
ロッキング ルールがダイヤル文字列に一致するかどうかを確認します。ブロッキング ルール
と一致する場合、Unified Communications Manager はコールをルーティングしません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[コールルーティング（Call Routing）] > [グローバルダイ
ヤルプランレプリケーション（Global Dial Plan Replication）] > [学習した番号とパターンのブ
ロック（Block Learned Numbers and Patterns）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• 既存のブロッキングルールを選択して編集するには、[検索（Find）] をクリックして、し
ます。

• 新しいルート パターンを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [パターン（Pattern）] フィールドに、ブロックするパターンまたは番号を入力します。たとえ
ば、2065551212 へのコールをブロックするのに、206XXXXXXX というパターンを使用できま
す。

ステップ 4 ダイヤル文字列プリフィックスに基づいてコールをブロックする場合は、[プレフィックス
（Prefix）] を入力します。

ステップ 5 コールが特定のクラスタに送信されないようにブロックする場合は、そのクラスタの [クラス
タID（Cluster ID）]を入力します。

ステップ 6 [パターンタイプ（Pattern Type）] ドロップダウン リストから、ブロッキング ルールを適用す
る方法を選択します。

• [任意（Any）]：エンタープライズ番号パターンと +E.164 パターンの両方にブロッキング
ルールを適用する場合は、このオプションを選択します。

• [エンタープライズパターン（Enterprise Pattern）]：エンタープライズ番号パターンにのみ
ブロッキング ルールを適用する場合は、このオプションを選択します。

• [+E.164パターン（+E.164 Pattern）]：+E.164 番号パターンにのみブロッキング ルールを適
用する場合は、このオプションを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。
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学習されたデータに対するデータベース制限の設定
データベースの制限を設定して、Unified Communications Manager がローカル データベースに
書き込むことができる学習オブジェクトの数を決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから、パラメータを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[シスコクラスタ間検索サービス（アクティ
ブ）（Cisco Intercluster Lookup Service (Active)）] を選択します。サービスがアクティブと表示
されていない場合は、Cisco Unified Serviceability でサービスをアクティベートしたことを確認
します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（ILS)（Clusterwide Parameters (ILS)）] セクションで、[データベー
ス内の学習オブジェクトの最大数（ILS Max Number of Learned Objects in Database）] サービス
パラメータの上限を設定します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

このサービス パラメータは、Unified Communications Manager が ILS によって学習するデータ
に対してデータベースに書き込むことができるエントリの最大数を決定します。このサービス
パラメータのデフォルト値は 10 万個で、最大値は 100 万個です。

このサービスパラメータを、データベースに保存されている ILS学習エントリの現在の数より
小さい値に設定した場合、Unified Communications Manager は、ILS 学習オブジェクトをそれ以
上データベースに書き込みません。ただし、既存のデータベース エントリはそのままです。

（注）

グローバル ダイヤル プランのデータをインポート
Cisco TelePresence Video Communications Server、サードパーティのコール制御システム、また
は ILSを実行していない別のシステムと相互運用する場合に、この手順を使用します。ディレ
クトリ URI、+E.164 パターン、および PSTN フェールオーバー ルールのカタログを、他のシ
ステムから ILS ネットワーク内のハブ クラスタにインポートできます。ILS が ILS ネットワー
ク全体にカタログを複製し、クラスタが他のシステムにコールを発信できるようになります。

始める前に

ダイヤル プラン カタログを他のシステムから CSV ファイルにエクスポートします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [グローバル ダ
イヤル プラン レプリケーション（Global Dial Plan RepIication）] > [グローバル ダイヤル プラ
ン レプリケーション（Imported Global Dial Plan Catalog）] を選択します。

ステップ 2 [インポートしたグローバル ダイヤル プラン カタログの検索とリスト（Find and List Imported
Global Dial Plan Catalogs）] ウィンドウで、次のいずれかのタスクを実行します。

• 結果のリストから既存のカタログを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• 新しいカタログを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [インポートしたグローバル ダイヤル プラン カタログ（Imported Global Dial Plan Catalog
Settings）] ウィンドウの [名前（Name）] フィールドに、インポートするカタログを識別する
一意の名前を入力します。

ステップ 4 （任意） [説明（Description）] フィールドに、カタログの説明を入力します。

ステップ 5 [ルート文字列（Route String）] フィールドに、カタログをインポートしているシステムのルー
ト文字列を作成します。

ルート文字列は最大250文字長の英数字であり、ドットおよびダッシュを含めること
ができます。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 Cisco Unified CM Administration から、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイルのアップ
ロード/ダウンロード（Upload/Download Files）] を選択します。

• [新規追加（Add New）] をクリックします。
• [参照（Browse）] をクリックして、インポートするカタログの CSV ファイルを選択しま

す。

インポートに使用する CSV ファイルが Cisco Unified Communication Manager と互換性
があることを確認します。たとえば、バージョン 9.0(1) へのインポートをサポートす
る CSV ファイルは、バージョン 10.0(1) とは互換性がありません。

（注）

ステップ 8 [ターゲットを選択（Select the Target）] ドロップダウンリストで、[インポートしたディレクト
リ URL とパターン（Imported Directory URIs and Patterns）] を選択します。

ステップ 9 [トランザクション タイプを選択（Select Transaction Type）] ドロップダウンリストで、[イン
ポートしたディレクトリ URL とパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]
を選択します。

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 11 Cisco Unified CM Administration で、[一括管理（Bulk Administration）] > [ディレクトリ URI と
パターン（Directory URIs and Patterns）] > [インポート済みディレクトリ URI およびパター
ンの挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）] の順に選択します。

ステップ 12 [ファイル名（File Name）] ドロップダウンリストで、インポートするカタログを含む CSV ファ
イルを選択します。
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ステップ 13 [インポートしたディレクトリ URI カタログ（Imported Directory URI Catalog）] ドロップダウン
リストで、[インポートしたグローバル ダイヤル プラン カタログ（Imported Global Dial Plan
Catalog）] ウィンドウで名前を付けたカタログを選択します。

ステップ 14 [ジョブの説明（Description）] テキスト ボックスで、実行するジョブの名前を入力します。

ステップ 15 次のいずれかの手順を実行します。

• ジョブをただちに実行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）] オプションを選択
し、[送信（Submit）] をクリックします。

• 所定の時刻に実行するようにジョブをスケジュールするには、[後で実行（Run Later）] ラ
ジオ ボタンをオンにして、[送信（Submit）] をクリックします。

[後で実行（RunLater）]オプションを選択した場合は、ジョブの実行時刻をスケジュー
ルするのに、一括管理ジョブ スケジューラーを使用する必要があります。

（注）

Cisco Unified Communication Manager は、インポートしたすべての +E.164 パターンを,グローバ
ルな学習された +E.164 パターン パーティションに保存します。

この手順では、すべてのローカル設定されたディレクトリ URI、+E.164 番号パターン、および
関連するPSTNフェールオーバールールを、他のコール制御システムにインポート可能なCSV
ファイル形式でエクスポートする方法について説明します。一括管理ディレクトリ Uri および
パターン > のメニューを参照してください。詳細につい > ては、ローカルディレクトリの uri
とパターンをエクスポートしてください。

（注）
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第 27 章

URI ダイヤリングの設定

• URI ダイヤルの概要 （245 ページ）
• URI ダイヤルの要件 （246 ページ）
• URI ダイヤルの設定タスク フロー （247 ページ）

URI ダイヤルの概要
Cisco Unified Communications Manager は、コール アドレッシングにディレクトリ URI を使用す
るダイヤリングをサポートしています。ディレクトリ URI は、ユニフォーム リソース識別子
で、電話番号を識別するために使用できる文字列です。ディレクトリ URI は電子メール アド
レスに似ており、username@host という形式になります。ホスト部分は IPv4 アドレスまたは完
全修飾ドメイン名です。ディレクトリ番号を電話に割り当てると、Cisco Unified Communications
Manager は、ディレクトリ URI を使用してその電話にコールをルーティングできます。URI ダ
イヤルは、ディレクトリ URI をサポートしている SIP および SCCP エンドポイントで使用でき
ます。

Directory URI の形式
ディレクトリ URI は、@ 記号で区切られたユーザとホスト アドレスで構成される英数字の文
字列です。

Cisco Unified Communications Manager は次のディレクトリ URI の形式をサポートしています。

• user@domain（例：joe@cisco.com）

• user@ip_address（例：joe@10.10.10.1）

システムはディレクトリ URI のユーザ部分（@ 記号の前の部分）では次の形式をサポートし
ます。

• 使用できる文字は次のとおりです。a ～ z、A ～ Z、0 ～ 9、!、$、%、&、*、_、+、~、
-、=、\、?、\, ‘, ,, ., /.

• ユーザ部分は最大 47 文字までです。
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• ディレクトリ URI がデータベースに保存されている場合、Cisco Unified Communications
Manager は、次の文字にパーセント エンコーディングを自動的に適用します。

# % ^ ` { } | \ : ” < > [ ] \ ‘ およびスペース。

デフォルトでは、ディレクトリ URI のユーザ部分で大文字と小文字が区別されます。[URI検
索ポリシー（URI Lookup Policy）] エンタープライズ パラメータを編集することで、ユーザの
部分で大文字と小文字を区別しないように編集できます。

（注）

パーセントエンコーディングを適用すると、ディレクトリURIの桁数が増えます。たとえば、
ディレクトリ URI として joe smith#@cisco.com（20 文字）を入力した場合、Cisco Unified
Communications Manager は、ディレクトリ URL を joe%20smith%23@cisco.com（24 文字）とし
てデータベースに保存します。データベースの制限により、[ディレクトリURI（DirectoryURI）]
フィールドの最大長は 254 文字となります。

（注）

Cisco Unified Communications Manager は、ディレクトリ URI のホスト部分（@ 記号の後の部
分）で次の形式をサポートしています。

• IPv4 アドレスまたは完全修飾ドメイン名をサポートします。

• 使用可能な文字は、英数字、ハイフン（-）、ドット（.）です。

• ホスト部分をハイフン（-）で開始または終了することはできません。

• ホスト部分に、連続した 2 つのドットを含めることはできません。

• ホスト部分の最短の長さは 2 文字です。

• ホスト部分では、大文字と小文字は区別されません。

Cisco Unified Communications Manager Administration で、一括管理を使用して、二重引用符
とカンマが埋め込まれたディレクトリURIを含むCSVファイルをインポートする場合は、ディ
レクトリ URI 全体を二重引用符（"）で囲む必要があります。

（注）

URI ダイヤルの要件
クラスタ間に URI ダイヤルを設定する場合は、ILS ネットワークを設定して ILS ネットワーク
のグローバル ダイヤル プラン レプリケーションを有効にする必要があります。このタスクを
実行するには、次のセクションを参照してください。

• グローバル ダイヤル プラン レプリケーションのタスク フロー （234 ページ）
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• ILS 設定のタスク フロー （219 ページ）

URI ダイヤルの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

エンド ユーザをシステムにプロビジョ
ニングし、ディレクトリ URI をそれら

ディレクトリ URI をネットワーク内の
ローカル クラスタに割り当てます。

ステップ 1

のエンドユーザに割り当てます。また、• ユーザへのディレクトリ URI の割
り当て （248 ページ） 電話番号を設定し、ディレクトリ URI

をその電話番号と関連付けます。
• ディレクトリ URI とディレクトリ

番号の関連付け （249 ページ） エンド ユーザの設定と電話番号の設定の
両方で、一括管理を使用して、エンドユー
ザ、ディレクトリURI、電話番号および電
話を Cisco Unified Communications Manager
にインポートすることもできます。詳細に
ついては、『Cisco Unified Communications
Manager 一括管理ガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参
照してください。

（注）

デフォルトのディレクトリURIパーティ
ションをコーリング サーチ スペースに

デフォルトディレクトリ URI パーティ
ションの割り当て （249 ページ）

ステップ 2

ある既存のパーティションに割り当てま
す。

SIP プロファイルを設定して、ネット
ワーク内のクラスタ間ダイヤリングを設
定します。

URI ダイヤリング用の SIP プロファイル
の設定 （250 ページ）

ステップ 3

Cisco Unified Communications Manager が
電話番号、ディレクトリURI、または電

URI ダイヤリング用の SIP トランクの設
定 （251 ページ）

ステップ 4

話番号とディレクトリ URI の両方を含
む混合アドレスを、発信SIPメッセージ
の SIP ID ヘッダーに挿入するかどうか
を決定します。

クラスタ間ディレクトリ URI コールを
ルーティングするように、SIPルートパ
ターンを設定します。

SIP ルート パターンの設定 （252 ペー
ジ）

ステップ 5

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
247

ダイヤル プランの設定
URI ダイヤルの設定タスク フロー

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


目的コマンドまたはアクション

この手順は、ILSネットワーク内に複数
のクラスタがある場合に実行します。

ILSネットワーク内の全クラスタについ
て手順 1 ～ 5 を繰り返します。

ステップ 6

ディレクトリ URI から Cisco TelePresence
Video Communications Server またはサー

ディレクトリ URI カタログのインポー
ト （252 ページ）

ステップ 7

ドパーティのコール制御システムにコー
ルする場合は、他のシステムの CSV
ファイルから ILSネットワーク内のいず
れかのハブクラスタにディレクトリURI
カタログをインポートします。

ユーザへのディレクトリ URI の割り当て
次の手順を実行して、ディレクトリ URI をエンドユーザに割り当てます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End
User）] を選択します。

ステップ 2 ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users） ウィンドウで、検索（Find） をクリックしま
す。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 4 このエンドユーザに関連付けるディレクトリURIを入力します。ディレクトリURIは電子メー
ルアドレスに似ており、user@host 形式で指定されます。

ディレクトリ URI を入力し、さらに [プライマリ内線（Primary Extension）] フィー
ルドに電話番号を入力すると、このディレクトリURIは自動的に、その電話番号に関
連付けられているプライマリ ディレクトリ URI になります。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

ディレクトリ URI とディレクトリ番号の関連付け （249 ページ）

関連トピック
Directory URI の形式 （245 ページ）
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ディレクトリ URI とディレクトリ番号の関連付け
ディレクトリURIをディレクトリ番号に関連付けるには、次の手順を実行します。ディレクト
リ番号を電話に割り当てると、Cisco Unified Communications Manager では、ディレクトリ URI
を使用してその電話にダイヤルできます。

始める前に

ユーザへのディレクトリ URI の割り当て （248 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。[電
話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 フィルタ条件を指定し、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 ディレクトリ番号を関連付けるデバイスをクリックします。[電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連付け（Association）] ペインで以下を実行します。

• 既存のディレクトリ番号をクリックします。
• ディレクトリ番号が設定されていない場合、[新しい DN を追加（Add a new DN）] をク

リックします。

ステップ 5 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウで、[URI] テキスト
ボックスにディレクトリ URI アドレスを入力します。

ステップ 6 [パーティション（Partition）] ドロップダウン リストから、ディレクトリ URI が属するパー
ティションを選択します。

ユーザが入力するディレクトリURIは、選択したパーティション内で一意であることを確認し
ます。URI へのアクセスを制限しない場合、パーティションに対して [なし（None）] を選択
します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

デフォルトディレクトリ URI パーティションの割り当て （249 ページ）

デフォルトディレクトリ URI パーティションの割り当て
デフォルトのディレクトリ URI パーティションを割り当てるには、次の手順を実行します。

始める前に

ディレクトリ URI とディレクトリ番号の関連付け （249 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。[エンタープライズ パラメータ設定（Enterprise
Parameters Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 「最終ユーザパラメータ」エリアのディレクトリuriの別名パーティションについては、既存の
検索空間にある既存のパーティションを選択してください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

URI ダイヤリング用の SIP プロファイルの設定 （250 ページ）

URI ダイヤリング用の SIP プロファイルの設定

始める前に

デフォルトディレクトリ URI パーティションの割り当て （249 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIP プロファイル（SIP Profile）] を選択します。[SIP プロファイルの検索と一覧表示（Find
and List VPN Profile）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックします。既存の SIP プロファイルのリス
トが表示されます。

ステップ 3 ネットワークに使用する SIP プロファイルを選択します。[SIP プロファイルの設定（SIP Profile
Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [常にすべてのダイヤル文字列をURIアドレスとして処理（Always treat all dial strings as URI
addresses）] ： URI アドレスを着信コールのアドレスとして処理するには、このオプショ
ンを選択します。

• [電話番号は0～9、A～D、*、#、+で構成（これ以外はURIアドレスとして処理）（Phone
number consists of characters 0–9, A–D, *, and +（others treated as URI addresses））]：SIP ID
ヘッダーのユーザ部分のすべての文字がこの範囲に含まれる場合は、このオプションを選
択して、着信コールを電話番号として扱います。アドレスのユーザ部分で、この範囲外の
文字を使用している場合は、アドレスは URI として扱われます。

• [電話番号は 0 ～ 9、*、#、+ で構成（これ以外はURIアドレスとして処理）（Phone number
consists of characters 0-9, *, and +（others treated as URI addresses））] ：SIP ID ヘッダーの
ユーザ部分のすべての文字がこの範囲に含まれる場合は、このオプションを選択して、着
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信コールを電話番号として扱います。アドレスのユーザ部分で、この範囲外の文字を使用
している場合は、アドレスは URI として扱われます。

ステップ 5 ネットワーク内のすべての SIP プロファイルの [SIP要求で完全修飾ドメイン名を使用（Use
Fully Qualified Domain Name in SIP Requests）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

次のタスク

URI ダイヤリング用の SIP トランクの設定 （251 ページ）

URI ダイヤリング用の SIP トランクの設定
URI ダイヤルを展開している場合は、ネットワークの SIP トランクの連絡先ヘッダーアドレス
指定ポリシーを設定します。このオプションは、Cisco Unified Communications Manager が、ディ
レクトリ番号、ディレクトリURI、またはディレクトリ番号とディレクトリURIの両方を含む
混合アドレスを、発信 SIP メッセージの SIP ID ヘッダーに挿入できるかどうかを決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、既存の SIP トランクを選択します。

ステップ 3 [ 発信コール ] 領域で、[通話および接続されたパーティ情報フォーマット ] ドロップダウンリ
ストから次のいずれかを選択します。

• [接続された第三者の DN のみを提供する（Deliver DN only in connected party）]：発信 SIP
メッセージでは、Cisco Unity Connection は SIP の連絡先のヘッダー情報に発信元の電話
番号を挿入します。これがデフォルトの設定です。

• [接続された第三者の DN のみを提供する（Deliver DN only in connected party）]：発信 SIP
メッセージでは、ユニティコネクションはSIPの連絡先のヘッダー情報に発信元の電話番
号を挿入します。ディレクトリ URI が利用可能でない場合、Unified Communication Manager
は代わりに電話番号を挿入します。

• [接続された第三者の URI と DN を提供する（Deliver URI and DN in connected party）]：発
信 SIP メッセージでは、Cisco Unity Connection は SIP の連絡先ヘッダーに発信側のディレ
クトリURIと電話番号を含む混合アドレスを挿入します。DirectoryURIが利用可能でない
場合、Unified Communications Manager は電話番号だけを含めます。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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SIP ルート パターンの設定
クラスタ間のディレクトリ URI コールをルーティングするには SIP ルート パターンを設定す
る必要があります。

SIP ルート パターンを設定するには、次の手順に従います。

始める前に

URI ダイヤリング用の SIP トランクの設定 （251 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[コール ルーティング（Call Routing）] > [SIP ルート パ
ターン（SIP Route Pattern）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを選択します。

• 新しい SIP ルート パターンを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンをクリックし
ます。

• 既存の SIP ルート パターンの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）] を
クリックし、結果のリストから SIP ルート パターンを選択します。

ステップ 3 [SIP ルート パターンの設定（SIP Route Pattern Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設
定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照して
ください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

（省略可） ディレクトリ URI カタログのインポート （252 ページ）

ディレクトリ URI カタログのインポート
Cisco Unified Communications Manager により、グローバル ダイヤル プランを CSV ファイルか
ら ILS ネットワークのハブ クラスタにインポートできます。ILS はインポートしたグローバル
ダイヤル プランのデータを ILS ネットワーク全体に複製して、Cisco Unified Communications
Manager が Cisco TelePresence Video Communications Server や サードパーティ コール制御シス
テムと相互運用できるようにします。

（省略可）ディレクトリ URI カタログをインポートするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [グローバル ダ
イヤル プラン レプリケーション（Global Dial Plan RepIication）] > [グローバル ダイヤル プラ
ン レプリケーション（Imported Global Dial Plan Catalog）] を選択します。

ステップ 2 [インポートしたグローバル ダイヤル プラン カタログの検索とリスト（Find and List Imported
Global Dial Plan Catalogs）] ウィンドウで、次のいずれかのタスクを実行します。

• 結果のリストから既存のカタログを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• 新しいカタログを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [インポートしたグローバル ダイヤル プラン カタログ（Imported Global Dial Plan Catalog
Settings）] ウィンドウの [名前（Name）] フィールドに、インポートするカタログを識別する
一意の名前を入力します。

ステップ 4 （任意） [説明（Description）] フィールドに、カタログの説明を入力します。

ステップ 5 [ルート文字列（Route String）] フィールドに、カタログをインポートしているシステムのルー
ト文字列を作成します。

ルート文字列は最大250文字長の英数字であり、ドットおよびダッシュを含めること
ができます。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 Cisco Unified CM Administration から、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイルのアップ
ロード/ダウンロード（Upload/Download Files）] を選択します。

• [新規追加（Add New）] をクリックします。
• [参照（Browse）] をクリックして、インポートするカタログの CSV ファイルを選択しま

す。

インポートに使用する CSV ファイルが Cisco Unified Communication Manager と互換性
があることを確認します。たとえば、バージョン 9.0(1) へのインポートをサポートす
る CSV ファイルは、バージョン 10.0(1) とは互換性がありません。

（注）

ステップ 8 [ターゲットを選択（Select the Target）] ドロップダウンリストで、[インポートしたディレクト
リ URL とパターン（Imported Directory URIs and Patterns）] を選択します。

ステップ 9 [トランザクション タイプを選択（Select Transaction Type）] ドロップダウンリストで、[イン
ポートしたディレクトリ URL とパターンを挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）]
を選択します。

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 11 Cisco Unified CM Administration で、[一括管理（Bulk Administration）] > [ディレクトリ URI と
パターン（Directory URIs and Patterns）] > [インポート済みディレクトリ URI およびパター
ンの挿入（Insert Imported Directory URIs and Patterns）] の順に選択します。

ステップ 12 [ファイル名（File Name）] ドロップダウンリストで、インポートするカタログを含む CSV ファ
イルを選択します。
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ステップ 13 [インポートしたディレクトリ URI カタログ（Imported Directory URI Catalog）] ドロップダウン
リストで、[インポートしたグローバル ダイヤル プラン カタログ（Imported Global Dial Plan
Catalog）] ウィンドウで名前を付けたカタログを選択します。

ステップ 14 [ジョブの説明（Description）] テキスト ボックスで、実行するジョブの名前を入力します。

ステップ 15 次のいずれかの手順を実行します。

• ジョブをただちに実行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）] オプションを選択
し、[送信（Submit）] をクリックします。

• 所定の時刻に実行するようにジョブをスケジュールするには、[後で実行（Run Later）] ラ
ジオ ボタンをオンにして、[送信（Submit）] をクリックします。

[後で実行（RunLater）]オプションを選択した場合は、ジョブの実行時刻をスケジュー
ルするのに、一括管理ジョブ スケジューラーを使用する必要があります。

（注）

Cisco Unified Communication Manager は、インポートしたすべての +E.164 パターンを,グローバ
ルな学習された +E.164 パターン パーティションに保存します。
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第 IV 部

コール アドミッション制御の設定
• コール アドミッション制御の概要 （257 ページ）
• 拡張ロケーション コール アドミッション制御の設定 （259 ページ）
• Resource Reservation Protocol（RSVP）の設定 （269 ページ）





第 28 章

コール アドミッション制御の概要

• コール アドミッション制御について （257 ページ）
• コール アドミッション制御の設定 （257 ページ）

コール アドミッション制御について
コール アドミッション制御は、WAN リンク上でユーザが期待するレベルの音声品質を維持す
る場合に使用します。

リンク上に存在するアクティブコール数が増えすぎて帯域幅の使用量が過剰になると、音声品
質が低下し始める場合があります。コールアドミッション制御は、特定のリンク上で同時にア
クティブにするコール数を制限することにより、音声品質を調整します。コールアドミッショ
ン制御を使用して、リンク上で特定レベルの音質を保証することはできませんが、リンク上の
アクティブ コールが消費する帯域幅を調整できます。

コール アドミッション制御は、帯域幅とポリシーでコールを拒否することによって機能しま
す。コールがコールアドミッション制御によって拒否された場合、着信側の電話機は呼び出し
音が鳴らず、発信者にはビジー音が聞こえます。また、発信者には、電話機に「帯域幅不足で
す」などのメッセージが表示されます。自動代替ルーティング (AAR)を有効にしている場合、
コール受付制御は、WAN帯域を利用できないときに、代替公衆交換電話網 (PSTN)の着信コー
ルを自動的に diverts します。

コール アドミッション制御の設定
コール アドミッション制御（CAC）を実装するには、次のいずれかのタスク フローを選択し
ます。
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説明タスク フロー

複数のクラスタが同じ WAN アップリンクを使用して同じ物理サイト
のデバイスを管理する、分散導入環境では拡張ロケーション CAC を
使用します。拡張ロケーション CAC により、ロケーション間のリン
ク上のコールに使用可能な帯域幅を制限して、音声品質を調整できま
す。さらに、TelePresence などのイマーシブ ビデオ コールに対して
コール アドミッションを他のビデオ コールとは別に制御できます。

拡張ロケーションコー
ルアドミッション制御
のタスク フロー

RSVP を使用して、IP テレフォニーやビデオ会議アプリケーションを
含む複雑な、複数の階層型トポロジにおいてコール アドミッション
制御を実装します。RSVP でも帯域幅を動的に変更できます。

RSVPの設定タスク フ
ロー
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第 29 章

拡張ロケーション コール アドミッション
制御の設定

• 拡張ロケーションのコール アドミッション コントロールの概要 （259 ページ）
• 拡張ロケーション コール アドミッション制御の前提条件 （261 ページ）
• 拡張ロケーション コール アドミッション制御のタスク フロー （261 ページ）
• 拡張ロケーション コール アドミッション コントロールの連携動作および制限 （268 ペー

ジ）

拡張ロケーションのコールアドミッションコントロール
の概要

拡張場所コール受付制御 (CAC) を使用すると、複雑な WAN トポロジに加え、複数のクラスタ
が同じアップリンクを使用して同じ物理サイトのデバイスを管理する分散導入の WAN 帯域幅
を制御できます。拡張位置の位置CACでは、他のビデオコールとは別のテレプレゼンスなど、
イマーシブビデオコールのコールの入園を制御することもできます。

これにより、クラスタが互いに通信し、ロケーションに割り当てられている帯域幅をクラスタ
間で予約、解放、および調整でき、クラスタ間のロケーションを「共有」できるようになりま
す。1

ネットワーク モデリング
システムでメディアをどのように処理するかを定義するには、場所とリンクの概念を中心とし
たネットワークモデルを構成します。

1 場所メディア資源オーディオビットレート方針：このパラメータは、トランスコーダなどのメディアリソースがメディア経路に挿入された場
合とより複雑なシナリオの場合に、オーディオ専用コールの相手のロケーション内およびロケーション間のオーディオ帯域幅プールから削減
するビット レート値を決定します。このサービス パラメータは、いずれかのコールレッグにメディアが存在しない場合、何の影響も及ぼし
ません。このような場合、場所の帯域幅マネージャーは、その場所の利用可能な帯域幅から送信元の宛先に対して設定されている最大ホップ
帯域幅を deducts します。
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場所は、ローカルエリアネットワーク (LAN)を表します。エンドポイントを包含したり、WAN
ネットワーク モデリングのリンク間の通過ロケーションとして機能したりできます。

リンク相互接続位置は、位置間の利用可能な帯域幅を定義するために使用される。リンクは
WAN リンクを表します。

重量は、帯域幅経路の測定です。重み付けは「コスト」を「有効経路」に割り当てるためにリ
ンク上で使用されます。重み付けは任意の2ロケーション間の経路が複数存在する場合にのみ
適用されます。

システムは、すべての場所からすべての場所に対して最短のパス (コスト)を計算し、有効なパ
スを作成します。これらは、全体的な重量が最小で、最も効率的な経路です。

システムは、ネットワークモデルが示すリンクの帯域幅を、元の場所から終端位置に追跡しま
す。

ロケーション帯域幅マネージャ
位置帯域幅マネージャー (LBM) サービスは、ソースの場所から移行先の場所への実効パスを
計算します。この機能は、Unified Communications Manager のコール制御による帯域幅要求の処
理や、クラスタ内およびクラスタ間での帯域幅情報のレプリケートなど、内部の便利な機能を
提供します。この機能によって、この機能が保守管理に提供する設定情報およびリアルタイム
情報を見つけることができます。

場所メディア資源オーディオビットレート方針：このパラメータは、トランスコーダなどのメ
ディアリソースがメディア経路に挿入された場合とより複雑なシナリオの場合に、オーディオ
専用コールの相手のロケーション内およびロケーション間のオーディオ帯域幅プールから削減
するビット レート値を決定します。このサービス パラメータは、いずれかのコールレッグに
メディアが存在しない場合、何の影響も及ぼしません。このような場合、場所の帯域幅マネー
ジャーは、その場所の利用可能な帯域幅から送信元の通知先に設定されている最大ホップ帯域
幅を deducts します。

クラスタ間拡張ロケーションのコール アドミッション コントロール
クラスタによる拡張機能は、拡張された場所の CAC ネットワークモデリングを複数のクラス
タにわたって拡張します。各クラスタは、独自のネットワークトポロジを管理します。次に、
それらのトポロジを lbmトランクレプリケーションネットワークで設定されている他のクラス
タに propogate します。

共有場所は、LBM レプリケーションネットワークに参加しているクラスタに同じ名前で設定
されている場所です。

この場所の種類は、次の目的で使用されます。

• クラスタが、設定された各トポロジーを互いに共有できるようにする

• 同じ場所で CAC を実行するには、複数のクラスタを使用します。
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拡張ロケーションコールアドミッション制御の前提条件
• Unified CM と LBM は、IP 電話、ゲートウェイ、H.323 トランク接続先、および SIP トラ

ンク接続先を含む、あらゆるタイプのエンドデバイスの帯域幅を管理します。ただし、ク
ラスタの中で拡張された位置には、CAC では、システムシャドウの場所 (他の場所へのリ
ンクを持たず、帯域の割り当てを行わない) に割り当てられた SIP インタークラスタトラ
ンクが必要です。他のタイプのデバイスは、一般（固定）ロケーションに割り当てられて
いる場合にのみサポートされます。

• Unified Communications Manager および LBM は、メディア リソースの帯域幅は管理しませ
ん。メディアリソースがコールの帯域幅要件を変更した場合は、カスタマーが最小帯域幅
と最大帯域幅のどちらを予約するかを決定するグローバル オプション設定を変更できま
す。

拡張ロケーション コール アドミッション制御のタスク
フロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Location Bandwidth Manager サービ
スが有効化されているか確認します。新

LBM サービスの有効化 （263 ページ）ステップ 1

しいシステムをインストールする場合、
任意のノードのサービスを手動で有効に
する必要があります。拡張ロケーション
CAC が正常に動作するには、このサー
ビスのインスタンスが各クラスタで実行
されている必要があります。

LBM が同じノードで実行されていない
場合は、LBM グループを設定し、サー

LBM グループの作成 （263 ページ）ステップ 2

バにこの LBM グループを割り当てま
す。LBM グループでは、ネットワーク
の遅延およびパフォーマンスを最適化で
きます。各サーバは、LBM サービスと
通信して、各コールで使用可能な帯域幅
を特定し、各通話時間の帯域幅を除外し
ます。

一元化されたコール処理システムで実装
コール アドミッション制御を実装する

ロケーションとロケーション リンクの
設定 （264 ページ）

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

ロケーションを設定します。ロケーショ
ンは、ローカル エリア ネットワーク
（LAN）を表しており、エンドポイント
を含むか、ワイドエリア ネットワーク
（WAN）のネットワーク モデリングの
リンク間の中継場所として機能します。
ロケーションでは、ロケーション内部だ
けでなく、ロケーションの内外でも帯域
幅アカウンティングを使用できます。リ
ンクでは、ロケーションとインターコネ
クト ロケーション間の帯域幅アカウン
ティングを使用できます。

デフォルトの無制限帯域幅が不要になっ
た場合は、内部ロケーションの帯域幅を

（任意） ロケーション間帯域幅の割り
当て （265 ページ）

ステップ 4

ロケーションに割り当てます。デフォル
トでは、新しいロケーションを作成する
と、オーディオ帯域幅が無制限、ビデオ
帯域幅が 384 kbps、実体験ビデオ帯域幅
は 384 kbps で、新しく追加したロケー
ションから Hub_None へのリンクも追加
されます。この再割り当てを調整して、
ネットワーク モデルに一致させること
ができます。

ハブとして機能する LBM サーバで、リ
モートクラスタのLBMサーバを検索で

外部通信の確立 （265 ページ）ステップ 5

きるように、LBM ハブ グループを設定
します。この手順では、このクラスタと
の外部通信を確立します。LBM ハブ グ
ループが割り当てられると、LBM サー
ビスはハブとして機能します。LBM ハ
ブ グループが割り当てられている LBM
サービスはすべて、同じ、または重複す
るLBMハブグループが割り当てられて
いるその他すべての LBM サーバとの通
信を確立します。

SIP クラスタ間トランク（ICT）をシャ
ドウ ロケーションに割り当て、適切な

拡張ロケーション コール アドミッショ
ン向け SIP クラスタ間トランクの設定
（266 ページ）

ステップ 6

クラスタ間オペレーションを確立しま
す。SIP トランクが、SIP ゲートウェイ
などの特定のロケーションのデバイスに
リンクされている場合は、通常のロケー
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目的コマンドまたはアクション

ションに割り当てることができます。
シャドウ ロケーションは、他のロケー
ションへのリンクを含まず、帯域幅も割
り当てられていない特別なロケーション
です。

オーディオ帯域幅とビデオ帯域幅の除外
分をビデオ コール用の別のプールに分

（任意） ビデオ通話の音声プールから
の音声帯域幅の控除 （267 ページ）

ステップ 7

割する場合は、次の手順を使用します。
デフォルトでは、ビデオ プールの音声
ストリームとビデオ ストリームの両方
の帯域幅要件が、システムによってビデ
オ コール用に差し引かれます。

LBM サービスの有効化
Cisco Location Bandwidth Manager サービスが有効化されているか確認します。新しいシステム
をインストールする場合、任意のノードのサービスを手動で有効にする必要があります。拡張
ロケーション CAC が正常に動作するには、このサービスのインスタンスが各クラスタで実行
されている必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability から、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからサーバを選択し、[移動（Go）] をクリックしま
す。

ステップ 3 必要に応じて、[Cisco Location Bandwidth Manager] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

LBM グループの作成
LBM が同じノードで実行されていない場合は、LBM グループを設定し、サーバにこの LBM
グループを割り当てます。LBM グループでは、ネットワークの遅延およびパフォーマンスを
最適化できます。各サーバは、LBM サービスと通信して、各コールで使用可能な帯域幅を特
定し、各通話時間の帯域幅を除外します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location
Info）] > [ロケーション帯域幅マネージャ グループ（Location Bandwidth Manager Group）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• 既存の LBM グループの設定を変更するには、[検索（Find）] をクリックし、結果のリス
トから既存の LBM グループを選択します。

• 新しい LBM グループを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [Location Bandwidth Manager グループの設定（Location Bandwidth Manager Group Configuration）]
ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、シ
ステムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ロケーションとロケーション リンクの設定
一元化されたコール処理システムで実装コールアドミッション制御を実装するロケーションを
設定します。ロケーションは、ローカル エリア ネットワーク（LAN）を表しており、エンド
ポイントを含むか、ワイドエリア ネットワーク（WAN）のネットワーク モデリングのリンク
間の中継場所として機能します。ロケーションでは、ロケーション内部だけでなく、ロケー
ションの内外でも帯域幅アカウンティングを使用できます。リンクでは、ロケーションとイン
ターコネクト ロケーション間の帯域幅アカウンティングを使用できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location
Info）] > [ロケーション（Location）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• 既存のロケーションの設定を変更するには、[検索（Find）] をクリックし、結果のリスト
から既存のロケーションを選択します。

• [追加（Add）] をクリックして、カタログに新しい項目を追加します。

ステップ 3 [ロケーションの設定（Location Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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ロケーション間帯域幅の割り当て
デフォルトの無制限帯域幅が不要になった場合は、内部ロケーションの帯域幅をロケーション
に割り当てます。デフォルトでは、新しいロケーションを作成すると、オーディオ帯域幅が無
制限、ビデオ帯域幅が 384 kbps、実体験ビデオ帯域幅は 384 kbps で、新しく追加したロケー
ションから Hub_None へのリンクも追加されます。この再割り当てを調整して、ネットワーク
モデルに一致させることができます。

音声品質が悪い場合、または途切れる場合は、帯域幅の設定を低くします。たとえば、ISDN
の場合は、56 kbps または 64 kbps の倍数を使用します。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location
Info）] > [ロケーション（Location）] を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックして、表示された一覧からユーザを選択します。

ステップ 3 [詳細表示（Show Advanced）] をクリックし、内部ロケーションの帯域幅フィールドを表示し
ます。

ステップ 4 必要に応じて、[オーディオの帯域幅（Audio Bandwidth）] の [kbps] オプション ボタンを選択
し、テキスト ボックスに帯域幅の値を入力します。

ステップ 5 必要に応じて、[ビデオの帯域幅（Video Bandwidth）] の [kbps] オプション ボタンを選択し、
テキストボックスに帯域幅の値を入力します。

ステップ 6 必要に応じて、[イマーシブビデオの帯域幅（Immersive Video Bandwidth）] の [kbps] オプショ
ン ボタンを選択し、テキストボックスに帯域幅の値を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

外部通信の確立
ハブとして機能する LBM サーバで、リモート クラスタの LBM サーバを検索できるように、
LBM ハブ グループを設定します。この手順では、このクラスタとの外部通信を確立します。
LBM ハブ グループが割り当てられると、LBM サービスはハブとして機能します。LBM ハブ
グループが割り当てられている LBM サービスはすべて、同じ、または重複する LBM ハブ グ
ループが割り当てられているその他すべての LBM サーバとの通信を確立します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [ロケーション情報（Location
Info）] > [Location Bandwidth Manager（LBM）のクラスタ間レプリケーション グループ
（Location Bandwidth Manager (LBM) Intercluster Replication Group）] を選択します。
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ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• LBM クラスタ間レプリケーション グループの設定を変更するには、[検索（Find）] をク
リックして、結果のリストから既存の LBM クラスタ間レプリケーション グループを選択
します。

• 新しい LBM クラスタ間レプリケーション グループを追加するには、[新規追加（Add
New）] をクリックします。

ステップ 3 [Location Bandwidth Managerのクラスタ間レプリケーショングループの設定（Location Bandwidth
Manager Intercluster Replication Group Configuration）] ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

拡張ロケーションコールアドミッション向けSIPクラスタ間トランク
の設定

SIP クラスタ間トランク（ICT）をシャドウ ロケーションに割り当て、適切なクラスタ間オペ
レーションを確立します。SIP トランクが、SIP ゲートウェイなどの特定のロケーションのデ
バイスにリンクされている場合は、通常のロケーションに割り当てることができます。シャド
ウロケーションは、他のロケーションへのリンクを含まず、帯域幅も割り当てられていない特
別なロケーションです。

始める前に

SIP 間クラスタトランクが設定されている必要があります。詳細については、「SIP トランク
の設定タスク フロー （123 ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックし、結果リストから既存の SIP クラスタ間トラ
ンクを選択します。

ステップ 3 [ロケーション（Location）] ドロップダウン リストから [シャドウ（Shadow）] を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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ビデオ通話の音声プールからの音声帯域幅の控除
オーディオ帯域幅とビデオ帯域幅の除外分をビデオコール用の別のプールに分割する場合は、
次の手順を使用します。デフォルトでは、ビデオ プールの音声ストリームとビデオ ストリー
ムの両方の帯域幅要件が、システムによってビデオ コール用に差し引かれます。

この機能を有効にすると、CAC には、IP または UDP ネットワークオーバーヘッドに必要な帯
域幅が、オーディオ帯域幅控除に含まれます。この音声帯域幅の減少は、オーディオビット
レートと IP/UDP ネットワークオーバーヘッド帯域幅の要件に相当します。ビデオ帯域幅の控
除はビデオのビットレートにすぎません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからパブリッシャ ノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CallManager] を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（コール アドミッション制御）（Clusterwide Parameters (Call
AdmissionControl)）]領域で、[ビデオコール用音声プールからオーディオ帯域幅部分を除外す
る（Deduct Audio Bandwidth Portion from Audio Pool for a Video Call）] サービス パラメータ値を
[True] に設定します。

ビデオコールサービスパラメータの [オーディオプール (差し引く audio 帯域幅)] パラ
メータをTrueに設定すると、ビデオおよびイマーシブビデオパラメータは、セッショ
ンレベルではなく、メディアレベルと見なされます。したがって、ビデオコールの場
合、リージョンとロケーションごとに音声とビデオプールから音声とビデオの帯域場
を個別に割り当てることができます。ビデオおよびイマーシブ ビデオの帯域幅制限
は、音声とビデオ メディア ストリームの組み合わせではなく、ビデオ メディア スト
リームにのみ適用されます。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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拡張ロケーション コール アドミッション コントロール
の連携動作および制限

拡張ロケーションのコール アドミッション コントロールの連携動作
表 18 : 拡張ロケーションのコール アドミッション コントロールの連携動作

データのやり取り機能

共通のリンクまたはロケーションで帯域幅容量または重み付け割り当て
の競合が発生した場合は、ローカルクラスタが割り当てられた最小値を
使用します。

帯域幅

Unified CM と LBM は、IP 電話、ゲートウェイ、H.323 トランク接続先、
およびSIPトランク接続先を含む、あらゆるタイプのエンドデバイスの
帯域幅を管理します。ただし、クラスタ間拡張ロケーションCACには、
システム ロケーションのシャドウに割り当てられた SIP ICT が必要で
す。他のタイプのデバイスは、一般（固定）ロケーションに割り当てら
れている場合にのみサポートされます。

デバイス サポート

拡張ロケーション コール アドミッション制御の制限
表 19 : 拡張ロケーション コール アドミッション コントロールの制限

説明制限事項

ネットワーク障害が発生した場合は、Unified CM が計算した帯
域幅予約経路にネットワーク状態が正確に反映されない可能性が
あります。このシナリオを許可する申し分のない方法はモデル内
に存在しません。

帯域予約

ビデオ機能が有効になっている場合、音声の帯域幅はビデオから
割り当てられます。

帯域幅とビデオ機能

システムによって作成されたモデルは常に完全に同期されるわけ
ではありません。保守的な帯域幅割り当てを使用して、この制約
に適応できます。

同期
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第 30 章

Resource Reservation Protocol（RSVP）の設
定

• RSVP コール アドミッション コントロールの概要 （269 ページ）
• RSVP コール アドミッション制御の前提条件 （269 ページ）
• RSVP の設定タスク フロー （269 ページ）

RSVP コール アドミッション コントロールの概要
Resource Reservation Protocol（RSVP）は、IP ネットワーク内のリソースを予約するための、ト
ランスポート レベルのリソース予約プロトコルです。RSVP は、拡張場所のコール受付制御
(CAC) の代替として使用できます。特定のセッションのリソースを予約します。セッション
は、特定の宛先アドレス、宛先ポート、およびプロトコル識別子（TCP または UDP）を持つ
フローから構成されます。

RSVP コール アドミッション制御の前提条件
IPv4 アドレッシングを使用する必要があります。RSVP は IPv6 をサポートしていません。

RSVP の設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ内の全ノードについてRSVPポ
リシーを設定します。

クラスタ全体のデフォルト RSVP ポリ
シーの設定 （270 ページ）

ステップ 1

（省略可）ロケーション ペアにクラス
タの他とは別のポリシーを使用する場

ロケーション ペア RSVP ポリシーの設
定 （271 ページ）

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

合、特定のロケーション ペアの RSVP
ポリシーを設定できます。

RSVPの再試行の頻度と番号を設定しま
す。

RSVP の再試行の設定 （272 ページ）ステップ 3

コール中にRSVPが失敗したときにシス
テムがどのように応答するかを設定しま
す。

コール中の RSVP エラー処理の設定 （
273 ページ）

ステップ 4

（省略可）複数レベルの優先順位および
プリエンプト (MLPP) を使用する場合

MLPP から RSVP への優先レベル マッ
ピングの設定 （274 ページ）

ステップ 5

は、発信者 MLPP 優先レベルを RSVP
優先順位にマップします。

ゲートウェイ デバイスで次の IOS 手順
を実行します。RSVPエージェントの設

RSVP エージェントの設定ステップ 6

定方法については、デバイスのドキュメ
ントを参照してください。

RSVP アプリケーション ID を設定する
と、音声およびビデオ トラフィックの

アプリケーション ID の設定 （275 ペー
ジ）

ステップ 7

両方に ID が追加され、受信した ID を
もとに、Cisco RSVP エージェントは、
それぞれのトラフィック タイプに帯域
幅の制限を設定できます。

DSCP マーキングを設定して、RSVP の
予約が失敗した場合、システムがRSVP

DSCP マーキングの設定 （276 ページ）ステップ 8

エージェントまたはエンドポイント デ
バイスに指示してメディアの差別化サー
ビス コントロール ポイントのマーキン
グをベスト エフォートに変更できるよ
うにします。DSCPマーキングを設定し
ない場合、EF マークされたメディアの
パケットの超過分が、予約されているフ
ローに対してもサービス品質（QoS）を
劣化させます。

クラスタ全体のデフォルト RSVP ポリシーの設定
クラスタ内のすべてのノードの RSVP ポリシーを設定します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManager サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム-RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）] セ
クションで、Default interlocation RSVP Policy サービス パラメータを設定します。

このサービス パラメータを次の値に設定できます。

• [予約なし（No Reservation）]：どの 2 つのロケーション間にも RSVP 予約は作成されませ
ん。

• [オプション（ビデオ優先）（Optional (Video Desired)）]：オーディオ ストリームおよびビ
デオストリームの両方の予約を取得できない場合は、ベストエフォートとして、オーディ
オのみのコールを継続できます。RSVP エージェントはオーディオに関する RSVP 予約を
引き続き試み、予約が成功した場合は、Cisco Unified Communication Manager に通知しま
す。

• [必須（Mandatory）]：Cisco Unified Communications Manager は、オーディオ ストリームに
対する（コールがビデオコールの場合はビデオストリームに対する）RSVP予約が成功す
るまで、終了デバイスを呼び出しません。

• [必須（ビデオ優先）（Mandatory (Video Desired)）]：オーディオ ストリームの予約は成功
したが、ビデオストリームの予約に失敗する場合は、音声のみでビデオ通話を行うことが
できます。

次のタスク

次のいずれかのオプションを選択します。

• ロケーションペアで、残りのクラスタと異なるポリシーを使用する場合は、「ロケーショ
ン ペア RSVP ポリシーの設定 （271 ページ）」に進みます。

• クラスタ内の全ノードに同一の RSVP ポリシーを使用している場合は、「RSVP の再試行
の設定 （272 ページ）」に進みます。

ロケーション ペア RSVP ポリシーの設定
ロケーション ペアにクラスタの他とは別のポリシーを使用する場合、特定のロケーション ペ
アのRSVPポリシーを設定できます。次の手順を使用するとき、ロケーションペアに設定する
RSVP ポリシーは、クラスタに設定したポリシーをオーバーライドします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム(System)] > [ロケーション
(Location)] メニュー オプションを選択します。

ステップ 2 ロケーション ペアの一方のロケーションを検索し、そのロケーションを選択します。

ステップ 3 選択したロケーションと別のロケーション間のRSVPポリシーを変更するには、ロケーション
ペアのもう一方のロケーションを選択します。

ステップ 4 [RSVP 設定（RSVP Settings）] ドロップダウン リストで、このロケーション ペアの RSVP ポリ
シーを選択します。

このフィールドに次の値を設定できます。

• [システム デフォルトを使用（Use System Default）]：ロケーション ペアの RSVP ポリシー
が、クラスタ全体の RSVP ポリシーと一致します。

• [予約なし（No Reservation）]：任意の 2 つのロケーション間で RSVP 予約が作られませ
ん。

• [音声優先（オプション）（Video Desired (Optional)）] ：音声およびビデオ ストリームの
予約を取得できない場合、ベストエフォート、音声のみのコールとして処理されます。
RSVP エージェントは、音声の RSVP の予約を引き続き試行し、予約が成功するとCisco
Unified Communications Manager に通知します。オーディオ ストリームに対する（コール
がビデオコールの場合はビデオストリームに対する）RSVP予約が成功するまで、終端デ
バイスを呼び出しません。

• [音声優先（Video Desired）] – オーディオ ストリームの予約は成功したが、ビデオ スト
リームの予約が成功しない場合、ビデオ コールは音声のみコールとして処理されます。

次のタスク

RSVP の再試行の設定 （272 ページ）

RSVP の再試行の設定
RSVP の再試行の頻度および回数を設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

• クラスタ全体のデフォルト RSVP ポリシーの設定 （270 ページ）

• （省略可） ロケーション ペア RSVP ポリシーの設定 （271 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration で、[システム（System）] > [サービスパラ
メータ（Service Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManager サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータClusterwide（System - RSVP）（Clusterwide Parameters (System -
RSVP)）] セクションで指定されたサービス パラメータを設定します。

これらのサービス パラメータを次の値に設定できます。

• [RSVP 再試行タイマー（RSVP Retry Timer）]：RSVP 再試行タイマーの値を秒単位で指定
します。このパラメータを 0 に設定すると、システムで RSVP の再試行が無効になりま
す。

• [必須 RSVP ミッドコール再試行カウンタ（Mandatory RSVP Midcall Retry Counter）]：RSVP
ポリシーが [必須（Mandatory）] に指定され、ミッドコール エラー処理オプションが [次
の再試行カウンタを超えるとコールは失敗する（call fails following retry counter exceeds）]
「」に設定されているときに、ミッドコールRSVP再試行カウンタを指定します。デフォ
ルト値は 1 回です。サービス パラメータを -1 に設定すると、予約が成功するか、コール
が切断されるまで、いつまでも再試行が続行されます。

次のタスク

コール中の RSVP エラー処理の設定 （273 ページ）

コール中の RSVP エラー処理の設定
コール中の RSVP エラー処理の設定には、次の手順を使用します。

始める前に

RSVP の再試行の設定 （272 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManager サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）] セ
クションで、指定されたサービス パラメータを設定します。
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通話中の強制 RSVP エラー処理のオプション サービス パラメータに次の値を設定できます。

• [Call becomes best effort]： コール中に RSVP が失敗した場合、コールはベスト エフォート
型のコールになります。再試行を有効にすると、RSVP の再試行が同時に開始されます。

• [Call fails following retry counter exceeded]：Mandatory RSVP Mid-call Retry Counter サービス
パラメータに数値「N」を指定し、コール中に RSVP が失敗した場合、RSVP の再試行を
N 回実行した後に、コールは失敗します。

次のタスク

ゲートウェイのデバイスに RSVP エージェントを設定します。RSVP エージェントの設定方法
については、デバイスのドキュメントを参照してください。ゲートウェイでRSVPエージェン
トを設定した後は、Cisco Unified Communications Manager Administration に戻り、次のいずれか
のオプションを選択します。

• （省略可）ネットワーク内でマルチレベルの優先順位とプリエンプションを使用している
場合は、「MLPP から RSVP への優先レベル マッピングの設定 （274 ページ）」に進みま
す。

• アプリケーション ID の設定 （275 ページ）

MLPP から RSVP への優先レベル マッピングの設定
（省略可）発信者の MLPP 優先順位から RSVP 優先レベルへのマッピングを設定するには、次
に示すクラスタ全体（システム - RSVP）のサービス パラメータを使用します。

• MLPP EXECUTIVE OVERRIDE To RSVP Priority Mapping

• MLPP FLASH OVERRIDE To RSVP Priority Mapping
• MLPP FLASH To RSVP Priority Mapping
• MLPP IMMEDIATE To RSVP Priority Mapping
• MLPP PL PRIORITY To RSVP Priority Mapping
• MLPP PL ROUTINE To RSVP Priority Mapping

これらのサービス パラメータを選択し、設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManager サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータClusterwide（System - RSVP）（Clusterwide Parameters (System -
RSVP)）] セクションで指定されたサービス パラメータを設定します。
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これらのサービス パラメータは、次のように機能します。

• サービスパラメータ値が高いほど、優先度を上げるという設定に基づいてRSVP予約を開
始するとき、Cisco Unified Communications Manager は発信者の優先度レベルを RSVP 優先
度にマップします。

• IOS ルータは RSVP 優先度に基づいてコールをプリエンプション処理します。

• RSVP エージェントは、プリエンプションの理由を含め、RSVP 予約の失敗の理由につい
て Cisco Unified Communications Manager に通知する必要があります。

• Cisco Unified Communication Manager は、既存の MLPP メカニズムを使用して、優先処理
の対象となった発信側と着信側に優先処理に関する通知を行います。

次のタスク

ゲートウェイのデバイスに RSVP エージェントを設定します。RSVP エージェントの設定方法
については、デバイスのドキュメントを参照してください。ゲートウェイでRSVPのエージェ
ントを設定した後は、Cisco Unified Communications Manager Administration と「アプリケーショ
ン ID の設定 （275 ページ）」に戻ります。

アプリケーション ID の設定
RSVP アプリケーション ID を設定すると、音声およびビデオ トラフィックの両方に ID が追加
され、受信した ID をもとに、Cisco RSVP エージェントは、それぞれのトラフィック タイプに
帯域幅の制限を設定できます。

この手順を開始する前に、ゲートウェイデバイスでRSVPのエージェントを設定します。RSVP
エージェントの設定方法については、デバイスのドキュメントを参照してください。

始める前に

ネットワークに RSVP アプリケーション ID を導入するには、Cisco RSVP Agent ルータで、Cisco
IOS Release 12.4(6)T 以降を使用する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManager サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）] セ
クションで、RSVP Audio Application ID サービス パラメータを設定します。

デフォルトは AudioStream です。
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ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム - RSVP）（Clusterwide Parameters (System - RSVP)）] セ
クションで、RSVP Video Application ID を設定します。

デフォルトは VideoStream です。

次のタスク

DSCP マーキングの設定 （276 ページ）

DSCP マーキングの設定
RSVP 予約が失敗した場合、 は RSVP エージェントまたはエンドポイント（RSVP エージェン
トの割り当てに失敗した場合）に、メディアの Differentiated Services Control Point（DSCP）マー
クをベストエフォート型に変更するよう指示します。そうでないと、EF マークの付いた過度
のメディア パケットにより、たとえ予約のあるフローの場合でも Quality of Service（QoS）が
劣化する可能性があります。

始める前に

アプリケーション ID の設定 （275 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManager サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム - QoS）（Clusterwide Parameters (System - QoS)）] セク
ションで、DSCP for Audio Calls When RSVP Fails のサービス パラメータを設定します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム - QoS）（Clusterwide Parameters (System - QoS)）] セク
ションで、DSCP for Video Calls When RSVP Fails のサービス パラメータを設定します。
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第 V 部

エンド ユーザの設定
• エンド ユーザの設定の概要 （279 ページ）
• ユーザ アクセスの設定 （283 ページ）
• クレデンシャル ポリシーの設定 （305 ページ）
• ユーザ プロファイルの設定 （309 ページ）
• サービス プロファイルの設定 （315 ページ）
• 機能グループ テンプレートの設定 （327 ページ）
• LDAP ディレクトリからのユーザのインポート （331 ページ）
• エンドユーザの手動設定 （345 ページ）





第 31 章

エンド ユーザの設定の概要

• エンドユーザの設定について （279 ページ）
• エンド ユーザの設定 （279 ページ）

エンドユーザの設定について
このパートの各章では、システムのエンドユーザをプロビジョニングおよび設定する方法につ
いて説明しています。

エンドユーザは、Cisco Unified Communications Manager 機能の主な利用者です。エンドユーザ
は、電話機やディレクトリの番号を使用して割り当てることができるため、エンドユーザは
コールを行ったり、システム内の他のユーザとやり取りしたり、PSTN などの外部ネットワー
クにコールを配置したりすることができます。

一度に多数のエンドユーザをプロビジョニングするために、CiscoUnifiedCommunicationsManager
には次の機能が用意されています。

• LDAP ディレクトリの統合: Cisco Unified Communications Manager を外部の LDAP ディレク
トリと同期して、LDAP ディレクトリからエンドユーザデータをインポートできるように
します。

• 一括管理ツール:一括管理ツールを使用すると、多数のエンドユーザ、関連付けられたユー
ザデータを 1 回の操作で CSV ファイルからインポートして設定することができます。

エンドユーザがプロビジョニングされた後、電話サービス、クレデンシャルポリシーに加え、
ユーザが自身の電話をプロビジョニングできるようにユーザプロファイルなどのユーザ設定を
設定できます。

エンド ユーザの設定
次のタスク フローを実行すると、システムのエンド ユーザを設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

エンド ユーザのロールとアクセス制御
グループを計画します。システム定義さ

ユーザ アクセスの設定タスク フロー （
286 ページ）

ステップ 1

れたロールおよびアクセス制御グループ
に、導入に必要なアクセス権限を付与す
るかどうかに加え、新しいロールおよび
アクセス制御グループを作成する必要が
あるかどうかを決定します。

エンド ユーザのクレデンシャル ポリ
シーを設定します。

クレデンシャル ポリシーの設定タスク
フロー （307 ページ）

ステップ 2

アクセスと機能に関する同じ要件を満た
すユーザのグループにユーザ プロファ

ユーザ プロファイルの設定タスク フ
ロー （310 ページ）

ステップ 3

イルを設定します。ユーザ プロファイ
ルは、共通の電話および電話回線設定で
構成されており、ユーザ プロファイル
を使用するユーザ向けに新しい電話や電
話回線をすばやく設定できます。このプ
ロファイルを使用するユーザ向けにセル
フプロビジョニングを有効化できます。

Unified Communications（UC）サービス
の設定で、サービス プロファイルを設

サービス プロファイルの設定タスク フ
ロー （316 ページ）

ステップ 4

定します。このサービス プロファイル
は、同じサービス要件が設定されている
ユーザのグループに適用できます。サー
ビス プロファイルでは、このサービス
プロファイルを使用するユーザ向けにプ
ロビジョニングされている新しい電話向
けに UC サービスを設定できます。

（省略可）機能グループ テンプレート
の設定機能グループテンプレートには、

機能グループテンプレートの設定（328
ページ）

ステップ 5

一般的な機能の設定と、ユーザプロファ
イルとサービスプロファイルを割り当て
ることができます。LDAP同期ユーザの
場合、LDAP 同期中に機能グループ テ
ンプレートを割り当てられるため、ユー
ザ プロファイル、サービス プロファイ
ル、回線およびサービステンプレート、
セルフプロビジョニング機能がユーザに
割り当てられます。
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目的コマンドまたはアクション

会社用 LDAP ディレクトリを導入する
場合は、カンパニー ディレクトリ

LDAP 同期の設定タスク フロー （334
ページ）

ステップ 6

(LDAP) からエンド ユーザを Cisco
Unified Communications Manager データ
ベースに直接インポートできます。

LDAP ディレクトリからエンド ユーザ
をインポートしていない場合は、一括管

LDAP 同期の設定タスク フロー （334
ページ）

ステップ 7

理ツールを使用して、エンド ユーザ リ
ストやエンド ユーザ設定を CSV ファイ
ルで Cisco Unified Communications
Manager データベースにインポートでき
ます。

一括管理ガイドを使用して、データベー
スにバルク トランザクションを実行す
る方法については、『Cisco Unified
Communications Manager 一括管理ガイ
ド』（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を
参照してください。

（省略可）データベースに手動で新しい
ユーザを追加します。

エンド ユーザの手動設定タスク フロー
（346 ページ）

ステップ 8
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第 32 章

ユーザ アクセスの設定

• ユーザ アクセスの概要 （283 ページ）
• ユーザ アクセスの前提条件 （285 ページ）
• ユーザ アクセスの設定タスク フロー （286 ページ）
• 標準ロールとアクセス制御グループ （292 ページ）

ユーザ アクセスの概要
次の項目を設定して、Cisco Unified Communications Manager に対するユーザ アクセスを管理し
ます。

• [アクセス制御グループ（Access Control Groups）]

• [ロール（Roles）]

• [ユーザ ランク（User Rank）]

ロールの概要
エンドユーザをプロビジョニングする場合、ユーザにどのようなロールを割り当てるか決定す
る必要があります。ロールはエンドユーザ、アプリケーションユーザ、またはアクセス制御グ
ループに割り当てることができます。単独のユーザに複数のロールを割り当てることができま
す。

各ロールには、特定のリソースまたはアプリケーションに接続される一連の権限が含まれま
す。たとえば、標準 CCM エンドユーザのロールは、そのロールが割り当てられているユーザ
に、Cisco Unified Communications セルフ ケア ポータルへのアクセス権を提供します。また、
Cisco Unified Communications Manager の管理、Cisco CDR Analysis and Reporting、Dialed Number
Analyzer、CTI インターフェイスなどのリソースへのアクセスを提供するロールを割り当てる
こともできます。特定の設定ウィンドウのようなグラフィカル ユーザ インターフェイスを使
用する大部分のリソースでは、ロールに接続された権限によって、そのウィンドウのデータ、
または関連するウィンドウのグループ内のデータを閲覧したり更新できます。
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ロールの設定と割り当て

標準ロールをユーザに割り当てるか、またはカスタムロールを作成するかを決定する必要があ
ります。

• 標準ロール：標準ロールとは、Cisco Unified Communications Manager に最初からインストー
ルされている、デフォルトの事前定義のロールです。ロールの権限を編集または変更する
ことはできません。

• カスタム ロール：カスタム ロールは自分で作成するロールです。ユーザに割り当てる権
限を含む標準ロールがないときに、カスタムロールを作成できます。たとえば、標準ロー
ルを割り当てようとしたが、権限の 1 つを変更したい場合、標準ロールの権限をカスタム
ロールにコピーし、そのカスタム ロールで権限を編集できます。

権限のタイプ

各ロールには、特定のリソースに接続される一連の権限が含まれます。リソースに割り当てら
れる権限には 2 種類あります。

• [読み取り（Read）]：読み取り権限では、ユーザはそのリソースの設定を閲覧できますが、
設定を更新することはできません。たとえば、この権限ではユーザが特定の設定ウィンド
ウの設定を閲覧できますが、そのアプリケーションの設定ウィンドウには更新ボタンやア
イコンは表示されません。

• [更新（Update）]：更新権限では、ユーザはそのリソースの設定を変更できます。たとえ
ば、この権限ではユーザが特定の設定ウィンドウで更新を実行できます。

エンドユーザ ロールと管理者ロール

標準 CCM エンドユーザ（Standard CCM End Users）ロールは、Cisco Unified Communications セ
ルフ ケア ポータルへのアクセス権をエンドユーザに提供します。CTI アクセスなどの追加権
限については、標準 CTI 対応（Standard CTI Enabled）ロールなどの追加ロールを割り当てる必
要があります。

標準 CCM 管理ユーザ（Standard CCM Admin Users）ロールは、すべての処理タスクのベース
ロールであり、認証ロールとして機能します。このロールは、Cisco Unified Communications
Manager Administration のユーザ インターフェイスへの管理者アクセスを提供します。Cisco
Unified CM Administration では、このロールを Cisco Unified Communications Manager Administration
にログインするために必要なロールとして定義しています。

関連トピック
標準ロールとアクセス制御グループ （292 ページ）

アクセス制御グループの概要
ロールとともにアクセス制御グループを使用して、同様のアクセス要件のユーザ グループに
ネットワークへのアクセス権限をすばやく指定できます。
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アクセス制御グループは、エンドユーザとアプリケーションユーザのリストです。類似したア
クセスの必要性を共有するエンド ユーザとアプリケーション ユーザに、必要なロールとアク
セス権限を含むアクセス制御グループを指定できます。エンドユーザまたはアプリケーション
ユーザをアクセス制御グループに割り当てるためには、ユーザがそのアクセス制御グループの
最小ランク要件を満たしている必要があります。たとえば、ユーザ ランクが 4 であるユーザ
は、最小ランク要件が 4 ～ 10 のアクセス制御グループにのみ割り当てることができます。

システムには、一連の事前定義された標準アクセス制御グループが含まれています。それぞれ
の標準アクセス制御グループには、デフォルトで割り当てられている一連のロールがありま
す。ユーザをそのアクセス制御グループに割り当てると、それらのロールもそのエンドユーザ
に割り当てられます。

標準アクセス制御グループに割り当てられたロールは編集できません。ただし、カスタマイズ
されたアクセス制御グループを作成し、選択したロールをそのカスタマイズされたアクセス制
御グループに割り当てることができます。

関連トピック
標準ロールとアクセス制御グループ （292 ページ）

ユーザ ランクの概要
ユーザ ランクのアクセス制御では、管理者がエンド ユーザやアプリケーション ユーザに提供
できるアクセス レベルに対する一連の制御を行います。

エンド ユーザやアプリケーション ユーザをプロビジョニングする場合、管理者は各ユーザの
ユーザ ランクを割り当てる必要があります。管理者は、各アクセス制御グループにもユーザ
ランクを割り当てる必要があります。Conttrolグループにアクセスするユーザを追加する場合、
管理者は、ユーザのユーザのランク要件がグループのランク要件を満たしているグループにの
みユーザを割り当てることができます。たとえば、あるエンド ユーザのユーザ ランクが 3 の
場合、3 ～ 10 のユーザ ランクが設定されているアクセス制御グループに割り当てることがで
きます。ただし、管理者は、そのユーザを 1 または 2 のユーザランク要件を持つアクセス制御
グループに割り当てることはできません。

管理者は、[ユーザ順位の設定 ]ウィンドウ内に独自のユーザランク階層を作成し、ユーザをプ
ロビジョニングし、アクセス制御グループを使用して、その階層を使用することができます。
ユーザランクの階層を設定しない場合や、ユーザをプロビジョニングするとき、または conrol
グループにアクセスするときにユーザランクの設定を指定しない場合は、すべてのユーザとア
クセス制御グループにはデフォルトのユーザランク 1 (可能な限り高いランク) が割り当てられ
ます。

ユーザ アクセスの前提条件
エンドユーザをプロビジョニングする前に、次のことを実行します。

• 標準ロールとアクセス制御グループ（292 ページ）：定義済みのロールとアクセス制御グ
ループのリストを確認します。カスタマイズされたロールとグループを設定する必要があ
るかどうかを判断します。
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• ユーザとグループに割り当てるユーザのランクを計画します。

ユーザ アクセスの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

システムのユーザのランク階層を設定し
ます。

ユーザランク階層の設定（287ページ）ステップ 1

新しいロールをまったく最初から作成し
て設定するには、「作成（Create）」手

新しいロールを作成する必要がある場合
は、次のいずれかの方法を使用します。

ステップ 2

順を実行します。新しいロールが既存の• カスタム ロールの作成 （287 ペー
ジ） ロールと同様の権限を持つ場合は、「コ

ピー（Copy）」手順を実行します。既
• 既存のロールのコピー （288 ペー

ジ）
存のロールから新しいロールに権限をコ
ピーしてから、新しいロールの権限を編
集します。

新しいアクセス制御グループをまったく
最初から作成するには、「作成

新しいアクセス制御グループを作成する
必要があるときは、次のいずれかの方法
を使用します。

ステップ 3

（Create）」手順を実行します。既存の
アクセス制御グループに新しいアクセス• アクセス制御グループの作成（289

ページ） 制御グループと類似の設定があれば、
「コピー（Copy）」手順を実行します。

• アクセス制御グループのコピー （
290 ページ）

既存のアクセス制御グループから新しい
グループに設定をコピーしてから編集で
きます。

新しいアクセス制御グループを作成した
ら、アクセス制御グループにロールを割
り当てます。

アクセス制御グループへの権限の割り当
て （291 ページ）

ステップ 4

重複するアクセス権限をカバーするに
は、エンタープライズ ポリシーを設定

重複する権限ポリシーの設定（292ペー
ジ）

ステップ 5

します。これはエンドユーザやアプリ
ケーションのユーザが複数のアクセス制
御グループまたはロールに割り当てら
れ、それぞれが相反する権限設定になっ
ている場合をカバーしています。

関連トピック
標準ロールとアクセス制御グループ （292 ページ）
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ユーザ ランク階層の設定
カスタムのユーザ ランク階層を作成するには、この手順を使用します。

ユーザランク階層を設定しない場合は、すべてのユーザおよびアクセス制御グループにデフォ
ルトで 1（最高ランク）が割り当てられます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [ユーザランク（User Rank）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [ユーザランク（User Rank）] ドロップダウン メニューから、1 ～ 10 のランク設定を選択しま
す。最も高いランクは 1 です。

ステップ 4 [ランク名（Rank Name）] と [説明（Description）] を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 ユーザ ランクをさらに追加するには、この手順を繰り返します。
ユーザおよびアクセス制御グループにユーザランクを割り当てることで、ユーザをどのグルー
プに割り当てることができるかを制御できます。

カスタム ロールの作成
必要な権限設定を備えたシステム定義のロールがないとき、カスタム ロールを作成します。

自分が作成する新しいロールの権限が既存のロールの権限に似ている場合、「既存のロールの
コピー（288ページ）」の手順を実行して、編集可能な新しいロールに既存の権限をコピーし
ます。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [権限（Role）] をクリックします。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• 新しいロールを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。このロールを
関連付ける [アプリケーション（Application）] を選択し、[次へ (Next)] をクリックしま
す。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
287

エンド ユーザの設定
ユーザ ランク階層の設定



• 既存のロールから設定をコピーするには、[検索（Find）] をクリックして、既存のロール
を開きます。[コピー（Copy）] をクリックし、新しいロールの名前を入力します。[OK]
をクリックします。

ステップ 3 このロールの [名前（Name）] と [説明（Description）] を入力します。

ステップ 4 リソースごとに、該当するチェックボックスをオンにします。

• ユーザがリソースの設定を表示できるようにする場合には、[読み取り（Read）] チェック
ボックスをオンにします。

• ユーザがリソースの設定を編集できるようにする場合は、[更新（Update）] チェックボッ
クスをオンにします。

• リソースに対するアクセスを提供しない場合は、両方のチェックボックスをオフにしま
す。

ステップ 5 この権限のページに表示されるすべてのリソースに特権を付与する場合は、[すべてにアクセ
ス権を付与（Grant access to all）] ボタンをクリックし、すべてのリソースから特権を削除する
場合は、[すべてにアクセスを許可しない（Deny access to all）] をクリックします。

リソースのリストが複数のページにわたって表示される場合、このボタンは、現在の
ページに表示されるリソースに限り適用されます。他のページのリストにあるリソー
スのアクセス権を変更するには、それらのページを表示し、表示されたページでこの
ボタンを使用する必要があります。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

アクセス制御グループの作成 （289 ページ）

既存のロールのコピー
[コピー（Copy）]コマンドを使用すると、既存のロール設定に基づいて、新しいロールを作成
できます。Cisco Unified Communication Manager では、標準ロールを編集できません。ただし、
[コピー（Copy）]コマンドで標準ロールとリソースと権限が同一の新しいロールを作成できま
す。そして自分が作成した新しいロールの権限を編集できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [ロール（Role）] をクリックします。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、コピーするリソースと権限が含まれるロールを選択します。

ステップ 3 [コピー（Copy）] をクリックします。

ステップ 4 新しいロールの名前を入力し、[OK] をクリックします。
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[ロールの設定（Role Configuration）] ウィンドウに新しいロールの設定が表示されます。新し
いロールの権限は、コピーしたロールの権限と同じです。

ステップ 5 新しいロールのリソースのいずれかで、次のようにして権限を編集します。

• [読み取り（Read）] チェックボックスをオンにして、ユーザにリソースの表示を許可しま
す。

• [更新（Update）] チェックボックスをオンにして、ユーザにリソースの編集を許可しま
す。

• リソースへのアクセスを制限するには、両方のチェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

次のいずれかの方法で新しいアクセス制御グループを作成します。

• アクセス制御グループの作成 （289 ページ）

• アクセス制御グループのコピー （290 ページ）

関連トピック
標準ロールとアクセス制御グループ （292 ページ）

アクセス制御グループの作成
この手順では、新しいアクセス制御グループを作成する必要があります。システム定義アクセ
ス制御グループが導入環境のニーズを満たさない場合、新しいアクセス制御グループを作成す
る必要があります。

始める前に

新しいロールを作成する必要がある場合は、次のいずれかの手順を実行します。

• カスタム ロールの作成 （287 ページ）

• 既存のロールのコピー （288 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [アクセス制御グループ（Access Control Group）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）] にアクセス制御グループの名前を入力します。
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ステップ 4 [ユーザで利用できるユーザランク（Available for Users with User Rank as）] ドロップダウンか
ら、このグループに割り当てる、ユーザの最低ランクを選択します。デフォルトのユーザラン
クは 1 です。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

アクセス制御グループへの権限の割り当て （291 ページ）

アクセス制御グループのコピー
既存のアクセス制御グループから設定をコピーして、カスタムアクセス制御グループを作成し
ます。既存のアクセス制御グループをコピーすると、システムにより、新しいアクセス制御グ
ループにすべての設定（割り当てた権限やユーザを含む）がコピーされます。ただし、デフォ
ルトのアクセス制御グループとは異なり、カスタムアクセス制御グループに割り当てられた権
限は編集できます。

始める前に

新しい権限を作成する必要がある場合、次のステップのいずれかを実行します。

• カスタム ロールの作成 （287 ページ）

• 既存のロールのコピー （288 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [アクセス制御グループ（Access Control Group）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定をコピーする対象のアクセス制御グループを選択します。

ステップ 3 [コピー（Copy）] をクリックします。

ステップ 4 新しいアクセス制御グループの名前を入力し、[OK] をクリックします。

ステップ 5 [ユーザで利用できるユーザランク（Available for Users with User Rank as）] ドロップダウンか
ら、このグループに割り当てる、ユーザの最低ランクを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

アクセス制御グループへの権限の割り当て （291 ページ）

関連トピック
標準ロールとアクセス制御グループ （292 ページ）
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アクセス制御グループへの LDAP 同期ユーザの割り当て （343 ページ）
アクセス制御グループへのエンド ユーザの割り当て （347 ページ）

アクセス制御グループへの権限の割り当て
作成したすべての新しいアクセス制御グループに権限を割り当てます。既存のグループからア
クセス制御グループをコピーした場合、権限の削除が必要になることもあります。

デフォルトで設定されている標準アクセス制御グループの権限の割り当てはいずれも編集でき
ません。

（注）

始める前に

新しいアクセス制御グループを作成するには、次のタスクのいずれかを実行します。

• アクセス制御グループの作成 （289 ページ）

• アクセス制御グループのコピー （290 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [アクセス制御グループ（Access Control Group）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、アクセス制御グループを選択します。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）] ドロップダウン リスト ボックスで、[アクセス制御グループへ
の権限の割り当て（Assign Role to Access Control Group）] を選択し、[移動（Go）] をクリック
します。

ステップ 4 権限を割り当てる必要がある場合は、以下の手順に従います。

a) [グループにロールを割り当て（Assign Role to Group）] をクリックします。
b) [権限の検索と一覧表示（Find and List Roles）] ウィンドウで、グループに割り当てる権限

のチェックボックスをオンにします。
c) [選択項目の追加（Add Selected）] をクリックします。

ステップ 5 権限を削除する必要がある場合は、以下の手順に従います。

a) [ロール（Role）] リスト ボックスで、削除する権限を強調表示します。
b) [割り当てたロールの削除（Delete Role Assignment）] をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

重複する権限ポリシーの設定 （292 ページ）
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重複する権限ポリシーの設定
アクセス制御グループの割り当てで重複するユーザ権限を Cisco Unified Communication Manager
がどのように処理するのかを設定します。これにより、エンドユーザが複数のアクセス制御グ
ループに割り当てられ、それぞれのロールとアクセス権限が相反する状況に対応できます。

始める前に

アクセス制御グループへの権限の割り当て （291 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [ユーザ管理パラメータ（User Management Parameters）] で、[重複したユーザ グループとロー
ルの実質的なアクセス権（Effective Access Privileges For Overlapping User Groups and Roles）] に
次のいずれかの値を設定します。

• [最大（Maximum）] —実質的な権限は、重複したすべてのアクセス制御グループの最大限
の権限になります。これがデフォルトのオプションです。

• [最小（Minimum）]—実質的な権限は、重複したすべてのアクセス制御グループの最小限
の権限になります。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

標準ロールとアクセス制御グループ
次の表は、Cisco Unified Communications Manager にあらかじめ設定されている標準権限および
アクセス制御グループの概要です。標準権限が持つ特権はデフォルトで設定されています。ま
た、標準権限に関連付けられたアクセス制御グループも、デフォルトで設定されています。

標準権限、および標準権限に関連付けられたアクセス制御グループの両方で、特権または権限
の割り当てを編集できません。

表 20 : 標準権限、特権 およびアクセス制御グループ

関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

[標準CCMスーパーユーザ（Standard
CCM Super Users）]

AXL データベース API へのアクセス
を許可します。

標準 AXL API アクセス

AXL API を実行するログイン権限を付
与します。

標準AXL APIユーザ
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

AXL 読み取り専用 API（API の一覧表
示、API の取得、SQL Query API の実
行）の実行をデフォルトで許可しま
す。

標準 AXL 読み取り専用 API アクセス

標準 CAR 管理ユーザ、標準 CCM スー
パー ユーザ

Cisco Unified Communications Manager
CDR Analysis and Reporting（CAR）の
表示および設定が可能になります。

標準管理 Rep Tool 管理

標準監査ユーザ監査ロギング機能の次のタスクを実行
できます。

• Cisco Unified Serviceability の [監査
ログ設定（Audit Log
Configuration）] ウィンドウでの、
監査ロギングの表示および設定

• Cisco Unified Serviceability でのト
レースの表示と設定、および
Real-Time Monitoring Tool の監査
ログ機能向けトレースの収集

• Cisco Unified Serviceability での
Cisco Audit Event Service の表示、
開始、停止

• RTMT での、関連付けられたア
ラートの表示および更新

標準監査ログ管理

標準 CCM 管理ユーザ、標準 CCM ゲー
トウェイ管理、標準 CCM 電話管理、
標準 CCM 読み取り専用、標準 CCM
サーバ モニタリング、標準 CCM スー
パー ユーザ、標準 CCM サーバ メンテ
ナンス、標準 パケット スニファ ユー
ザ

Cisco Unified Communications Manager
Administration へのログイン権限を付与
します。

標準 CCM 管理ユーザ

[標準CCMエンドユーザ（StandardCCM
End Users）]

Cisco Unified Communications セルフケ
アポータルにログインする権限をエン
ド ユーザに付与します。

[標準CCMエンドユーザ（StandardCCM
End Users）]
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

[標準CCMサーバメンテナンス
（Standard CCM Server Maintenance）]

Cisco Unified Communications Manager
Administration で、次のタスクを実行で
きます。

• 一括管理ツールによる次の項目の
表示、削除、挿入：

• クライアント関連のコードと
強制承認コード

• コール ピックアップ グルー
プ

• Cisco Unified Communications
Manager Administration で、の次の
項目を表示、設定できます。

• クライアント関連のコードと
強制承認コード

• コール パーク

• コール ピックアップ

• ミートミーの番号またはパ
ターン

• メッセージ受信

• Cisco Unified IP Phone サービ
ス

• ボイスメールパイロット、ボ
イスメール ポート ウィザー
ド、ボイスメールポート、ボ
イスメール プロファイル

標準 CCM 機能管理

標準 CCM ゲートウェイ管理Cisco Unified Communications Manager
Administration で、次のタスクを実行で
きます。

• 一括管理ツールによるゲートウェ
イテンプレートの表示および設定

• ゲートキーパー、ゲートウェイ、
およびトランクの表示および設定

標準 CCM ゲートウェイ管理
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準 CCM 電話管理Cisco Unified Communications Manager
Administration で、次のタスクを実行で
きます。

• 一括管理ツールによる電話の表示
とエクスポート

• 一括管理ツールによるユーザデバ
イス プロファイルの表示と挿入

• Cisco Unified Communications
Manager Administration で、次の項
目を表示および設定できます。

• BLF 短縮ダイヤル

• CTI ルート ポイント

• デフォルトデバイスプロファ
イルまたはデフォルト プロ
ファイル

• 電話番号、および回線の状態

• ファームウェア ロード情報

• 電話ボタンテンプレートまた
はソフトキー テンプレート

• 電話機

• [電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウの
[ボタン項目を変更（Modify
Button Items）] をクリックす
ることによる、特定の電話に
対する電話ボタンの情報の並
べ替え

標準 CCM 電話管理
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

Cisco Unified Communications Manager
Administration で、次のタスクを実行で
きます。

• アプリケーション ダイヤル ルー
ルの表示および設定

• コーリング サーチ スペースおよ
びパーティションの表示および設
定

• ダイヤル ルール パターンを含む
ダイヤルルールの表示および設定

• ハント リスト、ハント パイロッ
ト、回線グループの表示および設
定

• ルート フィルタ、ルート グルー
プ、ルート ハント リスト、ルー
トリスト、ルートパターン、ルー
ト プラン レポートの表示および
設定

• 時間帯およびスケジュールの表示
および設定

• トランスレーションパターンの表
示および設定

標準 CCM ルート プラン計画管理
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

[標準CCMサーバメンテナンス
（Standard CCM Server Maintenance）]

Cisco Unified Communications Manager
Administration で、次のタスクを実行で
きます。

• 次の項目を表示および設定できま
す。

• アナンシエータ、会議ブリッ
ジ、トランスコーダ

• オーディオ ソースおよび
MOH サーバ

• メディア リソース グループ
およびメディア リソース グ
ループ リスト

• Media Termination Point; メ
ディア ターミネーション ポ
イント

• Cisco Unified Communications
Manager Assistant ウィザード

• 一括管理ツールの [マネージャの
削除（Delete Managers）]、[マネー
ジャ/アシスタントの削除（Delete
Managers/Assistants）] および [マ
ネージャ/アシスタントの挿入
（Insert Managers/Assistants）] ウィ
ンドウでの表示および設定ができ
ます。

標準 CCM サービス管理
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

[標準CCMサーバメンテナンス
（Standard CCM Server Maintenance）]

Cisco Unified Communications Manager
Administration で、次のタスクを実行で
きます。

• 次の項目を表示および設定できま
す。

• 代替ルーティング（AAR）グ
ループの自動化

• Cisco Unified Communications
Manager（Cisco Unified CM）
および Cisco Unified
Communications Manager グ
ループ

• 日時グループ

• デバイス デフォルト

• デバイス プール

• エンタープライズパラメータ

• エンタープライズ電話の設定

• ロケーション

• Network Time Protocol（NTP）
サーバ

• プラグイン

• Skinny Call Control Protocol
（SCCP）または Session
Initiation Protocol（SIP）を実
行する電話用のセキュリティ
プロファイル、SIP トランク
用のセキュリティプロファイ
ル

• Survivable Remote Site
Telephony（SRST）の参照

• サーバ

• 一括管理ツールの、[ジョブ スケ
ジューラ（Job Scheduler）] ウィン
ドウでの表示と設定

標準 CCM システム管理
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

Cisco Unified Communications Manager
Administration で、アプリケーション
ユーザの表示および設定を実行できま
す。

標準 CCM ユーザ権限管理

CCMAdminシステムのすべての面を利
用できます。

[標準CCMADMIN管理（Standard
CCMADMIN Administration）]

[標準CCMスーパーユーザ（Standard
CCM Super Users）]

Cisco Unified Communications Manager
Administration および一括管理ツールの
すべての項目を表示および設定できま
す。

[標準CCMADMIN管理（Standard
CCMADMIN Administration）]

Dialed Number Analyzer の情報を表示お
よび設定できます。

[標準CCMADMIN管理（Standard
CCMADMIN Administration）]

すべての CCMAdmin リソースの読み
取りを許可します。

[標準CCMADMIN読み取り専用
（Standard CCMADMIN Read Only）]

標準 CCM ゲートウェイ管理、標準
CCM 電話管理、標準 CCM 読み取り専
用、標準 CCM サーバ メンテナンス、
標準 CCM サーバ モニタリング

Cisco Unified Communications Manager
Administration および一括管理ツールの
項目を表示できます。

[標準CCMADMIN読み取り専用
（Standard CCMADMIN Read Only）]

Dialed Number Analyzer で、ルーティン
グ設定の分析ができます。

[標準CCMADMIN読み取り専用
（Standard CCMADMIN Read Only）]

[標準CCMエンドユーザ（StandardCCM
End Users）]

Cisco Unified Communications セルフケ
アポータルへのアクセスを許可しま
す。

標準 CCMUSER 管理

標準 CTI 通話モニタリング許可CTI アプリケーションまたはデバイス
でコールをモニタできます。

標準 CTI 通話モニタリング許可

標準 CTI コール パーク モニタリング
許可

CTI アプリケーションまたはデバイス
でコールパークをモニタできます。

標準 CTI コール パーク モニタリング
許可

標準 CTI 通話録音許可CTIアプリケーション/デバイスで通話
を録音できます。

標準 CTI 通話録音許可

標準 CTI 発信者番号の変更許可CTI アプリケーションが発信者番号を
通話中に変更できます。

標準 CTI 発信者番号の変更許可

標準 CTI によるすべてのデバイスの制
御

CTI で制御可能なすべてのデバイスを
制御できます。

標準 CTI によるすべてのデバイスの制
御
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準 CTI 接続された転送と会議をサ
ポートする電話の制御許可

接続された転送および会議をサポート
するすべての CTI デバイスを制御でき
ます。

標準 CTI 接続された転送と会議をサ
ポートする電話の制御許可

標準 CTI ロールオーバー モードをサ
ポートする電話の制御許可

ロールオーバーモードをサポートする
すべての CTI デバイスを制御できま
す。

標準 CTI ロールオーバー モードをサ
ポートする電話の制御許可

標準 CTI SRTP 重要素材の受信許可CTI アプリケーションが、SRTP を使
用する重要な素材にアクセスしたり、
その素材を配信したりできるようにし
ます。

標準 CTI SRTP 重要素材の受信許可

標準 CTI 対応CTI アプリケーションの制御を可能に
します。

標準 CTI 対応

標準 CTI セキュア接続Cisco Unified Communications Manager
へのセキュアな CTI 接続が可能になり
ます。

標準 CTI セキュア接続

アプリケーションユーザが、さまざま
なソースからレポートを作成できま
す。

[標準CUReporting（Standard
CUReporting）]

標準 CCM 管理ユーザ、標準 CCM スー
パー ユーザ

Cisco Unified Reporting での、レポート
の表示、ダウンロード、作成、および
アップロードができます。

[標準CUReporting（Standard
CUReporting）]

標準 CCM スーパー ユーザ、標準 EM
認証プロキシ権限

アプリケーションで使用する Cisco
Extension Mobility（EM）の認証権限を
管理します。この権限は、（Cisco
Unified Communications Manager
Assistant や Cisco Web Dialer などの）
Cisco Extension Mobility と対話するす
べてのアプリケーションユーザに必要
です。

標準 EM 認証プロキシ権限

標準パケット スニファ ユーザCisco Unified Communications Manager
の管理にアクセスし、パケットスニッ
フィング（キャプチャ）ができます。

標準パケット スニッフィング
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

[標準RealtimeAndTraceCollection
（Standard
RealtimeAndTraceCollection）]

Cisco Unified Serviceability および
Real-Time Monitoring Tool にアクセス
し、次の項目を表示および使用できま
す。

• Simple Object Access Protocol
（SOAP）Serviceability AXL API

• SOAP コール レコード API

• SOAP 診断ポータル（Analysis
Manager）データベース サービス

• 監査ログ機能のトレースの設定

• トレース収集などの、Real-Time
Monitoring Tool の設定

[標準RealtimeAndTraceCollection
（Standard
RealtimeAndTraceCollection）]
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

標準 CCM サーバ モニタリング、標準
CCM スーパー ユーザ

Cisco Unified Serviceability または
Real-Time Monitoring Tool で、次のウィ
ンドウを表示および設定できます。

• [アラーム設定およびアラーム定義
（Alarm Configuration and Alarm
Definitions）]（Cisco Unified
Serviceability）

• [監査トレース（Audit Trace）]（読
み取りおよび表示のみ可能なマー
クが付けられています）

• SNMP 関連のウィンドウ（Cisco
Unified Serviceability）

• [トレースの設定（Trace
Configuration）] および [トレース
設定のトラブルシューティング
（Troubleshooting of Trace
Configuration）]（Cisco Unified
Serviceability）

• ログパーティションのモニタリン
グ

• [アラートの設定（Alert
Configuration）]（RTMT）、[プロ
ファイルの設定（Profile
Configuration）]（RTMT）、およ
び [トレース収集（Trace
Collection）]（RTMT）

SOAP Serviceability AXL API、SOAP
Call Record API、および SOAP 診断ポー
タル（Analysis Manager）データベース
サービスを表示および使用できます。

SOAP コールレコード API について
は、RTMT Analysis Manager Call Record
の権限が、このリソースを介して制御
されます。

SOAP 診断ポータル データベース サー
ビスについては、RTMT Analysis
Manager Hosting Database アクセスが、
このリソースを介して制御されます。

標準 SERVICEABILITY
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

有用性の管理者は、Cisco Unified
Communications Manager の管理に表示
されるプラグインウィンドウにアクセ
スでき、このウィンドウからプラグイ
ンをダウンロードできます。

[標準SERVICEABILITY管理（Standard
SERVICEABILITY Administration）]

Dialed Number Analyzer の有用性をすべ
ての面で管理できます。

[標準SERVICEABILITY管理（Standard
SERVICEABILITY Administration）]

Cisco Unified Serviceability および
Real-Time Monitoring Tool のすべての
ウィンドウを表示および設定できます
（[監査トレース（Audit Trace）] では
表示のみ可能です）。

すべての SOAP Serviceability AXL API
を表示および使用できます。

[標準SERVICEABILITY管理（Standard
SERVICEABILITY Administration）]

標準 CCM 読み取り専用Dialed Number Analyzer のコンポーネン
トで使用する有用性に関するすべての
データを表示できます。

[標準SERVICEABILITY読み取り専用
（Standard SERVICEABILITY Read
Only）]

Cisco Unified Serviceability および
Real-Time Monitoring Tool で、設定を
表示できます。（標準監査ログ管理の
権限により表示される監査設定ウィン
ドウは除きます）

SOAP Serviceability AXL API、SOAP
Call Record API、および SOAP 診断ポー
タル（Analysis Manager）データベース
サービスをすべて表示できます。

[標準SERVICEABILITY読み取り専用
（Standard SERVICEABILITY Read
Only）]

Cisco Unified Serviceability で、サービ
スを表示、アクティベート、開始、お
よび停止できます。

標準システム サービス管理

SAML SSO の設定をすべての面で管理
できます。

標準 SSO 設定管理

標準 Cisco Call Manager 管理すべての機密アクセス レベル ページ
にアクセスできます。

標準機密アクセス レベル ユーザ

[標準Cisco Unified CM IM & Presence管
理（Standard Cisco Unified CM IM and
Presence Administration）]

CCMAdminシステムをすべての面で管
理できます。

[標準CCMADMIN管理（Standard
CCMADMIN Administration）]
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関連付けられた標準アクセス制御グ
ループ

権限に対する特権およびリソース標準権限

[標準Cisco Unified CM IM & Presence管
理（Standard Cisco Unified CM IM and
Presence Administration）]

すべての CCMAdmin リソースの読み
取りを許可します。

[標準CCMADMIN読み取り専用
（Standard CCMADMIN Read Only）]

標準 Cisco Unified CM IM & Presenceの
レポーティング

アプリケーションユーザが、さまざま
なソースからレポートを作成できま
す。

[標準CUReporting（Standard
CUReporting）]
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第 33 章

クレデンシャル ポリシーの設定

• クレデンシャル ポリシーの概要 （305 ページ）
• セキュア エンド ユーザ ログイン クレデンシャル （306 ページ）
• クレデンシャル ポリシーの設定タスク フロー （307 ページ）

クレデンシャル ポリシーの概要
クレデンシャル ポリシーは、Cisco Unified Communications Manager 内のリソースの認証プロセ
スを制御します。クレデンシャルポリシーは、失敗したログイン試行、エンドユーザパスワー
ドの有効期限とロックアウト期間、エンドユーザ PIN、アプリケーション ユーザ パスワード
などのパスワード要件とアカウント ロックアウトの詳細を定義します。クレデンシャル ポリ
シーは、すべてのエンド ユーザ PIN などの特定のクレデンシャル タイプのすべてのアカウン
トに広く割り当てることも、特定のアプリケーション ユーザやエンド ユーザ用にカスタマイ
ズすることもできます。

クレデンシャル タイプ

[クレデンシャル ポリシー設定（Credential Policy Configuration）] で、新しいクレデンシャル ポ
リシーを設定し、次の 3 つのクレデンシャル タイプのそれぞれのデフォルト クレデンシャル
ポリシーとして新しいポリシーを適用できます。

• エンド ユーザ PIN

• エンド ユーザ パスワード

• アプリケーション ユーザ パスワード

また、特定のエンド ユーザ PIN、エンド ユーザ パスワード、またはアプリケーション ユーザ
パスワードにクレデンシャル ポリシーを適用することもできます。

単純なパスワード

単純なパスワードとPINを確認するようにシステムを設定できます。単純なパスワードとは、
ABCD や 123456 といった容易に推測できるパスワードなどで、これらは簡単にハッキングで
きるクレデンシャルです。
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単純でないパスワードは、次の要件を満たしています。

• 大文字、小文字、数字、記号の 4 種類の文字のうち 3 種類を含んでいる。

• 3 回以上連続して同じ文字や数字を使用していない。

• 繰り返しや、エイリアス、ユーザ名、内線番号を含んでいない。

• 連続する文字または数字で構成されていない。たとえば、654321 または ABCDEFG など
のパスワードは許容されません。

PIN には、数字（0 ～ 9）のみを使用できます。単純でない PIN は、次の条件を満たすものと
します。

• 3 回以上連続して同じ数字を使用していない。

• 繰り返しや、ユーザの内線番号、メールボックス、またはユーザの反転させた内線番号や
メールボックスを含んでいない。

• 3 つの異なる数字を含んでいる。たとえば、121212 などの PIN は単純です。

• ユーザの姓または名の数字表現（たとえば、名前によるダイヤル）が使用されていない。

• たとえば、408408 などの複数の数字の繰り返しや、2580、159、753 などのキーパッド上
で直線上にあるダイヤルのパターンを含んでいない。

セキュア エンド ユーザ ログイン クレデンシャル
Unified Communications Manager リリース 12.5(1) 以降、すべてのエンド ユーザ ログイン クレ
デンシャルは、強化されたセキュリティを提供するためにSHA2を使用してハッシュされてい
ます。Unified Communications Manager リリース 12.5(1) 以前は、エンド ユーザの ログイン ク
レデンシャルは、SHA1 のみを使用してハッシュされていました。Unified Communications
Manager リリース 12.5(1) には 「 古いクレデンシャルのアルゴリズムを持つユーザの Unified
CM 」 レポートも含まれます。このレポートは、Cisco Unified Reporting のページで入手できま
す。このレポートを使用すると、管理者は、パスワードまたは PIN が SHA1 でハッシュされて
いるすべてのエンド ユーザをリストできます。

SHA1 でハッシュされているエンド ユーザのすべてのパスワードまたは PIN は、最初にログイ
ンが成功したときに自動的に SHA2 に移行されます。SHA1 でハッシュされている（古い）ク
レデンシャルを持つエンド ユーザは、次のいずれかの方法を使用して、自身の PIN またはパ
スワードを更新できます。

• 電話機のエクス テンション モビリティまたはディレクトリのアクセスにログインして、
PIN を更新します。

• Cisco Jabber、Cisco Unified Communications セルフケアポータル、または Cisco Unified CM
Administration にログインして、パスワードを更新します。

レポートの生成方法の詳細については、Cisco Unified CM Administration のオンライン ヘルプを
参照してください。
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クレデンシャル ポリシーの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

エンド ユーザとアプリケーション ユー
ザにクレデンシャル ポリシーを設定し
ます。

クレデンシャル ポリシーの設定 （307
ページ）

ステップ 1

3つのクレデンシャルタイプのいずれか
（エンド ユーザ パスワードとアプリ

クレデンシャル ポリシーのデフォルト
クレデンシャルの設定 （308 ページ）

ステップ 2

ケーション ユーザ）にデフォルトのク
レデンシャル ポリシーとして設定され
ているクレデンシャル ポリシーを適用
します。デフォルトのクレデンシャル
ポリシーは、新規にプロビジョニングさ
れたユーザのクレデンシャル タイプに
デフォルトで適用されます。

関連トピック
エンド ユーザへのクレデンシャル ポリシーの適用 （348 ページ）

クレデンシャル ポリシーの設定
エンド ユーザの PIN またはパスワードなどの特定のクレデンシャル タイプに一致するすべて
のクレデンシャルのデフォルトのクレデンシャル ポリシーとして適用可能なクレデンシャル
ポリシーを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [クレデンシャル
ポリシー（Credential Policy）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）] をクリックし、既存のクレデンシャル ポリシーを選択します。
• [新規追加（Add New）] をクリックして、新しいクレデンシャル ポリシーを作成します。

ステップ 3 [クレデンシャル ポリシーの設定（Credential Policy Configuration）] ウィンドウの各フィールド
に入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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次のタスク

クレデンシャル ポリシーのデフォルト クレデンシャルの設定 （308 ページ）

クレデンシャル ポリシーのデフォルト クレデンシャルの設定
クレデンシャル ポリシーのデフォルト クレデンシャルを設定するには、次の手順を実行しま
す。ユーザが次のログインで変更する必要がある一時的なパスワードを割り当てるために、デ
フォルト クレデンシャルを割り当てることができます。

始める前に

クレデンシャル ポリシーの設定 （307 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [クレデンシャル ポリ
シーのデフォルト（Credential Policy Default）] を選択します。

ステップ 2 [クレデンシャル ポリシー（Credential Policy）] ドロップダウン リスト ボックスから、このグ
ループのクレデンシャル ポリシーを選択します。

ステップ 3 [クレデンシャルの変更（Change Credential）] と [クレデンシャルの確認（Confirm Credential）]
の両方にパスワードを入力します。

ステップ 4 このクレデンシャルをユーザに変更させない場合は、[ユーザは変更不可（UserCannotChange）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 ユーザが次のログイン時に変更する必要がある、一時的なクレデンシャルを設定する場合は、
[次回ログイン時に変更必要（User Must Change at Next Login）] チェックボックスをオンにしま
す。

このボックスをオンにすると、ユーザはパーソナル ディレクトリ サービスを使用し
て PIN を変更できなくなることに注意してください。

（注）

ステップ 6 クレデンシャルの期限を設定しない場合は、[有効期限なし（Does Not Expire）] チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

特定のエンドユーザまたは PIN にクレデンシャル ポリシーを適用する場合：

• エンド ユーザへのクレデンシャル ポリシーの適用 （348 ページ）
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第 34 章

ユーザ プロファイルの設定

• ユーザプロファイルの概要 （309 ページ）
• ユーザ プロファイルの前提条件 （310 ページ）
• ユーザ プロファイルの設定タスク フロー （310 ページ）

ユーザプロファイルの概要
ユーザプロファイルには、一般的なディレクトリ番号とデバイスの設定が含まれています。最
も一般的なディレクトリ番号の設定と、ユーザが必要とするデバイスの設定を含むさまざまな
ユーザプロファイルを設定し、各ユーザプロファイルを設定する必要があるユーザに割り当て
ることができます。各ユーザの電話回線と電話の設定要件に応じて、社内のユーザグループご
とに異なるユーザプロファイルを設定できます。

セルフプロビジョニングが有効になっているエンドユーザに対して、ユーザプロファイルから
の電話機と電話回線の設定は、ユーザがプロビジョニングするすべての新しい電話機に適用さ
れます。ユーザがセルフプロビジョニングに対応していない場合、ユーザプロファイルの設定
は、エンドユーザの代わりに管理者がプロビジョニングした任意の新しい電話機に適用できま
す。

ユーザプロファイルは、次の電話機と電話回線テンプレートの設定を使用してエンドユーザの
プロファイルを作成します。

• ユニバーサル回線テンプレート: 通常、ディレクトリ番号に割り当てられる、一般的な電
話回線の設定の集合。ユニバーサル回線テンプレートを使用すると、エンドユーザに割り
当てられた新しいディレクトリ番号の電話回線をすばやく設定できます。

• ユニバーサルデバイステンプレート: 電話機またはその他のデバイスに通常割り当てられ
る、一般的なデバイス設定の集合。ユニバーサルデバイステンプレートを使用すると、エ
ンドユーザに割り当てられた新しい電話機をすばやく設定することができます。
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ユーザ プロファイルの前提条件
ユーザプロファイルを設定する前に、導入時にどのように電話をプロビジョニングするかの計
画を立てることを確認します。セルフプロビジョニングを使用して、エンドユーザが自分の電
話をプロビジョンできるようにするかどうかを決定します。

ユーザ プロファイルの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

電話番号に一般的に適用される共通設定
を使用して、ユニバーサル回線テンプ
レートを設定します。

ユニバーサル回線テンプレートの設定
（310 ページ）

ステップ 1

電話に一般的に適用される共通設定を使
用して、ユニバーサル デバイス テンプ
レートを設定します。

ユニバーサル デバイス テンプレートの
設定 （311 ページ）

ステップ 2

ユニバーサル回線テンプレートとユニ
バーサル デバイス テンプレートをユー
ザ プロファイルに割り当てます。

ユーザ プロファイルの設定 （312 ペー
ジ）

ステップ 3

ユニバーサル回線テンプレートの設定
ユニバーサル回線テンプレートを使用すると、新しく割り当てられたディレクトリ番号に共通
の設定を簡単に適用できます。さまざまなユーザグループのニーズに合わせて、異なるテンプ
レートを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）] を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [ユニバーサル回線テンプレートの設定（Universal Line Template Configuration）] ウィンドウで
各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン
ヘルプを参照してください。
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ステップ 4 代替番号を使用したグローバル ダイヤル プラン レプリケーションを展開する場合は、[エン
タープライズ代替番号（Enterprise Alternate Number）] セクションと [+E.164代替番号（+E.164
Alternate Number）] セクションを展開して、次の手順を実行します。

a) [エンタープライズ代替番号の追加（Add Enterprise Alternate Number）] ボタンまたは [+E.164
代替番号の追加（Add +E.164 Alternate Number）] ボタンのいずれか、または両方をクリッ
クします。

b) 代替番号への割り当に使用する [番号マスク（Number Mask）] を追加します。たとえば、
4 桁の内線番号では、エンタープライズ番号マスク として 5 XXXX を使用し、+E.164 代替
番号マスクとして 1972555XXXX を使用することが考えられます。

c) 代替番号を割り当てるパーティションを割り当てます。
d) ILS を通じてこの番号をアドバタイズする場合は、[ILS経由でグローバルにアドバタイズ

（Advertise Globally via ILS）] チェックボックスをオンにします。アドバタイズされたパ
ターンを使用して一定の代替番号の範囲を要約している場合は、個別の代替番号をアドバ
タイズする必要はありません。

e) [PSTNフェールオーバー（PSTN Failover）] セクションを展開して、通常のコール ルーティ
ングが失敗した場合に使用する PSTN フェールオーバーとして、[エンタープライズ番号
（Enterprise Number）] または [+E.164代替番号（+E.164 Alternate Number）] を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ユニバーサル デバイス テンプレートの設定
ユニバーサル デバイス テンプレートを使用すると、新しくプロビジョニングしたデバイスに
簡単に設定を適用できます。プロビジョニングされたデバイスは、ユニバーサル デバイス テ
ンプレートの設定を使用します。さまざまなユーザグループのニーズを満たすために、異なる
デバイステンプレートを設定できます。設定したプロファイルをこのテンプレートに割り当て
ることもできます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユニバーサル デバイス テンプレート（Universal Device Template）]
を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 次の必須フィールドに入力します。

a) テンプレートの [デバイスの説明（Device Description）] を入力します。
b) [デバイスプールタイプ（Device Pool Type）] を65Device Pools選択します。
c) [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）] をドロップダウン リス

トから選択します。
d) [SIPプロファイル（SIP Profile）] をドロップダウンリストから選択します。
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e) [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）] をドロップダウンリストから選択しま
す。

ステップ 4 [ユニバーサルデバイステンプレートの設定（Universal Device Template Configuration）] ウィン
ドウで、残りのフィールドを入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを
参照してください。

ステップ 5 [電話の設定（Phone Settings）] で、次の任意指定のフィールドを入力します。

a) [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）] を設定した場合は、そのプロファイル
を割り当てます。

b) [共通デバイス設定（Common Device Configuration）] を設定した場合は、その設定を割り
当てます。

c) [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）] を設定した場合は、そのポリシーを割り当て
ます。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ユーザ プロファイルの設定
ユーザ プロファイルを使用して、ユニバーサル回線テンプレートとユニバーサル デバイス テ
ンプレートをユーザに割り当てます。さまざまなユーザ グループ用に複数のユーザ プロファ
イルを設定します。このサービスプロファイルを使用するユーザに対してセルフプロビジョニ
ングを有効にすることもできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [ユーザプロファイル（User
Profile）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 ユーザ プロファイルの [名前（Name）] および [説明（Description）] を入力します。

ステップ 4 [ユニバーサル デバイス テンプレート（Universal Device Template）] を、ユーザの [デスク フォ
ン（Desk Phones）] 、[モバイルおよびデスクトップ デバイス（Mobile and Desktop Devices）]
、および [リモート接続先/デバイス プロファイル（Remote Destination/Device Profiles）] に割り
当てます。

ステップ 5 [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）] をこのユーザ プロファイルのユー
ザの電話回線に適用するために割り当てます。

ステップ 6 このユーザプロファイルのユーザに自分の電話をプロビジョニングするセルフプロビジョニン
グ機能の使用を許可するには、次の手順を実行します

a) [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）] チェックボックスをオンにします。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
312

エンド ユーザの設定
ユーザ プロファイルの設定



b) [エンド ユーザのプロビジョニングする電話数を制限（Limit Provisioning once End User has
this many phones）] フィールドに、ユーザがプロビジョニングできる電話の最大数を入力
します。最大値は 20 です。

ステップ 7 このユーザ プロファイルに関連付けられた Cisco Jabber ユーザがモバイルおよびリモート アク
セス（MRA）機能を使用できるようにするには、[モバイルおよびリモート アクセスの有効化
（Enable Mobile and Remote Access）] チェック ボックスをオンにします。

1. デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。このチェック
ボックスをオフにすると、[Jabber ポリシー（Jabber Policies）] セクションが無効
になり、サービス クライアント ポリシー オプションは、デフォルトで選択され
ません。

2. この設定は、Cisco Jabber ユーザの場合にのみ必須です。非 Jabber ユーザは、こ
の設定がなくても MRA を使用できます。MRA 機能は、Jabber MRA ユーザにの
み適用され、他のエンドポイントまたはクライアントには適用されません。

（注）

ステップ 8 このユーザ プロファイルに Jabber ポリシーを割り当てます。Jabberデスクトップクライアン
トポリシー及びJabberモバイルクライアントポリシーのドロップダウンリストボックスから、
次のオプションのいずれかを選択します。

• サービスなし：このポリシーは、すべてのJabberサービスへのアクセスを禁止します。
• [IM & Presence のみ（IM & Presence only）]：このポリシーは、インスタント メッセージ

とプレゼンス機能だけを有効にします。
• [IM & Presence、音声およびビデオ通話（IM & Presence, Voice and Video calls）]：このポリ

シーは、オーディオまたはビデオデバイスを所有しているすべてのユーザーに対して、イ
ンスタント メッセージング、プレゼンス、ボイスメール、および会議機能を有効にしま
す。これがデフォルトのオプションです。

Jabber デスクトップ クライアントには Windows ユーザ用 Cisco Jabber および Mac ユー
ザ用 Cisco Jabber が含まれています。Jabber モバイル クライアントには、iPad および
iPhone ユーザ用 Cisco Jabber および Android ユーザ用 Cisco Jabber が含まれています。

（注）

ステップ 9 このユーザ プロファイルのユーザが Cisco Unified Communications セルフケア ポータルで
Extension Mobility または Extension Mobility Cross Cluster の最大ログイン時間を設定できるよう
にするには、[エンドユーザにエクステンションモビリティの最大ログイン時間の設定を許可
する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）] チェックボックスをオ
ンにします。

デフォルトでは [エンド ユーザにエクステンション モビリティの最大ログイン時間の
設定を許可する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）]
チェック ボックスはオフになっています。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。
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第 35 章

サービス プロファイルの設定

• サービスプロファイルの概要 （315 ページ）
• サービス プロファイルの設定タスク フロー （316 ページ）

サービスプロファイルの概要
サービス プロファイルにより、Unified Communications（UC）サービスの共通設定で構成され
るプロファイルを作成できます。サービス プロファイルをエンド ユーザに適用し、サービス
プロファイルにあるUCサービスの構成時の設定をそのエンドユーザに割り当てることができ
ます。企業内の異なるユーザグループごとに異なるサービスを設定でき、その結果、各グルー
プのユーザが、仕事に合わせて設定された適切なサービスを利用できます。

サービス プロファイルは、次の UC サービスの構成時の設定で構成されます。

• ボイスメール

• メールストア

• 会議

• [ディレクトリ（Directory）]

• IM and Presence

• CTI

• ビデオ会議サービス

• Jabber クライアント設定（jabber-config.xml）

エンド ユーザへのサービス プロファイルの適用

エンド ユーザにサービス プロファイルを適用するには、次の方法を使用します。

• LDAP 同期されたユーザ向け：LDAP ディレクトリからエンド ユーザをインポートした場
合、サービス プロファイルを機能グループ テンプレートに割り当てることができ、その
機能グループ テンプレートをエンド ユーザに適用できます。
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• アクティブ ローカル ユーザ（非 LDAP ユーザなど）向け：エンド ユーザの設定で、サー
ビス プロファイルを個別のエンド ユーザに割り当てることができます。また、サービス
プロファイルを多くのエンドユーザに一度に割り当てるには、一括管理ツールを利用でき
ます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 一括管理ガイド』を参照
してください。

サービス プロファイルの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

サービスプロファイル用に設定するUC
サービス設定を実行します。

このサービス プロファイルに割り当て
る次の Unified Communications（UC）
サービスを設定します。

ステップ 1

• ボイスメールサービスの追加（316
ページ）

• メールストアサービスの追加（317
ページ）

• 会議サービスの追加（318ページ）
• ディレクトリサービスの追加（319

ページ）
• IM and Presence サービスの追加 （

320 ページ）
• CTI サービスの追加 （321 ページ）
• ビデオ会議スケジュールサービスの

追加 （322 ページ）
• Jabberクライアント設定サービスの

追加 （323 ページ）

このサービス プロファイルに適用する
UC サービスを示すように、ユーザの
サービス プロファイルを設定します。

サービスプロファイルの設定（324ペー
ジ）

ステップ 2

ボイスメール サービスの追加
システムにボイスメール サービスを追加します。複数のボイスメールサービスを追加して、
サービスプロファイルに追加するサービスを選択することができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UC サービス（UC Service）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [UC サービス タイプ（UC Service Type）] ドロップダウン リスト ボックスから [ボイスメール
（Voicemail）] を選択します。

ステップ 4 [製品タイプ（Product Type）] ドロップダウン リスト ボックスから、[Unity] または [Unity
Connection] を選択します。

ステップ 5 [名前（Name）] にボイスメール サービスの名前を入力します。

ステップ 6 サービスを区別しやすくするための [説明（Description）] を入力します。

ステップ 7 [ホスト名/IP アドレス（Hostname/IP Address）] フィールドに、ボイスメール サービスをホス
トするサーバのホスト名、IP アドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 8 [ポート（Port）] フィールドに、ボイスメール サービスに接続するポートを入力します。デ
フォルトのポートは 443 です。

ステップ 9 [プロトコル（Protocol）] フィールドに、ボイス メッセージをルーティングするために使用す
るプロトコルを入力します。使用可能なオプションは、[HTTP] と [HTTPS] のみです。

Cisco Unity サーバおよび Cisco Unity Connection サーバのボイスメール転送プロトコル
には、[HTTPS] を使用することを推奨します。ネットワーク設定で [HTTPS] がサポー
トされない場合に限り [HTTP] に変更してください。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

メールストア サービスの追加 （317 ページ）

メールストア サービスの追加
システムにボイスメールサービスを追加します。Cisco Jabber クライアントでは、ビジュアル
ボイスメール機能にメールストア サービスを利用します。

Cisco Unity では、Microsoft Exchange サーバでのメッセージ保存用にサブスクライバ メールボッ
クスが作成されます。

Cisco Unity Connection は通常、メールストア サービスを提供し、同じサーバ上でメールストア
サービスをホストします。

（注）
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始める前に

ボイスメール サービスの追加 （316 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UCサービス（UC Service）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 UCサービスタイプのドロップダウンリストボックスからボイスメールを選択します。

ステップ 4 ボイスメールサービスに名前を入力します。

ステップ 5 Mailstore サービスの説明を入力します。

ステップ 6 ホスト名/ipアドレスフィールドに、ボイスメールサービスをホストするサーバのホスト名、ip
アドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 7 [ ポート ( Port)] フィールドで、mailstore サービスの利用可能なポートと一致する 1 ~ 65535 の
ポートを指定します。~ 1-65535 の間の数字。デフォルトのmailstore ポートは、143です。

Cisco Unity Connectionを使用したセキュア ボイスメッセージングの場合は、7993を使
用してください。

（注）

ステップ 8 [ プロトコル ( protocol)] フィールドで、ボイスメールメッセージのルーティングに使用するプ
ロトコルを入力します。TCP (デフォルト)、TLS、UDP、または SSL のいずれかになります。

Cisco Unity Connection を使用したセキュア メッセージングの場合は、TLS を使用して
ください。

（注）

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

会議サービスの追加 （318 ページ）

会議サービスの追加
システムに会議サービスを追加します。

始める前に

メールストア サービスの追加 （317 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UCサービス（UC Service）] を選択します。
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ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 UCサービスタイプのドロップダウンリストボックスからカンファレンスを選択します。

ステップ 4 [ 製品タイプ ] ドロップダウンリストボックスから、会議で使用する製品を選択します。

• MeetingPlace Classic
• ミーティングプレイスエクスプレス
• Webex

ステップ 5 カンファレンスサービスに名前 を入力します。

ステップ 6 カンファレンスサービスの説明 を入力します。

ステップ 7 ホスト名/ipアドレス フィールドに、会議サービスをホストするサーバのホスト名、ip アドレ
ス、または完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 8 ポートフィールドに、会議サービスの利用可能なポートと一致するポート値を入力します。推
奨値は次のとおりです：

• 80 (デフォルト設定): HTTP にこのポートを使用します。
• 443: HTTPSにこのポートを使用します。

ステップ 9 プロトコルドロップダウンリストボックスから、エンドポイントがサービスにアクセスするた
めに使用するプロトコルを選択します。

• TCP（デフォルト設定）
• UDP
• [SSL]
• [TLS]

Cisco Unity Connection を使用したセキュア メッセージングの場合は、TLS を使用して
ください。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

ディレクトリ サービスの追加 （319 ページ）

ディレクトリ サービスの追加
ディレクトリ検索で、Cisco Unified Communications Manager に外部の LDAP ディレクトリを参
照させる場合は、ディレクトリ サービスをシステムに追加します。

始める前に

会議サービスの追加 （318 ページ）

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
319

エンド ユーザの設定
ディレクトリ サービスの追加



手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UC サービス（UC Service）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [UC サービスの種類（UC Service Type）] ドロップダウン リスト ボックスから、[ディレクト
リ（Directory）] を選択します。

ステップ 4 [製品のタイプ（Product Type）] フィールドから、次のいずれかを選択します。

• [ディレクトリ（Directory）]：クライアントが UDS を使用して Cisco Unified Communications
Manager データベースに接続して、ディレクトリ検索をする場合は、このオプションを選
択します。

• [拡張ディレクトリ（Enhanced Directory）]：クライアントが外部の LDAP ディレクトリに
接続して、ディレクトリ検索をする場合は、このオプションを選択します。

ステップ 5 ディレクトリ サービスの名前を [名前（Name）] に入力します。

ステップ 6 ディレクトリ サービスの説明を [説明（Description）] に入力します。

ステップ 7 [ホスト名/IP アドレス（Hostname/IP Address）] フィールドに、クライアントがディレクトリ検
索に利用するディレクトリ サービスをホストするサーバの、ホスト名、IP アドレス、または
完全修飾ドメイン名を入力します。

外部の LDAP ディレクトリをディレクトリ検索に使用している場合は、その LDAP
ディレクトリのホスト名、IP アドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。

（注）

ステップ 8 [ポート（Port）] フィールドに、ディレクトリ サービスで使用可能なポート番号と一致する
ポート番号を入力します。デフォルトのポート値は 389 です。また、ポート 636、3628、3629
は、外部の LDAP ディレクトリに接続できます。

ステップ 9 [プロトコル（Protocol）] フィールドに、ディレクトリ サービスとエンドポイント間の通信の
ルーティングに使用するプロトコルを入力します。次のオプションを使用できます。

• TCP（デフォルト設定）
• UDP
• TLS

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

IM and Presence サービスの追加 （320 ページ）

IM and Presence サービスの追加
システムに IM and Presence サービスを追加します。
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始める前に

ディレクトリ サービスの追加 （319 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UCサービス（UC Service）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [UC サービス タイプ（UC Service Type）] ドロップダウンリスト ボックスから、IM and Presence
を選択します。

ステップ 4 [製品タイプ（Product Type）] ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれ
かを選択します。

• Unified CM（IM and Presence）
• Webex（IM and Presence）

ステップ 5 [名前（Name）] に IM and Presence サービスの名前を入力します。

ステップ 6 [説明（Description）] に IM and Presence サービスの説明を入力します。

ステップ 7 [ホスト名/IP アドレス（Hostname/IP Address）] フィールドに、IM and Presence サービスをホス
トするサーバのホスト名、IP アドレス、または DNS SRV を入力します。

ユーザに適した IM and Presence サービスをクライアントが見つけやすい DNS SRV を
推奨します。

ヒント

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

CTI サービスの追加 （321 ページ）

CTI サービスの追加
システムに CTI サービスを追加します。

始める前に

IM and Presence サービスの追加 （320 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UCサービス（UC Service）] を選択します。
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ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 UCサービスタイプのドロップダウンリストボックスからCTIを選択します。

ステップ 4 CTIサービスの名前を入力します。

ステップ 5 CTIサービスの説明を入力します。

ステップ 6 ホスト名/ipアドレスフィールドに、CTIサービスをホストするサーバのホスト名、ipアドレス、
または完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 7 ポートフィールドにCTIサービスのポート番号を入力します。デフォルトのポートは 2748 です

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

ビデオ会議スケジュールサービスの追加 （322 ページ）

ビデオ会議スケジュールサービスの追加
ビデオ会議のスケジュールサービスを追加します。このサービスは、ビデオ会議のスケジュー
ルを設定するためのポータルをテレプレゼンス管理システムに提供します。

始める前に

CTI サービスの追加 （321 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UCサービス（UC Service）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）] にサービスの名前を入力します。

ステップ 4 サービスの説明を入力します。

ステップ 5 IPアドレス/ホストフィールドに、ビデオ会議のスケジュールサービスをホストするサーバの
ホスト名、ip アドレス、または完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 6 ポートフィールドに、ビデオ会議のスケジュールサービスで使用可能なポートに一致するポー
ト番号を入力します。利用可能なポートは次のとおりです。

• 80(デフォルト)または8080:HTTPに対して次のポートを使用します。
• 443または8443:HTTPSに対して次のポートを使用します。

ステップ 7 プロトコルドロップダウンリストボックスで、次のプロトコルのいずれかを選択して、ビデオ
会議のスケジュールサービスと通信します。

• HTTP
• HTTPS
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ステップ 8 ポータルURLフィールドに、テレプレゼンス管理システムへのURLを入力します。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

サービス プロファイルの設定 （324 ページ）

Jabber クライアント設定サービスの追加
Jabberクライアント設定サービスをシステムに追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、ユーザーの管理>ユーザー設定>UCサービスを選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [UC サービスタイプ (UC Service)] ドロップダウンリストボックスで、jabber クライアント設定
(jabber-config) を選択します。

ステップ 4 Jabberクライアント設定(jabber-config.xml)サービスに名前を入力します。

ステップ 5 Jabber クライアント設定 (jabber-config) サービスの説明を入力します。

ステップ 6 Jabberの設定パラメータセクションで、必要なJabberの設定パラメータと値を選択します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

UC サービスの設定
ユーザが使用する UC サービス接続を設定するには、次の手順を使用します。次のUCサービ
スの接続を設定できます。

• ボイスメール

• メールストア

• 会議

• [ディレクトリ（Directory）]

• IM and Presence Service

• CTI

• ビデオ会議スケジュールポータルの設定

• Jabberクライアント設定(jabber-config.xml)
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フィールドは、設定する UC サービスによって異なる場合があります。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、ユーザの管理>ユーザ設定>UCサービスを選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [UC サービスタイプ (UC Service)] ドロップダウンから、設定する UC サービスを選択し、[次
へ (Next)] をクリックします。

ステップ 4 製品タイプを選択します。

ステップ 5 [名前（Name）] にサービスの名前を入力します。

ステップ 6 サービスが存在するサーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。

ステップ 7 ポートとプロトコルの情報を入力します。

ステップ 8 残りのフィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプ
を参照してください。フィールドオプションは、導入している UC サービスによって異なりま
す。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 10 必要なすべてのUCサービスをプロビジョニングするまで、この手順を繰り返します。

サービスを複数のサーバに配置する場合は、別のサーバを指す複数の UC サービス接
続を設定します。たとえば、IMとプレゼンスサービスの集中型の導入を行う場合は、
別のIM ノードとプレゼンスノードをポイントするように、複数のIMおよびプレゼン
スUCサービスを設定することを推奨します。すべてのUC接続を設定した後、それら
をサービスプロファイルに追加することができます。

（注）

サービス プロファイルの設定
このプロファイルを使用するエンド ユーザに割り当てる UC サービスを含む、サービス プロ
ファイルを設定します。

始める前に

サービス プロファイルに追加する前に、Unified Communications（UC）サービスをセットアッ
プする必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [サービスプロファイル（Service Profile）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 選択したサービス プロファイルの設定の [名前（Name）] を入力します。

ステップ 4 選択したサービス プロファイルの設定の [説明（Description）] を入力します。

ステップ 5 このプロファイルに含める各 UC サービスに、そのサービス用の [プライマリ（Primary）]、[セ
カンダリ（Secondary）]、および [ターシャリ（Tertiary）] の接続を割り当てます。

ステップ 6 [サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウで、残りのフィール
ドを入力します。フィールドの詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。
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第 36 章

機能グループ テンプレートの設定

• 機能グループ テンプレートの概要 （327 ページ）
• 機能グループテンプレートの要件 （328 ページ）
• 機能グループ テンプレートの設定 （328 ページ）

機能グループ テンプレートの概要
機能グループテンプレートは、設定された電話機および電話回線を使用してエンドユーザを展
開するのに役立ちます。機能グループテンプレートを使用すると、その機能グループテンプ
レートが割り当てられているすべてのユーザーに公衆電話、電話回線、サービス設定を割り当
てることができます。エンドユーザのセルフプロビジョニングも有効にしている場合、機能グ
ループテンプレートを使用すると、ユーザは、目的の電話、電話回線、サービスの設定を使用
して、簡単にプロビジョニングと電話機の設定を行うことができます。

機能グループテンプレートの設定には、機能グループテンプレートに割り当てることができる
次のプロファイルが含まれています。

• ユーザプロファイル: 一般的な電話機と電話回線の設定のセットが含まれています。共通
の電話回線の設定を割り当てるユニバーサル回線テンプレートと、共通の電話回線の設定
を割り当てるユニバーサルデバイステンプレートを使用して、ユーザプロファイルを設定
する必要があります。これらのテンプレートは、セルフプロビジョニングを設定している
ユーザが自分の電話機を設定するのをサポートします。

• サービス プロファイル：会議やディレクトリ サービスなどの Unified Communications サー
ビスにおける共通の設定グループが含まれます。

ユーザ プロファイルとサービス プロファイルを含むように機能グループ テンプレートを設定
し、その後、その機能グループ テンプレートをユーザに割り当てると、エンド ユーザがプロ
ビジョニングする新しい電話にユーザプロファイルとサービスプロファイルが伝搬されます。

IM and Presence サービスを展開する場合は、機能グループテンプレートを使用して、インスタ
ント メッセージおよびプレゼンス機能で LDAP 同期ユーザを有効にできます。
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機能グループテンプレートの要件
機能グループテンプレートを設定する前に、エンドユーザ用のユーザプロファイルとサービス
プロファイルを設定します。

• ユーザ プロファイルの設定タスク フロー （310 ページ）

• サービス プロファイルの設定タスク フロー （316 ページ）

機能グループ テンプレートの設定
機能グループテンプレートは、プロビジョニングされたユーザ用に、電話、回線、および機能
をすばやく設定できるようにすることで、システムの展開をサポートします。企業の LDAP
ディレクトリからユーザを同期している場合は、ディレクトリからユーザを同期させるユーザ
プロファイルおよびサービス プロファイルを使用して機能グループ テンプレートを設定しま
す。このテンプレートを使用して、同期されたユーザに対して IM and Presence Service を有効
化することもできます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [機能グループ テンプレート（Feature Group Template）] を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 機能グループ テンプレートの [名前（Name）] と [説明（Description）] を入力します。

ステップ 4 このテンプレートを使用するすべてのユーザのホーム クラスタとしてローカル クラスタを使
用する場合は、[ホーム クラスタ（Home Cluster）] チェック ボックスをオンにします。

ステップ 5 このテンプレートを使用するユーザがインスタントメッセージおよびプレゼンス情報を交換で
きるようにするには、[Unified CM IM and Presenceのユーザを有効化（Enable User for Unified
CM IM and Presence）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 ドロップダウン リストから、[サービスプロファイル（Services Profile）] および [ユーザプロ
ファイル（User Profile）] を選択します。

ステップ 7 [機能グループ テンプレートの設定（Feature Group Template Configuration）] ウィンドウの残り
のフィールドに入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。
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次のタスク

機能グループ テンプレートと LDAP ディレクトリ同期を関連付け、テンプレートの設定を同
期したエンド ユーザに適用します。
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第 37 章

LDAPディレクトリからのユーザのインポー
ト

• LDAP 同期の概要 （331 ページ）
• LDAP 同期の前提条件 （333 ページ）
• LDAP 同期の設定タスク フロー （334 ページ）

LDAP 同期の概要
Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）の同期は、システムのエンドユーザのプロビジョ
ニングと設定を支援します。LDAP の同期中、システムは外部 LDAP ディレクトリから Cisco
Unified Communications Manager データベースにユーザのリストと関連するユーザ データをイ
ンポートします。インポートしている間に、エンドユーザを設定することもできます。

Unified Communication Manager は、LDAPS（SSL を使用した LDAP）をサポートしますが、
StartTLS を使用した LDAP はサポートしていません。LDAP サーバ証明書を Unified
Communication Manager に Tomcat-Trust 証明書としてアップロードします。

（注）

サポートされているLDAPディレクトリの詳細については、CiscoUnifiedCommunicationsManager
と IM and Presence Service の互換性マトリクスを参照してください。

LDAP 同期では、以下の機能がアドバタイズされます。

• エンドユーザのインポート：LDAP同期を使用して、システムの初期設定時にユーザ一覧
を会社の LDAP ディレクトリから Unified Communication Manager のデータベースにイン
ポートできます。機能グループテンプレート、ユーザプロファイル、サービスプロファイ
ル、ユニバーサルデバイス、回線テンプレートなどの設定項目が設定されている場合は、
設定をユーザに適用することができ、また、同期プロセス中に設定したディレクトリ番号
とディレクトリ Uri を割り当てることができます。LDAP同期プロセスは、ユーザーリス
トとユーザー固有のデータをインポートし、設定した構成テンプレートを適用します。
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初期同期が実行された以降は、LDAP 同期を編集することはでき
ません。

（注）

• スケジュールされた更新：Unified Communication Manager をスケジュールされた間隔で複
数のLDAPディレクトリと同期するように設定できます。これによって確実にデータベー
スが定期的に更新され、すべてのユーザ データを最新に保ちます。

• エンド ユーザの認証：LDAP 同期を使用して、システムが Cisco Unified Communication
Manager データベースではなく、LDAP ディレクトリに対してエンド ユーザ パスワードを
認証するように設定できます。LDAP 認証によって、企業は、すべての企業内アプリケー
ションに対応する単一のパスワードをエンドユーザに割り当てることができます。この機
能は、PIN またはアプリケーション ユーザ パスワードには適用されません。

• Cisco MRA クライアントおよびエンド ポイントのディレクトリ サーバ ユーザ検索：社内
ディレクトリサーバが企業ファイアウォール外で運用されている場合でも検索できます。
この機能を有効にすると、ユーザ データ サービス（UDS）がプロキシとして機能し、
Unified Communication Manager データベースにユーザ検索要求を送信する代わりに、それ
を社内ディレクトリに送信します。

エンド ユーザ用 LDAP 認証
LDAP 同期を使用して、システムが Cisco Unified Communications Manager データベースではな
く、LDAP ディレクトリに対してエンド ユーザ パスワードを認証するように設定できます。
LDAP 認証によって、企業は、すべての企業内アプリケーションに対応する単一のパスワード
をエンドユーザに割り当てることができます。この機能は、PINまたはアプリケーションユー
ザ パスワードには適用されません。

Cisco モバイルおよびリモート アクセス クライアントおよびエンドポ
イント向けディレクトリ サーバ ユーザ検索

以前のリリースでは、Ciscoモバイルおよびリモートアクセスクライアント（たとえば、Cisco
Jabber）またはエンドポイント（たとえば、Cisco DX 80 電話）を使用しているユーザが企業
ファイアウォールの外部でユーザ検索を実行した場合、結果は Cisco Unified Communications
Managerに保存されたユーザアカウントに基づいていました。データベースには、ローカルで
設定されたか、または社内ディレクトリから同期されたユーザアカウントも含まれています。

このリリースでは、Cisco モバイルおよびリモート アクセス クライアントとエンドポイント
は、企業ファイアウォールの外部で動作している場合でも、社内ディレクトリサーバを検索で
きます。この機能を有効にすると、ユーザデータサービス（UDS）がプロキシとして機能し、
Cisco Unified Communications Manager データベースにユーザ検索要求を送信する代わりに、そ
れを社内ディレクトリに送信します。

この機能を使用して、次の結果を実現できます。
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• 地理的な場所にかかわらず同じユーザ検索結果を配信: 企業ファイアウォール外に接続さ
れている場合でも、モバイルおよびリモートアクセスクライアントとエンドポイントは、
社内ディレクトリを使用してユーザ検索を実行できます。

• Cisco Unified Communications Manager データベースに設定されているユーザアカウントの
数を減らす: モバイルクライアントが社内ディレクトリ内のユーザを検索できるようにな
りました。以前のリリースでは、ユーザの検索結果はデータベースに設定されているユー
ザに基づいています。ユーザの検索に使用するデータベースに対しては、管理者がユーザ
アカウントを設定または同期する必要がなくなりました。管理者は、クラスタによって提
供されているユーザアカウントのみを設定する必要があります。データベース内のユーザ
アカウントの総数を減らすと、ソフトウェアアップグレードの時間枠が短縮され、データ
ベースの全体的なパフォーマンスが向上します。

この機能を構成するには、LDAP検索構成ウィンドウでエンタープライズディレクトリサーバー
のユーザー検索を有効にし、LDAPディレクトリサーバーの詳細を構成する必要があります。
詳細については、「エンタープライズディレクトリユーザ検索の設定（339ページ）」の手順
を参照してください。

LDAP 同期の前提条件
前提タスク

LDAP ディレクトリからエンドユーザをインポートする前に、次のタスクを実行します。

• ユーザアクセスを設定します。ユーザに割り当てるアクセス制御グループを決定します。
ほとんどの導入環境では、デフォルトのグループで十分です。ロールとグループをカスタ
マイズする必要がある場合は、アドミニストレーション ガイドの「ユーザ アクセスの管
理」の章を参照してください。

• 新しくプロビジョニングされたユーザーにデフォルトで適用されるクレデンシャル ポリ
シーに、デフォルトのクレデンシャルを設定します。

• LDAPディレクトリからユーザを同期する場合は、機能グループテンプレートが設定され
ていることを確認してください。このテンプレートには、ユーザプロファイル、サービス
プロファイル、ユーザの電話と電話の内線に割り当てるユニバーサル回線テンプレートお
よびユニバーサル デバイス テンプレートの設定が含まれます。

システムにデータを同期するユーザについては、Active Directory サーバでの電子メール ID
フィールドが一意のエントリであるか空白であることを確認してください。

（注）
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LDAP 同期の設定タスク フロー
外部 LDAP ディレクトリからユーザ リストをプルし、Unified Communication Manager のデータ
ベースにインポートするには、以下のタスクを使用します。

LDAP ディレクトリをすでに一度同期している場合、外部 LDAP ディレクトリから新しい項目
を同期することはできますが、Unified Communication Manager 内の新しい設定を LDAP ディレ
クトリ同期に追加することはできません。この場合は、一括管理ツールを使用して、ユーザの
更新やユーザの挿入などのメニューを使用できます。『Cisco Unified Communications Manager
一括管理ガイド』を参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Serviceability にログイン
し、Cisco DirSync サービスを有効にし
ます。

Cisco DirSync サービスの有効化 （335
ページ）

ステップ 1

Unified Communication Manager の LDAP
ディレクトリ同期を有効化します。

LDAP ディレクトリ同期の有効化 （335
ページ）

ステップ 2

（省略可）Unified Communication
Manager に社内 LDAP ディレクトリから

LDAP フィルタの作成 （336 ページ）ステップ 3

ユーザのサブセットだけを同期するに
は、LDAP フィルタを作成します。

アクセス制御グループ、機能グループの
テンプレートとプライマリ エクステン

LDAP ディレクトリの同期の設定 （337
ページ）

ステップ 4

ションのフィールド設定、LDAPサーバ
のロケーション、同期スケジュール、お
よび割り当てなどの LDAP ディレクト
リ同期を設定します。

（省略可）エンタープライズ ディレク
トリ サーバ ユーザを検索するシステム

エンタープライズ ディレクトリ ユーザ
検索の設定 （339 ページ）

ステップ 5

を設定します。システムの電話機とクラ
イアントをデータベースの代わりにエン
タープライズ ディレクトリ サーバに対
してユーザの検索を実行するように設定
するには、次の手順に従います。
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目的コマンドまたはアクション

（省略可）エンド ユーザのパスワード
認証に LDAP ディレクトリを使用する
には、LDAP 認証を設定します。

LDAP 認証の設定 （341 ページ）ステップ 6

（省略可）任意指定の [LDAP同期
（LDAP Synchronization）] サービス パ

LDAPアグリーメントサービスパラメー
タのカスタマイズ （341 ページ）

ステップ 7

ラメータを設定します。ほとんどの導入
の場合、デフォルト値のままで問題あり
ません。

Cisco DirSync サービスの有効化
Cisco Unified Serviceabilityにログインし、Cisco DirSyncサービスを有効にします。社内の LDAP
ディレクトリからエンドユーザの設定を同期するには、このサービスをアクティブ化する必要
があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability から、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからパブリッシャ ノードを選択します。

ステップ 3 [ ディレクトリサービス(Directory Services )]の下で、[Cisco DirSync] ラジオボタンをクリックし
ます。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

LDAP ディレクトリ同期の有効化
エンド ユーザの設定を社内 LDAP ディレクトリから同期させるには、以下の手順で Unified
Communication Manager を設定します。

LDAP ディレクトリをすでに一度同期している場合、外部 LDAP ディレクトリから新しい項目
を同期することはできますが、Unified Communications Manager 内の新しい設定を LDAP ディ
レクトリ同期に追加することはできません。また、機能グループテンプレートやユーザプロ
ファイルなどの基になる構成アイテムの編集を追加することもできません。すでに1回のLDAP
同期を完了しており、別の設定でユーザを追加する場合は、ユーザの更新やユーザの挿入など
の一括管理メニューを使用できます。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAPシステム（LDAP
System）] を選択します。

ステップ 2 Unified Communications Manager で、LDAP ディレクトリからユーザをインポートするには、
LDAP サーバからの同期を有効にする チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 LDAP サーバ タイプ ドロップダウン リストから、使用する LDAP ディレクトリ サーバの種類
を選択します。

ステップ 4 [ユーザ IDのLDAP属性（LDAP Attribute for User ID）] ドロップダウン リストで、[エンドユー
ザの設定（End User Configuration）] ウィンドウの [ユーザID（User ID）] フィールドに関して、
Unified Communications Manager で同期する社内 LDAP ディレクトリから属性を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

LDAP フィルタの作成
LDAP フィルタを作成することで、LDAP 同期を LDAP ディレクトリからのユーザのサブセッ
トのみに制限することができます。LDAP フィルタを LDAP ディレクトリに適用する場合、
Unified Communications Manager は、フィルタに一致するユーザのみを LDAP ディレクトリか
らインポートします。

LDAP フィルタを設定する場合は、RFC4515 に指定されている LDAP 検索フィルタ標準に準拠
する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [LDAP(LDAP)] > [LDAP フィルタ
（LDAP Filter）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックして、新しい LDAP フィルタを作成します。

ステップ 3 [フィルタ名（Filter Name）] テキスト ボックスに、LDAP フィルタの名前を入力します。

ステップ 4 [フィルタ（Filter）] テキスト ボックスに、フィルタを入力します。フィルタは、UTF-8 で最
大 1024 文字まで入力できます。また、丸カッコ（ ()）で囲みます。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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LDAP ディレクトリの同期の設定
LDAP ディレクトリと同期するように Unified Communications Manager を設定するには、この
手順を使用します。LDAP ディレクトリの同期により、エンドユーザのデータを外部の LDAP
ディレクトリから Unified Communication Manager データベースにインポートして、エンド ユー
ザの設定ウィンドウに表示することができます。ユニバーサル回線テンプレートおよびデバイ
ス テンプレートを使用して機能グループ テンプレートを設定済みである場合は、新しくプロ
ビジョニングされたユーザとその内線番号に自動的に設定を割り当てることができます。

アクセス制御グループまたは機能グループテンプレートを割り当てる場合は、LDAPフィルタ
を使用して、インポートを同じ設定要件のユーザ グループに限定できます。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[System（システム）] > [LDAP（LADP）] > [LDAP Directory
（LDAP ディレクトリ)] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）] をクリックし、既存の LDAP ディレクトリを選択します。
• [新規追加（Add New）] をクリックして、新しい LDAP ディレクトリを作成します。

ステップ 3 [LDAPディレクトリの設定（LDAP Directory Configuration）] ウィンドウで、次のように入力し
ます。

a) [LDAP設定名（LDAP Configuration Name）] フィールドで、LDAP ディレクトリに一意の
名前を割り当てます。

b) [LDAP マネージャ識別名（LDAP Manager Distinguished Name）] フィールドに、LDAP ディ
レクトリ サーバにアクセスできるユーザ ID を入力します。

c) パスワードの詳細を入力し、確認します。
d) [LDAPユーザサーチスペース（LDAP User Search Space）] フィールドに、サーチ スペース

の詳細を入力します。
e) [ユーザ同期用のLDAPカスタムフィルタ（LDAP Custom Filter for Users Synchronize）] フィー

ルドで、[ユーザのみ（Users Only）] または [ユーザとグループ（Users and Groups）] を選
択します。

f) （省略可）特定のプロファイルに適合するユーザのサブセットのみにインポートを限定す
る場合は、[グループ用LDAPカスタムフィルタ（LDAP Custom Filter for Groups）] ドロッ
プダウン リストから LDAP フィルタを選択します。

ステップ 4 LDAP ディレクトリ同期スケジュール フィールドに、外部 LDAP ディレクトリとデータ同期
を行うために Unified Communication Manager が使用するスケジュールを作成します。

ステップ 5 [同期対象の標準ユーザ フィールド（Standard User Fields To Be Synchronized）] セクションを記
入します。各エンドユーザのフィールドで、それぞれLDAP属性を選択します。同期プロセス
が LDAP 属性の値を Unified Communication Manager のエンドユーザ フィールドに割り当てま
す。
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ステップ 6 URIダイヤリングを展開する場合は、ユーザのプライマリディレクトリURIアドレスに使用さ
れるLDAP属性が割り当てられていることを確認してください。

ステップ 7 同期するカスタム ユーザ フィールド のセクションで、必要な LDAP 属性を持つカスタム ユー
ザ フィールド名を入力します。

ステップ 8 インポートしたエンド ユーザを、インポートしたすべてのエンド ユーザに共通するアクセス
制御グループに割り当てるには、次の手順を実行します。

a) [アクセス制御グループに追加（Add to Access Control Group）] をクリックします。
b) ポップアップ ウィンドウで、インポートされたエンド ユーザに割り当てる各アクセス制

御グループごとに、対応するチェックボックスをオンにします。
c) [選択項目の追加（Add Selected）] をクリックします。

ステップ 9 機能グループ テンプレートを割り当てる場合は、[機能グループテンプレート（Feature Group
Template）] ドロップダウン リストからテンプレートを選択します。

エンド ユーザは、そのユーザが存在しない初回のみ、割り当てられた機能グループ
テンプレートと同期されます。既存の [機能グループ テンプレート（Feature Group
Template）] が変更され、関連付けられた LDAP の完全同期が実行される場合、変更
点は更新されません。

（注）

ステップ 10 インポートされた電話番号にマスクを適用して、プライマリ内線番号を割り当てるには、次の
手順を実行します。

a) [挿入されたユーザの新規回線を作成するために、同期された電話番号にマスクを適用する
（Apply mask to synced telephone numbers to create a new line for inserted users）] チェックボッ
クスをオンにします。

b) [マスク（Mask）] を入力します。たとえば、インポートされた電話番号が 8889945 である
場合、11XX のマスクによって 1145 のプライマリ内線番号が作成されます。

ステップ 11 電話番号のプールからプライマリ内線番号を割り当てる場合は、次の手順を実行します。

a) [同期された LDAP 電話番号に基づいて作成されなかった場合、プール リストから新しい
回線を割り当て（Assign new line from the pool list if one was not created based on a synced LDAP
telephone number）] チェック ボックスをオンにします。

b) [DN プールの開始（DN Pool Start）] テキスト ボックスと [DN プールの終了（DN Pool
End）] テキスト ボックスに、プライマリ内線番号を選択する電話番号の範囲を入力しま
す。

ステップ 12 [LDAPサーバ情報（LDAP Server Information）] セクションで、LDAP サーバのホスト名または
IP アドレスを入力します。

ステップ 13 TLS を使用して LDAP サーバに対するセキュアな接続を作成する場合は、[TLSを使用（Use
TLS）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 14 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 15 LDAP同期を完了するには、完全同期の実行をクリックします。それ以外の場合は、スケジュー
ルされた同期を待つことができます。
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エンタープライズ ディレクトリ ユーザ検索の設定
データベースではなくエンタープライズ ディレクトリ サーバに対してユーザ検索を実行する
ように、システムの電話機とクライアントを設定するには、次の手順を使用します。

始める前に

• LDAP ユーザ検索に選択するプライマリ、セカンダリ、および第 3 サーバが Unified
Communication Manager のサブスクライバ ノードに到達可能なネットワークにあることを
確認します。

• [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）] を選択し、[LDAPシ
ステムの設定（LDAP System Configuration）] ウィンドウの [LDAPサーバタイプ（LDAP
Server Type）] ドロップダウン リストから LDAP サーバのタイプを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAP 検索（LDAP
Search）] を選択します。

ステップ 2 エンタープライズLDAPディレクトリサーバを使用してユーザ検索を実行するには、[エンター
プライズ ディレクトリ サーバのユーザ検索を有効にする（Enable user search to Enterprise Directory
Server）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [LDAP 検索の設定（LDAP Search Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

OpenLDAP サーバでルーム オブジェクトとして表される会議室を検索するには、カ
スタム フィルタを (| (objectClass=intOrgPerson)(objectClass=rooms)) に設定します。こ
れにより、Cisco Jabber クライアントは部屋に関連付けられた名前およびダイヤル番
号で会議室を検索できます。

会議室は、ルーム オブジェクトの OpenLDAP サーバに、givenName、sn、mail、
displayName、または telephonenumber の属性が設定されていると検索可能です。

（注）

ディレクトリサーバの UDS 検索のための LDAP 属性
次の表に、ユーザ検索をエンタープライズディレクトリサーバに入力可能にするオプションが
有効になっているときに、UDSユーザ検索リクエストが使用するLDAP属性を示します。これ
らのタイプのディレクトリ要求に対しては、UDSはプロキシとして機能し、企業ディレクトリ
サーバに検索要求をリレーします。
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UDS ユーザの応答タグは、いずれかの LDAP 属性にマップできます。属性のマッピングは、
LDAPサーバタイプドロップダウンリストから選択したオプションによって決定されます。シ
ステム > LDAP > LDAPシステム設定ウィンドウからこのドロップダウンリストにアクセスし
ます。

（注）

LDAP 属性UDS ユーザの応答タグ

• samAccountName

• uid

userName

givenNamefirstName

snlastName

• initials

• middleName

middleName

nickNamenickName

displayNamedisplayName

• telephonenumber

• ipPhone

phoneNumber

homephonehomeNumber

mobilemobileNumber

mailemail

• msRTCSIP-primaryuseraddress

• mail

directoryUri

• department

• 部署番号

department

managermanager

titletitle

pagerpager
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LDAP 認証の設定
LDAP 認証を有効にして、会社の LDAP ディレクトリに割り当てられているパスワードに対し
てエンドユーザのパスワードが認証されるようにするには、この手順を実行します。この設定
は、エンド ユーザのパスワードにのみ適用され、エンド ユーザの PIN またはアプリケーショ
ン ユーザのパスワードには適用されません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、システム > LDAP > LDAP検索 を選択します。

ステップ 2 ユーザ認証に ldap ディレクトリを使用する場合は、[ldap 認証を使用 (エンドユーザ)] チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 3 LDAP マネージャ識別名フィールドに、LDAPディレクトリサーバにアクセスできるユーザID
を入力します。

ステップ 4 [パスワードの確認（Confirm Password）] フィールドに、LDAP マネージャのパスワードを入力
します。

ステップ 5 [LDAPユーザ検索ベース（LDAP User Search Base）] フィールドに、検索条件を入力します。

ステップ 6 [LDAPサーバ情報（LDAP Server Information）] セクションで、LDAP サーバのホスト名または
IP アドレスを入力します。

ステップ 7 TLS を使用して LDAP サーバに対するセキュアな接続を作成する場合は、[TLSを使用（Use
TLS）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

LDAP アグリーメント サービス パラメータのカスタマイズ （341 ページ）

LDAP アグリーメント サービス パラメータのカスタマイズ
LDAPアグリーメントのシステムレベルでの設定をカスタマイズする、任意指定のサービスパ
ラメータを設定するには、この手順を実行します。これらのサービスパラメータを設定しない
場合、Unified Communications Manager により、LDAP ディレクトリ統合のデフォルト設定が適
用されます。パラメータの説明については、ユーザインターフェイスでパラメータ名をクリッ
クしてください。

サービス パラメータを使用して次の設定をカスタマイズできます。

• [最大アグリーメント数（Maximum Number of Agreements）]：デフォルト値は 20 です。

• [最大ホスト数（Maximum Number of Hosts）]：デフォルト値は 3 です。

• [ホスト障害時の再試行の遅延（秒）（Retry Delay On Host Failure (secs)）]：ホスト障害の
デフォルト値は 5 です。
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• [ホストリスト障害時の再試行の遅延（分）（Retry Delay On HotList failure (mins)）]：ホス
トリスト障害のデフォルト値は 10 です。

• [LDAP接続のタイムアウト（秒）（LDAP Connection Timeouts (secs)）]：デフォルト値は
5 です。

• [遅延同期の開始時間（分）（Delayed Sync Start time (mins)）]：デフォルト値は 5 です。

• [ユーザカスタマーマップの監査時間（User Customer Map Audit Time）]

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リスト ボックスからパブリッシャ ノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リスト ボックスから、[Cisco DirSync] を選択します。

ステップ 4 Cisco DirSyncサービスパラメータの値を設定します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

LDAP ディレクトリ サービス パラメータ

説明サービス パラメータ

設定可能な LDAP ディレクトリの最大数。デフォルトの設定値
は20です。

最大アグリーメント数

フェールオーバー用として設定できるLDAPホスト名の最大数
を指定します。デフォルト値は 3 です。

最大ホスト数

ホストで障害が発生した後、Cisco Unified Communications
Manager が最初の LDAP サーバ（ホスト名）への接続を再試行
する前の遅延秒数です。デフォルト値は 5 です。

ホスト障害再試行の遅延
(secs)

ホスト リストで障害が発生した後、Cisco Unified Communications
Manager が設定された各 LDAP サーバ（ホスト名）への接続を
再試行する前の遅延分数です。デフォルトは 10 です。

ホストリストの失敗再試行の
遅延(mins)

Cisco Unified Communications Manager が LDAP 接続を確立でき
る秒数です。指定した時間内に接続を確立できない場合、LDAP
サービスプロバイダーは接続試行を中止します。デフォルトは
5 です。

LDAP Connection Timeout
(secs)

Cisco DirSync サービスの起動後に、Cisco Unified Communications
Manager がディレクトリ同期プロセスを開始するまでの遅延分
数です。デフォルトは 5 です。

遅延同期の開始間隔(mins)
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LDAP 同期済みユーザをローカル ユーザに変換する
LDAP ディレクトリと Cisco Unified Communications Manager を同期すると、LDAP に同期され
たエンドユーザについては、ローカルユーザに変換しないかぎり、[エンドユーザの設定（End
User Configuration）] ウィンドウ内のフィールドは編集できません。

[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウで LDAP 同期ユーザのフィールド
を編集するには、そのユーザをローカル ユーザに変換します。ただし、この変換を行うと、
Cisco Unified Communications Manager を LDAP ディレクトリと同期したときにエンド ユーザが
更新されなくなります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[エンド ユーザ（End Users）] > [エンド ユーザ管理（End
User Management）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、エンド ユーザを選択します。

ステップ 3 [ローカル ユーザへの変換（Convert to Local User）] ボタンをクリックします。

ステップ 4 [エンド ユーザ設定（End User Configuration）] ウィンドウでフィールドを更新します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

アクセス制御グループへの LDAP 同期ユーザの割り当て
LDAP と同期するユーザをアクセス制御グループに割り当てるには、次の手順を実行します。

始める前に

エンド ユーザと外部 LDAP ディレクトリが同期されるように Cisco Unified Communication
Manager を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAPディレクトリ
（LDAP Directory）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、設定した LDAP ディレクトリを選択します。

ステップ 3 [アクセス制御グループに追加（Add to Access Control Group）] ボタンをクリックします。

ステップ 4 この LDAP ディレクトリのエンド ユーザに適用するアクセス制御グループを選択します。

ステップ 5 [選択項目の追加（Add Selected）] をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 [完全同期を実施（Perform Full Sync）] をクリックします。
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Cisco Unified Communication Manager が外部 LDAP ディレクトリと同期し、同期したユーザが
正しいアクセス制御グループに挿入されます。

同期したユーザは、アクセス制御グループを初めて追加した時にのみ、選択したアク
セス グループに挿入されます。完全同期の実行後に LDAP に追加するグループは、
同期したユーザに適用されません。

（注）
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第 38 章

エンドユーザの手動設定

• エンド ユーザの手動プロビジョニングの概要 （345 ページ）
• エンドユーザプロビジョニングの手動での前提条件 （345 ページ）
• バルク管理を使用してエンドユーザをインポートする （345 ページ）
• エンド ユーザの手動設定タスク フロー （346 ページ）

エンド ユーザの手動プロビジョニングの概要
LDAPディレクトリからエンドユーザをインポートしていない場合は、次のいずれかの方法を
使用して、Unified Communications Manager データベースにエンド ユーザを追加することがで
きます。

• 一括管理ツールを使用し、インポートをする

• 手動で新しいユーザを追加する

エンドユーザプロビジョニングの手動での前提条件
エンドユーザをインポートする前に、エンドユーザのロール、アクセス制御グループ、クレデ
ンシャル ポリシーを計画して設定します。

• ユーザ アクセスの設定タスク フロー （286 ページ）

• クレデンシャル ポリシーの設定タスク フロー （307 ページ）

バルク管理を使用してエンドユーザをインポートする
一括管理ツールを使用して、多数のエンドユーザ、電話、およびポートのインポートや更新を
含め、Cisco Unified Communications Manager データベースに対する、大量のトランザクション
を単一のプロセスで実行できます。バルク管理ツールを使用すると、エンドユーザのリストと
エンドユーザの設定をCSVファイルからデータベースにインポートできます。
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一括管理ツールを使用してエンド ユーザをインポートする方法の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager 一括管理ガイド』を参照してください。

エンド ユーザの手動設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

データベースに新しいエンド ユーザを
手動で追加します。

新規エンドユーザの追加（346ページ）ステップ 1

必要な権限を備えたアクセス制御グルー
プをプロビジョニングするローカル エ

アクセス制御グループへのエンド ユー
ザの割り当て （347 ページ）

ステップ 2

ンド ユーザを割り当てます。ローカル
ユーザには、手動でプロビジョニングす
るエンド ユーザと、一括管理ツールを
使用してインポートするエンド ユーザ
が含まれます。ローカル ユーザには、
エンドユーザ設定で「アクティブ ロー
カル ユーザ」のユーザ ステータスがあ
ります。

（省略可）デフォルトのクレデンシャル
ポリシーが、このエンドユーザに適用で

エンド ユーザへのクレデンシャル ポリ
シーの適用 （348 ページ）

ステップ 3

きるかどうかを確認します。適用できな
ければ、エンドユーザ PIN またはパス
ワードにクレデンシャル ポリシーを適
用します。

エンドユーザに機能グループテンプレー
トを割り当てます。機能グループ テン

ローカル エンドユーザへの機能グルー
プ テンプレートの割り当て （348 ペー
ジ）

ステップ 4

プレートを割り当てると、システムはエ
ンドユーザにその機能グループ テンプ
レートに関連付けられているユーザ プ
ロファイル、サービス プロファイル、
ユニバーサル回線とデバイステンプレー
ト、セルフプロビジョニング設定を割り
当てます。

新規エンド ユーザの追加
Cisco Unified Communications Manager のデータベースに新しいエンドユーザを手動で追加する
には、次の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End
User）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 ユーザのユーザIDと苗字を入力します。

ステップ 4 ドロップダウンリストでユーザ名を選択します。

ステップ 5 [エンド ユーザ設定（End User Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィー
ルドの説明については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

アクセス制御グループへのエンド ユーザの割り当て （347 ページ）

アクセス制御グループへのエンド ユーザの割り当て
プロビジョニングされたユーザーをアクセス制御グループに割り当てるには、この手順を使用
します。LDAP 同期中にアクセス制御グループに割り当てた LDAP 同期ユーザに、次の手順を
使用して追加のアクセス制御グループを割り当てることができます。この手順は、LDAP 同期
設定に共通のアクセス制御グループがあっても、一部のユーザに権限に応じた追加のアクセス
制御グループを割り当てる必要がある場合に便利です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [アクセス制御グループ（Access Control Group）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックし、アクセス制御グループを選択します。

ステップ 3 [グループにエンド ユーザを追加（Add End Users to Group）] をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウで、グループに追加するエンド
ユーザを選択します。

ステップ 5 [選択項目の追加（Add Selected）] をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。
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エンド ユーザへのクレデンシャル ポリシーの適用
設定されたクレデンシャル ポリシーを特定のエンドユーザ パスワードまたはエンドユーザの
暗証番号に適用します。デフォルトのクレデンシャルポリシーから更新を行う必要がある場合
に、この操作が必要になることがあります。

また、アプリケーション ユーザ パスワードにクレデンシャル ポリシーを適用することもでき
ます。詳細については、『Cisco Unified Communication Manager アドミニストレーション ガイ
ド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ
（End User）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、エンド ユーザを選択します。

ステップ 3 クレデンシャルポリシーを適用するクレデンシャルに応じて、パスワードまたは暗証番号に対
応する [クレデンシャルの編集（Edit Credential）] ボタンをクリックします。

ステップ 4 認証ルールドロップダウンリストから、適用するクレデンシャルポリシーを選択します。

ステップ 5 [クレデンシャルの設定（Credential Configuration）] ウィンドウのその他のフィールドに入力し
ます。フィールドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ローカル エンドユーザへの機能グループ テンプレートの割り当て
ローカル エンドユーザに機能グループ テンプレートを割り当てます。ローカル エンドユーザ
とは、データベースに手動で追加された、または一括管理ツールを使用してインポートされた
エンドユーザです。ローカル エンドユーザは外部 LDAP ディレクトリと同期されません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックしてエンド ユーザを選択します。

ステップ 3 [機能グループテンプレート（Feature Group Template）] ドロップダウン リストで、このエンド
ユーザー用に設定した機能グループ テンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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第 VI 部

エンドポイント デバイスの設定
• エンドポイント デバイスの概要 （351 ページ）
• アクティベーション コードによるデバイスのオンボーディング （353 ページ）
• モバイルおよびリモートアクセスの設定 （367 ページ）
• アナログ電話アダプタの設定 （379 ページ）
• ソフトウェアベースのエンドポイントの設定 （433 ページ）
• Cisco IP Phone の設定 （447 ページ）
• Cisco IP Phone電話の通話診断と品質レポートを設置する （477 ページ）
• サードパーティ製 SIP 電話の設定 （493 ページ）
• デバイス プロファイルとテンプレート （501 ページ）
• ユーザとエンドポイントの関連付け （515 ページ）





第 39 章

エンドポイント デバイスの概要

• エンドポイント デバイス設定について （351 ページ）
• エンドポイント デバイス設定 （351 ページ）

エンドポイント デバイス設定について
このパートの各章には、エンドポイントデバイスの構成方法、およびエンドポイントにユーザ
を関連付ける方法に関する情報が記載されています。

エンドポイント デバイス設定
次のタスク フローを実行すると、システムのエンド ユーザを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

アナログ電話機と IP ベースのテレフォ
ニーネットワーク間のインターフェイス

アナログ電話アダプタの設定（380ペー
ジ）

ステップ 1

として動作するアナログ電話アダプタを
設定します。

CTIポート、H、323クライアント、Cisco
IP Communicatorなど、ソフトウェアベー
スのエンドポイントを設定します。

ソフトウェアベースのエンドポイントの
設定 （433 ページ）

ステップ 2

ネットワーク上で機能するようにCisco
IP電話を設定します。

Cisco IP 電話の設定タスク フロー （447
ページ）

ステップ 3

Cisco IP電話のコール品質を保証するに
は、コール診断と品質報告ツール (QRT)
を使用します。

Diagnostics and Reporting の設定タスク
フロー （480 ページ）

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

サードパーティのSIPエンドポイントを
構成します。

サードパーティSIPエンドポイントの設
定タスク フロー （494 ページ）

ステップ 5

特定のデバイスに関連付けられたサービ
ス、機能、およびディレクトリ番号を定

デバイス プロファイルとテンプレート
の設定タスク フロー （502 ページ）

ステップ 6

義するプロファイルとテンプレートを設
定します。

デバイスをエンドユーザーとアプリケー
ションユーザーに関連付けます。

ユーザおよびデバイスの設定タスク フ
ロー （515 ページ）

ステップ 7
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第 40 章

アクティベーション コードによるデバイ
スのオンボーディング

• アクティベーション コードの概要 （353 ページ）
• アクティベーション コードの前提条件 （355 ページ）
• でのアクティベーション コードを使用したデバイスのオンボーディングのタスク フロー

（355 ページ）
• アクティベーションコードの追加タスク （362 ページ）
• アクティベーション コードの使用例 （364 ページ）

アクティベーション コードの概要
アクティベーションコードにより、新しくプロビジョニングされた電話機が簡単にプロビジョ
ニングされます。アクティベーション コードは、1 回だけ使用できる 16 桁の値であり、電話
機を登録する際にユーザが電話機に入力する必要がああります。アクティベーション コード
は、電話機のプロビジョニングとオンボーディングを効率化する方法であり、管理者が手動で
個々の電話機の MAC アドレスを収集して入力する必要がありません。これは自動登録の代替
となるシンプルな方法法であり、この方法で多数の電話機のプロビジョニング、1 台の電話機
のプロビジョニング、または既存の電話機の再登録も可能です。

アクティベーション コードには次の利点があります。

• アクティベーションコードを使用したオンボーディングによって、新しくプロビジョニン
グされた電話機または信頼されていない電話機すべてについて、それぞれのManufacturing
Installed Certificate（MIC）の評価と検証を Unified Communications Manager に実行させるこ
とができます。

オンボードアクティビティを実行するには、シスコの製造ルート
証明書がCallManager信頼ストアに存在している必要があります。

（注）
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• 実際の MAC アドレスを手動で入力する必要はありません。管理者はダミーの MAC アド
レスを使用することができ、電話機は登録時に実際の MAC アドレスを使用して設定を自
動的に更新します。

• 電話名を BAT から SEP に変換するために、タップなどの IVR を導入する必要はありませ
ん。

電話ユーザは、セルフケアポータルを使用してアクティベーションコードを取得できます。 [
Show Phone Ready To Activate]エンタープライズパラメータが [ True] に設定されている場合
に備えています。それ以外の場合は、管理者が電話機のユーザにコードを提供する必要があり
ます。

ダミーの MAC アドレスを使用してプロビジョニングすると、アクティベーション コードはそ
の電話機モデルに関連付けられます。電話機をアクティブ化するには、電話機のモデルに一致
するアクティベーションコードを入力する必要があります。

セキュリティを強化するために、電話機の実際の MAC アドレスを使用して電話機をプロビ
ジョニングできます。このオプションでは、管理者がプロビジョニング時に個々の電話機の
MAC アドレスを収集して入力する必要があるため、設定項目が多くなりますが、ユーザが電
話機の実際の MAC アドレスと一致するアクティベーション コードを入力する必要があるた
め、セキュリティが向上します。

（注）

でのオンボーディングのプロセス フロー
次に、ダミー MAC アドレスが使用されている場合に、アクティベーションコードを使用して
新しい電話機をオンボードするプロセスフローを示します。

1. 管理者は、ユーザがオンボードのアクティベーションコードを入力するように設定を設定
します。

2. 管理者が電話機をプロビジョニングして設定します。ダミーの mac アドレスが使用されて
いる場合、管理者は実際の mac アドレスを入力しません。

3. 電話機は、DHCP opt 150 を介して、または電話機の設定で設定されている代替 TFTP から
TFTP の IP アドレスを取得します。電話機は XMLDefault ファイルをダウンロードし、ア
クティベーションコードが使用中であることを検出します。

4. ユーザが電話機のアクティベーションコードを入力します。

5. 電話機は、アクティベーションコードと製造元でインストールされた証明書を使用して
Cisco Unified Communications Manager を認証します。

6. Cisco Unified Communications Manager は、実際の MAC アドレスを使用してデバイス設定
を更新します。TFTP サーバは、電話機のデバイス設定を検知し、電話機を登録できるよ
うにします。デバイス登録は最大で5分間可能であることに注意してください。
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アクティベーション コードの前提条件
リリース 12.5(1) では、次の Cisco IP Phone モデルでアクティベーション コードによるオンボー
ディングがサポートされます。7811、7821、7832、7841、7861、8811、8841、8845、8851、
8851NR、8861、8865、および 8865NR。

セルフ ケア ポータル

ユーザにセルフ ケア ポータルを使用して電話をオンボードさせる場合は、ユーザがアクセス
できるようにポータルを事前にセットアップする必要があります。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager 機能設定ガイド』の「セルフ ケア ポータル」の章を参照して
ください。

でのアクティベーションコードを使用したデバイスのオ
ンボーディングのタスク フロー

アクティベーションコードを使用して新しい電話をオンボードするには、次のタスクを実行し
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

シスコのデバイスアクティベーション
サービスは、シスコの統合型の有用性で
実行されている必要があります。

デバイス アクティベーショ ンサービス
の有効化 （356 ページ）

ステップ 1

[Device Defaults] で、サポートされてい
る電話機モデルのアクティベーション

アクティベーション コードを使用する
登録方法の設定 （356 ページ）

ステップ 2

コードを使用するようにデフォルトの登
録方法を設定します。

Cisco Unified Communications Manager に
は、左側のオプションを含むさまざまな

アクティベーションコード要件を使用し
て電話機をプロビジョニングします。プ

ステップ 3

プロビジョニング方法があります。どのロビジョニングのオプションの例を2つ
示します。 方法を選択する場合も、その電話機の

[電話の設定（Phone Configuration）] で• アクティベーション コードを要件
とする電話機の追加（357ページ） [オンボーディングにはアクティベーショ

ンコードが必要（Requires Activation Code
• 一括管理によるアクティベーション

コードを使用した電話の追加（358
ページ）

for Onboarding）] チェックボックスがオ
ンになっていることを確認してくださ
い。
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目的コマンドまたはアクション

アクティベーションコードをユーザに配
布します。電話機を使用するためには、

電話機のアクティブ化 （361 ページ）ステップ 4

ユーザがその電話機にコードを入力する
必要があります。

デバイス アクティベーショ ンサービスの有効化
アクティベーション コードを使用するには、Cisco Unified Serviceability でシスコ デバイス ア
クティベーションサービスが実行されている必要があります。サービスが実行されていること
を確認するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability から、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから、Unified Communications Manager パブリッシャ
ノードを選択して [移動（Go）] をクリックします。

ステップ 3 [ CM サービス (CM Services)] で、 Cisco デバイスアクティベーションサービスのステータスが
アクティブ化されていることを確認します。

ステップ 4 サービスが実行されていない場合は、隣接するチェックボックスをオンにして、[保存 (Save)]
をクリックします。

次のタスク

アクティベーション コードを使用する登録方法の設定 （356 ページ）

アクティベーション コードを使用する登録方法の設定
特定のモデルタイプの電話機がアクティベーションコードを使用して Cisco Unified
Communications Manager に登録するようにシステムのデフォルトを設定するには、次の手順を
使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [デバイスのデフォルト（Device Defaults）] を選択します。

ステップ 2 登録にアクティベーションコードを使用する電話機モデルまで下にスクロールします。

ステップ 3 アクティベーションコードを使用する各電話機モデルについて、オンプレミスのオンのドロッ
プダウンをアクティベーションコードに設定します。
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ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

アクティベーションコード要件を使用して新しい電話機をプロビジョニングします。任意のプ
ロビジョニング方式を使用できます。例として 2 つの方式を示します。1 つ目は新しい電話を
プロビジョニングする場合で、2 つ目は多数の電話を一度にプロビジョニングする場合です。

• アクティベーション コードを要件とする電話機の追加 （357 ページ）

• 一括管理によるアクティベーション コードを使用した電話の追加 （358 ページ）

アクティベーション コードを要件とする電話機の追加
アクティベーションコードを要件として新しい電話機をプロビジョニングする場合は、この手
順を使用します。

始める前に

適用する設定を入力したユニバーサル デバイス テンプレートおよびユニバーサル回線テンプ
レートを設定することで、プロビジョニング プロセスを迅速化できます。

テンプレートを使用しない場合は、新しい電話機を追加して手動で設定するか、または BAT
テンプレートを使用して設定を追加することができます。いずれの場合も、[電話機の設定
（Phone Configuration）] ウィンドウで [オンボーディングにはアクティベーションコードが必
要（Requires Activation Code for Onboarding）] チェックボックスをオンにする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 [テンプレートからの新規の追加（Add New From Template）] をクリックして、ユニバーサル回
線テンプレートまたはユニバーサル デバイス テンプレートから設定を追加します。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン メニューから、電話機モデルを選択します。

ステップ 4 [MACアドレス（MAC Address）] フィールドに、MAC アドレスを入力します。アクティベー
ション コードでは、ダミーの MAC アドレスまたは電話機の実際の MAC アドレスを使用でき
ます。

ステップ 5 [デバイステンプレート（Device Template）] ドロップダウン リストから、適用する設定が含ま
れる既存のユニバーサル デバイス テンプレートなどのテンプレートを選択します。

ステップ 6 [ディレクトリ番号（Directory Number）] フィールドから、既存のディレクトリ番号を選択す
るか、[新規（New）] をクリックして次の手順を実行します。
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a) [新規内線の追加（Add New Extension）] ポップアップで、適用する設定が含まれている新
しいディレクトリ番号と回線テンプレートを入力します。

b) [保存（Save）] をクリックして、さらに [閉じる（Close）] をクリックします。
新しい内線番号が [ディレクトリ番号（Directory Number）] フィールドに表示されます。

ステップ 7 （省略可）[ユーザ（User）] フィールドで、この電話機に適用するユーザ ID を選択します。

ステップ 8 [追加（Add）] をクリックします。

ステップ 9 [オンボーディングにはアクティベーションコードが必要（Requires Activation Code for
Onboarding）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 適用するその他の設定を入力します。フィールドおよびその設定についてのヘルプは、オンラ
イン ヘルプを参照してください。

ステップ 11 [保存（Save）] をクリックし、[OK] をクリックします。
この電話機の設定によって新しいアクティベーションコードが生成されます。コードを表示す
る場合は、[アクティベーション コードの表示（View Activation Code）] をクリックします。

次のタスク

電話機のアクティブ化 （361 ページ）

一括管理によるアクティベーション コードを使用した電話の追加
このオプションのタスクフローには、一括管理ツールの電話の挿入機能を使用して1回の操作
で多数の電話をプロビジョニングするプロビジョニング例が含まれます。これらの電話では、
登録にアクティベーション コードを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

プロビジョニングされた電話に適用する
設定を含む BAT テンプレートを設定し
ます。

BAT プロビジョニングテンプレートの
設定 （358 ページ）

ステップ 1

追加する新しい電話を含む CSV ファイ
ルを作成します。

新しい電話を使用した CSV ファイルの
作成 （359 ページ）

ステップ 2

一括管理の電話の挿入機能を使用して、
新しい電話をデータベースに追加しま
す。

電話の挿入 （360 ページ）ステップ 3

BAT プロビジョニングテンプレートの設定
特定の電話機モデルの新しくプロビジョニングされた電話に対して一括管理から適用できる、
共通設定を入力した電話テンプレートを作成するには、この手順を使用します。
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始める前に

この手順では、ユーザがすでにシステムに展開されており、ニーズに合ったデバイスプール、
SIP プロファイル、および電話セキュリティ プロファイルがすでに設定済みであることを前提
としています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] >
[電話テンプレート（Phone Template）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから、テンプレートを作成する電話機モ
デルを選択します。

ステップ 4 [テンプレート名（Template Name）] を入力します。

ステップ 5 [オンボーディングにはアクティベーションコードが必要（Requires Activation Code for
Onboarding）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 次の必須フィールドに値を入力します。

• [デバイスプール（Device Pool）]
• [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]
• [オーナーのユーザID（Owner User ID）]
• [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]
• [SIPプロファイル（SIP Profile）]

ステップ 7 [電話テンプレートの設定（Phone Template Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールド
を入力します。フィールドとその設定に関するヘルプは、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

新しい電話を使用した CSV ファイルの作成 （359 ページ）

新しい電話を使用した CSV ファイルの作成
新しい電話機で新しい csv ファイルを作成するには、次の手順を使用します。

Csv ファイルは手動で作成することもできます。（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイルのアップ
ロード/ダウンロード（Upload/Download Files）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 Batのファイルシートを選択してダウンロードします。

ステップ 4 スプレッドシートを開き、[電話 (phone )] タブに移動します。

ステップ 5 新しい電話機の詳細をスプレッドシートに追加します。ダミー MAC アドレスを使用している
場合は、[MAC アドレス (MAC Address)] フィールドを空のままにします。

ステップ 6 完了したら、[ BAT 形式にエクスポート (Export TO BAT Format)] をクリックします。

ステップ 7 Cisco Unified CM Administration から、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイルのアップ
ロード/ダウンロード（Upload/Download Files）] を選択します。

ステップ 8 CSV ファイルをアップロードします。

a) [新規追加（Add New）] をクリックします。
b) [ファイルの選択 (Choose file )] をクリックして、アップロードする csv ファイルを選択し

ます。
c) ターゲットとして [電話（Phones）] を選択します。
d) [ Insert phone]:トランザクションタイプに固有の詳細を選択します。
e) [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

電話の挿入 （360 ページ）

電話の挿入
CSV ファイルから新しい電話機を挿入するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の挿入（Insert Phones）] を選択
します。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）] ドロップダウン リストから、CSV ファイルを選択します。

ステップ 3 [電話テンプレート名（Phone Template Name）] ドロップダウン リストから、作成したプロビ
ジョニング テンプレートを選択します。

ステップ 4 [ダミーMACアドレスの作成（Create Dummy MAC Address）] チェックボックスをオンにしま
す。
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セキュリティを強化するために、この CSV ファイルに実際の MAC アドレスを追加す
ることで、一致する MAC アドレスを持つ電話機でのみアクティベーション コードを
使用できるようになります。その場合は、このチェックボックスをオフのままにしま
す。

（注）

ステップ 5 ジョブをすぐに実行するには、[今すぐ実行（Run Immediately）] チェックボックスをオンにし
ます。後で実行することを選択した場合は、一括管理ツールのジョブスケジューラでジョブの
スケジュールを設定する必要があります。

ステップ 6 [送信（Submit）] をクリックします。

次のタスク

電話機のアクティブ化 （361 ページ）

電話機のアクティブ化
プロビジョニング後に、電話機のユーザにアクティベーションコードを配布して、電話機をア
クティブ化できるようにします。アクティベーションコードを収集して配布するには、次の2
つのオプションがあります。

• セルフケアポータル: 電話機のユーザは、電話機に適用されるアクティベーションコード
を取得するために、セルフケアポータルにログインできます。電話機にコードを手動で入
力するか、電話機のビデオカメラを使用して、セルフケアで表示されるバーコードをス
キャンすることができます。どちらの方法でも動作します。

電話機のユーザがセルフケアを使用してアクティベーションできるようにするには、Cisco
Unified Communications Manager で、[アクティブにする準備ができているかどうかを表示
（Show Phones Ready to Activate）] エンタープライズ パラメータを True（デフォルトの設
定）に設定する必要があります。

• CSV ファイル: 未処理のユーザとアクティベーションコードのリストを csv ファイルにエ
クスポートすることもできます。これをユーザに配布できます。手順については、「アク
ティベーション コードのエクスポート （362 ページ）」を参照してください。

登録プロセス

電話機のユーザは、電話機を使用するために、電話機にアクティベーションコードを入力する
必要があります。電話機のユーザが電話機で正しいアクティベーションコードを入力すると、
次のことが発生します。

• 電話機は Cisco Unified Communications Manager で認証されます。

• Cisco Unified Communications Manager の電話機の設定は、電話機の実際の MAC アドレス
を使用して更新されます。

• 電話機は、TFTP サーバからコンフィギュレーションファイルおよびその他の関連ファイ
ルをダウンロードし、Cisco Unified Communications Manager に登録します。
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次の作業

これで、電話機を使用できる状態になりました。

アクティベーション コードのエクスポート
アクティベーション コードとそれに対応する電話機およびユーザと共に CSV ファイルにエク
スポートするには、この手順を使用します。このファイルを使用して、アクティベーション
コードをユーザに配布できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 [関連リンク（RelatedLinks）]から [アクティベーションコードのエクスポート（Export Activation
Codes）] を選択し、[移動（Go）] をクリックします。

アクティベーションコードの追加タスク
次の表に、アクティベーションコードに必要となる追加タスクを示します。

手順タスク

すでに登録されている電話機のアクティベーションコードを生成する
には、次のようにします。

1. Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）] を選択します。

2. アクティベーション コードを生成する電話機を検索して [電話機
の設定（Phone Configuation）] を開きます。

3. [オンボーディングにはアクティベーションコードが必要（Requires
Activation Code for Onboarding）] チェックボックスをオンにして、
[保存（Save）] をクリックします。

登録済み電話機のアク
ティベーションコード
の生成
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手順タスク

未登録の電話機用に新しいアクティベーション コードを生成するに
は、次の手順を実行します。これは、新しい電話機のアクティベー
ションプロセスが失敗した場合などに必要になる可能性があります。

1. Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）] を選択します。

2. アクティベーション コードを生成する電話機を検索して [電話機
の設定（Phone Configuation）] を開きます。

3. [アクティベーションコードの解放（Release Activation Code）] を
クリックします。

4. [新しいアクティベーションコードの生成（Generate New Activation
Code）] をクリックし、[保存（Save）] をクリックします。

未登録の電話機のアク
ティベーションコード
を生成する

アクティベーション コードのオプションのサービス パラメータを設
定する場合は、次の手順を実行します。

1. Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）]>[サー
ビスパラメータ（Service Parameters）] を選択します。

2. [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからパブリッシャ ノー
ドを選択します。

3. [サービス（Service）] ドロップダウン リストから [シスコデバイ
スアクティベーションサービス（Cisco Device Activation Service）]
を選択します。

4. 以下に示すオプションのサービスパラメータの値を設定します。
設定の詳細については、状況依存ヘルプを参照してください。

• [アクティベーション有効期間（時間）（Activation Time to
Live (Hours)）]：アクティベーション コードが有効である時
間数。デフォルトは 168 です。

• [MRAアクティベーションの有効化（Enable MRA
Activation）]：MRA アクティベーションを有効化するには、
この値を True（デフォルト設定）にします。

• [MRAアクティベーションドメイン（MRA Activation
Domain）]：MRA デバイスのアクティベーションが実行され
るドメイン。

5. [保存（Save）] をクリックします。

アクティベーション
コードのオプションパ
ラメータの設定
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アクティベーション コードの使用例
次の表に、アクティベーションコードによるデバイスのオンボードの使用例を示します。

説明使用例

アクティベーションコードを使用すると、既存の電話機を簡単に置き
換えることができます。たとえば、リモートワーカーには電話機が破
損しているために新しい電話機が必要であるとしましょう。

• 管理者が、Unified Communications Manager で破損した電話機の
[電話機の設定（Phone Configuration）] を開きます。

• 管理者は、 MAC アドレスを空白にし、[ Activation Code for
Activation ] チェックボックスをオンにして、[ Save] をクリック
します。

• ユーザは同じ電話機モデルの新しい電話機を取得し、電話機を
ネットワークに接続します。

• ユーザはセルフケアにログインしてアクティベーションコードを
取得し、電話機にコードを入力します。電話機のオンボーディン
グが正常に終了します。

このシナリオでは、ユーザは、破損した電話機と同じ電話
機モデルである限り、新しい電話機をオンボードできます。
より安全な環境では、古い電話機を交換するために、管理
者が交換用電話機をプロビジョニングする必要がある場合
があります (以下を参照)。

（注）

既存の電話機の交換
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説明使用例

より安全な環境では、次のように、特定の MAC アドレスにアクティ
ベーションコードを使用して、電話機の出荷プロセスが安全であるこ
とを確認できます。

• 管理者が、Unified Communications Manager で新しい電話機をプロ
ビジョニングします。

• 新しい電話の電話の構成時の設定では、管理者が電話機の実際の
MACアドレスを入力し、[オンボードのアクティベーションコー
ドが必要 (Requires Activation Code for Activation )] チェックボッ
クスをオンにします。

• 管理者が電話機をパッケージ化し、ユーザに電話機を出荷しま
す。

• ユーザは新しい電話機をネットワークに接続します。

• ユーザがセルフケアにログインしてアクティベーションコードを
取得すると、電話機にコードが入力されます。電話機のオンボー
ディングが正常に終了します。

このシナリオでは、ユーザはその特定の電話機のみをオン
ボードできます。

（注）

アクティベーション
コードを使用した新し
い電話機の安全な輸送

アクティベーションコードの代わりに、自動登録と tap を使用して、
電話機をリモートワーカーに安全に輸送することもできます。

• デバイスのデフォルト設定では、管理者は電話機モデルのオン
ボード方式が自動登録であることを確認します。

• 管理者が、Unified Communications Manager で新しい電話機をプロ
ビジョニングします。新しい電話機の電話機の設定では、管理者
が電話機の実際のMAC アドレスを空白にします。

• 管理者が、電話機を梱包してユーザに発送します。

• ユーザは新しい電話機をネットワークに接続し、自動登録を行う
ことができます。

• ユーザは tap を使用して、自動登録レコードを古いレコードに戻
します。

このシナリオでは、自動登録とタップの両方を設定する必
要があります。

（注）

新しい電話機の安全な
輸送 (自動登録)
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説明使用例

アクティベーションコードと自動登録の間の特定の電話機モデルのオ
ンボード方式を、[デバイスのデフォルト設定 (Device Defaults
Configuration )] ウィンドウのオンプレミスのオンプレミスのオンプレ
ミスのオン のボックスに切り替えることができます。

既存の電話機を自動登録経由で再オンにする場合は、自動
登録が機能するようにデータベースから既存のレコードを
削除する必要があります。

（注）

自動登録による電話の
再登録
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第 41 章

モバイルおよびリモートアクセスの設定

• モバイルおよびリモート アクセスの概要 （367 ページ）
• モバイルおよびリモートアクセスの前提条件 （369 ページ）
• モバイルおよびリモート アクセスの設定タスク フロー （370 ページ）

モバイルおよびリモート アクセスの概要
Unified Communications Managerモバイルおよびリモート アクセスは、Cisco Collaboration Edge
アーキテクチャの中核的なコンポーネントです。これを使用することで、Cisco Jabber などの
エンドポイントで、エンドポイントがエンタープライズ ネットワーク内にない場合でも、
Unified Communications Manager が提供する登録、コール制御、プロビジョニング、メッセージ
ング、およびプレゼンス サービスを使用できます。Cisco Expressway は、モバイル エンドポイ
ントをオンプレミス ネットワークに接続し、Unified CM の登録に対してセキュアなファイア
ウォール トラバースと回線側のサポートを提供します。

ソリューション全体で提供されるものは以下の通りです。

• オフプレミス アクセス：企業ネットワーク外においても、Jabber および EX/MX/SX シリー
ズ クライアントで一貫したエクスペリエンスを提供

• セキュリティ：セキュアな Business-to-Business（B2B）コミュニケーション

• クラウド サービス：豊富な Cisco Webex 統合とサービス プロバイダ製品を提供する、柔
軟で拡張性に優れたエンタープライズ クラスのソリューション

• ゲートウェイと相互運用性サービス:：メディアおよびシグナリングの正規化、非標準エ
ンドポイントのサポート

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
367



図 6 : Unified Communications：モバイルおよびリモート アクセス

サードパーティのSIPまたはH.323デバイスはExpressway-Cに登録でき、必要に応じてSIPトラン
クを介して統合されたCM登録デバイスと相互運用することもできます。

図 7 : 一般的なコール フロー：シグナリングとメディア パス

• Unified CM は、モバイルとオンプレミスの両方のエンドポイントにコール制御を提供しま
す。

• シグナリングは、モバイル エンドポイントと Unified CM の間で Expressway ソリューショ
ンを横断します。

• メディアは Expressway ソリューションを横断し、エンドポイント間で直接リレーされま
す。すべてのメディアが Expressway-C とモバイル エンドポイント間で暗号化されます。

モバイルおよびリモートアクセスの設定

Cisco Jabber を使用して MRA 機能を有効にするには、Unified Communications Manager の [ユー
ザプロファイルの設定（User Profile Configuration）] ウィンドウで MRA のユーザ ポリシーを
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セットアップします。MRA ユーザ ポリシーは、Jabber 以外のエンドポイントでは必要ありま
せん。

また、モバイルおよびリモート アクセスで Cisco Expressway を設定する必要もあります。詳細
については、『Cisco Expressway を介したモバイルおよびリモートアクセスの導入ガイド』を
参照してください。

モバイルおよびリモートアクセスの前提条件
Cisco Unified Communications Managerの要求

以下の要件が適用されます。

• 複数の Unified Communications Manager クラスタを導入する場合は、ILS ネットワークを
セットアップします。

• モバイルおよびリモートアクセスでは、展開用のNTPサーバを設定する必要があります。
ネットワーク用の NTP サーバが導入されていて、SIPエンドポイントの電話機 NTP リファ
レンスであることを確認してください。

• メディアパスを最適化するために ICE を導入する場合は、TURN および STUN サービスを
提供できるサーバを導入する必要があります。

DNS 要件

Cisco Expressway との内部接続には、次の Unified Communications Manager をポイントする、
ローカルで解決可能な DNS SRV を設定します。

_cisco-uds._tcp<domain>

モバイルおよびリモート アクセスで使用するすべての Unified Communications ノードに対し
て、正引きと逆引きの両方のルックアップ用に内部DNSレコードを作成する必要があります。
これにより、IPアドレスまたはホスト名が FQDNの代わりに使用されている場合に、のノード
を検索することができます。SRVレコードは、ローカルネットワークの外部で解決できないこ
とを確認します。

Cisco Expressway の要件

この機能を使用するには、Unified Communications Manager と Cisco Expressway を統合する必要
があります。モバイルおよびリモート アクセス用の Cisco Expressway 設定の詳細については、
『Cisco Expressway 導入ガイド』の「モバイルおよびリモート アクセス」を参照してくださ
い。

Cisco Jabber を使用した MRA アクセス ポリシーをサポートする Expressway の最小リリースは
X8.10 です。
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証明書の前提条件

Unified Communications Manager、IM and Presence Service、および Cisco Expressway-C の間で証
明書を交換する必要があります。シスコでは、各システムで同じ CA による CA 署名付き証明
書を使用することを推奨します。その場合、次のようになります。

• 各システムに CA ルート証明書チェーンをインストールします（Unified Communications
Manager および インスタント メッセージおよびプレゼンス サービスの場合は tomcat 信頼
ストアに証明書チェーンをインストールします）。

• Unified Communications Manager の場合は、CA 署名付き tomcat（AXL および UDS トラ
フィック用）証明書と Cisco CallManager （SIP 用）証明書を要求するための CSR を発行
します。

• インスタント メッセージおよびプレゼンス の場合は、CA 署名付き tomcat 証明書を要求
するための CSR を発行します。

別の CA を使用する場合は、各 CA のルート証明書チェーンを Unified Communications Manager、
インスタント メッセージおよびプレゼンス サービス、および Expressway-C にインストールす
る必要があります。

（注）

また、 Unified Communications Managerインスタント メッセージおよびプレゼンスとサービス
の両方に自己署名証明書を使用することもできます。この場合は、Unified Communications
Manager 用の tomcat 証明書と Cisco CallManager 証明書、インスタント メッセージおよびプレ
ゼンス サービス用の tomcat 証明書を Expressway-C にアップロードする必要があります。

（注）

モバイルおよびリモート アクセスの設定タスク フロー
モバイルおよびリモート アクセスのエンドポイントを展開する場合、次の手順を Cisco Unified
Communications Manager で実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

パブリッシャ ノードで Cisco AXL Web
サービスが有効になっていることを確認
します。

Cisco AXL Web Service の有効化 （371
ページ）

ステップ 1

（省略可）MRA エンドポイントのリー
ジョン固有の設定を指定します。例え

ビデオの最大セッションビットレートの
設定 （372 ページ）

ステップ 2

ば、MRA エンドポイントでビデオを使
用する予定がある場合は、[ビデオコー
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目的コマンドまたはアクション

ルの最大セッションビットレート
（Maximum Session Bit Rate for Video
Calls）] 設定を増やすのが望ましい場合
があります。これは、ビデオ エンドポ
イントによっては、デフォルト設定の
384 kbps では低すぎる場合があるためで
す。

この MRA エンドポイントが使用するデ
バイス プールに [日時グループ

デバイスプールMRAの設定 （373 ペー
ジ）

ステップ 3

（Date/Time Group）] と [リージョンの
設定（Region configuration）] を割り当
てます。

（省略可）ICEはオプションの導入であ
り、MRA および TURN サービスを使用

ICE の設定 （373 ページ）ステップ 4

して、MRA コールの利用可能なメディ
アパスを分析し、最適なパスを選択しま
す。ICE を使用すると、コール セット
アップ時間が増える可能性があります
が、MRA コールの信頼性は向上しま
す。

MRA エンドポイントで使用する電話セ
キュリティ プロファイルを設定するに
は、この手順を使用します。

電話機のセキュリティプロファイルの設
定 （374 ページ）

ステップ 5

Cisco Jabber のみ。Cisco Jabberのユーザ
にMRAアクセスポリシーをセットアッ

Cisco Jabber ユーザの MRA アクセス ポ
リシーの設定 （375 ページ）

ステップ 6

プします。MRA 機能を使用するには、
CiscoJabberユーザーのユーザープロファ
イルで MRA アクセスを有効にする必要
があります。

Cisco Jabber のユーザに対しては、セッ
トアップするユーザポリシーをエンド

MRA ユーザの設定 （377 ページ）ステップ 7

ユーザの設定に適用する必要がありま
す。

MRA 機能を使用するエンドポイントを
設定およびプロビジョニングします。

MRA のエンドポイントの設定 （377
ページ）

ステップ 8

Cisco AXL Web Service の有効化
パブリッシャノードでCiscoAXLWebサービスがアクティブ化されていることを確認します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability] から選択します。 [Tools（ツール）] > [サービスのアクティブ化
（Service Activation）]

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからパブリッシャ ノードを選択し、[移動（Go）] を
クリックします。

ステップ 3 データベースと管理サービスの下で、Cisco AXL Web Service が有効になっていることを確認
します。

ステップ 4 サービスがアクティブ化されていない場合は、対応するチェックボックスをオンにし、[保存
(Save)] をクリックしてサービスをアクティブにします。

ビデオの最大セッションビットレートの設定
MRA エンドポイントのリージョンの設定を指定します。多くの場合はデフォルト設定で十分
と思われますが、MRA エンドポイントでビデオを使用する予定がある場合は、[リージョンの
設定（Region Configuration）] で [ビデオコールの最大セッションビットレート（Maximum
Session Bit Rate for Video Calls）] を上げる必要があります。DX シリーズなどの一部のビデオ
エンドポイントでは、デフォルト設定の 384 kbps では低すぎる場合があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [リージョン情報（Region Information）] > [リージョン（Region）] を選択し
ます。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• 既存のリージョン内のビットレートを編集するには、[検索（Find）] をクリックしてリー
ジョンを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [他のリージョンとの関係を変更（Modify Relationship to other Region] 領域で、[ビデオコールの
最大セッションビットレート（Maximum Session Bit Rate for Video Calls）] の新しい設定値を入
力します。たとえば、6000 kbps のようになります。

ステップ 4 [リージョンの設定（Region Configuration）]ウィンドウで、その他のフィールドを設定します。
フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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デバイスプールMRAの設定
新しいリージョンを作成した場合は、MRA エンドポイントが使用するデバイス プールにリー
ジョンを割り当てます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [デバイス プール（Device Pool）]。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のデバイスグループを選択します。
• [新規追加（Add New）] をクリックして新しいデバイス プールを作成します。

ステップ 3 デバイスプール名を入力します。

ステップ 4 冗長Cisco Unified Communications Managerグループを選択します。

ステップ 5 設定した日付と時刻グループを割り当てます。このグループには、MRAエンドポイント用に
設定した電話用NTP参照が含まれています。

ステップ 6 [リージョン（Region）] ドロップダウン リストから、MRA 用に設定したリージョンを選択し
ます。

ステップ 7 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドに入力
します。 フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参
照してください。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

ICE の設定
MRAコールの設定を処理するためにICEを導入する場合は、この手順を使用します。ICEはオ
プションの導入であり、MRAおよびTURNサービスを使用して、MRAコールの利用可能なメ
ディアパスを分析し、最適なパスを選択します。ICEを使用すると、コールセットアップ時間
が増える可能性がありますが、MRA コールの信頼性は向上します。

始める前に

ICEを導入する方法を決定します。電話グループに対する ICEは、[共通の電話プロファイルの
設定（Common Phone Profile Configuration）] で個別の Cisco Jabber デスクトップ デバイスに対
して設定するか、すべての電話に適用するシステム全体のデフォルト設定を使用して設定しま
す。

フォールバックメカニズムとして、ICE は、TURNサーバを使用してメディアをリレーできま
す。TURNサーバが導入されていることを確認してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理：

• システムの > デフォルトを ICE に設定するには、[システム (Enterprise Phone)] を選択しま
す。

• デバイス > デバイスの設定 > 共通電話プロファイルを選択して、端末グループにICEを設
定し、編集するプロファイルを選択します。

• 個別の Cisco Jabber デスクトップ エンドポイント用の ICE を設定し、編集するエンドポイ
ントを選択するには、[デバイス（Device）] > [電話機（Phone）] を選択します。

ステップ 2 下方向にスクロールして、[対話型接続の確立（ICE）（Interactive Connectivity Establishment
(ICE)）] セクションに移動します。

ステップ 3 [ICE] ドロップダウン リストを [有効（Enabled）] に設定します。

ステップ 4 デフォルトの候補タイプを設定する：

• [ホスト (host)]: ホストデバイスの IP アドレスを選択することによって得られる候補。これ
はデフォルトです。

• サーバ再帰: STUN要求の送信によって取得されるIPアドレスとポートの候補。多くの場
合、これはNATのパブリックIPアドレスを表す場合があります。

• 中継:TURNサーバから取得したIPアドレスとポートの候補。IPアドレスとポートは、TURN
サーバによってメディアが中継されるように、TURNサーバに常駐しています。

ステップ 5 [サーバの再帰アドレス（Server Reflexive Address）] ドロップダウン リストから、このフィー
ルドを [有効（Enabled）] または [無効（Disabled）] に設定することで、STUN と同様のサービ
スを有効化するかかどうかを選択します。デフォルトの候補としてサーバRelexiveを設定した
場合は、このフィールドを有効に設定する必要があります。

ステップ 6 プライマリサーバーとセカンダリサーバーのipアドレスまたはホスト名を入力します。

ステップ 7 TURN Server のトランスポートタイプを [ 自動 (default)]( defaultsetting )、UDP 、TCP、または
TLS に設定します。

ステップ 8 ターンサーバーにユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

共通の電話プロファイル用に ICE を設定した場合は、電話機を使用して、そのプロ
ファイルを使用できるようにする共通の電話プロファイルに電話機を関連付ける必要
があります。[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウから、プロファイルを
電話に適用できます。

（注）

電話機のセキュリティプロファイルの設定
MRA エンドポイントで使用する電話セキュリティ プロファイルを設定するには、この手順を
使用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電話セキュリティ プロファイル（Phone Security
Profile）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のセキュリティプロファイルのタイプ（Phone Security Profile Type）] ドロップダウン リ
ストから、デバイス タイプを選択します。たとえば、Jabber アプリケーションであれば Cisco
Unified Client Service Framework を選択できます。

ステップ 4 [次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 5 プロファイルの [名前（Name）] を入力します。MRA の場合、名前は FQDN 形式である必要
があり、エンタープライズ ドメインを含める必要があります。

ステップ 6 [デバイスのセキュリティモード（Device Security Mode）] ドロップダウン リストから、[暗号
化（Encrypted）] を選択します。

このフィールドは、[暗号化（Encrypted）] に設定する必要があります。そうでない場
合、Expressway が通信を拒否します。

（注）

ステップ 7 [トランスポートタイプ（Transport Type）] を [TLS] に設定します。

ステップ 8 このオプションを有効化した電話機では MRA が機能しないため、次の電話機では [TFTP暗号
化設定（TFTP Encrypted Config）] チェックボックスをオフのままにします。DX シリーズ、
IP Phone 7800、または IP Phone 8811、8841、8845、8861、および 8865

ステップ 9 [電話のセキュリティプロファイルの設定（Phone Security Profile Configuration）] ウィンドウ
で、残りのフィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システ
ムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

各 MRA エンドポイントの電話機の設定にこのプロファイルを適用する必要がありま
す。

（注）

Cisco Jabber ユーザの MRA アクセス ポリシーの設定
Cisco Jabber のユーザに MRA アクセスポリシーを設定するには、次の手順を使用します。MRA
機能を使用するには、Cisco Jabberユーザーのユーザー プロファイルで MRA アクセスを有効に
する必要があります。CiscoJabberを使用したMRAアクセスポリシーをサポートするExpressway
の最小リリースは X8.10 です。

非 Jabber のユーザには、MRA アクセスポリシーは不要です。（注）
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ユーザプロファイルの詳細については、「ユーザプロファイルの概要（309ページ）」を参照
してください。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [ユーザプロファイル（User
Profile）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 ユーザ プロファイルの [名前（Name）] および [説明（Description）] を入力します。

ステップ 4 [ユニバーサル デバイス テンプレート（Universal Device Template）] を、ユーザの [デスク フォ
ン（Desk Phones）] 、[モバイルおよびデスクトップ デバイス（Mobile and Desktop Devices）]
、および [リモート接続先/デバイス プロファイル（Remote Destination/Device Profiles）] に割り
当てます。

ステップ 5 [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）] をこのユーザ プロファイルのユー
ザの電話回線に適用するために割り当てます。

ステップ 6 このユーザプロファイルのユーザに自分の電話をプロビジョニングするセルフプロビジョニン
グ機能の使用を許可するには、次の手順を実行します

a) [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）] チェックボックスをオンにします。

b) [エンド ユーザのプロビジョニングする電話数を制限（Limit Provisioning once End User has
this many phones）] フィールドに、ユーザがプロビジョニングできる電話の最大数を入力
します。最大値は 20 です。

ステップ 7 このユーザ プロファイルに関連付けられた Cisco Jabber ユーザがモバイルおよびリモート アク
セス（MRA）機能を使用できるようにするには、[モバイルおよびリモート アクセスの有効化
（Enable Mobile and Remote Access）] チェック ボックスをオンにします。

1. デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。このチェック
ボックスをオフにすると、[Jabber ポリシー（Jabber Policies）] セクションが無効
になり、サービス クライアント ポリシー オプションは、デフォルトで選択され
ません。

2. この設定は、Cisco Jabber ユーザの場合にのみ必須です。非 Jabber ユーザは、こ
の設定がなくても MRA を使用できます。MRA 機能は、Jabber MRA ユーザにの
み適用され、他のエンドポイントまたはクライアントには適用されません。

（注）

ステップ 8 このユーザ プロファイルに Jabber ポリシーを割り当てます。Jabberデスクトップクライアン
トポリシー及びJabberモバイルクライアントポリシーのドロップダウンリストボックスから、
次のオプションのいずれかを選択します。

• サービスなし：このポリシーは、すべてのJabberサービスへのアクセスを禁止します。
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• [IM & Presence のみ（IM & Presence only）]：このポリシーは、インスタント メッセージ
とプレゼンス機能だけを有効にします。

• [IM & Presence、音声およびビデオ通話（IM & Presence, Voice and Video calls）]：このポリ
シーは、オーディオまたはビデオデバイスを所有しているすべてのユーザーに対して、イ
ンスタント メッセージング、プレゼンス、ボイスメール、および会議機能を有効にしま
す。これがデフォルトのオプションです。

Jabber デスクトップ クライアントには Windows ユーザ用 Cisco Jabber および Mac ユー
ザ用 Cisco Jabber が含まれています。Jabber モバイル クライアントには、iPad および
iPhone ユーザ用 Cisco Jabber および Android ユーザ用 Cisco Jabber が含まれています。

（注）

ステップ 9 このユーザ プロファイルのユーザが Cisco Unified Communications セルフケア ポータルで
Extension Mobility または Extension Mobility Cross Cluster の最大ログイン時間を設定できるよう
にするには、[エンドユーザにエクステンションモビリティの最大ログイン時間の設定を許可
する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）] チェックボックスをオ
ンにします。

デフォルトでは [エンド ユーザにエクステンション モビリティの最大ログイン時間の
設定を許可する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）]
チェック ボックスはオフになっています。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

MRA ユーザの設定
Cisco Jabber のユーザの場合、設定した MRA アクセスポリシーは、LDAP 同期中に Cisco Jabber
ユーザに関連付ける必要があります。エンドユーザをプロビジョニングする方法については、
「エンド ユーザの設定 （279 ページ）」を参照してください。

MRA のエンドポイントの設定
モバイルおよびリモートアクセス用のエンドポイントをプロビジョニングし、設定します。

• Cisco Jabber クライアントについては、次の手順を参照してください。 Cisco Jabber の設定
タスク フロー （583 ページ）

• その他のエンドポイントについては、次の手順を参照してください。 エンドポイント デ
バイス設定 （351 ページ）

Cisco Expresswayのモバイルおよびリモートアクセスの設定
モバイルおよびリモートアクセス用の Cisco Expressway の設定方法に関しては、『Cisco
Expressway 導入ガイド』の「モバイルおよびリモートアクセス」を参照してください。
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第 42 章

アナログ電話アダプタの設定

• アナログ電話アダプタの概要 （379 ページ）
• アナログ電話アダプタの設定 （380 ページ）

アナログ電話アダプタの概要
Cisco アナログ電話アダプタ（ATA）は、通常のアナログ電話と IP ベースのテレフォニー ネッ
トワークとのインターフェイスとなるアナログ電話アダプタとして機能します。Cisco ATA は
通常のアナログ電話をインターネット電話に変換します。各アダプタは2個の音声ポートをサ
ポートし、それぞれに固有の電話番号を割り当てることができます。

他の IP デバイスと同様に、Cisco ATA は TFTP サーバからプロファイルと Unified Communications
Manager のリストを受信します。TFTP サーバに設定ファイルが存在しない場合、Cisco ATA
は、TFTPサーバの名前または IP アドレスとポート番号を、プライマリ Unified Communications
Manager の名前または IP アドレスとポート番号として使用します。

Cisco ATA：

• 1 つの 10 BaseT RJ-45 ポート、および 2 つの RJ-11 FXS 標準アナログ電話ポート

• G.711 alaw、G.711 mulaw、G.723とG.729a音声コーデックなど、さまざまなコーデックに
対応しています

• 音声を IP データパケットに変換します。

• リダイヤル、スピードダイヤル、自動転送、コール待機、コール保留、転送、会議、ボイ
スメッセージング、メッセージ受信インジケータ、オフフック呼び出し音、発信者 ID、
被発信者 ID、およびコール待機の発信者 ID をサポート

ATA 180 シリーズは SCCP を使用しますが、ATA 190 シリーズは SIP を使用します。詳細につ
いては、ATAのドキュメントを参照してください。

• ATA 180シリーズ： https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
ata-180-series-analog-telephone-adaptors/tsd-products-support-series-home.html

• ATA 190シリーズ： https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
ata-190-series-analog-telephone-adapters/tsd-products-support-series-home.html
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アナログ電話アダプタの設定
手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから、使用しているアナログ電話アダプ
タ モデルを選択して、[次へ（Next）] をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。

フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）] をクリックして、電話に変更を適用し、同期します。

関連トピック
アナログ電話アダプタ 186 設定フィールド （380 ページ）
アナログ電話アダプタ 187 設定フィールド （388 ページ）
アナログ電話アダプタ 190 設定フィールド （403 ページ）

アナログ電話アダプタ 186 設定フィールド
表 21 : アナログ電話アダプタ 186 設定フィールド

説明フィールド

ATA 186 を特定する Media Access Control（MAC）アドレスを入力し
ます。値が12桁の16進文字列で構成されていることを確認します。

次のいずれかの方法で、ATA 186 の MAC アドレスを判別できます。

• ATA 186 の背面にある MAC ラベルを確認します。
• ATA 186 の ウェブ ページを表示し、[デバイス情報（Device

Information）] ハイパーリンクをクリックします。

[MAC アドレス（MAC
Address）]

ATA 186 の説明テキストを入力します。

このフィールドには、128文字までの値を入力できます。二重引用符
（"）、山カッコ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド
（&）、パーセント記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

[説明（Description）]
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説明フィールド

ATA 186 を割り当てるデバイス プールを選択します。デバイス プー
ルでは、複数のデバイスに共通の特性（リージョン、日時グループ、
ソフトキー テンプレートなど）のセットを定義します。

デバイス プール構成の設定を確認するには、[詳細の表示（View
Details）] リンクをクリックします。

[デバイスプール
（Device Pool）]

ATA 186 を割り当てる共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）] の設定を表示す
るには、[詳細の表示（View Details）] リンクをクリックします。

[共通デバイス設定
（Common Device
Configuration）]

適切な電話ボタン テンプレートを選択します。電話ボタン テンプ
レートでは、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機能（回
線、スピード ダイヤルなど）を使用するかを特定します。

[電話ボタンテンプレー
ト（Phone Button
Template）]

ドロップダウン リストで、使用可能な共通の電話プロファイルのリ
ストから共通の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）] の設定を表示す
るには、[詳細の表示（View Details）] リンクをクリックします。

[共通の電話プロファイ
ル（Common Phone
Profile）]

ドロップダウンリストを使用から、コーリングサーチスペースを選
択するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの[なし（None）]
のままにします。

[コーリングサーチス
ペース（Calling Search
Space）]

ドロップダウン リストから、自動代替ルーティング（AAR）を実行
したときに使用するデバイスの適切なコーリング サーチ スペースを
選択するか、コーリング サーチ スペースをデフォルトの [なし
（None）] のままにします。

[AARコーリングサーチ
スペース（AAR Calling
Search Space）]

適切なメディア リソース グループ リストを選択します。メディア
リソース グループ リストは、優先順位順に並べられたメディア リ
ソース グループから構成されます。

[<なし>（<None>）] を選択すると、Cisco Unified CM はデバイス プー
ルで定義されたメディア リソース グループ リストを使用します。

[メディアリソースグ
ループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウン リストから、デバイス プール内の電話およびゲート
ウェイと関連付けられている場所を選択します。

[ロケーション
（Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループはプレフィックス番号を設定します。この番号
は、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルーティングする
際に使用されます。Cisco Unified CM は、デバイス プールまたは回
線と関連付けられている AAR グループを使用します。

[AARグループ（AAR
Group）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストから、ATA 186 と関連付けられているユーザ
ロケールを選択します。そのユーザ ロケールは、言語とフォントを
含んだ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

ユーザ ロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CM はデバ
イス プールに関連付けられたユーザ ロケールを使用します。

[ユーザロケール（User
Locale）]

ドロップダウン リストから、ATA 186 と関連付けられているネット
ワーク ロケールを選択します。ネットワーク ロケールには、特定の
地理的領域の電話が使用するトーンとパターンの定義が含まれてい
ます。

ネットワーク ロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CM
はデバイス プールに関連付けられたネットワーク ロケールを使用し
ます。

[ネットワークロケール
（Network Locale）]

ドロップダウン リストから、このデバイスのデバイス モビリティ機
能をオンまたはオフにします。デフォルトのデバイス モビリティ
モードを使用する場合は、[デフォルト（Default）] を選択します。
デフォルト設定では、デバイス移行モードのサービスパラメータの
値が使用されます。

[デバイスモビリティ
モード（Device Mobility
Mode）]

オーナー タイプには、[ユーザ（User）] または [匿名（Anonymous）]
（パブリック/共有スペース）を選択します。

[オーナー（Owner）]

ドロップダウン リストから、割り当てられた電話ユーザのユーザ ID
を選択します。ユーザ ID は、このデバイスから発信されるすべての
コールの呼詳細レコード（CDR）に記録されます。ユーザ IDをデバ
イスに割り当てると、そのデバイスが [ライセンスの使用状況レポー
ト（License Usage Report）] で「」[未割り当てのデバイス（Unassigned
Devices）]から「」[ユーザ（Users）]に移動することにもなります。

エクステンションモビリティを使用する場合は、このフィー
ルドを設定しないでください。エクステンション モビリ
ティでは、デバイスのオーナーはサポートされていません。

（注）

[オーナーのユーザID
（Owner User ID）]

ATA 186のカスタムソフトウェアを入力します。[電話ロード名（Phone
Load Name）]
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説明フィールド

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラステッド リレー ポイント
（TRP）の使用を無効にするには、この値を選択します。この設
定は、このデバイスに関連付けられている共通デバイス設定の
[トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]
設定よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスでTRPの使用を有効にする場合は、
この値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付けら
れている共通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使
用（Use Trusted Relay Point）] 設定よりも優先されます。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択した場合、このデバイス
が関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッドリレー
ポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] 設定を使用します。

[トラステッドリレーポ
イントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれ
かの回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受
信した回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフ フック）になって
いるときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコール
にはプライマリ回線が選択されます。他の回線のコールは鳴り
続け、電話機ユーザはそれらの他の回線を選択して、これらの
コールに応答する必要があります。

• デフォルト：Unified Communications Manager は、[常にプライム
回線を使用する（Always Use Prime Line）] サービス パラメータ
の設定を使用します。これにより、Cisco CallManager サービス
がサポートされます。

[常にプライム回線を使
用する（Always Use
Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージ
ボタンを押すと、ボイス メッセージが設定されている回線から
ボイスメッセージシステムに自動的にダイヤルされます。Unified
Communications Manager は、常に音声メッセージのある最初の
回線を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線が
存在しない場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）] ボ
タンを押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージ
ボタンを押すと、電話のプライマリ回線がボイス メッセージを
受信するアクティブな回線になります。

• [デフォルト（Default）]：Unified Communications Manager は、
[ボイスメッセージに常にプライム回線を使用する（Always Use
Prime Line for Voice Message）] サービス パラメータの設定を使
用します。これにより、Cisco CallManager サービスがサポート
されます。

[ボイスメッセージには
常にプライム回線を使
用する（Always Use
Prime Line for Voice
Message）]

ドロップダウン リストから地理位置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified geolocation）] を選択すると、こ
のデバイスを地理位置情報に関連付けないように指定できます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）] メニュー オプションで設定した地理位置情報も選
択できます。

[地理位置情報
（GeoLocation）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合に、このチェックボッ
クスをオンにします。このチェックボックスをオンにすると、Unified
Communications Manager は内線コールについて受信するすべての表
示制限を無視します。

この設定と、トランスレーションパターンレベルでの発信者回線 ID
の表示および接続回線 ID の表示の設定を組み合わせて使用します。
これらの設定を組み合わせて使用すれば、コールごとに発信側また
は接続先の回線表示情報を選択的に表示またはブロックするように
コール表示制限を設定できます。

[プレゼンテーションイ
ンジケータを無視（内
線コールのみ）（Ignore
Presentation Indicators
(internal calls only)）]
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説明フィールド

CTI に対してこのデバイスの制御と監視を許可する場合は、この
チェックボックスをオンにします。

関連付けられている電話番号が共有回線を指定している場合、少な
くとも 1 つの関連付けられているデバイスで、CTI がサポートする
デバイス タイプとプロトコルの組み合わせが指定されていれば、
チェックボックスを有効にする必要があります。

[CTIからのデバイスの
制御を許可（Allow
Control of Device from
CTI）]

CTIポートをハントリストに追加したら、管理者はこのチェックボッ
クスをオン（またはオフ）にすることによって、ユーザをログイン
またはログアウトさせることができます。

ユーザは電話のソフトキーを使用して、電話をハント リストにログ
インまたはログアウトします。

[ハントグループにログ
イン（Logged into Hunt
Group）]

このチェックボックスをオンにすると、デバイスの登録時にバッファ
を割り当て、SCCP メッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、シグナリングの遅延
が発生している場合にのみ、このチェックボックスをオン
にしてください。

ヒント

[リモートデバイス
（Remote Device）]

このデバイスをホットラインデバイスにするには、このチェックボッ
クスをオンにします。ホットライン デバイスは他のホットライン デ
バイスにのみ接続できます。これは PLAR の拡張機能です。PLAR
では、電話がオフフックになった場合に自動的に 1 つの電話番号に
ダイヤルするよう電話を設定します。ホットラインによって、PLAR
を使用するデバイスに追加の制限を適用できます。

ホットラインを実装するには、補足サービス ソフトキーを含まない
ソフトキー テンプレートを作成し、それをホットライン デバイスに
適用する必要があります。

[ホットラインデバイス
（Hot Line Device）]

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 22 : [この電話からのコールの発信者ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。
選択した発信側トランスフォーメーション CSS に、このデバイスに
割り当てる発信側トランスフォーメーション パターンが含まれてい
ることを確認してください。

[発信側トランスフォー
メーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]
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説明フィールド

このデバイスに割り当てられているデバイス プールに設定されてい
る発信側トランスフォーメーションCSSを使用する場合は、このボッ
クスをオンにします。このチェックボックスを選択しない場合、デ
バイスは [トランク設定（Trunk Configuration）] ウィンドウで設定し
た発信側変換 CSS を使用します。

[デバイスプールの発信
側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use
Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

表 23 : [リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウンリストから、このデバイスに受信したコールのリモー
ト発信者番号に適用する、発信側トランスフォーメーション パター
ンを含むコーリング サーチ スペース（CSS）を選択します。

[発信側トランスフォー
メーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換に、このデバイスが属する
デバイス プールで設定されている発信側トランスフォーメーション
CSS を適用するには、このチェックボックスをオンにします。

[デバイスプールの発信
側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use
Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

表 24 : [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

ドロップダウン リストから、エンドユーザの話中ランプ フィールド
（BLF）プレゼンス グループを選択します。選択したグループは、
エンド ユーザがモニタ可能な接続先を指定します。

BLFプレゼンスグループのデフォルト値は [標準のプレゼンスグルー
プ（Standard Presence group）] であり、インストール時に設定されま
す。Cisco Unified CM Administration で設定されている BLF プレゼン
ス グループは、ドロップダウン リストにも表示されます。

[BLFプレゼンスグルー
プ（BLF Presence
Group）]

デバイスに適用するセキュリティ プロファイルを選択します。

Unified Communications Manager Administration で設定するすべてのデ
バイスに、セキュリティ プロファイルを適用する必要があります。

[デバイスのセキュリ
ティプロファイル
（Device Security
Profile）]
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説明フィールド

プレゼンス機能によってサポートされるSUBSCRIBEコーリングサー
チスペースは、エンドユーザから受け取ったプレゼンス要求をUnified
Communications Manager がルーティングする方法を決定します。こ
の設定では、エンドユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求のコー
ル処理サーチスペースと別にコーリングサーチスペースを適用でき
ます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザのプレゼンス要求に使用
する SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを選択します。Cisco
Unified Communications Manager Administration で設定するすべての
コーリング サーチ スペースが、[SUBSCRIBE コーリングサーチス
ペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）] ドロップダウン リスト
に表示されます。

ドロップダウンリストから、エンドユーザに別のコーリングサーチ
スペースを選択しない場合、SUBSCRIBE コーリング サーチ スペー
スのデフォルトは [なし（None）] に設定されます。

この目的専用の SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定する
には、他のコーリング サーチ スペースと同様に新しいコーリング
サーチ スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース
（AAR Calling Search
Space）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボック
スをオンにします。

[不在ポート
（Unattended Port）]

SCCPを実行しているデバイスの場合は、このチェックボックスをオ
ンにして RFC2833 のサポートを無効にします。

[RFCC 2833 Disabled
（RFCC 2833 の無効
化）]

表 25 : 製品固有の設定

説明フィールド

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、
[製品固有の設定（Product Specific Configuration）] エリアで [?]「 」
情報アイコンをクリックし、ポップアップ ダイアログボックスでヘ
ルプを表示します。

詳細については、ATA 186 のマニュアルを参照してください。

デバイス製造元が定義
するモデル固有の設定
フィールド
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アナログ電話アダプタ 187 設定フィールド
表 26 : アナログ電話アダプタ 187 設定フィールド

説明フィールド

ATA 187 を識別する Media Access Control（MAC）アドレスを入力しま
す。値が 12 桁の 16 進文字列で構成されていることを確認します。

次のいずれかの方法で、ATA 187 の MAC アドレスを判別できます。

• ATA 187 の背面にある MAC ラベルを確認する。

• ATA 187 の ウェブ ページを表示し、[デバイス情報（Device
Information）] ハイパーリンクをクリックする。

[MAC アドレス
（MAC Address）]

ATA 187 のテキストの説明を入力します。

このフィールドには、128 文字までの値を入力できます。二重引用符
（"）、山カッコ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

[説明（Description）]

ATA 187 を割り当てるデバイス プールを選択します。デバイス プール
では、複数のデバイスに共通の特性（リージョン、日時グループ、ソ
フトキー テンプレートなど）のセットを定義します。

デバイス プール構成の設定を確認するには、[詳細の表示（View
Details）] リンクをクリックします。

[デバイスプール
（Device Pool）]

ATA 187 を割り当てる共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）] の設定を表示する
には、[詳細の表示（View Details）] リンクをクリックします。

[共通デバイス設定
（Common Device
Configuration）]

適切な電話ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプレー
トでは、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機能（回線、ス
ピード ダイヤルなど）を使用するかを特定します。

[電話ボタンテンプ
レート（Phone Button
Template）]

ドロップダウン リストで、使用可能な共通の電話プロファイルのリス
トから共通の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）] の設定を表示する
には、[詳細の表示（View Details）] リンクをクリックします。

[共通の電話プロファ
イル（Common Phone
Profile）]

ドロップダウン リストを使用から、コーリング サーチ スペースを選
択するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]
のままにします。

[コーリングサーチス
ペース（Calling
Search Space）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
388

エンドポイント デバイスの設定
アナログ電話アダプタ 187 設定フィールド



説明フィールド

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティング（AAR）を実行し
たときに使用するデバイスの適切なコーリングサーチスペースを選択
するか、コーリング サーチ スペースをデフォルトの [なし（None）]
のままにします。

[AARコーリングサー
チスペース（AAR
Calling Search
Space）]

適切なメディア リソース グループ リストを選択します。メディア リ
ソース グループ リストは、優先順位順に並べられたメディア リソー
ス グループから構成されます。

[<なし>（<None>）] を選択すると、Cisco Unified CM はデバイス プー
ルで定義されたメディア リソース グループ リストを使用します。

[メディアリソースグ
ループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウン リストから、ユーザが保留操作を開始する場合に保留
音（MOH）として使用するオーディオ ソースを選択します。

[ユーザ保留 MOH 音
源（User Hold MOH
Audio Source）]

ドロップダウン リストから、デバイス プール内の電話およびゲート
ウェイと関連付けられている場所を選択します。

[ロケーション
（Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AARグループはプレフィックス番号を設定します。この番号は、帯域
幅不足のためにブロックされるコールをルーティングする際に使用さ
れます。AAR グループが指定されていない場合、Cisco Unified CM は
デバイス プールまたは回線に関連付けられている AAA グループを使
用します。

[AARグループ（AAR
Group）]

ドロップダウン リストから、CTI ポートに関連付けられたユーザ ロ
ケールを選択します。そのユーザ ロケールは、言語とフォントを含ん
だ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

ユーザ ロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CM はデバイ
ス プールに関連付けられたユーザ ロケールを使用します。

[ユーザロケール
（User Locale）]

ドロップダウン リストから、CTI ポートに関連付けられたネットワー
クロケールを選択します。ネットワークロケールには、特定の地理的
領域の電話が使用するトーンとパターンの定義が含まれています。

ネットワーク ロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CM は
デバイス プールに関連付けられたネットワーク ロケールを使用しま
す。

[ネットワークロケー
ル（Network Locale）]
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説明フィールド

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）] ドロップダウン リストを使用
して割り込み機能用の組み込み型会議ブリッジを有効または無効にし
ます。次のいずれかを実行します。

• オン

• オフ

• デフォルト

[ビルトインブリッジ
（Built In Bridge）]

プライバシーについて、[プライバシー（Privacy）] ドロップダウン リ
ストから [オン（On）] を選択します。

[プライバシー
（Privacy）]

ドロップダウンリストから、このデバイスのデバイスモビリティ機能
をオンまたはオフにします。デフォルトのデバイスモビリティモード
を使用する場合は、[デフォルト（Default）] を選択します。デフォル
トの設定では、デバイスの [デバイスモビリティモード（DeviceMobility
Mode）] サービス パラメータの値が使用されます。

[デバイスモビリティ
モード（Device
Mobility Mode）]

オーナーのタイプとして、[ユーザ（User）] または [名前非表示（パブ
リック/共有スペース）（Anonymous (Public/Shared Space)）] を選択し
ます。

[オーナー（Owner）]

ドロップダウン リストから、割り当てられた電話ユーザのユーザ ID
を選択します。ユーザ ID は、このデバイスから発信されるすべての
コールの呼詳細レコード（CDR）に記録されます。デバイスにユーザ
ID を割り当てると、[ライセンスの使用状況レポート（License Usage
Report）] でデバイスが [未割り当てデバイス（Unassigned Devices）] か
ら [ユーザ（Users）] に移動します。

エクステンションモビリティを使用する場合は、このフィー
ルドを設定しないでください。エクステンションモビリティ
では、デバイスのオーナーはサポートされていません。

（注）

[オーナーのユーザID
（Owner User ID）]

ATA 187 のカスタム ソフトウェアを入力します。[電話ロード名（Phone
Load Name）]
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説明フィールド

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラステッド リレー ポイント
（TRP）の使用を無効にするには、この値を選択します。この設
定は、このデバイスに関連付けられている共通デバイス設定の [ト
ラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] 設定
よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスでの TRP の使用を有効にする場合
は、この値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付け
られている共通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使
用（Use Trusted Relay Point）] 設定よりも優先されます。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択した場合、デバイスはこの
デバイスが関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッド
リレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] 設定を使用しま
す。

[トラステッドリレー
ポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれか
の回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信し
た回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフ フック）になってい
るときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールには
プライマリ回線が選択されます。他の回線のコールは鳴り続け、
電話機ユーザはそれらの他の回線を選択して、これらのコールに
応答する必要があります。

• デフォルト：Unified Communications Manager は、[常にプライム回
線を使用する（Always Use Prime Line）] サービス パラメータの設
定を使用します。これにより、CiscoCallManagerサービスがサポー
トされます。

[常にプライム回線を
使用する（Always
Use Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージ ボ
タンを押すと、ボイス メッセージが設定されている回線からボイ
ス メッセージ システムに自動的にダイヤルされます。Unified
Communications Manager は、常に音声メッセージのある最初の回
線を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線が存在
しない場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）] ボタンを
押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージ ボ
タンを押すと、電話のプライマリ回線がボイス メッセージを受信
するアクティブな回線になります。

• [デフォルト（Default）]：Unified Communications Manager は、[ボ
イスメッセージに常にプライム回線を使用する（Always Use Prime
Line for Voice Message）] サービス パラメータの設定を使用しま
す。これにより、CiscoCallManagerサービスがサポートされます。

[ボイスメッセージに
は常にプライム回線
を使用する（Always
Use Prime Line for
Voice Message）]

ドロップダウン リストから地理位置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified geolocation）] を選択すると、この
デバイスを地理位置情報に関連付けないように指定できます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）] メニュー オプションで設定した地理位置情報も選択
できます。

[地理位置情報
（GeoLocation）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合に、このチェックボック
スをオンにします。このチェックボックスをオンにすると、Unified
Communications Manager は内線コールについて受信するすべての表示
制限を無視します。

この設定と、トランスレーション パターン レベルでの発信者回線 ID
の表示および接続回線 IDの表示の設定を組み合わせて使用します。こ
れらの設定を組み合わせて使用すれば、コールごとに発信側または接
続先の回線表示情報を選択的に表示またはブロックするようにコール
表示制限を設定できます。

[プレゼンテーション
インジケータを無視
（内線コールのみ）
（Ignore Presentation
Indicators (internal calls
only)）]

ATA 187 をハント リストに追加したら、管理者はこのチェックボック
スをオン（またはオフ）にすることによって、ユーザをログインまた
はログアウトさせることができます。

ユーザは電話のソフトキーを使用して、電話をハント リストにログイ
ンまたはログアウトします。

[ハントグループにロ
グイン（Logged into
Hunt Group）]
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、デバイスの登録時にバッファ
を割り当て、SCCP メッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、シグナリングの遅延が
発生している場合にのみ、このチェックボックスをオンにし
てください。

ヒント

[リモートデバイス
（Remote Device）]

電話機を保護されたデバイスとして指定するには、このチェックボッ
クスをオンにします。この場合、電話機が2秒間トーンを再生してユー
ザにコールが暗号化されていることを通知できます。また、発信側と
着信側の両方の電話機が保護されたデバイスとして設定できます。こ
のトーンは、コールが応答されたとき、発信側と着信側の両者に対し
て再生されます。このトーンは、発信側と着信側の両方の電話機が保
護されていて、なおかつ暗号化メディア上でコールが行われたときで
なければ再生されません。

このチェックボックスをオンにすると、再生するセキュア通知トーン
の複数の設定要件のうち 1 つのみが表示されます。セキュア通知トー
ン機能と設定要件の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager 機能設定ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してくださ
い。

このチェックボックスがオンで、システムがコールは暗号化されてい
ないと判断すると、電話は非セキュア通知トーンを再生して、コール
が保護されていないことをユーザに通知します。

[保護されたデバイス
（Protected Device）]

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 27 : [この電話からのコールの発信者ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。選
択した発信側トランスフォーメーション CSS に、このデバイスに割り
当てる発信側トランスフォーメーション パターンが含まれていること
を確認してください。

[発信側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイス プールに設定されている
発信側トランスフォーメーション CSS を使用する場合は、このボック
スをオンにします。このチェックボックスを選択しない場合、デバイ
スは [トランク設定（Trunk Configuration）] ウィンドウで設定した発信
側変換 CSS を使用します。

[デバイスプールの発
信側トランスフォー
メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
393

エンドポイント デバイスの設定
アナログ電話アダプタ 187 設定フィールド

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html


表 28 : [リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウン リストから、このデバイスに受信したコールのリモー
ト発信者番号に適用する、発信側トランスフォーメーション パターン
を含むコーリング サーチ スペース（CSS）を選択します。

[発信側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換に、このデバイスが属するデ
バイス プールで設定されている発信側トランスフォーメーション CSS
を適用するには、このチェックボックスをオンにします。

[デバイスプールの発
信側トランスフォー
メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]

表 29 : [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使
用します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇し
て、コール処理が妨げられる可能性があります。ドロップダウン リス
トから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [なし（None）] ：このオプションは、パケット キャプチャが発生
しないことを示します（デフォルト設定）。この設定は、パケッ
ト キャプチャの完了後に行います。

• [バッチ処理モード（Batch Processing Mode）]：Cisco Unified CM
が、復号されたメッセージや暗号化されていないメッセージをファ
イルに書き込み、システムが各ファイルを暗号化します。システ
ムでは、毎日新しいファイルが新しい暗号キーを使用して作成さ
れます。Cisco Unified CM はファイルを 7 日間保存し、さらにファ
イルを暗号化するキーを安全な場所に保存します。Cisco Unified
CM は、PktCap 仮想ディレクトリにファイルを保存します。1 つ
のファイルの中に、タイムスタンプ、送信元 IP アドレス、送信元
IP ポート、宛先 IP アドレス、パケットのプロトコル、メッセージ
の長さ、およびメッセージが保持されます。TAC のデバッグツー
ルでは、HTTPS、管理者のユーザ名とパスワード、および指定さ
れた日付を使用して、キャプチャされたパケットを保持している
暗号化済みファイルを 1 つだけ要求します。同様にこのツールで
は、暗号化ファイルを復号化するためのキー情報を要求します。

[パケットキャプチャ
モード（Packet
Capture Mode）]
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説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使
用します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇し
て、コール処理が妨げられる可能性があります。

このフィールドには、1 つのパケット キャプチャ セッションに割り当
てる時間の上限（分単位）を指定します。デフォルト設定は 0 で、範
囲は 0 ～ 300 分です。

パケット キャプチャを開始するには、フィールドに 0 以外の値を入力
します。パケット キャプチャが完了すると、値 0 が表示されます。

[パケットキャプチャ
時間（Packet Capture
Duration）]

ドロップダウン リストから、エンドユーザの話中ランプ フィールド
（BLF）プレゼンス グループを選択します。選択したグループは、エ
ンド ユーザがモニタ可能な接続先を指定します。

BLF プレゼンス グループのデフォルト値は [標準のプレゼンスグルー
プ（Standard Presence group）] であり、インストール時に設定されま
す。Cisco Unified CM Administration で設定されている BLF プレゼンス
グループは、ドロップダウン リストにも表示されます。

[BLFプレゼンスグ
ループ（BLF Presence
Group）]

必要に応じて、適切な SIP ダイヤル ルールを選択します。SIP ダイヤ
ル ルールは、Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 のローカル ダイ
ヤル プランを提供するため、ユーザは、コールが処理される前に、
キーを押したり、タイマーを待機したりする必要はありません。

SIP を実行している IP 電話にダイヤル ルールを適用しない場合は、
[SIP ダイヤルルール（SIP Dial Rules）] フィールドを [<なし>
（<None>）] に設定したままにします。これは、コールが処理される
前に、ユーザがダイヤル ソフトキーを使用するか、タイマーが切れる
まで待つ必要があることを示します。

[SIPダイヤルルール
（SIP Dial Rules）]

メディア ターミネーション ポイントが SIP のコールに必要な場合は、
ドロップダウン リストから使用するコーデックを選択します。

[MTP優先発信コー
デック（MTP
Preferred Originating
Codec）]

デバイスに適用するセキュリティ プロファイルを選択します。

Unified Communications Manager Administration で設定するすべてのデバ
イスに、セキュリティ プロファイルを適用する必要があります。

[デバイスのセキュリ
ティプロファイル
（Device Security
Profile）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストから、再ルーティングに使用するコーリング
サーチ スペースを選択します。

リファラーの再ルーティングコーリングサーチスペースを使用して、
参照先へのルートが検索されます。再ルーティングコーリングサーチ
スペースが原因で参照が失敗すると、Refer Primitive は 「405 Method
Not Allowed」 メッセージによって要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送機能も再ルーティング
コーリングサーチスペースを使用して、リダイレクト先または転送先
を検索します。

[再ルーティング用
コーリングサーチス
ペース（Rerouting
Calling Search
Space）]

プレゼンス機能によってサポートされる SUBSCRIBE コーリング サー
チスペースは、エンドユーザから受け取ったプレゼンス要求をUnified
Communications Manager がルーティングする方法を決定します。この
設定では、エンド ユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求のコール
処理サーチ スペースと別にコーリング サーチ スペースを適用できま
す。

ドロップダウンリストから、エンドユーザのプレゼンス要求に使用す
る SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを選択します。Cisco Unified
Communications Manager Administration で設定するすべてのコーリング
サーチ スペースが、[SUBSCRIBE コーリングサーチスペース
（SUBSCRIBE Calling Search Space）] ドロップダウン リストに表示さ
れます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザに別のコーリング サーチ
スペースを選択しない場合、SUBSCRIBE コーリング サーチ スペース
のデフォルトは [なし（None）] に設定されます。

この目的専用の SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定するに
は、他のコーリング サーチ スペースと同様に新しいコーリング サー
チ スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース
（AAR Calling Search
Space）]

デフォルトの SIP プロファイルまたは作成済みの特定のプロファイル
を選択します。SIP プロファイルでは、登録タイマーおよびキープア
ライブ タイマー、メディア ポート、Do Not Disturb（サイレント）制
御など、電話機の特定の SIP 情報を提供します。

[SIPプロファイル
（SIP Profile）]

ダイジェスト認証（SIP セキュリティ）で使用するこの設定の電話機
に関連付けるエンド ユーザを選択します。

選択するユーザのダイジェスト クレデンシャルが [エンドユーザの設
定（End User Configuration）] ウィンドウで設定されていることを確認
してください。

電話設定を保存し、設定の更新内容を電話に適用すると、ユーザのダ
イジェスト クレデンシャルが電話の設定ファイルに追加されます。

[ダイジェストユーザ
（Digest User）]
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説明フィールド

このフィールドを使用して、ATA 187 がサポートしない機能（保留や
転送など）を実装するために、メディアターミネーションポイントを
使用するかどうかを指示します。

MTPを使用して機能を実装する場合は、[メディアターミネーションポ
イントが必須（Media Termination Point Required）] チェックボックスを
オンにします。MTP を使用して機能を実装しない場合は、[メディア
ターミネーションポイントが必須（Media Termination Point Required）]
チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、ATA 187 クライアントおよび H.245 Empty
Capabilities セットをサポートしない ATA 187 デバイスの場合、または
単一のソースを介してメディア ストリーミングを終了させる場合にの
み使用します。

このチェックボックスをオンにして、MTPを必須とし、このデバイス
をビデオ コールのエンドポイントにすると、コールはオーディオのみ
になります。

[メディアターミネー
ションポイントが必
須（Media Termination
Point Required）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボックス
をオンにします。

[不在ポート
（Unattended Port）]

SIP と SCCP を実行しているデバイスの場合に、この電話の DTMF 受
信を必須にするには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Mobility 機能の設定で、SIP トランク（クラスタ
間トランク（ICT）またはゲートウェイ）経由で IP 電話のリ
モート接続先としてクラスタ間 DN を使用する場合、エン
タープライズ機能アクセス ミッドコール機能に不可欠な
DTMF 番号をアウト オブ バンドで受信できるように、この
チェックボックスをオンにします。

（注）

[DTMF受信が必要
（Require DTMF
Reception）]
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表 30 : [認証局プロキシ機能（CAPF）情報（Certification Authority Proxy Function (CAPF) Information）]

説明フィールド

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：証明書の操作が行わ
れない場合に表示されます（デフォルトの設定）。

• [インストール/更新（Install/Upgrade）]：電話機に新しい証明書を
インストールするか、既存のローカルで有効な証明書をアップグ
レードします。

• [削除（Delete）]：電話機に存在するローカルで有効な証明書を削
除します。

• [トラブルシューティング（Troubleshoot）]：ローカルで有効な証
明書（LSC）または製造元でインストールされる証明書（MIC）
を取得し、CAPF トレース ファイルで証明書クレデンシャルを表
示できます。電話機に両方の証明書タイプが存在する場合、Cisco
Unified CM は、証明書のタイプごとに 1 つずつ、2 つのトレース
ファイルを作成します。

[トラブルシューティング（Troubleshooting）] オプションを選択し
て、電話に LSC または MIC が存在することを確認できます。

[証明書の操作
（Certificate
Operation）]
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説明フィールド

[認証モード
（Authentication
Mode）]
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説明フィールド

このフィールドでは、電話機が CAPF 証明書の操作時に使用する認証
方法を選択できます。

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [認証文字列（By Authentication String）]：ユーザが電話に CAPF
認証文字列を入力した場合にのみ、ローカルで有効な証明書をイ
ンストール/アップグレード、削除、またはトラブルシューティン
グします。

• [Null ストリング（By Null String）]：ユーザの介入なしで、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。

このオプションではセキュリティが確保されません。したがって、
セキュアな閉じた環境の場合にだけこのオプションを選択するこ
とを強く推奨します。

• [既存の証明書（LSCを優先）（By Existing Certificate (Precedence to
LSC)）]：電話機に製造元でインストールされる証明書（MIC）ま
たはローカルで有効な証明書（LSC）が存在する場合に、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。電話機に LSC が存在する場合、
電話機に MIC が存在するかどうかに関係なく、LSC によって認証
が行われます。電話機にMICとLSCが存在する場合、LSCによっ
て認証が行われます。電話機に LSC が存在しないが、MIC が存在
する場合、MIC によって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在すること
を確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明
書が存在しない場合、操作は失敗します。

MICとLSCが同時に電話機に存在できる場合でも、電話機がCAPF
への認証に使用する証明書は常に 1 つだけです。優先されるプラ
イマリ証明書が何らかの理由で破損した場合、または別の証明書
を使用して認証を受ける場合は、認証モードを更新する必要があ
ります。

• [既存の証明書（MICを優先）（By Existing Certificate (Precedence
to MIC)）]：電話機に LSC または MIC が存在する場合に、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。電話機に MIC が存在する場合、
電話機に LSC が存在するかどうかに関係なく、MIC によって認証
が行われます。電話機に LSC が存在するが、MIC が存在しない場
合、LSC によって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在すること
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説明フィールド

を確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明
書が存在しない場合、操作は失敗します。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]
ウィンドウで設定される CAPF 設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウで設定される CAPF パラメータと
連携します。

（注）

[認証モード（Authentication Mode）] ドロップダウン リストの [認証文
字列（ByAuthenticationString）]オプションを選択した場合、このフィー
ルドが適用されます。手動で文字列を入力するか、[文字列の生成
（Generate String）] ボタンをクリックして、文字列を生成します。4 桁
から 10 桁の文字列になるようにしてください。

ローカルで有効な証明書をインストール、アップグレード、削除、ト
ラブルシューティングするには、電話機ユーザまたは管理者が電話機
に認証文字列を入力する必要があります。

[認証文字列
（Authentication
String）]

CAPF で使用されるこの設定では、ドロップダウン リストから証明書
のキー サイズを選択します。デフォルト設定は 1024 です。その他の
オプションには 512 と 2048 があります。

デフォルトの設定より大きいキー サイズを選択すると、電話機でキー
の生成に必要なエントロピーを生成するのに時間がかかります。キー
の生成を低い優先順位で設定すると、操作の実行中に、電話機が機能
します。電話機のモデルによっては、キーの生成が完了するまでに、
30 分以上かかることがあります。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]
ウィンドウで設定される CAPF 設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウで設定される CAPF パラメータと
連携します。

（注）

[キー サイズ（ビッ
ト）（Key Size
(Bits)）]

このフィールドは、[インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]、
[削除（Delete）]、[トラブルシューティング（Troubleshoot）] の証明書
の操作オプションをサポートし、操作の完了期限を指定します。

表示される値は、パブリッシャデータベースサーバに適用されます。

[操作の完了期限
（Operation Completes
by）]

このフィールドには、証明書の操作の進捗状況が表示されます。たと
えば、<操作タイプ>保留中、失敗、成功などです。ここで、操作タイ
プは [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]、[削除
（Delete）]、[トラブルシューティング（Troubleshoot）] 証明書の操作
オプションのいずれかになります。このフィールドに表示される情報
は変更できません。

[証明書の操作ステー
タス（Certificate
Operation Status）]
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表 31 : [セキュアシェルユーザ（Secure Shell User）]

説明フィールド

セキュア シェル ユーザのユーザ ID を入力します。最大 50 文字の英数
字または特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、
\ です。このフィールドは、設定している電話デバイスが SSH アクセ
スをサポートしている場合に表示されます。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）では、トラブルシューティン
グやデバッグを行うときにセキュアシェルを使用します。TACにお問
い合わせください。

Cisco Unified CM が SSH クレデンシャルを平文で電話機に送信しない
ようにするために、暗号化された電話の設定ファイルを設定する方法
については、このリリースの『Cisco Unified Communications Manager
セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[セキュアシェルユー
ザ（Secure Shell
User）]

セキュア シェル ユーザのパスワードを入力します。最大 200 文字の英
数字または特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、
>、\ です。TAC にお問い合わせください。

『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[セキュアシェルパス
ワード（Secure Shell
Password）]

表 32 : 製品固有の設定

説明フィールド

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、[製
品固有の設定（Product Specific Configuration）] エリアで [?]「 」情報
アイコンをクリックし、ポップアップ ダイアログボックスでヘルプを
表示します。

詳細については、ATA 187 のドキュメントを参照してください。

デバイス製造元が定
義するモデル固有の
設定フィールド
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アナログ電話アダプタ 190 設定フィールド
表 33 : アナログ電話アダプタ 190 設定フィールド

説明フィールド

ATA 190 を特定する Media Access Control（MAC）アドレスを入力しま
す。値が 12 桁の 16 進文字列で構成されていることを確認します。

次のいずれかの方法で、ATA 190 の MAC アドレスを判別できます。

• ATA 190 の背面にある MAC ラベルを確認します。

• ATA 190 の ウェブ ページを表示し、[デバイス情報（Device
Information）] ハイパーリンクをクリックします。

[MAC アドレス
（MAC Address）]

ATA 190 の説明テキストを入力します。

このフィールドには、128 文字までの値を入力できます。二重引用符
（"）、山カッコ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

[説明（Description）]

ATA 190 を割り当てるデバイス プールを選択します。デバイス プール
では、複数のデバイスに共通の特性（リージョン、日時グループ、ソ
フトキー テンプレートなど）のセットを定義します。

デバイス プール構成の設定を確認するには、[詳細の表示（View
Details）] リンクをクリックします。

[デバイスプール
（Device Pool）]

ATA 190 を割り当てる共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）] の設定を表示する
には、[詳細の表示（View Details）] リンクをクリックします。

[共通デバイス設定
（Common Device
Configuration）]

適切な電話ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプレー
トでは、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機能（回線、ス
ピード ダイヤルなど）を使用するかを特定します。

[電話ボタンテンプ
レート（Phone Button
Template）]

ドロップダウン リストで、使用可能な共通の電話プロファイルのリス
トから共通の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）] の設定を表示する
には、[詳細の表示（View Details）] リンクをクリックします。

[共通の電話プロファ
イル（Common Phone
Profile）]

ドロップダウン リストを使用から、コーリング サーチ スペースを選
択するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]
のままにします。

[コーリングサーチス
ペース（Calling
Search Space）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティング（AAR）を実行し
たときに使用するデバイスの適切なコーリングサーチスペースを選択
するか、コーリング サーチ スペースをデフォルトの [なし（None）]
のままにします。

[AARコーリングサー
チスペース（AAR
Calling Search
Space）]

適切なメディア リソース グループ リストを選択します。メディア リ
ソース グループ リストは、優先順位順に並べられたメディア リソー
ス グループから構成されます。

[<なし>（<None>）] を選択すると、Cisco Unified CM はデバイス プー
ルで定義されたメディア リソース グループ リストを使用します。

[メディアリソースグ
ループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウン リストから、ユーザが保留操作を開始する場合に保留
音（MOH）として使用するオーディオ ソースを選択します。

[ユーザ保留 MOH 音
源（User Hold MOH
Audio Source）]

ドロップダウン リストから、デバイス プール内の電話およびゲート
ウェイと関連付けられている場所を選択します。

[ロケーション
（Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AARグループはプレフィックス番号を設定します。この番号は、帯域
幅不足のためにブロックされるコールをルーティングする際に使用さ
れます。AAR グループが指定されていない場合、Cisco Unified CM は
デバイス プールまたは回線に関連付けられている AAA グループを使
用します。

[AARグループ（AAR
Group）]

ドロップダウン リストから、CTI ポートに関連付けられたユーザ ロ
ケールを選択します。そのユーザ ロケールは、言語とフォントを含ん
だ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

ユーザ ロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CM はデバイ
ス プールに関連付けられたユーザ ロケールを使用します。

[ユーザロケール
（User Locale）]

ドロップダウン リストから、CTI ポートに関連付けられたネットワー
クロケールを選択します。ネットワークロケールには、特定の地理的
領域の電話が使用するトーンとパターンの定義が含まれています。

ネットワーク ロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CM は
デバイス プールに関連付けられたネットワーク ロケールを使用しま
す。

[ネットワークロケー
ル（Network Locale）]
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説明フィールド

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）] ドロップダウン リストを使用
して割り込み機能用の組み込み型会議ブリッジを有効または無効にし
ます。次のいずれかを実行します。

• オン

• オフ

• デフォルト

[ビルトインブリッジ
（Built In Bridge）]

プライバシーについて、[プライバシー（Privacy）] ドロップダウン リ
ストから [オン（On）] を選択します。

[プライバシー
（Privacy）]

ドロップダウンリストから、このデバイスのデバイスモビリティ機能
をオンまたはオフにします。デフォルトのデバイスモビリティモード
を使用する場合は、[デフォルト（Default）] を選択します。デフォル
トの設定では、デバイスの [デバイスモビリティモード（DeviceMobility
Mode）] サービス パラメータの値が使用されます。

[デバイスモビリティ
モード（Device
Mobility Mode）]

オーナーのタイプとして、[ユーザ（User）] または [名前非表示（パブ
リック/共有スペース）（Anonymous (Public/Shared Space)）] を選択し
ます。

[オーナー（Owner）]

ドロップダウン リストから、割り当てられた電話ユーザのユーザ ID
を選択します。ユーザ ID は、このデバイスから発信されるすべての
コールの呼詳細レコード（CDR）に記録されます。デバイスにユーザ
ID を割り当てると、[ライセンスの使用状況レポート（License Usage
Report）] でデバイスが [未割り当てデバイス（Unassigned Devices）] か
ら [ユーザ（Users）] に移動します。

エクステンションモビリティを使用する場合は、このフィー
ルドを設定しないでください。エクステンションモビリティ
では、デバイスのオーナーはサポートされていません。

（注）

[オーナーのユーザID
（Owner User ID）]

ATA 190 のカスタム ソフトウェアを入力します。[電話ロード名（Phone
Load Name）]
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説明フィールド

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラステッド リレー ポイント
（TRP）の使用を無効にするには、この値を選択します。この設
定は、このデバイスに関連付けられている共通デバイス設定の [ト
ラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] 設定
よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスでの TRP の使用を有効にする場合
は、この値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付け
られている共通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使
用（Use Trusted Relay Point）] 設定よりも優先されます。

• デフォルト（Default）：この値を選択した場合、デバイスはこの
デバイスが関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッド
リレー ポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] 設定を使用しま
す。

[トラステッドリレー
ポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれか
の回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信し
た回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフ フック）になってい
るときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールには
プライマリ回線が選択されます。他の回線のコールは鳴り続け、
電話機ユーザはそれらの他の回線を選択して、これらのコールに
応答する必要があります。

• デフォルト：Unified Communications Manager は、[常にプライム回
線を使用する（Always Use Prime Line）] サービス パラメータの設
定を使用します。これにより、CiscoCallManagerサービスがサポー
トされます。

[常にプライム回線を
使用する（Always
Use Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージ ボ
タンを押すと、ボイス メッセージが設定されている回線からボイ
ス メッセージ システムに自動的にダイヤルされます。Unified
Communications Manager は、常に音声メッセージのある最初の回
線を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線が存在
しない場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）] ボタンを
押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージ ボ
タンを押すと、電話のプライマリ回線がボイス メッセージを受信
するアクティブな回線になります。

• デフォルト：Unified Communications Manager は、[ボイスメッセー
ジには常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for
Voice Message）] サービス パラメータの設定を使用します。これ
により、Cisco CallManager サービスがサポートされます。

ボイスメッセージに
は常にプライム回線
を使用する（Always
Use Prime Line for
Voice Message）

ドロップダウン リストから地理位置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified geolocation）] を選択すると、この
デバイスを地理位置情報に関連付けないように指定できます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）] メニュー オプションで設定した地理位置情報も選択
できます。

[地理位置情報
（GeoLocation）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合に、このチェックボック
スをオンにします。このチェックボックスをオンにすると、Unified
Communications Manager は内線コールについて受信するすべての表示
制限を無視します。

この設定と、トランスレーション パターン レベルでの発信者回線 ID
の表示および接続回線 IDの表示の設定を組み合わせて使用します。こ
れらの設定を組み合わせて使用すれば、コールごとに発信側または接
続先の回線表示情報を選択的に表示またはブロックするようにコール
表示制限を設定できます。

[プレゼンテーション
インジケータを無視
（内線コールのみ）
（Ignore Presentation
Indicators (internal calls
only)）]

ATA 190 をハント リストに追加すると、管理者はこのチェックボック
スをオン（またはオフ）にして、ユーザをログインまたはログアウト
させることができます。

ユーザは電話のソフトキーを使用して、電話をハント リストにログイ
ンまたはログアウトします。

[ハントグループにロ
グイン（Logged into
Hunt Group）]
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、デバイスの登録時にバッファ
を割り当て、SCCP メッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、シグナリングの遅延が
発生している場合にのみ、このチェックボックスをオンにし
てください。

ヒント

[リモートデバイス
（Remote Device）]

電話機を保護されたデバイスとして指定するには、このチェックボッ
クスをオンにします。この場合、電話機が2秒間トーンを再生してユー
ザにコールが暗号化されていることを通知できます。また、発信側と
着信側の両方の電話機が保護されたデバイスとして設定できます。こ
のトーンは、コールが応答されたとき、発信側と着信側の両者に対し
て再生されます。このトーンは、発信側と着信側の両方の電話機が保
護されていて、なおかつ暗号化メディア上でコールが行われたときで
なければ再生されません。

このチェックボックスをオンにすると、再生するセキュア通知トーン
の複数の設定要件のうち 1 つのみが表示されます。セキュア通知トー
ン機能および設定要件の詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

このチェックボックスがオンで、システムがコールは暗号化されてい
ないと判断すると、電話は非セキュア通知トーンを再生して、コール
が保護されていないことをユーザに通知します。

[保護されたデバイス
（Protected Device）]

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 34 : [この電話からのコールの発信者ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。選
択した発信側トランスフォーメーション CSS に、このデバイスに割り
当てる発信側トランスフォーメーション パターンが含まれていること
を確認してください。

[発信側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイス プールに設定されている
発信側トランスフォーメーション CSS を使用する場合は、このボック
スをオンにします。このチェックボックスを選択しない場合、デバイ
スは [トランク設定（Trunk Configuration）] ウィンドウで設定した発信
側変換 CSS を使用します。

[デバイスプールの発
信側トランスフォー
メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]
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表 35 : [リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウン リストから、このデバイスに受信したコールのリモー
ト発信者番号に適用する、発信側トランスフォーメーション パターン
を含むコーリング サーチ スペース（CSS）を選択します。

[発信側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換に、このデバイスが属するデ
バイス プールで設定されている発信側トランスフォーメーション CSS
を適用するには、このチェックボックスをオンにします。

[デバイスプールの発
信側トランスフォー
メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]

表 36 : [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使
用します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇し
て、コール処理が妨げられる可能性があります。ドロップダウン リス
トから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [なし（None）] ：このオプションは、パケット キャプチャが発生
しないことを示します（デフォルト設定）。この設定は、パケッ
ト キャプチャの完了後に行います。

• [バッチ処理モード（Batch Processing Mode）]：Cisco Unified CM
が、復号されたメッセージや暗号化されていないメッセージをファ
イルに書き込み、システムが各ファイルを暗号化します。システ
ムでは、毎日新しいファイルが新しい暗号キーを使用して作成さ
れます。Cisco Unified CM はファイルを 7 日間保存し、さらにファ
イルを暗号化するキーを安全な場所に保存します。Cisco Unified
CM は、PktCap 仮想ディレクトリにファイルを保存します。1 つ
のファイルの中に、タイムスタンプ、送信元 IP アドレス、送信元
IP ポート、宛先 IP アドレス、パケットのプロトコル、メッセージ
の長さ、およびメッセージが保持されます。TAC のデバッグツー
ルでは、HTTPS、管理者のユーザ名とパスワード、および指定さ
れた日付を使用して、キャプチャされたパケットを保持している
暗号化済みファイルを 1 つだけ要求します。同様にこのツールで
は、暗号化ファイルを復号化するためのキー情報を要求します。

[パケットキャプチャ
モード（Packet
Capture Mode）]
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説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使
用します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇し
て、コール処理が妨げられる可能性があります。

このフィールドには、1 つのパケット キャプチャ セッションに割り当
てる時間の上限（分単位）を指定します。デフォルト設定は 0 で、範
囲は 0 ～ 300 分です。

パケット キャプチャを開始するには、フィールドに 0 以外の値を入力
します。パケット キャプチャが完了すると、値 0 が表示されます。

[パケットキャプチャ
時間（Packet Capture
Duration）]

ドロップダウン リストから、エンドユーザの話中ランプ フィールド
（BLF）プレゼンス グループを選択します。選択したグループは、エ
ンド ユーザがモニタ可能な接続先を指定します。

BLF プレゼンス グループのデフォルト値は [標準のプレゼンスグルー
プ（Standard Presence group）] であり、インストール時に設定されま
す。Cisco Unified CM Administration で設定されている BLF プレゼンス
グループは、ドロップダウン リストにも表示されます。

[BLFプレゼンスグ
ループ（BLF Presence
Group）]

必要に応じて、適切な SIP ダイヤル ルールを選択します。SIP ダイヤ
ル ルールは、Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 のローカル ダイ
ヤル プランを提供するため、ユーザは、コールが処理される前に、
キーを押したり、タイマーを待機したりする必要はありません。

SIP を実行している IP 電話にダイヤル ルールを適用しない場合は、
[SIP ダイヤルルール（SIP Dial Rules）] フィールドを [<なし>
（<None>）] に設定したままにします。これは、コールが処理される
前に、ユーザがダイヤル ソフトキーを使用するか、タイマーが切れる
まで待つ必要があることを示します。

[SIPダイヤルルール
（SIP Dial Rules）]

メディア ターミネーション ポイントが SIP のコールに必要な場合は、
ドロップダウン リストから使用するコーデックを選択します。

[MTP優先発信コー
デック（MTP
Preferred Originating
Codec）]

デバイスに適用するセキュリティ プロファイルを選択します。

Unified Communications Manager Administration で設定するすべてのデバ
イスに、セキュリティ プロファイルを適用する必要があります。

[デバイスのセキュリ
ティプロファイル
（Device Security
Profile）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
410

エンドポイント デバイスの設定
アナログ電話アダプタ 190 設定フィールド



説明フィールド

ドロップダウン リストから、再ルーティングに使用するコーリング
サーチ スペースを選択します。

リファラーの再ルーティングコーリングサーチスペースを使用して、
参照先へのルートが検索されます。再ルーティングコーリングサーチ
スペースが原因で参照が失敗すると、Refer Primitive は 「405 Method
Not Allowed」 メッセージによって要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送機能も再ルーティング
コーリングサーチスペースを使用して、リダイレクト先または転送先
を検索します。

[再ルーティング用
コーリングサーチス
ペース（Rerouting
Calling Search
Space）]

プレゼンス機能によってサポートされる SUBSCRIBE コーリング サー
チスペースは、エンドユーザから受け取ったプレゼンス要求をUnified
Communications Manager がルーティングする方法を決定します。この
設定では、エンド ユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求のコール
処理サーチ スペースと別にコーリング サーチ スペースを適用できま
す。

ドロップダウンリストから、エンドユーザのプレゼンス要求に使用す
る SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを選択します。Cisco Unified
Communications Manager Administration で設定するすべてのコーリング
サーチ スペースが、[SUBSCRIBE コーリングサーチスペース
（SUBSCRIBE Calling Search Space）] ドロップダウン リストに表示さ
れます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザに別のコーリング サーチ
スペースを選択しない場合、SUBSCRIBE コーリング サーチ スペース
のデフォルトは [なし（None）] に設定されます。

この目的専用の SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定するに
は、他のコーリング サーチ スペースと同様に新しいコーリング サー
チ スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース
（AAR Calling Search
Space）]

デフォルトの SIP プロファイルまたは作成済みの特定のプロファイル
を選択します。SIP プロファイルでは、登録タイマーおよびキープア
ライブ タイマー、メディア ポート、Do Not Disturb（サイレント）制
御など、電話機の特定の SIP 情報を提供します。

[SIPプロファイル
（SIP Profile）]
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説明フィールド

ダイジェスト認証（SIP セキュリティ）で使用するこの設定の電話機
に関連付けるエンド ユーザを選択します。

選択するユーザのダイジェスト クレデンシャルが [エンドユーザの設
定（End User Configuration）] ウィンドウで設定されていることを確認
してください。

電話設定を保存し、設定の更新内容を電話に適用すると、ユーザのダ
イジェスト クレデンシャルが電話の設定ファイルに追加されます。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[ダイジェストユーザ
（Digest User）]

このフィールドを使用して、ATA190でサポートされていない機能（保
留や転送など）を実装するために、メディアターミネーションポイン
トを使用するかどうかを指示します。

MTPを使用して機能を実装する場合は、[メディアターミネーションポ
イントが必須（Media Termination Point Required）] チェックボックスを
オンにします。MTP を使用して機能を実装しない場合は、[メディア
ターミネーションポイントが必須（Media Termination Point Required）]
チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、ATA 190 クライアントおよび H.245 Empty
Capabilities Set をサポートしていない ATA 190 デバイスの場合、また
は単一ソースを通してメディア ストリーミングを終了させる場合にの
み使用します。

このチェックボックスをオンにして、MTPを必須とし、このデバイス
をビデオ コールのエンドポイントにすると、コールはオーディオのみ
になります。

[メディアターミネー
ションポイントが必
須（Media Termination
Point Required）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボックス
をオンにします。

[不在ポート
（Unattended Port）]

SIP と SCCP を実行しているデバイスの場合に、この電話の DTMF 受
信を必須にするには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Mobility 機能の設定で、SIP トランク（クラスタ
間トランク（ICT）またはゲートウェイ）経由で IP 電話のリ
モート接続先としてクラスタ間 DN を使用する場合、エン
タープライズ機能アクセス ミッドコール機能に不可欠な
DTMF 番号をアウト オブ バンドで受信できるように、この
チェックボックスをオンにします。

（注）

[DTMF受信が必要
（Require DTMF
Reception）]
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表 37 : [認証局プロキシ機能（CAPF）情報（Certification Authority Proxy Function (CAPF) Information）]

説明フィールド

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：証明書の操作が行わ
れない場合に表示されます（デフォルトの設定）。

• [インストール/更新（Install/Upgrade）]：電話機に新しい証明書を
インストールするか、既存のローカルで有効な証明書をアップグ
レードします。

• [削除（Delete）]：電話機に存在するローカルで有効な証明書を削
除します。

• [トラブルシューティング（Troubleshoot）]：ローカルで有効な証
明書（LSC）または製造元でインストールされる証明書（MIC）
を取得し、CAPF トレース ファイルで証明書クレデンシャルを表
示できます。電話機に両方の証明書タイプが存在する場合、Cisco
Unified CM は、証明書のタイプごとに 1 つずつ、2 つのトレース
ファイルを作成します。

[トラブルシューティング（Troubleshooting）] オプションを選択し
て、電話に LSC または MIC が存在することを確認できます。

CAPF 操作の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[証明書の操作
（Certificate
Operation）]
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説明フィールド

[認証モード
（Authentication
Mode）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
414

エンドポイント デバイスの設定
アナログ電話アダプタ 190 設定フィールド



説明フィールド

このフィールドでは、電話機が CAPF 証明書の操作時に使用する認証
方法を選択できます。

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [認証文字列（By Authentication String）]：ユーザが電話に CAPF
認証文字列を入力した場合にのみ、ローカルで有効な証明書をイ
ンストール/アップグレード、削除、またはトラブルシューティン
グします。

• [Null ストリング（By Null String）]：ユーザの介入なしで、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。

このオプションではセキュリティが確保されません。したがって、
セキュアな閉じた環境の場合にだけこのオプションを選択するこ
とを強く推奨します。

• [既存の証明書（LS を優先）（By Existing Certificate (Precedence to
LSC)）]：電話機に製造元でインストールされる証明書（MIC）ま
たはローカルで有効な証明書（LSC）が存在する場合に、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。電話機に LSC が存在する場合、
電話機に MIC が存在するかどうかに関係なく、LSC によって認証
が行われます。電話機にMICとLSCが存在する場合、LSCによっ
て認証が行われます。電話機に LSC が存在しないが、MIC が存在
する場合、MIC によって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在すること
を確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明
書が存在しない場合、操作は失敗します。

MICとLSCが同時に電話機に存在できる場合でも、電話機がCAPF
への認証に使用する証明書は常に 1 つだけです。優先されるプラ
イマリ証明書が何らかの理由で破損した場合、または別の証明書
を使用して認証を受ける場合は、認証モードを更新する必要があ
ります。

• [既存の証明書（MICを優先）（By Existing Certificate (Precedence
to MIC)）]：電話機に LSC または MIC が存在する場合に、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。電話機に MIC が存在する場合、
電話機に LSC が存在するかどうかに関係なく、MIC によって認証
が行われます。電話機に LSC が存在するが、MIC が存在しない場
合、LSC によって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在すること
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説明フィールド

を確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明
書が存在しない場合、操作は失敗します。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]
ウィンドウで設定される CAPF 設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウで設定される CAPF パラメータと
連携します。

（注）

[認証モード（Authentication Mode）] ドロップダウン リストの [認証文
字列（ByAuthenticationString）]オプションを選択した場合、このフィー
ルドが適用されます。手動で文字列を入力するか、[文字列の生成
（Generate String）] ボタンをクリックして、文字列を生成します。4 桁
から 10 桁の文字列になるようにしてください。

ローカルで有効な証明書をインストール、アップグレード、削除、ト
ラブルシューティングするには、電話機ユーザまたは管理者が電話機
に認証文字列を入力する必要があります。

[認証文字列
（Authentication
String）]

CAPF で使用されるこの設定では、ドロップダウン リストから証明書
のキー サイズを選択します。デフォルト設定は 1024 です。その他の
オプションには 512 と 2048 があります。

デフォルトの設定より大きいキー サイズを選択すると、電話機でキー
の生成に必要なエントロピーを生成するのに時間がかかります。キー
の生成を低い優先順位で設定すると、操作の実行中に、電話機が機能
します。電話機のモデルによっては、キーの生成が完了するまでに、
30 分以上かかることがあります。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]
ウィンドウで設定される CAPF 設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウで設定される CAPF パラメータと
連携します。

（注）

[キー サイズ（ビッ
ト）（Key Size
(Bits)）]

このフィールドは、[インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]、
[削除（Delete）]、[トラブルシューティング（Troubleshoot）] の証明書
の操作オプションをサポートし、操作の完了期限を指定します。

表示される値は、パブリッシャデータベースサーバに適用されます。

[操作の完了期限
（Operation Completes
by）]

このフィールドには、証明書の操作の進捗状況が表示されます。たと
えば、<操作タイプ>保留中、失敗、成功などです。ここで、操作タイ
プは [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]、[削除
（Delete）]、[トラブルシューティング（Troubleshoot）] 証明書の操作
オプションのいずれかになります。このフィールドに表示される情報
は変更できません。

[証明書の操作ステー
タス（Certificate
Operation Status）]
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表 38 : [セキュアシェルユーザ（Secure Shell User）]

説明フィールド

セキュア シェル ユーザのユーザ ID を入力します。最大 50 文字の英数
字または特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、
\ です。このフィールドは、設定している電話デバイスが SSH アクセ
スをサポートしている場合に表示されます。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）では、トラブルシューティン
グやデバッグを行うときにセキュアシェルを使用します。TACにお問
い合わせください。

Cisco Unified CM が SSH クレデンシャルを平文で電話機に送信しない
ようにするために、暗号化された電話の設定ファイルを設定する方法
については、このリリースの『Cisco Unified Communications Manager
セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[セキュアシェルユー
ザ（Secure Shell
User）]

セキュア シェル ユーザのパスワードを入力します。最大 127 文字の英
数字や特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、\
です。TAC にお問い合わせください。

Cisco Unified CM が SSH クレデンシャルを平文で電話機に送信しない
ようにするために、暗号化された電話の設定ファイルを設定する方法
については、このリリースの『Cisco Unified Communications Manager
セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[セキュアシェルパス
ワード（Secure Shell
Password）]

表 39 : 製品固有の設定

説明フィールド

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、[製
品固有の設定（Product Specific Configuration）] エリアで [?]「 」情報
アイコンをクリックし、ポップアップ ダイアログボックスでヘルプを
表示します。

詳細については、ATA 190 のドキュメントを参照してください。

デバイス製造元が定
義するモデル固有の
設定フィールド
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アナログ電話アダプタ 191 設定フィールド
表 40 : アナログ電話アダプタ 191 設定フィールド

説明フィールド

ATA 191 を識別する Media Access Control（MAC）アドレスを入力しま
す。値が 12 桁の 16 進文字列で構成されていることを確認します。

次のいずれかの方法で、ATA 191 の MAC アドレスを判別できます。

• ATA 191 の背面にある MAC ラベルを確認する。

• ATA 191 の ウェブ ページを表示し、[デバイス情報（Device
Information）] ハイパーリンクをクリックする。

[MAC アドレス
（MAC Address）]

ATA 191 のテキストの説明を入力します。

このフィールドには、128 文字までの値を入力できます。二重引用符
（"）、山カッコ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、
パーセント記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

[説明（Description）]

ATA 191 を割り当てるデバイス プールを選択します。デバイス プール
では、複数のデバイスに共通の特性（リージョン、日時グループ、ソ
フトキー テンプレートなど）のセットを定義します。

デバイス プール構成の設定を確認するには、[詳細の表示（View
Details）] リンクをクリックします。

[デバイスプール
（Device Pool）]

ATA 191 を割り当てる共通デバイス設定を選択します。

[共通デバイス設定（Common Device Configuration）] の設定を表示する
には、[詳細の表示（View Details）] リンクをクリックします。

[共通デバイス設定
（Common Device
Configuration）]

適切な電話ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプレー
トでは、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにどの機能（回線、ス
ピード ダイヤルなど）を使用するかを特定します。

[電話ボタンテンプ
レート（Phone Button
Template）]

ドロップダウン リストで、使用可能な共通の電話プロファイルのリス
トから共通の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）] の設定を表示する
には、[詳細の表示（View Details）] リンクをクリックします。

[共通の電話プロファ
イル（Common Phone
Profile）]

ドロップダウン リストを使用から、コーリング サーチ スペースを選
択するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]
のままにします。

[コーリングサーチス
ペース（Calling
Search Space）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティング（AAR）を実行し
たときに使用するデバイスの適切なコーリングサーチスペースを選択
するか、コーリング サーチ スペースをデフォルトの [なし（None）]
のままにします。

[AARコーリングサー
チスペース（AAR
Calling Search
Space）]

適切なメディア リソース グループ リストを選択します。メディア リ
ソース グループ リストは、優先順位順に並べられたメディア リソー
ス グループから構成されます。

[<なし>（<None>）] を選択すると、Cisco Unified CM はデバイス プー
ルで定義されたメディア リソース グループ リストを使用します。

[メディアリソースグ
ループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウン リストから、ユーザが保留操作を開始する場合に保留
音（MOH）として使用するオーディオ ソースを選択します。

[ユーザ保留 MOH 音
源（User Hold MOH
Audio Source）]

ドロップダウン リストから、デバイス プール内の電話およびゲート
ウェイと関連付けられている場所を選択します。

[ロケーション
（Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AARグループはプレフィックス番号を設定します。この番号は、帯域
幅不足のためにブロックされるコールをルーティングする際に使用さ
れます。AAR グループが指定されていない場合、Cisco Unified CM は
デバイス プールまたは回線に関連付けられている AAA グループを使
用します。

[AARグループ（AAR
Group）]

ドロップダウン リストから、CTI ポートに関連付けられたユーザ ロ
ケールを選択します。そのユーザ ロケールは、言語とフォントを含ん
だ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

ユーザ ロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CM はデバイ
ス プールに関連付けられたユーザ ロケールを使用します。

[ユーザロケール
（User Locale）]

ドロップダウン リストから、CTI ポートに関連付けられたネットワー
クロケールを選択します。ネットワークロケールには、特定の地理的
領域の電話が使用するトーンとパターンの定義が含まれています。

ネットワーク ロケールが指定されていない場合、Cisco Unified CM は
デバイス プールに関連付けられたネットワーク ロケールを使用しま
す。

[ネットワークロケー
ル（Network Locale）]
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説明フィールド

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）] ドロップダウン リストを使用
して割り込み機能用の組み込み型会議ブリッジを有効または無効にし
ます。次のいずれかを実行します。

• オン

• オフ

• デフォルト

[ビルトインブリッジ
（Built In Bridge）]

プライバシーについて、[プライバシー（Privacy）] ドロップダウン リ
ストから [オン（On）] を選択します。

[プライバシー
（Privacy）]

ドロップダウンリストから、このデバイスのデバイスモビリティ機能
をオンまたはオフにします。デフォルトのデバイスモビリティモード
を使用する場合は、[デフォルト（Default）] を選択します。デフォル
トの設定では、デバイスの [デバイスモビリティモード（DeviceMobility
Mode）] サービス パラメータの値が使用されます。

[デバイスモビリティ
モード（Device
Mobility Mode）]

オーナーのタイプとして、[ユーザ（User）] または [名前非表示（パブ
リック/共有スペース）（Anonymous (Public/Shared Space)）] を選択し
ます。

[オーナー（Owner）]

ドロップダウン リストから、割り当てられた電話ユーザのユーザ ID
を選択します。ユーザ ID は、このデバイスから発信されるすべての
コールの呼詳細レコード（CDR）に記録されます。デバイスにユーザ
ID を割り当てると、[ライセンスの使用状況レポート（License Usage
Report）] でデバイスが [未割り当てデバイス（Unassigned Devices）] か
ら [ユーザ（Users）] に移動します。

エクステンションモビリティを使用する場合は、このフィー
ルドを設定しないでください。エクステンションモビリティ
では、デバイスのオーナーはサポートされていません。

（注）

[オーナーのユーザID
（Owner User ID）]

ATA 191 のカスタム ソフトウェアを入力します。[電話ロード名（Phone
Load Name）]
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説明フィールド

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラステッド リレー ポイント
（TRP）の使用を無効にするには、この値を選択します。この設
定は、このデバイスに関連付けられている共通デバイス設定の [ト
ラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] 設定
よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスでの TRP の使用を有効にする場合
は、この値を選択します。この設定は、このデバイスに関連付け
られている共通デバイス設定の [トラステッドリレーポイントを使
用（Use Trusted Relay Point）] 設定よりも優先されます。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択した場合、デバイスはこの
デバイスが関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッド
リレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] 設定を使用しま
す。

[トラステッドリレー
ポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれか
の回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信し
た回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフ フック）になってい
るときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールには
プライマリ回線が選択されます。他の回線のコールは鳴り続け、
電話機ユーザはそれらの他の回線を選択して、これらのコールに
応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications Manager
は、Cisco CallManager サービスをサポートする [常にプライム回線
を使用する（Always Use Prime Line）] サービス パラメータの設定
を使用します。

[常にプライム回線を
使用する（Always
Use Prime Line）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージ ボ
タンを押すと、ボイス メッセージが設定されている回線からボイ
スメッセージシステムに自動的にダイヤルされます。CiscoUnified
Communications Manager は常にボイス メッセージのある最初の回
線を選択します。ボイスメッセージが設定されている回線が存在
しない場合に電話のユーザが [メッセージ（Messages）] ボタンを
押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージ ボ
タンを押すと、電話のプライマリ回線がボイス メッセージを受信
するアクティブな回線になります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified Communications Manager
は、Cisco CallManager サービスをサポートする [ボイスメッセージ
には常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）] サービス パラメータの設定を使用します。

[ボイスメッセージに
は常にプライム回線
を使用する（Always
Use Prime Line for
Voice Message）]

ドロップダウン リストから地理位置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified geolocation）] を選択すると、この
デバイスを地理位置情報に関連付けないように指定できます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）] メニュー オプションで設定した地理位置情報も選択
できます。

[地理位置情報
（GeoLocation）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合に、このチェックボック
スをオンにします。このチェックボックスをオンにすると、CiscoUnified
Communications Manager は内線コールに対して受信したすべての表示
制限を無視します。

この設定と、トランスレーション パターン レベルでの発信者回線 ID
の表示および接続回線 IDの表示の設定を組み合わせて使用します。こ
れらの設定を組み合わせて使用すれば、コールごとに発信側または接
続先の回線表示情報を選択的に表示またはブロックするようにコール
表示制限を設定できます。

[プレゼンテーション
インジケータを無視
（内線コールのみ）
（Ignore Presentation
Indicators (internal calls
only)）]

ATA 191 をハント リストに追加したら、管理者はこのチェックボック
スをオン（またはオフ）にすることによって、ユーザをログインまた
はログアウトさせることができます。

ユーザは電話のソフトキーを使用して、電話をハント リストにログイ
ンまたはログアウトします。

[ハントグループにロ
グイン（Logged into
Hunt Group）]
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、デバイスの登録時にバッファ
を割り当て、SCCP メッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するため、シグナリングの遅延が
発生している場合にのみ、このチェックボックスをオンにし
てください。

ヒント

[リモートデバイス
（Remote Device）]

電話機を保護されたデバイスとして指定するには、このチェックボッ
クスをオンにします。この場合、電話機が2秒間トーンを再生してユー
ザにコールが暗号化されていることを通知できます。また、発信側と
着信側の両方の電話機が保護されたデバイスとして設定できます。こ
のトーンは、コールが応答されたとき、発信側と着信側の両者に対し
て再生されます。このトーンは、発信側と着信側の両方の電話機が保
護されていて、なおかつ暗号化メディア上でコールが行われたときで
なければ再生されません。

このチェックボックスをオンにすると、再生するセキュア通知トーン
の複数の設定要件のうち 1 つのみが表示されます。セキュア通知トー
ン機能および設定要件の詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

このチェックボックスがオンで、システムがコールは暗号化されてい
ないと判断すると、電話は非セキュア通知トーンを再生して、コール
が保護されていないことをユーザに通知します。

[保護されたデバイス
（Protected Device）]

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 41 : [この電話からのコールの発信者ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズできます。選
択した発信側トランスフォーメーション CSS に、このデバイスに割り
当てる発信側トランスフォーメーション パターンが含まれていること
を確認してください。

[発信側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイス プールに設定されている
発信側トランスフォーメーション CSS を使用する場合は、このボック
スをオンにします。このチェックボックスを選択しない場合、デバイ
スは [トランク設定（Trunk Configuration）] ウィンドウで設定した発信
側変換 CSS を使用します。

[デバイスプールの発
信側トランスフォー
メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]
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表 42 : [リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウン リストから、このデバイスに受信したコールのリモー
ト発信者番号に適用する、発信側トランスフォーメーション パターン
を含むコーリング サーチ スペース（CSS）を選択します。

[発信側トランス
フォーメーションCSS
（Calling Party
Transformation CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換に、このデバイスが属するデ
バイス プールで設定されている発信側トランスフォーメーション CSS
を適用するには、このチェックボックスをオンにします。

[デバイスプールの発
信側トランスフォー
メーションCSSを使用
（Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS）]

表 43 : [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使
用します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇し
て、コール処理が妨げられる可能性があります。ドロップダウン リス
トから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [なし（None）] ：このオプションは、パケット キャプチャが発生
しないことを示します（デフォルト設定）。この設定は、パケッ
ト キャプチャの完了後に行います。

• [バッチ処理モード（Batch Processing Mode）]：Cisco Unified CM
が、復号されたメッセージや暗号化されていないメッセージをファ
イルに書き込み、システムが各ファイルを暗号化します。システ
ムでは、毎日新しいファイルが新しい暗号キーを使用して作成さ
れます。Cisco Unified CM はファイルを 7 日間保存し、さらにファ
イルを暗号化するキーを安全な場所に保存します。Cisco Unified
CM は、PktCap 仮想ディレクトリにファイルを保存します。1 つ
のファイルの中に、タイムスタンプ、送信元 IP アドレス、送信元
IP ポート、宛先 IP アドレス、パケットのプロトコル、メッセージ
の長さ、およびメッセージが保持されます。TAC のデバッグツー
ルでは、HTTPS、管理者のユーザ名とパスワード、および指定さ
れた日付を使用して、キャプチャされたパケットを保持している
暗号化済みファイルを 1 つだけ要求します。同様にこのツールで
は、暗号化ファイルを復号化するためのキー情報を要求します。

[パケットキャプチャ
モード（Packet
Capture Mode）]
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説明フィールド

この設定値は、暗号化のトラブルシューティングを行う場合にだけ使
用します。パケットキャプチャを実行すると、CPUの使用率が上昇し
て、コール処理が妨げられる可能性があります。

このフィールドには、1 つのパケット キャプチャ セッションに割り当
てる時間の上限（分単位）を指定します。デフォルト設定は 0 で、範
囲は 0 ～ 300 分です。

パケット キャプチャを開始するには、フィールドに 0 以外の値を入力
します。パケット キャプチャが完了すると、値 0 が表示されます。

[パケットキャプチャ
時間（Packet Capture
Duration）]

ドロップダウン リストから、エンドユーザの話中ランプ フィールド
（BLF）プレゼンス グループを選択します。選択したグループは、エ
ンド ユーザがモニタ可能な接続先を指定します。

BLF プレゼンス グループのデフォルト値は [標準のプレゼンスグルー
プ（Standard Presence group）] であり、インストール時に設定されま
す。Cisco Unified CM Administration で設定されている BLF プレゼンス
グループは、ドロップダウン リストにも表示されます。

[BLFプレゼンスグ
ループ（BLF Presence
Group）]

必要に応じて、適切な SIP ダイヤル ルールを選択します。SIP ダイヤ
ル ルールは、Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960 のローカル ダイ
ヤル プランを提供するため、ユーザは、コールが処理される前に、
キーを押したり、タイマーを待機したりする必要はありません。

SIP を実行している IP 電話にダイヤル ルールを適用しない場合は、
[SIP ダイヤルルール（SIP Dial Rules）] フィールドを [<なし>
（<None>）] に設定したままにします。これは、コールが処理される
前に、ユーザがダイヤル ソフトキーを使用するか、タイマーが切れる
まで待つ必要があることを示します。

[SIPダイヤルルール
（SIP Dial Rules）]

メディア ターミネーション ポイントが SIP のコールに必要な場合は、
ドロップダウン リストから使用するコーデックを選択します。

[MTP優先発信コー
デック（MTP
Preferred Originating
Codec）]

デバイスに適用するセキュリティ プロファイルを選択します。

Unified Communications Manager Administration で設定するすべてのデバ
イスに、セキュリティ プロファイルを適用する必要があります。

[デバイスのセキュリ
ティプロファイル
（Device Security
Profile）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストから、再ルーティングに使用するコーリング
サーチ スペースを選択します。

リファラーの再ルーティングコーリングサーチスペースを使用して、
参照先へのルートが検索されます。再ルーティングコーリングサーチ
スペースが原因で参照が失敗すると、Refer Primitive は 「405 Method
Not Allowed」 メッセージによって要求を拒否します。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送機能も再ルーティング
コーリングサーチスペースを使用して、リダイレクト先または転送先
を検索します。

[再ルーティング用
コーリングサーチス
ペース（Rerouting
Calling Search
Space）]

プレゼンス機能によってサポートされる SUBSCRIBE コーリング サー
チスペースは、エンドユーザから受け取ったプレゼンス要求をUnified
Communications Manager がルーティングする方法を決定します。この
設定では、エンド ユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求のコール
処理サーチ スペースと別にコーリング サーチ スペースを適用できま
す。

ドロップダウンリストから、エンドユーザのプレゼンス要求に使用す
る SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを選択します。Cisco Unified
Communications Manager Administration で設定するすべてのコーリング
サーチ スペースが、[SUBSCRIBE コーリングサーチスペース
（SUBSCRIBE Calling Search Space）] ドロップダウン リストに表示さ
れます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザに別のコーリング サーチ
スペースを選択しない場合、SUBSCRIBE コーリング サーチ スペース
のデフォルトは [なし（None）] に設定されます。

この目的専用の SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定するに
は、他のコーリング サーチ スペースと同様に新しいコーリング サー
チ スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリン
グサーチスペース
（AAR Calling Search
Space）]

デフォルトの SIP プロファイルまたは作成済みの特定のプロファイル
を選択します。SIP プロファイルでは、登録タイマーおよびキープア
ライブ タイマー、メディア ポート、Do Not Disturb（サイレント）制
御など、電話機の特定の SIP 情報を提供します。

[SIPプロファイル
（SIP Profile）]
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説明フィールド

ダイジェスト認証（SIP セキュリティ）で使用するこの設定の電話機
に関連付けるエンド ユーザを選択します。

選択するユーザのダイジェスト クレデンシャルが [エンドユーザの設
定（End User Configuration）] ウィンドウで設定されていることを確認
してください。

電話設定を保存し、設定の更新内容を電話に適用すると、ユーザのダ
イジェスト クレデンシャルが電話の設定ファイルに追加されます。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[ダイジェストユーザ
（Digest User）]

このフィールドを使用して、ATA 191 がサポートしない機能（保留や
転送など）を実装するために、メディアターミネーションポイントを
使用するかどうかを指示します。

MTPを使用して機能を実装する場合は、[メディアターミネーションポ
イントが必須（Media Termination Point Required）] チェックボックスを
オンにします。MTPを使用して機能を実装しない場合は [メディアター
ミネーション ポイントが必須（Media Termination Point Required）]
チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.245機能セットをサポートしていない
ATA191クライアントとATA191デバイスに対してのみ使用するか、単
一のソースからメディアフローを終了する場合に使用します。

このチェックボックスをオンにして、MTPを必須とし、このデバイス
をビデオ コールのエンドポイントにすると、コールはオーディオのみ
になります。

[メディアターミネー
ションポイントが必
須（Media Termination
Point Required）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボックス
をオンにします。

[不在ポート
（Unattended Port）]

SIP と SCCP を実行しているデバイスの場合に、この電話の DTMF 受
信を必須にするには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Mobility 機能の設定で、SIP トランク（クラスタ
間トランク（ICT）またはゲートウェイ）経由で IP 電話のリ
モート接続先としてクラスタ間 DN を使用する場合、エン
タープライズ機能アクセス ミッドコール機能に不可欠な
DTMF 番号をアウト オブ バンドで受信できるように、この
チェックボックスをオンにします。

（注）

[DTMF受信が必要
（Require DTMF
Reception）]
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表 44 : [認証局プロキシ機能（CAPF）情報（Certification Authority Proxy Function (CAPF) Information）]

説明フィールド

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：証明書の操作が行わ
れない場合に表示されます（デフォルトの設定）。

• [インストール/更新（Install/Upgrade）]：電話機に新しい証明書を
インストールするか、既存のローカルで有効な証明書をアップグ
レードします。

• [削除（Delete）]：電話機に存在するローカルで有効な証明書を削
除します。

• [トラブルシューティング（Troubleshoot）]：ローカルで有効な証
明書（LSC）または製造元でインストールされる証明書（MIC）
を取得し、CAPF トレース ファイルで証明書クレデンシャルを表
示できます。電話機に両方の証明書タイプが存在する場合、Cisco
Unified CM は、証明書のタイプごとに 1 つずつ、2 つのトレース
ファイルを作成します。

[トラブルシューティング（Troubleshooting）] オプションを選択し
て、電話に LSC または MIC が存在することを確認できます。

CAPF 操作の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[証明書の操作
（Certificate
Operation）]
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説明フィールド

[認証モード
（Authentication
Mode）]
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説明フィールド

このフィールドでは、電話機が CAPF 証明書の操作時に使用する認証
方法を選択できます。

ドロップダウン リストから、次のオプションのいずれかを選択しま
す。

• [認証文字列（By Authentication String）]：ユーザが電話に CAPF
認証文字列を入力した場合にのみ、ローカルで有効な証明書をイ
ンストール/アップグレード、削除、またはトラブルシューティン
グします。

• [Null ストリング（By Null String）]：ユーザの介入なしで、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。

このオプションではセキュリティが確保されません。したがって、
セキュアな閉じた環境の場合にだけこのオプションを選択するこ
とを強く推奨します。

• [既存の証明書（LSCを優先）（By Existing Certificate (Precedence to
LSC)）]：電話機に製造元でインストールされる証明書（MIC）ま
たはローカルで有効な証明書（LSC）が存在する場合に、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。電話機に LSC が存在する場合、
電話機に MIC が存在するかどうかに関係なく、LSC によって認証
が行われます。電話機にMICとLSCが存在する場合、LSCによっ
て認証が行われます。電話機に LSC が存在しないが、MIC が存在
する場合、MIC によって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在すること
を確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明
書が存在しない場合、操作は失敗します。

MICとLSCが同時に電話機に存在できる場合でも、電話機がCAPF
への認証に使用する証明書は常に 1 つだけです。優先されるプラ
イマリ証明書が何らかの理由で破損した場合、または別の証明書
を使用して認証を受ける場合は、認証モードを更新する必要があ
ります。

• [既存の証明書（MICを優先）（By Existing Certificate (Precedence
to MIC)）]：電話機に LSC または MIC が存在する場合に、ローカ
ルで有効な証明書をインストール/アップグレード、削除、または
トラブルシューティングします。電話機に MIC が存在する場合、
電話機に LSC が存在するかどうかに関係なく、MIC によって認証
が行われます。電話機に LSC が存在するが、MIC が存在しない場
合、LSC によって認証が行われます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が存在すること
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説明フィールド

を確認してください。このオプションを選択して、電話機に証明
書が存在しない場合、操作は失敗します。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]
ウィンドウで設定される CAPF 設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウで設定される CAPF パラメータと
連携します。

（注）

[認証モード（Authentication Mode）] ドロップダウン リストの [認証文
字列（ByAuthenticationString）]オプションを選択した場合、このフィー
ルドが適用されます。手動で文字列を入力するか、[文字列の生成
（Generate String）] ボタンをクリックして、文字列を生成します。4 桁
から 10 桁の文字列になるようにしてください。

ローカルで有効な証明書をインストール、アップグレード、削除、ト
ラブルシューティングするには、電話機ユーザまたは管理者が電話機
に認証文字列を入力する必要があります。

[認証文字列
（Authentication
String）]

CAPF で使用されるこの設定では、ドロップダウン リストから証明書
のキー サイズを選択します。デフォルト設定は 1024 です。その他の
オプションには 512 と 2048 があります。

デフォルトの設定より大きいキー サイズを選択すると、電話機でキー
の生成に必要なエントロピーを生成するのに時間がかかります。キー
の生成を低い優先順位で設定すると、操作の実行中に、電話機が機能
します。電話機のモデルによっては、キーの生成が完了するまでに、
30 分以上かかることがあります。

[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]
ウィンドウで設定される CAPF 設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウで設定される CAPF パラメータと
連携します。

（注）

[キー サイズ（ビッ
ト）（Key Size
(Bits)）]

このフィールドは、[インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]、
[削除（Delete）]、[トラブルシューティング（Troubleshoot）] の証明書
の操作オプションをサポートし、操作の完了期限を指定します。

表示される値は、パブリッシャデータベースサーバに適用されます。

[操作の完了期限
（Operation Completes
by）]

このフィールドには、証明書の操作の進捗状況が表示されます。たと
えば、<操作タイプ>保留中、失敗、成功などです。ここで、操作タイ
プは [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]、[削除
（Delete）]、[トラブルシューティング（Troubleshoot）] 証明書の操作
オプションのいずれかになります。このフィールドに表示される情報
は変更できません。

[証明書の操作ステー
タス（Certificate
Operation Status）]
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表 45 : [セキュアシェルユーザ（Secure Shell User）]

説明フィールド

セキュア シェル ユーザのユーザ ID を入力します。最大 50 文字の英数
字または特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、
\ です。このフィールドは、設定している電話デバイスが SSH アクセ
スをサポートしている場合に表示されます。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）では、トラブルシューティン
グやデバッグを行うときにセキュアシェルを使用します。TACにお問
い合わせください。

Cisco Unified CM が SSH クレデンシャルを平文で電話機に送信しない
ようにするために、暗号化された電話の設定ファイルを設定する方法
については、このリリースの『Cisco Unified Communications Manager
セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[セキュアシェルユー
ザ（Secure Shell
User）]

セキュア シェル ユーザのパスワードを入力します。最大 127 文字の英
数字や特殊文字を入力できます。無効な文字は、"、%、&、<、>、\
です。TAC にお問い合わせください。

Cisco Unified CM が SSH クレデンシャルを平文で電話機に送信しない
ようにするために、暗号化された電話の設定ファイルを設定する方法
については、このリリースの『Cisco Unified Communications Manager
セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

[セキュアシェルパス
ワード（Secure Shell
Password）]

表 46 : 製品固有の設定

説明フィールド

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、[製
品固有の設定（Product Specific Configuration）] エリアで [?]「 」情報
アイコンをクリックし、ポップアップ ダイアログボックスでヘルプを
表示します。

詳細については、ATA 191 のドキュメントを参照してください。

デバイス製造元が定
義するモデル固有の
設定フィールド
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第 43 章

ソフトウェアベースのエンドポイントの設
定

• ソフトウェアベースのエンドポイントの設定 （433 ページ）
• CTI ポートの設定 （433 ページ）
• H.323 クライアントの設定 （444 ページ）
• Cisco IP Communicator の設定 （445 ページ）

ソフトウェアベースのエンドポイントの設定
この章のタスクを完了すると、CTI ポート、H、323 クライアント、Cisco IP Communicator など
のソフトウェアベースのエンドポイントを設定することができます。

CTI ポートの設定
手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから [CTI ポート（CTI Port）] を選択し
て、[次へ（Next）] をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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関連トピック
CTI ポート設定 （434 ページ）

CTI ポート設定
表 47 : CTI ポート設定

説明フィールド

所有者ユーザ IDに基づいて自動的に入力され
る CTI ポートの名前を指定します。

デバイス名の形式は、デフォルトで
CTIRD<OwnerUserID> です。

このフィールドは編集できます。デバイス名
には最大 15 文字を含めることができます。使
用できる文字は、英字、数字、ダッシュ
（-）、ピリオド、スペース、およびアンダー
スコアです。

[デバイス名（Device Name）]

CTI ポートの説明文を入力します。

このフィールドには、128文字までの値を入力
できます。二重引用符（"）、山カッコ
（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサン
ド（&）、パーセント記号（%）を除くすべて
の文字を使用できます。

[説明（Description）]

CTI ポートを割り当てるデバイス プールを選
択します。デバイス プールでは、複数のデバ
イスに共通の特性（リージョン、日時グルー
プ、ソフトキー テンプレートなど）のセット
を定義します。

デバイス プール構成の設定を確認するには、
[詳細の表示（View Details）] リンクをクリッ
クします。

[デバイスプール（Device Pool）]

CTI ポートを割り当てる共通デバイス設定を
選択します。

[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）] の設定を表示するには、[詳細
の表示（View Details）] リンクをクリックし
ます。

[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]
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説明フィールド

ドロップダウン リスト ボックスで、使用可能
な共通の電話プロファイルのリストから共通
の電話プロファイルを選択します。

[共通の電話プロファイル（Common Phone
Profile）] の設定を表示するには、[詳細の表示
（View Details）] リンクをクリックします。

[共通の電話プロファイル（Common Phone
Profile）]

ドロップダウン リストを使用から、コーリン
グ サーチ スペースを選択するか、コーリング
サーチ スペースをデフォルトの [なし
（None）] のままにします。

[コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]

ドロップダウンリストから、自動代替ルーティ
ング（AAR）を実行したときに使用するデバ
イスの適切なコーリング サーチ スペースを選
択するか、コーリング サーチ スペースをデ
フォルトの [なし（None）] のままにします。

[AARコーリングサーチスペース（AAR Calling
Search Space）]

適切なメディアリソースグループリストを選
択します。メディアリソースグループリスト
は、優先順位順に並べられたメディア リソー
ス グループから構成されます。

[<なし>（<None>）] を選択すると、Cisco
Unified CM はデバイス プールで定義されたメ
ディア リソース グループ リストを使用しま
す。

[メディアリソースグループリスト（Media
Resource Group List）]

ドロップダウン リストから、ユーザが保留操
作を開始する場合に保留音（MOH）として使
用するオーディオ ソースを選択します。

[ユーザ保留 MOH 音源（User Hold MOH Audio
Source）]

ドロップダウン リストから、ネットワークが
保留操作を開始したときの MOH に使用する
オーディオ ソースを選択します。

[ネットワーク保留MOH音源（Network Hold
MOH Audio Source）]

ドロップダウン リストから、デバイス プール
内の電話およびゲートウェイと関連付けられ
ている場所を選択します。

[ロケーション（Location）]
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説明フィールド

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）
グループを選択します。AAR グループはプレ
フィックス番号を設定します。この番号は、
帯域幅不足のためにブロックされるコールを
ルーティングする際に使用されます。AAR グ
ループが指定されていない場合、Cisco Unified
CM はデバイス プールまたは回線に関連付け
られている AAA グループを使用します。

[AARグループ（AAR Group）]

ドロップダウン リスト ボックスから、CTI
ポートに関連付けるユーザ ロケールを選択し
ます。そのユーザ ロケールは、言語とフォン
トを含んだ、ユーザをサポートする一連の詳
細情報を識別します。

ユーザ ロケールが指定されなかった場合、
Cisco Unified CM はデバイス プールに関連付
けられたユーザ ロケールを使用します。

[ユーザロケール（User Locale）]

ドロップダウン リスト ボックスから、CTI
ポートに関連付けるネットワーク ロケールを
選択します。ネットワーク ロケールには、特
定の地理的領域の電話が使用するトーンと音
の周期の定義が含まれます。

ネットワーク ロケールが指定されなかった場
合、Cisco Unified CM はデバイス プールに関
連付けられたユーザ ロケールを使用します。

[ネットワークロケール（Network Locale）]

プライバシーについては、[プライバシー
（Privacy）] ドロップダウン リスト ボックス
で [オン（On）] を選択します。

[プライバシー（Privacy）]

オーナー タイプには、[ユーザ（User）] また
は [匿名（Anonymous）]（パブリック/共有ス
ペース）を選択します。

[オーナー（Owner）]

ドロップダウン リストから、割り当てられた
CTI ポート ユーザのユーザ ID を選択します。
ユーザ IDは、このデバイスから発信されるす
べてのコールの呼詳細レコード（CDR）に記
録されます。デバイスにユーザ IDを割り当て
ると、[ライセンスの使用状況レポート
（License Usage Report）] でデバイスが [未割
り当てデバイス（Unassigned Devices）] から
[ユーザ（Users）] に移動します。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]
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説明フィールド

ドロップダウン リスト ボックスから、このデ
バイスの [回線をまたいで参加（Join Across
Lines）] 機能を有効または無効にするか、あ
るいは [デフォルト（Default）]を選択してサー
ビス パラメータ設定を使用します。

[複数ライン同時通話（Join Across Lines）]

次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスで、トラス
テッド リレー ポイント（TRP）の使用を
無効にするには、この値を選択します。
この設定は、このデバイスに関連付けら
れている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）] 設定よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスで TRP の使
用を有効にする場合は、この値を選択し
ます。この設定は、このデバイスに関連
付けられている共通デバイス設定の [トラ
ステッドリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）] 設定よりも優先され
ます。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択し
た場合、このデバイスが関連付けられて
いる共通デバイス設定の [トラステッドリ
レーポイントを使用（Use Trusted Relay
Point）] 設定を使用します。

[トラステッドリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]
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説明フィールド

ドロップダウン リスト ボックスから、次のい
ずれかのオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっ
ているときにいずれかの回線でコールを
受信すると、電話のユーザは、コールを
受信した回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オ
フ フック）になっているときにいずれか
の回線でコールを受信すると、このコー
ルにはプライマリ回線が選択されます。
他の回線のコールは鳴り続け、電話機ユー
ザはそれらの他の回線を選択して、これ
らのコールに応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified
Communications Manager は、Cisco
CallManager サービスをサポートする [常
にプライム回線を使用する（Always Use
Prime Line）] サービス パラメータの設定
を使用します。

[常にプライム回線を使用する（Always Use
Prime Line）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
438

エンドポイント デバイスの設定
CTI ポート設定



説明フィールド

ドロップダウン リスト ボックスから、次のい
ずれかのオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場
合、電話のメッセージ ボタンを押すと、
ボイス メッセージが設定されている回線
からボイス メッセージ システムに自動的
にダイヤルされます。Cisco Unified
Communications Manager は常にボイス メッ
セージのある最初の回線を選択します。
ボイスメッセージが設定されている回線
が存在しない場合に電話のユーザが [メッ
セージ（Messages）] ボタンを押すと、プ
ライマリ回線が使用されます。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場
合に電話のメッセージ ボタンを押すと、
電話のプライマリ回線がボイス メッセー
ジを受信するアクティブな回線になりま
す。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified
Communications Manager は、Cisco
CallManager サービスをサポートする [ボ
イスメッセージには常にプライム回線を
使用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）] サービス パラメータの設定を
使用します。

[ボイスメッセージには常にプライム回線を使
用する（Always Use Prime Line for Voice
Message）]

ドロップダウン リスト ボックスから、地理位
置情報を選択します。

[未指定の地理位置情報（Unspecified
geolocation）] を選択すると、このデバイスを
地理位置情報に関連付けないように指定でき
ます。

さらに、[システム（System）] > [地理位置情
報の設定（Geolocation Configuration）] メ
ニュー オプションで設定した地理位置情報も
選択できます。

[地理位置情報（GeoLocation）]
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説明フィールド

コール単位でコール表示制限を設定する場合
に、このチェックボックスをオンにします。
このチェックボックスをオンにすると、Cisco
Unified Communications Manager は内線コール
に対して受信したすべての表示制限を無視し
ます。

この設定と、トランスレーション パターン レ
ベルでの発信者回線 IDの表示および接続回線
ID の表示の設定を組み合わせて使用します。
これらの設定を組み合わせて使用すれば、コー
ルごとに発信側または接続先の回線表示情報
を選択的に表示またはブロックするようにコー
ル表示制限を設定できます。

[プレゼンテーションインジケータを無視（内
線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）]

CTI ポートをハント リストに追加したら、管
理者はこのチェックボックスをオン（または
オフ）にすることによって、ユーザをログイ
ンまたはログアウトさせることができます。

ユーザは電話のソフトキーを使用して、電話
をハント リストにログインまたはログアウト
します。

[ハントグループにログイン（Logged into Hunt
Group）]

このチェックボックスをオンにすると、デバ
イスの登録時にバッファを割り当て、SCCP
メッセージを電話機にバンドルします。

この機能はリソースを消費するた
め、シグナリングの遅延が発生して
いる場合にのみ、このチェックボッ
クスをオンにしてください。

ヒント

[リモートデバイス（Remote Device）]

[番号表示トランスフォーメーション（Number Presentation Transformation）]

表 48 : [この電話からのコールの発信者ID（Caller ID For Calls From This Phone）]

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をロー
カライズできます。選択した発信側トランス
フォーメーション CSS に、このデバイスに割
り当てる発信側トランスフォーメーション パ
ターンが含まれていることを確認してくださ
い。

[発信側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]
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説明フィールド

このデバイスに割り当てられているデバイス
プールに設定されている発信側トランスフォー
メーション CSS を使用する場合は、このボッ
クスをオンにします。このチェックボックス
を選択しない場合、デバイスは [トランク設定
（Trunk Configuration）] ウィンドウで設定し
た発信側変換 CSS を使用します。

[デバイスプールの発信側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

表 49 : [リモート番号（Remote Number）]

説明フィールド

ドロップダウン リスト ボックスから、このデ
バイスで受信したコールのリモート着信者番
号に適用する、発信側変換パターンを含むコー
リングサーチスペース（CSS）を選択します。

[発信側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

リモート通話とリモート接続番号の変換に、
このデバイスが属するデバイス プールで設定
されている発信側トランスフォーメーション
CSS を適用するには、このチェックボックス
をオンにします。

[デバイスプールの発信側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

表 50 : [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

ドロップダウン リスト ボックスから、エンド
ユーザのビジー ランプ フィールド（BLF）プ
レゼンス グループを選択します。選択したグ
ループは、エンド ユーザがモニタ可能な接続
先を指定します。

BLFプレゼンスグループのデフォルト値は [標
準のプレゼンスグループ（Standard Presence
group）] であり、インストール時に設定され
ます。Cisco Unified 管理ページで設定される
BLF プレゼンス グループは、ドロップダウン
リスト ボックスにも表示されます。

[BLFプレゼンスグループ（BLF Presence
Group）]
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説明フィールド

デバイスに適用するセキュリティ プロファイ
ルを選択します。

Cisco Unified Communications Manager の管理
ページで設定されるすべてのデバイスにセキュ
リティ プロファイルを適用する必要がありま
す。

[デバイスのセキュリティプロファイル（Device
Security Profile）]

プレゼンス機能によってサポートされる
SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースは、
Cisco Unified Communications Manager がエンド
ユーザから発信されたプレゼンス要求をルー
ティングする方法を決定します。この設定で
は、エンド ユーザのプレゼンス
（SUBSCRIBE）要求のコール処理サーチ ス
ペースと別にコーリング サーチ スペースを適
用できます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザの
プレゼンス要求に使用する SUBSCRIBE コー
リング サーチ スペースを選択します。Cisco
Unified Communications Manager Administration
で設定するすべてのコーリング サーチ スペー
スが、[SUBSCRIBE コーリングサーチスペー
ス（SUBSCRIBE Calling Search Space）] ドロッ
プダウン リストに表示されます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザに
別のコーリング サーチ スペースを選択しない
場合、SUBSCRIBE コーリング サーチ スペー
スのデフォルトは [なし（None）] に設定され
ます。

この目的専用の SUBSCRIBE コーリング サー
チ スペースを設定するには、他のコーリング
サーチ スペースと同様に新しいコーリング
サーチ スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、
このチェックボックスをオンにします。

[不在ポート（Unattended Port）]
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表 51 : [MLPP および機密アクセス レベル情報（MLPP and Confidential Access Level Information）]

説明フィールド

ドロップダウン リストから、このデバイスに
関連付ける Multilevel Precedence and Preemption
（MLPP）ドメインを選択します。このフィー
ルドが空欄にすると、デバイスの MLPP ドメ
インはデバイス プールに対して設定された値
から継承されます。デバイス プールに [MLPP
ドメイン（MLPP Domain）] の設定がない場
合、このデバイスの MLPP ドメインは [MLPP
ドメイン ID（MLPP Domain Identifier）] エン
タープライズ パラメータの設定値から継承さ
れます。

MLPP ドメインのデフォルト値では [なし
（None）] が指定されています。

[MLPPドメイン（MLPP Domain）]

ドロップダウン リスト ボックスから、機密ア
クセス レベル モードとして次のいずれかのオ
プションを選択します。

• [固定（Fixed）]：機密アクセス レベル値
はコールの完了よりも優先されます。

• [可変（Variable）]：コールの完了に CAL
のレベルより高い優先順位が設定されま
す。

[機密アクセス モード（Confidential Access
Mode）]

ドロップダウン リスト ボックスから、適切な
[機密アクセス レベル（Confidential Access
Level）] 値を選択します。

[機密アクセスレベル（Confidential Access
Level）]

表 52 : サイレント情報

説明フィールド

リモート デバイスのサイレント機能を有効に
するには、このチェックボックスをオンにし
ます。

[サイレント（Do Not Disturb）]

DND を有効にした場合、[コール拒否（Call
Reject）]オプションは、着信コール情報をユー
ザに提示しないように指定します。[DND着信
コール警告（DND Incoming Call Alert）] パラ
メータの設定に応じて、デバイスはビープを
再生するか、コールの点滅通知を表示します。

[DNDオプション（DND Option）]
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説明フィールド

DND の [呼出音オフ（Ringer Off）] オプショ
ンまたは [コール拒否（Call Reject）] オプショ
ンを有効にした場合、このパラメータはデバ
イスでコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウン リストから、次のオプション
のいずれかを選択します。

• [なし（None）]：このオプションは、[共
通の電話プロファイル（Common Phone
Profile）] ウィンドウの [DND 着信コール
警告（DND Incoming Call Alert）] 設定を
このデバイスで使用するように指定しま
す。

• [無効（Disable）]：このオプションは、
コールを通知するビープ音とフラッシュ
の両方を無効にしますが、DND の [呼出
音オフ（RingerOff）]オプションの場合、
着信コール情報が表示されます。[DND
コール拒否（DND Call Reject）] オプショ
ンの場合、コール アラートが表示され
ず、デバイスに情報が送信されません。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：着信コー
ルの場合、このオプションによって、デ
バイスでビープ音のみが再生されます。

• [フラッシュのみ（Flash Only）]：このオ
プションを選択した場合、着信コールが
あると、デバイスのフラッシュ アラート
だけが表示されます。

[DND着信コール警告（DND Incoming Call
Alert）]

H.323 クライアントの設定
手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウンリストから [H.323 Client] を選択して、[次へ
（Next）] をクリックします。
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[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
H.323 クライアントの設定 （445 ページ）

H.323 クライアントの設定

Cisco IP Communicator の設定
Cisco IP Communicator は、ソフトウェア ベースのアプリケーションです。ユーザがパーソナル
コンピュータを電話機として使用し、電話のコールが受信できるようにします。フル装備の
Cisco Unified IP Phone と同じ機能を利用できます。Cisco IP Communicator は、Cisco Unified
Communication Manager のコール処理システムを利用して、テレフォニー機能と Voice-over-IP
機能を提供します。Cisco Unified CM Administration の [電話の設定（Phone Configuration）] ウィ
ンドウで、電話デバイスとして Cisco IP Communicator を設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから、[Cisco IP Communicator] を選択し、
[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 [デバイス プロトコルの選択（Select the Device Protocol）] ドロップダウン リストから、[SCCP]
または [SIP] を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで次の必須フィールドを設定します。

• [デバイス名（Device Name）]：Cisco IP Communicator のデバイスを識別する名前を入力し
ます。

• [デバイス プール（Device Pool）]：この電話機を割り当てるデバイス プールを選択しま
す。デバイスプールでは、複数のデバイスに共通の特性（リージョン、日時グループ、ソ
フトキー テンプレートなど）のセットを定義します。

• [電話ボタン テンプレート（Phone Button Template）]：該当する電話ボタン テンプレート
を選択します。電話ボタンテンプレートでは、電話機上のボタンを設定し、各ボタンにど
の機能（回線、短縮ダイヤルなど）を使用するかを特定します。
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• [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]：ドロップダウン リストボックスから、割り当
てられた電話ユーザのユーザ ID を選択します。

• [デバイスのセキュリティ プロファイル（Device Security Profile）]：デバイスに適用する
セキュリティ プロファイルを選択します。

残りのフィールドにデフォルト設定を使用できます。フィールドとその設定オプションの詳細
については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 [関連付け（Association）] エリアで、[回線 [1] - 新規 DN を追加（Line [1] - Add a new DN）] を
クリックします。

ステップ 8 [ディレクトリ話番号（Directory Number）] フィールドに、電話に関連付ける電話番号を入力
します。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。
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第 44 章

Cisco IP Phone の設定

• Cisco IP 電話の概要 （447 ページ）
• Cisco IP 電話の設定タスク フロー （447 ページ）

Cisco IP 電話の概要
Cisco IP 電話は機能が充実した電話機であり、IP ネットワークを介して音声通信を提供しま
す。この機能を提供するために、IP 電話は、Unified Communications Manager、DNS と DHCP
サーバ、TFTP サーバ、メディア リソース、Cisco Power over Ethernet（PoE）など、他の重要な
Cisco Unified IP テレフォニーおよびネットワークコンポーネントとやり取りします。これらの
IP 電話は、デジタル ビジネス電話と同様に機能し、コールの発信や着信のほか、ミュート、
保留、転送、短縮ダイヤル、コール転送などの機能も利用できます。また、CiscoIP電話はデー
タネットワークに接続されているため、ネットワーク情報やサービスへのアクセス、カスタマ
イズ可能な機能やサービスなど、IP電話機能が強化されています。ファイル認証、デバイス認
証、シグナリングの暗号化、メディアの暗号化などのセキュリティ機能もサポートします。

この章では、電話機を設定してシステムで使用できるようにする方法について説明します。
コール パーク、コール転送、話中ランプ フィールド（BLF）、コール ピックアップ、短縮ダ
イヤルなどの機能を設定するには、『Cisco Unified Communications Manager 機能設定ガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html）
を参照してください。

Cisco IP 電話の設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

SIP または SCCP の電話機を設定するに
は、このタスクを実行します。

電話の設定 （449 ページ）ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

電力消費量を減らすには、電話機を電源
切断 (スリープ) および電源投入 (スリー
プ解除) 用に自動的に設定します。

EnergyWise の設定 （455 ページ）ステップ 2

次の手順を実行して、クライアントサー
ビスフレームワークデバイスを設定しま

クライアント サービス フレームワーク
デバイスの設定 （457 ページ）

ステップ 3

す。Cisco Unified Client Services
Framework デバイスは、次のいずれかに
なります。

• Cisco Unified Communications
Integration for Microsoft Office
Communicator

• Cisco Unified Communications
Integration for Webex Connect

• Cisco Unified Personal Communicator
（Release 8.0 以降）

次の手順を実行して、CTIリモートデバ
イスを設定します。CTI リモート デバ

CTI リモート デバイスの設定 （460 ペー
ジ）

ステップ 4

イスは、ユーザが Cisco UC アプリケー
ションと一緒に使用できるオフクラスタ
電話を代表するデバイス タイプです。
デバイス タイプには、1 つ以上の回線
（ディレクトリ番号）と 1 つ以上のリ
モート接続先が設定されます。

Cisco Webexリモート デバイスを設定す
るには、次の手順を実行します。Cisco

Cisco Spark リモート デバイスの設定 （
467 ページ）

ステップ 5

Webexリモート デバイスは、ユーザが
Cisco UC アプリケーションで使用でき
るCiscoWebexクライアントを表します。
このデバイス タイプでは、設定された
リモート接続先に対して、複数のアク
ティブ コールを行うことができます。

Cisco Spark リモートデバイスには、次
の場合を除き、強化されたライセンスが
必要です。

• Cisco Spark リモート デバイスの
オーナーのユーザ ID に IP 電話 ま
たは Jabber クライアントを割り当
てる際、1 つの Enhanced ライセン
スが両方のデバイスで使用されてい
る。
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目的コマンドまたはアクション

• Cisco Spark リモート デバイスの
オーナーのユーザ ID に、
TelePresence デバイスも割り当てる
際、1 つの TelePresence ライセンス
が両方のデバイスで使用されてい
る。

Cisco Spark リモート デバイス
は、シスコのクラウド サービ
スにオンプレミス環境を接続
する場合にのみ使用できま
す。その他の目的で、このリ
モート デバイスを使用するこ
とはできません。

注意

別の電話に移行し、古い電話を使用する
必要がなくなった場合は、次の手順を実
行します。

電話データの移行 （474 ページ）ステップ 6

電話の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Session Initiation Protocol（SIP）を使用す
る電話機がある場合、この手順を実行し

SIP 電話を設定するには、次の手順を実
行します。

ステップ 1

ます。SIPは、電話と他のネットワーク• SIP 電話のセキュア ポートの設定
（450 ページ） コンポーネント間の主要なインタフェー

スを提供します。SIPに加えて、IPアド
• サービスの再起動 （451 ページ） レスの割り当てに使用するDHCP、ドメ
• SIP プロファイルの設定 （451 ペー

ジ）
イン名の解決に使用するDNS、イメージ
と構成データをダウンロードするTFTP

• 電話セキュリティ プロファイルの
設定 （496 ページ）

など、さまざまな機能に使用されていま
す。

VPN クライアントの設定に関する詳細
な手順については、『Cisco Unified

• 電話の設定 （453 ページ）
• Cisco IP 電話サービスの設置 （454

ページ） Communications Manager 機能設定ガイ
• VPNクライアントの設定。 ド』（http://www.cisco.com/c/en/us/

support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）
を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

Skinny Client 制御プロトコル (SCCP) を
使用している Cisco IP Phone を設定する

SCCP電話を設置するには、次の手順に
従います。

ステップ 2

場合は、次の手順を実行します。SCCP• 電話セキュリティ プロファイルの
設定 （496 ページ） は、IP デバイスと Cisco Unified

Communication Manager 間で、シスコ独
• 電話の設定 （453 ページ） 自のメッセージを使用して通信します。
• Cisco IP 電話サービスの設置 （454

ページ）
複数プロトコル環境でもSCCPは簡単に
共存できます。登録時、Cisco Unified IP

• VPNクライアントの設定。 Phone は Cisco Unified Communication
Manager から回線などの設定すべてを受
信します。

VPN クライアントの設定に関する詳細
な手順については、『Cisco Unified
Communications Manager 機能設定ガイ
ド』（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）
を参照してください。

次のタスク

電源の供給、ネットワーク接続の検証、Cisco Unified IP Phone のネットワーク設定を実行しま
す。ネットワーク設定の詳細は、ご使用の Cisco Unified IP Phone のモデルの『Cisco Unified IP
Phone アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

SIP 電話のセキュア ポートの設定
ポートを設定するには、次の手順に従います。Cisco Unified Communications Manager はこのポー
トを使用して SIP 回線の登録用の SIP 電話を TLS を介してリッスンします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [Cisco Unified CM（Cisco Unified
CM）] を選択します。

ステップ 2 [このサーバのCisco Unified Communications Manager TCPポート設定（Cisco Unified Communications
Manager TCP Port Settings for this Server）] で、[SIP電話セキュアポート（SIP Phone Secure Port）]
フィールドにポート番号を指定するか、またはデフォルト値をそのまま使用します。デフォル
ト値は5061です。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。
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ステップ 5 [OK] をクリックします。

サービスの再起動
Cisco CallManager サービスと Cisco CTL Provider サービスを再起動するには、次の手順を実行
します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability インターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -
機能サービス（Control Center - Feature Services）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）] ドロップダウンリストから、[Cisco Unified Communications Manager] サー
バを選択します。
CM の [サービス（Services）] 領域で、[サービス名（Service Name）] 列に Cisco CallManager が
表示されます。

ステップ 3 Cisco CallManager サービスに対応するラジオ ボタンをクリックします。

ステップ 4 [再起動（Restart）] をクリックします。
サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」
というメッセージが表示されます。

ステップ 5 手順 3 と手順 4 を繰り返して、Cisco CTL Provider サービスを再起動します。

SIP プロファイルの設定
AS-SIP エンドポイント と SIP トランクの SIP プロファイルを、SIP 設定を使用して設定するに
は、次の手順を使用します。

始める前に

• SIP 電話のセキュア ポートの設定 （450 ページ）

• サービスの再起動 （451 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIP プロファイル（SIP Profile）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 プロファイルをコピーする場合は、[コピー（Copy）] 列のファイル アイコンをクリックしま
す。

ステップ 4 新しいプロファイルの名前と説明を入力します。
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ステップ 5 IPv6 スタックが構成されていて、2 つのスタックを展開する場合は、[ANATを有効化（Enable
ANAT）] チェックボックスをオンにします。

この設定は、Unity Connection を展開しているかどうかに適用されます。（注）

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

電話セキュリティ プロファイルの設定 （496 ページ）

電話セキュリティ プロファイルの設定
エンドポイントの TLS シグナリング、CAPF、ダイジェスト認証の要件などのセキュリティ機
能を有効にする場合は、エンドポイントに適用できる新しいセキュリティプロファイルを設定
する必要があります。

デフォルトでは、プロビジョニングされたデバイスに SIP phone セキュリティプロファイルを
適用しない場合、デバイスは非セキュアプロファイルを使用します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電
話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）] の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のセキュリティプロファイルのタイプ（Phone Security Profile Type）] ドロップダウン リ
ストから [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）] を選択し、デバイ
ステンプレートを使用してプロビジョニングする際に使用できるプロファイルを作成します。

必要に応じて、特定のデバイス モデルのセキュリティ プロファイルを作成すること
もできます。

（注）

ステップ 4 プロトコルを選択します。

ステップ 5 [Name] フィールドにプロファイルの適切な名前を入力します。

ステップ 6 TLS シグナリングを使用してデバイスに接続する場合は、[デバイスのセキュリティモード
（Device Security Mode）] を [認証済み（Authenticated）] または [暗号化（Encrypted）] に設定
し、[トランスポートタイプ（Transport Type）] を [TLS] に設定します。

ステップ 7 （任意）電話でダイジェスト認証を使用する場合は、[OAuth認証の有効化（Enable OAuth
Authentication）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 （任意）暗号化された TFTP を使用する場合は、[TFTP暗号化設定（TFTP Encrypted Config）]
チェックボックスをオンにします。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
452

エンドポイント デバイスの設定
電話セキュリティ プロファイルの設定



ステップ 9 [電話のセキュリティプロファイルの設定（Phone Security Profile Configuration）] ウィンドウ
で、残りのフィールドを入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘ
ルプを参照してください。

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

電話の設定
Cisco Unified Communications Manager データベースに電話を手動で追加するには、次の手順を
実行します。自動登録を使用している場合は、次の手順を実行する必要はありません。自動登
録を選択すると、Cisco Unified Communications Manager が自動的に電話を追加し、電話番号を
割り当てます。自動登録の有効化の詳細については、「自動登録の設定タスク フロー （692
ページ）」を参照してください。

始める前に

• 電話用 NTP リファレンスの設定 （65 ページ）
• 電話セキュリティ プロファイルの設定 （496 ページ）
• 日時グループの追加 （66 ページ）
• SIP ダイヤル ルールの設定 （211 ページ） （SIP 電話を設定する場合）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話タイプ（Phone Type）] ドロップダウンリストから、該当する Cisco IP Phone モデルを選
択します。

ステップ 4 [次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 5 [デバイス プロトコルの選択（Select the device protocol）] ドロップダウンリストから、次のい
ずれかを選択します。

• SCCP
• SIP

ステップ 6 [次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 7 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

セキュリティプロファイルで設定されている CAPF 設定は、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウに表示される Certificate Authority Proxy Function の設定に
関係するものです。製造元でインストールされる証明書（MIC）またはローカルで有
効な証明書（LSC）に関連する証明書操作の CAPF 設定を設定する必要があります。
電話の設定ウィンドウで更新する CAPF 設定がセキュリティプロファイルの CAPF 設
定に与える影響の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager セキュリ
ティ ガイド』を参照してください。

（注）
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ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 9 [関連付け（Association）] エリアで、[回線 [1] - 新規 DN を追加（Line [1] - Add a new DN）] を
クリックします。

ステップ 10 [ディレクトリ番号（Directory Number）] フィールドに、電話に関連付ける電話番号を入力し
ます。

ステップ 11 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

SIP または SCCP 電話の場合：

Cisco IP 電話サービスの設置 （454 ページ）

Cisco IP 電話サービスの設置
企業のディレクトリ、ビジュアルボイスメール、天気予報などの電話サービスをCisco IP Phone
に提供する場合は、Cisco IP Phone 用のサービスを設定します。Cisco Unified Communications
Manager とともに自動でインストールされるデフォルトの IP 電話サービスを利用できます。サ
イト用にカスタムの Cisco IP 電話サービスを作成することもできます。Unified Communications
Manager でカスタマイズされたサービスを設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

電話の設定 （453 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[電話サービス（Phone Services）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [IP 電話サービスの設定（IP Phone Services Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

• エンタープライズサブスクリプションとしてサービスが分類されていない場合は、データ
ベースで電話にサービスを追加します。Bulk Administrative Tool（BAT）または Cisco Unified
Communications セルフ ケア ポータルを使用して電話にサービスを追加できます。詳細に
ついては、『 Cisco Unified Communications Manager 一括管理ガイド』（http://www.cisco.com/
c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）および『Cisco Unified Communications セルフ ケア ポー
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タル ユーザ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-user-guide-list.html）を参照してくださ
い。

• 電話ボタンにサービスを割り当てることができます（電話モデルがこれらのボタンをサ
ポートする場合）。サービスの割り当ての詳細については、ご使用の電話モデルの『Cisco
IP 電話ユーザ ガイド』を参照してください。

• VPN クライアントを設定します（任意）。

EnergyWise の設定

始める前に

• システムに EnergyWise コントローラが含まれることを確認します。たとえば、Cisco 製ス
イッチは有効な EnergyWise 機能を備えています。

• 使用している電話機モデルが EnergyWise 機能をサポートするかどうかを確認するには、
電話機モデルのユーザ マニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 検索条件を指定して、[検索（Find）] をクリックします。
Cisco Unified Communications Manager で設定されている電話機の一覧が表示されます。

ステップ 3 EnergyWise 機能を設定する電話を選択します。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] セクションの EnergyWise 関連
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」
の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
EnergyWise の設定フィールド （456 ページ）
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EnergyWise の設定フィールド

表 53 : EnergyWise の設定フィールド

説明フィールド

電話機の電源を自動的にオフにする曜日を選
択します。Ctrlキーを押しながら複数の日数を
選択し、スケジュールされた日数をクリック
することができます。

デフォルトでは、どの日も選択されていませ
ん。

[Power Save Plus の有効化（Enable Power Save
Plus）]

このフィールドには、時刻を 24 時間形式で入
力します（00:00 は午前 0 時）。Power Save
Plusの有効化フィールドで選択した日につい
て、電話機の電源を自動的にオンにする時刻
を決定します。

電話機をウェイク時間の前に復帰さ
せるには、電話機の電源をスイッチ
からオンにする必要があります。詳
細については、スイッチのマニュア
ルを参照してください。

（注）

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]

このフィールドには、時刻を 24 時間形式で入
力します（00:00 は午前 0 時）。Power Save
Plusの有効化フィールドで選択した日につい
て、電話機の電源を自動的にオンにする時刻
を決定します。電話機をオンにする時刻フィー
ルドと電話機をオフにする時刻フィールドに
同じ値が含まれている場合、電話機はオフに
なりません。

[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]

電話機の電源を切るまでの、アイドル状態で
ある必要のある期間を指定します。20分から
1440分の任意の値を指定できます。デフォル
ト値は 60 分です。

[電話機をオフにするアイドル タイムアウト
（Phone Off Idle Timeout）]

このチェックボックスをオンにして、電話が
電話を切る時間フィールドで指定した時間よ
り10分前、7分前、4分後、30秒前に音声アラー
ムを再生するように指示します。このチェッ
クボックスは、Power Save Plus の有効化リス
トボックスが1日以上選択されている場合にの
み使用できます。

[音声アラートを有効にする（Enable Audio
Alert）]
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説明フィールド

電話機がある EnergyWise ドメインを指定しま
す。許容される最大長は 127 文字です。

[EnergyWise ドメイン（EnergyWise Domain）]

EnergyWiseドメイン内のエンドポイントとの
通信に使用するセキュリティ秘密パスワード
を指定します。許容最大長は 127 文字です。

[EnergyWise シークレット（EnergyWise
secret）]

Power Save Plus を無効にするには、このチェッ
クボックスをオンにします。このチェックボッ
クスをオンにすると、EnergyWise ドメイン コ
ントローラポリシーによって、[電源をオンに
する時刻（Power On Time）] および [電源をオ
フにする時刻（Power Off Time）] の値がオー
バーライドされます。

[Power Save Plusの有効化（Enable
Power Save Plus）] フィールドで、日
数を選択しないまま [EnergyWiseオー
バーライドを許可（AllowEnergyWise
Overrides）] チェックボックスをオ
ンのままにしておくと、Power Save
Plus は無効になりません。

（注）

[EnergyWise オーバーライドを許可（Allow
EnergyWise Overrides）]

クライアント サービス フレームワーク デバイスの設定
次の手順を実行して、クライアントサービスフレームワークデバイスを設定します。Cisco
Unified Client Services Framework デバイスは、次のいずれかになります。

• Cisco Unified Communications Integration for Microsoft Office Communicator
• Cisco Unified Communications Integration for Webex Connect
• Cisco Unified Personal Communicator（Release 8.0 以降）

手順

目的コマンドまたはアクション

クライアントサービスフレームワークを
使用するデバイスを追加します。

クライアント サービス フレームワーク
デバイスの追加 （458 ページ）

ステップ 1

エンドユーザーアカウントをクライアン
トサービスフレームワークに関連付けま
す。

エンド ユーザとデバイスの関連付け （
459 ページ）

ステップ 2
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クライアント サービス フレームワーク デバイスの追加

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから、[Cisco Unified Client Services
Framework] を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 5 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 [関連付け（Association）] エリアで、[回線 [1] - 新規 DN を追加（Line [1] - Add a new DN）] を
クリックします。

ステップ 8 [ディレクトリ番号（Directory Number）] フィールドに、クライアント サービス フレームワー
ク デバイスに関連付ける電話番号を入力します。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
クライアント サービス フレームワーク デバイスの設定フィールド （458 ページ）

クライアント サービス フレームワーク デバイスの設定フィールド

表 54 : クライアント サービス フレームワーク デバイスの設定フィールド

説明フィールド

クライアントサービスフレームワークデバイ
スを識別する名前を入力します。この名前に
は、最長 15 文字の英数字を指定することがで
き、スペース、ピリオド（.）、ハイフン
（-）、およびアンダースコア（_）を任意に
組み合わせて含めることが可能です。

Cisco Unified Personal Communicator
のデバイス名を設定する場合は、名
前がUPCで始まっていることを確認
します。

（注）

[デバイス名（Device Name）]

デバイスの簡単な説明を入力します。説明に
は、任意の言語で最大 50 文字を指定できます
が、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、
山カッコ（<>）は使用できません。

[説明（Description）]
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説明フィールド

このデバイスを割り当てるデバイスプールを
選択します。

[デバイスプール（Device Pool）]

[標準クライアントサービスフレームワーク
（Standard Client Services Framework）] を選択
します。

[電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]

割り当てられたクライアント サービス フレー
ムワーク デバイスのユーザのユーザ ID を選
択します。ユーザ ID は、呼詳細レコード
（CDR）で、このデバイスから発信されるす
べてのコールに対して記録されます。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]

[Cisco Unified Client Services Framework：標準
非セキュアプロファイル（Cisco Unified Client
Services Framework - Standard SIP Non-secure
Profile）] を選択します。

[デバイスのセキュリティプロファイル（Device
Security Profile）]

[標準SIPプロファイル（Standard SIP Profile）]
を選択します。

[SIPプロファイル（SIP Profile）]

エンド ユーザとデバイスの関連付け
クライアント サービス フレームワーク デバイスにエンド ユーザを関連付けるには、この手順
を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ
（End User）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、デバイスに関連付けるユーザを選択します。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）] セクションで、[デバイスの関連付け（Device Association）]
を選択します。
[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [検索（Find）] をクリックすると、使用可能なデバイスのリストが表示されます。

ステップ 5 関連付けるデバイスを選択して、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）] をクリックしま
す。

ステップ 6 [関連リンク（Related Links）] から、[ユーザの設定に戻る（Back to User）] を選択し、[移動
（Go）] をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示され、選択し、割り当てた
デバイスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）] ペインに表示されます。
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CTI リモート デバイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

CTIリモートデバイスを作成します。CTI リモート デバイスの設定 （460 ペー
ジ）

ステップ 1

CTIリモートデバイスを登録するには、
そのデバイスに電話番号を追加する必要
があります。

デバイスへのディレクトリ番号の追加
（465 ページ）

ステップ 2

最大4つの一意のリモート接続先を設定
して、CTIリモートデバイスに関連付け
ることができます。

リモート接続先の設定 （465 ページ）ステップ 3

CTI リモート デバイスの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウンリストから [CTI リモートデバイス（CTI Remote
Device）] を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
CTI リモート デバイス設定フィールド （460 ページ）

CTI リモート デバイス設定フィールド

CTI リモート デバイス情報

表 55 : [デバイス情報（Device Information）]

説明フィールド

CTI リモート デバイスの登録ステータスを指
定します。

[登録（Registration）]
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説明フィールド

デバイスがアクティブか非アクティブかを指
定します。

[デバイスの状態（Device Status）]

デバイスが信頼できるかどうかを指定します。[デバイスの信頼性（Device Trust）]

アクティブなリモート接続先かどうかを指定
します。CTI クライアントは、任意の 1 つの
時点で1つのリモート接続先を指定できます。
着信コールと Dial via Office（DVO）コール
は、アクティブなリモート接続先に転送され
ます。

[アクティブなリモート接続先（Active Remote
Destination）]

ドロップダウン リストから、割り当てられた
電話ユーザのユーザ IDを選択します。ユーザ
ID は、このデバイスから発信されるすべての
コールの呼詳細レコード（CDR）に記録され
ます。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]

所有者のユーザ IDに基づいて自動的に入力さ
れる CTI のリモート デバイスの名前を指定し
ます。

デバイス名の形式は、デフォルトで
CTIRD<OwnerUserID> です。

このフィールドは編集できます。デバイス名
には最大 15 文字を含めることができます。使
用できる文字は、英字、数字、ダッシュ
（-）、ピリオド、スペース、およびアンダー
スコアです。

[デバイス名（Device Name）]

CTI リモート デバイスの説明テキストを入力
します。

このフィールドには、128文字までの値を入力
できます。二重引用符（"）、山カッコ
（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサン
ド（&）、パーセント記号（%）を除くすべて
の文字を使用できます。

[説明（Description）]

CTI のリモート デバイスの一般的な特性を定
義するデバイス プールを選択します。

デバイスプールの設定方法の詳細については、
「デバイス プールの構成時の設定」を参照し
てください。

[デバイスプール（Device Pool）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
461

エンドポイント デバイスの設定
CTI リモート デバイス設定フィールド



説明フィールド

ドロップダウン リストを使用から、コーリン
グ サーチ スペースを選択するか、コーリング
サーチ スペースをデフォルトの [なし
（None）] のままにします。

[コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]

ドロップダウン リストから、ユーザが保留操
作を開始する場合に保留音（MOH）として使
用するオーディオ ソースを選択します。

[ユーザ保留 MOH 音源（User Hold MOH Audio
Source）]

ドロップダウン リストから、ネットワークが
保留操作を開始したときの MOH に使用する
オーディオ ソースを選択します。

[ネットワーク保留MOH音源（Network Hold
MOH Audio Source）]

ドロップダウン リストから、デバイス プール
内の電話およびゲートウェイと関連付けられ
ている場所を選択します。

[ロケーション（Location）]

この設定により、デバイスの発信者番号をロー
カライズできます。選択した発信側トランス
フォーメーション CSS に、このデバイス プー
ルに割り当てる発信側トランスフォーメーショ
ン パターンが含まれていることを確認してく
ださい。

[発信側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合
に、このチェックボックスをオンにします。
このチェックボックスをオンにすると、Cisco
Unified CM は内線コールに対して受信したす
べての表示制限を無視します。

[プレゼンテーションインジケータを無視（内
線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）]

[コールルーティング情報（Call Routing Information）]

表 56 : 着信/発信コール情報

説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をロー
カライズできます。選択した発信側トランス
フォーメーション CSS に、このデバイスに割
り当てる発信側トランスフォーメーション パ
ターンが含まれていることを確認してくださ
い。

[発信側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]
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説明フィールド

このデバイスに割り当てられているデバイス
プールに設定されている発信側トランスフォー
メーション CSS を使用する場合は、このボッ
クスをオンにします。このチェックボックス
を選択しない場合、デバイスは [トランク設定
（Trunk Configuration）] ウィンドウで設定し
た発信側変換 CSS を使用します。

[デバイスプールの発信側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

表 57 : [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]

説明フィールド

このフィールドは、プレゼンス機能に対して
設定します。

このアプリケーション ユーザをプレゼンス機
能とともに使用していない場合は、プレゼン
ス グループの設定をデフォルトの [なし
（None）] のままにします。

ドロップダウン リストから、アプリケーショ
ン ユーザのプレゼンス グループを選択しま
す。選択したグループは、IPMASysUser など
のアプリケーション ユーザがモニタする宛先
を指定します。

[プレゼンスグループ（Presence Group）]
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説明フィールド

プレゼンス機能によってサポートされる
SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースは、
Cisco Unified Communications Manager がエンド
ユーザから発信されたプレゼンス要求をルー
ティングする方法を決定します。この設定で
は、エンド ユーザのプレゼンス
（SUBSCRIBE）要求のコール処理サーチ ス
ペースと別にコーリング サーチ スペースを適
用できます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザの
プレゼンス要求に使用する SUBSCRIBE コー
リング サーチ スペースを選択します。Cisco
Unified Communications Manager Administration
で設定するすべてのコーリング サーチ スペー
スが、[SUBSCRIBE コーリングサーチスペー
ス（SUBSCRIBE Calling Search Space）] ドロッ
プダウン リストに表示されます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザに
別のコーリング サーチ スペースを選択しない
場合、SUBSCRIBE コーリング サーチ スペー
スのデフォルトは [なし（None）] に設定され
ます。

この目的専用の SUBSCRIBE コーリング サー
チ スペースを設定するには、他のコーリング
サーチ スペースと同様に新しいコーリング
サーチ スペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）]

ドロップダウン リストから、再ルーティング
に使用するコーリング サーチ スペースを選択
します。

リファラーの再ルーティング コーリング サー
チ スペースを使用して、参照先へのルートが
検索されます。再ルーティング コーリング
サーチ スペースが原因で参照メッセージが失
敗すると、Refer Primitive は「405 Method Not
Allowed」メッセージを表示して要求を拒否し
ます。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送
機能も再ルーティング コーリング サーチ ス
ペースを使用して、リダイレクト先または転
送先を検索します。

[再ルーティング用コーリングサーチスペース
（Rerouting Calling Search Space）]
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表 58 : サイレント情報

説明フィールド

リモート デバイスのサイレント機能を有効に
するには、このチェックボックスをオンにし
ます。

[サイレント（Do Not Disturb）]

電話機で DND を有効にすると、[着信拒否
（Call Reject）] オプションの指定により、着
信コール情報がユーザに表示されなくなりま
す。[DND着信コール警告（DND Incoming Call
Alert）] パラメータの設定に応じて、電話は
ビープを再生するか、コールの点滅通知を表
示します。

[DNDオプション（DND Option）]

デバイスへのディレクトリ番号の追加
CTIリモートデバイスを登録するには、そのデバイスにディレクトリ番号を追加する必要があ
ります。ディレクトリ番号のない CTI リモートデバイスを登録することはできません。CTI リ
モート デバイスには最大 5 つのディレクトリ番号を追加できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 フィルタ条件を指定して、ディレクトリ番号を関連付ける CTI リモート デバイスをクリック
します。

ステップ 3 [関連付け（Association）] ペインで、[新規DNを追加（Add a new DN）] リンクをクリックしま
す。

ステップ 4 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

リモート接続先の設定
CTIリモートデバイスには、1つ以上のリモート送信先を設定できます。リモート接続先とは、
リモート接続先ピックアップ（ユーザのデスクの電話機から転送を受け入れる）を実行し、
Cisco Unified Mobility の着信コールを受け入れるように、設定できるモバイルなどの電話機で
す。CTI のリモート デバイスに関連付けられているリモート接続先では、リモート デバイス
に到達するための電話番号を指定します。CTIのリモートデバイスに設定可能なリモート接続
先の最大数は、オーナーのユーザ ID に設定されたリモート接続先の制限値で決まります。

リモート接続先には、次のいずれかのデバイスを含めることができます。
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• シングルモード携帯（セルラー）電話

• スマートフォン

• デュアルモード電話

• デスクの電話機と同じクラスタにない社内の IP 電話

• PSTN 内の自宅の電話番号

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、デバイス > 電話 > CTIリモートデバイス > 関連付けられたリモー
ト接続先を選択します。

ステップ 2 フィルタ条件を指定し、リモート通知先を設定するCTIリモートデバイスをクリックします。

ステップ 3 関連付けられたリモート接続先区画で新規リモート接続先の追加を選択します。

別の方法として、デバイス > 電話 > 機 [新しいメニューの追加 (Add New)] を使用してリモート
通知先を設定することもできます。

ステップ 4 リモート接続先の設定ウィンドウでフィールドを設定します。フィールドとその設定オプショ
ンの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
リモート接続先の設定フィールド （466 ページ）

リモート接続先の設定フィールド

表 59 : リモート接続先の設定フィールド

説明フィールド

リモート宛先の名前を入力します。[名前（Name）]

企業内でダイヤルする番号を入力します。市
外局番、および外線の取得に必要な追加番号
を含めてください。フィールドの最大長は24
文字です。値には、0～9の数字、*、#、およ
び+を入力できます。リモート接続先の発信者
ID を設定することを推奨します。

[宛先番号（Destination Number）]

ドロップダウンリストから、リモート通知先
の所有者を選択します。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]

Unified Mobility機能を有効にするチェックボッ
クスをオンにします。

[Unified Mobility 機能を有効にする（Enable
Unified Mobility features）]
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説明フィールド

[設定 (From)] ドロップダウンリストで、設定
したプロファイルを選択します。

[リモート接続先プロファイル（Remote
Destination Profile）]

チェックボックスをオンにして、リモートの
通知先に対して単一の Number_Reach を有効に
します。

[シングル ナンバー リーチを有効にする
（Enable Single Number Reach）]

これはオプションのフィールドです。この電
話が携帯電話の場合は、このチェックボック
スをオンにします。

[携帯電話への移動を有効にする（EnableMove
to Mobile）]

Cisco Spark リモート デバイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Spark リモート デバイスを作成し
ます。

Cisco Spark リモート デバイスの設定 （
467 ページ）

ステップ 1

Cisco Spark リモート デバイスを登録す
るには、そのデバイスに電話番号を追加
する必要があります。

Cisco Spark デバイスへのディレクトリ
番号の追加 （474 ページ）

ステップ 2

Cisco Spark リモート デバイスの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから、[Cisco Spark リモート デバイス
（Cisco Spark Remote Device）] を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
Cisco Spark リモート デバイス設定フィールド （468 ページ）
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Cisco Spark リモート デバイス設定フィールド

表 60 : Cisco Webex リモート デバイス設定フィールド

説明フィールド

[デバイス情報（Device Information）]

Cisco Webex リモート デバイスの登録ステー
タスを指定します。

[登録（Registration）]

デバイスがアクティブか非アクティブかを指
定します。

[デバイスの状態（Device Status）]

デバイスを信頼できるか信頼できないかを指
定します。

[デバイスの信頼性（Device Trust）]

リモート接続先がアクティブであるかどうか
を指定します。デフォルトでは、Cisco Webex
クライアントのアクティブなリモート接続先
は1つだけです。着信コールはすべてアクティ
ブなリモート接続先にルーティングされます。
このフィールドは、アクティブなリモート接
続先に関連付けられている場合でも [なし
（None）] に設定されます。

[アクティブなリモート接続先（Active Remote
Destination）]

ドロップダウン リストから、割り当てられた
電話ユーザのユーザ IDを選択します。ユーザ
ID は、このデバイスから発信されるすべての
コールの呼詳細レコード（CDR）に記録され
ます。

[オーナーのユーザID（Owner User ID）]

[オーナーのユーザ ID（Owner User ID）] に基
づいて自動的に入力される Cisco Webex リモー
ト デバイスの名前を使用します。

デフォルトでは、デバイス名の形式は
SparkRD<オーナーユーザID> です。デフォル
トのデバイス名 SparkRD は変更できません。

このフィールドは編集できます。デバイス名
には最大 15 文字を含めることができます。使
用できる文字は、英字、数字、ダッシュ
（-）、ピリオド、スペース、およびアンダー
スコアです。

[デバイス名（Device Name）]
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説明フィールド

Cisco Webex リモート デバイスの説明テキス
トを入力します。

このフィールドには、128文字までの値を入力
できます。二重引用符（"）、山カッコ
（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサン
ド（&）、パーセント記号（%）を除くすべて
の文字を使用できます。

[説明（Description）]

Cisco Webex リモート デバイスの共通の特性
を定義するデバイス プールを選択します。

デバイスプールの設定方法の詳細については、
「デバイス プールの構成時の設定」を参照し
てください。

[デバイスプール（Device Pool）]

ドロップダウン リストを使用から、コーリン
グ サーチ スペースを選択するか、コーリング
サーチ スペースをデフォルトの [なし
（None）] のままにします。

[コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]

ドロップダウン リストから、ユーザが保留操
作を開始したときの保留音（MOH）に使用す
るオーディオ ソースを選択します。

現在、Cisco Spark リモート デバイス
には保留/復帰機能が実装されていな
いため、MOH はサポートされてい
ません。

注意

[ユーザ保留 MOH 音源（User Hold MOH Audio
Source）]

ドロップダウン リストから、ネットワークが
保留操作を開始したときの MOH に使用する
オーディオ ソースを選択します。

現在、Cisco Spark リモート デバイス
には保留/復帰機能が実装されていな
いため、MOH はサポートされてい
ません。

注意

[ネットワーク保留MOH音源（Network Hold
MOH Audio Source）]

ドロップダウン リストから、デバイス プール
内の電話およびゲートウェイと関連付けられ
ている場所を選択します。

[ロケーション（Location）]
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説明フィールド

この設定により、デバイスの発信者番号をロー
カライズできます。選択した発信側トランス
フォーメーション CSS に、このデバイス プー
ルに割り当てる発信側トランスフォーメーショ
ン パターンが含まれていることを確認してく
ださい。

[発信側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

コール単位でコール表示制限を設定する場合
に、このチェックボックスをオンにします。
このチェックボックスをオンにすると、Cisco
Unified CM は内線コールに対して受信したす
べての表示制限を無視します。

[プレゼンテーションインジケータを無視（内
線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）]

[コールルーティング情報（Call Routing Information）]

[着信コールと発信コールの情報（Inbound and Outbound Calls Information）]

この設定により、デバイスの発信者番号をロー
カライズできます。選択した発信側トランス
フォーメーション CSS に、このデバイスに割
り当てる発信側トランスフォーメーション パ
ターンが含まれていることを確認してくださ
い。

[発信側トランスフォーメーションCSS（Calling
Party Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイス
プールに設定されている発信側トランスフォー
メーション CSS を使用する場合は、このボッ
クスをオンにします。このチェックボックス
をオンにしない場合、デバイスは [トランクの
設定（Trunk Configuration）] ウィンドウで設
定した発信側トランスフォーメーション CSS
を使用します。

[デバイスプールの発信側トランスフォーメー
ションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

[プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]
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説明フィールド

このフィールドは、プレゼンス機能に対して
設定します。

このアプリケーション ユーザをプレゼンス機
能とともに使用していない場合は、プレゼン
ス グループの設定をデフォルトの [なし
（None）] のままにします。

ドロップダウン リストから、アプリケーショ
ン ユーザのプレゼンス グループを選択しま
す。選択したグループは、IPMASysUser など
のアプリケーション ユーザがモニタする宛先
を指定します。

現在、プレゼンス グループは Cisco
Spark リモート デバイスではサポー
トされていません。

注意

[プレゼンスグループ（Presence Group）]
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説明フィールド

プレゼンス機能によってサポートされる
SUBSCRIBEコーリングサーチスペースによっ
て、 Cisco Unified Communications Manager が
エンド ユーザから発信されるプレゼンス要求
をルーティングする方法が決まります。この
設定では、エンド ユーザのプレゼンス
（SUBSCRIBE）要求のコール処理サーチ ス
ペースと別にコーリング サーチ スペースを適
用できます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザの
プレゼンス要求に使用する SUBSCRIBE コー
リング サーチ スペースを選択します。Cisco
Unified Communications Manager Administration
で設定するすべてのコーリング サーチ スペー
スが、[SUBSCRIBE コーリングサーチスペー
ス（SUBSCRIBE Calling Search Space）] ドロッ
プダウン リストに表示されます。

ドロップダウン リストから、エンド ユーザに
別のコーリング サーチ スペースを選択しない
場合、SUBSCRIBE コーリング サーチ スペー
スのデフォルトは [なし（None）] に設定され
ます。

この目的専用の SUBSCRIBE コーリング サー
チ スペースを設定するには、他のコーリング
サーチ スペースと同様に新しいコーリング
サーチ スペースを設定します。

現在、SUBSCRIBE コーリング サー
チ スペースは Cisco Spark リモート
デバイスではサポートされていませ
ん。

注意

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストから、再ルーティング
に使用するコーリング サーチ スペースを選択
します。

リファラーの再ルーティング コーリング サー
チ スペースを使用して、参照先へのルートが
検索されます。再ルーティング コーリング
サーチ スペースが原因で参照メッセージが失
敗すると、Refer Primitive は「405 Method Not
Allowed」メッセージを表示して要求を拒否し
ます。

リダイレクト（3xx）プリミティブおよび転送
機能も再ルーティング コーリング サーチ ス
ペースを使用して、リダイレクト先または転
送先を検索します。

[再ルーティング用コーリングサーチスペース
（Rerouting Calling Search Space）]

[サイレントの情報（Do Not Disturb
Information）]

リモート デバイスのサイレント機能を有効に
するには、このチェックボックスをオンにし
ます。

DNDオプションが有効になっている
場合、コールは Cisco Spark クライア
ントにはルーティングされません。

注意

現在、サイレント機能は Cisco Spark
リモートデバイスではサポートされ
ていません。

注意

[サイレント（Do Not Disturb）]

電話機で DND を有効にすると、[着信拒否
（Call Reject）] オプションの指定により、着
信コール情報がユーザに表示されなくなりま
す。[DND着信コール警告（DND Incoming Call
Alert）] パラメータの設定に応じて、電話は
ビープを再生するか、コールの点滅通知を表
示します。

現在、サイレント機能は Cisco Spark
リモートデバイスではサポートされ
ていません。

注意

[DNDオプション（DND Option）]
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Cisco Spark デバイスへのディレクトリ番号の追加
Cisco Webex リモート デバイスを登録するには、そのデバイスにディレクトリ番号を追加しま
す。ディレクトリ番号のない Cisco Webex リモート デバイスを登録することはできません。
Cisco Webex リモート デバイスには最大 5 つのディレクトリ番号を追加できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 フィルタの条件を指定して、ディレクトリ番号を関連付ける Cisco Spark のリモート デバイス
をクリックします。

ステップ 3 [関連付け（Association）] ペインで、[新規DNを追加（Add a new DN）] リンクをクリックしま
す。

ステップ 4 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

電話データの移行

手順

目的コマンドまたはアクション

一括管理ツール(BAT)で、データを移行
する電話番号とプロトコルの電話テンプ
レートを作成します。

電話テンプレートの作成（474ページ）ステップ 1

電話機のデータを別の電話に移行しま
す。

電話データの移行 （475 ページ）ステップ 2

電話テンプレートの作成

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] >
[電話テンプレート（Phone Template）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。
[新しい電話テンプレートの追加（Add a New Phone）] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 電話タイプ のドロップダウンリストから、テンプレートを作成する電話機モデルを選択しま
す。[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 デバイスプロトコルの選択のドロップダウンリストから、デバイスのプロトコルを選択しま
す。[次へ（Next）] をクリックします。
電話テンプレートの設定ウィンドウが、選択したデバイスタイプのフィールドとデフォルトエ
ントリと共に表示されます。

ステップ 5 電話の設定ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細に
ついては、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

電話データの移行

始める前に

• 電話機をネットワークから切り離します。
• 新しい電話について、十分なデバイス ライセンス ユニットがあることを確認します。
• 電話機モデルが電話移行をサポートしていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 検索条件を指定して、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 移行する電話機の設定を選択してクリックします。

ステップ 4 関連リンクドロップダウンリストから電話の移行を選択します。
[電話の移行設定（Phone Migration Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ドロップダウン リストから、電話設定を移行する電話モデルの電話テンプレートを選択しま
す。

ステップ 6 設定の移行先とする新規 Cisco Unified IP Phone のメディア アクセス コントロール（MAC）ア
ドレスを入力します。MACアドレスには、12桁の16進数文字を使用する必要があります。

ステップ 7 (オプション)新しい電話の説明を入力します。説明には、任意の言語で最大50文字を指定でき
ますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ
（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 9 新しい電話機は機能が失われる可能性があるという警告が表示されたら、[OK] をクリックし
ます。

次のタスク

新しい電話機をネットワークに接続し、デバイスを登録します。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
475

エンドポイント デバイスの設定
電話データの移行



System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
476

エンドポイント デバイスの設定
電話データの移行



第 45 章

CiscoIPPhone電話の通話診断と品質レポー
トを設置する

• 診断およびレポートの概要 （477 ページ）
• 前提条件 （478 ページ）
• Diagnostics and Reporting の設定タスク フロー （480 ページ）

診断およびレポートの概要
Cisco Unified Communications Manager には、Cisco IP Phone の通話品質を保証するためのオプ
ションが 2 つあります。

• コール診断: コールの診断には、コール管理レコード (CMR) と音声品質メトリックの生成
が含まれています。

• 品質報告ツールQRT-QRTはCisco Unified IP電話の音声品質と一般的な問題報告ツールで
す。このツールを使用すると、ユーザは IP電話に音声やその他の一般的な問題を簡単に、
かつ正確にレポートできます。

コール診断の概要
コール診断を収集するために、SCCP と SIP を実行している Cisco IP Phone を設定することが
できます。通話診断には、診断記録とも呼ばれる通話管理記録(CMR)と音声品質指標が含まれ
る。

音声品質メトリックは、デフォルトで有効になっており、ほとんどの Cisco IP Phone でサポー
トされています。Cisco IP Phone は、MOS (平均意見四つ角) 値に基づいて音声品質メトリック
を計算します。音声品質メトリックでは、ノイズや歪みは考慮されません。フレーム損失だけ
が考慮されます。

CMR レコードには、コールの音声ストリームの品質に関する情報が格納されます。CMR を生
成するように Unified Communications Manager を設定できます。この情報は、請求レコードの
生成やネットワーク分析などの後処理活動に使用できます。
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品質レポートツールの概要
品質レポート ツール（QRT）は、Cisco IP 電話の音声品質と一般的な問題をレポートするツー
ルです。このツールを使用すると、ユーザは IP電話に音声やその他の一般的な問題を簡単に、
かつ正確にレポートできます。

システム管理者は、ユーザの IP 電話に QRT ソフトキーを表示するソフトキー テンプレートを
設定して割り当てることで、QRT 機能を有効化できます。QRT を使用して行うユーザ インタ
ラクションのレベルに応じて、2つの異なるユーザモードを選択できます。次に、システムに
おける機能の動作を定義するため、システム パラメータを設定し、Cisco Unified Serviceability
ツールを設定します。QRT Viewerアプリケーションを使用して、電話の問題レポートを作成、
カスタマイズ、および表示できます。

ユーザーの IP 電話で問題が発生した場合、ユーザーは、コールの状態がオンフックまたは接
続済みのときに Cisco IP 電話の QRT ソフトキーを押すことで、問題のタイプとその他の関連
統計をレポートできます。ユーザは IP 電話で報告されている問題を最もよく表している理由
コードを選択できます。カスタマイズされた電話の問題レポートには、具体的な情報が表示さ
れます。

ユーザが QRT ソフトキーを押して問題の種類を選択すると、QRT はストリーミングの統計情
報を収集しようとします。ストリーミングの統計情報を収集するには、QRTでコールを5秒以
上アクティブにする必要があります。

詳細なコール レポートおよび課金情報
Cisco CDR Analysis and Reporting（CAR）ツールは、サービス品質、トラフィック、ユーザ コー
ル量、課金情報、ゲートウェイに関する詳細なレポートを生成します。CAR は、コール詳細
レコード（CDR）、コール管理レコード（CMR）、および Unified Communications Manager デー
タベースのデータを使用してレポートを生成します。CARインターフェイスには、CiscoUnified
Serviceability の [ツール (Tools)] メニューからアクセスできます。

CAR は、サードパーティが提供するコール アカウンティング/課金ソリューションに代わるも
のではありません。Cisco Developer Community のホームページで、これらのソリューションを
提供する、Cisco Technology Developer Program のメンバ企業を検索できます。

CAR でレポートを設定する方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager の
コールレポートおよび課金管理ガイド』を参照してください。

前提条件

コール診断の要件
Cisco Unified IP Phone がコール診断をサポートしているかどうかを確認します。

次の表を使用して、電話機がコール診断をサポートしているかどうかを確認します。コール診
断の凡例は、次のようにサポートされています。
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• X：SCCP と SIP の両方を実行している電話機によるサポート

• S：SCCP 機能のみ

表 61 : コール診断のデバイスサポート

コール診断のサポートデバイス

XCisco Unified IP Phone 7906

XCisco Unified IP Phone 7911

XCisco Unified IP Phone 7931

SCisco Unified IP Phone 7940

XCisco Unified IP Phone 7941

XCisco Unified IP Phone 7942-G

XCisco Unified IP Phone 7942-G/GE

XCisco Unified IP Phone 7945

SCisco Unified IP Phone 7960

XCisco Unified IP Phone 7961

XCisco Unified IP Phone 7962-G

XCisco Unified IP Phone 7962-G/GE

XCisco Unified IP Phone 7965

XCisco Unified IP Phone 7972-G/GE

XCisco Unified IP Phone 7975

品質レポートツールの要件
Cisco IP電話の機能：

• ソフトキー テンプレートのサポート

• IP Phone サービスのサポート

• CTI による制御が可能

• 内部 HTTP サーバを含む

詳細については、お使いの電話モデルのガイドを参照してください。
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Diagnostics and Reporting の設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

このタスクを実行すると、CMR を生成
するように Cisco Unified Communication

コール診断の設定 （481 ページ）ステップ 1

Manager を設定できます。CMR レコー
ドには、コールの音声ストリームの品質
に関する情報が格納されます。CDRへの
アクセスの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Call
Detail Records アドミニストレーション
ガイド』を参照してください。

音声品質メトリックは、Cisco IP Phone
で自動的に有効になります。音声品質メ
トリックへのアクセス方法の詳細につい
ては、ご使用の電話機モデルの『Cisco
Unified IP Phone アドミニストレーショ
ン ガイド』を参照してください。

品質レポートツール (QRT)を設定して、
IP phone で問題が発生したユーザが、

品質レポート ツールの設定 （481 ペー
ジ）を行うには、次のサブタスクを実行
します。

ステップ 2

QRT ソフトキーを押すことによって、
問題のタイプやその他の関連統計情報を
レポートできるようにします。

• QRT ソフトキーを含むソフトキー
テンプレートの設定（482ページ）

• 共通デバイス設定と QRT ソフト
キーテンプレートの関連付け（484
ページ）

• 電話機への QRT ソフトキー テンプ
レートの追加 （485 ページ）

• Cisco Unified Serviceability での QRT
の設定 （486 ページ）

• 品質レポートツールのサービスパラ
メータの設定 （489 ページ）
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コール診断の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから、Cisco CallManager サービスを実行している
サーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CallManager] を選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス - 全般）（Clusterwide Parameters (Device - General)）] エ
リアで、[コール診断有効（Call Diagnostics Enabled）] サービス パラメータを設定します。次
のオプションを使用できます。

• [無効（Disabled）]：CMR は生成されません。

• [CDR有効フラグが True の場合のみ有効化（Enabled Only When CDR Enabled Flag is True）]：
[呼詳細レコード（CDR）有効化フラグ（Call Detail Records (CDR) Enabled Flag ）] サービ
ス パラメータが True に設定されている場合のみ、CMR が生成されます。

• [CDR 有効化フラグに関係なく有効化（Enabled Regardless of CDR Enabled Flag）]：[CDR
有効化フラグ（CDR Enabled Flag）] サービス パラメータの値に関係なく、CMR が生成さ
れます。

[CDR有効化フラグ（CDR Enabled Flag）] サービス パラメータを有効にせずに CMR
を生成すると、制御されずにディスク容量が消費される場合があります。CMR を有
効にする場合は、CDR を有効にすることをお勧めします。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

品質レポート ツールの設定
品質レポートツール (QRT) を設定して、IP phone で問題が発生したユーザが、QRT ソフトキー
を押すことによって、問題のタイプやその他の関連統計情報をレポートできるようにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

QRTソフトキーのオンフック状態と接続
済みコール状態を設定する必要がありま
す。次のコール状態も利用できます。

QRT ソフトキーを含むソフトキー テン
プレートの設定 （482 ページ）

ステップ 1

• 接続された会議
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目的コマンドまたはアクション

• 接続転送

ソフトキー テンプレートを電話で使用
できるようにするには、この手順か次の

（任意） 共通デバイス設定と QRT ソフ
トキー テンプレートの関連付け （484

ステップ 2

手順のいずれかを実行する必要がありまページ）を行うには、次のサブタスクを
実行します。 す。システムが [共通デバイス設定

（Common Device Configuration）] を使• 共通デバイス設定への QRT ソフト
キーテンプレートの追加（484ペー
ジ）

用して設定オプションを電話機に適用す
る場合は、この手順に従います。これ
は、電話機でソフトキー テンプレート

• 電話機と共通デバイス設定の関連付
け （485 ページ）

を使用できるようにする際に、最も一般
的に使用されている方法です。

次の手順は、ソフトキー テンプレート
と共通デバイス設定を関連付けるための

（任意） 電話機への QRT ソフトキー テ
ンプレートの追加 （485 ページ）

ステップ 3

代替手段として、または共通デバイス設
定と共に使用します。ソフトキー テン
プレートを適用して、共通デバイス設定
での割り当てや、他のデフォルトのソフ
トキーの割り当てを上書きする必要があ
る場合は、次の手順を共通デバイス設定
と共に使用します。

Cisco Unified Serviceability での QRT の
設定（486ページ）を行うには、次のサ
ブタスクを実行します。

ステップ 4

• Cisco Extended Functions サービスの
有効化 （487 ページ）

• アラームの設定 （487 ページ）
• トレースの設定 （488 ページ）

（任意） 品質レポートツールのサービ
スパラメータの設定 （489 ページ）

ステップ 5

QRT ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの設定
QRTソフトキーのオンフック状態と接続済みコール状態を設定する必要があります。次のコー
ル状態も利用できます。

• 接続された会議

• 接続転送
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）] を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、
次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）] をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）] をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）] フィールドに、テンプレートの新

しい名前を入力します。
d) [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）] をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルト ソフトキー テンプレート（Default Softkey Template）] チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキー テンプレートをデフォルトのソフトキー テンプレートとして指定し
た場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除す
ることができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）] ドロップダウン リストから [ソフトキー レイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）] を選択し、[移動（Go）] をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）] ドロップダウン リストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）] リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）] リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

• すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）] をクリックしてデバイスを再起動します。

• 新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を
参照してください。
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次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

• 共通デバイス設定への QRT ソフトキー テンプレートの追加 （484 ページ）

• 電話機への QRT ソフトキー テンプレートの追加 （485 ページ）

共通デバイス設定と QRT ソフトキー テンプレートの関連付け
（省略可）ソフトキー テンプレートを電話機に関連付ける方法は 2 つあります。

• ソフトキー テンプレートを電話機設定に追加する。

• ソフトキー テンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について
説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合
は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう
にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機へのQRTソフトキーテンプレートの追加（485ページ）」
を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定への QRT ソフトキー
テンプレートの追加 （484 ページ）

ステップ 1

電話機と共通デバイス設定の関連付け
（485 ページ）

ステップ 2

共通デバイス設定への QRT ソフトキー テンプレートの追加

始める前に

QRT ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの設定 （482 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）] を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）] をクリックします。
b) [名前（Name）] フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
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c) [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）] をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキー テンプレート（Softkey Template）] ドロップダウン リストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキー テンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

• すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）] をクリックしてデバイスを再起動します。

• 新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

次のタスク

電話機と共通デバイス設定の関連付け （485 ページ）

電話機と共通デバイス設定の関連付け

始める前に

共通デバイス設定への QRT ソフトキー テンプレートの追加 （484 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )] をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）] ドロップダウン リストから、新しいソフ
トキー テンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）] をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機への QRT ソフトキー テンプレートの追加

始める前に

QRT ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの設定 （482 ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタン テンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタン テンプレート（Phone Button Template）] ドロップダウン リストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタン テンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

Cisco Unified Serviceability での QRT の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco 拡張ファンクションサービスをア
クティブにすると、品質レポートツール

Cisco Extended Functions サービスの有効
化 （487 ページ）

ステップ 1

などの音声品質機能がサポートされま
す。

QRT のアラームを設定して、SysLog
ビュアー内のアプリケーションログのエ

アラームの設定 （487 ページ）ステップ 2

ラーをログに記録します。この機能は、
アラームをログに記録し、アラームの説
明と推奨される操作を提供します。
Syslog ビューアにはCisco Unified
Real-Time Monitoring Toolからアクセス
できます。

音声アプリケーションのトレース情報を
ログに記録するように、QRT のトレー

トレースの設定 （488 ページ）ステップ 3

スを設定します。QRTのトレースファイ
ルに含める情報を構成したら、Cisco
Unifie Rreal-Time監視ツールのトレース
とログセンターオプションを使用して、
トレースファイルを収集して表示できま
す。
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Cisco Extended Functions サービスの有効化

Cisco 拡張ファンクションサービスをアクティブにすると、品質レポートツールなどの音声品
質機能がサポートされます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability から、[ツール（Tools）] > [サービスの有効化（Service Activation）]
を選択します。

ステップ 2 サーバドロップダウンリストから、Cisco Extended Functionsサービスを有効にするノードを選
択します。

ステップ 3 Cisco Extended Functionsチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

アラームの設定 （487 ページ）

アラームの設定

QRT のアラームを設定して、SysLog ビュアー内のアプリケーションログのエラーをログに記
録します。この機能は、アラームをログに記録し、アラームの説明と推奨される操作を提供し
ます。Syslog ビューアにはCisco Unified Real-Time Monitoring Toolからアクセスできます。

始める前に

Cisco Extended Functions サービスの有効化 （487 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability で、アラーム > 設定 を選択します。

ステップ 2 サーバドロップダウンリストから、ノードを設定する サーバを選択します。

ステップ 3 サービスグループドロップダウンリストから、CMサービスを選択します。

ステップ 4 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco Extended Functions] を選択します。

ステップ 5 ローカルSyslogsとSDIトレースの両方についてアラームの有効化チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 6 このドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択し、ローカルSyslogsとSDI
トレースの両方に アラームイベントレベルを設定します。

• 緊急：このレベルは、システムが使用不可であることを示します。
• アラート：このレベルは、ただちに処置が必要であることを示します。
• 重要：システムが重要な状態を検出したことを示します。
• エラー: エラー条件が検出されたことを示します。
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• 警告：このレベルは、警告状態が検出されたことを示します。
• 注意: 通常の重要な条件が検出されていることを示します。
• 情報：情報メッセージのみを示す。
• デバッグ：Cisco技術サポートセンター(TAC)エンジニアにデバッグ用の詳細なイベント情

報を指示します。

デフォルト値は Error です。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

トレースの設定 （488 ページ）

トレースの設定

音声アプリケーションのトレース情報をログに記録するように、QRT のトレースを設定しま
す。QRTのトレースファイルに含める情報を構成したら、Cisco Unifie Rreal-Time監視ツールの
トレースとログセンターオプションを使用して、トレースファイルを収集して表示できます。

始める前に

アラームの設定 （487 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability から トレース > 設定を選択します。

ステップ 2 サーバドロップダウンリストから、トレースを構成するノードを選択します。

ステップ 3 サービスグループドロップダウンリストから、CMサービスを選択します。

ステップ 4 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco Extended Functions] を選択します。

ステップ 5 トレースオンチェックボックスをオンにします。

ステップ 6 このドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択し、デバッグトレースレベ
ルを設定します。

• エラー：すべてのエラー状態、およびプロセスとデバイス初期化メッセージを追跡しま
す。

• 特殊：通常運転中に発生したすべての特殊な条件とサブシステムの状態遷移を追跡しま
す。コール処理イベントをトレースします。

• 状態遷移通常の操作中に発生したすべての状態遷移条件とメディア層イベントを追跡しま
す。

• 重要：すべての重要条件とルーチンの入り口と出口を追跡します。すべてのサービスがこ
の追跡レベルを使用するわけではありません。

• Entry_exit：すべての入力条件と終了条件、および基礎となるデバッグ情報を追跡します。
• 任意：すべての条件と詳細なデバッグ情報を追跡します。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
488

エンドポイント デバイスの設定
トレースの設定



• 詳細：アラート状態とイベントを追跡します。異常なパスで生成されたすべてのトレース
に使用します。最小の CPU サイクル数を使用します。

デフォルト値は Error です。

トラブルシューティングのためには、このセクションにあるすべてのチェックボック
スをオンにするようにしてください。

ヒント

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

（省略可） 品質レポートツールのサービスパラメータの設定 （489 ページ）

品質レポートツールのサービスパラメータの設定

Cisco Technical Assistance Center（TAC）の指示があった場合を除き、デフォルトのサービスパ
ラメータ設定の使用をお勧めします。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、システム > サービスパラメータを選択
します。

ステップ 2 QRT アプリケーションが存在するサーバを選択します。

ステップ 3 Cisco Extended Functionsサービスを選択します。

ステップ 4 サービスパラメータを設定します。サービスパラメータとその設定オプションの詳細について
は、「関連項目」セクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
品質レポート ツールのサービス パラメータ （490 ページ）
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品質レポート ツールのサービス パラメータ

表 62 : 品質レポート ツールのサービス パラメータ

説明パラメータ

拡張メニュー選択項目をユーザに表示するか
どうかを決定します。次のいずれかの設定オ
プションを選択できます。

• このフィールドを [True] に設定すると、
拡張メニュー選択項目が表示されます（対
話モード）。

• このフィールドを [False] に設定すると、
拡張メニュー選択項目が表示されません
（サイレント モード）。

• 推奨するデフォルト値としてFalse（サイ
レント モード）が設定されています。

拡張 QRT メニューの選択肢を表示する
（Display Extended QRT Menu Choices）

ストリーミング統計情報のポーリングに使用
する間隔を決定します。次のいずれかの設定
オプションを選択できます。

• このフィールドを [-1]に設定すると、コー
ルが終了するまでポーリングが行われま
す。

• このフィールドを [0]に設定すると、ポー
リングはまったく行われません。

• このフィールドを任意の正の値に設定す
ると、その秒数の間、ポーリングが行わ
れます。コールが終了すると、ポーリン
グは停止します。

• 推奨するデフォルトの値として、-1（コー
ルが終了するまでポーリングを行う）が
設定されています。

ストリーミング統計のポーリング期間
（Streaming Statistics Polling Duration）

ポーリング間に待機する秒数を入力します。

値の範囲は、30 ～ 3600 です。推奨するデフォ
ルトの値として30が設定されています。

ストリーミング統計のポーリング頻度（秒）
（Streaming Statistics Polling Frequency
(seconds)）
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説明パラメータ

ファイルカウントを再起動し、古いファイル
を上書きする前に、最大ファイル数を入力し
ます。

有効な値は1~1万です。推奨するデフォルトの
値は250です。

最大ファイル数（Maximum No. of Files）

各ファイルでの行の最大数を入力します。こ
の数を超えると、次のファイルが始まります。

• 値の範囲は、100 ～ 2000 です。

• 推奨するデフォルトの値として 2000 が設
定されています。

1 ファイルあたりの最大回線数（Maximum No.
of Lines per File）

CTI マネージャへのセキュアな接続を開くた
めに Cisco Extended Function サービスが使用す
る、アプリケーションユーザCCMQRTSysUser
の CAPF アプリケーション プロファイルのイ
ンスタンス ID を入力します。CTI Manager
Connection Security Flag パラメータが有効な場
合、このパラメータを設定する必要がありま
す。

CTI Manager Connection Security Flag
サービスパラメータを有効にするこ
とで、セキュリティをオンにしま
す。変更を有効にするためには、
Cisco Extended Functions サービスを
再起動する必要があります。

（注）

CTI Managerに安全に接続するためのCAPFプ
ロファイルインスタンスID（CAPF Profile
Instance Id for Secure Connection to CTI
Manager）

Cisco Extended Functions サービスの CTI
Manager接続のセキュリティを有効にするか、
または無効にするかを選択します。有効にす
ると、Cisco Extended Functions はアプリケー
ション ユーザ CCMQRTSysUser のインスタン
ス ID に設定された CAPF アプリケーション
プロファイルを使用して、CTI マネージャへ
のセキュアな接続を開きます。

値は True または False を選択します。CTI へ
のセキュアな接続を有効にするには、True を
選択する必要があります。

CTI Manager接続セキュリティフラグ（CTI
Manager Connection Security Flag）
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第 46 章

サードパーティ製 SIP 電話の設定

• サードパーティ SIP エンドポイントの概要 （493 ページ）
• サードパーティ SIP エンドポイントの設定タスク フロー （494 ページ）

サードパーティ SIP エンドポイントの概要
Unified Communications Manager では、SIP を実行する Cisco IP Phone に加えて、さまざまなサー
ドパーティ SIP エンドポイントをサポートしています。Cisco Unified Communications Manager
の管理ページで、次のサードパーティ製 SIP エンドポイントを設定できます。

• サードパーティのSIP デバイス（アドバンスト）：この8回線の SIPデバイスは、RFC3261
に準拠し、SIPを実行しているサードパーティ製の電話機です。

• サードパーティのSIP デバイス（ベーシック）：この1回線の SIP デバイスは、RFC3261
に準拠し、SIPを実行しているサードパーティ製の電話機です。このデバイスには3つのデ
バイス ライセンス ユニット（DLU）が必要です。

• Assured Services SIP（AS-SIP）エンドポイントは、MLPP、DSCP、TLS/SRTP、および IPv6
の要件に準拠したSIPエンドポイントです。AS-SIP は、Unified Communications Manager上
で複数のエンドポイントインターフェイスを実現します。

• Generic Desktop Video Endpoint：このSIPデバイスは、ビデオ、セキュリティ、設定可能な
信頼、およびシスコの拡張機能をサポートします。このデバイスは 8 回線をサポートしま
す。コールとビジー トリガーの最大数はそれぞれ 4 と 2 です。

• Generic Single Screen Room System：このSIP デバイスは、単一画面のテレプレゼンス（ルー
ム システム）、ビデオ、セキュリティ、設定可能な信頼、およびシスコの拡張機能をサ
ポートします。このデバイスは8回線をサポートします。コールとビジートリガーの最大
数はそれぞれ 4 と 2 です。

• Generic Single Screen Room System：このSIPデバイスは、複数画面のテレプレゼンス（ルー
ムシステム）、ビデオ、セキュリティ、設定可能な信頼、およびシスコの拡張機能をサ
ポートします。このデバイスは8回線をサポートします。コールとビジートリガーの最大
数はそれぞれ 4 と 2 です。
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サードパーティ SIP エンドポイントの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

ダイジェスト認証を有効にするには、ダ
イジェストユーザであるエンドユーザを

ダイジェストユーザの設定 （495 ペー
ジ）

ステップ 1

設定します。SIPトランクにチャレンジ
を開始すると、Cisco Unified
Communications Managerは、エンドユー
ザー構成ウィンドウで指定した要約証明
書を使用してSIPユーザーエージェント
の応答を検証します。

サードパーティのsip電話がサマリー・
ユーザーをサポートしていない場合は、
ユーザーIDがサードパーティのSIP電話
のディレクトリ番号と一致するユーザー
を作成します。たとえば、1000という名
前のエンド ユーザを作成し、電話機に
1000というカタログ番号を作成します。
このユーザを電話機に割り当てます。

SIP トランクに関連付けられている SIP
属性のセットを提供します。

SIP プロファイルの設定 （451 ページ）ステップ 2

ダイジェスト認証を使用するには、新し
い電話セキュリティ プロファイルを設

電話セキュリティ プロファイルの設定
（496 ページ）

ステップ 3

定する必要があります。自動登録用に提
供されている標準の非セキュアSIPプロ
ファイルの1つを使用する場合は、ダイ
ジェスト認証を使用可能にできません。

サードパーティエンドポイントを設定し
ます。

サードパーティSIPエンドポイントの追
加 （497 ページ）

ステップ 4

サードパーティのエンドポイントをエン
ドユーザーに関連付けます。

エンドユーザへのデバイスの関連付け
（498 ページ）

ステップ 5

次のタスク

電源を供給し、ネットワーク接続を検証し、サードパーティのSIPエンドポイントのネットワー
ク設定を構成します。ネットワーク設定の設定の詳細については、サードパーティ SIP エンド
ポイントのユーザガイドを参照してください。
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ダイジェストユーザの設定
ダイジェストユーザとして、エンドユーザを設定するには、次の手順を実行します。ダイジェ
スト認証によって、Cisco Unified Communications Manager は接続してくるデバイスが正当なも
のかどうかを確認できます。確認するとき、デバイスはユーザ名とパスワードに類似したダイ
ジェスト クレデンシャルを検証用に Cisco Unified Communications Manager に送ります。送られ
たクレデンシャルがデータベース内に設定されたそのデバイスに対するクレデンシャルと一致
した場合、ダイジェスト認証は成功となり、Cisco Unified Communications Manager によって SIP
リクエストが処理されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ
（End User）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ ID（User ID）] を入力します。

ステップ 4 [姓（Last Name）] に入力します。

ステップ 5 [ダイジェスト クレデンシャル（Digest Credentials）] を入力します。ダイジェスト クレデン
シャルは英数文字列です。

ステップ 6 [エンドユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウでその他のフィールドに入力しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

SIP 電話のセキュア ポートの設定 （450 ページ）

SIP プロファイルの設定
AS-SIP エンドポイント と SIP トランクの SIP プロファイルを、SIP 設定を使用して設定するに
は、次の手順を使用します。

始める前に

• SIP 電話のセキュア ポートの設定 （450 ページ）

• サービスの再起動 （451 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIP プロファイル（SIP Profile）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 プロファイルをコピーする場合は、[コピー（Copy）] 列のファイル アイコンをクリックしま
す。

ステップ 4 新しいプロファイルの名前と説明を入力します。

ステップ 5 IPv6 スタックが構成されていて、2 つのスタックを展開する場合は、[ANATを有効化（Enable
ANAT）] チェックボックスをオンにします。

この設定は、Unity Connection を展開しているかどうかに適用されます。（注）

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

電話セキュリティ プロファイルの設定 （496 ページ）

電話セキュリティ プロファイルの設定
Cisco Unified Communications Manager は、自動登録用の事前に定義された非セキュアなセキュ
リティプロファイル一式を提供します。電話のセキュリティ機能を有効にするには、新しいセ
キュリティプロファイルを設定し、それを電話に適用する必要があります。次の手順を実行し
て、新しいセキュリティプロファイルを設定します。

始める前に

SIP 電話を設定する場合は、次の手順を完了します。

• SIP 電話のセキュア ポートの設定 （450 ページ）

• サービスの再起動 （451 ページ）

• SIP プロファイルの設定 （451 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電
話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）] の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。
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ステップ 3 [電話のセキュリティプロファイルのタイプ（Phone Security Profile Type）] ドロップダウン リ
ストから [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）] を選択し、デバイ
ステンプレートを使用してプロビジョニングする際に使用できるプロファイルを作成します。

必要に応じて、特定のデバイス モデルのセキュリティ プロファイルを作成すること
もできます。

（注）

ステップ 4 プロトコルを選択します。

ステップ 5 [Name] フィールドにプロファイルの適切な名前を入力します。

ステップ 6 TLS シグナリングを使用してデバイスに接続する場合は、[デバイスのセキュリティモード
（Device Security Mode）] を [認証済み（Authenticated）] または [暗号化（Encrypted）] に設定
し、[トランスポートタイプ（Transport Type）] を [TLS] に設定します。

ステップ 7 （任意）電話でダイジェスト認証を使用する場合は、[OAuth認証の有効化（Enable OAuth
Authentication）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 （任意）暗号化された TFTP を使用する場合は、[TFTP暗号化設定（TFTP Encrypted Config）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [電話のセキュリティプロファイルの設定（Phone Security Profile Configuration）] ウィンドウ
で、残りのフィールドを入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘ
ルプを参照してください。

ステップ 10 [保存（Save）] をクリックします。

サードパーティ SIP エンドポイントの追加

始める前に

ダイジェストユーザの設定 （495 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• 新しいサードパーティ エンドポイントを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリッ
クします。

• 既存のサードパーティエンドポイントを選択するには、[検索（Find）] をクリックして検
索します。

ステップ 3 [電話タイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから、次のいずれかを選択します。

• [サードパーティ SIP デバイス（基本）（Third-party SIP Device (Basic)）]
• [サードパーティ SIP デバイス（拡張）（Third-party SIP Device (Advanced)）]
• [サードパーティ AS-SIP デバイス（Third-Party AS-SIP Device）]
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• [サードパーティ AS-SIP エンドポイント（Third-party AS-SIP Endpoint）]
• [汎用デスクトップ ビデオ エンドポイント（Generic Desktop Video Endpoint）]
• [汎用 1 画面ルーム システム（Generic Single Screen Room System）]
• [汎用複数画面ルーム システム（Generic Multiple Screen Room System）]

ステップ 4 [ダイジェストユーザ（Digest User）] ドロップダウン リストから、作成したユーザを選択しま
す。

ステップ 5 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 サードパーティのエンドポイントの電話番号を設定するには、ウィンドウの左側にある [関連
付け情報（Association Information）] エリアに表示される、[新しい DN を追加（Add a New
DN）] リンクをクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定し
ます。フィールドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

次のタスク

エンドユーザへのデバイスの関連付け （498 ページ）

エンドユーザへのデバイスの関連付け
サードパーティのエンドポイントにエンドユーザを関連付けるには、この手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ
（End User）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、デバイスに関連付けるユーザを選択します。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）] セクションで、[デバイスの関連付け（Device Association）]
を選択します。
[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [検索（Find）] をクリックすると、使用可能なデバイスのリストが表示されます。

ステップ 5 関連付けるデバイスを選択して、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）] をクリックしま
す。

ステップ 6 [関連リンク（Related Links）] から、[ユーザの設定に戻る（Back to User）] を選択し、[移動
（Go）] をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示され、選択し、割り当てた
デバイスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）] ペインに表示されます。
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サードパーティ製品の連携動作と制限事項

サードパーティ製品の制限

表 63 : サードパーティSIPエンドポイントの制限

説明制限事項

Cisco Unified Communications Manager に登録さ
れた VCS エンドポイント上で発生する転送を
要求するためのブラインド転送やスイッチに
は、リングバック トーンはありません。コー
ル転送を行う場合は、[保留 (MOH)] で音楽を
割り当てますが、ringback 音は割り当てませ
ん。

サードパーティ SIP エンドポイントに登録さ
れている Cisco Video Communications Server
(VCS) の Ringback トーン制限
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第 47 章

デバイス プロファイルとテンプレート

• デバイスプロファイルおよびテンプレートの概要 （501 ページ）
• デバイス プロファイルとテンプレートの設定タスク フロー （502 ページ）

デバイスプロファイルおよびテンプレートの概要
この章では、デバイスプロファイルとテンプレートを構成する方法について説明します。特定
の機能の設定については、『Cisco Unified Communications Manager 機能設定ガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。

デバイス プロファイル
デバイスプロファイルは、特定のデバイスに関連付けられたサービス、機能、ディレクトリ番
号を定義します。デバイスプロファイルを設定すると、ユーザデバイスプロファイルをユーザ
に割り当てることができるため、ユーザがデバイスにログインすると、その機能とサービスが
デバイスで使用できるようになります。

エンドポイントの SIP プロファイル
SIP プロファイルは、SIP エンドポイントに関連付けられている一連の SIP 属性で構成されて
います。SIP プロファイルには、名前、説明、タイミング、再試行、コール ピックアップ URI
などが含まれます。プロファイルに含まれる一部の標準エントリは、削除または変更ができま
せん。

デバイス プロファイルとテンプレート
Cisco Unified Communications Manager は、デバイス プロファイルのデフォルトもサポートしま
す。ユーザーがユーザーデバイスプロファイルが存在しない電話番号にログインするたびに、
Cisco Unified Communications Managerはデフォルトデバイスプロファイルを使用します。
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ピアツーピアのイメージ配信
ピアファームウェア共有機能は、高速なキャンパス LAN を設定する場合に次の利点をもたら
します。

• 中央集中型 TFTP サーバへの TFTP 転送で、輻輳が抑制されます。

• ファームウェアのアップグレードを手動で制御する必要がありません。

• アップグレード中に多数のデバイスを同時にリセットするとき、電話機のダウンタイムが
削減されます。

ピアファームウェア共有機能は、帯域幅の限られた WAN リンク経由で事業所が配置されてい
るシナリオにおいて、ほとんどの状況でファームウェアのアップグレードを最適化します。

この機能を有効になっている場合、電話でサブネット上の類似した電話を検出できるようにな
ります。これらの電話はファームウェアイメージを構成するファイルを要求しており、ファイ
ルごとに階層を自動的に結合することができます。ファームウェアイメージを構成する個々の
ファイルを TFTP サーバから取得できるのは、階層内のルート電話機だけです。ファイルは、
TCP接続を使用して転送階層の下方向にすぐに転送され、サブネット上の他の電話機に到達し
ます。

デバイス プロファイルとテンプレートの設定タスク フ
ロー

手順

目的コマンドまたはアクション

デフォルト デバイス プロファイルをソ
フトキー テンプレートに追加します。

デフォルトのデバイスプロファイルでの
ソフトキーテンプレートの設定 （504
ページ）

ステップ 1

（省略可）電話機でソフトキーテンプ
レートを使用できるようにするには、テ

共通デバイス設定とソフトキー テンプ
レートの関連付け （505 ページ）

ステップ 2

ンプレートを共通デバイス設定に関連付
けるか、電話機に直接関連付ける必要が
あります。システムが共通のデバイス構
成を使用して電話に設定オプションを適
用する場合は、この手順を実行します
(これは、電話でソフトキーテンプレー
トを使用できる最も一般的な方法です)。
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目的コマンドまたはアクション

一括管理ツールを使用して複数の電話で共
通デバイス構成を関連付ける方法の詳細に
ついては、『 Cisco Unified Communications
Manager一括管理ガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参
照してください。.

（注）

（省略可）次の手順は、ソフトキー テ
ンプレートと共通デバイス設定を関連付

電話機とソフトキー テンプレートの関
連付け （507 ページ）

ステップ 3

けるための代替手段として、または共通
デバイス設定と共に使用します。ソフト
キーテンプレートを適用して、共通デバ
イス設定での割り当てや、他のデフォル
トのソフトキーの割り当てを上書きする
必要がある場合は、次の手順を共通デバ
イス設定と共に使用します。

（省略可）この手順は、ソフトキーテン
プレートを設定する代わりに使用しま

機能管理ポリシーの設定タスク フロー
（507 ページ）

ステップ 4

す。特定の機能を有効または無効にする
機能制御ポリシーを設定して、電話機に
表示されるソフトキーの表示を制御でき
ます。共通の機能セットを使用させる
ユーザ グループの機能制御ポリシーを
作成できます。たとえば、コール パー
ク機能とコール ピックアップ機能は一
般に営業グループの従業員に使われます
が、社内の従業員すべてには使われませ
ん。これら2つの機能のみ有効にする機
能制御ポリシーを作成し、営業グループ
にそのポリシーを指定します。機能制御
ポリシーを作成したら、そのポリシーを
各電話機、電話機のグループ、またはシ
ステム内のすべての電話機に関連付けま
す。

次の手順を使用して、各 Cisco IP Phone
モデルのデフォルトテンプレートを含め

電話ボタン テンプレートの設定 （511
ページ）

ステップ 5

ることができます。電話を追加する場合• 電話機とボタン テンプレートの関
連付け （512 ページ） は、電話ボタン テンプレートの 1 つを
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目的コマンドまたはアクション

電話に割り当てるか、独自のテンプレー
トを作成します。

SIP または SCCP をサポートしている任
意の電話機モデル用のデバイスプロファ
イルを設定します。

デバイスプロファイルの設定（512ペー
ジ）

ステップ 6

電話機の新しいSIPプロファイルを設定
します。

エンドポイントのSIPプロファイルの設
定 （513 ページ）

ステップ 7

SIP または SCCP をサポートしている任
意の電話機モデル用のデフォルトのデバ
イスプロファイルを設定します。

デフォルトのデバイス プロファイルの
設定 （513 ページ）

ステップ 8

デフォルトのデバイスプロファイルでのソフトキーテンプレートの設
定

Cisco Unified Communications Manager には、コール処理およびアプリケーション用の標準のソ
フトキー テンプレートが含まれています。カスタム ソフトキー テンプレートを作成するとき
は、標準テンプレートをコピーして、必要に応じて変更します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）] を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、
次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）] をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）] をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）] フィールドに、テンプレートの新

しい名前を入力します。
d) [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）] をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルト ソフトキー テンプレート（Default Softkey Template）] チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。
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あるソフトキー テンプレートをデフォルトのソフトキー テンプレートとして指定し
た場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除す
ることができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）] ドロップダウン リストから [ソフトキー レイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）] を選択し、[移動（Go）] をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）] ドロップダウン リストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）] リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）] リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

• すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）] をクリックしてデバイスを再起動します。

• 新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を
参照してください。

次のタスク

次のいずれかの設定ウィンドウにあるソフトキーテンプレートドロップダウンからテンプレー
トを選択すると、カスタマイズされたソフトキーテンプレートをデバイスに適用できます。

• [電話の設定（Phone Configuration）]

• [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]

• [BATテンプレート（BAT Template）]

• [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]

• [デバイスプロファイル（Device Profile）]

• [デフォルトのデバイスプロファイル（Default Device Profile）]

• [UDPプロファイル（UDP Profile）]

共通デバイス設定とソフトキー テンプレートの関連付け
（省略可）ソフトキー テンプレートを電話機に関連付ける方法は 2 つあります。

• ソフトキー テンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）] に追加する。
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• ソフトキー テンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について
説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合
は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう
にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機とソフトキーテンプレートの関連付け」のセクションを参
照してください。

手順

ステップ 1 共通デバイス設定へのソフトキー テンプレートの追加 （506 ページ）

ステップ 2 電話機と共通デバイス設定の関連付け （507 ページ）

共通デバイス設定へのソフトキー テンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）] を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）] をクリックします。
b) [名前（Name）] フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）] をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキー テンプレート（Softkey Template）] ドロップダウン リストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキー テンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

• すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）] をクリックしてデバイスを再起動します。

• 新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。
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電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )] をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）] ドロップダウン リストから、新しいソフ
トキー テンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）] をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキー テンプレートの関連付け
（省略可）ソフトキーテンプレートを共有デバイス設定に関連付ける代わりに、この手順を使
用します。この手順は、共通デバイス設定とともにも機能します。共有デバイス設定での割り
当て、またはその他のデフォルトのソフトキー割り当てをオーバーライドするソフトキーテン
プレートを割り当てる場合に、この手順を使用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、ソフトキー テンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキー テンプレート（Softkey Template）] ドロップダウン リストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）] を押して、電話機の設定を更新します。

機能管理ポリシーの設定タスク フロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Reporting にログインし、
電話機能リスト レポートを実行して、

電話機能一覧の生成 （508 ページ）ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

機能管理ポリシーをサポートする電話を
決定します。

Cisco IP 電話の機能管理ポリシーを作成
します。

機能管理ポリシーの作成（509ページ）ステップ 2

機能管理ポリシーを設定したら、そのポ
リシーを各電話機、電話機のグループ、

次のいずれかの操作を実行します。ステップ 3

• 電話への機能管理ポリシーの適用
（509 ページ） またはシステム内のすべての電話機に関

連付ける必要があります。各電話の機能
• 共通の電話プロファイルへの機能管

理ポリシーの適用 （510 ページ）
管理ポリシーは、クラスタ全体の機能管
理ポリシーより優先されます。

• すべての電話への機能管理ポリシー
の適用 （510 ページ） 一括管理ツールを使用して複

数の電話に機能管理ポリシー
を適用する方法については、
『Cisco Unified Communications
Manager 一括管理ガイド』を
参照してください。

（注）

電話機能一覧の生成
電話機能一覧のレポートを生成し、設定したい機能をどのデバイスがサポートしているのか判
別します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [システ
ムレポート（System Reports）] を選択します。

ステップ 2 レポートのリストから、[Unified CM 電話機能一覧（Unified CM Phone Feature List）] をクリッ
クします。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

• [レポートの新規生成（Generate New Report）] （棒グラフのアイコン）を選択し、新しい
レポートを生成します。

• レポートが存在する場合は、Unified CM電話機能一覧を選択します。

ステップ 4 [製品（Product）] ドロップダウン リストから、[All] を選択します。

ステップ 5 設定の対象となる機能の名前をクリックします。

ステップ 6 レポートを生成するには、[送信（Submit）] をクリックします。
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機能管理ポリシーの作成
機能管理ポリシーを作成するには、次の手順に従います。このポリシーを使用して、特定の機
能を有効化または無効化し、電話に表示されるソフトキーの外観を制御します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• 既存のポリシーの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）] をクリック
し、結果のリストからポリシーを選択します。

• 新しいポリシーを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

[機能管理ポリシーの設定（Feature Control Policy Configuration）] ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 [名前（Name）] フィールドに機能管理ポリシーの名前を入力します。

ステップ 4 [説明（Description）] フィールドに、この機能管理ポリシーの説明を入力します。

ステップ 5 [機能管理セクション（Feature Control Section）] でリストされている各機能に対して、システ
ム デフォルトをオーバーライドするか、次の設定を有効/無効にするかを選択します。

• デフォルトで有効な機能の設定を無効にする場合は、[デフォルトをオーバーライド
（Override Default）] チェックボックスをオンにして、[設定を有効にする（Enable Setting）]
チェックボックスをオフにします。

• デフォルトで無効な機能の設定を有効にする場合は、[デフォルトをオーバーライド
（Override Default）] チェックボックスをオンにして、[設定を有効にする（Enable Setting）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

電話への機能管理ポリシーの適用

始める前に

• 電話モデルが機能管理ポリシーをサポートしていることを確認します。詳細については、
「電話機能一覧の生成 （508 ページ）」を参照してください。

• 機能管理ポリシーの作成 （509 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックします。
Cisco Unified Communications Manager で設定されている電話機の一覧が表示されます。

ステップ 3 機能管理ポリシーを適用する電話を選択します。

ステップ 4 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）] ドロップダウン リストから、必要な機能管理ポ
リシーを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

共通の電話プロファイルへの機能管理ポリシーの適用
共通の電話プロファイルを使用すると、機能管理ポリシーを設定し、そのプロファイルを使用
するネットワーク内のすべての電話にこれらの設定を適用できます。

始める前に

機能管理ポリシーの作成 （509 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）] を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 機能管理ポリシーを適用する共通の電話プロファイルを選択します。

ステップ 4 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）] ドロップダウン リストから、必要な機能管理ポ
リシーを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

すべての電話への機能管理ポリシーの適用

始める前に

機能管理ポリシーの作成 （509 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）] ドロップダウン リストから、必要な機能管理ポ
リシーを選択します。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

ステップ 5 [OK] をクリックします。

電話ボタン テンプレートの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )] をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタン テンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）] をクリックしま
す。

b) [電話ボタン テンプレート情報（Phone Button Templates Information）] フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）] をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）] ドロップダウン リストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

• すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）] をクリックしてデバイスを再起動します。

• 新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。
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電話機とボタン テンプレートの関連付け

始める前に

電話ボタン テンプレートの設定 （511 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタン テンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタン テンプレート（Phone Button Template）] ドロップダウン リストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタン テンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

デバイスプロファイルの設定
デバイスプロファイルは特定のデバイスに関連付けられた属性のセットで構成されます。Cisco
Extension Mobility機能を使用するために、作成したデバイスプロファイルをエンドユーザに関
連付けることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationウィンドで、デバイス > デバイスの設定 > デバイスプロファ
イルを選択します。

ステップ 2 [デバイス プロファイルの設定（Device Profile Configuration）] ウィンドウで、[デバイス プロ
ファイル タイプ（Device Profile Type）] ドロップダウン リストから、該当する Cisco Unified IP
Phone を選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコル（Device Protocol）] ドロップダウン リストから、適切なプロトコルを選
択します。

ステップ 5 [次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 6 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）] ドロップダウン リストから、テンプレー
トを選択します。

ステップ 7 （省略可）[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）] ドロップダウン リストから、ソフ
トキー テンプレートを選択します。
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ステップ 8 [デバイス プロファイルの設定（Device Profile Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設
定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照して
ください。

ステップ 9 [保存（Save）] をクリックします。

デバイス プロファイルを使用して Cisco Extension Mobility をセットアップする方法の
詳細については、『Cisco Unified Communications Manager リリース 12.5(1)SU1 機能設
定ガイド』を参照してください。

（注）

エンドポイントの SIP プロファイルの設定
Cisco Unified Communications Manager はSIPプロファイルを使用して、SIPトランクとCisco Unified
IP電話に関連するSIPプロパティを定義します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理ウィンドで、デバイス > デバイスの設定 > SIPプロファイルを選択し
ます。

ステップ 2 新しいsipプロファイルを追加するには、「新規を追加」ボタンをクリックします。[新規追加
(Add New)] ボタンをクリックします。

ステップ 3 SIPプロファイルの設定ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

デフォルトのデバイス プロファイルの設定
ユーザがユーザデバイスプロファイルのない電話機にログインした場合、電話機は必ずデフォ
ルトのデバイス プロファイルを使用します。

デフォルトのデバイス プロファイルには、デバイス タイプ（電話機）、ユーザ ロケール、電
話ボタン テンプレート、ソフトキー テンプレート、および MLPP 情報（Multilevel Precedence
and Preemption（MLPP）Information）が含まれています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration ウィンドウで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [デフォルトのデバイス プロファイル（Default Device Profile）] を選択します。
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ステップ 2 [デフォルトのデバイスプロファイルの設定（Default Device Profile Configuration）] ウィンドウ
で、[デバイスプロファイルタイプ（Device Profile Type）] ドロップダウン リストから、該当
する Cisco Unified IP Phone を選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコル（Device Protocol）] ドロップダウン リストから、適切なプロトコルを選
択します。

ステップ 5 [次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 6 [デフォルトのデバイスプロファイルの設定（Default Device Profile Configuration）] ウィンドウ
で、フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ
ン ヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

電話のピアツーピア イメージの配信機能の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 [電話機の検索とリスト] ウィンドウで電話を選択するには、[電話機の検索 (where) ]フィールド
で適切なフィルターを指定し、[検索 (find)] をクリックして電話機のリストを取得してから、
リストから電話機を選択します。

ステップ 3 [電話の設定 (Phone Configuration) ] ウィンドウで、[プロダクト固有の設定] レイアウトペイン
の [ピアファームウェア共有 (ピア)] ドロップダウンリストから次のいずれかのオプションを選
択します。

• 有効(デフォルト)：電話でピアイメージ配信(PPID)がサポートされていることを示します。
• 無効：電話がピアイメージ配信(PPID)をサポートしていないことを示します。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）] をクリックします。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
514

エンドポイント デバイスの設定
電話のピアツーピア イメージの配信機能の設定



第 48 章

ユーザとエンドポイントの関連付け

• エンドポイントの関連付けの概要 （515 ページ）
• ユーザとエンドポイントの関連付け （515 ページ）
• ユーザおよびデバイスの設定タスク フロー （515 ページ）
• エンドポイントとユーザを関連付ける際の相互作用と制限 （520 ページ）

エンドポイントの関連付けの概要
この章では、デバイスをエンドユーザーとアプリケーションユーザーに関連付ける方法につい
て説明します。エンドユーザは、関連付けられているデバイスを制御できます。ユーザーとし
て認識されるアプリケーションは、電話とコンピュータ電話の統合(CTI)ポートなどのデバイ
スを制御できます。

ユーザとエンドポイントの関連付け
エンドユーザとアプリケーションユーザをエンドユーザとユーザに設定してから、エンドユー
ザとエンドユーザをエンドユーザに関連付けます。「エンド ユーザとデバイスの関連付け （
516 ページ）」および「アプリケーション ユーザとデバイスの関連付け （519 ページ）」を参
照してください。

ユーザおよびデバイスの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

エンドユーザをデバイスに関連付けま
す。

エンド ユーザとデバイスの関連付け （
516 ページ）。

ステップ 1

デバイスへのアプリケーション ユーザ
の関連付け

アプリケーション ユーザとデバイスの
関連付け （519 ページ）。

ステップ 2
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エンド ユーザとデバイスの関連付け
Cisco Unified Communications Manager では、エンド ユーザ ID の重複は許可されていません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ
（End User）] を選択します。

ステップ 2 [アプリケーションユーザの検索/一覧表示（Find and List Application Users）] ウィンドウで、[検
索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 エンド ユーザのリストを表示するウィンドウで、該当するエンド ユーザのリンクをクリック
します。

ステップ 4 [エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウで、[デバイス情報（Device
Information）] 領域までスクロール ダウンし、エンド ユーザに関連付けるデバイスを選択しま
す。[使用可能なデバイス（Available Devices）] ボックスで、アプリケーション ユーザに関連
付けるデバイスを選択し、ボックスの下にある下矢印をクリックします。

[デバイス情報（Device Information）] 領域にデバイスがない場合は、[デバイスの割り
当て（Device Associations）] ボタンをクリックして、[ユーザとデバイスの関連付け
（User Device Association）] ウィンドウを開きます。1 つまたは複数のデバイスを選
択し、[選択/変更を保存（Save Selected/Changes）] ボタンをクリックします。選択し
たデバイスは、[デバイス情報（Device Information）] 領域の [制御されたデバイス
（Controlled Devices）] リスト ボックスに表示されます。次に、ステップ 1 ～ 4 に従っ
てデバイスを関連付けます。

（注）

ステップ 5 （任意）ライン アピアランスをプレゼンスのエンド ユーザに関連付けるには、またこのライ
ン アピアランスがオフフックの場合に、IM and Presence のクライアントに対して通話中のス
テータス情報を有効にするには、[ライン アピアランスのプレゼンスからの関連付け（Line
Appearance Association from Presence）] ボタンをクリックします。[ライン アピアランスのプレ
ゼンスとの関連付け（Line Appearance Association for Presence）] ウィンドウが表示され、ここ
で製品タイプ、デバイス名、ディレクトリ、パーティション、または説明を選択できます。こ
のウィンドウで利用できる選択肢は、制御されたデバイスと関連付けられた回線によって異な
ります。[保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 [エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

アプリケーション ユーザとデバイスの関連付け （519 ページ）。

関連トピック
エンドユーザとデバイスの設定値 （517 ページ）
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エンドユーザとデバイスの設定値

表 64 : ユーザ情報

説明フィールド

エンド ユーザの識別名を入力します。Cisco
Unified Communications Manager では、ユーザ
ID の作成後の変更はできません。使用できる
特殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、“”、お
よび空白です。

[ユーザID（User ID）]

エンド ユーザのパスワードとなる 5 文字以上
の英数字または特殊文字を入力します。使用
できる特殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、
“”および空白です。

[パスワード（Password）]

個人識別番号（PIN）となる 5 文字以上の英数
字を入力します。

[PIN]

エンド ユーザの姓を入力します。使用できる
特殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、および
空白です。

[姓（Last Name）]

エンド ユーザのミドル ネームを入力します。
使用できる特殊文字は、=、+、<、>、 #、;、
\、,、“”および空白です。

[ミドルネーム（Middle Name）]

エンド ユーザの名を入力します。使用できる
特殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、および
空白です。

[名（First Name）]

表 65 : [デバイスの割り当て（Device Associations）]

説明フィールド

ドロップダウンリストから、このエンドユー
ザに関連付けるデバイスのタイプを選択しま
す。

[製品タイプ（Product Type）]

新しいユーザに関連付ける新しいデバイスの
固有の MAC アドレスを入力します。MAC ア
ドレスは、12 桁の 16 進数（0 ～ 9、A ～ F）
から構成されます。

[MAC アドレス（MAC Address）]

ドロップダウンリストボックスから、このユー
ザとデバイスに関連付ける電話番号用のコー
リング サーチ スペースを選択します。

[DNのコーリングサーチスペース(CallingSearch
Space DN)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、このユーザとデ
バイスに関連付ける電話機用のコーリングサー
チ スペースを選択します。

[電話機のコーリングサーチスペース(Calling
Search Space Phone)]

関連付けられたデバイスから発信される外部
（発信）コールに対して、発信者 ID 情報を
フォーマットするのに使用するマスクを指定
します。

• このマスクには、最長 24 文字までを指定
できます。有効な文字は 0 ～ 9、*、#、お
よび X です。

• 発信者 ID情報に表示する数字列を入力し
ます。関連付けられたデバイスの電話番
号を表すには、X を使用します。

• 外線コールを発信するために使用される
ルート パターンで [外線電話番号マスク
を使用（Use External Phone Number
Mask）] オプションがオンになっている
場合に、マスク 972813XXXX を指定する
と、内線 1234 からの外部コールには、発
信者 ID の番号として 9728131234 が表示
されます。代表番号を表すために
9728135000 などのすべてのリテラル文字
のマスクを指定すると、そのリテラル番
号（9728135000）は自動登録された関連
のデバイスからの外線コールの発信者 ID
として表示されます。

[外部電話番号マスク（External Phone Number
Mask）]

新しいユーザと電話機の内線番号を入力しま
す。使用できる文字は次のとおりです。0 ～
9、?、[、]、+、-、*、^、#、! です。

このフィールドは、エンド ユーザのプライマ
リ電話番号を表します。エンド ユーザは、電
話機に複数の回線を接続できます。

[内線(Extension)]

ドロップダウンリストから、内線フィールド
で指定した電話番号のパーティションを選択
します。

[ルートパーティション（Route Partition）]

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
518

エンドポイント デバイスの設定
エンドユーザとデバイスの設定値



説明フィールド

ドロップダウンリストから、電話番号のボイ
スメールプロファイルを選択します。

システム デフォルトを使用する場合は、なし
を選択します。

[ボイスメールプロファイル（Voice Mail
Profile）]

エクステンション モビリティを有効にする場
合は、このチェックボックスをオンにします。

新しいユーザを追加した後は、[ユーザ管理
（User Management）] > [エンドユーザ（End
User）] メニュー オプションを使用して、エ
クステンション モビリティ プロファイルを選
択できます。

[エクステンションモビリティの有効化（Enable
Extension Mobility）]

アプリケーション ユーザとデバイスの関連付け
アプリケーションユーザにデバイスを関連付け、アプリケーションユーザがそのデバイスのコ
ントロール権を持つようにすることができます。電話機などのデバイスは、アプリケーション
ユーザが制御できます。ユーザとして識別されるアプリケーションは、CTI ポートなどその他
のデバイスを制御できます。アプリケーションユーザが電話機のコントロール権を持つ場合、
その電話機の特定の設定値（たとえば、スピード ダイヤルや自動転送）を制御できます。

始める前に

エンド ユーザとデバイスの関連付け （516 ページ）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [アプリケーショ
ンユーザ（Application User）] を選択します。
が表示されます。

ステップ 2 [アプリケーションユーザの検索/一覧表示（Find and List Application Users）] ウィンドウで、[検
索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションのユーザのリストから、該当するアプリケーションのユーザのリンクをク
リックします。

ステップ 4 アプリケーションユーザー構成ウィンドウで、デバイス情報セクションまでスクロールしま
す。[使用可能なデバイス（Available Devices）] ボックスで、アプリケーション ユーザに関連
付けするデバイスを選択し、ボックスの下にある下向き矢印をクリックします。
選択したデバイスが制御対象のデバイスボックスに移動します。

ステップ 5 利用可能なデバイスのリストに追加するには、次のいずれかのボタンをクリックします。

• さらに電話を検索：このアプリケーションユーザーに関連付ける電話番号を検索します。
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• 別のルートポイントを検索：このアプリケーションユーザーに関連付けるCTIルーティン
グポイントを検索します。

• 別のパイロットポイントを検索：このアプリケーションユーザに関連付ける別のパイロッ
トポイントを検索するには、このボタンをクリックします。

ステップ 6 アプリケーション ユーザに割り当てるデバイスごとに、上記ステップ５を繰り返します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

エンドポイントとユーザを関連付ける際の相互作用と制
限

ユーザーとエンドポイントを関連付ける相互作用
表 66 : エンドポイントの相互作用を持つユーザー

データのやり取り機能

H.323 デバイスのような CTI を制御できないデバイスの場合、使用可
能なデバイスのリストのデバイス アイコンの横にアスタリスク（*）
が表示されます。

非 CTI の制御可能な
デバイス

Cisco Extension Mobility機能を使用して、Cisco IP電話を一時的にエン
ドユーザーの電話として表示するように設定します。エンドユーザが
電話機にサインインすると、そのエンドユーザのエクステンションモ
ビリティプロファイル（回線とスピードダイヤル番号を含む）が、そ
の電話機上に置かれます。この機能は、エンドユーザに電話機が恒常
的に割り当てられていない環境で主に使用されます。

Cisco Extension
Mobility

エンド ユーザがIM and Presence サービスのアベイラビリティを受信
し、インスタントメッセージ（IM）サービスを受けられるようにする
には、Cisco Unified Communications Managerを使用して、エンド ユー
ザをIM and Presence サービスサーバ ノードおよびクラスタに割り当て
ます。

IM and Presence Service
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エンドポイントとのユーザの関連付けに関する制限事項
表 67 : エンドポイント関連の制約があるユーザー

説明制限事項

LDAP サーバとの同期が使用可能でない場合
に限り、エンド ユーザ情報を変更できます。
LDAP サーバとの同期が使用可能であるかど
うかを調べるには、システム > LDAP > LDAP
システム を選択します。

エンドユーザ情報の変更
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第 VII 部

アプリケーションの統合
• アプリケーションの統合の概要 （525 ページ）
• アプリケーション サーバの設定 （529 ページ）
• プラグインのインストール （533 ページ）
• プレゼンス冗長グループの設定 （537 ページ）
• ボイスメールとメッセージング用の Cisco Unity Connection の設定 （559 ページ）
• Cisco Unified Contact Center Enterprise の設定 （563 ページ）
• Cisco Unified Contact Center Express の設定 （565 ページ）
• CTI アプリケーションの設定 （567 ページ）
• Cisco TelePresence の設定 （579 ページ）
• Cisco Jabber の設定 （581 ページ）





第 49 章

アプリケーションの統合の概要

• アプリケーション統合の概要 （525 ページ）
• アプリケーションの統合 （525 ページ）

アプリケーション統合の概要
このパートの各章では、アプリケーションを統合することによってシステムの機能を拡張する
方法について説明します。ボイスメール、連絡先センターの機能、リッチ会議、または機能な
どのさまざまな機能を追加して、システムの状態を監視することができます。Cisco Unified
Real-Time Monitoring Tool など、一部のアプリケーションはシステムに組み込まれ管理インター
フェイスからダウンロードできます。Cisco Jabber や Cisco Unified Contact Center Express などの
他のアプリケーションは、外部システムであり、Unified Communications Manager と相互運用す
るように設定できます。

アプリケーションの統合
次のタスク フローを実行すると、システムの統合アプリケーションを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

アプリケーション サーバを設定して他
の製品サーバをクラスタに追加し、その
間のセキュアな動作を確立します。

アプリケーション サーバのタスク フ
ロー （529 ページ）

ステップ 1

システムの機能を拡張するには、アプリ
ケーション プラグインを使用します。

プラグインのインストールのタスク フ
ロー （534 ページ）

ステップ 2

同じクラスタからの 2 つの IM and
Presence Service ノードで設定されている

プレゼンス冗長グループのタスクフロー
（538 ページ）

ステップ 3

プレゼンス冗長グループを設定します。
このグループは、IM and Presence Service
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目的コマンドまたはアクション

クライアントとアプリケーションの冗長
性とリカバリの両方を提供します。

ユーザにボイスメールとメッセージング
機能を提供できるように、システムに
Cisco Unity Connection を統合します。

Cisco Unity Connection （559 ページ）ステップ 4

高度な分散コンタクト センターを導入
するように Cisco Unified Contact Center

Cisco Unified Contact Center Enterprise （
563 ページ）

ステップ 5

Enterprise（Unified CCE）を設定します。
Unified CCE は、インテリジェント コー
ル ルーティング、ネットワーク対デス
クトップのコンピュータ テレフォニー
インテグレーション（CTI）、マルチ
チャネル コンタクト管理を、IP ネット
ワークを介してコンタクト センターの
エージェントに提供します。

Cisco Unified Contact Center Express
（Unified CCX）を設定して、単一また

Cisco Unified Contact Center Express （565
ページ）

ステップ 6

はデュアル サーバ導入にパッケージさ
れた大規模なコンタクト センターの機
能を提供します。

コンピュータ テレフォニー インテグ
レーション（CTI）を使用して、電話の

CTI アプリケーションの設定タスク フ
ロー （570 ページ）

ステップ 7

発信、受信、管理をすると同時に、コン
ピュータ処理機能を活用します。CTIア
プリケーションを使用すると、発信者
ID に基づいてデータベースから顧客情
報を取得したり、顧客の発信を適切なカ
スタマー サービス担当者に顧客情報と
併せて渡すために自動音声応答（IVR）
システムによって収集された情報を操作
したりといったタスクを実行できます。

システムに TelePresence 機能を統合しま
す。Unified Communications Manager が

Cisco TelePresence （579 ページ）ステップ 8

主なコール処理エージェントである場合
は、Cisco Video Communications Server
（VCS）を追加すると、H.323 のエンド
ポイントとのフル機能の相互運用性、
サードパーティ製ビデオ エンドポイン
トとのSIP統合インターワーキング、会
議の代替ソリューションを提供できま
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目的コマンドまたはアクション

す。使用しているシステムまたは Cisco
VCS と関連して動作する Cisco
TelePresence Conductor を追加して、会議
とマルチポイント デバイスを簡素化す
ることもできます。TelePresence
Conductor は、アドホック、ランデ
ブー、スケジュールの複数の会議ブリッ
ジ（Cisco MCU および TelePresence サー
バ）を管理できます。

Unified Communications アプリケーショ
ン スイートの 1 つである Cisco Jabber を

Cisco Jabber の設定タスク フロー （583
ページ）

ステップ 9

設定すると、ユーザは、どこからでも担
当者とシームレスに対話できます。この
スイートは、さまざまなプラットフォー
ムで IM、応答可能性、オーディオとビ
デオ発信、ボイスメールと会議を行える
ようにします。
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第 50 章

アプリケーション サーバの設定

• アプリケーション サーバの概要 （529 ページ）
• アプリケーション サーバの要件 （529 ページ）
• アプリケーション サーバのタスク フロー （529 ページ）

アプリケーション サーバの概要
アプリケーションサーバ機能を使用して、Cisco Unified Communications Manager と、cisco Unity
Connection、Cisco 緊急応答などの外部アプリケーション間の関連付けを維持します。アプリ
ケーションサーバは、Cisco Unified Communications Manager と Cisco WebDialer などのアプリ
ケーションの間でも情報を同期します。

アプリケーション サーバの要件
Cisco UnityとCisco Unity Connection の場合、AXL Web Service が Cisco UnityとCisco Unity
Connection サーバと通信するように構成されている Cisco Unified Communications Manager ノー
ドで実行されていることを確認してください。

アプリケーション サーバのタスク フロー
設定するアプリケーションサーバのタイプに応じて、次のいずれかのタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ内で安全に参加し、相互運用
し、その情報を共有するアプリケーショ
ンサーバを設定します。

アプリケーション サーバの設定 （530
ページ）

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

ユーザが入力できる文字数が制限される
[WebDialers のリスト（List of

Cisco WebDialer サーバの設定 （531 ペー
ジ）

ステップ 2

WebDialers）] サービスの代替手段とし
て、Cisco WebDialer アプリケーション
サーバを設定します。[アプリケーショ
ン サーバの設定（Application Server
Configuration）] ウィンドウで Cisco
WebDialer アプリケーション サーバを追
加したら、Cisco WebDialer Web サービ
スの [サービス パラメータの設定
（Service Parameter Configuration）] ウィ
ンドウの [WebDialers のリスト（List of
WebDialers）] フィールドにこのサーバ
が表示されます。Cisco WebDialer の設
定に関する詳細は、の『Cisco Unified
Communications Manager 機能設定ガイ
ド』（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）
を参照してください。

アプリケーション サーバの設定
クラスタ内で安全に参加し、相互運用し、その情報を共有するアプリケーションサーバを設定
します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [アプリケーションサーバ
（Application Server）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [ アプリケーションサーバタイプ (Application Server)] ドロップダウンリストで、次のいずれか
のサーバオプションを選択します。

• Cisco Unityボイスメール4.x以上
• Cisco Unity Connection
• CUMA構成サーバ
• CERロケーション管理
• リモート システム ログ サーバ

ステップ 4 [次へ（Next）] をクリックします。
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ステップ 5 [アプリケーション サーバの設定（Application Server Configuration）] ウィンドウで各フィール
ドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参
照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

Cisco WebDialer サーバの設定
ユーザが入力できる文字数が制限される [WebDialers のリスト（List of WebDialers）] サービス
の代替手段として、Cisco WebDialer アプリケーション サーバを設定します。[アプリケーショ
ン サーバの設定（Application Server Configuration）] ウィンドウで Cisco WebDialer アプリケー
ション サーバを追加したら、Cisco WebDialer Web サービスの [サービス パラメータの設定
（Service Parameter Configuration）] ウィンドウの [WebDialers のリスト（List of WebDialers）]
フィールドにこのサーバが表示されます。Cisco WebDialer の設定に関する詳細は、の『Cisco
Unified Communications Manager 機能設定ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [アプリケーションサーバ
（Application Server）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 アプリケーション サーバ タイプドロップダウン リストから、Cisco Web Dialerを選択し、次へ
をクリックします。

ステップ 4 ホスト名/IP アドレスフィールドに、サーバのホスト名またはIPアドレスを入力します。

ステップ 5 [リダイレクタ ノード（Redirector Node）] ドロップダウン リストから、[<なし>（< None >）]
か、特定の Unified Communications Manager ノードを選択します。

<なし>は、WebDialerサーバがすべてのノードに適用されることを示します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 7 Cisco Unified Serviceability で [ツール（Tools）] > [コントロール センター - 機能サービス（Control
Center - Feature Services）] を選択します。

ステップ 8 Cisco WebDialer Web Serviceラジオボタンをクリックします。

ステップ 9 [再起動（Restart）] をクリックします。
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第 51 章

プラグインのインストール

• プラグインの概要 （533 ページ）
• プラグインのインストールのタスク フロー （534 ページ）

プラグインの概要
アプリケーション プラグインにより、お使いのシステムの機能を拡張できます。

[アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）] メニューから、次のプラグイン
を使用できます。

• Cisco AXL Toolkit：このプラグインにより、開発者はパブリッシャ ノード上のプロビジョ
ニング オブジェクトを作成、読み取り、更新、削除するアプリケーションを作成できま
す。zip ファイルには、SOAP を使用して HTTP/HTTPS で AXL 要求および応答を送受信す
る Java ベースのライブラリが含まれています。

• Cisco CTL クライアント：TFTP サーバ上に保管される証明書にデジタル署名を付加するた
めのプラグインです。このクライアントは、Cisco TFTP サーバから CTL ファイルを取得
し、その CTL ファイルにセキュリティ トークンを使用してデジタル署名を付加してから
Cisco TFTP サーバ上の CTL ファイルを更新します。

• Cisco IP Phone Address Book Synchronizer：Microsoft Windows のアドレス帳を Cisco の個人
用アドレス帳と同期します。

• Cisco JTAPI クライアント：Java プログラミング言語で作成された通信対応アプリケーショ
ンの標準プログラミング インターフェイスを提供します。

• Cisco TAPI クライアント：Microsoft Windows で実行される通信対応アプリケーションの標
準プログラミング インターフェイスを提供します。

• Cisco Tool for Auto-Registered Phone Support（TAPS）：ユーザがリモートで事前設定済み
の電話設定を電話機にダウンロードし、デバイスをプロビジョニングできるようにしま
す。

• Cisco Unified CM Assistant Console：アシスタントがマネージャのコールをより効率的に処
理できるようにします。Assistant Console は、Cisco Unified Communications Manager IP

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
533



Manager Assistant（IPMA）に接続してログインおよびディレクトリ サービスに対応しま
す。

• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool：デバイスのステータス、システム パフォーマン
ス、デバイス検出、およびクラスタで実行中のCTIアプリケーションをリアルタイムでモ
ニタします。また、RTMTはデバイスに直接接続してトラブルシューティングを支援しま
す。

プラグインのインストールのタスク フロー
必要に応じて、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

プラグインをダウンロードしてから、実
行可能ファイルまたはZIPファイルから

プラグインのダウンロード （534 ペー
ジ）

ステップ 1

インストール手順を実行します。システ
ムをアップグレードした後は、すべての
プラグインを再インストールする必要が
あります。

ドメインネームサーバ (DNS) が変更さ
れた場合は、プラグインUrlを更新しま

（任意） プラグイン URL の更新 （535
ページ）

ステップ 2

す。システムのインストール時に、DNS
によってプラグイン URL の基礎が提供
されます。DNSが変更された場合、URL
は自動的に更新されません。

プラグインのダウンロード
プラグインをダウンロードしてから、実行可能ファイルまたはZIPファイルからインストール
手順を実行します。システムをアップグレードした後は、すべてのプラグインを再インストー
ルする必要があります。

始める前に

プラグインがインストールされているサーバで実行するすべての侵入検知サービスまたはウイ
ルス対策サービスを一時的に無効にします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[アプリケーション（Application）] > [プラグイン
（Plugins）] を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力するか、またはダイアログボックスを空白のままにして [検索 (Find)] をクリッ
クします。

表示されるウィンドウには、アプリケーションプラグインに関する詳細情報が含まれていま
す。

ステップ 3 ダウンロードをクリックして、ダウンロードとインストールするプラグインを取得します。

[ ダウンロード (Download)] を右クリックし、[名前を付けて保存 (Save As)] をクリックして、
検索しやすいフォルダーを選択することもできます。

ステップ 4 （任意） プラグインが ZIP ファイルの場合は、組み込みまたはサードパーティの zip プログラ
ムを使用してこのファイルを解凍します。

ステップ 5 実行可能ファイルを実行するか、必要に応じて、ZIP ファイルに含まれている readme ファイル
を参照します。

次のタスク

実行可能ファイルの指示に従ってプラグインをインストールします。

プラグイン URL の更新
ドメインネームサーバ (DNS) が変更された場合は、プラグイン Url を更新します。システムの
インストール時に、DNS によってプラグイン URL の基礎が提供されます。DNSが変更された
場合、URLは自動的に更新されません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[アプリケーション（Application）] > [プラグイン
（Plugins）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 更新するプラグイン名をクリックします。

ステップ 4 [ カスタム url ( Custom url)] フィールドに、プラグイン用に更新された url を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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第 52 章

プレゼンス冗長グループの設定

• プレゼンス冗長グループの概要 （537 ページ）
• プレゼンス冗長グループの要件 （538 ページ）
• プレゼンス冗長グループのタスク フロー （538 ページ）
• 冗長連携動作および制限事項 （545 ページ）
• 手動によるフェールオーバー、フォールバック、リカバリ （547 ページ）
• ノード状態の定義 （548 ページ）
• ノードの状態、原因、および推奨するアクション （549 ページ）

プレゼンス冗長グループの概要
プレゼンス冗長グループは、同じクラスタからの 2 つの IM and Presence Service ノードで設定
されています。プレゼンス冗長グループ内の各ノードは、ピアノードのステータスまたはハー
トビートをモニタします。プレゼンス冗長グループを設定して、IM ane Presence サービスのク
ライアントとアプリケーションの両方の冗長性と回復を提供することができます。

• フェールオーバー：プレゼンス冗長グループ内の IM and Presence サービス ノード上で 1
つ以上の重要なサービスが失敗した場合、またはグループ内のノードが失敗した場合、プ
レゼンス冗長グループ内で行われます。クライアントは、そのグループ内のもう 1 つの
IM and Presence サービス ノードに自動的に接続します。

• フォールバック：以下のいずれかの状況で、フォールバック コマンドが CLI またはCisco
Unified Communications Manager から発行されると行われます。

• 失敗した IM and Presence サービス ノードがサービスを再開し、すべての重要なサー
ビスが動作している場合。サービスが再開されると、グループ内のフェールオーバー
していたクライアントは回復したノードに再接続されます。

• 重要なサービスの不具合のために、アクティブ化されていたバックアップ IM and
Presence サービス ノードが失敗し、ピア ノードがフェールオーバー状態であり、自
動回復フォールバックをサポートしている場合。

たとえば、ローカルの IMとプレゼンスサービスノードのサービスまたはハードウェアで障害
が発生した場合、Cisco Jabberクライアントは、プレゼンス冗長グループを使用してバックアッ
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プ用 IMとプレゼンスサービス ノードにフェールオーバーします。障害が発生したノードが再
びオンラインになると、自動フォールバックを構成すると、クライアントは自動的にローカル
のIMとプレゼンスサービスノードに再接続されます。自動フォールバックを設定していない場
合は、失敗したノードがオンラインになったときに、手動でフォールバックを開始できます。

プレゼンス冗長性グループでは、冗長性と回復だけでなく、クラスタの高可用性を設定するこ
ともできます。

高可用性
IMとプレセンスサービスは、マルチノード導入の高可用性をサポートしています。

プレゼンス冗長グループを設定した後は、そのグループの高可用性を有効にすることができま
す。高可用性を実現するには、ペアのノードが必要です。各ノードには、独立型のデータベー
スと一連のユーザが存在し、これらは、共通のユーザをサポートできる共有アベイラビリティ
データベースとともに運用されます。

すべてのIMとプレゼンスサービスノードが、プレゼンス冗長グループに属している必要があり
ます。このグループは、単一の IMとプレゼンスサービスノード、またはペアのIMとプレゼン
スサービスノードで構成されている場合があります。

高可用性を設定するには、次の 2 つの異なるモードを使用します。

• バランスモード: このモードでは、自動ユーザロードバランシング機能と、コンポーネン
トの障害や停電が原因で障害が発生した場合のユーザフェイルオーバー機能を備えた、冗
長高可用性を提供します。

• プライマリスペアモード:プライマリノードに障害が発生した場合、スタンバイノードは
自動的にプライマリノードを引き継ぎます。自動ロードバランシング機能は提供しませ
ん。

IMとプレゼンスサービの導入を高可用性の導入として設定することをお勧めします。シングル
導入で高可用性と非高可用性状態の冗長グループを同時に構成することは可能ですが、この構
成は推奨されません。

プレゼンス冗長グループの要件
WANを使用した配置の場合、各IMとプレゼンスサービス クラスタに対して最低 10 メガビッ
ト/秒の専用帯域幅と、80ミリ秒以下のラウンドトリップ遅延が必要です。この推奨帯域幅よ
りも小さい帯域幅では、パフォーマンスに悪い影響を及ぼす可能性があります。

プレゼンス冗長グループのタスク フロー
1 つの IM and Presence Service ノードは、1 つのプレゼンス冗長グループのみに割り当てること
ができます。高可用性を実現するには、同じクラスタから 2 つのノードをプレゼンス冗長グ
ループに割り当て、グループの高可用性を確保する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

データベース レプリケーションが IM
and Presence サービス クラスタで設定さ
れていることを確認します。

データベースのレプリケーションの確認
（539 ページ）

ステップ 1

重要なサービスがプレゼンス冗長グルー
プに追加予定のノード上で実行されてい
ることを確認します。

サービスの確認 （540 ページ）ステップ 2

IM and Presence Service クライアントと
アプリケーションの冗長性とリカバリを
提供します。

プレゼンス冗長グループの設定 （541
ページ）

ステップ 3

（省略可）プレゼンス冗長グループ内の
各ノードは、ピア ノードのステータス

フェール オーバーのハートビート間隔
の設定 （542 ページ）

ステップ 4

またはハートビートをモニタします。各
ノードがピアをモニタする間隔を設定で
きます。

（省略可）プレゼンス冗長グループを設
定したときに高可用性を有効にしなかっ
た場合は、この手順を実行します。

高可用性の有効化 （543 ページ）ステップ 5

Sync Agent が IM and Presence サービス
クラスタのさまざまなノード全体にユー

ユーザ割り当てモードの設定（544ペー
ジ）

ステップ 6

ザを分散する方法を設定します。この設
定は、システムがフェールオーバーと負
荷分散を処理する方法に影響します。

データベースのレプリケーションの確認
状態冗長グループの高可用性を有効にする前に、IMとプレゼンスサービスクラスタでデータ
ベースレプリケーションが設定されていることを確認してください。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して CLI セッションを開始します。

• リモート システムの場合は、SSH を使用して Cisco Unified オペレーティング システムに
セキュアに接続します。SSH クライアントで、ssh adminname @ hostnameを入力し
てパスワードを入力します。

• シリアルポートへの直接接続を介して、自動的に表示されるプロンプトでクレデンシャル
を入力します。
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ステップ 2 utils dbreplication status コマンドを実行して、データベース テーブルのエラーまたは不一致を
確認します。

ステップ 3 utils dbreplication runtimestate コマンドを実行して、ノードでデータベース レプリケーション
がアクティブであることを確認します。

出力にはすべてのノードが一覧表示されます。データベースレプリケーションがセットアップ
されて正常であれば、各ノードの replication setup の値は 2 になります。

2 以外の値が返された場合は、続行する前にエラーを解決する必要があります。

次のタスク

サービスの確認 （540 ページ）

サービスの確認
重要なサービスがプレゼンス冗長グループに追加予定のノード上で実行されていることを確認
します。高可用性を有効にする前に、重要なサービスを実行する必要があります。重要なサー
ビスがいずれのノードでも動作していない場合、障害状態に高可用性をオンにするとプレゼン
ス冗長グループは Failed 状態になります。重要なサービスが 1 つのノードで実行されていない
場合、高可用性をオンにすると、そのノードが他のノードにフェールオーバーします。

始める前に

データベースのレプリケーションの確認 （539 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and Presence Serviceability）]
から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター-ネットワークサービス（Control Center -
Network Services）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] リストから、適切なノードを選択し、[移動（Go）] をクリックします。

ステップ 3 [IM and Presence サービス（IM and Presence Services）] で、次のサービスが開始されていること
を確認します。

• Cisco Client Profile Agent

• Cisco Sync Agent

• Cisco XCP Router

ステップ 4 [関連リンク（Related Links）] ドロップダウン リストから [コントロールセンター-ネットワー
クサービス（Control Center - Network Services）] を選択し、[移動（Go）] をクリックします。

ステップ 5 [IM and Presence サービス（IM and Presence Services）] で、次のサービスが開始されていること
を確認します。
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• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

次のタスク

プレゼンス冗長グループの設定 （541 ページ）

プレゼンス冗長グループの設定
Cisco Unified Communications Managerを使用して、IMとプレゼンスサービスノードのの冗長性
を構成します。

各状態冗長グループには、2つのIMとプレゼンスサービスノードを含めることができます。各
ノードは、1つのプレゼンス冗長グループにのみ割り当て可能です。プレゼンス冗長グループ
の両方のノードが同一クラスタ上にあり、同じ IM and Presence サービス データベース パブリッ
シャ ノードを持つ必要があります。

始める前に

• サービスの確認 （540 ページ）

• 状態冗長グループに追加するIMとプレゼンスサービスノードが同じソフトウェアバージョ
ンを実行していることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [プレゼンス冗長グループ（Presence
Redundancy Groups）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 ステータスが冗長なグループの一意の名前を入力します。

アンダースコア（_）とダッシュ（-）を含む最大 128 字の英数字を入力できます。

ステップ 4 グループの説明を入力します。

記号を含む最大128字の英数字を入力できますが、、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、スラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 IM and Presence Serviceの 2 つの異なるノードを [プレゼンス サーバ（Presence Server）] フィー
ルドで選択し、グループに割り当てます。

ステップ 6 （任意） [高可用性を有効にする（Enable High Availability）] チェックボックスをオンにして、
プレゼンス冗長グループの高可用性を有効にします。
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ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

フェール オーバーのハートビート間隔の設定 （542 ページ）

フェール オーバーのハートビート間隔の設定
プレゼンス冗長グループ内の各ピアが、ピアがアクティブであることを確認するためには、ピ
ア ノードのハートビート（ステータス）をモニタするキープ アライブ設定を決定する任意指
定のサービスパラメータを設定します。フェールオーバーは、設定したタイマーの有効期限が
切れた後にピア ノードが応答しなくなった場合に開始されます。

シスコでは、このパラメータのデフォルト値を使用することを推奨しています。ただし、必要
に応じて値を設定し直すことも可能です。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presence Administration で、システム > サービス パラメータを選択しま
す。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから、IM and Presence ノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウンから、Cisco Server Recovery Manager（アクティブ）を
選択します。

ステップ 4 [一般的なServer Recovery Managerパラメータ（クラスタ全体）（General Server Recovery Manager
Parameters (Clusterwide)）] で、プレゼンス冗長グループ内の各ノードがピア ノードのハート
ビートのモニタに使用する、クラスタ全体のキープアライブ設定を指定します。フェールオー
バーは、ピア ノードが応答しない場合に開始することができます。

• [サービスポート（Service Port）]：このパラメータでは、Cisco Server Recovery Manager が
ピアとの通信に使用するポートを指定します。デフォルトは 22001 です。

• [管理RPCポート（Admin RPC Port）]：このパラメータでは、Cisco Server Recovery Manager
が管理 RPC 要求を提供するために使用するポートを指定します。デフォルトは 20075 で
す。

• [重要なサービス遅延（Critical Service Delay）]：このパラメータでは、フェールオーバー
が開始されるまでに重要なサービスを停止しても無視される期間を、秒単位で指定しま
す。デフォルトは 90 です。

• [自動フォールバックの有効化（Enable Automatic Fallback）]：このパラメータでは、自
動フォールバックを実行するかどうかを指定します。フェールオーバーが発生した場合、
プライマリ ノードが正常な状態に戻った 30 分後に、IM and Presence Service がユーザを
バックアップノードからプライマリノードに自動的に移動します。デフォルト値は [False]
です。
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• [初期化キープアライブ（ハートビート）タイムアウト（InitializationKeepAlive (Heartbeat)
Timeout）]：このパラメータでは、フェールオーバーが開始されるまでに、初期化中にピ
アとの間でハートビートが喪失しても無視される期間を、秒単位で指定します。デフォル
トは 120 です。

• [キープアライブ（ハートビート）タイムアウト（Keep Alive (Heartbeat) Timeout）]：こ
のパラメータでは、フェールオーバーが開始されるまでに、ピアとの間でハートビートが
喪失しても無視される期間を、秒単位で指定します。デフォルトは 60 です。

• [キープアライブ（ハートビート）間隔（Keep Alive (HeartBeat) Interval）]：このパラメー
タでは、ピア ノードに送信されるキープ アライブ（ハートビート）メッセージの間隔を
指定します。デフォルトは 15 です。

ステップ 5 次の追加パラメータを設定して、CUPC 8.5 以降のクライアントに、再ログインを試行するま
での待機時間を指定します。前述のパラメータとは異なり、これらのパラメータは、クラスタ
ノード毎に個別に設定する必要があります。

• [クライアントの再ログインの下限（Client Re-Login Lower Limit）]：このパラメータで
は、CUPC 8.5 以降がこのサーバに再ログインするまでの待機時間の加減を秒単位で指定
します。デフォルトは 120 です。

• [クライアントの再ログインの上限（Client Re-Login Upper Limit）]：このパラメータで
は、CUPC 8.5 以降がこのサーバに再ログインするまでの待機時間の上限を秒単位で指定
します。デフォルトは 537 です。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

プレゼンス冗長グループを設定したときに高可用性の有効化（543ページ）を実行しなかった
場合は、ここで実行します。

高可用性の有効化

IM and Presence Service クラスタのレプリケーションのセットアップに失敗したが、すべての重
要なサービスが実行されている場合、現在の冗長グループで有効な場合は、すぐにフェール
オーバーする場合があります。

注意

始める前に

• プレゼンス冗長グループの設定 （541 ページ）

• IM and Presence Service クラスタでレプリケーションがセットアップされていることを確認
します。

• すべての重要なサービスが動作していることを確認します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [プレゼンス冗長グループ（Presence
Redundancy Groups）] を選択します。

ステップ 2 検索情報を指定し、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 設定したプレゼンス冗長グループを選択します。

ステップ 4 高可用性を有効にするには、[高可用性を有効にする（Enable High Availability）] チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ユーザ割り当てモードの設定
この手順を使用して、同期エージェントがクラスタ内のノードにユーザーを割り当てる方法を
構成します。この設定は、フェールオーバーと負荷分散を管理するのに役立ちます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [ユーザ管理パラメータ（User Management Parameters）] 領域で、[プレゼンスサーバのユーザ
割り当てモード（User Assignment Mode for Presence Server）] パラメータに次のいずれかのオプ
ションを選択します。

• [バランス（Balanced）]：このモード（デフォルト）では、ユーザを各サブクラスタのそ
れぞれのノードに均等に割り当て、各ノードにユーザの合計数が均等に分散するようにし
ます。 これがデフォルトのオプションです。

• [アクティブスタンバイ（Active-Standby）]：このモードでは、サブクラスタの最初のノー
ドにすべてのユーザを割り当て、セカンダリ サーバをバックアップのままにします。

• [なし（None）]：このモードでは、Sync Agent でクラスタのノードにユーザが割り当てら
れません。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
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冗長連携動作および制限事項
データのやり取り機能

いずれかのクラスタ ノードがフェールオーバー状態である間
は、IM and Presence Service クラスタに新規ユーザを追加でき
ません。

ユーザの追加

フェールオーバーが発生した場合、Multiple Device Messaging
機能により、IM and Presence サービスでサーバ回復に遅延が
発生します。Multiple Device Messaging が設定されているシス
テムでサーバのフェールオーバーが発生すると、通常、[Cisco
Server Recovery Manager] サービス パラメータで指定された時
間の 2 倍かかります。

Multiple Device Messaging
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データのやり取り機能

11.5(1)SU3 では、プッシュ通知の展開で高可用性がサポート
されます。プッシュ通知が有効化されており、ノードがフェー
ルオーバーした場合、iPhone および iPad 版 Cisco Jabber クラ
イアントで次の処理が行われます。

• フォアグラウンド モードの Cisco Jabber クライアントの
場合、Jabber クライアントは、メイン ノードが回復する
までの間、自動的にバックアップ ノードにログインしま
す。バックアップ ノードが引き継いだとき、またはメイ
ン ノードが回復したときのいずれも、サービスは中断し
ません。

• バックグラウンド モードの Cisco Jabber クライアントの
場合、バックアップ ノードが引き継ぎますが、プッシュ
通知が送信されるまでに遅延が生じます。Jabber クライ
アントがバックグラウンド モードで動作しているために
アクティブなネットワーク接続がない場合、バックアッ
プ ノードへのログインは自動的には行われません。バッ
クアップ ノードがプッシュ通知を送信できるようになる
には、バックグラウンド モードになっていたすべての
フェールオーバー ユーザ向けに JSM セッションを再作成
する必要があります。

遅延の長さは、システムの負荷によって異なります。テ
ストでは、ユーザが HA ペアに均等に分散されている
15,000 ユーザ OVA の場合、フェールオーバー後のプッ
シュ通知の送信までに 10 ～ 20 分かかることが明らかに
なっています。この遅延は、バックアップ ノードが引き
継いだとき、およびメイン ノードが回復した後に、確認
することができます。

ノード障害または予期しない Cisco XCP Router のク
ラッシュの場合、IM 履歴を含むユーザの IM セッ
ションは、ユーザアクションを必要とすることなく
維持されます。ただし、Cisco Jabber on iPhone また
は iPad のクライアントが保留モードであった場合、
サーバのクラッシュ時にサーバ上にキューされてい
た未開封メッセージを取得することはできません。

（注）

プッシュ通知の高可用性
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データのやり取り機能

ユーザの一時的なプレゼンス ステータスで、フェールオー
バー、フォールバック、およびユーザの移動の後に、古いプ
レゼンス ステータスが表示されます。これは、一時的なプレ
ゼンスに対するサブスクリプションが削除されたためであり、
ユーザの有効な一時的プレゼンス ステータスを表示するため
には、ユーザが一時的なプレゼンスに登録し直す必要があり
ます。

たとえば、ユーザ A がユーザ B の一時的なプレゼンスに登録
されており、ユーザ B が割り当てられている IM and Presence
ノードでフェールオーバーが発生した場合、ユーザ B がバッ
クアップ ノードに再ログインした後でも、ユーザ B はユーザ
A に対してオフラインと表示されます。これは、ユーザ B の
一時的なプレゼンスに対するサブスクリプションが削除され、
ユーザ A が削除を認識していないためです。ユーザ A は、
ユーザ B の一時的な存在を再度サブスクライブする必要があ
ります。

ユーザ A が Jabber クライアントから User B の検索を削除する
と、ユーザ B の一時的なプレゼンスの検索を試みるまでに、
ユーザAは少なくとも30秒待つ必要があります。一致しない
場合、ユーザ A にはユーザ B の古いプレゼンスが表示されし
ます。Jabber クライアントは、有効な一時プレゼンス ステー
タスを取得するために、同じユーザに対する 2 回の検索の間
で少なくとも 30 秒待つ必要があります。

ユーザの一時的なプレゼンス
ステータス

手動によるフェールオーバー、フォールバック、リカバ
リ

Cisco Unified Communications Manager Administrationを使用して、プレゼンス冗長グループの IM
and Presence Service ノードの手動フェールオーバー、手動フォールバック、手動リカバリを開
始します。CLI を使用して Cisco Unified Communications Manager または IM and Presence Service
からこれらのアクションを開始することもできます。詳細については、『Cisco Unified
Communications ソリューション コマンドライン インターフェイス ガイド』を参照してくださ
い。

• 手動フェールオーバー：手動フェールオーバーを開始すると、CiscoServerRecoveryManager
は失敗したノードの重要なサービスを停止します。失敗したノードのすべてのユーザが切
断されるので、バックアップ ノードに再ログインする必要があります。
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手動フェイルオーバーの後、手動ロールバックを呼び出すまで、
重要なサービスは再起動されません。

（注）

• 手動フォールバック：手動フォールバックを開始すると、Cisco Server Recovery Manager は
プライマリノード上の重要なサービスを再起動し、フェールオーバーされていたすべての
ユーザを切断します。切断されたユーザは、割り当てられたノードに再ログインする必要
があります。

• 手動リカバリ：プレゼンス冗長グループの両方のノードが失敗状態になって手動リカバリ
を起動すると、IM and Presence サービスがプレゼンス冗長グループの両方のノードの Cisco
Server Recovery Manager サービスを再起動します。

ノード状態の定義
表 68 : プレゼンス冗長グループのノード状態の定義

説明状態

Cisco Server Recovery Manager サービスが開始した際の一時的な初期
（遷移）状態です。

初期化中
（Initializing）

フェールオーバーが発生してサービスが停止すると、IM and Presence
サービスはアイドル状態になります。アイドル状態では、IM and
Presence Service ノードは可用性サービスやインスタント メッセージ
サービスを提供しません。[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）] ユーザ インターフェイスを使用して、このノードへ
のフォールバックを手動で開始できます。

アイドル（Idle）

安定した状態です。IM and Presence Service が正常に稼働しています。
この状態では、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）] ユーザ インターフェイスを使用して、このノードへ
のフェールオーバーを手動で開始できます。

正常（Normal）

安定した状態です。IM and Presence サービス ノードは、ピア ノード
のバックアップとして機能中です。ユーザはこの（バックアップ）
ノードに移動されました。

バックアップモードで
実行中（Running in
Backup Mode）

遷移状態です。IM and Presence サービス ノードは、ピア ノードのテ
イクオーバー中です。

テイク オーバー中
（Taking Over）

遷移状態です。IM and Presence サービス ノードは、ピア ノードによっ
てテイクオーバーされています。

フェールオーバー中
（Failing Over）
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説明状態

安定した状態です。IM and Presence Service ノードがフェールオーバー
しましたが、重要なサービスはダウンしていません。この状態では、
[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）] ユーザ
インターフェイスを使用して、このノードへのフォールバックを手動
で開始できます。

フェールオーバー済み
（Failed Over）

安定した状態です。IM and Presence Service ノード上の一部の重要な
サービスが停止または失敗しました。

フェールオーバー済み
（重要なサービスは非
実行）（Failed Over
with Critical Services
Not Running）

遷移状態です。システムは、バックアップ モードで実行中のノード
から、この IM and Presence サービス ノードにフォールバック中です。

フォールバック中
（Falling Back）

遷移状態です。障害が発生した IM and Presence Service ノードが、ピ
アから引き継ぎ直します。

テイク バック中
（Taking Back）

遷移状態または [バックアップモードで実行中（Running in Backup
Mode）] 状態のときにエラーが発生しました。

障害モードで実行中
（Running in Failed
Mode）

ノード状態は不明です。

考えられる原因は、IM and Presence Service ノードで高可用性が適切に
有効化されていないことです。プレゼンス冗長グループの両方のノー
ドで、Server Recovery Manager サービスを再起動します。

不明（Unknown）

ノードの状態、原因、および推奨するアクション
[Cisco Unified CMの管理(Cisco Unified CM Administration)] ユーザ インターフェイスを使用して
グループを選択する場合、[プレゼンス冗長グループの設定(Presence Redundancy Group
Configuration)] ウィンドウのプレゼンス冗長グループでノードのステータスを表示できます。

表 69 : プレゼンス冗長グループ ノードの高可用性状態、原因、および推奨されるアクション

ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

正常（Normal）正常
（Normal）

正常
（Normal）

正常
（Normal）

正常
（Normal）
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ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

管理者がノード1からノード2への手動フェー
ルオーバーを開始しました。手動フェールオー
バーの処理中です。

管理者の
要求によ
る

テイク
オーバー
中
（Taking
Over）

管理者の
要求によ
る

フェール
オーバー
中
（Failing
Over）

管理者が開始したノード 1 からノード 2 への
手動フェールオーバーが完了しました。

管理者の
要求によ
る

バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

管理者の
要求によ
る

アイドル
（Idle）

管理者がノード2からノード1への手動フォー
ルバックを開始しました。手動フォールバッ
クの処理中です。

管理者の
要求によ
る

フォール
バック中
（Falling
Back）

管理者の
要求によ
る

テイク
バック中
（Taking
Back）

ノード1が「アイドル」状態のとき、管理者が
ノード1上でSRMサービスを再起動しました。

管理者の
要求によ
る

バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

初期化アイドル
（Idle）

プレゼンス冗長グループの手動フェールオー
バー モードのとき、管理者がプレゼンス冗長
グループの両方のノードを再起動したか、両
方のノードの SRM サービスを再起動しまし
た。

初期化バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

初期化アイドル
（Idle）

ノード 2 がバックアップ モードで実行してい
るとき、ノード 1 のハートビートのタイムア
ウト前に、管理者がノード 2 の SRM サービス
を再起動しました。

初期化バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

管理者の
要求によ
る

アイドル
（Idle）
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ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

ノード2のテイクオーバー中、ノード1のハー
トビートのタイムアウト前に、管理者がノー
ド 2 の SRM サービスを再起動しました。

初期化テイク
オーバー
中
（Taking
Over）

管理者の
要求によ
る

フェール
オーバー
中
（Failing
Over）

ノード 1 のテイクバック中、ノード 2 のハー
トビートのタイムアウト前に、管理者がノー
ド 1 の SRM サービスを再起動しました。テイ
クバック プロセスの完了後、両方のノードは
「通常」状態になります。

管理者の
要求によ
る

フォール
バック中
（Falling
Back）

初期化テイク
バック中
（Taking
Back）

ノード 2 からノード 1 への自動フォールバッ
クが開始され、現在処理中です。

自動
フォール
バック

フォール
バック中
（Falling
Back）

自動
フォール
バック

テイク
バック中
（Taking
Back）

次のいずれかの条件が発生すると、ノード 1
は「フェールオーバー完了」状態に遷移しま
す。

• ノード 1 のリブートにより、重要なサー
ビスの状態が元に戻る。

• ノード 1 が「重要サービスを実行せずに
フェールオーバー完了」状態のとき、管
理者がノード 1 で重要なサービスを開始
する。

ノード 1 が「フェールオーバー完了」状
態に遷移する際、プレゼンス冗長グルー
プのノードを「通常」状態へ復元するた
めに、管理者がノード 1 を手動フォール
バックできる状態にある。

重要な
サービス
のダウン

バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

初期化ま
たは重要
なサービ
スのダウ
ン

フェール
オーバー
済み
（Failed
Over）
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ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

ノード1で重要なサービスがダウンしました。
IM and Presence サービスが、ノード 2 への自
動フェールオーバーを実行します。

推奨するアクション：

1. ノード 1 でダウンしている重要なサービ
スを確認し、手動でそのサービスの開始
を試みます。

2. ノード 1 の重要なサービスが開始しない
場合は、ノード 1 をリブートします。

3. リブート後にすべての重要なサービスが
稼働中である場合、手動でフォールバッ
クを実行して、プレゼンス冗長グループ
のノードを [Normal（正常）] 状態に復元
します。

重要な
サービス
のダウン

バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

重要な
サービス
のダウン

重要サー
ビスを実
行せずに
フェール
オーバー
完了

ノード 1 のデータベース サービスがダウンし
ました。IM and Presence サービスが、ノード
2 への自動フェールオーバーを実行します。

推奨するアクション：

1. ノード 1 をリブートします。

2. リブート後にすべての重要なサービスが
稼働中である場合、手動でフォールバッ
クを実行して、プレゼンス冗長グループ
のノードを [Normal（正常）] 状態に復元
します。

データ
ベース障
害

バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

データ
ベース障
害

重要サー
ビスを実
行せずに
フェール
オーバー
完了
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ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

他のノードからプレゼンス冗長グループのノー
ドへのテイクバック中は、重要なサービスを
開始できません。

推奨処置。テイクバック中のノードで、次の
操作を実行します。

1. ノードにダウンしている重要なサービス
がないかどうかを確認します。これらの
サービスを手動で開始するには、[プレゼ
ンス冗長グループの設定）Presence
Redundancy Group Configuration）] ウィン
ドウの [回復（Recovery）] をクリックし
ます。

2. 重要なサービスが開始されない場合は、
ノードをリブートします。

3. リブート後にすべての重要なサービスが
稼働中である場合、手動でフォールバッ
クを実行して、プレゼンス冗長グループ
のノードを [Normal（正常）] 状態に復元
します。

重要な
サービス
の開始に
失敗

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）

重要な
サービス
の開始に
失敗

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）

バックアップ ノードで重要なサービスがダウ
ンしました。両方のノードが障害状態になり
ます。

推奨するアクション：

1. バックアップ ノードにダウンしている重
要なサービスがないかどうかを確認しま
す。これらのサービスを手動で開始する
には、[プレゼンス冗長グループの設定
（Presence Redundancy Group
Configuration）] ウィンドウで [回復
（Recovery）] をクリックします。

2. 重要なサービスが開始されない場合は、
ノードをリブートします。

重要な
サービス
のダウン

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）

重要な
サービス
のダウン

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）
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ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

ノード 2 がノード 1 からのハードビートを失
いました。IM and Presence サービスが、ノー
ド2への自動フェールオーバーを実行します。

推奨するアクション：ノード1が起動したら、
次の操作を実行します。

1. プレゼンス冗長グループのノード間のネッ
トワーク接続を確認して修復します。ノー
ド間のネットワーク接続を再確立すると、
ノードが失敗状態になる場合があります。
正常の状態にノードを復元するには、[プ
レゼンス冗長グループの設定（Presence
Redundancy Group Configuration）] ウィン
ドウの [回復（Recovery）] をクリックし
ます。

2. 正常（Normal）状態にプレゼンス冗長グ
ループのノードをリストアするために、
SRMサービスを開始し、手動フォールバッ
クを実行します。

3. （ノードがダウンしている場合）ノード
1 を修復して電源を入れます。

4. ノードが起動中で、すべての重要なサー
ビスが稼働中である場合、手動でフォー
ルバックを実行してプレゼンス冗長グルー
プのノードを [正常（Normal）] 状態に復
元します。

ピア ダウ
ン

バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

ネットワーク接続が喪
失しているか、SRM
サービスが実行されて
いないために、ノード
1 がダウンしました。
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ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

ノード 1 で次のような条件が発生したため、
IM and Presence サービスがノード 2 への自動
フェールオーバーを実行しました。

• ハードウェア障害

• 電源切断

• 再起動

• シャットダウン

推奨するアクション：

1. ノード 1 を修復して電源を入れます。

2. ノードが起動中で、すべての重要なサー
ビスが稼働中である場合、手動でフォー
ルバックを実行してプレゼンス冗長グルー
プのノードを [正常（Normal）] 状態に復
元します。

ピア リ
ブート

バック
アップ
モードで
実行中
（Running
in Backup
Mode）

（電源切断、ハード
ウェア障害、シャット
ダウン、リブートなど
により）ノード 1 がダ
ウンしました。

起動中、ノード2はノード1を参照しません。

推奨するアクション：

ノード 1 が起動してすべての重要なサービス
が実行されたら、手動フォールバックを実行
してプレゼンス冗長グループのノードを「通
常」状態に復元します。

初期化中
のピア ダ
ウン

バック
アップ
モード

初期化重要サー
ビスを実
行せずに
フェール
オーバー
完了、ま
たは
フェール
オーバー
完了

テイクオーバー プロセス中にユーザを移動す
ることはできません。

推奨するアクション：

データベースエラーの可能性があります。[プ
レゼンス冗長グループの設定（Presence
Redundancy Group Configuration）] ウィンドウ
の [回復（Recovery）] をクリックします。問
題が解決しない場合は、ノードをリブートし
ます。

Cisco
Server
Recovery
Manager が
ユーザの
テイク
オーバー
に失敗

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）

Cisco
Server
Recovery
Manager が
ユーザの
テイク
オーバー
に失敗

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）
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ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

フォールバック プロセス中にユーザを移動す
ることはできません。

推奨するアクション：

データベースエラーの可能性があります。[プ
レゼンス冗長グループの設定（Presence
Redundancy Group Configuration）] ウィンドウ
の [回復（Recovery）] をクリックします。問
題が解決しない場合は、ノードをリブートし
ます。

Cisco
Server
Recovery
Manager が
ユーザの
テイク
バックに
失敗

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）

Cisco
Server
Recovery
Manager が
ユーザの
テイク
バックに
失敗

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）

他のノードが失敗状態であるか、内部システ
ム エラーの発生中に、ノードの SRM が再起
動しました。

推奨するアクション：

[プレゼンス冗長グループの設定（Presence
Redundancy Group Configuration）] ウィンドウ
の [回復（Recovery）] をクリックします。問
題が解決しない場合は、ノードをリブートし
ます。

不明
（Unknown）

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）

不明
（Unknown）

障害モー
ドで実行
中
（Running
in Failed
Mode）

バックアップ ノードでデータベースがダウン
しました。ピア ノードはフェールオーバー
モードであり、プレゼンス冗長グループのす
べてのユーザをテイクオーバーできます。自
動リカバリ操作が自動的に開始され、すべて
のユーザはプライマリ ノードに移動します。

データ
ベースの
自動リカ
バリに失
敗

フェール
オーバー
がサービ
スに影響

データ
ベースの
自動リカ
バリに失
敗

バック
アップの
アクティ
ブ化

バックアップ ノードで重要なサービスがダウ
ンしました。ピア ノードはフェールオーバー
モードであり、プレゼンス冗長グループのす
べてのユーザをテイクオーバーできます。自
動リカバリ操作が自動的に開始され、すべて
のユーザはピア ノードに移動します。

重要サー
ビスのダ
ウンの自
動リカバ
リ

フェール
オーバー
がサービ
スに影響

データ
ベースの
自動リカ
バリに失
敗

バック
アップの
アクティ
ブ化
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ノード 2ノード 1

原因/推奨するアクション理由状態理由状態

ノード状態は不明です。

考えられる原因は、IM and Presence Service ノー
ドで高可用性が適切に有効化されていないこ
とです。

推奨するアクション：

プレゼンス冗長グループの両方のノードで、
Server Recovery Manager サービスを再起動しま
す。

不明（Unknown）不明（Unknown）
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第 53 章

ボイスメールとメッセージング用の Cisco
Unity Connection の設定

• Cisco Unity Connection （559 ページ）
• ボイスメールおよびメッセージング用の Cisco Unity Connection の設定タスク フロー （561

ページ）

Cisco Unity Connection
ボイスメールとメッセージングのシステムを設定する時には、ユーザの追加、機能の有効化、
Cisco Unified Communications Manager と Cisco Unity Connection との統合の各オプションに注意
します。

Cisco Unity Communications Manager と統合されると、Cisco Unity Connection (ボイスメールおよ
びメッセージングシステム) は、AXL サービスまたは LDAP 統合を使用して手動で設定する
ユーザにボイスメッセージ機能を提供します。メールボックスにボイスメッセージを受信する
と、ユーザの電話機にメッセージ受信のライトが点灯します。ユーザは内線または外線通話で
ボイスメッセージシステムにアクセスして、メッセージの取得、聞き取り、返信、転送、およ
び削除ができます。

お客様のシステムは、直接接続されたメッセージシステムとゲートウェイベースのメッセージ
システムをサポートしています。直接接続された音声メッセージシステムは、パケットプロト
コルを使用してCisco Unified Communications Managerと通信します。ゲートウェイベースのボ
イスメッセージ システムは、シスコ ゲートウェイに接続するアナログまたはデジタル トラン
クを使用してCisco Unified Communications Managerに接続します。

Unified Communications Manager と Cisco Unity Connection を統合すると、ユーザに次の機能を
設定できます：

• パーソナル グリーティングへの自動転送

• 通話中グリーティングへの自動転送

• 発信者 ID
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• 容易なメッセージ アクセス（ユーザはIDを入力しなくてもメッセージを取得できます。
Cisco Unity Connectionでは、通話発信元の内線番号に基づいてユーザを識別します。パス
ワードが必要になる場合があります）

• 識別されたユーザのメッセージ（Cisco Unity Connectionでは、転送された内線通話中にメッ
セージを残したユーザを、通話発信元の内線番号に基づいて自動的に識別します）。

• メッセージ待機インジケータ（MWI）

• Cisco Unified Communications Manager と Cisco Unity Connection サーバ間のセキュアな SIP
トランクの統合の設定には、Cisco Unified Communications Manager クラスタが混合モード
で設定されている必要があります。

Cisco Unified Communications Manager と Cisco Unity Connection は次のいずれかのインターフェ
イスを介して連携します：

• SIP トランク：SIP を使用して Cisco Unity Connection と Unified Communications Manager を
統合できます。SIP は、従来の統合に含まれている複数の SCCP ポートではなく、Unity
Connection サーバにつき 1 個のトランクを使用します。SIP インテグレーションでは、ボ
イスメールポートとメッセージ待機インジケータ (MWI) のディレクトリ番号を設定する
必要がなくなります。

• SCCPプロトコル：音声メールポートを作成することで、インタフェースを直接接続され
た音声メッセージシステムとして構成できます。これらは、Unified CommunicationsManager
とCisco Unity Connectionとの間にリンクを確立します。

ボイスメッセージ システムへの複数の同時コールを処理するには、複数のボイスメール
ポートを作成し、それらのポートを回線グループに割り当て、その回線グループをルート/
ハント リストに割り当てます。

Cisco Unified Communications Manager は、SCCP メッセージを生成します。 Cisco Unity
Connection がそのメッセージを変換します。ボイスメールシステムは、メッセージ待機の
on と off の番号をコールしてメッセージ受信兆候 (MWIs) を送信します。

ボイスメール ポートやCisco Unity SCCPデバイスにセキュリティを設定すると、各デバイ
スが他のデバイスの証明書を受け付けた後、認証済みのデバイスに対してTLS接続（ハン
ドシェイク）が開きます。同様に、デバイスに暗号化を設定した場合、システムはデバイ
ス間に SRTP ストリームを送信します。

デバイスセキュリティ・モードが認証または暗号化に設定されている場合、Cisco Unity
TSPは、Unified Communications ManagerのTLSポートを介してCisco Unified Communications
Managerに接続します。セキュリティ モードが非セキュアに等しい場合、Cisco Unity TSP
は、Cisco Communications Manager SCCP ポートを使用してUnified Communications Manager
に接続します。

システムに Cisco Unity Connection を統合する設定の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager SCCP インテグレーション ガイド for Cisco Unity Connection』または
『Cisco Unified Communications Manager SIP Trunk Iインテグレーション ガイド for Cisco Unity
Connection』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。
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ボイスメールおよびメッセージング用の Cisco Unity
Connection の設定タスク フロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unity Connection の設定について
は、次の場所にある『Cisco Unified

Cisco Unity Connection で、ボイスメール
とメッセージングを設定します。

ステップ 1

Communications Manager SCCP インテグ
レーション ガイド for Cisco Unity
Connection』または『Cisco Unified
Communications Manager SIP トランク イ
ンテグレーション ガイド for Cisco Unity
Connection』を参照してください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unity-connection/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

（省略可）共通の PIN 同期を有効にす
るには、次の手順を使用します。

PIN同期の有効化 （561 ページ）ステップ 2

PIN同期の有効化
PIN 同期を有効にし、エンド ユーザが、エクステンション モビリティ、開催中の会議、モバ
イル コネクト、および Cisco Unity Connection ボイスメールに同じ PIN を使用してログインで
きるようにするには、次の手順を実行します。

Cisco Unified Communications Manager パブリッシャ データベース サーバが実行されており、そ
のデータベースのレプリケーションが完了した場合のみ、Cisco Unity Connection と Cisco Unified
Communications Manager 間の PIN の同期に成功します。Cisco Unity Connection で PIN の同期に
失敗すると、次のエラーメッセージが表示されます。[CUCMで暗証番号のアップデートに失敗
しました。（Failed to update PIN on CUCM.）原因：PIN の取得中にエラーが発生し
ています。（Reason: Error getting the pin.）]

（注）

PIN 同期が有効で、エンドユーザーが PIN を変更した場合は、Cisco Unified Communications
Manager で PIN を更新します。この現象は、少なくとも 1 つの構成済みの Unity Connection ア
プリケーション サーバで、PIN の更新が成功している場合に発生します。
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PIN の同期を有効にするには、機能が正常に有効化された後で、管理者がユーザに各自の PIN
を変更するよう強制する必要があります。

（注）

始める前に

この手順では、すでにアプリケーションサーバが Cisco Unity Connection のセットアップに接続
されていることを前提としています。使用していない場合、新しいアプリケーションサーバを
追加する方法については、「関連項目」を参照してください。

PIN 同期機能を有効にするには、まず [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]
ページから Cisco Unified Communications Manager tomcat-trust に、有効な証明書をアップロード
する必要があります。証明書をアップロードする方法の詳細については、『「Cisco Unified
Communications Manager アドミニストレーション ガイド」』（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）の「セキュリティ証明書の管理」の章を参照してくださ
い。

Cisco Unity Connection サーバのユーザ ID は、Cisco Unified Communications Manager のユーザ
ID と一致する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [アプリケーションサーバ
（Application Servers）] を選択します。

ステップ 2 Cisco Unity Connection をセットアップするアプリケーション サーバを選択します。

ステップ 3 [エンドユーザのPIN同期（Enable End User PIN Synchronization）] チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
アプリケーション サーバの設定 （530 ページ）
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第 54 章

Cisco Unified Contact Center Enterprise の設
定

• Cisco Unified Contact Center Enterprise （563 ページ）

Cisco Unified Contact Center Enterprise
Cisco Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）をシステムで使用して、インテリジェン
トコールルーティング、ネットワークとデスクトップ間のコンピュータ/テレフォニー インテ
グレーション（CTI）、および IPネットワークを介したコンタクトセンターエージェントへの
マルチチャネル コンタクト管理を統合します。Unified CCE は、ソフトウェア IP の自動コール
配布 (ACD) を Cisco Unified Communications と組み合わせたもので、詳細な分散型の連絡先セ
ンターを迅速に導入できます。

Unified CCE をシステムに統合するための設定方法の詳細については、『Cisco Unified Contact
Center Enterprise インストレーションおよびアップグレード ガイド』（http://www.cisco.com/c/
en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-installation-guides-list.html）を参照してください。
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Cisco Unified Contact Center Express の設定

• Cisco Unified Contact Center Express （565 ページ）

Cisco Unified Contact Center Express
Cisco Unified Contact Center Express (Unified CCX) では、システムに、シングルまたはデュアル
サーバ展開にパッケージ化された大規模な連絡先センターの機能を提供します。Unified CCX
は、最大 400 のコンカレントエージェント、42 スーパーバイザー、150 エージェントグルー
プ、および150スキルグループに拡張可能です。電子メール、チャット、発信通話、着信コー
ル、要員の最適化、レポートなどが含まれています。

Unified CCX は、Unified CCX の代わりにすべての連絡先センターコールを管理する Unified
Communication マネージャと共に動作します。コールがヘルプデスクに送信されると、コール
システムは、その番号が Unified CCX アプリケーションサーバを宛先としていることを認識し
ます。この設定では、Unified CCX が着信コールを受信し、ダイヤルした内線番号に基づいて
要求を処理します。スクリプトは、番号を収集し、必要に応じて、発信者からの情報を使用し
て適切なエージェントを選択します。割り当てられたエージェントが利用できない場合、その
コールは適切なキューに入れられ、録音されたメッセージまたは音楽が発信者にストリーミン
グされます。エージェントが対応可能になるとすぐに、Unified CCX はそのエージェントの電
話を鳴らすように Unified Communications Manager に指示します。

エージェントが選択すると、そのエージェントのデスクトップアプリケーションで、相対コー
ルコンテキストが提供されます。この手順により、エージェントは、顧客をサポートするため
の適切な情報を、それらの前に保持することができます。

UnifiedCCEをシステムに統合するように設定するタスクの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-express/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlにある『Cisco Unified CCX 管理ガイド』を参
照してください。
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第 56 章

CTI アプリケーションの設定

• CTI アプリケーションの概要 （567 ページ）
• CTI アプリケーションの前提条件 （569 ページ）
• CTI アプリケーションの設定タスク フロー （570 ページ）

CTI アプリケーションの概要
コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）を使用して、コンピュータ処理機能を
活用しながら、電話コールの発信、受信、および管理を行うことができます。CTI アプリケー
ションを使用すると、発信者 ID を使用してデータベースから顧客情報を取得したり、対話式
音声自動応答 (IVR) で収集した情報を使用して、顧客のコールをその情報とともに、適切なカ
スタマーサービス担当者にルートすることができます。

コールのメディアをルートポイントで終端するアプリケーションは、コール単位でコールのメ
ディアおよびポートを指定する必要があります。CTIアプリケーションは、静的な IP アドレス
または動的な IP アドレスとポート番号を使用して、CTI ポートおよび CTI ルートポイントで
メディアを終了させることができます。

この章では、Cisco Unified Communications Manager を CTI アプリケーションとともに動作する
ように設定する方法について説明します。特定のアプリケーションの設定方法については、
『Cisco Unified Communications Manager 機能設定ガイド』を参照してください。

利用可能な Cisco CTI アプリケーションの一部を次に示します。

• デスクトップ アプリケーションである Cisco IP Communicator は、コンピュータを多機能
型の電話機に変換し、コール追跡、デスクトップ コラボレーション、オンライン ディレ
クトリからのワンクリック ダイヤリングなどの利点を追加します。

• Cisco Unified Communications Manager 自動応答：Unified Communications Manager と連携し
て、特定の内線電話番号でコールを受信し、発信者が適切な内線番号を選択できるように
します。

• Cisco Web Dialer：Cisco Unified IP Phone ユーザは ウェブ およびデスクトップ アプリケー
ションからコールを発信できます。
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• Cisco Unified Communications Manager Assistant：マネージャとそのアシスタントがより効
果的に協力して作業できます。この機能は、コール ルーティング サービス、マネージャ
およびアシスタント用の電話機拡張機能、および主にアシスタントが使用するアシスタン
ト コンソール インターフェイスから構成されています。

どの Unified Communications Manager CTI アプリケーションが SIP IP Phone をサポートしている
かを確認するには、アプリケーション固有のマニュアルを参照してください。

（注）

CTI ルート ポイントの概要
CTIルートポイント仮想デバイスは、アプリケーションによって制御されるリダイレクトのた
めの複数の同時コールを受信できます。ユーザがアプリケーションにアクセスするためにコー
ルできる CTI ルート ポイント上で 1 つ以上の回線を設定できます。アプリケーションはルー
ト ポイントでコールに応答することができ、コールを CTI ポートまたは IP Phone にリダイレ
クトすることもできます。CTI アプリケーションがリダイレクト API を使用してコールをリダ
イレクトすることを要求した場合、Cisco Unified Communications Manager は、リダイレクト先
の通話者のために回線/デバイス コーリングサーチスペースの設定を使用します。

CTI ルートポイントでは、次のことができます。

• コールの応答（Answer a call）

• 複数のアクティブなコールの発信および受信

• コールのリダイレクト

• コールの保留

• コールの保留解除

• コールのドロップ

Cisco Unified Communications Manager の CTI 冗長性
クラスタ内の Unified Communications Manager ノードに障害が発生した場合、CTIManager は、
影響を受けた CTI ポートおよびルート ポイントを別の Unified Communications Manager ノード
で開き直すことによって、これらのデバイスを回復します。アプリケーションによって電話デ
バイスが開かれていた場合、その電話が別の Unified Communications Manager にフェールオー
バーしたときに CTIManager がその電話を開き直します。Cisco IP Phone が別の Unified
Communications Manager にフェールオーバーしない場合、CTIManager は、その電話または電
話機の回線を開くことができません。CTIManager は、デバイス プールに割り当てられている
Unified Communications Manager グループを使用して、アプリケーションによって開かれた CTI
デバイスと電話を回復するのにどの Unified Communications Manager を使用するかを決定しま
す。
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CTIManager 上の CTI 冗長性
CTIManager に障害が発生した場合、その CTIManager に接続されているアプリケーションは、
これらのデバイスを別の CTIManager 上で再度開くことによって、影響を受けたリソースを回
復できます。アプリケーションは、そのアプリケーションの設定時にプライマリとバックアッ
プとして定義された CTIManager に基づいて、どの CTIManager を使用するかを決定します（そ
のアプリケーションによってサポートされている場合）。アプリケーションは、新しい
CTIManager に接続すると、以前に開かれたデバイスと回線を再度開くことができます。アプ
リケーションは、電話が新しい Unified Communications Manager にリホームする前であれば
Cisco IP Phone を開き直すことができますが、リホームが完了するまではその電話を制御でき
ません。

プライマリ CTIManager が作動状態に戻っても、アプリケーションはその CTIManager にリホー
ムしません。アプリケーションがプライマリ CTIManager にフォールバックするのは、そのア
プリケーションを再起動するか、またはバックアップCTIManagerに障害が発生した場合です。

（注）

アプリケーション障害の CTI 冗長性
アプリケーション（TAPI/JTAPI、または CTIManager に直接接続されているアプリケーショ
ン）に障害が発生した場合、CTIManager はそのアプリケーションを閉じ、CTI ポートおよび
ルート ポイントでまだ終了していないコールを、設定された Call Forward On Failure（CFOF）
番号にリダイレクトします。CTIManager はまた、そのアプリケーションが回復してこれらの
デバイスを再登録するまで、これらのCTIポートおよびルートポイントへの後続のコールを、
設定された Call Forward No Answer（CFNA）番号にルーティングします。

CTI アプリケーションの前提条件
CTI アプリケーション用に Cisco Unified Communications Manager を設定する前に、デバイス
プールを設定しておく必要があります。

CTI アプリケーションごとに IP Phone を追加して設定します。IP 電話を追加して設定する方法
の詳細については、「Cisco Unified IP Phone」を参照してください。

CTI アプリケーションを使用するエンド ユーザとアプリケーション ユーザを設定する

コンピュータ テレフォニー統合（CTI）では、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスをサポートでき
る JTAPI および TAPI インターフェイスを通して IP アドレス情報が提供されます。IPv6 アド
レスをサポートする必要がある場合は、アプリケーションが IPv6 をサポートする JTAPI/TAPI
クライアントインターフェイスバージョンを使用していることを確認してください。
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CTI アプリケーションの設定タスク フロー
CTI アプリケーション用に Cisco Unified Communications Manager を設定するには、次のタスク
に従います。

手順

目的コマンドまたはアクション

アクティブになっていない場合、適切な
サーバで CTIManager サービスをアク
ティブにします。

CTIManager サービスをアクティベー
ションする （571 ページ）

ステップ 1

CTI のスーパー プロバイダー機能と連
携して使用される CTIManager のクラス

CTIManager と Cisco Unified
Communications Manager Service
Parameters を設定する （571 ページ）

ステップ 2

タ全体の高度サービス パラメータを設
定します。

アプリケーション制御のリダイレクショ
ンに複数の同時コールを受信できる1つ

CTI ルート ポイントを設定するには、
次の手順を実行します。

ステップ 3

以上の CTI ルート ポイントの仮想デバ
イスを設定します。

• CTI ルート ポイントの設定 （572
ページ）

• 新しいコール受け付けタイマーの設
定 （573 ページ）

• 同時アクティブ通話の設定 （573
ページ）

• CTI ルート ポイントの同期化 （574
ページ）

CTIデバイスの電話番号を設定します。CTIデバイスディレクトリ番号を設定す
る （574 ページ）

ステップ 4

アプリケーション ユーザとエンド ユー
ザがアプリケーションで使用するすべて

デバイスとグループの関連付け （574
ページ）

ステップ 5

のデバイスを、適切な Cisco Unified
Communications Manager グループに関連
付けます（デバイス プール経由）。

Cisco Unified Communications Manager シ
ステムで Standard CTI Enabled ユーザ グ

アプリケーション ユーザとエンドユー
ザの追加 （575 ページ）

ステップ 6

ループにエンドユーザとアプリケーショ
ン ユーザを追加することで設定されて
いる CTI 制御可能なデバイスを CTI ア
プリケーションが制御できます。
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目的コマンドまたはアクション

CTIManager が、連続する 2 回の間隔内
でアプリケーションからメッセージを受
信するまで待機する間隔を定義します。

（省略可） アプリケーション障害時の
CTI 冗長性の設定 （577 ページ）

ステップ 7

CTIManager サービスをアクティベーションする

手順

ステップ 1 Cisco Unified 有用性で、[Tools] > [Service Activation] の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからノードを選択します。

ステップ 3 CM Services セクションの [Cisco CTIManager] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

CTIManager と Cisco Unified Communications Manager Service Parameters
を設定する

CTI のスーパー プロバイダー機能と連携して使用される CTIManager のクラスタ全体の高度
サービス パラメータを設定します。

設定した限度を超えた場合、CTI がアラームを生成しますが、アプリケーションは追加デバイ
スの処理を続行します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから [Cisco CTIManager（アクティブ）（Cisco
CTIManager（Active））] を選択します。

ステップ 4 [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、[詳細設定
（Advanced）] をクリックします。

ステップ 5 [プロバイダーあたりの最大デバイス数（Maximum Devices Per Provider）] フィールドに、単一
の CTI アプリケーションが開くことのできるデバイスの最大数を入力します。デフォルトは
2000 デバイスです。
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ステップ 6 [ノードあたりの最大デバイス数（Maximum Devices Per Node）] フィールドに、Unified
Communications Manager システム内の任意の CTIManager ノード上ですべての CTI アプリケー
ションが開くことのできるデバイスの最大数を入力します。デフォルトは800デバイスです。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

CTI ルート ポイントの設定タスク フロー

手順

目的コマンドまたはアクション

新規の CTI ルート ポイントを追加する
か、既存のポイントを変更します。

CTI ルート ポイントの設定 （572 ペー
ジ）

ステップ 1

コールがルート ポイントに到着したと
き、アプリケーションが指定時間内に処

新しいコール受け付けタイマーの設定
（573 ページ）

ステップ 2

理（受信、応答、リダイレクト）するよ
うに新しいコール受け入れタイマーを設
定します。

ルート ポイントの同時アクティブ コー
ル数を設定します。

同時アクティブ通話の設定 （573 ペー
ジ）

ステップ 3

同期して、CTI ルート ポイントに最新
の設定変更を反映させます。割り込みを

任意指定：CTI ルート ポイントの同期
化 （574 ページ）

ステップ 4

最小限に抑えて、適用されていない設定
を適用します（たとえば、影響を受ける
デバイスの一部でリセットまたは再起動
を行う必要がない場合があります）。

CTI ルート ポイントの設定
新規の CTI ルート ポイントを追加するか、既存のポイントを変更します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route
Point）] の順にクリックします。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいゲートウェイを追加します。
• 既存の CTI ルートポイントの設定を変更するには、[検索（Find）] をクリックし、結果の

リストから CTI ルートポイントを選択して、検索条件を入力します。
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ステップ 3 CTIルートポイントの設定ウィンドウでフィールドを設定します。フィールドと設定オプショ
ンの詳細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

新しいコール受け付けタイマーの設定
コールがルート ポイントに到着したとき、アプリケーションが指定時間内に処理（受信、応
答、リダイレクト）するように新しいコール受け入れタイマーを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager (Active)）] を選択します。

ステップ 4 [CTIの新しいコール受け付けタイマー（CTI New Call Accept Timer）] フィールドで、コールの
応答を許可する時間を指定します。デフォルト値は 4 です。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

同時アクティブ通話の設定
ルート ポイントの同時アクティブ コール数を設定します。

TAPI アプリケーションを使用し、Cisco CallManager Telephony Service Provider（TSP）を使用
して CTI ポート デバイスを制御することを計画している場合は、CTI ポート デバイスごとに
1 つの回線を設定するだけで済みます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [電話番号
（Directory Number）] をクリックします。

ステップ 2 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウで、[新規追加（Add New）] を
クリックします。

ステップ 3 必須フィールドに入力します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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CTI ルート ポイントの同期化
同期して、CTI ルート ポイントに最新の設定変更を反映させます。割り込みを最小限に抑え
て、適用されていない設定を適用します（たとえば、影響を受けるデバイスの一部でリセット
または再起動を行う必要がない場合があります）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から [デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route
Point）] の順にクリックします。

ステップ 2 [CTI ルートポイントの検索と一覧表示] ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックして、CTI
ルートポイントの一覧を表示します。

ステップ 3 同期させる CTI ルート ポイントの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内
の CTI ルート ポイントをすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェック
ボックスをオンにします。

ステップ 4 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）] をクリックします。

ステップ 5 [OK] をクリックします。

CTI デバイスディレクトリ番号を設定する
CTI デバイスの電話番号を設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ディレクトリ
番号（Directory Number）] を選択します。

ステップ 2 [ディレクトリ番号の検索と一覧表示（Find and List Directory Numbers）] ウィンドウで、[新規
追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウで、必要なフィールド
を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

デバイスとグループの関連付け
アプリケーションユーザとエンドユーザがアプリケーションで使用するすべてのデバイスを、
適切な Cisco Unified Communications Manager グループに関連付けます（デバイス プール経由）。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザの管理（User Management）] > [アプリケーショ
ン ユーザ（Application User）] をクリックします。

ステップ 2 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）] ウィンドウで、
[新規追加（Add New）] をクリックします。[アプリケーション ユーザの設定（Application User
Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）] ペインで、[使用可能なデバイス（Available Devices）] リ
ストから [制御するデバイス（Controlled Devices）] リストに移動して、デバイスを関連付けま
す。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 5 エンド ユーザのデバイスを関連付けるには、 [ユーザの管理（User Management）] > [エンド
ユーザ（End User）] をクリックします。

ステップ 6 ステップ 2 ～ 4 を繰り返します。

アプリケーション ユーザとエンドユーザの追加
Cisco Unified Communications Manager システムで Standard CTI Enabled ユーザ グループにエン
ド ユーザとアプリケーション ユーザを追加することで設定されている CTI 制御可能なデバイ
スを CTI アプリケーションが制御できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [アクセス制御グループ（Access Control Group）] をクリックします。

ステップ 2 [アクセス制御グループの検索と一覧表示（Find and List Access Control Groups）] ウィンドウ
で、[検索（find）] をクリックして、アクセス制御グループの現在のリストを表示します。

ステップ 3 [標準 CTI を有効にする（Standard CTI Enabled）] をクリックすると、このグループの [アクセ
ス制御グループの設定（Access Control Group Configuration）] ウィンドウが表示されます。す
べての CTI ユーザが [標準 CTI を有効にする（Standard CTI Enabled）] ユーザ グループに含ま
れることを確認します。使用可能なグループとその機能の完全な一覧については、「アクセス
制御グループ設定のオプション」を参照してください。

ステップ 4 エンド ユーザを追加する場合は、[グループにエンド ユーザを追加（Add End Users to Group）]
をクリックします。アプリケーション ユーザを追加する場合は、[アプリケーション ユーザを
グループに追加（Add App Users to Group）] をクリックします。

ステップ 5 [Find（検索）] をクリックして現在のユーザの一覧を表示します。

ステップ 6 [標準 CTI を有効にする（Standard CTI Enabled）] ユーザ グループに割り当てるユーザのチェッ
クボックスをオンにします。
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ステップ 7 [選択項目の追加（Add Selected）] をクリックします。

アクセス制御グループの設定オプション

CTI アプリケーションは、割り当て先の指定されたユーザグループをサポートしている必要が
あります。

（注）

Standard CTI Allow Control of All Devices ユーザ グループに関連付けられているユーザは、
Standard CTI Secure Connection ユーザ グループにも関連付けることをお勧めします。

（注）

説明フィールド

このユーザ グループでは、アプリケーションがコールをモ
ニタできます。

[標準CTI通話モニタリング許可
（Standard CTI Allow Call
Monitoring）]

このユーザ グループでは、コールがすべてのコール パーク
ディレクトリの番号にパーク/パーク解除されるとき、アプ
リケーションが通知を受信できます。

[標準CTIコールパークモニタリ
ング許可（Standard CTI Allow
Call Park Monitoring）]

このユーザ グループでは、アプリケーションがコールを記
録できます。

[標準CTI通話録音許可（Standard
CTI Allow Call Recording）]

このユーザ グループでは、サポートされている CTI アプリ
ケーションの発信側番号をアプリケーションが変更できま
す。

[標準CTI発信者番号の変更許可
（Standard CTI Allow Calling
Number Modification）]

このユーザ グループでは、システムの CTI 制御可能なデバ
イスをアプリケーションが制御またはモニタできます。

[標準CTIによるすべてのデバイ
スの制御（Standard CTI Allow
Control of All Devices）]

このユーザグループでは、暗号化されたメディアのストリー
ムの復号に必要な情報をアプリケーションが受け取ることが
できます。通常、このグループは記録およびモニタのために
使用されます。

[標準CTI SRTP重要素材の受信
許可（Standard CTI Allow
Reception of SRTP Key Material）]

すべての CTI アプリケーションに必要なこのユーザ グルー
プでは、アプリケーションが Cisco Unified Communications
Manager に接続し、CTI の機能を利用できます。

[標準CTI対応（Standard CTI
Enabled）]
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説明フィールド

このグループに入るためには、アプリケーションが Cisco
Unified Communications Manager にセキュア（TLS）な CTI
接続が可能で、Cisco Unified Communications Manager のクラ
スタのセキュリティが有効になっていることが必要です。

[標準CTIセキュア接続（Standard
CTI Secure Connection）]

アプリケーション障害時の CTI 冗長性の設定
CTI Manager が 2 つの連続した間隔内でアプリケーションからメッセージを受信することが予
想されるインターバルを定義するには、次のようにします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CTI Manager（アクティブ）（Cisco
CTIManager (Active)）] を選択します。

ステップ 4 [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、[詳細設定
（Advanced）] をクリックします。

ステップ 5 [アプリケーションハートビート最小間隔（Application Heartbeat Minimum Interval）] フィール
ドに、最小間隔の時間を入力します。デフォルトは 5 です。

ステップ 6 [アプリケーションハートビート最大間隔（Application Heartbeat Maximum Interval）] フィール
ドに、最大間隔の時間を入力します。デフォルトは 3600 です。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。
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Cisco TelePresence の設定

• Cisco TelePresence （579 ページ）

Cisco TelePresence

Cisco TelePresence Conductor
Cisco TelePresence Conductor によって、マルチパーティのビデオ通信が容易になります。Cisco
TelePresence Conductor は、ビデオ通信ネットワーク内に配置され、1 つ以上の会議ブリッジと
1 つ以上のコール制御デバイス（Cisco TelePresence Video Communication Server（Cisco VCS）
または Unified Communications Manager）と連動して機能します。自発的な会議やランデブー会
議を簡単にプロビジョニング、開始、アクセス、および管理できるようにビデオネットワーク
を設定できます。

アドホック会議の場合、Unified Communications Manager と TelePresence Conductor 間で SIP ト
ランクが使用されます。Unified Communications Manager の SIP トランクの宛先として、関連す
る TelePresence Conductor のロケーションのアドホック IP アドレスを設定します。このロケー
ションのアドホック コールは、その SIP トランクにルーティングできます。

ランデブー会議の場合、Unified Communications Manager と TelePresence Conductor 間で別の SIP
トランクが使用されます。Unified Communications Manager の SIP トランクの宛先として、関連
する TelePresence Conductor のロケーションのランデブー IP アドレスを設定します。このロケー
ションのランデブー コールは、その SIP トランクにルーティングできます。

Cisco TelePresence Conductor を使用してシステムを設定する方法の詳細については、導入ガイ
ド（http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-conductor/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

Cisco TelePresence 会議ブリッジ
Cisco TelePresence Server は、Cisco Unified Communications Manager と連携してユニファイド コ
ミュニケーションの導入環境にマルチパーティビデオ機能を提供するスケーラブルなビデオ会
議ブリッジです。マルチパーティビデオ会議向けに柔軟なビデオ機能、音声機能、コンテンツ
共有機能を備えています。会議の作成、開始、および参加には、標準ベースのビデオエンドポ
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イント、モバイル デバイス、Cisco Webex クライアント、およびサードパーティ ビデオ エン
ドポイントを使用できます。

Cisco TelePresence MCU は、高解像度（HD）マルチポイントビデオ会議ブリッジです。毎秒
30 フレームで最大 1080p の性能を提供し、あらゆる会議で十分な連続表示、フルトランスコー
ディング機能を提供するため、混合した高解像度のエンドポイント環境を設定する場合は最適
です。Cisco TelePresence MCU では、シグナリング コール制御プロトコルとして SIP をサポー
トしています。詳細に設定でき、システムおよび会議を制御およびモニタする、ビルトイン
Web サーバを装備しています。

Cisco TelePresence サーバは主に Cisco TelePresence Conductor により制御されています。システ
ム内でのこれらの会議ブリッジを設定する方法の詳細については、導入ガイド
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-conductor/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）を参照してください。

Cisco TelePresence Video Communication Server
Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）は、テレプレゼンス会議のセッション管
理と制御を簡素化します。VCSは、セキュア通信、シンプルな大規模プロビジョニング、およ
びネットワーク管理を Cisco TelePresence Management Suite (Cisco TMS) と連携して提供します。
VCS は Cisco Unified Communications Manager（Unified Communications Manager）と相互に作用
して、システムに多彩なテレプレゼンス サービスを提供します。

Cisco TelePresence VCS をシステムと統合するための設定方法の詳細については、導入ガイド
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
telepresence-video-communication-server-vcs/products-installation-and-configuration-guides-list.html）
を参照してください。
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第 58 章

Cisco Jabber の設定

• Cisco Jabber の設定 （581 ページ）
• Cisco Jabber 前提条件 （583 ページ）
• Cisco Jabber の設定タスク フロー （583 ページ）
• Cisco Jabber の連携動作と制限事項 （588 ページ）
• OAuth SSO 設定のトラブルシューティング （588 ページ）

Cisco Jabber の設定
CiscoJabberは、あらゆる場所から連絡先とのシームレスな対話を実現するUnifiedCommunications
アプリケーションスイートです。Cisco Jabber は、IM、プレゼンス、音声およびビデオ通話、
ボイスメール、および会議を提供します。

Cisco Jabber 製品ファミリには、次のようなアプリケーションが含まれています。

• Cisco Jabber for Windows

• Cisco Jabber for Mac

• Cisco Jabber for iPhone and iPad

• Android 版 Cisco Jabber

• Cisco Jabber Softphone for VDI

Cisco Jabber 製品スイートの詳細については、「https://www.cisco.com/go/jabber」または
「https://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/jabber-softphone-for-vdi/index.html」
を参照してください。

Cisco Jabber を使用して動作するようにシステムを設定する方法の詳細については、
『http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/jabber-windows/
products-installation-guides-list.html』の『Cisco Jabber 導入ガイド』および『インストールガイ
ド』を参照してください。
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Cisco Jabber の OAuth 更新ログイン
Jabber リリース 11.9 時点の Cisco Jabber クライアントは、OAuth 更新ログインを使用して Cisco
Unified Communications Manager と IM ane Presence サービスとの認証を行うことができます。
この機能は、次の利点を提供することによって、Cisco Jabber のユーザエクスペリエンスを向
上します。

• 最初のログイン後は、更新トークンの有効期間にわたってリソースへのシームレスなアク
セスを提供します。

• Cisco Jabber クライアントが頻繁に再認証されないようにする必要がありません。

• SSO 環境と非 SSO 環境で、一貫したログイン動作を提供します。

OAuth 更新ログインを使用すると、Cisco Unified Communications Manager は OAuth 規格を使用
して、クラスタ全体アクセストークンを発行し、トークンを更新します。Cisco Unified
Communications Manager と IM ane Presence サービスは、短時間アクセストークンを使用して
Jabber を認証します (アクセストークンのデフォルト寿命は 60 分です)。期間の長い更新トー
クンは、古いアクセストークンが期限切れになったときに、Jabber に新しいアクセストークン
を提供します。更新トークンが有効である限り、Jabber クライアントは新しいアクセストーク
ンを動的に取得できます (デフォルトの更新トークン寿命は 60 日です)。

すべてのアクセストークンは、JWT 形式 (RFC7519) を使用して暗号化され、署名され、自己完
結型になっています。更新トークンは署名されていますが、暗号化されていません。

また、OAuth 認証は、Cisco Expressway と Cisco Unified Connection でもサポートされています。
互換性のあるバージョンについては、それらの製品で確認してください。互換性のないバー
ジョンを実行している場合の Jabber の動作の詳細については、Cisco Jabber のドキュメントを
参照してください。

（注）

認証プロセス

CiscoJabberクライアントが認証する場合、または更新トークンが送信される場合、CiscoUnified
Communications Manager が次の条件をチェックします。認証の各条件が満たされる必要があり
ます。

• 署名を確認します。

• トークンを復号化して検証します。

• アクティブなユーザであることを確認します。たとえば、外部LDAPディレクトリから削
除された LDAP 同期ユーザはデータベース内に残りますが、エンド ユーザ設定のユーザ
ステータスには無効なユーザとして表示されます。

• 自分のロール、アクセス制御グループ およびユーザ ランク設定で指定されたとおりに、
ユーザがリソースにアクセスできることを確認します。
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後方互換性については、古い Jabber クライアントおよび Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
などのサポート アプリケーションは、デフォルトで有効に設定されている暗黙の許可フロー
モデルを使用して認証できます。

（注）

Cisco Jabber 前提条件
Cisco Jabber 統合には、次の前提条件があります。

• OAuth 更新ログインを使用する場合は、すべての UC システムでこの機能を有効にする必
要があります。Cisco Jabber、Cisco Unity Connection および Cisco Expressway 展開が OAuth
更新ログインをサポートしていることを確認してください。

• iPhone および iPad 版 Cisco Jabber に対するプッシュ通知を導入している場合は、iPhone お
よび iPad 版 Cisco Jabber と Cisco Unified Communications Manager のプッシュ通知で、プッ
シュ通知の前提条件および設定の完全なリストを参照します。

Cisco Jabber の設定タスク フロー
Cisco Jabber クライアントを使用するようにシステムを設定するには、Cisco Unified
Communications Manager でこれらのタスクを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Manager と
IM & Presence サービスを有効にして、

Cisco Jabber の更新ログインの設定 （585
ページ）

ステップ 1

Cisco Jabber 認証に OAuth 更新ログイン
を使用できるようにします。
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目的コマンドまたはアクション

OAuth 更新ログインは、Cisco
Unified Communications
Manager ではデフォルトで無
効になっていますが、Cisco
Expressway ではデフォルトで
無効になっています。Cisco
Unified Communications
Manager でこの機能を有効に
しない場合は、Cisco
Expressway でこの機能を無効
にする必要があります。そう
でないと、設定の不一致が発
生する可能性があります。

（注）

iPhone および iPad 版 Cisco Jabber を展開
している場合、システムのプッシュ通知
を有効にします。

iPhone および iPad 向け Cisco Jabber プッ
シュ通知の設定 （785 ページ）

ステップ 2

iPhone および iPad 版 Cisco
Jabber のプッシュ通知は必須
設定です。Android、Mac、ま
たは Windows ユーザにこの機
能は必要ありません。

（注）

ご使用のプラットフォームの『Cisco
Jabberオンプレミス展開ガイド』を参照
してください。

追加の Cisco Jabber 設定を構成します。ステップ 3

• Android—http://www.cisco.com/c/en/
us/support/unified-communications/
jabber-android/
products-installation-guides-list.html

• iPhone または
iPad—http://www.cisco.com/c/en/us/
support/customer-collaboration/
jabber-iphone-ipad/
products-installation-guides-list.html

• Mac—http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/
jabber-mac/
products-installation-guides-list.html

• Windows—http://www.cisco.com/c/en/
us/support/unified-communications/
jabber-windows/
products-installation-guides-list.html
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Cisco Jabber の更新ログインの設定
次の手順を使用して、OAuthアクセストークンによるログインの更新を有効にし、CiscoUnified
Communications Manager でトークンを更新します。OAuth 更新ログインは、ネットワークの変
更後にユーザを再ログインする必要がない効率的なログインフローを提供します。

互換性を実現するために、Cisco Jabber、Cisco Expressway、Cisco Unity Connection などの展開
で Unified Communications のさまざまなコンポーネントが更新ログインをサポートしているこ
とを確認してください。OAuth更新ログインを有効にした後、この機能を無効にするには、す
べての Cisco Jabber クライアントをリセットする必要があります。

（注）

始める前に

Cisco Jabber 11.9 の最低限のリリースを実行している必要があります。旧バージョンの Jabber
では、以前のリリースの暗黙的な許可フロー認証モデルが使用されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [SSO 設定] で、次のいずれかの操作を実行します。

• OAuth 更新ログインを有効にするには、[更新ログインフローを使用した OAuth（OAuth
with Refresh Login Flow）] を [有効（Enabled）] に設定します。

• OAuth 更新ログインを無効にするには、[更新ログインフローを使用したOAuth（OAuth
with Refresh Login Flow）] エンタープライズ パラメータを [無効（Disabled）] に設定しま
す。これがデフォルトの設定です。

ステップ 3 OAuth 更新ログインが有効な場合は、次のエンタープライズ パラメータを設定してアクセス
トークンおよび更新トークンの有効期限を指定します。

• [OAuthアクセストークン失効タイマー（分）（OAuth Access Token Expiry Timer (minutes)）]：
このパラメータは、各 OAuth アクセス トークンの失効タイマーを分単位で指定します。
OAuth アクセス トークンは、タイマーの期限が切れた後は無効ですが、Jabber クライアン
トは、更新トークンが有効である限り、ユーザが再認証する必要なく、新しいアクセス
トークンを要求して取得できます。デフォルト値は 60 分です。有効な範囲は 1 ～ 1440 分
です。

• [OAuth更新トークン有効期限タイマー（日）（OAuth Refresh Token Expiry Timer (days)）]：
このパラメータは、OAuth更新トークンの有効期限タイマーを日単位で指定します。タイ
マーの期限が切れた後、更新トークンは無効になり、Jabber クライアントは新しい更新
トークンを取得するために再認証する必要があります。有効範囲は 1 ～ 365 日、デフォル
トは 60 日です。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
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設定を保存したら、すべての Cisco Jabber クライアントをリセットします。（注）

OAuth 更新ログイン用のキーの再生成
コマンドラインインターフェイスを使用して暗号キーと署名キーの両方を再生成するには、こ
の手順を使用します。Cisco Jabber が Unified Communications Manager との OAuth 認証に使用す
る暗号キーまたは署名キーが侵害された場合にのみ、この作業を実行します。署名キーは非対
称で RSA ベースであるのに対し、暗号キーは対称キーです。

• このタスクを完了すると、これらのキーを使用する現在のアクセストークンと更新トーク
ンは無効になります。

• エンドユーザへの影響を最小限に抑えるために、このタスクは営業時間外に完了すること
を推奨します。

• 暗号キーは、以下の CLI を使用してのみ再生成できますが、Cisco Unified OS の管理 GUI
を使用して署名キーを再生成することもできます。[セキュリティ（Security）] > [証明書
の管理（Certificate Management）] を選択し、AUTHZ 証明書を選択して、[再作成
（Regenerate）] をクリックします。

（注）

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager パブリッシャ ノードで、コマンドライン インターフェイスに
ログインします。

ステップ 2 暗号キーを再生成するには、次の手順を実行します。

a) set key regen authz encryption コマンドを実行します。
b) 「yes」と入力します。

ステップ 3 署名キーを再生成するには、次の手順を実行します。

a) set key regen authz signing コマンドを実行します。
b) 「yes」と入力します。

Unified Communications Manager パブリッシャ ノードがキーを再生成し、IM and Presence
サービスのローカル ノードを含めたすべての Unified Communications Manager クラスタ ノー
ドに新しいキーを複製します。

次のタスク

すべての UC クラスタで新しいキーを再生成して同期する必要があります。
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• IM and Presence 中央クラスタ：IM and Presence 集中型展開の場合、IM and Presence ノード
はテレフォニーとは別のクラスタ上で実行されています。この場合、IMandPresenceService
の中央クラスタの Unified Communications Manager パブリッシャ ノードで、この手順を繰
り返します。

• Cisco Expressway または Cisco Unity Connection：これらのクラスタ上でもキーを再生成し
ます。詳細については、Cisco Expressway および Cisco Unity Connection のマニュアルを参
照してください。

既存の OAuth 更新トークンの取り消し
既存の OAuth 更新トークンを取り消すには、AXL API を使用します。たとえば、ある従業員
が退社した場合、このAPIを使用してその従業員の現在の更新トークンを取り消し、その従業
員が新しいアクセストークンを取得したり、企業アカウントへログインできないようにするこ
とができます。API は、AXL クレデンシャルで保護されている REST ベースの API です。任意
のコマンドライン ツールを使用して API を呼び出すことができます。次のコマンドは、更新
トークンを取り消すために使用できる cURL コマンドの例を示しています。

curl -k -u "admin:password" https://<UCMaddress:8443/ssosp/token/revoke?user_id=<end_user>

引数の説明

• admin:password は、Cisco Unified Communications Manager の管理者アカウントのログイン
ID とパスワードです。

• UCMaddress は、Cisco Unified Communications Manger のパブリッシャ ノードの FQDN また
は IP アドレスです。

• end_user は、更新トークンを取り消すユーザのユーザ ID です。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
587

アプリケーションの統合
既存の OAuth 更新トークンの取り消し



Cisco Jabber の連携動作と制限事項
連携動作機能

正常登録では、2 つの Cisco Jabber クライアントから同じデバ
イス名を使用して (たとえば、オフィスのラップトップおよび
ホームオフィスのラップトップ上で動作する Jabber)、デュア
ル登録が行われます。この機能によって、最初の登録が自動
的に解除され、2 番目の登録を続行することができるように
なります。登録解除済み Jabber クライアントは再登録されま
せん。

Cisco Jabber の正常登録は、Jabber がモバイルおよびリモート
アクセス (MRA) 展開に展開されている場合を除き、自動的に
サポートされます。MRA の展開では、登録解除された Jabber
クライアントが登録を再登録しようとします。

MRA導入では、同じデバイス名を持つ2台のデバイスでCisco
Jabber を実行している場合、他のデバイスを使用する前に必
ず Jabber をログに記録するようにしてください。

正常登録

OAuth SSO 設定のトラブルシューティング
次の表に、OAuthSSO設定のトラブルシューティングに役立つログを示します。これらのログ
に対してトレースを設定する必要はありません。

SAML SSO ログを詳細レベルに設定するには、set samltrace level debug CLI コマンドを実行
します。

（注）

表 70 : OAuth 更新ログインのトラブルシューティングのログ

ログの詳細ログ

新しい SSO アプリ操作が完了するたびに、次の新しいログエ
ントリが生成されます。

/var/log/active/platform/log/ssoApp.log

SSO ログ

SSO 操作と OAuth 操作は、ssosp ログに記録されます。SSO
が有効化されるたびに、新しいログファイルが次のように作
成されます。

/usr/local/thirdparty/Jakarta-tomcat/logs/ssosp/log4j/

Ssosp ログ
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ログの詳細ログ

証明書ログは、次の場所にあります。Authz証明書が再生成さ
れるたびに、新しいログファイルが生成されます。

/var/log/active/platform/log/certMgmt * .log

SSO および OAuth の設定
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第 VIII 部

メディア リソースの設定
• メディア リソースの概要 （593 ページ）
• メディア リソースの定義 （597 ページ）
• トラステッドリレーポイント（TRP）の設定 （605 ページ）
• アナンシエータの設定 （615 ページ）
• 自動音声応答の設定 （623 ページ）
• 保留中ビデオサーバの設定 （631 ページ）
• アナウンスの設定 （635 ページ）
• 会議ブリッジの設定 （641 ページ）
• フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションの設定 （649 ページ）
• トランスコーダとメディア ターミネーション ポイントの設定 （659 ページ）





第 59 章

メディア リソースの概要

• メディアリソースについて （593 ページ）
• メディア リソースの設定タスク フロー （594 ページ）

メディアリソースについて
Cisco Unified Communications Manager 機能では、メディア リソースを使用する必要がありま
す。Cisco Unified Communications Manager には以下のようなメディアリソースも含まれます。

• アナンシエータ

• 音声自動応答（IVR）

• メディア ターミネーション ポイント（Media Termination Points）（MTP）

• トランスコーダ

• トラステッド リレー ポイント

• 会議ブリッジ

• 保留中の音楽またはビデオ

メディアリソースをメディアリソースグループの一覧に割り当て、そのリストをデバイスプー
ルまたは個々のデバイスに割り当てることによって、電話で利用可能にすることができます。
個々のデバイスのデフォルト設定では、デバイスが使用しているデバイスプールに割り当てら
れているメディアリソースを使用します。

保留音の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能設定ガイド』を
参照してください。

（注）
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メディア リソースの設定タスク フロー
次のタスク フローを実行すると、システムのメディア リソースを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

この章の手順を使用して、メディアサー
バの論理グループを定義します。

メディア リソース グループのタスク フ
ロー （598 ページ）

ステップ 1

トラステッド リレー ポイントをメディ
ア ストリームに挿入し、そのストリー

トラステッド リレー ポイントのタスク
フロー （606 ページ）

ステップ 2

ムのコントロール ポイントとして機能
させます。TRP を使用すると、そのス
トリームにさらに処理を加えることがで
きます。また、ストリームが特定のパス
を通るようにする手段として TRP を使
用することも可能です。

アナンシエータを設定することで、
Unified Communications Manager は、録

アナンシエータの設定タスク フロー （
618 ページ）

ステップ 3

音済みのアナウンス（.wav ファイル）
を再生したり、Cisco Multilevel
Precedence and Preemption 用に設定され
た Cisco IP Phone やゲートウェイなどの
デバイスにトーンを送信したりできま
す。

自動音声応答（IVR）装置を使用して、
録音済みの機能アナウンス（.wav ファ

自動音声応答の設定タスクフロー（625
ページ）

ステップ 4

イル）を Cisco IP Phone やゲートウェイ
などのデバイスで再生することができま
す。これらのアナウンスは、開催中の会
議のように IVR アナウンスを必要とす
る機能を使用しているデバイスで再生さ
れます。

ビデオ コンタクト センターにコールを
発信する顧客が、コンタクト センター

保留中ビデオ設定のタスクフロー（632
ページ）

ステップ 5

でのエージェントとの最初のコンサル
ティングの後に、特定のビデオを視聴で
きるように、ビデオ コンタクト セン
ターに Video On Hold を設定します。
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目的コマンドまたはアクション

この章の手順を使用して、事前定義済み
のアナウンスを使用するか、またはカス

アナウンスの設定タスク フロー （637
ページ）

ステップ 6

タム アナウンスをアップロードできま
す。

アドホック/ミートミー ビデオ会議およ
びビデオ会議を可能にするソフトウェア

会議ブリッジの設定タスクフロー（646
ページ）

ステップ 7

とハードウェアのアプリケーションを設
定します。

フレキシブルDSCPマーキングおよびビ
デオ プロモーションを使用して、コー

DSCP 設定の設定タスク フロー （651
ページ）

ステップ 8

ルアドミッション制御（CAC）とQuality
of Service（QoS）の処理でどのアプリ
ケーションを最も優先するかを指定する
ポリシーを設定できます。

1つのコーデックからの入力ストリーム
を、別のコーデックを使用する出力スト

トランスコーダと MTP の設定タスク フ
ロー （665 ページ）

ステップ 9

リームに変換するために、トランスコー
ダを設定します。
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第 60 章

メディア リソースの定義

• メディア リソース グループの概要 （597 ページ）
• [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）] （598 ページ）
• メディアリソースグループの前提条件 （598 ページ）
• メディア リソース グループのタスク フロー （598 ページ）
• メディアリソースグループの連携動作と制限事項 （603 ページ）

メディア リソース グループの概要
メディア リソース グループでは、メディア サーバの論理的なグループ化が定義されます。必
要に応じて、メディア リソース グループを地理上の場所またはサイトと関連付けることがで
きます。さらに、サーバの使用または目的のサービスのタイプ（ユニキャストまたはマルチ
キャスト）を制御するメディア リソース グループを形成することもできます。

システムにはメディア リソースを管理する 2 層構造のアプローチがあります。

• メディア リソース グループ：メディア サーバの論理グループ。

• メディア リソース グループ リスト：優先順位付けされたメディア リソース グループの一
覧。アプリケーションは、[メディア リソース グループリスト（Media Resource Group
List）] で定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから必要なメディ
ア リソース（保留音サーバなど）を選択します。メディア リソース グループ リストは、
デバイスに関連付けられていて、メディアリソースグループの冗長化を実現しています。

次のタイプのデバイスを、1 つのメディア リソース グループにグループ化することができま
す。

• 会議ブリッジ（CFB）

• メディア ターミネーション ポイント（MTP）

• 保留音サーバ（MOH）

• トランスコーダ（XCODE）

• アナンシエータ（Annunciator）（ANN）
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メディアリソースが設定された後にメディアリソースグループをまだ定義していない場合は、
すべてのメディア リソースがデフォルト グループに属するため、特定のクラスタ内のすべて
の Cisco Unified Communications Manager ですべてのメディア リソースを使用できます。

（注）

[メディアリソースグループリスト（MediaResourceGroup
List）]

メディアリソースグループリストは、優先順位を付けてメディアリソースグループをグループ
化します。アプリケーションは、[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group
List）] で定義された優先順位に従って、使用可能なメディアリソースから必要なメディアリ
ソース（保留音サーバなど）を選択します。メディア リソース グループ リストは、デバイス
またはデバイス プールに関連付けられていて、メディア リソース グループの冗長化を実現し
ています。

メディアリソースグループの前提条件
Cisco Unified Communications Manager にはメディア リソースがあり、アナンシエータ、トラン
スコーディング、会議、保留音、メディアターミネーションなどのサービスを提供することを
確認します。

メディア リソース グループのタスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

メディアリソースグループが、メディア
サーバの論理的なグループ化を定義する
ように設定します。

メディアリソースグループの設定（599
ページ）。

ステップ 1

メディア リソース グループにデバイス
を割り当てます。

メディア リソース グループへのデバイ
スの割り当て （600 ページ）。

ステップ 2

デバイスを割り当てる順序は
重要ではありません。

（注）

メディアリソースグループリストを作成
して、メディアリソースグループを優先

メディア リソース グループ リストの設
定 （600 ページ）。

ステップ 3

順に並べたリストを指定します。メディ
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目的コマンドまたはアクション

ア リソース グループ リストは、デバイ
スまたはデバイス プールに関連付けら
れていて、メディア リソース グループ
の冗長化を実現しています。

デバイスを割り当てる順序は
重要です。

（注）

新規に作成されたメディアリソースグ
ループをメディアリソースグループリス
トに割り当てます。

メディア リソース グループ リストへの
メディア リソース グループの割り当て
（601 ページ）。

ステップ 4

既存または新規作成メディアリソースグ
ループリストをデバイスまたはデバイス
プールに割り当てます。

デバイスまたはデバイス プールへのメ
ディア リソースの割り当て （602 ペー
ジ）。

ステップ 5

メディアリソースに障害が発生したとき
は、メディアリソースの冗長性を確認し
ます。

（任意）メディア リソース冗長性の設
定 （602 ページ）。

ステップ 6

メディア リソース グループの設定
メディアリソースグループには、エンドポイントまたはエンドポイントのグループに割り当て
るメディアリソースの一覧が含まれています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソー
スグループ（Media Resource Group）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• 既存のメディア リソース グループを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• 新しいメディアリソースグループを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックし

ます。

ステップ 3 [メディア リソース グループの設定（Media Resource Group Configuration）] ウィンドウで各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘ
ルプを参照してください。

ステップ 4 グループの [名前（Name）] と [説明（Description）] を入力します。

ステップ 5 [使用可能なメディアリソース（Available Media Resources）] から、このグループに追加するリ
ソースを選択し、矢印を使用してリソースを [選択されたメディアリソース（Selected Media
Resources）] に移動します。
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ステップ 6 （省略可）保留音オーディオにマルチキャストを使用するには、[MOHオーディオにマルチキャ
ストを使用（Use Multi-cast for MOH Audio）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

メディア リソース グループへのデバイスの割り当て
アナンシエータ(ANN)、自動音声応答 (IVR)、会議ブリッジ (CFB)、メディアターミネーショ
ンポイント (MTP)、保留音 (MOH)サーバおよびトランスコーダなどのデバイスを、メディアリ
ソースグループに割り当てることができます。デバイスを割り当てる順序は重要ではありませ
ん。

始める前に

メディア リソース グループの設定 （599 ページ）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[メディア リソース（Media Resources）] > [メディア リ
ソース グループ（Media Resource Group）] を選択します。

ステップ 2 既存のメディアリソースグループを設定するには、[メディアリソースグループの検索と一覧
表示] ウィンドウで、適切なフィルタを指定し、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 新しいメディア リソース グループ リストを設定するには、[新規追加（Add New）] をクリッ
クします。

ステップ 4 [Available Media Resources] フィールドで、1 つまたは複数のデバイスを選択し、下矢印キー
をクリックします。
選択したデバイスが [選択したメディアリソース (selected Media Resources)] フィールドに表示
されます。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

メディア リソース グループ リストの設定 （600 ページ）。

メディア リソース グループ リストの設定
メディアリソースグループの優先順位付けされたリストの作成このリストは、個々のデバイス
またはデバイスプールに割り当てることができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で [メディア リソース（Media Resources）] > [メディア リソー
スのグループ リスト（Media Resource Group List）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• 既存のリストを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• 新しいリストを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 メディア リソース グループ リストの [名前（Name）] を入力します。

ステップ 4 [使用可能なメディアリソースグループ（Available Media Resource Groups）] から、追加するグ
ループを選択し、矢印を使用して [選択されたメディアリソースグループ（Selected Media
Resource Groups）] に移動させます。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

エンドポイントでこれらのメディアリソースを使用するには、デバイスプール、ゲー
トウェイポート、またはデバイスにリストを割り当てる必要があります。

（注）

メディア リソース グループ リストへのメディア リソース グループの
割り当て

始める前に

メディア リソース グループ リストの設定 （600 ページ）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[メディア リソース（Media Resources）] > [メディア リ
ソース グループ（Media Resource Group）] を選択します。

ステップ 2 既存のメディアリソースグループを設定するには、[メディアリソースグループの検索と一覧
表示 ] ウィンドウから、適切なフィルタを指定し、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [利用可能なメディアリソース] フィールドで、1 つまたは複数のメディアリソースを選択し、
下矢印キーをクリックします。
選択したメディアリソースが、[選択したメディアリソース] リストに表示されます。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

デバイスまたはデバイス プールへのメディア リソースの割り当て （602 ページ）。
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デバイスまたはデバイス プールへのメディア リソースの割り当て
優先順位付きのメディア リソース グループのリストをデバイス プールまたは個別のデバイス
に関連付けることで、エンドポイントにメディア リソースを割り当てます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択しま
す。

• デバイス プールにメディア リソースを追加するには、[システム（System）] > [デバイス
プール（Device Pools）] を選択します。

• エンドポイントにメディア リソースを直接追加するには、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、これらのメディアリソースを割り当てるデバイスプールまた
はデバイスを選択します。

ステップ 3 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウン リストか
ら、リストを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 5 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）] をクリックします。
デバイス名および適切な設定変更を示した [設定の適用（Apply Configuration）] ウィンドウが
表示されます。

メディア リソース冗長性の設定
メディア リソース グループ リストでは、メディア リソース グループの優先リストを指定し
て、メディア リソースの冗長性を確保します。アプリケーションは、メディア リソース リス
トで定義されている優先順位に従って、使用できる対象から必要なメディアリソースを選択で
きます。

メディア リソース グループおよびメディア リソース リストに冗長性を設定するには、「メ
ディアリソースグループの設定（599ページ）」と「[メディアリソースグループリスト（Media
Resource Group List）] （598 ページ）」の手順を実行します。
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メディアリソースグループの連携動作と制限事項

メディア リソース グループの連携動作
表 71 : メディア リソース グループの連携動作

データのやり取り機能

コール処理は、メディアリソースグループリ
ストが選択されている場合に、メディアリソー
スグループリストをデバイスレベルで使用し
ます。リソースが見つからない場合、コール
処理はデフォルトの割り当てからリソースを
取得できます。

メディアリソースグループリストがデバイス
レベルで選択されていない場合だけ、コール
処理はデバイスプール内のメディア リソース
グループリストを使用します。リソースが見
つからない場合、コール処理はデフォルトの
割り当てからリソースを取得できます。

コール処理

アナンシエータを含むメディアリソースグルー
プリストが、会議ブリッジのあるデバイスプー
ルに割り当てられている場合、Cisco Unified
Communications Manager は会議ブリッジにア
ナンシエータリソースのサポートを提供しま
す。

メディアリソースグループリストが、会議を
制御するデバイスに直接割り当てられている
場合、Cisco Unified Communications Manager は
会議ブリッジにアナンシエータ リソースのサ
ポートを提供しません。

アナンシエータリソースサポート

ビデオ会議を保留にするときにビデオ会議ブ
リッジだけが使用されるようにするには、そ
のビデオ会議ブリッジをメディア リソース グ
ループに追加します。メディア リソース グ
ループをメディアリソースグループリストに
追加し、ビデオ会議ブリッジを使用するデバ
イスまたはデバイス プールにそのメディア リ
ソース グループ リストを割り当てます。

テレビ会議
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メディア リソース グループの制限事項
表 72 : メディア リソース グループの制限事項

説明制限事項

メディア リソース グループ リストに割り当てられているメ
ディア リソース グループは、削除できません。

メディアリソースグループの
定義

メディアリソースグループに割り当てられているトランスコー
ダは、削除できません。

トランスコーダの削除

メディアリソースグループに含まれるメディアリソース（会議
ブリッジなど）を削除するには、その前に、そのリソースをメ
ディアリソースグループから削除するか、そのメディアリソー
スを含むメディアリソースグループを削除する必要があること
に注意してください。

メディアリソースの削除
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第 61 章

トラステッドリレーポイント（TRP）の設
定

• トラステッドリレーポイントの概要 （605 ページ）
• トラステッド リレー ポイントのタスク フロー （606 ページ）
• トラステッド リレー ポイントの連携動作と制限事項 （611 ページ）

トラステッドリレーポイントの概要
トラステッドリレーポイント (TRP) は、Cisco Unified Communications Manager がメディアスト
リームに挿入してコールメディアの制御ポイントとして機能する MTP またはトランスコーダ
です。TRPは、ストリームに対してさらなる処理を提供し、ストリームが特定のパスに従って
いることを確認できます。

コールにトラステッドリレーポイントが必要な場合、Cisco Unified Communications Manager は、
TRP 機能で有効になっている MTP またはトランスコーダを割り当てます。

構成

MTP およびトランスコーダ は、[メディアターミネーションポイントの設定]または[トランザ
クションの設定] ウィンドウの [トラステッドリレーポイント] チェックボックスをオンにする
ことによって TRP 機能を提供するように設定できます。

個々のコールの TRP 要件を設定するには、次の設定ウィンドウの [トラステッドリレーポイン
トを使用する] フィールドを [オン]に設定します。

• [電話の設定（Phone Configuration）]

• [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]

• [ボイスメールポート設定（Voicemail Port Configuration）]

• [トランクの設定（Trunk Configuration）]

• [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]

• [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]
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• [ユニバーサルデバイステンプレートの設定（Universal Device Template Configuration）]

• さまざまなメディアリソースの設定（アナンシエータ、IVR、MTP、トランスコーダ、会
議ブリッジ、保留音)

トラステッド リレー ポイントのタスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

メディアが終了し、TRP をCisco Unified
Communications Managerに挿入する 1 つ

デバイスのトラステッド リレー ポイン
トの設定 （607 ページ）。

ステップ 1

または複数のデバイス向けの、トラス
テッドリレーポイント(TRP) を設定しま
す。

デバイスをトラステッドリレーポイント
として使用できるように、メディア終端
ポイント (MTP) を設定します。

メディア ターミネーション ポイントの
トラステッド リレー ポイントの設定 （
607 ページ）。

ステップ 2

Cisco Unified Communications
Manager で TRP として設定さ
れたデバイスについて、その
TRP とコールに関連したすべ
てのエンドポイントの間に適
切なネットワーク接続および
設定が存在することを確認す
る必要があります。

（注）

デバイスをトラステッドリレーポイント
として使用できるように、トランスコー
ダを設定します。

トランスコーダに対するトラステッド
リレーポイントの設定（608ページ）。

ステップ 3

Cisco Unified Communications
Manager で TRP として設定さ
れたデバイスについて、その
TRP とコールに関連したすべ
てのエンドポイントの間に適
切なネットワーク接続および
設定が存在することを確認す
る必要があります。

（注）

TRPサービスパラメータを有効にして、
どのTRPリソースも利用できない場合、

トラステッド リレー ポイントのサービ
スパラメータの有効化（609ページ）。

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

TRP を必要とするコールを続行できる
かどうかを判断します。

デバイスのトラステッド リレー ポイントの設定
メディアの終端である 1 つまたは複数のデバイスのトラステッド リレー ポイント（TRP）を
設定したり、Cisco Unified Communications Manager に TRP を挿入できます。デバイスの TRP
を設定することによって、デバイスは、そのストリームでさらに処理を実行したり、ストリー
ムが特定のパスをたどっていることを確認できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device Configuration）] の順に選択します。

ステップ 2 既存デバイスのトラステッド リレー ポイントを設定するには、[共通デバイス設定の検索と一
覧表示（Find and List Common Device Configurations）] ウィンドウから、適切なフィルタを指定
して [検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 新規デバイスのトラステッド リレー ポイントを設定するには、[共通デバイス設定（Common
Device Configuration）] ウィンドウから、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 4 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [共通デバイス設定情報（Common Device Configuration Information）] セクションで、[トラス
テッド リレー ポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] チェック ボックスをクリックしま
す。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

メディア ターミネーション ポイントのトラステッド リレー ポイントの設定 （607 ページ）。

メディア ターミネーション ポイントのトラステッド リレー ポイント
の設定

デバイスをトラステッドリレーポイント（TRP）として利用できるようにメディアターミネー
ション ポイント（MTP）を設定できます。

始める前に

デバイスのトラステッド リレー ポイントの設定 （607 ページ）。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[メディア リソース（Media Resources）] > [メディア ター
ミネーション ポイント（Media Termination Point）] を選択します。

ステップ 2 既存のメディア ターミネーション ポイントに TRP を設定するには、[メディアターミネーショ
ンポイントの検索と一覧表示（Find and List Media Termination Points）] ウィンドウから、該当
するフィルタを指定し、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 新しいメディア ターミネーション ポイントに TRP を設定するには、[新規追加（Add New）]
をクリックします。

ステップ 4 [メディア ターミネーション ポイントの設定（Media Termination Point Configuration）] ウィン
ドウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オン
ライン ヘルプを参照してください。

ステップ 5 [メディア ターミネーション ポイント情報（Media Termination Point Information）] セクション
で、[トラステッド リレー ポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] チェックボックスをオン
にします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

トランスコーダに対するトラステッド リレー ポイントの設定 （608 ページ）。

トランスコーダに対するトラステッド リレー ポイントの設定
トラステッド リレー ポイント（TRP）としてデバイスを使用できるようにトランスコーダを
設定できます。

始める前に

メディア ターミネーション ポイントのトラステッド リレー ポイントの設定 （607 ページ）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[メディア リソース（Media Resources）] > [トランスコー
ダ（Transcoder）] の順に選択します。

ステップ 2 既存のトランスコーダに対するTRPを設定するには、[トランスコーダの検索と一覧表示（Find
and List Trancoder）] ウィンドウから、該当するフィルタを指定し、[検索（Find）] をクリック
します。

ステップ 3 新しいトランスコーダに対して TRP を設定するには、[新規追加（Add New）] をクリックしま
す。

ステップ 4 [トランスコーダの設定（Transcoder Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。
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ステップ 5 [メディア サーバ トランスコーダ情報（Media Server Transcoder Info）] セクションで、[トラス
テッド リレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

トラステッド リレー ポイントのサービス パラメータの有効化 （609 ページ）。

トラステッド リレー ポイントのサービス パラメータの有効化
TRP サービス パラメータを有効にすると、TRP リソースが使用できない場合に、TRP を必要
とするコールの続行を許可するかどうかを決定できます。

始める前に

トランスコーダに対するトラステッド リレー ポイントの設定 （608 ページ）。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] の順に選択します。

[サーバ（Server）] ドロップダウン リストのみが表示されます。

ステップ 2 [サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウン リストからサーバを選択します。
[サービス（Service）] ドロップダウン リストが表示されます。

ステップ 3 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから、Cisco Unified Communications Manager サーバ
を選択します。
選択されたサーバおよびサービスに基づいて、サービス パラメータが表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス - 全般）（Clusterwide Parameters (Device - General)）] セ
クションから、[トラステッドリレーポイントの割り当てが失敗するとコールは失敗する（Fail
Call If Trusted Relay Point Allocation Fails）] ドロップダウン リストの [True] を選択します。
フィールドとその設定オプションについては、「関連項目」のセクションを参照してくださ
い。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス - H323）（Clusterwide Parameters (Device - H323)）] セ
クションから、[MTP の割り当てが失敗するとコールは失敗する（Fail Call If MTP Allocation
Fails）] ドロップダウン リストの [True] を選択します。フィールドとその設定オプションにつ
いては、「関連項目」のセクションを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

関連トピック
MTPとTRPサービスパラメータが選択されている場合のコールステータス（610ページ）
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MTP と TRP サービスパラメータが選択されていない場合のコールステータス （610 ペー
ジ）

MTP と TRP サービスパラメータが選択されている場合のコールステータス
エンドポイントの [メディアターミネーションポイントが必須(MediaTerminationPointRequired)]
チェックボックスと [トラステッドリレーポイントを使用(Use Trusted Relay Point)] チェック
ボックスの両方がオンになっている場合、Cisco Unified Communications Manager は、信頼され
たリレーポイント（TRP）でもあるメディアターミネーションポイント（MTP）を割り当てま
す。管理者がこのような MTP または TRP の割り当てに失敗すると、コール ステータスが表示
されます。

次の表に、コールが失敗した場合のFail Call If Trusted Relay Point Allocation Failsサービスパ
ラメータおよびFail Call if MTP Allocation Failsサービスパラメータの値を備えたコールステー
タスを表示します。

コールが失敗するかFail Call If MTP Allocation FailsFail Call If TRP Allocation Fails

はい[はい（True）][はい（True）]

はいFalseTrue

はい（MTP が H.323 エンドポ
イントに必要な場合）。いい
え（MTP が SIP エンドポイン
トに必要な場合）

TrueFalse

いいえFalseFalse

MTP と TRP サービスパラメータが選択されていない場合のコールステータス
Fail Call If Trusted Relay Point Allocation Fails サービス パラメータおよび Fail Call If MTP
Allocation Fails サービスパラメータがいずれも False に設定されている場合、以下の表には、
必要な MTP に関連するコールの動作を示します。動作に関係するのは、[信頼されたリレーポ
イントを使用(Use Trusted Relay Point)] の設定、およびリソース割り当てのステータスです。

コールの動作リソース割り当てのス
テータス

[信頼されたリレーポイ
ントを使用(UseTrusted
Relay Point)]

[メディアターミネー
ションポイントが必須
(Media Termination
Point Required)]

パススルーのサポート
が存在しないため、
オーディオ コールの
み。

TRP 割り当て済みYY

オーディオ コールの
み。TRPのサポートは
存在しません。

MTP のみY または NY
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コールの動作リソース割り当てのス
テータス

[信頼されたリレーポイ
ントを使用(UseTrusted
Relay Point)]

[メディアターミネー
ションポイントが必須
(Media Termination
Point Required)]

H.323 エンドポイント
で [メディアターミ
ネーションポイントが
必須(Media Termination
Point Required)] チェッ
クボックスがオンに
なっている場合、補足
サービスは無効になり
ます。

割り当てなしY または NY

エンドポイントの機能
に応じてオーディオま
たはビデオコール、お
よびコール アドミッ
ション制御（CAC）。
補足サービスは引き続
き機能します。

TRP 割り当て済みYN

オーディオまたはビデ
オコール。補足サービ
スは引き続き機能しま
すが、TRPのサポート
は存在しません。

割り当てなしYN

トラステッド リレー ポイントの連携動作と制限事項

トラステッド リレー ポイントの連携動作と制限事項
連携動作と制限事項機能

コールで RSVP が有効になっている場合、Cisco Unified Communications
Manager はまず、TRP のラベルも付いている RSVPAgent を割り当て
ようとします。それ以外の場合は、別の TRP デバイスが RSVPAgent
とエンドポイントの間に挿入されます。

Resource Reservation
Protocol（RSVP）
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連携動作と制限事項機能

トランスコーダがコールに必要であり、それを TRP を必要とするエ
ンドポイントと同じ側に割り当てる必要がある場合、Cisco Unified
Communications Manager はまず、TRP のラベルも付いているトランス
コーダを割り当てようとします。それ以外の場合は、別の TRP デバ
イスがトランスコーダとエンドポイントの間に挿入されます。

コールのトランスコー
ダ

エンドポイント向けに、[メディアターミネーションポイントが必須
（Media Termination Point Required）] チェックボックスおよび [トラス
テッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] チェックボッ
クスをオンにすると、Cisco Unified Communications Manager は、TRP
を兼ねる MTP を割り当てます。管理者がそのような MTP または TRP
の割り当てに失敗すると、コールの状態が表示されます。

エンドポイントのMTP
割り当て

ほとんどの場合、TRPはユーザがコールに応答した後に割り当てられ
るため、TRPの割り当てに失敗したためにコールが失敗すると、ユー
ザがコールに応答した後に速いビジー トーンが聞こえる可能性があ
ります（MTP が必要な SIP アウトバウンド レッグ、つまり H.323 ア
ウトバウンド FastStart は例外です）。

TRP 割り当て

エンドポイントまたはデバイスに関連付けられているデバイス プー
ルのいずれかで、[トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）] チェックボックスをオンにした場合、Cisco Unified
Communications Manager はそのエンドポイント向けに TRP を挿入する
必要があります。[トラステッドリレーポイントの割り当てに失敗し
た場合コールを失敗させる（Fail Call If Trusted Relay Point Allocation
Fails）] サービス パラメータが、True に設定されている場合、Cisco
Unified Communications Manager が TRP の割り当てに失敗すると、コー
ルが失敗することがあります。

エンドポイントのTRP
挿入
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トラステッド リレー ポイントの制限事項
表 73 : トラステッド リレー ポイントの制限事項

説明制限事項

エンドポイントまたはデバイスに関連付けら
れているデバイスプールのいずれかで、[トラ
ステッドリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）] チェックボックスをオンにした
場合、Cisco Unified Communications Manager は
そのエンドポイント向けに TRP を挿入する必
要があります。[トラステッドリレーポイント
の割り当てに失敗した場合コールを失敗させ
る（Fail Call If Trusted Relay Point Allocation
Fails）] サービス パラメータが、True に設定
されている場合、Cisco Unified Communications
ManagerがTRPの割り当てに失敗すると、コー
ルが失敗することがあります。

エンドポイント向けトラステッドリレーポイ
ントの挿入

エンドポイント向けに、[メディアターミネー
ションポイントが必須（Media Termination Point
Required）] チェックボックスおよび [トラス
テッドリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）] チェックボックスをオンにする
と、Cisco Unified Communications Manager は、
TRPを兼ねるMTPを割り当てます。管理者が
そのような MTP または TRP の割り当てに失
敗すると、コールの状態が表示されます。

エンドポイント向けメディア ターミネーショ
ン ポイントの割り当て

ほとんどの場合、TRP はユーザがコールに応
答した後に割り当てられるため、TRP の割り
当てに失敗したためにコールが失敗すると、
ユーザがコールに応答した後に速いビジートー
ンが聞こえる可能性があります（MTP が必要
な SIP アウトバウンド レッグ、つまり H.323
アウトバウンド FastStart は例外です）。

トラステッド リレー ポイントの割り当て
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第 62 章

アナンシエータの設定

• アナンシエータの概要 （615 ページ）
• アナンシエータの設定タスク フロー （618 ページ）

アナンシエータの概要
アナンシエータは、Cisco Unified Communications Manager で動作し、録音されたメッセージや
トーンを Cisco IP Phone およびゲートウェイに送信することが可能な、SCCP ソフトウェアデ
バイスです。そのノード上で Cisco IP Voice Media Streaming service をオンにすると、アナンシ
エータがクラスタノード上でアクティブ化されます。MLPP、SIP トランク、IOS ゲートウェ
イ、ソフトウェア会議ブリッジなどの機能は、定義済みのメッセージを一方向のメディアスト
リーム経由で電話機またはゲートウェイに送信するように、アナンシエータに依存していま
す。さらに、

• IPv4 と IPV6 の両方がサポートされています。アナンシエータは、システムのプラット
フォームが IPv6 に対して設定されており、IPv6 エンタープライズパラメータが有効化さ
れている場合、自動的にデュアルモードに設定されます。

• SRTP がサポートされています

アナンシエータのスケーラビリティ

デフォルトでは、アナンシエータは 48 のメディアストリームを同時にサポートしています。
追加ノードでアナンシエータをアクティブにするか、[コール数（Call Count）] サービス パラ
メータを使用してアナンシエータのメディア ストリームのデフォルト数を変更することで、
キャパシティを増やすことができます。ただし、当該のノードで Cisco CallManager サービス
が非アクティブ化されていない限り、ノードでこの値を増やすことは推奨しません。

Cisco CallManager サービスが実行されていない専用のサブスクライバ ノードでアナンシエー
タを実行する場合、アナンシエータは最大255の同時アナウンスストリームをサポートできま
す。専用のサブスクライバーノードが 1 万ユーザの OVA バーチャルマシン設定に適合する場
合、警報装置は最大 400 の同時アナウンスストリームをサポートできます。
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コール処理の負荷が高い Unified Communications Manager ノードではアナンシエータをアクティ
ブにしないでください。

注意

会議ブリッジを使用したアナンシエータ

このアナンシエータは、次の条件の下で会議ブリッジに使用できます。

• アナンシエータを含むメディア リソース グループ リストが、会議ブリッジが存在するデ
バイス プールに割り当てられている場合。

• アナンシエータがデフォルトのメディア リソースとして設定されている場合。

メディア リソース グループ リストが会議を制御するデバイスに直接割り当てられている場合
は、会議ブリッジでアナンシエータを使用できません。

会議ごとにアナウンスを1つだけサポートします。現在のアナウンスの再生中に、システムが
別のアナウンスを要求した場合は、新しいアナウンスによって再生中のアナウンスがプリエン
プション処理されます。

デフォルトの警報装置アナウンスとトーン
Cisco Unified Communications Manager では Cisco IP Media Streaming Application サービスが有効
になると、録音されたアナンシエータアナウンスを自動的に提供します。アナウンスまたは
トーンは、次の条件で再生されます。

• アナウンス：Cisco Multilevel Precedence and Preemption 用に設定されたデバイス向けに再
生されます

• 割り込み音：参加者がアドホック会議に参加する前に聞こえます

• リングバックトーン: IOSゲートウェイを介してPSTN経由でコールを転送する場合、コー
ルがアクティブになっていてもゲートウェイが音を再生できないため、アナンシエータが
トーンを再生します。

• リングバックトーン：H.323 クラスタ間トランクを介してコールを転送するときに、トー
ンを再生します。

• リングバックトーン：SCCP を実行している電話機から SIP クライアントにコールを転送
するとき、トーンを再生します。

デフォルトの録音されたアナンシエータアナウンスを変更したり、アナウンスを追加すること
はできません。Cisco Unified Communications Manager Locale Installer がインストール済みで Cisco
Unified IP Phone またはデバイス プールのロケール値を設定した場合には、アナウンスのロー
カリゼーションがサポートされます。ロケールインストーラとユーザおよび（対応する）ネッ
トワーク ロケール用にインストールするファイルの詳細については、『Installing Cisco Unified
Communications Manager（Cisco Unified Communications Manager のインストール）』を参照し

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
616

メディア リソースの設定
デフォルトの警報装置アナウンスとトーン



てください。ロケールインストーラをダウンロードするには、www.cisco.comのサポートペー
ジを参照してください。

表 74 : 録音済みのアナンシエータアナウンス

アナウンス条件

緊急度の高い電話が使用中のため、電話をおつなぎできま
せん。一度電話をお切りになってから、もう一度おかけ直
しください。これは録音メッセージです。

同等またはそれ以上の優先コール
が進行中です。

緊急度の高い電話が使用中のため、電話をおつなぎできま
せん。一度電話をお切りになってから、もう一度おかけ直
しください。これは録音メッセージです。

優先順位のアクセス制限が存在し
ます。

ご使用になった優先度は、回線で認証されていません。認
証された優先度をお使いになるか、交換手までお問い合わ
せください。これは録音メッセージです。

許可されない優先順位の使用を試
みた人物がいます。

おかけになった番号は、大変込み合っており、この番号に
は割り込み機能が備わっておりません。一度電話をお切り
になってから、もう一度おかけ直しください。これは録音
メッセージです。

コールがビジー状態です。または
管理者がコール待機用または優先
処理用の電話番号を設定していま
せん。

おかけになった電話番号では、正しくおつなぎできませ
ん。番号を確認してからもう一度おかけ直しいただくか、
交換手までお問い合わせください。これは録音メッセージ
です。

システムがコールを確立できませ
ん。

サービス障害のため、電話をおつなぎできません。緊急の
場合は、交換手までお電話ください。これは録音メッセー
ジです。

サービスが中断されました。

次の表に、警報機でサポートされているトーンを示します。

表 75 : トーンの説明

説明タイプ

ダイヤルされた番号が使用中の場合は、ビジートーンが聞こえます。話中音

参加者がアドホック会議に参加する前に会議割り込みトーンが聞こえます。割り込みトーン

次のシナリオでは、アラートトーンが聞こえます。

• IOS ゲートウェイを使用して PSTN 経由でコールを転送するとき

• H.323 クラスタ間トランクを介してコールを転送するとき

• SCCP 電話機から SIP クライアントにコールを転送する場合。

リングバック
トーン
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会議ブリッジでのアナンシエータの使用
このアナンシエータは、次の条件の下で会議ブリッジに使用できます。

• アナンシエータを含むメディア リソース グループ リストが、会議ブリッジが存在するデ
バイス プールに割り当てられている場合。

• アナンシエータがデフォルトのメディア リソースとして設定されている場合。

メディア リソース グループ リストが会議を制御するデバイスに直接割り当てられている場合
は、会議ブリッジでアナンシエータを使用できません。

会議ごとにアナウンスを1つだけサポートします。現在のアナウンスの再生中に、システムが
別のアナウンスを要求した場合は、新しいアナウンスによって再生中のアナウンスがプリエン
プション処理されます。

関連トピック
メディア リソース グループの概要

アナンシエータの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

ノードで Cisco IP Voice Media Streaming
Application サービスをアクティブにし

アナンシエータの有効化（619ページ）ステップ 1

て、そのノードのアナンシエータをアク
ティブにします。クラスタ内で有効にす
る Cisco IP Voice Media Streaming
Application サービスは 1 つだけに限定し
ます。

メディアリソースグループとリストにア
ナンシエータを追加して、Cisco Unified

必須:メディアリソースグループのタス
ク フロー （598 ページ）

ステップ 2

Communications Manager 管理を使用して
メディアリソースを管理します。[依存
関係レコード要約(Dependency Records
Summary)]ウィンドウに、アナンシエー
タを使用するメディアリソースグループ
が表示されます。

Cisco Unified Communications Manager 管
理を使用して、デバイスプールにアナン

デバイス プールの設定 （71 ページ）ステップ 3

シエータを含むメディアリソースグルー
プを追加します。各アナンシエータに対
してこの手順を繰り返します。各アナン
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目的コマンドまたはアクション

シエータはデバイス プールに所属する
必要があります。

アナンシエータ用のデフォルトのメディ
アストリーム数を変更できます。

（任意） メディアストリームのデフォ
ルト数を変更する （620 ページ）

ステップ 4

Cisco Unified Communications Manager が
セキュアに展開されている場合、アナン

（任意）アナンシエータのセキュリティ
モードの上書き （620 ページ）

ステップ 5

シエータとセキュリティが有効なデバイ
スとの間のメディア ストリーミングは
Secure Real-Time Protocol（SRTP）で自
動的に暗号化されます。アナンシエータ
のセキュリティ設定を上書きし、セキュ
アなアナンシエータから配信されたスト
リーム メディアが暗号化されないよう
にすることができます。

どのメディア リソース グループがアナ
ンシエータ デバイスを使用するかを確
認できます。

（任意） アナンシエータがあるメディ
ア リソース グループ リストを表示 （
621 ページ）

ステップ 6

アナンシエータと会議ブリッジが同じデ
バイス プールに属している時は、会議

（任意） 会議ブリッジに対するアナン
シエータの設定 （622 ページ）

ステップ 7

ブリッジでアナンシエータを使用できま
す。

アナンシエータの有効化
クラスタ内で有効にする Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスは 1 つだけに限定
します。

コール処理負荷が高い Cisco Unified Communications Manage ノードでは、アナンシエータをア
クティブにしないことをお勧めします。

注意

手順

ステップ 1 Serviceability GUI から、[ツール（Tools）] > [アクティブ化（Activation）] を選択します。[サー
ビスアクティベーション（Service Activation）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）] フィールドのノードを選択し、[移動（Go）] をクリックします。

ステップ 3 Cisco IP Voice Media Streaming Applicationにチェックを入れ、[保存( Save)]をクリックします。
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次のタスク

メディアリソースグループを設定していない場合は、それをデバイスプールに割り当てますメ
ディア リソースの設定タスク フロー （594 ページ）。

それ以外の場合は、メディアストリームのデフォルト数を変更する （620 ページ）.

メディアストリームのデフォルト数を変更する
デフォルトでは、アナンシエータは 48 のメディアストリームを同時にサポートしています。
アナンシエータのサービスパラメータを使用して、デフォルトのメディアストリームの数を変
更できます。ただし、1つのノードでは、48の警報ストリームを超えることは推奨されていま
せん。

始める前に

アナンシエータの有効化 （619 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータの設定] ウィンドウで、サーバを選択してから、Cisco IP Voice Media
Streaming App と呼ばれるサービスを選択します。

ステップ 3 [サービスパラメータの設定] ウィンドウで、[アナンシエータパラメータ] セクションの [コー
ルカウント (Call Count)] フィールドに同時メディアストリームの数を入力し、[保存 (Save)] を
クリックします。

アナンシエータを更新するときに、アクティブアナウンスが再生されていなければ、アナンシ
エータがアイドル状態になったときに自動的に変更されます。

次のタスク

アナンシエータのセキュリティモードの上書き （620 ページ）

アナンシエータのセキュリティモードの上書き
[クラスタ セキュリティ モード（Cluster Security Mode）] と呼ばれるエンタープライズ パラメー
タが 1（混合モード）に設定されると、アナになります。アナンシエータは、Secure Real-Time
Protocol （SRTP）を有効にした Cisco Unified Communications Manager で、セキュアな SRTP デ
バイスとして登録されます。ロックされたアイコンは、SRTP 対応デバイスに表示されます。
セキュアなアナンシエータからのアナウンスは、受信側デバイスも SRTP 対応であれば暗号化
されます。SRTP対応ではない場合は、保護されていないアナウンスとトーンが送信されます。
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[Make Annunciator Non-secure when Cluster Security is Mixed（クラスタのセキュリティが混在し
ている場合はアナンシエータを非セキュアに設定）] というサービス パラメータを使用して、
アナンシエータのセキュリティモードをオーバーライドできます。アナンシエータのセキュリ
ティ モードが上書きされると、受信側デバイスで SRTP が有効でも暗号化されていないアナウ
ンスが再生されます。

始める前に

メディアストリームのデフォルト数を変更する （620 ページ）

手順

ステップ 1 必須: Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] フィールドでノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] フィールドで [Cisco Unified IP ボイス メディア ストリーミング アプリ
ケーション（Cisco Unified IP Voice Media Streaming Application）] を選択します。

ステップ 4 [クラスタのセキュリティが混在している場合はアナンシエータを非セキュアに設定（Make
Annunciator Non-secure when Cluster Security is Mixed）] を True に設定して、[保存（Save）] を
クリックします。

[クラスタのセキュリティが混在している場合はアナンシエータを非セキュアに設定
（Make Annunciator Non-secure when Cluster Security is Mixed）] パラメータが表示され
ていないときは、[詳細機能（Advanced）] をクリックします。

ヒント

次のタスク

アナンシエータがあるメディア リソース グループ リストを表示 （621 ページ）

アナンシエータがあるメディア リソース グループ リストを表示
どのメディア リソース グループがアナンシエータ デバイスを使用するかを確認するには、[依
存レコード サマリー（Dependency Records Summary）] ウィンドウを表示します。

始める前に

アナンシエータのセキュリティモードの上書き （620 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で [メディア リソース（Media Resources）] > [アナンシエータ
（Annunciator）] を選択します。
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ステップ 2 システム用に設定されているアナンシエータを選択します。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）] ドロップダウン リスト ボックスで、[依存レコード （Dependency
Records）] を選択し、[移動（Go）] をクリックします。
[依存レコード サマリー（Dependency Records Summary）] ウィンドウは、アナンシエータ デバ
イスを使用するメディア リソース グループを表示します。

次のタスク

会議ブリッジに対するアナンシエータの設定 （622 ページ）

会議ブリッジに対するアナンシエータの設定
このアナンシエータを会議ブリッジに使用することができます。

始める前に

アナンシエータがあるメディア リソース グループ リストを表示 （621 ページ）

手順

ステップ 1 メディアリソースグループのリストにアナンシエータを追加します。

ステップ 2 そのアナンシエータを含むメディアリソースグループリストを会議ブリッジのデバイスプール
に割り当てて、そのアナンシエータをクラスタ内のすべてのデバイスで利用可能にします。

関連トピック
メディア リソース グループの概要
メディア リソース グループのタスク フロー （598 ページ）
デバイス プール
基本的なデバイス プールの設定
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第 63 章

自動音声応答の設定

• 自動音声応答の概要 （623 ページ）
• デフォルトの IVR アナウンスとトーン （623 ページ）
• 自動音声応答制限 （625 ページ）
• 自動音声応答の設定タスク フロー （625 ページ）

自動音声応答の概要
自動音声応答（IVR）装置を使用すれば、Cisco Unified Communications Manager で、事前に録
音した機能アナウンス（.wav ファイル）を Cisco Unified IP Phone やゲートウェイなどのデバイ
スに出力することができます。これらのアナウンスは、開催中の会議のように IVRアナウンス
を必要とする機能を使用しているデバイスで再生されます。

ノードを追加すると、IVR 装置が自動的にそのノードに追加されます。IVR 装置は、そのノー
ド上で Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスがアクティブになるまで非アクティ
ブのままです。

IVR は、デフォルトで、48 の同時発信者をサポートします。IVR 発信者の数は、Cisco IP Voice
Media Streaming Application サービス パラメータを使用して変更できます。ただし、1 つのノー
ドの IVR発信者数を48より多くしないことをお勧めします。IVR発信者数は、ConferenceNow
に参加する場合に想定される IVR への同時コール数に基づいて設定できます。

コール処理負荷の高い Cisco Unified Communications Manager ノードでは IVR デバイスを有効化
しないでください。

注意

デフォルトの IVR アナウンスとトーン
Cisco Unified Communications Manager では Cisco IP Media ストリーミングアプリケーションサー
ビスが有効になると、録音された一連の自動音声応答（IVR）アナウンスを自動的に提供しま
す。デフォルトの録音済みの IVRアナウンスを置き換えることができます。アナウンスは、次
の条件で再生されます。
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表 76 : 録音済みの IVR アナウンス

条件アナウンス

出席者が誤ったアクセスコードを入力し最大試行回数を超え
た場合に再生されます。

ConferenceNowAccessCodeFailed
アナウンス

出席者が誤ったアクセスコードを入力したときに再生されま
す。

ConferenceNowAccessCodeInvalid
アナウンス

会議の開始中に会議ブリッジのキャパシティ制限を超える場
合に再生されます。

ConferenceNowCFBFailed アナ
ウンス

出席者が会議に参加しホストが出席者のアクセスコードを設
定するときに再生されます。

ConferenceNowEnterAccessCode
アナウンス

主催者または出席者がミーティングに参加しようとするとき
に再生されます。

ConferenceNowEnterPIN アナウ
ンス

ホストが、正しい PIN を入力するための最大試行回数を超え
た後に再生されます。

ConferenceNowFailedPIN アナ
ウンス

今すぐ会議用のグリーティングプロンプトを再生します。ConferenceNowGreeting アナウ
ンス

ホストが間違った PIN を入力したときに再生されます。ConferenceNowInvalidPIN アナ
ウンス

ホストまたは出席者が誤ったアクセスコードを入力し最大試
行回数を超えた場合に再生されます。

ConferenceNowNumberFailed ア
ナウンス

ホストまたは出席者が間違ったミーティング番号を入力した
ときに再生されます。

ConferenceNowNumberInvalid
アナウンス
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自動音声応答制限
制限事項機能

自動音声応答 (IVR) は、共通のメディアデバイスドライバー
経由でリアルタイムプロトコル (RTP) ストリームを使用しま
す。このデバイスドライバは、保留音（MOH）ソフトウェア
メディアターミネーション ポイント（MTP）、ソフトウェア
会議ブリッジ（CFB）、アナンシエータなどの Cisco IP Voice
Media ストリーミング アプリケーションサービスが提供する
その他のソフトウェアメディアデバイスによっても利用され
ます。

大きなコールボリュームを設定すると、システムのパフォー
マンスに影響します。これは、同じサーバノード上で
CallManager サービスがアクティブになっている場合のコール
処理にも影響します。

ロード バランシング

IVR は、帯域外 (OOB) の DTMF ディジットコレクション方式
のみをサポートしています。通話デバイスと IVRの間にDTMF
機能の不一致がある場合、MTP が割り当てられます。

DTMF ディジット

IVR がサポートしているのは、G.711 (つまり、a-law と
mu-law)、G.729、ワイド帯域 256 mb のみです。発信側デバイ
スと IVR の間でコーデックが一致していない場合、トランス
コーダが割り当てられます。

コーデック

自動音声応答の設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

ノードで Cisco IP Voice Media Streaming
Application サービスをアクティブにし

音声自動応答のアクティブ化（626ペー
ジ）

ステップ 1

て、そのノードの IVR をアクティブに
します。クラスタ内の各 IVR デバイス
で有効にする Cisco IP Voice Media
Streaming Application サービスは 1 つだ
けに限定します。

メディアリソースグループとリストに
IVR を追加して、Cisco Unified

必須: IVR を保持するメディア リソース
グループのリストの表示（626ページ）

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Communications Manager 管理を使用して
メディアリソースを管理します。

IVR用のデフォルトのメディアストリー
ム数を変更できます。

（任意） メディアストリームのデフォ
ルト数を変更する （620 ページ）

ステップ 3

音声自動応答のアクティブ化
クラスタに登録された自動音声応答 (IVR) デバイスを使用するには、各ノードに対して 1 つ以
上の Cisco IP Voice Media ストリーミングアプリケーションサービスをアクティブ化します。

コール処理負荷が高い Cisco Unified Communications Manage ノードでは、IVR をアクティブに
しないでください。

注意

手順

ステップ 1 CiscoUnified有用性GUIから、ツール>アクティベーションを選択します。[サービスアクティ
ベーション（Service Activation）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）] フィールドのノードを選択し、[移動（Go）] をクリックします。

ステップ 3 Cisco IP Voice Media Streaming Applicationチェックボックスにチェックを入れ、[保存( Save)]
をクリックします。

IVR を保持するメディア リソース グループのリストの表示

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[メディア リソース（Media Resources）] > [自動音声応
答（IVR）（Interactive Voice Response (IVR)）] を選択します。
[自動音声応答（IVR）の検索と一覧表示（Find and List Interactive Voice Response (IVR)）] ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 [自動音声応答（IVR）の検索と一覧表示（Find and List Interactive Voice Response (IVR)] ウィン
ドウから、[検索（Find）] をクリックします。
Cisco Unified Communications Manager で使用可能な IVR のリストが表示されます。

ステップ 3 メディア リソース グループの関連付けリストを表示する IVR を選択します。

ステップ 4 [関連リンク（Related Links）] ドロップダウン リストから [依存関係レコード（Dependency
Records）] ノードを選択し、[移動（Go）] をクリックします。
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システムで依存関係レコードが有効でない場合、[依存関係レコード要約（Dependency Records
Summary）] ウィンドウにメッセージが表示されます。

IVR の設定

説明フィールド

デフォルトでは、事前設定済みサーバ（サーバはインストール中に追
加されます）を表示します。

[サーバ（Server）]

デバイスが Cisco Unified Communications Manager に登録するときに使
用する名前を指定します。英数字で最大 15 文字の名前を入力します
（ピリオド、ダッシュ、およびアンダースコアを使用できます）。

[名前（Name）]

英数字で最大128文字の説明を入力します（ピリオド、ダッシュ、お
よびアンダースコアを使用できます）。デフォルトでは、プレフィク
ス IVR_ を含むサーバ名が使用されます。

説明

[デフォルト（Default）] を選択するか、設定済みのデバイスプールの
ドロップダウン リストからデバイス プールを選択します。

[デバイスプール
（Device Pool）]

一元化されたコール処理システムでコール アドミッション制御
（CAC）を実装するには、ロケーションを使用します。CAC を使用
すれば、ロケーション間のリンク経由で音声通話とビデオ通話に使用
可能な帯域幅を制限することによって、音声の品質とビデオの可用性
を調整することができます。ロケーションは、このロケーションとの
間で送受信されるコールで使用可能な帯域幅の合計を指定します。

ドロップダウン リストから、この IVR に適切なロケーションを選択
します。

Hub_None のロケーション設定は、ロケーション機能がこの IVR に
よって消費される帯域幅を追跡しないことを意味します。ロケーショ
ンを [ファントム（Phantom）] に設定すると、H.323 プロトコルまた
は SIP を使用するクラスタ間トランクの間で正常に CAC を有効にし
ているロケーションが指定されます。

新しいロケーションを設定するには、[システム（System）] > [ロケー
ション（Location）] メニュー オプションを使用します。

クラスタ間トランク経由のロケーション ベースの CAC のセットアッ
プ方法については、『Cisco Unified Communications Manager システム
設定ガイド』を参照してください。

[ロケーション
（Location）]
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説明フィールド

ドロップダウン リストで、Unified Communications Manager による、
このメディア エンドポイントを使用するトラステッド リレー ポイン
ト（TRP）デバイスの挿入を有効化するか無効化するかを選択しま
す。次の値のいずれかを選択します。

• [オフ（Off）]：当該デバイスでの TRP の使用を無効にする場合
は、この値を選択します。

• オン（On）：このデバイスで TRP の使用を有効にするには、こ
の値を選択します。

トラステッドリレーポイント（TRP）デバイスはトラステッドリレー
ポイントとしてラベル付けされている MTP またはトランスコーダ デ
バイスを指定します。

エンドポイントに複数のリソース（トランスコーダや RSVPAgent な
ど）が必要な場合、Unified Communications Manager は、関連付けられ
たエンドポイント デバイスに最も近い TRP を配置します。

TRP と MTP の両方がエンドポイントに必要な場合は、TRP が必須の
MTP として使用されます。

エンドポイントに TRP と RSVPAgent の両方が必要な場合、Unified
Communications Manager は、TRP としても使用可能な RSVPAgent を
検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な場合は、Cisco
Unified Communications Manager が、TRP としても指定されているト
ランスコーダを検索します。

[トラステッドリレー
ポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

IVR パラメータの変更

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 サーバを選択し、[Cisco IP Voice Media Streaming App] と呼ばれるサービスを選択します。[サー
ビスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [自動音声応答 (IVR)] パラメータセクションの [コールカウント (Call Count)] フィールドで、
同時メディアストリームの数を入力し、[保存 (Save)] をクリックします。
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IVR を更新するときに、アクティブアナウンスが再生されていなければ、IVR がアイドル状態
になったときに自動的に変更されます。
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第 64 章

保留中ビデオサーバの設定

• 保留中ビデオの概要 （631 ページ）
• 保留中ビデオ設定のタスク フロー （632 ページ）
• 保留中ビデオの連携動作 （634 ページ）

保留中ビデオの概要
保留中ビデオは、ビデオコンタクトセンターに発信する顧客が、コンタクトセンターでエー
ジェントと最初の受け答えを終えた後に、特定のビデオを視聴できるビデオコンタクトセン
ター向けの機能です。この場合、エージェントが、保留中に顧客に対して再生するビデオスト
リームを選択します。

保留中ビデオサーバは、Cisco Unified Communications Manager から指示が出されると、オーディ
オとメディアをストリーミングできるメディア コンテンツ サーバです。メディア コンテンツ
サーバは、SIP をシグナリング プロトコルとして使用して、Unified Communications Manager の
制御下でオーディオおよびビデオコンテンツを格納およびストリーミングできる外部デバイス
です。メディア コンテンツ サーバでは、1080p や 720p といった高解像度ビデオ コンテンツ、
または 360p などの低解像度ビデオ コンテンツを提供できます。Cisco MediaSense は、メディ
ア コンテンツ サーバとして使用されます。

導入に汎用保留中ビデオ機能が必要になる場合、ビデオコンタクトセンターに加え、企業内の
どこでも保留中ビデオを導入できます。保留中ビデオサーバのデフォルトビデオコンテンツ
IDを設定して、保留中のユーザに再生するビデオストリームを識別することができます。

Customer Voice Portal（CVP）による発信者情報の転送を導入するユニファイド コンタクト セ
ンターで、保留中ビデオの機能を利用するには、Unified Communications Manager と CVP 間の
SIP トランクに保留中ビデオのリソースを割り当てる必要があります。

（注）
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保留中ビデオ設定のタスク フロー
始める前に

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco MediaSense クラスタに SIP トラン
クを設定します。

SIP トランクを MediaSense サーバに作
成する （632 ページ）

ステップ 1

MediaSense サーバに保存されているビ
デオコンテンツを識別する、Cisco

保留中ビデオサーバの設定 （633 ペー
ジ）

ステップ 2

Unified Communications Manager にある
保留中ビデオサーバを設定します。

SIP トランクを MediaSense サーバに作成する
Unified Communications Manager には、Cisco MediaSense クラスタへの SIP トランクを設定する
必要があります。Cisco MediaSense サーバへの SIP トランクには、Cisco MediaSense ノードの
IP アドレスが含まれています。Unified Communications Manager SIP トランクは、最大 16 の宛
先 IP アドレスをサポートします。

Cisco MediaSense クラスタには、冗長性と拡張性のために 2 個以上のノードが必要です。

SIP トランクにデフォルト設定を設定します。SIP トランク上では、Video on Hold 機能に対応
したその他の設定はサポートされていません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）] ドロップダウン リストから [SIPトランク（SIP Trunk）] を選
択します。

ステップ 4 [デバイス プロトコル（Device Protocol）] ドロップダウン リストから、プロトコルとして [SIP]
が入力されていることを確認し、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 5 [デバイス情報（Device Information）] エリアで、次のフィールドに入力します。

• [デバイス名（Device Name）]：トランクの名前を入力します。

• [説明（Description）]：トランクの説明を入力します。
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• デバイス プール（Device Pool）：SIP トランクの適切なデバイス プールを選択します。

• ロケーション（Location）：このトランクの適切なロケーションを選択します。

ステップ 6 [SIP 情報（SIP Information）] エリアで、次のフィールドに入力します。

• 宛先アドレス（Destination Address）：Cisco MediaSense サーバの IP アドレスを入力しま
す。複数の IP アドレスを指定できます。

• 宛先ポート（Destination Port）：ポート番号を入力します。デフォルトのポート番号 5060
を受け入れることを推奨します。複数のポートを指定できます。

• SIP トランク セキュリティ プロファイル（SIP Trunk Security Profile）：ドロップダウン リ
ストから SIP トランク セキュリティ プロファイルを選択します。

• SIPプロファイル（SIP Profile）：ドロップダウン リストから SIP プロファイルを選択しま
す。オプションの ping が設定された SIP プロファイルを選択します。存在しない場合は、
作成します。これは必須ではありませんが、ユーザ エクスペリエンスが向上します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

保留中ビデオサーバの設定 （633 ページ）

保留中ビデオサーバの設定
保留中ビデオ サーバの SIP トランクは Cisco MediaSense サーバを指し、デフォルトコンテンツ
ID は MediaSense サーバ上に存在するストリーム ID を指します。コンテンツ ID には任意の英
数字文字列を指定できます。

始める前に

SIP トランクを MediaSense サーバに作成する （632 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[メディアリソース(Media Resources)] >
[保留ビデオサーバ(Video on Hold Server)] を選択します。

ステップ 2 [新規追加(Add New)] をクリックして、新規の保留中ビデオサーバを設定します。

ステップ 3 保留中ビデオサーバの名前を入力します。

ステップ 4 サーバの説明を入力します。

ステップ 5 デフォルトのビデオコンテンツ IDの英数字文字列を入力します。

ステップ 6 ドロップダウンリストから、使用する SIP トランクを選択します。SIP トランクを新しく作成
する必要がある場合には、[SIP トランクの作成(Create SIP Trunk)] ボタンをクリックします。
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ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

保留中ビデオの連携動作
Enhanced Location コールアドミッションコントロール機能では、Cisco MediaSense サーバを
Unified Communications Manager クラスタに配置できます（Cisco MediaSense クラスタは、保留
側が登録されるクラスタに直接接続されます）。その場合、Unified Communications Manager ク
ラスタが、保留側の場所と Cisco MediaSense の場所の間の帯域幅を差し引く役目を果たしま
す。保留中ビデオの連携動作は 720p または 1080p のビデオ ストリームを利用するので、既存
のセッションのビデオ品質を維持するために、新しいセッションを許可する前に帯域幅の使用
を考慮に入れることは重要です。
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第 65 章

アナウンスの設定

• アナウンスの概要 （635 ページ）
• アナウンスの設定タスク フロー （637 ページ）

アナウンスの概要
Cisco Unified Communications Manager Administration で、メニュー パス [メニューリソース] >
[アナウンス（Announcements）] を使用して、アナウンスを設定します。アナウンスには次の
2 つの分類があります。

• [システム アナウンス（System Announcements）]：通常のコール処理で使用されるか、機
能アナウンスのサンプルとして提供される、事前定義されたアナウンス。

• [機能アナウンス（Feature Announcements）]：保留音（MOH）、コール キューイングまた
は外部コール制御を伴うハントパイロットなどの特定の機能で使用されます。シスコが提
供するオーディオ ファイルをアップロードするか、またはカスタムの .wav ファイルを
アップロードすることで、機能アナウンスをカスタマイズできます。すべてのカスタムア
ナウンスの .wav ファイルを、クラスタ内のすべてのサーバにアップロードします。

トランクまたはゲートウェイ経由で接続している場合は、警告やリオーダー音などのカスタム
アナウンスが再生されることがあります。ただし、2 台の IP 電話間、または IP 電話と Jabber
クライアントの間のコールでは、カスタム アナウンスは再生されません。

（注）

形式

アナウンスに推奨される形式には次の仕様が含まれます。

• 16 ビット PCM wav ファイル

• ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、8 kHz のサンプル レート
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デフォルトのアナウンス
カスタムアナウンスwavファイルをアップロード、またはシステムアナウンス用にシスコが提
供したファイルを変更することは可能です。ただし、アナウンス識別子を変更することはでき
ません。たとえば、発信者が無効な番号をダイヤルすると、システムアナウンス（VCA_00121）
が再生されます。これは一般に「空席コールのアナウンス」として知られています。

表 77 : [アナウンスの検索と一覧表示(Find and List Announcements)] ウィンドウのアナウンス

説明[アナウンス ID（Announcement Identifier）]

システム：現在使用されていないGone_00126

システム：MLPP ビジーが備わっていないMLPP-BNEA_00123

システム：MLPP 以上の優先レベルMLPP-BPA_00122

システム：MLPP サービス障害MLPP-ICA_00120

システム：MLPP 優先順位のアクセス制限MLPP-PALA_00119

システム： MLPP で許可されていない優先レ
ベル

MLPP-UPA_00124

接続するには 1 を押してくださいMobility_VMA

システム：モニタリングまたは録音中MonitoringWarning_00055

システム：録音中RecordingWarning_00038

システム：一時的に利用不可TemporaryUnavailable_00125

システム：欠番/無効な番号がダイヤルされたVCA_00121

ビルトイン：キューに入った発信者用の定期
的なアナウンス（サンプル）

Wait_In_Queue_Sample

ビルトイン：発信者へのグリーティング（サ
ンプル）

Welcome_Greeting_Sample

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
636

メディア リソースの設定
デフォルトのアナウンス



アナウンスの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

保留音（MOH）、発信キューイングま
たは外部コール制御などの機能とともに
使用できるアナウンスを設定します。

アナウンスの設定 （637 ページ）。ステップ 1

カスタムアナウンスwavファイルをアッ
プロード、またはシステムアナウンス用

カスタマイズされたアナウンスのアップ
ロード （638 ページ）。

ステップ 2

にシスコが提供したファイルを変更しま
す。ただし、アナウンス識別子を変更す
ることはできません。カスタマイズされ
たアナウンスは、ハイパーリンクに下線
が付いており、Cisco Unified
Communications Manager の [アナウンス
の検索と一覧表示] ウィンドウに表示さ
れます。

アナウンスの設定
システムアナウンスまたは機能アナウンスとして使用できるアナウンスを設定することができ
ます。システムアナウンスは、コール処理またはサンプル機能アナウンスを使用するために使
用されますが、機能アナウンスは、ハントパイロットのコールキューまたは外部コール制御と
関連付けられた特定の機能 (MOH) などに使用されます。

既存のアナウンスを変更したり、Cisco Unified Communications Manager で新しいアナウンスを
設定したりすることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [ 検索 (Find)] をクリックして、編集する既存のアナウンスを選択します。
• [新規追加（Add New）] をクリックして新しいアナウンスを追加します。

ステップ 3 [アナウンスの設定]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳
細については、システムのオンライン ヘルプを参照してください。
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ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

カスタマイズされたアナウンスのアップロード
別のアナウンスを使用して、アップロードしたカスタム .wav ファイルを伴うデフォルトのア
ナウンスを変更することができます。音声ソースファイルをインポートすると、Unified
Communications Manager がファイルを処理し、保留音(MOH)サーバでの使用に適した形式に
ファイルを変換します。

アナウンスはロケール（言語）で特定されます。インストールに複数の言語ロケールが使用さ
れている場合、各カスタムアナウンスは各言語で別個の .wav ファイルとして録音し、正しい
ロケール指定でアップロードする必要があります。また、米国英語以外の言語のカスタムアナ
ウンス .wav ファイルをアップロードする前に、正しいロケール パッケージを各サーバにイン
ストールする必要もあります。

MoH オーディオ ソースなど、アナウンスに推奨される形式には次の仕様が含まれます。

• 16 ビット PCM .wav ファイル

• ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、8 kHz のサンプル レート

Unified Communications Manager の [アナウンスの検索と一覧表示（Find and List Announcements）]
ウィンドウで、ハイパーリンクが設定されていないアナウンスは更新できません。このウィン
ドウでハイパーリンクされた下線付きのシスコ提供のアナウンスの場合は、カスタマイズされ
たアナウンスを追加できます。たとえば、MLPP-ICA_00120 と MonitoringWarning_00055 があ
ります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[メディア リソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）] を選択します。

ステップ 2 [アナウンスの検索と一覧表示（Find and List Announcements）] ウィンドウで、検索条件を入力
して、[検索（Find）] をクリックし、結果リストからアナウンスのハイパーリンクをクリック
します。

ステップ 3 [アナウンスの設定（Announcement Configuration）] ウィンドウで、[ファイルのアップロード
（Upload File）] をクリックします。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload Files）] ポップアップ ウィンドウから、ロケールを選択し、
ファイル名を入力して参照し、.wav ファイルを選択して、[ファイルのアップロード（Upload
File）] をクリックします。
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アップロード プロセスが始まり、処理が完了した後にステータスが更新されます。[閉じる
（Close）] を選択して [ファイルのアップロード（Upload File）] ウィンドウを閉じます。

ステップ 5 （任意）Unified Communications Manager でシスコが提供するアナウンスを再生する代わりに、
カスタマイズしたアナウンスを再生する場合は、[アナウンスの設定（Announcements
Configuration）] ウィンドウの [ロケール別のアナウンス（Announcement by Locale）] ペインで
[有効（Enable）] チェックボックスをオンにします。

[有効（Enable）] チェックボックスがオフになっている場合、Unified Communications Manager
は、シスコが提供するアナウンスを再生します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

クラスタ内のサーバ間ではアナウンスファイルが伝搬されないため、クラスタ内の各ノードに
アナウンスをアップロードします。クラスタ内の各サーバで Cisco Unified Communications
Manager の管理を参照し、アップロード プロセスを繰り返します。
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第 66 章

会議ブリッジの設定

• 会議ブリッジの概要 （641 ページ）
• 会議ブリッジ タイプ （641 ページ）
• 会議ブリッジの設定タスク フロー （646 ページ）

会議ブリッジの概要
Cisco Unified Communications Manager の会議ブリッジは、ソフトウェアまたはハードウェアア
プリケーションで、アドホックおよびミートミーの両方式の音声会議を可能にするように設計
されています。追加の会議ブリッジタイプは、ビデオ会議など、その他の会議タイプをサポー
トします。各会議ブリッジは、複数のマルチパーティ会議を同時にホストできます。ハード
ウェア会議とソフトウェア会議の両方の会議ブリッジを同時にアクティブにすることができま
す。ソフトウェアの会議デバイスとハードウェアの会議ブリッジでは、サポートするストリー
ムの数とコーデックのタイプについて違いがあります。新しいサーバを追加すると、システム
によってソフトウェア会議ブリッジが自動的に追加されます。

Cisco Unified Communications Managerサーバが作成されると、ソフトウェア会議ブリッジも自
動的に作成され、削除できません。Cisco Unified Communications Manager Administration に会議
ブリッジソフトウェアを追加することはできません。

（注）

会議ブリッジ タイプ
Cisco Unified Communications Manager の管理ページには、次の会議ブリッジタイプが存在しま
す。
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表 78 : 会議ブリッジ タイプ

説明会議ブリッジ タイプ

このタイプは Cisco Catalyst 4000 および 6000 音声ゲートウェイ モ
ジュールをサポートし、次の会議セッション数をサポートします。

Cisco Catalyst 6000

• G.711 または G.729a 会議：1 ポート当たりの参加者数 32 人、
1 会議当たりの最大参加者数 6 人、1 モジュール当たりの合計
参加者数 256 人、参加者数 3 人でのブリッジの数は 10。

• GSM：1 ポート当たりの参加者数 24 人、1 会議当たりの最大
参加者数 6 人、1 モジュール当たりの合計参加者数 192 人。

Cisco Catalyst 4000

G.711 会議のみ：会議参加者数 24 人。各会議の参加者が 6 人の場
合、会議の最大数は 4。

シスコ会議ブリッジの
ハードウェア

ソフトウェア会議デバイスは、デフォルトで G.711 コーデックをサ
ポートします。

このタイプの発信者の最大数は 256 です。256 の設定では、ソフト
ウェア会議ブリッジがそれぞれ4当事者の64会議セッションをサポー
トできます。会議セッションでの発信者の最大数は、最大アドホック
会議と最大MeetMe会議のユニキャストサービスパラメータによって
指定されます。

このタイプの会議ブリッジ (SWカンファレンスブリッジ) は
簡単に実装できます。参加者の数が多い場合は、単純な合
計アルゴリズムを使用している当事者を識別できないので、
会議の音声品質が低下する可能性があります。

注意

Cisco Conference Bridge
Software

• NM-HDV または NM-HDV-FARM ネットワーク モジュールを使
用。

• G.711 a/mu-law、G.729、G.729a、G.729b、および G.729ab の参加
者が 1 つの会議に参加可能です。

• 最大 6 人の参加者が 1 つの会議コールに参加可能です。

Cisco Unified Communications Manager は、会議リソースをコールに動
的に割り当てます。

Cisco IOS Conferencing and Transcoding for Voice Gateway Router の詳細
については、この製品に付属の Cisco IOS のドキュメントを参照して
ください。

Cisco IOS Conference
Bridge
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説明会議ブリッジ タイプ

• Cisco 2800 シリーズおよび 3800 シリーズの音声ゲートウェイ ルー
タ上でオンボードの Cisco Packet Voice/Fax Digital Signal Processor
Modules（PVDM2）を使用、あるいは NM-HD ネットワーク モ
ジュールまたは NM-HDV2 ネットワーク モジュールを使用。

• G.711 a-law/mu-law、G.729、G.729a、G.729b、G.729ab、GSM FR、
および GSM EFR の参加者が 1 つの会議に参加可能です。

• 最大 8 人の参加者が 1 つのコールに参加可能です。

ISR4000 ルータおよび
SM-X-PVDM-3000/SM-X-PVDM-2000/SM-X-PVDM-1000/SM-X-PVDM-500
では、Unified Communications Manager の最大ストリームは 4096 に制限さ
れているため、各会議ブリッジ プロファイルで最大 512 のセッションを
登録できます。

（注）

Cisco Unified Communications Manager は、会議リソースをコールに動
的に割り当てます。

Cisco IOS Enhanced Conferencing and Transcoding for Voice Gateway Router
の詳細については、この製品に付属の Cisco IOS のドキュメントを参
照してください。

この会議ブリッジタイプでは、ISR 4000 シリーズゲートウェイが展開
されている場合に、サポートされている SIP 電話の
AES_CM_128_HMAC_SHA1_80 での SRTP メディア暗号化をサポート
しています。SCCP 電話とサポートされていない SIP 電話は、
AES_CM_128_HMAC_SHA1_32 暗号化にフォールバックします。

ゲートウェイのロードが暗号化をサポートしていることを
確認してください。サポートの詳細については、ゲートウェ
イのドキュメントを参照してください。

（注）

Cisco IOS 強化ブリッ
ジ

この会議ブリッジ タイプは、Cisco Catalyst 6500 シリーズおよび Cisco
7600 シリーズの Communication Media Module（CMM）をサポートし
ます。

これは、会議ごとに最大 8 人の参加者、ポート アダプタごとに最大
64の会議をサポートします。この会議ブリッジタイプでは、次のコー
デックをサポートしています。この会議ブリッジタイプでは、アド
ホック会議をサポートしています。

• G.711 a-law/mu-law

• G.729 annex A および annex B

• G.723.1

Cisco Conference Bridge
（WS-SVC-CMM）
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説明会議ブリッジ タイプ

Cisco Video Conference Bridge は、Cisco IP Video Phone、H.323 エンド
ポイント、および音声専用の Cisco Unified IP Phone にオーディオおよ
びビデオによる会議機能を提供します。Cisco Video Conference Bridge
はビデオの H.261、H.263、および H.264 コーデックに対応していま
す。

Cisco Video Conference
Bridge（IPVC-35xx）

Cisco TelePresence MCU は、Cisco Unified Communications Manager 用
のハードウェア会議ブリッジのセットです。

Cisco TelePresence MCU は、高解像度（HD）のマルチポイント ビデ
オ会議ブリッジです。毎秒 30 フレームで最大 1080p の性能を持ち、
あらゆる会議で十分な連続表示を実現し、フルトランスコーディング
機能を備えているため、マルチベンダーの HD エンドポイント環境に
最適です。

Cisco TelePresence MCU では、シグナリング コール制御プロトコルと
して SIP をサポートしています。詳細に設定でき、システムおよび会
議を制御およびモニタする、ビルトイン Web サーバを装備していま
す。Cisco TelePresence MCU には、HTTP 通信による XML 管理 API が
用意されています。

Cisco TelePresence MCU は、アドホックおよびミートミー音声会議と
ビデオ会議の両方ができます。各会議ブリッジは、複数のマルチパー
ティ会議を同時にホストできます。

Cisco Unified Communications Manager は、Unified Communications
Manager と Cisco TelePresence MCU の間で Binary Floor Control Protocol
によるプレゼンテーション共有をサポートします。

Cisco TelePresence MCU は、ポート予約モードで設定する必要があり
ます。詳細については、『Cisco TelePresence MCU コンフィギュレー
ション ガイド』を参照してください。

Cisco TelePresenceMCUは、一般的なアウトオブバンドDTMF
方式をサポートしていません。デフォルト設定では、Cisco
Unified Communications Manager はメディア ターミネーショ
ンポイント（MTP）を必要としません。ただし、[メディア
ターミネーションポイントが必須(Media Termination Point
Required)] チェックボックスがオンになっている場合は、
Cisco Unified Communications Manager によって MTP が割り
当てられ、SIP トランクは RFC 2833 に従って DTMF をネゴ
シエートします。

（注）

Cisco TelePresence
MCU
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説明会議ブリッジ タイプ

Cisco TelePresence Conductor はインテリジェントな電話会議管理制御
を提供します。複数の MCU 間にわたるロード バランシングと複数デ
バイスの可用性を高めるためのクラスタ化を実現する、スケーラブル
なサポート デバイスです。管理者は Cisco TelePresence Conductor を、
Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）プラットフォームまたは
サードパーティ ベースのプラットフォームをサポートするアプライ
アンス、または、VMware 上の仮想アプライアンスとして実装できま
す。

Cisco TelePresence Conductor は、新しい会議ごとに最適な Cisco
TelePresence リソースを動的に選択します。アドホック、「ミート
ミー」、およびスケジュールされた音声およびビデオ会議は動的に拡
大し、個々の MCU のキャパシティを超えることがあります。最大 3
つの Cisco TelePresence Conductor アプライアンスまたは仮想アプリ
ケーションをクラスタ化して、復元力をさらに高めることができま
す。1 つの Cisco TelePresence Conductor アプライアンスまたは Cisco
TelePresence Conductor クラスタには 30 の MCU または 2400 の MCU
ポートがあります。

Cisco TelePresence
Conductor
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説明会議ブリッジ タイプ

Cisco Meeting Server 会議ブリッジ ソリューションにより、アドホック
会議、ミートミー会議、開催中の会議、ランデブー会議が可能になり
ます。会議ブリッジは、施設内での音声、ビデオ、ウェブ 会議を実
現し、サードパーティのオンプレミス インフラストラクチャと連携
します。あらゆる規模の導入に拡張できるほか、必要に応じて徐々に
容量を増やすこともでき、組織の現在および将来のニーズに確実に対
応することができます。この会議ブリッジは高度な相互運用性を提供
します。任意の数の参加者が会議を作成し、参加することができま
す。

• シスコまたはサードパーティの会議室システムまたはデスクトッ
プ ビデオ システム

• Cisco Jabber クライアント

• Cisco ミーティング アプリケーション（ネイティブ、または
WebRTC 互換ブラウザを使用可能）

• Skype for Business

Cisco Meeting Server 会議ブリッジを使用するには、Cisco Meeting Server
2.0 以上のリリースが必要です。

Cisco Meeting Server は、シグナリング コール制御プロトコルとして
SIP をサポートしています。詳細に設定でき、システムおよび会議を
制御およびモニタする、ビルトイン Web サーバを装備しています。
Cisco Meeting Server は、HTTP に対する XML 管理 API を提供します。

Cisco Meeting Server は、H.265 ビデオ コーデックと遠端カ
メラ制御をサポートしていません。

（注）

Cisco Meeting Server

会議ブリッジの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

アドホック音声会議とミートミー音声会
議を可能にするためにハードウェアまた

会議ブリッジの設定 （647 ページ）ステップ 1

はソフトウェア会議ブリッジを設定しま
す。

ネットワークに Cisco IOS コンファレン
スブリッジと Cisco IOS 拡張会議ブリッ

会議ブリッジのサービスパラメータの設
定 （647 ページ）

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

ジの両方が含まれている場合は、次の手
順を実行します。

この手順を実行して、会議ブリッジへの
SIP トランク接続を設定する

会議ブリッジへのSIPトランク接続の設
定 （648 ページ）

ステップ 3

会議ブリッジの設定
アドホック音声会議とミートミー音声会議を可能にするためにハードウェアまたはソフトウェ
ア会議ブリッジを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[メディアリソース（Media Resources）] > [会議ブリッ
ジ（Conference Bridge）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [会議ブリッジの設定（Conference Bridge Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定し
ます。フィールドの説明の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

ネットワークに Cisco IOS 会議ブリッジおよび Cisco IOS の拡張会議ブリッジが含まれる場合、
会議ブリッジのサービスパラメータの設定 （647 ページ）を実行します。

会議ブリッジのサービスパラメータの設定
ネットワークに Cisco IOS コンファレンスブリッジと Cisco IOS 拡張会議ブリッジの両方が含
まれている場合は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManager サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（機能 - 会議）（Clusterwide Parameters (Features - Conference)）] セ
クションで、次のパラメータを 6 に設定します。

• [アドホック会議の最大参加者数（Maximum Ad Hoc Conference）]
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• [ミートミー会議の最大ユニキャスト数（Maximum MeetMe Conference Unicast）]

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

会議ブリッジへの SIP トランク接続の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• 新しい SIP トランクを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。
• その接続を既存のトランクに追加するには、[検索（Find）] をクリックし、適切なトラン

クを選択します。

ステップ 3 [デバイスプロトコル（Device Protocol）] で、[SIP] を選択します。

ステップ 4 [トランクサービスの種類（Trunk Service Type）] で、[なし（None）] を選択します。

ステップ 5 [接続先（Destination）] 領域で、会議ブリッジの IP アドレスまたはホスト名を追加して、会議
ブリッジのエントリを作成します。新しい回線が必要な場合は、(+) をクリックして追加する
ことができます。

ステップ 6 [正規化スクリプト（Normalization Script）] ドロップダウン リスト ボックスから、正規化スク
リプトを選択します。たとえば、次のスクリプトは必須です。

• cisco-telepresence-conductor-interop：このトランクを Cisco TelePresence Conductor に接続
している場合は、このスクリプトを選択します。

• cisco-telepresence-mcu-ts-direct-interop：このトランクを Cisco TelePresence Conductor MCU
に接続している場合は、このスクリプトを選択します。

• cisco-meeting-server-interop：このトランクを Cisco Meeting Server に接続している場合は、
このスクリプトを選択します。

ステップ 7 [トランクの設定（TrunkConfiguration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力します。フィー
ルドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。
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第 67 章

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデ
オ プロモーションの設定

• フレキシブル DSCP マーキングとビデオプロモーションの概要 （649 ページ）
• ユーザに対するカスタム QoS の設定 （650 ページ）
• トラフィック クラス ラベル （651 ページ）
• DSCP 設定の設定タスク フロー （651 ページ）
• フレキシブル DSCP マーキングとビデオプロモーションの連携動作と制限事項 （656 ペー

ジ）

フレキシブル DSCP マーキングとビデオプロモーション
の概要

デバイスおよびアプリケーションは、DiffServコードポイント（DSCP）マーキングを使用し、
IP 通信の Quality of Service（QoS）処理を示します。たとえば、デスクトップ ビデオ エンドポ
イントはビデオ メディア ストリームにマルチメディア会議 AF41 マーキングを使用し、その
一方、高解像度のビデオ ルーム システムはリアルタイム インタラクティブ CS4 マーキングを
使用することがあります。アプリケーションが同じタイプのアプリケーションとの間で IP 通
信を送受信するとき、DSCP マーキングは対称であり、それぞれのアプリケーションが送受信
する IP 通信の QoS 処理は同じです。ただし、アプリケーションが異なるタイプのアプリケー
ションとの間でメディアを送受信する場合には、DSCP マーキングは非対称であり、それぞれ
のアプリケーションが送受信する IP 通信の QoS 処理は一貫しません。たとえば、ビデオ ルー
ム システムがデスクトップ ビデオ エンドポイントから受信する QoS 処理は、ビデオ ルーム
システムで必要とされる品質をサポートするには不十分であることがあります。

デバイスやアプリケーションは、確立されたセッション中に十分な帯域幅を確保するため、
コール アドミッション制御（CAC）に従います。確立されたセッションによって利用される
帯域幅は、セッションの開始時と終了時に更新されます。新しいセッションを確立しようとす
る際、そのセッションによって利用可能な帯域幅を超える場合には、そのセッションがブロッ
クされます。利用可能な帯域幅は、デバイスや異なるタイプのアプリケーションごとに個別に
追跡できます。たとえば、ビデオ メディア ストリームを送受信するデスクトップ ビデオ エン
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ドポイントと高解像度ビデオ ルーム システムについて、帯域幅を個別に追跡することができ
ます。

同じタイプのデバイスやアプリケーションが通信を送受信すると、各方向で同じタイプの帯域
幅削減が行われます。ただし、異なるタイプのデバイスやアプリケーションが通信を送受信す
る場合には、各方向で異なるタイプの帯域幅削減を行う必要があります。また帯域幅削減の量
は、IPネットワークの通常の動作を反映し、通常、計画的に対称となります。その結果、異な
るタイプのデバイスやアプリケーションが通信を送受信すると、帯域幅削減の合計が、実際に
利用されているネットワーク量の最大2倍にまで達することがあります。帯域幅におけるこの
計算の不一致により、新しいセッションを確立しようとしても、不必要にブロックされてしま
うことがあります。

フレキシブル DSCP マーキングとビデオプロモーション機能を使用すると、ビデオプロモー
ションポリシーを設定して、帯域幅アカウンティングの不整合を調整し、より好ましい CAC
および QoS の取り扱いを受信するアプリケーションが優先されます。たとえば、デスクトッ
プ ビデオ エンドポイントと高解像度ビデオ ルーム システムの間のセッションがビデオ ルーム
システムを優先して調整される場合、その調整はデスクトップ ビデオ エンドポイントのプロ
モーションと見なされます。

異なるタイプのデバイスとアプリケーションの間で調整が行われている場合、調整で優先され
ているアプリケーションのタイプについてのみ帯域幅が削減されます。このタイプの承認対象
のセッションに対して充分な帯域幅がある場合には、調整で優先されていないタイプのデバイ
スまたはアプリケーションは、使用するDSCPマーキングを、調整で優先されるタイプのアプ
リケーションで使用されるマーキングに変更するように指示を受けます。たとえば、デスク
トップ ビデオ エンドポイントが、高解像度ビデオ ルーム システムとのセッションでプロモー
トされると、そのデスクトップ ビデオ エンドポイントがビデオ ルーム システムと同じタイプ
のアプリケーションであるものとして帯域幅計算が行われます。デスクトップ ビデオ エンド
ポイントは、その DSCP マーキングを、ビデオ ルーム システムで使用されるものに変更する
ように指示を受けます。QoS 処理は両方向において一致します。帯域幅は、ビデオ ルーム シ
ステムと同じタイプのデバイスやアプリケーションの間のセッションに対して削減され、デス
クトップ ビデオ エンドポイントと同じタイプのデバイスやアプリケーションの間のセッショ
ンに対しては削減されません。

フレキシブル DSCP マーキングとビデオプロモーション機能がアクティブになっていると、
UnifiedCommunicationsManagerは、ネゴシエートされた各メディアストリームを示すトラフィッ
ククラスラベルをデスクトップビデオデバイスに動的に伝達します。

ユーザに対するカスタム QoS の設定
SIP プロファイル内の [サービス品質（QoS）（Quality of Service (QoS)）] 設定をカスタマイズ
して、それらの設定をユーザに適用することができます。[SIP プロファイル設定（SIP Profile
Configuration）] ウィンドウは、次の QoS 設定で拡張されています。

• オーディオとビデオ ストリームのカスタム DSCP 値

• オーディオとビデオ ストリームのカスタム UDP ポート範囲
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オーディオとビデオのカスタム DSCP 値

SIP プロファイル内のオーディオとビデオ コール用 DSCP 値を設定し、そのプロファイルを使
用する SIP 電話に適用できます。[SIP プロファイル設定（SIP Profile Configuration）] ウィンド
ウには、次のタイプのコール用にカスタム DSCP の設定が含まれています。

• 音声通話

• ビデオ コール

• ビデオ コールの音声部分

• TelePresence コール

• TelePresence コールの音声部分

営業チームや CEO など、大半の従業員よりも QoS の優先順位の高い設定を必要とする一団が
社内にいる場合、SIP プロファイル設定を使用して、これらのユーザのカスタム DSCP 値を設
定できます。SIP プロファイル内の設定は、対応するクラス全体のサービス パラメータ設定を
上書きします。

オーディオとビデオのカスタム UDP ポート範囲

SIP コールのオーディオ ストリームとビデオ ストリームに対して、個々に UDP ポート範囲を
設定できます。通常、ビデオにはオーディオよりもかなり多くの帯域幅が必要であるため、メ
ディアのタイプごとに専用のポート範囲を使用することで、ネットワーク帯域幅の管理を簡素
化できます。また、オーディオ ストリームが広帯域幅のビデオ ストリームから分離された専
用チャネルを持つことを保証することにより、オーディオストリームの劣化を防ぐことができ
ます。

SIP ファイルの [メディア ポート範囲（Media Port Ranges）] フィールドを設定すれば、この設
定を [オーディオとビデオに個別のポート範囲（Separate Port Ranges for Audio and Video）] に
適用できます。SIP プロファイルを電話に関連付けて、設定を電話に適用できます。

トラフィック クラス ラベル
フレキシブル DSCP とビデオ プロモーション機能は、ビデオ プロモーション ポリシーに基づ
き、トラフィック クラス ラベル（TCL）を使用して動的に SIP エンドポイントを指示し、そ
の DSCP をコールごとにマークします。TCL はメディア回線ごとに定義された SIP Session
Description Protocol（SDP）属性のため、TCL とその関連 DSCP マーキングは、ビデオ コール
のオーディオ メディア回線とビデオ メディア回線で異なることがあります。ビデオコールの
オーディオ ストリームとビデオ ストリームに異なる DSCP マーキングを選択できます。

DSCP 設定の設定タスク フロー
次のタスクを実行して、ネットワークのDSCP値とビデオプロモーションポリシーを設定しま
す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

さまざまなタイプのビデオを処理するビ
デオプロモーションポリシーを設定しま
す。

フレキシブルDSCPマーキングおよびビ
デオ プロモーション ポリシーの設定 （
652 ページ）

ステップ 1

御社に社内の他のユーザよりも高い優先
順位を必要とするユーザが存在する場合

ユーザのカスタム QoS ポリシーの設定
（654 ページ）

ステップ 2

は、オーディオストリームとビデオスト
リームのカスタム DSCP 値を含む SIP プ
ロファイルを設定します。たとえば、社
内に高い優先順位を必要とする電話営業
部隊または CEO がいる場合は、それら
のユーザの電話機にカスタマイズされた
SIP プロファイルを適用できます。

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーション ポリシー
の設定

以下の手順に従いさまざまなタイプのビデオを処理するビデオプロモーションポリシーを設定
します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ(Server)] ドロップダウン リストから、パラメータを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストで、[Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager (Active)）] サービスを選択します。

サービスが「Active」と表示されていない場合は、そのサービスを Cisco Unified Serviceability
でアクティブにします。

ステップ 4 デスクトップビデオエンドポイントをイマーシブビデオエンドポイントにプロモートするビデ
オ プロモーションポリシーを設定するには、Use Video BandwidthPool for Immersive Video
Calls パラメータを [False] に設定し、Video Call QoS Marking Policy パラメータを [Promote to
Immersive] に設定します。

ステップ 5 パラメータを設定するには、 [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)] ウィ
ンドウで該当の領域にスクロールし、パラメータ値を更新します。サービスパラメータとその
設定オプションの詳細については、「フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモー
ション サービス パラメータ （653 ページ）」を参照してください。
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ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーション サービス パラメータ

サービス パラメータについては、パラメータ名をクリックするか、[サービスパラメータ設定
(Service Parameter Configuration)] ウィンドウに表示される疑問符（?）アイコンをクリックし
てください。

（注）

表 79 : フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーション サービス パラメータ

説明パラメータ

サービスパラメータのこのセクションには、さまざまなオーディオお
よびビデオコールタイプのクラスタ全体の DSCP 値が含まれていま
す。これには、音声通話の DSCP、ビデオコールのオーディオ部分、
TelePresence コール、TelePresence コールのオーディオ部分などさまざ
まなオーディオとビデオコールが含まれています。

別途、シスコのサポートエンジニアからの指示がない限り、これらの
パラメータをデフォルトのままにしておくことを強く推奨します。

クラスタ全体のパラ
メータ（システム -
QoS）

クラスタ全体のパラ
メータ (コールアド
ミッションコントロー
ル)

このパラメータを使用すると、デスクトップ ビデオ エンドポイント
と Cisco TelePresence イマーシブ ビデオ エンドポイントの間の帯域幅
割り当ての不一致をイマーシブ エンドポイントを優先して調整する
ように、Promote to Immersive ポリシーを設定できます。プロモーショ
ンが実行されると、オーディオおよびビデオ帯域幅はイマーシブ帯域
幅プール割り当てから予約されます。Promote to Immersive ポリシー
は、フレキシブル DSCP マーキングをサポートするイマーシブ ビデ
オ デバイスとデスクトップ ビデオ デバイスの間のコールでのみ適用
されます。

Video Call QoS Marking
Policy

[Clusterwide Parameters (System - Location and Region)]

このパラメータは、リージョンとそれ自体の関係の [リージョンの設
定(Region Configuration)] ウィンドウで、最大イマーシブビデオコー
ルビットレートとして [システムデフォルトの使用(UseSystemDefault)]
オプションが選択された場合に、特定のリージョン内の各イマーシブ
ビデオコールのデフォルトの最大合計ビットレートを指定します。

Default Intraregion Max
Immersive Video Call
Bit Rate（Includes
Audio）
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説明パラメータ

このパラメータは、そのリージョンと別のリージョンの関係の [リー
ジョンの設定(Region Configuration)] ウィンドウで、最大イマーシブ
ビデオコールビットレートとして [システムデフォルトの使用(Use
System Default)] オプションが選択された場合に、特定のリージョン
と別のリージョンの間の各イマーシブビデオ コールのデフォルトの
最大合計ビット レートを指定します。

Default Interregion Max
Immersive Video Call
Bit Rate（Includes
Audio）

このパラメータは、Unified Communications Manager がイマーシブ ビ
デオ コールのデスクトップ ビデオ帯域幅プールから帯域幅を予約す
るかどうかを指定します。

Use Video
BandwidthPool for
Immersive Video Calls

ユーザのカスタム QoS ポリシーの設定
次のタスクを実行して、ユーザのカスタムサービス品質 (QoS) ポリシーを設定します。電話の
セールスや CEO など、社内のそれ以外の人々と異なる QoS 要件を持つユーザがいる場合は、
カスタムポリシーを適用することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

オーディオおよびビデオストリームのカ
スタマイズされた DSCP 値と UDP ポー

カスタム QoS 設定を SIP プロファイル
で設定する （654 ページ）

ステップ 1

ト範囲を使用して、SIPプロファイルを
設定します。

電話機に SIP プロファイルを適用しま
す。SIP プロファイルの DSCP 設定は、

電話機へのカスタム QoS ポリシーの適
用 （655 ページ）

ステップ 2

DSCPクラスタ全体のサービスパラメー
タ設定を上書きします。

カスタム QoS 設定を SIP プロファイルで設定する
この SIP プロファイルを使用する電話機に対して、カスタム DSCP 値と UDP ポート範囲を設
定します。これらの設定を使用して、ネットワーク内の特定の電話機とユーザに適用できる
QoS ポリシーをカスタマイズできます。営業または CEO など、社内の特定のユーザに特定の
QoS 設定を適用する場合は、この方法を使用することができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）] を選択します。
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ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• 既存の SIP プロファイルを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• 新しい SIP プロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [メディア ポートの範囲（Media Port Ranges）] フィールドで、オーディオ メディアおよびビデ
オ メディアの両方に対応する単一の UDP ポート範囲、またはオーディオ ストリームおよびビ
デオ ストリームそれぞれに対応するポート範囲のどちらを割り当てるかを選択します。

• オーディオ メディアおよびビデオ メディアに 1 つのポート範囲を設定するには、[開始メ
ディア ポート（Start Media Port）] および [終了メディアポート（Stop Media Port）] フィー
ルドにポート範囲を入力します。有効なポートは 2048 ～ 65535 です。

• オーディオストリームおよびビデオストリームにそれぞれポート範囲を設定する場合は、
[開始メディア ポート（Start Media Port）] および [終了メディアポート（Stop Media Port）]
フィールドを使用して、オーディオ ポートの範囲を入力します。[開始メディア ポート
（Start Media Port）] および [終了メディアポート（Stop Media Port）] フィールドを使用し
て、ビデオ ポートの範囲を入力します。各ポートの有効な値は、 2048 ～ 65535 です。2
つのポート範囲を重複させることはできません。

ステップ 4 次のフィールドで、オーディオ ストリームおよびビデオ ストリーム用にカスタマイズされた
DSCP 値を設定します。

• [オーディオ コールの DSCP（DSCP for Audio Calls）]
• [ビデオ コールの DSCP（DSCP for Audio Calls）]
• [ビデオコールのオーディオ部分の DSCP（DSCP for Audio Portion of Video Calls）]
• [TelePresence コールの DSCP（DSCP for TelePresence Calls）]
• [TelePresence コールのオーディオ部分の DSCP（DSCP for Audio Portion of TelePresence

Calls）]

デフォルトでは、上記の各フィールドは、対応するサービスパラメータの値を使用す
るように設定されています。新しい値を割り当てると、サービスパラメータ設定は新
しい値に上書きされます。

（注）

ステップ 5 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

電話機へのカスタム QoS ポリシーの適用
DSCP 値や、音声およびビデオ メディアの UDP ポート範囲などのカスタマイズされた QoS 設
定を含む SIP プロファイルを適用するには、次の手順を使用します。この SIP プロファイルを
電話機に適用すると、電話機は SIP プロファイルのカスタム設定を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。
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ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• 既存の電話機を選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• 新しい電話機を作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [SIP プロファイル（SIP Profile）] ドロップダウン リストから、カスタム DSCP 値と UDP ポー
ト範囲の値を設定する SIP プロファイルを選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドを入力します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

フレキシブル DSCP マーキングとビデオプロモーション
の連携動作と制限事項

次の操作を実行できます。

• フレキシブル DSCP マーキングとビデオ プロモーションの連携動作 （656 ページ）

• フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションの制約事項 （657 ページ）

フレキシブル DSCP マーキングとビデオ プロモーションの連携動作
表 80 : フレキシブル DSCP マーキングとビデオ プロモーションの連携動作

データのやり取りデバイス

フレキシブル DSCP マーキングとビデオ プロモーション機能は、SIP
クラスタ間経由でサポートされます。

SIP クラスタ間トラン
ク

フレキシブルDSCPマーキングとビデオプロモーション機能は、SCCP
デバイスでサポートされています。

Skinny Client Control
Protocol （SCCP） デ
バイス

パススルー MTP がコールに挿入されると、Unified Communications
Manager は、ビデオストリームのパケットを最初に発したエンドポイ
ント デバイスから求められる DSCP マーキングで、パケットをマー
クするように MTP に信号を送ります。1 つのコール内の 2 つのエン
ドポイントで異なるDSCPマーキングが使用されている場合（たとえ
ば、Cisco TelePresence イマーシブ ビデオ エンドポイントとビデオ プ
ロモーションなしのデスクトップビデオエンドポイントなど）には、
MTP は各ストリーム方向で DSCP マーキングを保持します。

パススルー MTP
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フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションの制約事
項

表 81 : フレキシブル DSCP マーキングおよびビデオ プロモーションの制約事項

説明制限事項

フレキシブルDSCPマーキングとビデオプロモーション機能は、H.323
トランクや Media Gateway Control Protocol（MGCP）ゲートウェイ経
由ではサポートされません。

トランクおよびゲート
ウェイ

シスコでは、フレキシブル DSCP マーキングとビデオ プロモーショ
ン機能を Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービス コー
ルで使用しないようにお勧めしています。MLPPサービス機能が必要
な場合には、シスコでは、Video Call QoS Marking Policy および Use
Video BandwidthPool for Immersive Video Calls サービス パラメータを
それぞれのデフォルト値に設定することを推奨しています。VideoCall
QoS Marking Policy および Use Video BandwidthPool for Immersive Video
Calls サービス パラメータのデフォルト値を使用すると、Unified
CommunicationsManagerとエンドポイントはメディアパケットにMLPP
DSCP マーキングを使用します。

Multilevel Precedence
and Preemption

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプロモーション機能は、
デスクトップ SIPビデオエンドポイントのサポートによって異なりま
す。現在、Cisco DX650 シリーズの SIP 電話のみが、必要なエンドポ
イントのサポートを提供しています。

SIP ビデオ エンドポイ
ント
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第 68 章

トランスコーダとメディアターミネーショ
ン ポイントの設定

• トランスコーダとメディアターミネーションポイントの概要 （659 ページ）
• トランスコーダと MTP の設定タスク フロー （665 ページ）
• トランスコーダおよび MTP の連携動作と制限事項 （670 ページ）

トランスコーダとメディアターミネーションポイントの
概要

トランスコーダ
トランスコーダは、あるコーデックからの入力ストリームを、別のコーデックを使用する出力
ストリームに変換する、コーデック変換を実行するデバイスです。たとえば、トランスコーダ
は G.711 コーデックのストリームを取り込み、それを G.729 ストリームにリアルタイムで変換
できます。コール内の 2 つのエンドポイントが異なる音声コーデックを使用すると、Cisco
Unified Communications Manager が、そのメディアパスでトランスコーダを呼び出します。トラ
ンスコーダは、2 つの互換性のないコーデック間でデータストリームを変換して、通信ができ
るようにします。トランスコーダは、ユーザにも、コールに関連するエンドポイントにも見え
ることはありません。

トランスコーダのリソースは、メディアリソースマネージャー (MRM)によって管理されます。

トランスコーダは、G.711 とすべてのコーデック（トランスコーダとして機能している G.711
や MTP/TRP 機能を提供している G.711 を含む）の間のトランスコーディングをサポートしま
す。

（注）
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MTP 機能を使用したトランスコーダ

コーデック変換に加えて、トランスコーダは、メディアターミネーションポイント (MTP)と同
じ機能を提供できます。コーダ機能と MTP 機能が両方とも必要な場合、システムは、両方の
機能セットを同時に提供できるため、トランスコーダを割り当てます。MTP 機能のみが必要
な場合は、システムはリソースプールからトランスコーダまたは MTP のいずれかを割り当て
ます。リソースの選択は、メディアリソースグループによって決定されます。

ソフトウェア MTP リソースが必要なときに使用できない場合、コールは MTP リソースおよび
MTP/TRPサービスを使用せずに接続しようとします。ハードウェアトランスコーダ機能が（あ
るコーデックを別のコーデックに変換するために）必要であり、トランスコーダが使用できな
い場合、コールは失敗します。

トランスコーダおよびメディアリソースマネージャ
Cisco Unified Communications Manager ノードはすべて、メディア リソース マネージャ（MRM）
を使用してトランスコーダにアクセスできます。MRM は、トランスコーダへのアクセスを管
理します。

MRM は、Cisco Unified Communications Manager のメディア リソース グループとメディア リ
ソース グループ リストを使用します。メディア リソース グループ リストによって、トランス
コーダは、割り当てられたメディア リソース グループ内の他のデバイスと通信できるように
なります。さらにこれにより、クラスタ内のリソースの管理が可能になります。

トランスコーダ制御プロセスは、データベースで定義されている各トランスコーダデバイスに
対して作成されます。MRM はトランスコーダ リソースを追跡し、クラスタ全体にその可用性
をアドバタイズします。

メディアターミネーションポイントとしてのトランスコーダ
ハードウェアベースのトランスコーダリソースは、メディアターミネーションポイント（MTP）
および/またはトラストリレーポイント (TRP) 機能にも対応しています。この機能では、コー
ル内の 1 つのエンドポイントが MTP または TRP を要求していることを Cisco Unified
Communications Manager が判別すると、Cisco Unified Communications Manager はトランスコー
ダリソースを割り当て、コールに挿入することができます。このトランスコーダは、MTP ト
ランスコーダのように動作します。

Cisco Unified Communications Manager は、MTP および TRP とトランスコーディング機能を同
時にサポートします。たとえば、コールが（G723リージョンに存在する）Cisco Unified IP Phone
から（G711 リージョンに存在する）NetMeeting に発信された場合、1 つのトランスコーダ リ
ソースが MTP とトランスコーディング機能を同時にサポートします。

ソフトウェア MTP リソースが必要なときに使用できない場合、コールは MTP リソースおよび
MTP/TRPサービスを使用せずに接続しようとします。ハードウェアトランスコーダ機能が（あ
るコーデックを別のコーデックに変換するために）必要であり、トランスコーダが使用できな
い場合、コールは失敗します。
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トランスコーダは、G.711 とすべてのコーデック（トランスコーダとして機能している G.711
や MTP/TRP 機能を提供している G.711 を含む）の間のトランスコーディングをサポートしま
す。

（注）

トランスコーダ タイプ
Cisco Unified Communications Manager の管理ページにおけるトランスコーダ タイプは次の表の
とおりです。

トランスコーダは、G.711 とすべてのコーデック（トランスコーダとして機能している G.711
や MTP/TRP 機能を提供している G.711 を含む）の間のトランスコーディングをサポートしま
す。

（注）

表 82 : トランスコーダ タイプ

説明トランスコーダタイプ

このタイプは Cisco Catalyst 4000 WS-X4604-GWY および Cisco Catalyst
6000 WS-6608-T1 または WS-6608-E1 をサポートし、次のトランスコー
ディング セッション数を提供します。

Cisco Catalyst 4000 WS-X4604-GWY の場合

• G.711 へのトランスコーディング：16 の MTP トランスコーディ
ング セッション

Cisco Catalyst 6000 WS-6608-T1 または WS-6608-E1 の場合

• G.723 から G.711 へのトランスコーディング/G.729 から G.711 へ
のトランスコーディング：1 つの物理ポート当たり 24 の MTP ト
ランスコーディング セッション、1 つのモジュール当たり 192
セッション

Cisco Media Termination
Point Hardware

このタイプは Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3725、Cisco 3745、
Cisco 3660、Cisco 3640、Cisco 3620、Cisco 2600、および Cisco VG200
ゲートウェイをサポートし、次のトランスコーディング セッション
数を提供します。

NM-HDV 単位

• G.711 から G.729-60 へのトランスコーディング

• G.711 から GSM FR/GSM EFR へのトランスコーディング：45

Cisco IOS Media
Termination Point（ハー
ドウェア）
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説明トランスコーダタイプ

NM-HD 単位

このタイプは Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3660、Cisco 3725、
Cisco 3745、および Cisco 3660 アクセス ルータをサポートし、次のト
ランスコーディング セッション数を提供します。

• G.711 から G.729a/G.729ab/GSMFR へのトランスコーディング：
24

• G.711 から G.729/G.729b/GSM EFR へのトランスコーディング：
18

NM-HDV2 単位

このタイプは Cisco 2600XM、Cisco 2691、Cisco 3725、Cisco 3745、お
よび Cisco 3660 アクセス ルータをサポートし、次のトランスコーディ
ング セッション数を提供します。

• G.711 から G.729a/G.729ab/GSMFR へのトランスコーディング：
128

• G.711 から G.729/G.729b/GSM EFR へのトランスコーディング：
96

Cisco IOS Enhanced
Media Termination Point
（ハードウェア）

このタイプは、装着されているドーター カード当たり 64 のトランス
コーディング セッションを提供します。1 枚のドーター カードでは
64 のトランスコーディング セッション、2 枚のドーター カードでは
128 のトランスコーディング セッション、3 枚のドーター カードでは
192 のトランスコーディング セッション、4 枚のドーター カード（最
大）では 256 のトランスコーディング セッションを提供します。

このタイプは、次のコーデックの任意の組み合わせの間でトランス
コーディングを提供します。

• G.711 a-law および G.711 mu-law
• G.729 annex A および annex B
• G.723.1
• GSM（FR）
• GSM（EFR）

Cisco Media Termination
Point (WS-SVC-CMM)

トランスコーダのフェールオーバーとフォールバック
次に、トランスコーダが登録されている Cisco Unified Communications Manager ノードが非アク
ティブになったときの、トランスコーダ デバイスの回復方法について説明します。

• プライマリ Cisco Unified Communications Manager ノードに障害が発生した場合、トランス
コーダは、トランスコーダの属するデバイス プールに対して指定された Cisco Unified
Communications Manager グループ内で、次に使用可能なノードへの登録を試みます。
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• プライマリ Cisco Unified Communications Manager が使用可能な状態に戻ると、そのトラン
スコーダは、ただちにプライマリ Cisco Unified Communications Manager に登録されます。

• トランスコーダ デバイスは、到達不能になった Cisco Unified Communications Manager ノー
ドから登録解除されます。そのノード上のコールが、リスト内の次の Cisco Unified
Communications Managerノードに登録されます。

• トランスコーダが新しい Cisco Unified Communications Manager ノードへの登録を試み、登
録確認応答を受信しなかった場合、トランスコーダはリストにある次のノードに登録され
ます。

トランスコーダ デバイスは、ハード リセットまたはソフト リセット後に登録を解除し、続い
て接続を解除します。リセットが完了すると、デバイスはプライマリ Cisco Unified
Communications Manager ノードに再登録されます。

メディア ターミネーション ポイント
メディアターミネーションポイント（MTP）により、Cisco Unified Communications Manager は
SIP や H.323 エンドポイントまたはゲートウェイ経由でルーティングされるコールを中継でき
ます。メディア ターミネーション ポイントは、コール保留、コール転送、コール パーク、会
議などの補足サービスを拡張します。これらのサービス通常は、コールが H.323 エンドポイン
トにルーティングされる場合は、MTP がないと使用できません。H.323 補足サービスで MTP
が必要となるのは、Empty Capability Set（ECS）または FastStart をサポートしていないエンド
ポイントのみです。ECS および FastStart をサポートしているすべての Cisco および他のサード
パーティ製エンドポイントでは、MTP は必要ありません。

MTP デバイスは、プライマリ Cisco Unified Communications Manager が使用可能である場合は常
にその Cisco Unified Communications Manager に登録され、サポートしている MTP リソースの
数を Cisco Unified Communications Manager に通知します。同じ Cisco Unified Communications
Manager に複数の MTP を登録できます。特定の Unified Communications Manager に複数の MTP
が登録されている場合、その Cisco Unified Communications Manager は、MTP ごとのリソース
セットを制御します。

たとえば、MTP サーバ 1 が 48 の MTP リソース用に設定され、MTP サーバ 2 は 24 のリソース
用に設定されているとします。両方の MTP が同じ Unified Communications Manager を登録する
場合、その Unified Communications Manager は両方のリソース セット、つまり、合計 72 の登録
済み MTP リソースを保持します。

Unified Communications Manager は、コール エンドポイントで MTP が必要であると判定する
と、アクティブ ストリームが最も少ない MTP から MTP リソースを割り当てます。その MTP
リソースは、エンドポイントの代わりにコールに挿入されます。MTP リソースの使用は、シ
ステムのユーザにも、リソースが代わりに挿入されたエンドポイントにも見えない形で行われ
ます。MTP リソースが必要なときに、そのリソースが使用できない場合、コールは MTP リ
ソースを使用せずに接続されるため、そのコールは補足サービスを利用できないことになりま
す。
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MTP フェールオーバーおよびフォールバック
ここでは、MTP デバイスが登録されている Cisco Unified Communications Manager が到達不能に
なったときの、MTP デバイスのフェールオーバーとフォールバックの方法について説明しま
す。

• プライマリ Cisco Unified Communications Manager に障害が発生した場合、MTP は、MTP
が属するデバイス プールに対して指定された Cisco Unified Communications Manager グルー
プ内で、次に使用可能な Cisco Unified Communications Manager への登録を試みます。

• プライマリ Cisco Unified Communications Manager が障害後に使用可能な状態に戻り、現在
まだ使用されていない場合、MTP デバイスはただちにプライマリ Cisco Unified
Communications Manager に再登録されます。

• コール保存モードでアクティブだったコールまたは会議は、すべてのパーティが切断され
るまで、システムによって保持されます。システムは、補足サービスを使用可能にしませ
ん。

• MTP が新しい Cisco Unified Communications Manager への登録を試み、登録確認応答を受信
しなかった場合、MTP は次の Cisco Unified Communications Manager に登録されます。

MTP デバイスは、ハード リセットまたはソフト リセット後に登録を解除し、続いて接続を解
除します。リセットが完了すると、デバイスは Cisco Unified Communications Manager に再登録
されます。

ソフトウェアメディアターミネーションポイントタイプ
Cisco Unified Communications Manager の管理におけるソフトウェアメディアターミネーション
ポイントのタイプは次の表のとおりです。

[説明（Description）]ソフトウェア MTP タイプ

1 つの MTP は、デフォルトで 48（ユーザ設定
可能）のMTPリソースを提供します。この数
は、ネットワークとネットワークインターフェ
イス カード（NIC）の速度に応じて変わりま
す。たとえば、100 MB のネットワーク/NIC
カードが 48 の MTP リソースをサポートでき
るのに対して、10 MB の NIC カードは同数の
リソースをサポートできません。

10 MB のネットワーク/NIC カードの場合、約
24のMTPリソースを提供できます。ただし、
使用可能なMTPリソースの正確な数は、その
PC上の他のアプリケーションが消費している
リソース、プロセッサの速度、ネットワーク
の負荷、その他のさまざまな要因によって決
まります。

Cisco Media Termination Point Software
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トランスコーダと MTP の設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

トランスコーダを設定する必要がある場
合は、この手順を実行します。トランス

トランスコーダの設定（665ページ）に
は、以下のサブタスクを実行します：

ステップ 1

コーダは、あるコーデックからの入力ス• トランスコーダの設定 （666 ペー
ジ） トリームを、別のコーデックを使用する

出力ストリームに変換します。
• メディア リソース グループへのト

ランスコーダの追加（666ページ）

ソフトウェアの MTP を設定する必要が
ある場合は、この手順を実行します。ソ

ソフトウェアMTPの設定（668ページ）
には、以下のサブタスクを実行します：

ステップ 2

フトウェア MTP を使用すれば、Cisco• メディア ターミネーション ポイン
トの設定 （668 ページ） Unified Communications Manager は、SIP

またはH.323エンドポイントまたはゲー
• ソフトウェア MTP をメディアリ

ソースグループに追加する （669
ページ）

トウェイ経由でルーティングされた発信
を中継することができます。

トランスコーダの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

マルチサイト配置の場合は、トランス
コーダを必要な各サイトにローカルに配

必要なトランスコーダリソースの数と、
これらのリソースの提供に必要なトラン
スコーダ デバイスの数を判別します。

ステップ 1

置することを推奨します。複数のコー
デックが必要な場合は、すべてのコー
デックをサポートしないエンドポイント
の数、これらのエンドポイントを配置す
る場所、これらのリソースにアクセスす
る他のグループ、これらのデバイスがサ
ポートする同時コールの最大数、および
ネットワーク上でこれらのリソースを配
置する場所を検討する必要があります。

1つのコーデックからの入力ストリーム
を、別のコーデックを使用する出力スト

トランスコーダの設定 （666 ページ）ステップ 2

リームに変換するために、トランスコー
ダを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

新しいトランスコーダを適切なメディア
リソース グループに追加します。

メディア リソース グループへのトラン
スコーダの追加 （666 ページ）

ステップ 3

詳細については、トランスコーダのド
キュメンテーションを参照してくださ
い。

トランスコーダ デバイスを再起動しま
す。

ステップ 4

トランスコーダの設定
トランスコーダは、あるコーデックからの入力ストリームを、別のコーデックを使用し出力ス
トリームに変換するデバイスです。

始める前に

IVR がアクティブになるためには、Cisco IP Voice Media Streaming サービスが実行されている
必要があります。

必要なトランスコーダ リソースの数とリソースの提供に必要なトランスコーダ デバイスの数
を決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration にログインし、[メディア リソース（Media Resources）] > [ト
ランスコーダ（Transcoder）].を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• 既存のトランスコーダを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [トランスコーダタイプ（Transcoder Type）] を選択します。

ステップ 4 トランスコーダの [MACアドレス（MAC Address）] を入力します。

ステップ 5 ドロップダウン メニューから [デバイスプール（Device Pool）] を割り当てます。

ステップ 6 このトランスコーダをトラステッド リレー ポイントとして使用する場合は、[トラステッドリ
レーポイント（Trusted Relay Point）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

メディア リソース グループへのトランスコーダの追加

始める前に

トランスコーダの設定 （666 ページ）
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手順

ステップ 1 [メディアリソース（MediaResources）]> [メディアリソースグループ（MediaResourceGroup）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、設定されたメディア リソース グループのリストを表示しま
す。

ステップ 3 必要なメディア リソース グループをクリックします。
[メディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）] ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 トランスコーダを [使用可能なメディア リソース（Available Media Resources）] のリストから
選択し、[選択されたメディア リソース（Selected Media Resources）] のリストに追加します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 [メディア リソース（Media Resources）] > [メディア リソース グループ（Media Resource
Group）] に移動します。

ステップ 7 [トランスコーダの検索と一覧表示（Find and List Transcoders）] ウィンドウで、同期させるト
ランスコーダの隣にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のトランスコーダを
すべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）] をクリックします。
[設定情報の適用（Apply Configuration Information）] ダイアログ ボックスが表示されます。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

次のタスク

トランスコーダ デバイスを再起動します。

トランスコーダの同期化
トランスコーダを最新の設定変更と同期させる手順は、次のとおりです。この手順によって、
中断を最小限に抑えた方法で未処理の設定が適用されます（たとえば、影響を受けるデバイス
の一部は、リセットまたはリスタートが不要な場合があります）。

手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [トランスコーダ(Transcoder)] を選択します。
[トランスコーダの検索と一覧表示(Find and List Transcoders)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）] をクリックします。

検索条件に一致するトランスコーダがウィンドウに表示されます。
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ステップ 4 同期させるトランスコーダの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のトラ
ンスコーダをすべて選択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックスをオ
ンにします。

ステップ 5 [選択項目への設定の適用（Apply Config to Selected）] をクリックします。
[設定情報の適用（Apply Configuration Information）] ダイアログ ボックスが表示されます。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

ソフトウェア MTP の設定
この手順はソフトウェアを設定する手順について説明しています。ハードウェア MTP の設定
については、「トランスコーダの設定 （665 ページ）」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPエンドポイントまたはゲートウェイ
経由でルーティングされたコールをリ

メディア ターミネーション ポイントの
設定 （668 ページ）

ステップ 1

レーするには、メディアターミネーショ
ン ポイントを設定します。

適切なメディア リソース グループに新
しいメディア ターミネーション ポイン
トを追加します。

ソフトウェア MTP をメディアリソース
グループに追加する （669 ページ）

ステップ 2

メディア ターミネーション ポイントの
デバイスを再起動します。

ステップ 3

メディア ターミネーション ポイントの設定
ソフトウェアメディアポイント (MTP) を設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

ソフトウェアのメディアターミネーションポイント (MTP) をアクティブにするには、Cisco IP
Voice Media サービスが実行されている必要があります。

必要な MTP リソース数と、これらのリソースの提供に必要な MTP デバイス数を決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[メディアリソース（Media Resources）] > [メディアター
ミネーションポイント（Media Termination Point）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。
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• [検索（Find）] をクリックし、既存の MTP を選択します。
• [新規追加（Add New）] をクリックし、新規 MTP を作成します。

ステップ 3 [メディア ターミネーション ポイント名（Media Termination Point Name）]を割り当てます。

ステップ 4 デバイスプールを割り当てます。

ステップ 5 この MTP をトラステッドリレーポイント (TRP) として指定する場合は、[トラステッドリレー
ポイント] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

ソフトウェア MTP をメディアリソースグループに追加する

始める前に

メディア ターミネーション ポイントの設定 （668 ページ）

手順

ステップ 1 [メディアリソース（MediaResources）]> [メディアリソースグループ（MediaResourceGroup）]
を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）] をクリックして、設定されたメディア リソース グループのリストを表示しま
す。

ステップ 3 必要なメディア リソース グループをクリックします。
[メディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）] ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 利用可能なメディアリソースのリストからトランスコーダを選択し、[選択されたメディアリ
ソース] リストに追加します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

メディアターミネーションポイントデバイスを再起動します。
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トランスコーダおよび MTP の連携動作と制限事項

トランスコーダの連携動作と制限事項

トランスコーダの連携動作と制限事項

[説明（Description）]連携動作または制限事
項

メディアリソースグループに割り当てられているトランスコーダは、
削除できません。トランスコーダを使用しているメディアリソースグ
ループを検索するには、[トランスコーダの設定(Transcoder
Configuration)] ウィンドウの [関連リンク(Related Links)] ドロップダ
ウンリストボックスから [依存関係レコード(Dependency Records)] を
選択し、[移動(Go)] をクリックします。[依存関係レコード要約
(Dependency Records Summary)] ウィンドウに、トランスコーダを使用
しているメディア リソース グループに関する情報が表示されます。
メディアリソースグループに関するより詳細な情報を見つけるには、
メディア リソース グループをクリックして [依存関係レコード詳細
(Dependency Records Detail)] ウィンドウを表示します。システムで依
存関係レコードが有効でない場合、[依存関係レコードサマリー
（Dependency Records Summary）] ウィンドウにメッセージが表示さ
れます。使用中のトランスコーダを削除しようとすると、CiscoUnified
Communications Manager からメッセージが表示されます。現在使用さ
れているトランスコーダを削除する前に、割り当てられているメディ
アリソースグループからトランスコーダを削除する必要があります。

トランスコーダの削除
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[説明（Description）]連携動作または制限事
項

トランスコーダのフェールオーバーとフォールバックは以下のように
動作します。

• プライマリ Cisco Unified Communications Manager ノードに障害が
発生した場合、トランスコーダは、トランスコーダの属するデバ
イス プールに対して指定された Cisco Unified Communications
Manager グループ内で、次に使用可能なノードへの登録を試みま
す。

• プライマリ Cisco Unified Communications Manager が使用可能な状
態に戻ると、そのトランスコーダは、ただちにプライマリ Cisco
Unified Communications Manager に登録されます。

• トランスコーダ デバイスは、到達不能になった Cisco Unified
Communications Manager ノードから登録解除されます。そのノー
ド上のコールが、リスト内の次の Cisco Unified Communications
Managerノードに登録されます。

• トランスコーダが新しい Cisco Unified Communications Manager
ノードへの登録を試み、登録確認応答を受信しなかった場合、ト
ランスコーダはリストにある次のノードに登録されます。

トランスコーダ デバイスは、ハード リセットまたはソフト リセット
後に登録を解除し、続いて接続を解除します。リセットが完了する
と、デバイスはプライマリ Cisco Unified Communications Manager ノー
ドに再登録されます。

フェールオーバーと
フォールバック

メディア ターミネーション ポイントの連携動作と制限事項
表 83 : メディア ターミネーション ポイントの連携動作と制限事項

説明制限事項

1 台のサーバでアクティブにできる Cisco IP Voice Streaming Application
は 1 つに限定されます。追加の MTP リソースを提供するには、ネッ
トワーク上にある他のサーバで Cisco IP Voice Streaming アプリケー
ションをアクティブにすることができます。

Cisco Unified Communications Manager のパフォーマンスに悪影響を与
える可能性があるため、コール処理の負荷が大きい Cisco Unified
Communications Manager 上では Cisco IP Voice Streaming Media
Application をアクティブにしないようにすることを強くお勧めしま
す。

Cisco IP 音声ストリー
ムアプリケーション
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説明制限事項

各 MTP が一度に登録できる Cisco Unified Communications Manager は
1 つに限定されます。システム内には、設定内容に応じて、複数の
MTP を存在させることができます。各 MTP は、1 つの Cisco Unified
Communications Manager に登録できます。

Cisco Unified
Communications
Manager への登録

ここでは、MTPデバイスが登録されているCiscoUnifiedCommunications
Manager が到達不能になったときの、MTP デバイスのフェールオー
バーとフォールバックの方法について説明します。

• プライマリ Cisco Unified Communications Manager に障害が発生し
た場合、MTP は、MTP が属するデバイス プールに対して指定さ
れた Cisco Unified Communications Manager グループ内で、次に使
用可能な Cisco Unified Communications Manager への登録を試みま
す。

• プライマリ Cisco Unified Communications Manager が障害後に使用
可能な状態に戻り、現在まだ使用されていない場合、MTP デバ
イスはただちにプライマリ Cisco Unified Communications Manager
に再登録されます。

• コール保存モードでアクティブだったコールまたは会議は、すべ
てのパーティが切断されるまで、システムによって保持されま
す。システムは、補足サービスを使用可能にしません。

• MTP が新しい Cisco Unified Communications Manager への登録を
試み、登録確認応答を受信しなかった場合、MTP は次の Cisco
Unified Communications Manager に登録されます。

MTP デバイスは、ハード リセットまたはソフト リセット後に登録を
解除し、続いて接続を解除します。リセットが完了すると、デバイス
は Cisco Unified Communications Manager に再登録されます。

フェールオーバーと
フォールバック
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第 IX 部

デバイスの登録
• デバイスの登録の概要 （675 ページ）
• TFTP サーバの設定 （677 ページ）
• デバイスのデフォルトの更新 （687 ページ）
• 自動登録の設定 （691 ページ）
• 電話機の手動登録 （701 ページ）
• セルフプロビジョニングの設定 （705 ページ）





第 69 章

デバイスの登録の概要

• デバイスの登録について （675 ページ）
• デバイスの登録 （675 ページ）

デバイスの登録について
このセクションの各章では、新規エンドポイントデバイスの登録と、エンドポイントとゲート
ウェイデバイス用のプロキシ TFTP サーバの設定を行うために実行するタスクについて説明し
ます。

新しい電話機を手動で登録するか、または自動登録を使用するかを選択できます。100 台を超
える電話機を登録するには、一括管理ツール（BAT）を使用します。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

BAT を使用して新しい設定を作成することはできませんが、BAT を使用して電話機を登録す
る場合は、電話のパラメータを設定できます。デバイス プール、場所、コーリングサーチス
ペース、ボタンテンプレート、ソフトキーテンプレートなどの電話設定が Cisco Unified
Communications Manager Administration を使用してすでに設定済みであることを確認します。

（注）

デバイスの登録
次のタスク フローを実行すると、システムのデバイスを登録できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ネットワークのエンドポイントの設定
ファイルを提供するプロキシ Trivial File

TFTP サーバの設定タスク フロー （681
ページ）

ステップ 1

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
675

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


目的コマンドまたはアクション

Transfer Protocol（TFTP）サーバを設定
します。

デバイスのロード、デバイスプール、お
よび電話ボタンのテンプレート値を、登

（任意） デバイスのデフォルトの更新
タスク フロー （687 ページ）

ステップ 2

録時にエンドポイントに適用される値に
変更します。

ネットワークの自動登録を有効にしま
す。デバイスをネットワーク上で自動的

自動登録の設定タスクフロー（692ペー
ジ）

ステップ 3

に登録できるという本質的なセキュリ
ティリスクがあるため、新しいエンドポ
イントを登録したらすぐに自動登録を無
効にすることを推奨します。

手動で IP 電話を登録し、新しいディレ
クトリ番号を割り当てます。

手動によるデバイス登録タスク フロー
（701 ページ）

ステップ 4

（省略可）エンドユーザが、管理者を使
用せずに自身の電話機をプロビジョニン

セルフプロビジョニングの設定タスク
フロー （707 ページ）

ステップ 5

グできるようにするには、セルフプロビ
ジョニングを設定します。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
676

デバイスの登録
デバイスの登録



第 70 章

TFTP サーバの設定

• プロキシ TFTP 展開の概要 （677 ページ）
• TFTP サーバの設定タスク フロー （681 ページ）

プロキシ TFTP 展開の概要
プロキシ簡易ファイル転送プロトコル (TFTP) サーバを使用して、ネットワークのエンドポイ
ントに必要な設定ファイル (ダイヤルプラン、着信音ファイル、デバイス設定ファイルなど)を
指定します。展開内の任意のクラスタに TFTP サーバをインストールして、複数クラスタのエ
ンドポイントからの要求を処理することができます。DHCPスコープは、設定ファイルを取得
するために使用するプロキシ TFTP サーバの IP アドレスを指定します。

冗長およびピアプロキシ TFTP サーバ
単一クラスタの導入では、クラスタは少なくとも 1 つのプロキシ TFTP サーバを備えている必
要があります。冗長性を確保するために、クラスタに別のプロキシ TFTP サーバを追加するこ
とができます。2 台目のプロキシ TFTP サーバは、IPv4 のオプション 150 に追加されます。IPv6
の場合、第 2 TFTP サーバを、DHCP スコープの TFTP サーバ アドレスサブオプションタイプ
1 に追加します。

複数のクラスタ展開では、最大 3 台のリモートプロキシ TFTP サーバをプライマリプロキシ
TFTP サーバのピアクラスタとして指定できます。これは、複数の DHCP スコープに対して 1
台のプロキシ TFTP サーバだけを設定する場合、または 1 つの DHCP スコープのみを設定する
場合に便利です。プライマリプロキシ TFTP サーバは、ネットワーク内のすべての電話機とデ
バイスに設定ファイルを提供します。

各リモートプロキシ TFTP サーバとプライマリプロキシ TFTP サーバの間にピア関係を作成す
る必要があります。
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ネットワーク内のリモートプロキシ TFTP サーバ間にピア関係を設定する場合は、関係を階層
構造にしておきます。ループの発生を回避するために、リモートクラスタ上のピアプロキシ
TFTP サーバが相互にポイントしないようにします。たとえば、プライマリノード A にノード
B と C のピアリレーションシップがあるとします。ノード B と C の間にピア関係を作成しな
いでください。作成すると、ループが作成されます。

ヒント

プロキシ TFTP

マルチクラスタ システムでは、プロキシ TFTP サービスは、1 つのプライマリ TFTP サーバを
介して複数のクラスタから TFTP ファイルを提供できます。単一のサブネットまたは VLAN に
複数のクラスタからの電話機が含まれている場合や、複数のクラスタが同じ DHCP TFTP オプ
ション（150）を共有している場合、プロキシ TFTP はそれらの状況に対する単一の TFTP 参照
として機能できます。

プロキシ TFTP サービスは、図に示すように、単一レベルの階層として機能します。より複雑
な複数レベル階層はサポートされません。

図 8 : プロキシ TFTP のシングル レベル階層

上の図では、デバイスのグループが構成ファイルのプライマリ TFTP サーバと通信します。デ
バイスからTFTPの要求を受信すると、プライマリTFTPは、設定ファイルだけでなく、リモー
トクラスタA、B、C、N(構成されている他のリモートクラスタ)などリモートで構成された他
のクラスタについて、それぞれ自身のローカルキャッシュを検索します。
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プライマリ TFTP サーバ上では、任意の数のリモートクラスタを設定できます。ただし、各リ
モートクラスタには最大 3 個の TFTP IP アドレスしか含めることができません。冗長性を確保
するための推奨設計は、クラスタごとに 2 台の TFTP サーバを使用することです。したがっ
て、プライマリ TFTP サーバ上のリモートクラスタあたり 2 つの IP アドレスを使用して冗長性
を確保できます。

IPv4 および IPv6 デバイスの TFTP サポート
IPv4 の電話機とゲートウェイで DHCP カスタムオプション 150 を使用して、TFTP サーバの IP
アドレスを検出することを推奨します。オプション150を使用すると、ゲートウェイと電話機
は TFTP サーバの IP アドレスを検出します。詳細については、デバイスに同梱されているマ
ニュアルを参照してください。

IPv6 ネットワークでは、Cisco ベンダー固有の DHCPv6 情報を使用して、TFTP サーバ IPv6 ア
ドレスをエンドポイントに渡すことを推奨します。この方法では、TFTP サーバの IP アドレス
をオプション値として設定します。

IPv4 を使用するエンドポイントと IPv6 を使用するエンドポイントがある場合は、IPv4 には
DHCP カスタム オプション 150 を、IPv6 には Cisco ベンダー固有情報オプションである TFTP
サーバアドレスのサブオプションタイプ 1 を使用することをお勧めします。TFTP サーバが
IPv4 を使用して要求を処理しているときに、エンドポイントが IPv6 アドレスを取得して要求
を TFTP サーバに送信した場合、TFTP サーバは IPv6 スタックで要求を受信していないため、
その要求を受信しません。この場合、エンドポイントを Cisco Unified Communications Manager
に登録できません。

IPv4 および IPv6 デバイスが TFTP サーバの IP アドレスを検出するために使用できる別の方法
があります。たとえば、IPv4 デバイスに DHCP オプション 066 または CiscoCM1 を使用できま
す。IPv6 デバイスの場合、他の方法として、TFTP サービスのサブオプションタイプ 2 を使用
する方法と、エンドポイントで TFTP サーバの IP アドレスを設定する方法があります。これら
の代替手段は推奨されません。代替手段を使用する前に、シスコのサービスプロバイダーに問
い合わせてください。

TFTP 展開のエンドポイントと設定ファイル
SCCP 電話機、SIP 電話およびゲートウェイは、初期化時に設定ファイルを要求します。デバ
イス設定を変更すると、更新された設定ファイルがエンドポイントに送信されます。

設定ファイルには、Unified Communications Managerノードの優先順位リスト、これらのノード
に接続するために使用される TCP ポート、さらに他の実行可能ファイルが含まれます。一部
のエンドポイント用の設定ファイルには、電話機のボタン（メッセージ、ディレクトリ、サー
ビス、および情報）用のロケール情報および URL が保存されています。ゲートウェイ用の設
定ファイルには、デバイスが必要とする設定情報がすべて保存されています。
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TFTP のセキュリティに関する考慮事項
Cisco プロキシ TFTP サーバは、署名付きの要求と署名されていない要求の両方を処理でき、
セキュアでないモードと混在モードのいずれでも動作できます。プロキシ TFTP サーバは、
ファイルをエンドポイントに送信する前に、独自の TFTP 秘密キーを使用してファイルに署名
します。

プロキシ TFTP サーバがエンドポイントのホームクラスタに存在する単一クラスタの導入で
は、エンドポイントは署名付きの設定ファイルを自動的に信頼します。

プロキシTFTP展開にリモートクラスタがある場合は、プロキシTFTPサーバをすべてのリモー
トエンドポイントの信頼検証リスト (TVL)に追加する必要があります。それ以外の場合、エン
ドポイントはリモートプロキシ TFTP サーバからの署名付きファイルを拒否します。詳細につ
いては、お使いのエンドポイント デバイスに対応するマニュアルを参照してください。

混合モードで動作しているリモートクラスタの TFTP サーバはすべて、プライマリプロキシ
TFTP サーバを持つか、またはその IP アドレスをクラスタ外の CTL ファイルに追加する必要
がありますそうでない場合、セキュリティが有効になっているクラスタに登録されているエン
ドポイントは、必要なファイルをダウンロードできなくなります。

プロキシ tftp サーバがデバイス登録を処理しないプロキシ TFTP 展開の場合は、プロキシ TFTP
クラスタで [Prepare Cluster for Rollback to Pre-8.0] エンタープライズパラメータが [True] に設定
されていることを確認することをお勧めします。

（注）

プロキシ TFTP 環境のリーフ クラスタ間で電話機を移動する場合は、次の手順を実行
します。

1. リーフ クラスタ A から電話機を削除し、プロキシ クラスタに電話機を追加しま
す。

電話機が最後にリセットされた時点から 30 分が経過すると、プロキシ TFTP での電話
機の設定が期限切れになります。このプロセスを手早く進めるには、プロキシ クラス
タの TFTP サービスを再起動します。

（注）

2. 電話機をリセットしてプロキシ クラスタから新しい設定を取得し、電話機がプロ
キシ クラスタに登録できるようにします。

3. リーフ クラスタ B で電話機を設定し、プロキシ クラスタから電話機を削除しま
す。

電話機が最後にリセットされた時点から 30 分が経過すると、プロキシ TFTP での電話
機の設定が期限切れになります。このプロセスを手早く進めるには、プロキシ クラス
タの TFTP サービスを再起動します。

（注）
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4. 電話機をリセットしてリーフ クラスタ B からプロキシ クラスタ経由で新しい設定
を取得し、電話機がリーフ クラスタ B に登録できるようにします。

TFTP サーバの設定タスク フロー
クラスタに対して拡張モビリティクロスクラスタ (EMCC)が設定されている場合は、システム
がプロキシTFTPサーバを動的に設定できます。そうしない場合は、TFTPサーバを設定して、
セキュリティモードを手動で設定することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ間ルックアップサービス (ILS)
が設定されている場合は、TFTP サーバ
を動的に設定することができます。

次のいずれかの方法を使用して、TFTP
サーバをセットアップします。

ステップ 1

• TFTP サーバのダイナミック設定 （
682 ページ） EMCCが設定されていない場合は、TFTP

サーバを手動でセットアップします。ク• TFTP サーバの手動設定 （682 ペー
ジ） ラスタがセキュアであるか、あるいは非

セキュアであるかを示す必要がありま
す。クラスタは、デフォルトでは非セ
キュアとして扱われます。

CTL クライアントプラグインをインス
トールし、混在モードで動作しているす

（任意） TFTP サーバの CTL ファイル
の更新 （683 ページ）

ステップ 2

べてのリモートクラスタ内のすべてのプ
ロキシ TFTP サーバの Cisco Certificate
Trust List (CTL) ファイルにプライマリプ
ロキシ TFTP サーバを追加します。

プロキシTFTP展開にリモートクラスタ
がある場合は、プロキシTFTPサーバを

（任意） エンドポイント デバイスに対
応するドキュメントを参照してくださ
い。

ステップ 3

すべてのリモートエンドポイントの信頼
検証リスト (TVL) に追加する必要があ
ります。

プロキシTFTPサーバからエンドポイン
トを要求した非設定ファイルを変更でき
ます。

（任意） TFTP サーバの非設定ファイル
の変更 （684 ページ）

ステップ 4

エンドポイントの変更済みの設定されて
いないファイルをアップロードした場合

（任意） TFTP サービスを停止して、開
始します。 （685 ページ）

ステップ 5

は、プロキシ TFTP ノード上で TFTP
サービスを停止して再起動します。
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目的コマンドまたはアクション

複数のクラスタに展開する場合は、プラ
イマリプロキシ TFTP サーバの IP アド

（任意）DHCPサーバに対応するドキュ
メントを参照してください。

ステップ 6

レスが含まれるように、個々のリモート
ノードのDHCPスコープを変更します。

TFTP サーバのダイナミック設定
ネットワークに設定されているクラスタルックアップサービス (ILS) を使用している場合は、
Cisco proxy TFTP サーバを動的に設定することができます。

始める前に

ネットワークの EMCC を設定します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
機能およびサービス ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。

手順

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [クラ
スタビュー(Cluster View)] > [今すぐリモートクラスタを更新(Update Remote Cluster Now)] を
選択します。TFTP サーバはクラスタに対して自動的に設定されます。

次のタスク

エンドポイントの信頼検証リスト (TVL) にリモートプロキシ TFTP サーバを追加する必要があ
ります。そうでない場合は、リモートクラスタ上のプロキシ TFTP サーバからの設定ファイル
は受け入れられません。詳細については、お使いのエンドポイントデバイスに対応するマニュ
アルを参照してください。

TFTP サーバの手動設定
EMCC が設定されていない場合にネットワークで TFTP を設定するには、手動の手順を実行す
る必要があります。

[クラスタ ビュー（Cluster View）] で、プライマリ プロキシ TFTP サーバとその他の TFTP サー
バ間のピア関係をセットアップします。最大 3 台のピア TFTP サーバを追加できます。

プロキシ TFTP 導入環境の各リモート TFTP サーバには、プライマリ プロキシ TFTP サーバと
のピア関係が含まれる必要があります。ループの作成を回避するため、リモートクラスタのピ
ア TFTP サーバが互いを指し示していないことを確認します。
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手順

ステップ 1 リモート クラスタを作成します。次のアクションを実行します。

a) Cisco Unified CM Administration で、[高度な機能（Advanced Features）] > [クラスタの表示
（Cluster View）] を選択します。

b) [新規追加（Add New）] をクリックします。[リモート クラスタの設定（Remote Cluster
Configuration）] ウィンドウが表示されます。

c) TFTP サーバの最大 50 文字のクラスタ ID と完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力し、[保
存（Save）] をクリックします。

クラスタ IDの有効な値には、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）が含まれます。FQDN
の有効な値には、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アスタリスク（*）、およびス
ペースが含まれます。

d) （任意） [リモート クラスタ サービスの設定（Remote Cluster Service Configuration）] ウィ
ンドウで、リモート クラスタの最大 128 文字の説明を入力します。

二重引用符（“）、山カッコ（><）、バックスラッシュ（\）、ハイフン（-）、アンパサン
ド（&）、またはパーセント記号（%）は使用しないでください。

ステップ 2 リモート クラスタの TFTP を有効にするには、[TFTP] チェック ボックスをオンにします。

ステップ 3 [TFTP] をクリックします。

ステップ 4 [リモート クラスタ サービスの手動上書き設定（Remote Cluster Service Manually Override
Configuration）] ウィンドウで、[リモート サービス アドレスの手動設定（Manually configure
remote service addresses）] を選択します。

ステップ 5 これらの TFTP サーバとピア関係を作成するには、TFTP サーバの IP アドレスを入力します。

TFTP サーバの IP アドレスは 3 つまで入力できます。

ステップ 6 （任意） プロキシ TFTP サーバがセキュアなクラスタに展開されている場合は、[クラスタは
安全です（Cluster is Secure）] チェック ボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

エンドポイントの Trust Verification List（TVL）に、すべてのリモート TFTP サーバを追加する
必要があります。追加しないと、エンドポイントがリモート クラスタにあるプロキシ TFTP
サーバからの設定ファイルの受け入れが拒否されます。詳細については、お使いのエンドポイ
ント デバイスに対応するマニュアルを参照してください。

TFTP サーバの CTL ファイルの更新
混在モードで動作しているリモートクラスタ内のすべての TFTP サーバの Cisco Certificate Trust
List (CTL) ファイルに、プライマリ TFTP サーバまたはプライマリ TFTP サーバの IP アドレス
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を追加する必要があります。これは、セキュリティ対応クラスタ内のエンドポイントが設定
ファイルを正常にダウンロードできるようにするために必要です。

プロキシ TFTP サーバに CTL クライアントプラグインをダウンロードし、インストールする必
要があります。CTL クライアントは、プロキシ TFTP サーバから CTL ファイルを取得し、そ
の CTL ファイルにセキュリティトークンを使用してデジタル署名を付加してからプロキシ
TFTP サーバ上の CTL ファイルを更新します。

セキュリティトークンのない CLI はサポートされていません。（注）

セキュリティおよび Cisco CTL クライアントの使用の詳細については、Cisco Unified
Communications Manager セキュリティ ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration で、[アプリケーション] > [プラグイン] を
選択し、[プラグインの検索と一覧表示] ウィンドウの [検索（Find）] をクリックします。
インストール可能なすべてのプラグインのリストが表示されます。

ステップ 2 Cisco CTL クライアントのダウンロードリンクをクリックします。
システムは TFTP サーバ上に保管される証明書にデジタル署名をするクライアントをインス
トールします。

ステップ 3 TFTP サーバをリブートします。

TFTP サーバの非設定ファイルの変更
ロードファイルや RingList.xmlなど、設定されていないファイルを、プロキシ TFTP サー
バからのエンドポイント要求であるように変更できます。この手順を完了したら、変更した
ファイルをプロキシ TFTP サーバの TFTP ディレクトリにアップロードします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Operating System Administration で、[ソフトウェア アップグレード
（Software Upgrades）] > [TFTP ファイル管理（TFTP File Management）] を選択します。
[TFTP ファイル管理] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイルのアップロード] をクリックします。
[ファイルのアップロード] ポップアップが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

• [参照]をクリックして、アップロードするファイルのディレクトリの場所を参照します。
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• 更新されたファイルの完全なディレクトリパスを [ディレクトリ]フィールドに貼り付けま
す。

ステップ 4 [ファイルのアップロード] をクリックするか、[終了]をクリックしてファイルをアップロード
せずに終了します。

次のタスク

Cisco Unified 有用性管理を使用して、プロキシ TFTP ノード上の Cisco TFTP サービスを停止し
て再起動します。

TFTP サービスを停止して、開始します。
次の手順に従って、プロキシ TFTP ノード上の TFTP サービスを停止して再開します。

サービスの有効化、無効化、および再起動についての詳細は、『Cisco Unified Serviceability ア
ドミニストレーション ガイド』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability で、[ツール（Tools）] > [コントロール センター - 機能サービス
（Control Center - Feature Services）] の順に選択します。

ステップ 2 [コントロールセンター機能サービス] ウィンドウで、[サーバ] ドロップダウンリストからプロ
キシ TFTP ノードを選択します。

ステップ 3 [CM サービス] エリアで TFTP サービスを選択し、[停止] をクリックします。

ステータスが変化し、更新されたステータスが反映されます。

サービスの最新のステータスを取得するには、[リフレッシュ（Refresh）]をクリック
します。

ヒント

ステップ 4 [CM サービス] セクションで TFTP サービスを選択し、[開始 (Start)] をクリックします。

ステータスが変化し、更新されたステータスが反映されます。
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第 71 章

デバイスのデフォルトの更新

• デバイスのデフォルトの概要 （687 ページ）
• デバイスのデフォルトの更新タスク フロー （687 ページ）

デバイスのデフォルトの概要
Cisco Unified Communications Managerノードに登録されている各デバイスは、その種類のデバ
イスのデフォルトで設定されています。デバイスのデフォルトは、クラスタ内のすべての自動
登録デバイスに適用されます。登録後に、デバイスの設定を変更することができます。

新しいデバイスのデフォルトを作成したり既存のものを削除したりすることはできませんが、
自動登録されるデバイスに適用されるデフォルトの設定を変更することはできます。

これらは、変更可能なデバイスのデフォルト設定です。

• デバイス ロード

• デバイス プール

• 電話ボタン テンプレート

Cisco Unified Communications Manager をインストールすると、デバイスのデフォルトが自動的
に設定されます。

デバイスのデフォルトの更新タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Manager
ノードに自動登録されるデバイスに適用

デバイスのデフォルト設定の更新（688
ページ）

ステップ 1

されるデフォルト設定を変更できます。
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目的コマンドまたはアクション

各タイプのデバイスには、特定のデフォ
ルトのセットが設定されています。

デバイスのデフォルト設定の更新
デバイスのデフォルト設定を構成するには、この手順を使用します。この設定を使用するとデ
フォルトのファームウェアロード、デフォルトのデバイスプール、ソフトキーテンプレート、
および登録方法（自動登録またはアクティベーションコード）を割り当てることができます。

始める前に

デバイスのデフォルト設定を更新する前に、システムに適用する次のタスクを実行します。

• TFTP サーバにデバイスの新しいファームウェア ファイルを追加します。

• デバイスのデフォルトを使用して、ディレクトリに存在しないファームウェアロードを割
り当てると、それらのデバイスは割り当てられたファームウェアをロードできません。

• 新しいデバイスプールを設定します。デバイスが電話の場合は、新しい電話テンプレート
を設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[デバイスのデフォルト（Device Defaults）] を選択します。

ステップ 2 [デバイスのデフォルト設定（Device Defaults Configuration）] ウィンドウで、更新するデバイス
タイプに適用可能な設定を変更し、[保存（Save）] をクリックします。フィールドの説明につ
いては、オンライン ヘルプを参照してください。

• [ロード情報（Load Information）]

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [電話テンプレート（Phone Template）]

ステップ 3 そのタイプのすべてのデバイスをリセットして、クラスタ内の全ノードにある該当するタイプ
のすべてのデバイスに新しいデフォルトをロードするには、デバイス名の左側にある [リセッ
ト（Reset）] アイコンをクリックします。

すべてのデバイスをリセットしない場合は、ノードに自動登録された新しいデバイスにだけ、
更新されたデフォルト値が設定されます。
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デバイスのデフォルトの設定項目

表 84 : デバイスのデフォルトの設定項目

説明フィールド名

このフィールドには、デフォルトが適用されるデバイスのタイプが表示さ
れます。

デバイスタイプ
（Device Type）

このフィールドには、このタイプのデバイスに使用されるプロトコルが表
示されます。

[プロトコル
（Protocol）]

ハードウェアデバイスの特定のタイプに使用されるファームウェアロード
の ID 番号を入力します。アップグレード ロードかパッチ ロードをインス
トールする場合は、新しいロードを使用する各タイプのデバイスのロード
情報を更新する必要があります。

[ロード情報
（Load
Information）]

各タイプのデバイスに関連付けられているデバイスプールを選択します。
デバイス プールは、そのプールに含まれるすべてのデバイスに共通の特性
を定義します。

[デバイスプール
（Device Pool）]

各タイプの Cisco IP Phone が使用する電話ボタンテンプレートを選択しま
す。このテンプレートは、電話機のキーの機能を定義します。

[電話テンプレー
ト（Phone
Template）]
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第 72 章

自動登録の設定

• 自動登録の概要 （691 ページ）
• 自動登録の設定タスク フロー （692 ページ）

自動登録の概要
自動登録では、新しい電話機をネットワークに接続したときに、Unified CommunicationsManager
がそれらの電話機にディレクトリ番号を自動的に割り当てることができます。

現在、自動登録はセキュアモードで有効になっています。この拡張機能によって、新しい電話
のプロビジョニング中にクラスタを保護できるため、システムのセキュリティが強化されま
す。また、新しい電話を登録する際にクラスタセキュリティを無効にする必要がないため、登
録プロセスが簡素化されるメリットもあります。

911（緊急）および0（オペレータ）コールのみを許可するデバイスプールを作成しておくと、
自動登録が有効になっている場合に許可されていないエンドポイントがネットワークに接続す
るのを防ぐために使用できます。新しいエンドポイントはこのプールに登録できますが、アク
セスは制限されます。連続して起動しネットワークへの登録を試みる不正なデバイスによる不
正アクセスは阻止されます。電話番号に影響を与えることなく、自動登録された電話を新しい
場所に移動し、別のデバイス プールに割り当てることができます。

システムは、自動登録されている新しい電話機が SIP または SCCP を実行しているかどうかを
認識していないため、自動登録を有効にするときにこれを指定する必要があります。SIP と
SCCP の両方をサポートするデバイス（Cisco IP 電話 7911、7940、7941、7960、7961 シリーズ
など）は、Auto Registration Phone Protocol と呼ばれるエンタープライズパラメータで指定され
たプロトコルで自動登録されます。

1 つのプロトコルのみをサポートするデバイスは、そのプロトコルを使用して自動登録されま
す。自動登録の電話プロトコル設定は無視されます。たとえば、SCCP のみをサポートするす
べてのCisco IP電話は、自動登録電話プロトコルパラメータが [SIP]に設定されていても、SCCP
でのみ自動登録します。

ネットワークに追加する電話機が100に満たない場合は、自動登録機能を使用することをお勧
めします。100 台を超える電話機を追加するには、一括管理ツール（BAT）を使用します。詳
細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』
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（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。

自動登録の設定タスク フロー
自動登録を有効にすると、セキュリティ上のリスクが伴います。ネットワークに新しいエンド
ポイントを追加している間は、短時間の自動登録のみを有効にしてください。

手順

目的コマンドまたはアクション

自動登録された電話を内部コールのみに
制限するために、自動登録専用に使用す
るルートパーティションを設定します。

自動登録のパーティションの設定（693
ページ）

ステップ 1

自動登録電話を内線専用に制限するに
は、自動登録専用のコーリング サーチ
スペースを設定します。

自動登録用コーリングサーチスペースの
設定 （694 ページ）

ステップ 2

自動登録用に設定されているコーリング
サーチスペースを使用するデバイスプー
ルを作成します。

自動登録用デバイスプールの設定（695
ページ）

ステップ 3

自動登録する電話機のタイプに一致する
ように、プロトコルを SCCP または SIP

自動登録のデバイスプロトコルタイプを
設定する （696 ページ）

ステップ 4

に設定するには、次の手順を使用しま
す。

ノード上の自動登録を有効にして自動登
録に使用し、自動登録Cisco Unified

自動登録を有効にする （696 ページ）ステップ 5

Communications Managerグループパラ
メータを、自動登録に使用されるCisco
Unified Communications Managerグループ
の自動登録を有効にします。

新しいデバイスの登録が完了したらすぐ
に、ノードの自動登録を無効にします。

自動登録の無効化 （699 ページ）ステップ 6

（省略可）無効になっているデバイスの
自動登録番号は再利用できます。自動登

自動登録番号の再使用 （699 ページ）ステップ 7

録ディレクトリ番号の範囲をリセットし
た場合、開始番号から再度検索するよう
にシステムに強制します。利用可能な
ディレクトリ番号は再利用されます。
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自動登録のパーティションの設定
自動登録された電話を内部コールのみに制限するために、自動登録専用に使用するルートパー
ティションを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）] フィールドに、ルート プランに固有
のパーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して
ください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大 50 文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Manager が、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティション エントリごとに 1 行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（TimeSchedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。
[なし（None）] を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプション ボタンのいずれかを選択して、[タイム ゾーン（Time Zone）] を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプション ボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイム ゾーン（Specific Time Zone）]：このオプション ボタンを選択した後、ド
ロップダウン リストからタイム ゾーンを選択します。選択されたタイム ゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）] が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。
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次のタスク

自動登録用コーリングサーチスペースの設定 （694 ページ）

自動登録用コーリングサーチスペースの設定
自動登録電話を内線専用に制限するには、自動登録専用のコーリング サーチ スペースを設定
します。

始める前に

自動登録のパーティションの設定 （693 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）] フィールドに、名前を入力します。

各コーリング サーチ スペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前
には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）] フィールドに、説明を入力します

説明には、任意の言語で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）] ドロップダウン リストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

• パーティションが 1 つの場合は、そのパーティションを選択します。
• パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパー

ティションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）] フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）] ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

自動登録用デバイスプールの設定 （695 ページ）
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関連トピック
サービス クラス （146 ページ）

自動登録用デバイスプールの設定
自動登録にデフォルトのデバイスプールを使用するか、SIP 用と SCCP デバイス用に自動登録
に使用する個別のデバイスプールを設定することができます。

自動登録用のデフォルトのデバイスプールを設定するには、デフォルトのCisco Unified
Communications Managerグループと、自動登録コーリングサーチスペース(CSS)をデフォルトの
デバイス プールに割り当てます。SIP デバイスと SCCP デバイス用に個別のデフォルトデバイ
スプールを設定する場合は、デフォルトのデバイスプール値を使用します。

始める前に

自動登録用コーリングサーチスペースの設定 （694 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム(System)] > [デバイスプール
(Device Pool)] を選択します。

ステップ 2 自動登録のデフォルトデバイスプールを変更するには、次の操作を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックし、デバイスプールのリストから [デフォルト] を選択します。
b) [デバイスプールの設定] ウィンドウで、[自動登録の コーリングサーチスペース] フィール

ドで自動登録に使用するCSS を選択し、[保存( Save)] をクリックします。

ステップ 3 自動登録用の新しいデバイスプールを作成するには、次の操作を実行します。

a) [新規追加（Add New）] をクリックします。
b) [ デバイスプールの設定 ] ウィンドウに、デバイスプールの一意の名前を入力します。

名前は最大50文字までで、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）、アンダースコア（_）、
および空白を使用できます。

c) 次のフィールドをデフォルトのデバイスプールと一致するように設定します。フィールド
の説明については、オンライン ヘルプを参照してください。

• Cisco Unified Communications Manager グループで、デフォルトを選択します。

• [ 日付と時刻]グループで、CMLocal を選択します。

• [リージョン（Regions）] で、[デフォルト（Default）] を選択します。

d) [自動登録のコーリングサーチスペース] フィールドで自動登録に使用する CSS を選択し、
[保存( Save)] をクリックします。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
695

デバイスの登録
自動登録用デバイスプールの設定



次のタスク

自動登録のデバイスプロトコルタイプを設定する （696 ページ）

自動登録のデバイスプロトコルタイプを設定する
SIP および SCCP デバイスが自動登録されている場合は、まず自動登録の電話プロトコルパラ
メータを SCCP に設定し、SCCP を実行しているすべてのデバイスをインストールする必要が
あります。次に、Auto Registration Phone Protocol パラメータを [SIP] に変更し、SIP を実行する
すべての電話を自動登録する必要があります。

始める前に

自動登録用デバイスプールの設定 （695 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）] で、[システ
ム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)] ウィンドウで、[Auto
Registration Phone Protocol]ドロップダウンリストから [SCCP] または [SIP] いずれかを選択
し、[保存( Save)]をクリックします。

次のタスク

自動登録を有効にする （696 ページ）

自動登録を有効にする
自動登録が有効の場合は、ネットワークに接続する際に新しいエンドポイントに割り当てられ
る電話番号の範囲を指定する必要があります。新しいエンドポイントが接続される度に、次の
使用可能な電話番号が割り当てられます。自動登録に使用できる電話番号がなくなった場合、
エンドポイントを自動登録することはできません。

新しいエンドポイントは、[自動登録Cisco Unified CMグループ（Auto-Registration Cisco Unified
Communications Manager Group）] 設定が有効になっているグループ内の最初の Unified
CommunicationsManagerノードを使用して、自動登録されます。その後、デバイスタイプに基
づき、自動登録された各エンドポイントがデフォルトのデバイスプールに自動で割り当てられ
ます。

始める前に

自動登録のデバイスプロトコルタイプを設定する （696 ページ）
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• デバイス プール、コーリング サーチ スペース、および内線発信のみ許可するように自動
登録するデバイスのアクセスを制限するルート パーティションを作成します。

• 電話番号が自動登録範囲で利用できることを確認します。

• 新しい電話を登録するために利用できるライセンスポイントが十分にあることを確認しま
す。

• [デバイスのデフォルト設定（Device Defaults Configuration）] ウィンドウに、SIP および
SCCPの電話イメージ名が正しく表示されていることを確認します。共通デバイス設定ファ
イルのほとんどは TFTP サーバ上で利用できますが、デバイスの設定ファイルが存在する
ことを確認します。

• Cisco Proxy の TFTP サーバが起動して実行中であることと、TFTP の DHCP オプションで
適切なサーバが指定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration から、[システム（System）] > [Cisco Unified
CM] を選択し、[Cisco Unified Communications Managerの検索と一覧表示（Find and List Cisco
Unified Communications Managers）] ウィンドウの [検索（Find）] をクリックします。

ステップ 2 自動登録を使用するには、クラスタの [Cisco Unified Communications Manager] を選択します。

が表示されます。

ステップ 3 [Cisco Unified CM Configuration（Cisco Unified CM Configuration）] ウィンドウで、[自動登録情
報（Auto-registration Information）] セクションのノードの自動登録パラメータを設定し、[保存
（Save）] をクリックします。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオ
ンライン ヘルプを参照してください。

a) ユニバーサル デバイス テンプレートを選択して、ドロップダウン リストから自動登録を
使用します。

自動登録用に作成されているユニバーサル デバイス テンプレートがない場合は、[デフォ
ルトのユニバーサル デバイス テンプレート（Default Universal Device Template）] を選択し
ます。選択したテンプレートで、デバイスプールが指定されていることを確認します。こ
れは、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加（User/Phone Add）] >
[ユニバーサルデバイステンプレート（UniversalDeviceTemplate）]からの自動登録で使用
されます。

b) ドロップダウン リストからの自動登録に使用するユニバーサル ライン テンプレートを選
択します。

自動登録用に作成されているユニバーサル ライン テンプレートがない場合は、[デフォル
トのユニバーサル ライン テンプレート（Default Universal Line Template）] を選択します。
選択したテンプレートで、コーリング サーチ スペースおよびルート パーティションが指
定されていることを確認します。これは、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ/
電話の追加（User/Phone Add）] > [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line
Template）] からの自動登録で使用されます。
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c) 電話番号の最初と最後を [開始電話番号（Starting Directory Number）] および [終了電話番
号（Ending Directory Number）] フィールドに入力します。

電話番号の最初と最後を同じ値に設定すると、自動登録は無効になります。

d) [このCisco Unified CM では自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco
Unified Communications Manager）] のチェックボックスをオフにして、このノードの自動
登録を有効にします。

選択した Unified Communications Manager ノードでのみ自動登録を常に有効化または無効化し
ます。自動登録機能をクラスタ内の別のノードに切り替える場合は、使用する Unified
Communications Manager ノード、デフォルトの Unified Communications Manager グループ、お
よびデフォルトのデバイス プールを設定し直す必要があります。

ステップ 4 [システム（System）] > [Cisco Unified CM Group]を選択し、[Cisco Unified CMグループの検索
と一覧表示（Find and List Cisco Unified Communications Manager Groups）] ウィンドウの [検
索（Find）] をクリックします。

ステップ 5 自動登録を有効化する Unified Communications Manager グループを選択します。

このグループ名は、ほとんどの場合 [デフォルト（Default）] になります。別の Cisco Unified
Communications Manager グループを選択することもできます。このグループでは、最低 1 つの
ノードを選択する必要があります。

ステップ 6 このグループの [Cisco Unified CM Group Configuration] ウィンドウにおいて、 [自動登録
（Auto-registration）] [Cisco Unified Communications Manager][グループ（Group）] を選択し
て、グループの自動登録を有効にし、[保存（Save）] をクリックします。

[選択済 Cisco Unified CM（Selected Cisco Unified Communications Managers）] のリスト
に、自動登録用に設定したノードが含まれていることを確認します。矢印を使用し
て、リストに表示するノードを移動します。表示されている順に、Unified
Communications Manager ノードが選択されます。変更を [保存（Save）] します。

ヒント

ステップ 7 自動登録するデバイスをインストールします。

自動登録された電話を再設定し、その電話を永続的なデバイスプールに割り当てます。電話の
ロケーションを変更しても、電話に割り当てられている電話番号は変更されません。

（注）

別の種類の電話を登録するには、デバイスのプロトコルタイプを変更し、そのデバイスを取り
付けてから自動登録を無効にします。

（注）
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自動登録の無効化
新しいデバイスの登録が完了したらすぐに、ノードの自動登録を無効にします。

始める前に

自動登録を有効にする （696 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communications Manager Administration] で、[システム（System）] > [Cisco Unified
CM] を選択し、[Cisco Unified CM の検索と一覧表示] ウィンドウの [検索（Find）] をクリック
します。

ステップ 2 ノードのリストから Cisco Unified Communications Managerを選択します。

ステップ 3 選択したノードの [Cisco Unified CM Configuration] ウィンドウで、 [この Cisco Unified
CommunicationsManagerで自動登録を無効にする]チェックボックスにチェックし、このノー
ドの自動登録を無効にし、[保存（Save）] をクリックします。

開始ディレクトリ番号と終了ディレクトリ番号フィールドに同じ番号に設定しても、
自動登録が無効になります。

ヒント

次のタスク

（省略可）自動登録されたデバイスのディレクトリ番号を手動で変更した場合や、そのデバイ
スをデータベースから削除した場合は、そのディレクトリ番号を再使用することができます。
詳細については、「自動登録番号の再使用 （699 ページ）」を参照してください。

自動登録番号の再使用
新しいデバイスがネットワークに接続されると、システムは、次に使用可能な（未使用の）自
動登録電話番号をそのデバイスに割り当てます。自動登録されたデバイスの電話番号を手動で
変更した場合や、そのデバイスをデータベースから削除した場合は、そのデバイスの自動登録
されていたディレクトリ番号を再使用することができます。

デバイスが自動登録しようとすると、システムは管理者が指定した自動登録番号の範囲を検索
して次に使用可能な電話番号を検出し、そのデバイスに割り当てます。Cisco Unified
Communications Manager は、最後に割り当てられた電話番号の次の番号から順に、検索を開始
します。範囲内の最後のディレクトリ番号に達すると、システムは範囲の開始ディレクトリ番
号から検索し続けます。

自動登録のディレクトリ番号の範囲をリセットし、システムがその範囲の開始番号から検索す
るようにすることができます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration で、[システム（System）] > [Cisco Unified
Communications Manager] を選択します。

ステップ 2 自動登録をリセットするには、[Cisco Unified Communications Manager] を選択します。

ステップ 3 現在の設定を [開始のディレクトリ番号（Starting Directory Number）] と [最後のディレクトリ
番号（Ending Directory Number）] フィールドに書き留めます。

ステップ 4 [この Cisco Unified Communications Manager で自動登録を無効化（Auto-registration Disabled on
this Cisco Unified Communications Manager）] をクリックしてから、[保存（Save）] をクリック
します。

自動登録が無効の間、新しい電話は自動登録できません。

ステップ 5 [開始ディレクトリ番号（Starting Directory Number）] と [最後のディレクトリ番号（Ending
Directory Number）] フィールドを以前の値に設定してから、[保存（Save）] をクリックしま
す。

これらのフィールドを新しい値に設定できます。ヒント
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第 73 章

電話機の手動登録

• 電話機の手動登録の概要 （701 ページ）
• 手動によるデバイス登録タスク フロー （701 ページ）

電話機の手動登録の概要
新しい Cisco IP Phone を手動で登録するには、Cisco Unified Communications Manager Administration
を使用して、その電話機を Unified Communications Manager ノードに追加する必要があります。
その場合、電話機のディレクトリ番号を設定する必要があります。

新しい電話機が Unified Communications Manager ノードの場所を確認できるように、プロキシ
TFTP サーバの IP アドレスを使用して新しい電話機を設定しておく必要があります。ご使用の
電話機シリーズの『Cisco IP Phone アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

関連トピック
プロキシ TFTP 展開の概要 （677 ページ）

手動によるデバイス登録タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

新しい電話が Unified Communications
Manager ノードの検出方法を理解できる

ご使用の電話機シリーズの『Cisco IP 電
話アドミニストレーション ガイド』を
参照してください。

ステップ 1

ように、プロキシ TFTP サーバの IP ア
ドレスを使用して新しい電話機を設定し
ます。

電話機をUnified Communications Manager
ノードに追加します。

システムへの電話機の手動での追加 （
702 ページ）

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

電話機の電話番号を追加し、電話番号の
ある基本設定を行います。

電話機のディレクトリ番号の手動設定
（702 ページ）

ステップ 3

システムへの電話機の手動での追加
Cisco Unified Communications Managerノードに新しい電話機を手動で追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）] で、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] を選択し、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 2 [新しい電話を追加]ウィンドウで、電話機のタイプフィールドから電話機の機種を選択してか
ら、[次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 3 [電話の設定 (Phone Configuration)] ウィンドウで、[デバイスプロトコルの選択] フィールドでデ
バイスのプロトコルタイプを選択し、[次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 4 [デバイス情報] 領域で、次の操作を実行します。

a) [デバイス名（Device Name）] フィールドに名前を入力します。

ここに入力する名前は、電話機で設定されているデバイス名と一致している必要がありま
す。詳細については、エンドポイントデバイスに対応するドキュメントを参照してくださ
い。

b) デバイスプールのリストから、電話機のデバイスプールを選択します。
c) [電話ボタン テンプレート（Phone Button Template）] のリストから使用する電話ボタン テ

ンプレートを選択します。

ステップ 5 [ プロトコル固有の情報 ] 領域で、[ デバイスのセキュリティプロファイル (Device Security
profile)] フィールドに、使用している電話機のセキュリティで保護されていないプロファイル
を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

電話機のディレクトリ番号の手動設定 （702 ページ）

電話機のディレクトリ番号の手動設定
Cisco Unified Communications Manager Administration を使用して、ディレクトリ番号（DN）を
手動で追加し、設定するには複数の方法があります。
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• [コール ルーティング（Call Routing）] > [ディレクトリ番号（Directory Number）] を使用
して表示された、[ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウ
から設定。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を使用して表示された、[電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウから、[割り当て情報（Association Information）] 領域で、[回線
[1] - 新規 DN を追加（Line [1] - Add a new DN）] または [回線 [2] - 新規 DN を追加（Line
[2] - Add a new DN）] リンクを選択して設定。

• 電話機をコール ルーティングに追加した後で、[コール ルーティング（Call Routing）] >
[電話（Phone）] を使用して表示された、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウ
から設定。

• [デバイス（Device）] > [CTI ルート ポイント（CTI Route Point）] を使用して表示された
[ CTI ルート ポイントの設定（CTI Route Point Configuration）] ウィンドウから設定。

この手順では、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウを使用して新しい電話の DN を
設定することを前提としています。このウィンドウは、Unified Communications Manager ノード
に新しい電話を追加した後に表示されます。

この方法を使用して表示されるのは、電話機モデルに適用される設定のみです。

電話機の新しい DN を追加すると同時に、電話機の機能を設定することができます。使用可能
なすべての DN の設定を表示するには、ユーザ インターフェイスのコール ルーティングから
[ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウにアクセスする必要が
あります。

ヒント

始める前に

電話機がノードに追加されます。登録している新しい電話機に対する [電話の設定（Phone
Configuration）] ウィンドウを表示したままにします。

システムでパーティションを使用する場合、ルートパーティションとコーリングサーチスペー
スを特定し、新しい電話に対して使用します。

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウの [関連付け（Association）]領域で [回線 [1] -
新規 DN を追加（Line [1] - Add a new DN）] をクリックします。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが表示されていない場合は、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] を選択し、[検索（Find）] をクリックしてから、電
話機のリストから電話を選択します。

ヒント

ステップ 2 [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウで、[ディレクトリ番
号（Directory Number）] フィールドにダイヤル可能な電話番号を入力します。
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ステップ 3 （任意） [ルート パーティション（Route Partition）] フィールドでパーティションを選択しま
す。

ステップ 4 （任意） [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Settings）]エリアの [コーリング サーチ
スペース（Calling Search Space）] フィールドでコーリング サーチ スペースを選択します。

ステップ 5 （任意）新しい電話機に適用できる他のディレクトリ番号機能を設定し、[保存（Save）] をク
リックします。

たとえば、すでに新しい電話のユーザ名を知っている場合は、[表示（発信者 ID）（Display
(Caller ID)）] フィールドにその名前を入力できます。フィールドの説明については、オンライ
ン ヘルプを参照してください。

関連トピック
サービス クラス （146 ページ）
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第 74 章

セルフプロビジョニングの設定

• セルフプロビジョニングの概要 （705 ページ）
• セルフプロビジョニングの要件 （706 ページ）
• セルフプロビジョニングの設定タスク フロー （707 ページ）

セルフプロビジョニングの概要
セルフプロビジョニング機能は、管理者に連絡することなく自分の電話をプロビジョニングす
る機能をエンドユーザに提供することにより、ネットワークの電話機をプロビジョニングする
のに役立ちます。システムでセルフプロビジョニングが設定されており、個別のエンドユーザ
でセルフプロビジョニングが有効化されている場合、そのエンドユーザは電話をネットワーク
に接続して所定のいくつかのプロンプトに従うことで、新しい電話機をプロビジョニングでき
ます。Cisco Unified Communications Managerは、事前設定されたテンプレートを適用すること
によって、電話と電話回線を設定します。

セルフプロビジョニングは、管理者がエンドユーザの代わりに電話機をプロビジョニングする
際に使用するか、またはエンドユーザがセルフプロビジョニングを使用して自分の電話機をプ
ロビジョニングするために使用することができます。

セルフプロビジョニングは、クラスタのセキュリティ設定が非セキュアモードまたは混在モー
ドであるかどうかにかかわらずサポートされます。

セキュリティモード

次の 2 つのモードのいずれかで、セルフプロビジョニングを設定できます。

• セキュアモード:セキュアモードでは、ルフプロビジョニングにアクセスするためにはユー
ザまたは管理者がセ認証されている必要があります。エンドユーザは、そのパスワードま
たは暗証番号に対して認証を受けることができます。管理者は、事前設定された認証コー
ドを入力できます。

• 非セキュアモード: 非セキュアモードでは、ユーザまたは管理者は、ユーザ ID またはセル
フプロビジョニング ID を入力して、電話機をユーザアカウントに関連付けることができ
ます。セキュリティで保護されていないモードは、日々の使用には推奨されていません。
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ユニバーサル回線とデバイステンプレートによる設定

セルフプロビジョニングは、エンドユーザに対して、プロビジョニング済みの電話機と電話回
線を設定するために、ユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバイステンプレートの
設定を使用します。ユーザが自分の電話機をプロビジョニングすると、システムはそのユーザ
のユーザプロファイルを参照し、対応するユニバーサルラインテンプレートを、プロビジョニ
ングされた電話回線に、ユニバーサルデバイステンプレートを、プロビジョニングされた電話
機に適用します。

プロビジョニングされた電話

この機能を設定したら、次の手順を実行して電話をプロビジョニングできます。

• 電話機をネットワークに接続します。

• セルフプロビジョニングの IVR 拡張機能をダイヤルします。

• プロンプトに従って、電話機を設定し、電話機をエンドユーザに関連付けます。セルフプ
ロビジョニングの設定方法に応じて、エンドユーザは、ユーザパスワード、PIN、または
管理者の認証コードを入力することができます。

エンドユーザに代わって多数の電話をプロビジョニングしている場合、セルフプロビジョニン
グ IVR 拡張に転送するユニバーサル デバイス テンプレートに短縮ダイヤルを設定します。

ヒント

セルフプロビジョニングの要件
エンドユーザがセルフプロビジョニングを使用できるようにするには、次の項目を使用してエ
ンドユーザを設定する必要があります。

• エンドユーザには、プライマリ内線番号が必要です。

• エンドユーザは、ユニバーサルラインテンプレートのユニバーサルデバイステンプレート
を含む、ユーザプロファイルまたは機能グループテンプレートに関連付けられている必要
があります。ユーザプロファイルは、セルフプロビジョニング用に有効にする必要があり
ます。
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セルフプロビジョニングの設定タスク フロー
手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified 有用性で、セルフプロビ
ジョニングの IVR および CTI Manager
サービスをアクティブにします。

セルフプロビジョニングのサービスの有
効化 （707 ページ）

ステップ 1

セルフプロビジョニング用の自動登録パ
ラメータを有効にします

セルフプロビジョニングの自動登録の有
効化 （708 ページ）

ステップ 2

セルフプロビジョニングの IVR サービ
スを処理するために、CTIルートポイン
トを設定します。

CTI ルート ポイントの設定 （708 ペー
ジ）

ステップ 3

ユーザが自動プロビジョニング IVR に
アクセスするためにダイヤルインする内

CTIルートポイントのディレクトリ番号
を追加する （709 ページ）

ステップ 4

線番号を設定し、その内線番号を CTI
ルートポイントに関連付けます。

セルフプロビジョニング IVR 向けのア
プリケーションユーザの設定CTIルート

セルフプロビジョニング用アプリケー
ション ユーザの設定 （710 ページ）

ステップ 5

ポイントをアプリケーションユーザに関
連付けます。

アプリケーションユーザと CTI ルート
ポイントをセルフプロビジョニングの

システムのセルフプロビジョニング設定
（710 ページ）

ステップ 6

IVRに関連付けるなど、システムのセル
フプロビジョニング設定を構成します。

セルフプロビジョニングのサービスの有効化
セルフプロビジョニング機能をサポートするサービスをアクティブにするには、次の手順を使
用します。セルフプロビジョニング用 IVR サービスと Cisco CTI Manager サービスの両方が実
行されていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability から、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）] を選択します。
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ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからパブリッシャ ノードを選択し、[移動（Go）] を
クリックします。

ステップ 3 [ CM サービス] で、Cisco CTI Manager を確認します。

ステップ 4 CTI サービスで、セルフプロビジョニングの IVR を確認します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

セルフプロビジョニングの自動登録の有効化
セルフプロビジョニングにこの手順を使用するためには、パブリッシャで自動登録パラメータ
を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[システム（System）] > [Cisco Unified CM（Cisco Unified
CM）] を選択します。

ステップ 2 パブリッシャノードをクリックします。

ステップ 3 プロビジョニングされた電話機に適用するユニバーサルデバイステンプレートを選択します。

ステップ 4 プロビジョニングされた電話機の電話回線に適用するユニバーサル回線テンプレートを選択し
ます。

ステップ 5 開始ディレクトリ番号と終了ディレクトリ番号フィールドを使用して、プロビジョニングされ
た電話機に適用する一連のディレクトリ番号を入力します。

ステップ 6 [このCisco Unified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco
Unified Communications Manager）] チェックボックスをオフにします。

ステップ 7 SIP 登録に使用するポートを確認します。ほとんどの場合、ポートをデフォルト設定から変更
する必要はありません。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

CTI ルート ポイントの設定
セルフプロビジョニング IVR 用の CTI ルート ポイントを設定するには、この手順を使用しま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route
Point）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。
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a) [検索（Find）] をクリックし、既存の CTI ルート ポイントを選択します。
b) [新規追加（Add New）] をクリックして、新しい CTI ルート ポイントを作成します。

ステップ 3 [デバイス名（Device Name）] フィールドに、ルート ポイントを識別する一意の名前を入力し
ます。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）] ドロップダウン リストで、このデバイスのプロパティを指定
するデバイス プールを選択します。

ステップ 5 [ロケーション（Location）] ドロップダウン リストから、この CTI ルート ポイントの適切なロ
ケーションを選択します。

ステップ 6 [トラステッド リレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）] ドロップダウン リストから、
Unified Communications Manager がこのメディア エンドポイントを使用してトラステッド リレー
ポイント（TRP）デバイスを挿入するかどうかを選択します。デフォルト設定では、このデバ
イスに関連付けられている共通デバイス設定の設定が使用されます。

ステップ 7 [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールド
に入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。

CTI ルートポイントのディレクトリ番号を追加する
セルフプロビジョニング用の IVRにアクセスするためにユーザがダイヤルする内線番号を設定
するには、この手順を使用します。この内線を、セルフプロビジョニングに使用するCTIルー
トポイントに関連付ける必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [CTI ルートポイント（CTI Route
Point）] を選択します。

ステップ 2 [ [検索（Find）] ] をクリックして、セルフプロビジョニング用に設定した CTI ルートポイント
を選択します。

ステップ 3 [割り当て（Association）] で、[回線 [1] - 新しい DN の追加（Line [2] – Add a new DN）] をク
リックします。
[電話番号の設定(Directory Number Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ディレクトリ番号]フィールドで、セルフプロビジョニングの IVR サービスにアクセスするた
めにユーザにダイヤルする内線番号を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 [ディレクトリ番号設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウの残りのフィールドに
入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してくださ
い。
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ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

セルフプロビジョニング用アプリケーション ユーザの設定
セルフプロビジョニング IVR 用にアプリケーション ユーザを設定し、アプリケーション ユー
ザに作成した CTI ルーティング ポイントを関連付ける必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ（User）] > [アプリケーション ユーザ（Application
User）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のアプリケーション ユーザを選択するには、[検索（Find）] をクリックして、アプリ
ケーション ユーザを選択します。

b) 新しいアプリケーション ユーザを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックしま
す。

ステップ 3 [ユーザ ID（User ID）] テキスト ボックスに、アプリケーション ユーザの一意の名前を入力し
ます。

ステップ 4 アプリケーション ユーザの [BLF プレゼンス グループ（BLF Presence Group）] を選択します。

ステップ 5 アプリケーション ユーザに作成した CTI ルーティング ポイントを関連付けるには、次の手順
を実行します。

a) 作成した CTI ルーティング ポイントが、[使用可能なデバイス（Available Devices）] リス
ト ボックスに表示されない場合は、[別のルート ポイントを検索（Find More Route Points）]
をクリックします。
作成した CTI ルーティング ポイントが、使用可能なデバイスとして表示されます。

b) [使用可能なデバイス（Available Devices）] リストで、セルフプロビジョニング用に作成し
た CTI ルート ポイントを選択し、下向き矢印をクリックします。
CTI ルート ポイントが [制御するデバイス（Controlled Devices）] リストに表示されます。

ステップ 6 [アプリケーション ユーザの設定（Application User Configuration）] ウィンドウの他のフィール
ドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

システムのセルフプロビジョニング設定
システムをセルフプロビジョニング用に設定するには、次の手順を使用します。セルフプロビ
ジョニングにより、ユーザは IVRシステムを介して、管理者に連絡することなく、ネットワー
クに自分のデスクの電話機やソフト クライアントを追加できます。
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セルフプロビジョニング機能を使用するには、エンド ユーザのユーザ プロファイルでも該当
機能を有効にする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [セルフプロビジョ
ニング（Self-Provisioning）] を選択します。

ステップ 2 セルフプロビジョニング IVR でエンド ユーザを認証するかどうかを設定するには、次のオプ
ション ボタンのいずれかをクリックします。

• [認証が必要（Require Authentication）]：セルフプロビジョニング IVR を使用するには、エ
ンド ユーザが自分のパスワード、PIN、またはシステム認証コードを入力する必要があり
ます。

• [認証は必要なし（No Authentication Required）]：エンド ユーザは認証なしでセルフプロビ
ジョニング IVR にアクセスできます。

ステップ 3 セルフプロビジョニング IVR で認証を要求するように設定されている場合、次のオプション
ボタンのいずれかをクリックして、IVR がエンド ユーザを認証する方法を設定します。

• [エンド ユーザのみを認証（Allow authentication for end users only）]：エンド ユーザは自分
のパスワードまたは PIN を入力する必要があります。

• [ユーザ（Password/PIN の入力）および管理者（認証コードの入力）を認証（Allow
authentication for users (via Password/PIN) and Administrators (via Authentication Code)）]：エ
ンドユーザは認証コードを入力する必要があります。このオプションを選択した場合、認
証コードとして、0 から 20 桁までの整数を [認証コード（Authentication Code）] テキスト
ボックスに入力します。

ステップ 4 [IVR 設定（IVR Settings）] のリストボックスから、矢印を使用して IVR プロンプトで使用す
る言語を選択します。使用可能な言語は、システムにインストールした言語パックによって異
なります。追加の言語パックをダウンロードするには、cisco.com のダウンロード セクション
を参照してください。

ステップ 5 [CTIルートポイント（CTI Route Points）] ドロップダウン リストから、セルフプロビジョニン
グ IVR 用に設定した CTI ルート ポイントを選択します。

ステップ 6 [アプリケーションユーザ（Application User）] ドロップダウン リストから、セルフプロビジョ
ニング用に設定したアプリケーション ユーザを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

ユーザ プロファイルでのセルフプロビジョニングの有効化
ユーザが電話をセルフプロビジョニングできるようにするには、その機能が割り当てられてい
るユーザプロファイルで有効になっている必要があります。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
711

デバイスの登録
ユーザ プロファイルでのセルフプロビジョニングの有効化



ユーザが使用しているユーザ プロファイルがわからない場合は、[エンドユーザの設定（End
User Configuration）] ウィンドウでユーザの設定を開き、[ユーザプロファイル（User Profile）]
フィールドで正しいプロファイルを確認できます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [ユーザプロファイル（User Profile）] を選択します。

ステップ 2 [検索 (Find)]をクリックして、ユーザが割り当てられているユーザプロファイルを選択します。

ステップ 3 そのユーザプロファイルにユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバイステンプレー
トを割り当てます。

ステップ 4 セルフプロビジョニング用のユーザの設定

• [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）] チェックボックスをオンにします。

• ユーザがプロビジョニングできる電話機の数の制限を入力します。デフォルトは10です。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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第 X 部

応用的なコール処理の設定
• 応用的なコール処理の概要 （715 ページ）
• APIC-EM コントローラによる QoS の設定 （719 ページ）
• コール制御検出の設定 （727 ページ）
• 外部コール制御の設定 （739 ページ）
• コール キューイングの設定 （753 ページ）
• コール スロットリングの設定 （769 ページ）
• 発信側の正規化 （773 ページ）
• iPhone および iPad 向け Cisco Jabber プッシュ通知の設定 （785 ページ）
• 論理パーティション分割の設定 （789 ページ）
• 地理位置情報とロケーション伝達の設定 （803 ページ）
• ロケーション認識の設定 （811 ページ）
• 自動代替ルーティングの設定 （819 ページ）
• AS-SIP エンドポイントの設定 （821 ページ）
• Multilevel Precedence and Preemption の設定 （837 ページ）
• 2 つのスタック (IPv4 および IPv6) の設定 （863 ページ）





第 75 章

応用的なコール処理の概要

• 応用的なコール処理の概要 （715 ページ）
• 応用的なコール処理の設定 （715 ページ）

応用的なコール処理の概要
このパートの各章では、システムの拡張コール処理を設定するためのさまざまな方法について
説明します。このパートで説明した機能を使用して、不在転送のような基本的なコール処理機
能よりもより精密なレベルで、コールフロー内の任意の時点でのコールの処理方法を設定でき
ます。このパートのタスク フローでは、各コール処理機能を一覧して、その設定目的を説明
し、さらに詳細に説明している適切な章へのリンクを示します。

応用的なコール処理の設定
次のタスク フローを実行すると、システムの応用的なコール処理を設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

SIP コールのネットワークサービス品
質（QoS）を管理するには、Cisco

APIC-EM コントローラの設定タスク
フロー （720 ページ）

ステップ 1

Application Policy Infrastructure Controller
エンタープライズ モジュール
（APIC-EM）を導入します。APIC-EM
は、Cisco Unified Communications
Manager で管理された SIP エンドポイ
ントおよびトランク間の通信セッショ
ンで作成されたメディア フローに
DSCP マーキングを適用します。DSCP
マーキングをメディアフローに適用す
ると、音声およびビデオメディアが、
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目的コマンドまたはアクション

電子メール、印刷ジョブ、ソフトウェ
アのダウンロードなどの優先順位の低
い他のネットワーク トラフィックに
よってブロックされなくなります。

Service Advertisement Framework（SAF）
ネットワークを使用する他のコール制

コール制御検出の設定タスクフロー（
728 ページ）

ステップ 2

御エンティティに Cisco Unified
Communications Manager をアドバタイ
ズするには、コール制御検出を設定し
ます。これらのコール制御エンティ
ティは、アドバタイズされた情報を使
用して、コールのルーティング操作を
動的に設定できます。

付加ルートサーバでシステムのコール
ルーティングを決定できるようにする

外部コール制御の設定タスクフロー（
740 ページ）

ステップ 3

には、外部コール制御を設定します。
Unified Communications Manager は、付
加ルート サーバにルート要求を発行
し、コールのルーティング方法と、適
用する追加のコール処理について指示
します。

ハントメンバーが応答可能になるまで
発信者をキューに入れておくには、
コール キューイングを設定します。

コール キューイング タスク フロー （
755 ページ）

ステップ 4

システムの状態により、オフフックに
なってからダイヤルトーンを受信する

コール スロットリングの設定 （770
ページ）

ステップ 5

までの間隔に遅延が生じる可能性があ
るとき、新しいコール試行を自動的に
制限または拒否するには、コール ス
ロットリングを設定します。コールス
ロットリングのパラメータは、シスコ
カスタマーサポートに指示された場合
を除き、変更しないことを推奨しま
す。

着信電話番号のフォーマットを変更し
て、グローバル化またはローカライズ

発信側の正規化の設定タスクフロー（
775 ページ）

ステップ 6

された電話番号として受信者の電話機
に表示するには、発信側の正規化を設
定します。この機能を使用すれば、
コールが複数の場所にルーティングさ
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目的コマンドまたはアクション

れる際のコールバック機能を改善でき
ます。また、電話機のコールログディ
レクトリのディレクトリ番号を変更す
ることなく電話機がコールバックでき
るよう、グローバル発信者番号をロー
カライズされた番号にマッピングでき
ます。

トールバイパスが禁止されている市場
で規制要件を満たすには、論理パー

論理パーティションの設定タスク フ
ロー （789 ページ）

ステップ 7

ティショニングを設定します。たとえ
ば、会議の参加やリダイレクトなどの
通話中機能を使用して、ユーザが制限
されたコールを開始できないようにす
るポリシーを設定できます。

すべてのデバイスの地理位置を特定
し、クラスタ全体に地理位置情報を伝

地理位置情報とロケーションの伝達タ
スク フロー （803 ページ）

ステップ 8

達します。地理位置情報がデバイスに
民間アドレスを割り当てることで、特
定の国の法的要件に基づいてデバイス
間の通信を制御できます。

ロケーション認識によって、管理者は
企業ネットワークに接続している電話

ロケーション認識の設定タスクフロー
（814 ページ）

ステップ 9

の接続元となる物理的な場所を決定で
きます。

場所の帯域幅不足のためシステムが
コールをブロックする場合、PSTN ま

AAR の設定タスク フロー （819 ペー
ジ）

ステップ 10

たはその他のネットワークを通じて
コールを自動的に再ルーティングする
ようシステムを設定します。自動代替
ルーティングにより、発信者が通話を
終了して着信側にリダイヤルする必要
はなくなります。

検証済みのユーザにプライオリティ
コールの発信を許可するには、

Multilevel Precedence and Preemption
Precendence のタスク フロー （838 ペー
ジ）

ステップ 11

Multilevel Precedence and Preemption
（MLPP）を設定します。これらのユー
ザは、必要に応じて優先順位の低い
コールをプリエンプション処理できま
す。
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目的コマンドまたはアクション

エンドポイントで IPv4 と IPv6 の両方
のアドレス指定をサポートできるよう

2 つのスタック（IPv4 と IPv6）の設定
タスク フロー （864 ページ）

ステップ 12

にするには、このタスクを実行してエ
ンドポイントで 2 つのスタックのサ
ポートを設定します。
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第 76 章

APIC-EM コントローラによる QoS の設定

• APIC-EM コントローラの概要 （719 ページ）
• APIC-EM コントローラ前提条件 （720 ページ）
• APIC-EM コントローラの設定タスク フロー （720 ページ）

APIC-EM コントローラの概要
APICEMは、ネットワークトラフィックを集中管理するためのシステムを提供しているため、
ネットワークの輻輳がある場合でも、常に通信を維持できるようになっています。CiscoUnified
Communications Manager を設定して、APIC-EM コントローラを使用し SIP メディアフローを管
理するように設定すると、次のような利点がもたらされます。

• QoS 管理を一元化し、エンドポイントによる DSCP 値の割り当てが不要になります。

• メディア フローごとに異なる QoS 処理を適用できます。たとえば、ネットワーク帯域幅
が少ない場合でも、基本的な音声通信が常に維持されるように、オーディオの優先順位を
付けることができます。

• SIP プロファイルの外部 QoS 設定では、APIC-EM を使用するようにユーザを設定できま
す。たとえば、Cisco Jabber のユーザが、APIC-EM Ber を使用してメディアフローを管理
しているときに、Cisco Unified IP 電話ユーザが Cisco Unified Communications Manager の
DSCP 設定を使用している場合があります。

SIP メディアフロー管理

APIC-EM を使用した SIP コールの場合、Cisco Unified Communications Manager は、設定されて
いるメディアフローの APIC-EM に通知するコールの初期段階で、ポリシー要求を APIC-EM コ
ントローラに送信します。ポリシー要求には、発信元および宛先のデバイスの IP アドレスや
ポート、フローのメディアタイプ、およびプロトコルを含む、コールに関する情報が含まれて
います。

APIC-EM は、関連付けられているメディアフローの DSCP 値のコールフローの先頭にスイッ
チを通知します。スイッチは、これらのDSCP値を個々のメディアパケットに挿入し、エンド
ポイントが挿入する値を上書きします。コールフロー内のゲートウェイに輻輳が発生すると、
ゲートウェイは、最初により高いDSCP値を持つパケットを送信します。これにより、優先順
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位の高いオーディオおよびビデオストリームが、電子メール、印刷ジョブ、ソフトウェアダウ
ンロードなどの優先順位の低いネットワークトラフィックによってブロックされることがなく
なります。通話が終了すると、Cisco Unified Communications Manager が APIC-EM に通知し、
APIC-EM は、そのフローを削除するようスイッチに通知します。

外部 QoS サポート

Cisco Unified Communicatins Manager が APIC-EM を使用してメディアフローを管理するには、
外部 QoS パラメータを両方のシステムレベルでは、クラスタ全体のサービスパラメータを介
して、さらにデバイスレベルでは、SIP プロファイルを介して有効にする必要があります。

APIC-EM コントローラ前提条件
APIC-EM を使用する前に、次の手順を実行する必要があります。

• Cisco Unified Communications Manager で、さまざまな SIP メディアフローの DSCP 優先順
位を設定します。詳細については、「DSCP 設定の設定タスク フロー （651 ページ）」を
参照してください。

• ネットワーク内で APIC EM コントローラハードウェアを設定します。詳細については、
APIC-EM コントローラ付属のハードウェア ドキュメンテーションを参照してください。

APIC-EM コントローラの設定タスク フロー
これらのタスクを Cisco Unified Communications Manager で完了すると、APIC EM コントローラ
が SIP メディアフローを管理できるようになります。

始める前に

• APIC-EM コントローラ前提条件 （720 ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

APIC EM 証明書を Cisco Unified OS 管理
者にアップロードします。

APIC-EM コントローラ証明書のアップ
ロード （722 ページ）

ステップ 1

APIC-EMサービスをポイントするHTTP
プロファイルを設定します。

APIC-EM コントローラへの HTTPS 接続
の設定 （722 ページ）

ステップ 2

外部 QoS Enable サービスパラメータを
有効にすると、APIC を使用してメディ

システムの外部 QoS サービスを有効に
する （723 ページ）

ステップ 3

アフローを管理するようにシステムが設
定されます。SIPメディアフロー管理の
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目的コマンドまたはアクション

APIC-EM を使用するには、デバイスの
サービスパラメータを有効にする必要が
あります。

SIP メディアフロー管理の
APIC EM を使用するデバイス
に対しては、SIPプロファイル
内の外部 QoS も有効にする必
要があります。

（注）

SIP プロファイル内の外部 QoS を有効に
します。このSIPプロファイルを使用す

SIPプロファイルレベルの外部QoSサー
ビスの設定 （724 ページ）

ステップ 4

るすべてのデバイスは、APIC-EM を使
用してSIPメディアフローを管理するこ
とができます

[SIP プロファイル] の設定を使用して、
APIC-EM でメディアフローを管理する
デバイスとデバイスタイプを設定するこ
とができます。

外部の QoS 対応 SIP プロファイルを電
話機に関連付けます。

電話機へのSIPプロファイルの割り当て
（725 ページ）

ステップ 5

APIC-EM コントローラの設定
ユーザとして Cisco Unified Communications Manager を追加するには、APIC-EM コントローラ
で次の手順を使用します。APIC-EMのロールベースアクセスコントロール機能により、Cisco
Unified Communications Manager で APIC-EM リソースの利用が可能になります。

手順

ステップ 1 APIC-EM コントローラで、[設定（Settings）] > [内部ユーザ（Internal Users）] を選択します。

ステップ 2 ROLE_POLICY_ADMIN ロールを指定して新しいユーザを作成します。Cisco Unified
Communications Manager の [HTTPプロファイル（HTTP Profile）] ウィンドウで同一のクレデン
シャルを入力する必要があるため、入力するユーザ名とパスワードを記録しておきます。

ステップ 3 [ディスカバリ（Discovery）] タブに移動し、CDP による検出、または使用可能なデバイスの
IP アドレスの範囲を追加します。

ステップ 4 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] タブを選択し、到達可能なデバイスを選択しま
す。

ステップ 5 [ポリシータグの設定（Set Policy Tag）] をクリックします。

ステップ 6 ポリシー タグを作成し、そのタグをデバイスに設定します。
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ステップ 7 [EasyQoS] タブで、作成したポリシーを選択し、[DynamicQoS] を有効にします。

次のタスク

APIC-EM コントローラ証明書のアップロード （722 ページ）

APIC-EM コントローラ証明書のアップロード
この手順を使用して、APIC-EM コントローラ証明書を Cisco Unified Communications Manager
にアップロードします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified OS の管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）] を選択します。

ステップ 2 [Upload Certificate/Certificate chain] をクリックします。
[証明書/証明書チェーンのアップロード] ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [証明書目的（Certificate Purpose）] ドロップダウンリストで、[CallManager-trust] を選択しま
す。

ステップ 4 証明書の説明を [説明（Description）] に入力します。

ステップ 5 [参照（Browse）] をクリックして、該当する証明書を選択します。

ステップ 6 [アップロード（Upload）] をクリックします。

次のタスク

APIC-EM コントローラへの HTTPS 接続の設定 （722 ページ）

APIC-EM コントローラへの HTTPS 接続の設定
Cisco Unified Communications Manager を APIC-EM コントローラに接続するように HTTP プロ
ファイルを設定するには、次の手順を使用します。この接続では、Cisco Unified Communications
Manager は HTTP ユーザとして機能し、APIC-EM は HTTP サーバとして機能します。

始める前に

APIC-EM コントローラ証明書のアップロード （722 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [HTTP プロファ
イル（HTTP Profile）] を選択します。

ステップ 2 [名前（Name）] にサービスの名前を入力します。

ステップ 3 この HTTP 接続の [ユーザ名（User Name）] と [パスワード（Password）] を入力します。ユー
ザ名を Cisco Unified Communications Manager で設定済みのエンドユーザとする必要はありませ
んですが、ユーザ名とパスワードは、APIC-EM コントローラに設定された値に一致する必要
があります。

ステップ 4 [Web サービスのルート URI（Web Service Root URI）] テキスト ボックスで、APIC-EM サービ
スの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 5 [HTTPプロファイル（HTTPProfile）]ウィンドウで、残りのフィールドを設定します。フィー
ルドとそのオプションに関するヘルプは、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

システムの外部 QoS サービスを有効にする （723 ページ）

システムの外部 QoS サービスを有効にする
QoS の管理に外部サービスを使用するように Cisco Unified Communications Manager を設定する
には、次の手順を使用します。QoS に APIC-EM コントローラを使用するには、このサービス
パラメータを有効にする必要があります。

始める前に

APIC-EM コントローラへの HTTPS 接続の設定 （722 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからパブリッシャ ノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CallManager] を選択します。

ステップ 4 [外部 QoS 機能を有効にする（External QoS Enabled）] サービス パラメータの値を [True] に設
定します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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APIC-EM を使用してデバイスのコール フローを管理するには、デバイスの SIP プロ
ファイル内の外部 QoS を有効にする必要があります。

（注）

次のタスク

SIP プロファイル レベルの外部 QoS サービスの設定 （724 ページ）

SIP プロファイル レベルの外部 QoS サービスの設定
クラスタ全体のサービス パラメータである [外部QoS有効（External QoS Enabled）] を有効にし
た場合、次の手順を使用して、この SIP プロファイルを使用する SIP デバイスの外部 QoS を有
効にします。

外部 QoS は、APIC-EM を使用して QoS を管理するためにシステム レベルと SIP プロファイル
の両方で有効にする必要があります。

（注）

始める前に

システムの外部 QoS サービスを有効にする （723 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIP プロファイル（SIP Profile）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• 既存の SIP プロファイルを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。
• 新しい SIP プロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [外部QoSの有効化（Enable External QoS）] チェックボックスをオンにします。この SIP プロ
ファイルを使用して APIC-EM コントローラで QoS を管理する電話の場合、このチェックボッ
クスをオンにする必要があります。

ステップ 4 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

電話機への SIP プロファイルの割り当て （725 ページ）
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電話機への SIP プロファイルの割り当て
作成した外部 QoS 対応 SIP プロファイルを電話機に割り当てるには、次の手順を使用します。

多数の電話機を選択した SIP プロファイルの更新を一度の操作で行うには、一括管理ツールを
使用します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 一括管理ガイド』を参
照してください。

ヒント

始める前に

電話機への SIP プロファイルの割り当て （725 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択します。

ステップ 2 既存の電話機を選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [SIP プロファイル（SIP Profile）] ドロップダウン リスト ボックスから、トラフィック管理に
APIC-EM コントローラを使用する電話機向けに更新した SIP プロファイルを選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで、残りのフィールドを入力します。フィー
ルドとその設定の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
725

応用的なコール処理の設定
電話機への SIP プロファイルの割り当て



System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager, リリース 12.5(1)
726

応用的なコール処理の設定
電話機への SIP プロファイルの割り当て



第 77 章

コール制御検出の設定

• コール制御検出の概要 （727 ページ）
• コール制御検出の前提条件 （727 ページ）
• コール制御検出の設定タスク フロー （728 ページ）
• コール制御検出の連携動作と制限事項 （736 ページ）

コール制御検出の概要
コール制御発見 (CCD) を使用しUnified Communications Managerて、ディレクトリ番号のパター
ンなどの他の重要な属性と共に情報を提供します。Service Advertisement Framework (SAF) ネッ
トワークを使用するその他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報を使用し
て、それらのルーティング操作を動的に設定し、調整することができます。SAFを使用するす
べてのエンティティは、他の重要な情報とともにディレクトリ番号パターンを通知します。他
のリモートコール制御エンティティは、このブロードキャストから情報を取得し、コールの
ルーティング操作を調整できます。

コール制御検出の前提条件
• SAF 対応の SIP または H.323 クラスタ間（非ゲートキーパー制御）トランク

• SAFネットワークをサポートして使用するリモートコール制御エンティティ。たとえば、
他の Unified Communications Manager、または Cisco Unified Communications Manager Express
サーバ

• SAF フォワーダとして設定されている Cisco IOS ルータ
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コール制御検出の設定タスク フロー
始める前に

• コール制御検出の前提条件 （727 ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco IOS ルータを SAF フォワーダと
して設定します。

Cisco IOS ルータをサポートするドキュ
メントを参照してください。Cisco
Feature Navigator（http://www.cisco.com/

ステップ 1

go/cfn）を使用すると、Cisco IOS およ
び Catalyst OS ソフトウェア イメージが
サポートする特定のソフトウェア リ
リース、フィーチャセット、またはプ
ラットフォームを確認できます。

SAF フォワーダと Unified
Communications Manager の間にセキュ

SAFセキュリティプロファイルの設定
（730 ページ）

ステップ 2

アな接続を確立するために、SAF フォ
ワーダ向けに SAF セキュリティ プロ
ファイルを設定します。

SAF フォワーダを設定します。これ
は、SAF 向けに設定された Cisco IOS

SAF フォワーダの設定 （731 ページ）ステップ 3

ルータです。SAF フォワーダは、リ
モート呼制御エンティティがホストDN
パターンをアドバタイズすると、ロー
カルクラスタに通知します。さらに、
それぞれ設定されているローカルクラ
スタからのパブリッシング要求や、設
定されている登録トランクが SAF フォ
ワーダに送信されます。パブリッシン
グ要求には、Cisco Unified
Communications Manager の DN パター
ン、PSTN フェールオーバー設定、ト
ランク、SIPトランクのリスニングポー
トに加え、トランクの URI を含む SIP
ルートヘッダーフィールドが含まれま
す。

SAF をサポートするには、SIP または
H.323 クラスタ間（ゲートキーパー非

クラスタ間 SIP または H.323 トランク
の設定 （731 ページ）

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

制御）トランクを設定します。ローカ
ルクラスタは、CCD要求サービスに割
り当てられている SAF 対応のトランク
を使用して、SAF ネットワークを使用
するリモートの呼制御に発信コールを
ルーティングします。

ホスト DN グループを設定します。こ
れは、ホストDNパターンのコレクショ

ホスト DN グループの設定 （732 ペー
ジ）

ステップ 5

ンです。ホスト DN グループを CCD ア
ドバタイジングサービスに割り当てる
と、CCD アドバタイジング サービス
は、ホスト DN グループに含まれてい
るすべてのホスト DN パターンをアド
バタイズします。1 つの CCD アドバタ
イジングサービスに割り当てられるホ
スト DN グループは 1 つのみです。

ホスト DN パターンを設定します。こ
れは、Unified Communications Manager

ホスト DN パターンの設定 （733 ペー
ジ）

ステップ 6

に属する電話番号パターンです。CCD
アドバタイジング サービスは、SAF
ネットワークを使用する他のリモート
呼制御エンティティにこのパターンを
アドバタイズします。このパターンを
ホスト DN グループに関連付けます。
関連付けることで、複数のパターンを
かんたんにCCDアドバタイジングサー
ビスに関連付けることができます。

コール制御検出アドバタイジングサー
ビスを設定します。これにより、

アドバタイジング サービスの設定 （
733 ページ）

ステップ 7

Unified Communications Manager で、ク
ラスタのホスト DN と PSTN フェイル
オーバー設定を、SAF ネットワークを
使用するリモートコール制御エンティ
ティにアドバタイズします。

コール制御検出パーティションを確認
して、学習パターンがこのパーティ

コール制御検出のパーティション設定
（733 ページ）

ステップ 8

ションの番号分析に挿入されているこ
とを確認します。

ローカル クラスタから、SAF ネット
ワークのアドバタイズメントを検出で

要求側サービスの設定 （734 ページ）ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

きるようにするには、コール制御検出
の要求サービスのいずれかを設定し
て、SAF ネットワークを使用するリ
モートコール制御のアドバタイズメン
トをリッスンします。また、CCD要求
サービスは、学習パターンが番号分析
に挿入されていることを確認します。

リモートコール制御エンティティから
ローカル Unified Communications

学習パターンのブロック（735ページ）ステップ 10

Manager に送信される学習パターンを
ブロックします。今後使用しない学習
パターンについては、次の手順を実行
します。

SAF セキュリティ プロファイルの設定
SAF フォワーダと Unified Communications Manager の間にセキュアな接続を確立するために、
SAF フォワーダ向けに SAF セキュリティ プロファイルを設定します。

ルータ（SAF フォワーダ）で入力したものと同じユーザ名とパスワードを使用します。ヒント

始める前に

Cisco IOS ルータを SAF フォワーダとして設定します。（http://www.cisco.com/go/cfn にある
Cisco Feature Navigator を参照してください）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[詳細機能（Advanced Features）] > [SAF] > [SAF セキュ
リティ プロファイル（SAF Security Profile）] を選択します。

ステップ 2 [SAF セキュリティ プロファイルの設定（SAF Security Profile Configuration）] ウィンドウで各
フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラ
イン ヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
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SAF フォワーダの設定
SAF フォワーダを設定します。これは、SAF 向けに設定された Cisco IOS ルータです。SAF
フォワーダは、リモート呼制御エンティティがホスト DN パターンをアドバタイズすると、
ローカル クラスタに通知します。さらに、それぞれ設定されているローカル クラスタからの
パブリッシング要求や、設定されている登録トランクが SAF フォワーダに送信されます。パ
ブリッシング要求には、Cisco Unified Communications Manager の DN パターン、PSTN フェー
ルオーバー設定、トランク、SIP トランクのリスニング ポートに加え、トランクの URI を含む
SIP ルート ヘッダー フィールドが含まれます。

[選択された Cisco Unified Communications Manager（Selected Cisco Unified Communications
Managers）] ペインに複数のノードが表示される場合、「@」がクライアント ラベル値に付加
されます。各ノードが SAF フォワーダの登録に同じクライアント ラベルを使用した場合にエ
ラーが発生することがあるからです。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[詳細機能（Advanced Features）] > [SAF（SAF）] > [SAF
フォワーダ（SAF Forwarder）] を選択します。

ステップ 2 [SAF フォワーダの設定（SAF Forwarder Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

クラスタ間 SIP または H.323 トランクの設定
SAF をサポートするには、SIP または H.323 クラスタ間（ゲートキーパー非制御）トランクを
設定します。ローカル クラスタは、CCD 要求サービスに割り当てられている SAF 対応のトラ
ンクを使用して、SAFネットワークを使用するリモートの呼制御に発信コールをルーティング
します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）] を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

• SIP トランク：
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[トランクサービスタイプ(Trunk Service Type)] タイプドロップダウン リストから、
[コール制御検出]を選択します。ドロップダウンリストから選択した後でトランクサー
ビスタイプを変更することはできません。

1.

2. [次へ（Next）] をクリックします。

3. [トランクの設定（Trunk Configuration）] ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

• クラスタ間トランク（非ゲートキーパー制御）：

1. [次へ（Next）] をクリックします。

2. [SAF 有効化] チェックボックスをオンにします。

3. [トランクの設定（Trunk Configuration）] ウィンドウのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

ホスト DN グループの設定
ホスト DN グループを設定します。これは、ホスト DN パターンのコレクションです。ホスト
DN グループを CCD アドバタイジング サービスに割り当てると、CCD アドバタイジング サー
ビスは、ホスト DN グループに含まれているすべてのホスト DN パターンをアドバタイズしま
す。1 つの CCD アドバタイジング サービスに割り当てられるホスト DN グループは 1 つのみ
です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検
出（Call Control Discovery）] > [ホストDNグループ（Hosted DN Group）] を選択します。

ステップ 2 [ホスト DN グループの設定（Hosted DN Groups Configuration）] ウィンドウで各フィールドを
設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照し
てください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
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ホスト DN パターンの設定
ホスト DN パターンを設定します。これは、Unified Communications Manager に属する電話番号
パターンです。CCD アドバタイジング サービスは、SAF ネットワークを使用する他のリモー
ト呼制御エンティティにこのパターンをアドバタイズします。このパターンをホスト DN グ
ループに関連付けます。関連付けることで、複数のパターンを かんたんに CCD アドバタイジ
ング サービスに関連付けることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [コール制御検
出（Call Control Discovery）] > [ホスト DN パターン（Hosted DN Patterns）] を選択します。

ステップ 2 [ホスト DN パターンの設定（Hosted DN Patterns Configuration）] ウィンドウで各フィールドを
設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを
参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

アドバタイジング サービスの設定
コール制御検出アドバタイジング サービスを設定します。これにより、Unified Communications
Manager で、クラスタのホスト DN と PSTN フェイルオーバー設定を、SAF ネットワークを使
用するリモート コール制御エンティティにアドバタイズします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御ディ
スカバリ（Call Control Discovery）] > [アドバタイジングサービス（Advertising Service）] を
選択します。

ステップ 2 [アドバタイジング サービスの設定（Advertising Service Configuration）] ウィンドウで各フィー
ルドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘ
ルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

コール制御検出のパーティション設定
コール制御検出パーティションを確認して、学習パターンがこのパーティションの番号分析に
挿入されていることを確認します。
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CCD パーティションは、Cisco Unified Communications Manager Administration の [コール ルー
ティング（Call Routing）] > [制御のクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]
には表示されないことに注意してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検
出（Call Control Discovery）] > [アドバタイジングサービス（Advertising Service）] を選択し
ます。

ステップ 2 [コール制御検出パーティションの設定（Call Control Discovery Partition Configuration）] ウィン
ドウで各フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システム
のオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。

要求側サービスの設定

[学習されたパターンのプレフィックス（Learned Pattern Prefix）] フィールドまたは [ルート
パーティション（Route Partition）] フィールドの更新は、システム パフォーマンスに影響を与
える可能性があります。システムパフォーマンスの問題を回避するため、これらのフィールド
はオフピークの時間帯に更新することを推奨します。

注意

ローカル クラスタから、SAF ネットワークのアドバタイズメントを検出できるようにするに
は、コール制御検出の要求サービスのいずれかを設定して、SAF ネットワークを使用するリ
モート コール制御のアドバタイズメントをリッスンします。また、CCD 要求サービスは、学
習パターンが番号分析に挿入されていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [コール制御検
出（Call Control Discovery）] > [要求サービス（Requesting Service）] を選択します。

ステップ 2 [要求サービスの設定（Requesting Service Configuration）] ウィンドウの各フィールドを設定し
ます。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照し
てください。

ステップ 3 [保存（Save）] をクリックします。
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SAFネットワークを使用するには、リモートコール制御エンティティを設定します。（リモー
ト コール制御エンティティのマニュアルを参照してください）。

学習パターンのブロック
リモート コール制御エンティティからローカル Unified Communications Manager に送信される
学習パターンをブロックします。今後使用しない学習パターンについては、次の手順を実行し
ます。

始める前に

SAF ネットワークを使用するには、リモート コール制御エンティティを設定します。お使い
のリモート コール制御デバイスに対応するマニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コール ルーティング（Call Routing）] > [コール制御ディ
スカバリ（Call Control Discovery）] > [学習パターンのブロック（Block Learned Patterns）]
を選択してください。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかのフィールドを設定します。

• [学習パターン（Learned Pattern）] フィールドで、ブロックする学習パターンを正確に入力
します。Cisco Unified Communications Manager にブロックさせるパターンを正確に入力す
る必要があります。

• [学習パターンのプレフィックス（Learned Pattern Prefix）] フィールドに、パターンの先頭
に付加されているプレフィックスに基づいて学習パターンをブロックするプレフィックス
を入力します。

例：

[学習パターン（Learned Pattern）] では、235XX パターンをブロックするには 235XX を入力し
ます。

例：

[学習パターン プレフィックス（Learned Pattern Prefix）] では、+1 を使用するパターンをブロッ
クするには +1 を入力します。

ステップ 4 [リモート コール制御デバイス（Remote Call Control Entity）] フィールドに、ブロックするパ
ターンをアドバタイズするリモート コール制御デバイスの名前を入力します。

ステップ 5 [リモート IP（Remote IP）] フィールドに、学習パターンをブロックするリモート コール制御
デバイスの IP アドレスを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。
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コール制御検出の連携動作と制限事項

コール制御検出の連携動作
表 85 : コール制御検出の連携動作

データのやり取り機能

Cisco Unified サービスアビリティは、コール制御検出機能をサポート
するためアラームを提供します。アラームの設定方法の詳細について
は、『Cisco Unified Serviceability アドミニストレーション ガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

アラーム

ユーザがSAF学習パターンのBLFステータスを登録する場合、Unified
Communications Manager は SIP 登録メッセージを SIP トランク経由で
リモート クラスタに送信します。

この機能は SAF 対応 SIP トランクだけでサポートされます。

BLF 登録

一括管理ツールでは、SAFセキュリティプロファイル、SAFフォワー
ダ、CCD アドバタイジングサービス、CCD 要求サービス、ホステッ
ド DN グループ、ホステッド DN パターンなどの設定をインポートお
よびエクスポートできます。

一括管理ツール

Unified Communications Manager は、リダイレクション理由を
SS_RFR_SAF_CCD_PSTNFAILOVER とした、onBehalfOf の
SAFCCDRequestingService としてのリダイレクトをサポートしていま
す。これは、コールが PSTN フェールオーバー番号にリダイレクトさ
れることを示しています。

コール詳細レコード
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データのやり取り機能

H.323 プロトコルでは、国際エスケープ文字（+）はサポートされて
いません。H.323 ゲートウェイまたはトランク経由の着信コールにつ
いて SAF/コール制御検出で正しい DN パターンが使用されるように
するには、サービスパラメータ、デバイスプール、H.323 ゲートウェ
イ、またはH.323トランクのウィンドウで着信側設定項目を設定する
必要があります。つまり、着信の着信側設定項目を設定することで、
着信コールがH.323ゲートウェイまたはトランクからである場合に、
Unified Communications Manager は着信側番号を、トランクまたはゲー
トウェイ経由で送信された元の値に戻します。

たとえば、発信者が Unified Communications Manager A に対して
+19721230000 に発信します。

Unified Communications Manager A は +19721230000 を受信し、コール
を H.323 トランクに送信する前に番号を 55519721230000 に変換しま
す。この場合、設定は国際タイプのコールについて、国際エスケープ
文字 + を除去して 555 を前に付加することを指定しています。

トランクからのこの着信コールの場合、UnifiedCommunicationsManager
B は 55519721230000 を受信し、発信者が送信した値を番号分析で使
用できるように、番号を +19721230000 に戻します。この場合、着信
コールの着信側設定項目の設定は、国際タイプの着信側番号に対し
て、555 を除去して +1 を前に付加することを指定しています。

[着信コールの着信側
の設定（Incoming
Called Party Settings）]

Unified Communications Manager は、ダイジェスト認証（TLS なし）を
使用して、SAF フォワーダを認証します。Unified Communications
Manager がメッセージを SAF フォワーダに送信すると、Unified
Communications Manager は SHA1 チェックサムを計算してメッセージ
の MESSAGE-INTEGRITY フィールドに含めます。

ダイジェスト認証

[H.323の設定（H.323 Configuration）] ウィンドウの [QSIGバリエーショ
ン（QSIG Variant）] および [ASN.1 ROSE OIDエンコーディング（ASN.1
ROSE OID Encoding）] 設定は、CCD アドバタイジング サービスに
よってアドバタイズされます。これらの設定は、着信トンネル化コー
ルの QSIG メッセージのデコードに影響します。コール制御検出で
は、発信コールには影響しません。

リモートコール制御エンティティが、H.323トランク経由の発信コー
ルにQSIGトンネリングが必要かどうかを判別します。リモートコー
ル制御エンティティによって QSIG トンネリングが必要であるとアド
バタイズされると、Cisco Unified CM Administration の [H.323の設定
（H.323 Configuration）] ウィンドウで QSIG サポートが必要ないこと
が示されている場合でも、発信コールのメッセージ内に QSIG メッ
セージがトンネル化されます。

QSIG
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コール制御検出の制限
すべての クラスタは、同じ Autonomous System（AS; 自律システム）内のアドバタイズまたは
学習されたルートに制限されます。
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第 78 章

外部コール制御の設定

• 外線コール制御の概要 （739 ページ）
• 外部コール制御の要件 （740 ページ）
• 外部コール制御の設定タスク フロー （740 ページ）
• 外部コール制御の連携動作と制限事項 （748 ページ）

外線コール制御の概要
Unified Communications Manager では、外部コール制御により、付加ルートサーバが、Cisco
Unified Routing Rules Interface を使用してコールルーティングを決定できます。外部コール制御
の設定に際して、Unified Communications Manager は、発信側および着信側の情報が入ったルー
ト要求を別建てルーティングサーバに発行します。そのサーバは、要求を受信し、適切なビジ
ネスロジックを適用し、コールのルーティング方法と適用すべきその他のコール処理方法をお
使いのシステムに指示するルート応答を返します。

付加ルータは、コールの許可/転送/拒否、発信側および着信側の情報の変更、発信者への音声
案内、付加ボイスメールサーバと IVR サーバが発信側/着信側の情報を適切に解釈できるよう
にするためのコール履歴のリセット、コールが転送または拒否された理由を示す理由コードの
記録をお使いのシステムに指示します。

外部コール制御は、次の機能を提供します。

• 最高品質のボイス ルーティング：付加ルート サーバは、音声ゲートウェイ経由でコール
参加者全員に高音質のコールが送信されるように、ネットワークリンクの可用性、帯域幅
使用、遅延、ジッタ、および MOS スコアを監視します。

• 最小コストルーティング：コールがコスト効率の最も高いリンクを経由してルーティング
されるように、付加ルートサーバはローカルアクセスおよびトランスポートエリア（LATA）
および LATA 間の料金プラン、トランキングコスト、バースト使用コストなどのキャリア
との契約情報を使用して設定されます。

• 倫理的境界：付加ルート サーバには、通信の可否を決定する企業ポリシー（ユーザ 1 が
ユーザ 2 にコールを発信できるかなど）が構成されています。
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外部コール制御の要件
この機能を使用するには、Cisco Unified ルーティングルールの XML インターフェイスが必要
です。これは、システムにコールの処理方法を指示します。

詳細については、『Cisco Unified Routing Rules Interface Developers Guide』（CURRI のドキュメ
ント）（https://developer.cisco.com）を参照してください。

外部コール制御の設定タスク フロー
始める前に

• 外部コール制御の要件 （740 ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

ルートサーバがDivertオブリゲーション
を送信したときに使用されるコーリング

外部コール制御用コーリング サーチ ス
ペースの設定 （742 ページ）

ステップ 1

サーチスペースを設定しますコーリング
サーチスペースは、デバイスに割り当て
たルートパーティションの番号付きリス
トで構成されます。コーリングサーチス
ペースは、コールを完了しようと試みる
発信側デバイスが検索するパーティショ
ンを決定します。

外部コール制御プロファイルに、付加
ルートサーバのURI、コールの即時転送

外部コール制御プロファイルの設定 （
743 ページ）

ステップ 2

に使用されるコーリングサーチスペー
ス、お使いのシステムが付加ルートサー
バからの応答を待機する時間を示すタイ
マーを設定します。

外部コール制御で使用するトランスレー
ションパターンに、外部コール制御プロ

トランスレーション パターンへのプロ
ファイルの割り当て （743 ページ）

ステップ 3

ファイルを割り当てますトランスレー
ションパターンに一致するコールが発生
すると、システムはすぐにコールルー
ティングクエリーを付加ルートサーバに
送信し、付加ルートサーバはシステムに
コールの処理方法を指示します。
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目的コマンドまたはアクション

ルートサーバで HTTPS が使用されてい
る場合は、ルートサーバの証明書をシス

（任意） 信頼されたストアへのルート
サーバ証明書のインポート （744 ペー
ジ）

ステップ 4

テムノードにある信頼ストアにインポー
トします。ルート サーバにルーティン
グ クエリーを送信する可能性のあるク
ラスタ内のノードごとに、この作業を実
行する必要があります。外部コール制御
プロファイルのプライマリ ウェブ サー
ビス URI またはセカンダリ ウェブ サー
ビス URI に HTTPS を指定した場合、証
明書を使用して設定済の付加ルートサー
バへの TLS 接続を介する相互認証を行
います。

ルートサーバで HTTPS が使用されてい
る場合は、Cisco Unified Communications

（任意） ルートサーバへの自己署名証
明書のエクスポート （745 ページ）

ステップ 5

Manager 自己署名証明書をルートサーバ
にエクスポートします。ルート サーバ
にルーティング クエリーを送信する可
能性のあるクラスタ内のノードごとに、
この作業を実行する必要があります。プ
ライマリルートサーバと冗長ルートサー
バが常に https を介して Cisco Unified
Communications Manager に対して認証さ
れるように、システムにディレクティブ
を送信する各付加ルートサーバにイン
ポートできる自己署名証明書を生成する
必要があります。

プライマリ付加ルートサーバおよび冗長
付加ルートサーバに接続できるクラスタ
内のノードごとに、この手順を実行しま
す。

ルートサーバのルーティングルールで、
監察者によるコールの監視や録音が必要

（任意） シャペロン機能の設定 （746
ページ）

ステップ 6

であることが指定されている場合は、監
察者機能を設定します。監察者とは、
コールに対する企業ポリシーの通知、
コールの監視、およびコールの録音をて
実行できる、指定された電話機ユーザで
す。

ルーティングルールで、アナウンスが一
部のコールに対して再生され、Cisco 提

（任意） カスタム アナウンスの設定 （
747 ページ）

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

供のアナウンスを使用しないようにする
必要がある場合は、次の手順に従ってく
ださい。

外部コール制御用コーリング サーチ スペースの設定
ルートサーバがDivertオブリゲーションを送信したときに使用されるコーリングサーチスペー
スを設定しますコーリングサーチスペースは、デバイスに割り当てたルートパーティションの
番号付きリストで構成されます。コーリングサーチスペースは、コールを完了しようと試みる
発信側デバイスが検索するパーティションを決定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM 管理（Cisco Unified CM Administration）] から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）] を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）] フィールドに、名前を入力します。

各コーリング サーチ スペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前
には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）] フィールドに、説明を入力します

説明には、任意の言語で最大 50 文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）] ドロップダウン リストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

• パーティションが 1 つの場合は、そのパーティションを選択します。
• パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパー

ティションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）] フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）] ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）] をクリックします。
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次のタスク

外部コール制御プロファイルの設定 （743 ページ）

外部コール制御プロファイルの設定
外部コール制御プロファイルに、付加ルートサーバの URI、コールの即時転送に使用される
コーリングサーチスペース、お使いのシステムが付加ルートサーバからの応答を待機する時間
を示すタイマーを設定します。

始める前に

外部コール制御用コーリング サーチ スペースの設定 （742 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing）] > [外部コール制
御プロファイル（External Call Control Profile）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• 既存の外部コール制御プロファイルの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索
（Find）] をクリックし、結果リストから既存の外部コール制御プロファイルを選択しま
す。

• 新しい外部コール制御プロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリック
します。

ステップ 3 [外部コール制御プロファイルの設定（External Call Control Profile Configuration）] ウィンドウ
で各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ
ン ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

トランスレーション パターンへのプロファイルの割り当て （743 ページ）

トランスレーション パターンへのプロファイルの割り当て
外部コール制御プロファイルに、付加ルートサーバの URI、コールの即時転送に使用される
コーリングサーチスペース、お使いのシステムが付加ルートサーバからの応答を待機する時間
を示すタイマーを設定します。

始める前に

外部コール制御プロファイルの設定 （743 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[コールルーティング（Call Routing） > [トランスレー
ションパターン（Translation Pattern）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• 既存のトランスレーションパターンの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索
（Find）] をクリックし、結果のリストから既存のトランスレーションパターンを選択し
ます。

• 新しい変換後のパターンを追加するには、[新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 3 [外部コール制御プロファイル(External Call Control Profile)]ドロップダウンリストから、パ
ターンに割り当てる外部コール制御プロファイルを選択します。

ステップ 4 [トランスレーション パターンの設定] ウィンドウ内の各フィールドを必要に応じて設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

次のタスク

（省略可） 信頼されたストアへのルートサーバ証明書のインポート （744 ページ）

信頼されたストアへのルートサーバ証明書のインポート
ルートサーバで HTTPS が使用されている場合は、ルートサーバの証明書をシステムノードに
ある信頼ストアにインポートします。ルート サーバにルーティング クエリーを送信する可能
性のあるクラスタ内のノードごとに、この作業を実行する必要があります。外部コール制御プ
ロファイルのプライマリ ウェブ サービス URI またはセカンダリ ウェブ サービス URI に HTTPS
を指定した場合、証明書を使用して設定済の付加ルートサーバへの TLS 接続を介する相互認
証を行います。

始める前に

トランスレーション パターンへのプロファイルの割り当て （743 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理(Cisco Unified Operating System Administration)]
で、[セキュリティ(Security)] > [証明書の管理] の順に選択します。

ステップ 2 [証明書のアップロード]をクリックします。
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ステップ 3 [証明書のアップロード(Upload Certificate)] ポップアップ ウィンドウで、[証明書の名前
(Certificate Name)] ドロップダウンリストから [CallManagerの信頼性(CallManager-trust)] を選
択し、付加ルートサーバの証明書を参照します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）] フィールドに証明書が表示されたら、[アップロード
（Upload）] をクリックします。

ステップ 5 （任意）システムが冗長付加ルートサーバに接続できる場合は、この手順を再度実行します。

次のタスク

ルートサーバへの自己署名証明書のエクスポート （745 ページ）

ルートサーバへの自己署名証明書のエクスポート
ルートサーバで HTTPS が使用されている場合は、Cisco Unified Communications Manager 自己署
名証明書をルートサーバにエクスポートします。ルート サーバにルーティング クエリーを送
信する可能性のあるクラスタ内のノードごとに、この作業を実行する必要があります。プライ
マリルートサーバと冗長ルートサーバが常に https を介して Cisco Unified Communications Manager
に対して認証されるように、システムにディレクティブを送信する各付加ルートサーバにイン
ポートできる自己署名証明書を生成する必要があります。

プライマリ付加ルートサーバおよび冗長付加ルートサーバに接続できるクラスタ内のノードご
とに、この手順を実行します。

始める前に

信頼されたストアへのルートサーバ証明書のインポート （744 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Operating Administration] で、 [セキュリティ（Security）] > [証明書の管理
（Certificate Management）] を選択します。

ステップ 2 [証明書リスト（Certificate List）] ウィンドウで、[新規作成（Generate New）] をクリックしま
す。

ステップ 3 [証明書の名前（Certificate Name）] ドロップダウン リストで、[CallManager] を選択します。

ステップ 4 [新規作成（Generate New）] をクリックします。

ステップ 5 [証明書の検索と一覧表示（Find and List Certificates）] ウィンドウで、作成した [CallManager.pem]
の証明書を選択します。

ステップ 6 証明書のファイル データが表示されたら、[ダウンロード（Download）] をクリックして、ア
ジャンクト ルート サーバへ証明書をエクスポートするために使用するロケーションに証明書
をダウンロードします。

ステップ 7 命令を送信する各付加ルート サーバに証明書をエクスポートします。
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次のタスク

（省略可） シャペロン機能の設定 （746 ページ）

シャペロン機能の設定
ルートサーバのルーティングルールで、監察者によるコールの監視や録音が必要であることが
指定されている場合は、監察者機能を設定します。監察者とは、コールに対する企業ポリシー
の通知、コールの監視、およびコールの録音をて実行できる、指定された電話機ユーザです。

Cisco Unified Communications Manager は、アジャンクト ルート サーバの指示に従ってな監察機
能をサポートする、次の機能を提供します。

• 監察者、ハント グループ、監察者リストに着信コールをリダイレクトします。

• 監察者はコールを記録できます。

監察者が発信者に接続するか、または監察対象の会議が確立されると、コールの録音を開始で
きるように、[録音（Record）] ソフトキーまたはプログラム可能なライン キー（PLK）（電話
モデル固有）が電話機でアクティブになります。コールの録音は現在のコールに対してのみ実
行され、現在のコールが終了すると、録音が停止します。監察者が録音ソフトキーまたはPLK
を押すと、録音ステータスを示すメッセージが電話機に表示されることがあります。

始める前に

（省略可） ルートサーバへの自己署名証明書のエクスポート （745 ページ）

手順

ステップ 1 電話で録音を有効にするには、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで [ビルトイン
ブリッジ（Built-in Bridge）] を [オン（On）] に設定します。

ステップ 2 次のとおり録音プロファイルを作成します。
a) [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（DeviceSettings）] > [録音プロファイル（Recording

Profile）] の順に選択します。
b) 監察対象の会議を録音できる電話機に対してコール録音プロファイルを作成します。

ステップ 3 ライン アピアランスに録音プロファイルを適用します。

ステップ 4 レコーダーのポイントに SIP トランクを追加します。

ステップ 5 SIP トランクを指すルート パターンを作成します。

ステップ 6 次のサービス パラメータを設定します。

a) [監察ターゲットで録音通知トーンを再生する（Play Recording Notification Tone to Observed
Target）]

b) [接続済み監察ターゲットで録音通知トーンを再生する（Play Recording Notification Tone to
Observed Connected Target）]

ステップ 7 監察者が使用している電話機で標準監察用電話ソフトキー テンプレートを割り当てます。
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ステップ 8 新しい電話機に対しては、[コール ルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）] を、または電話機がすでに設定されている場合は、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] から次の手順を実行します。

a) 監察者の電話機で電話番号（DN）を 1 つだけ設定します。
b) 監察者の電話機の DN に、[録音オプション（Recording Options）] ドロップダウン リスト

から [コールの録音をデバイスが開始する（Device Invoked Call Recording Enabled）] を選択
します。

c) 監察者の電話機の DN に、[コールの最大数（Maximum Number of Calls）] 設定に 2 を入力
し、[ビジー トリガー（Busy Trigger）] 設定に 1 を入力します。

ステップ 9 [録音（Record）] ソフトキーをサポートする Cisco Unified IP Phone の場合、標準監察用電話ソ
フトキーテンプレートを設定して、[会議（Conference）]、[録音（Record）]、[コール終了（End
Call）] ソフトキーだけが接続状態の電話機に表示されるようにします。

ステップ 10 録音用プログラム可能なライン キー（PLK）をサポートする Cisco Unified IP Phone の場合、
[電話ボタン テンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）] ウィンドウで PLK を
設定します。

ステップ 11 （任意） クラスタに複数の監察者がいる場合、監察ハント リストに割り当てる予定である監
察者回線グループに監察者の DN を追加します。

この手順により、利用可能な監察者が必ず通話をモニタできます。

次のタスク

（省略可） カスタム アナウンスの設定 （747 ページ）

カスタム アナウンスの設定
ルーティングルールで、アナウンスが一部のコールに対して再生され、Cisco 提供のアナウン
スを使用しないようにする必要がある場合は、次の手順に従ってください。

アナウンス ID には埋め込みスペースを使用しないでください。ヒント

他の言語ロケールがインストールされている場合は、このアナウンスに必要な他の .wav ファ
イルをアップロードして、これらのロケールで使用することができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）] を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• 新規のお知らせを追加するには：
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a) [新規追加（Add New）] をクリックします。
b) [アナウンス ID] フィールドに、アナウンス ID を入力します。
c) [説明] に、アナウンスの説明を入力します。
d) 必要に応じて、[デフォルトアナウンスメント]ドロップダウンリストから、Cisco提供のデ

フォルトアナウンスを選択します。
e) [保存（Save）] をクリックします。

• お知らせ用のカスタム .wav ファイルをアップロードするには、次のようにします。

a) [ファイルのアップロード] をクリックします。
b) ロケールを変更するには、[ロケール] ドロップダウンリストから、アナウンス用の言語を

選択します。
c) [ファイルの選択] をクリックして、アップロードする .wav ファイルを選択します。
d) [ファイルのアップロード] をクリックします。
e) アップロードが完了したら、[閉じる] をクリックしてウィンドウを更新し、アップロード

されたアナウンスを表示します。

外部コール制御の連携動作と制限事項

外部コール制御の連携動作
表 86 : 外部コール制御の連携動作

データのやり取り機能

コールに使用するゲートウェイを決定するルーティングルールを、付加
ルートサーバ上に設定して、音声の品質を考慮に入れることができます。
たとえば、ゲートウェイ A は最高の音声品質を提供するので、そのコー
ルに使用されます。付加ルート サーバは、音声ゲートウェイ経由でコー
ル参加者全員に高音質のコールが送信されるように、ネットワーク リン
クの可用性、帯域幅使用、遅延、ジッタ、および平均オピニオン評点
（MOS）を監視します。

コールの高音質
ルーティング

外部コール制御機能が呼詳細レコードに表示されることがあります。た
とえば、付加ルートサーバがコールを許可したか、それとも拒否したか
が呼詳細レコードに示されることがあります。さらに、Cisco Unified
Communications Manager が付加ルートサーバからの決定を受信していな
い場合に、Cisco Unified Communications Manager がコールをブロックした
か許可したかが呼詳細レコードに示されることもあります。

コール詳細レコー
ド
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データのやり取り機能

外部コール制御はトランスレーション パターン レベルでコールを代行受
信しますが、コール転送は電話番号レベルでコールを代行受信します。
外部コール制御はコール転送に優先されます。コール転送が起動される
コールの場合、トランスレーションパターンが外部コール制御プロファ
イルに割り当てられていると、Cisco Unified Communications Manager は付
加ルートサーバにルーティングクエリを送信します。コール転送がトリ
ガーされるのは、付加ルートサーバが Cisco Unified Communications Manager
に Continue オブリゲーションと許可決定を送信する場合だけです。

外部コール制御に対応した [コール転送ホップカウント（Call
Diversion Hop Count）] サービスパラメータと、コール転送に
対応した [コール転送コールホップカウント（CallForwardCall
HopCount）]サービスパラメータは相互に独立しており、個別
に機能します。

（注）

Call Forward

電話機ユーザがコールピックアップ機能を使用してコールを受信しよう
とすると、外部コール制御が起動します。つまり、 Cisco Unified
Communications Manager は、そのコール部分に対してはルーティングク
エリを付加ルートサーバに送信しません。

コール ピックアッ
プ（Call Pickup）

監察者とは、コールに対する企業ポリシーの通知、コールの監視、およ
びコールの録音を必要に応じて実行できる、指定された電話機ユーザで
す。コールに参加するユーザが監察者の不在時に会話できないという、
監察者の制限があります。

監察者

次の Cisco Unified Mobility 機能に対しては、Cisco Unified Communications
Manager は付加ルートサーバからのルート決定を優先します。

• モバイル ボイス アクセス

• エンタープライズ機能アクセス

• Dial-via-Office リバース コールバック

Cisco Unified Communications Manager は、次の Cisco Unified Mobility 機能
に対してルーティング クエリを送信しません。

• 携帯電話ピックアップ

• デスク ピックアップ

• セッション ハンドオフ

Cisco Unified
Mobility

電話機ユーザが会議を作成すると、プライマリコールと打診コールに対
して外部コール制御が呼び出されることがあります。

会議
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データのやり取り機能

ネット上ダイヤリングで 4 桁または 5 桁がサポートされている場合、電
話番号を 4 桁または 5 桁の内線（エンタープライズ拡張）として設定す
る際に、2つのトランスレーションパターンを設定する必要があります。
1つ目のトランスレーションパターンは発信側番号と着信側番号のグロー
バル化をサポートし、2つ目のトランスレーションパターンは発信側番号
と着信側番号のローカライズをサポートします。

[ディレクトリ番号
（Directory
Numbers）]

デフォルトでは、ユーザのDND設定は、付加ルートサーバのユーザルー
ルで、付加ルートサーバが継続オブリゲーションを送信することが指定
されている場合に有効になります。たとえば、付加ルート サーバが
Continue オブリゲーションを送信した場合、ユーザの DND-R が有効に
なっていると、Cisco Unified Communications Manager はコールを拒否しま
す。

[サイレント（Do
Not Disturb）]

緊急コール（911 や 9.11 など）に対しては、ルート サーバに接
続してコール処理方法の指示を受けなくてもコールが適切な接
続先（Cisco Emergency Responder やゲートウェイなど）にルー
ティングされるように、明示的な緊急コールのパターンセット
を設定しておくことを強く推奨します。

注意緊急コールの処理

電話機ユーザがコールを転送すると、プライマリコールと打診コールの
両方に対して外部コール制御が呼び出されることがあります。ただし、
Cisco Unified Communications Manager は、転送側と転送先との間に付加
ルート サーバからのルーティング ルールを実施できません。

転送

外部コール制御の制限事項
表 87 : 外線コール制御の制限事項

説明制限事項

監察者は、会議の開始後に電話機を使用して会議にユーザを追加できま
せん。これは、監察者がユーザを追加するには、コールを保留にする必
要があるためです。

会議の他のユーザは会議にユーザを追加できる可能性があります。他の
ユーザが会議に参加者を追加できるかどうかは、Cisco CallManager サー
ビスがサポートされている Advanced Ad Hoc Conference Enabled サービ
スパラメータの設定によって決まります。このサービス パラメータが
True に設定されている場合は、他のユーザが会議に参加者を追加できま
す。

通話者の追加

監察者は、電話機を使用して会議コールを別のユーザに転送できません。コールの転送
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説明制限事項

監察者が会議から退出すると、会議全体が終了します。会議ログアウト

監察者が会議を作成した後で、その [会議] ソフトキーは電話で無効にな
ります。

会議のソフトキー

監察者は、電話機を使用して会議コールを保留にすることができません。保留

監察者が、会議への参加が必要なユーザに打診コールを行う前に録音を
開始した場合、監察者が打診コールを行う間、CiscoUnifiedCommunications
Managerでは録音が中断されます。会議が確立されると、録音が再開され
ます。

録音（Recording）
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第 79 章

コール キューイングの設定

• コール キューイングの概要 （753 ページ）
• コールキューの前提条件 （754 ページ）
• コール キューイング タスク フロー （755 ページ）
• コール キューイングの連携動作と制限事項 （765 ページ）

コール キューイングの概要
Cisco Unified Communications Manager は、コールキューイングを提供し、発信者をハントメン
バーが応答可能になるまでキュー内にとどめておくことができます。管理者は、通話がエー
ジェントに転送される前に、発信者が初期グリーティングアナウンスを受け取るようにデフォ
ルトを設定できます。またはこのデフォルトを変更して、初期アナウンスを、発信者がキュー
に入れられて保留音または保留トーンが流されてから再生することもできます。発信者がキュー
に入れられたまま指定時間が経過すると、通話に応答できるようになるまで、または最大待機
タイマーが満了するまで、セカンダリ アナウンスが設定された間隔で再生されます。

着信コールがハントパイロットに到達すると、次の機能が提供されます。

• 発信者は、次に進む前に最初のカスタマイズ可能なグリーティングアナウンスに接続され
ます。

• 1 人以上の回線メンバがハントパイロットにログインしており、アイドル状態であったと
きで、かつ、キューに入っているコールがない場合は、そのコールは最も長い時間アイド
ル状態であった回線メンバに送達されます。

• 回線メンバーが通話に応答しない場合、その発信者はキューに入れられません。[応答中、
ログイン中、または登録済みのハントメンバが存在しない場合(Whennohuntmembersanswer,
are logged in, or registered)] の設定に応じて、コールは新しい接続先にルーティングされる
か、切断されます。

• 回線メンバがキュー有効コールに応答しないと、回線グループ 設定ウィンドウで [無応答
時にハントメンバを自動的にログアウト(Automatically Logout Hunt Member on No Answer)]
がオンの場合に限り、その回線メンバはハントグループからログオフされます。

• 通話はすべてのメンバーが話し中である場合にのみキューに入れられます。
• キューで待機している発信者は、保留音と反復される（カスタマイズ可能な）定期的なア

ナウンスが聞こえます。
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• ある回線メンバがアイドル状態になると、複数のハントグループ間で最も待機時間の長い
発信者が、そのアイドル状態の回線メンバに送達されます。アイドル状態の回線メンバが
そのコールに応答しない場合、発信者はキューの以前の場所に戻されます。

• キュー内のコールが最大待機時間を超える場合、またはキューに許可されている発信者の
最大数を超える場合、コールは代替番号にルーティングするか、またはハントパイロット
の設定に応じて切断することができます。代替番号は次のいずれかにすることができま
す。

• キューイングが有効または無効のいずれかに設定されたハント パイロット DN
• ボイスメール DN
• 回線 DN
• 共有 DN

• 回線メンバーは、キュー対応ハント パイロットのキュー ステータスを表示できます。
キュー ステータスには次のタイプの情報が表示されます。

• ハント パイロットのパターン
• 各ハント パイロットのキューに入っている発信者数
• 最大待機時間

通話のキューイングは既存のハントパイロットとともに機能しますが、キューイングまたは非
キューイングのどちらのハント パイロットのハンティング操作もその動作に変更はありませ
ん。通話のキューイングが有効になっているハント パイロットは、次の機能を提供します。

• 回線メンバーが受けることができるキューイング対応ハントパイロットでの通話は、一度
に 1 つのみです。2 つのキューイング対応ハント パイロットでの通話を、1 人の回線メン
バーに提供することはできません。回線メンバが自分の DN に直接かかってきたコールま
たはキューイングしていないハントパイロットからのコールのみを受信できます。

• 回線メンバーがハントパイロットによりルーティングされる通話に応答しない場合、ハン
ト パイロットは自動的にログアウトします。回線メンバは、キューを有効にしたハント
パイロットのコールを受信せず、タイムアウトが発生するまでそのコールに応答しなかっ
た場合、そのデバイスを自動的にログアウトします。共有回線配置の場合、同じ共有回線
で設定されたすべてのデバイスがログアウトします。この挙動は[Line Group] 設定ウィン
ドウで [Automatically Logout Hunt Member on No Answer] を選択して設定できます。回線メ
ンバーは、このチェックボックスがオンの場合にのみログアウトします。

コールキュー監視またはアナウンス監視の詳細については、『Cisco Unified Real Time Monitoring
Tool Administration Guide』を参照してください。

キューイングが有効なハントパイロットの中で、コールがハントメンバーに拡張されていると
きに、着信コールを接続コールの状態に変更するように設定することができます。

コールキューの前提条件
• Cisco IP Voice Media Streaming（IPVMS）アプリケーション。クラスタ内の少なくとも 1

ノード上でアクティブ化されている必要があります
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• クラスタ内の少なくとも 1 台のサーバ上で稼動している Cisco CallManager サービス

• Cisco CallManager サービスと同じサーバ上で稼動している Cisco RIS Data Collector サービ
ス

• Cisco Unified Communications Manager ロケール インストーラ（英語以外の電話ロケールま
たは国独自のトーンを使用する場合）。

コール キューイング タスク フロー
始める前に

アナウンスの設定
Cisco Unified Communications Manager では以下が可能です：

• Cisco 提供の既存のアナウンスを使用する

• アナウンスが再生するメッセージまたはトーンを変更するには、

• カスタムアナウンスメントの .wav ファイルを挿入

• アナウンスメント用のロケールを割り当て、

• アナウンスの説明の変更、

• アナウンスが再生するメッセージまたはトーンを変更します。

機能アナウンスは、ハントパイロット発信キューイングまたは外部コール制御と関連する保留
音（MOH）などの特定の機能に使用されるアナウンスです。

最大 50 個の機能アナウンスが利用可能です。これらのアナウンスは、Cisco が適用する音声
ファイルか、アップロードされたカスタム wav ファイルです。

カスタムアナウンスのwavファイルはすべて、クラスタの全サーバにアップロードされる必要
があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager で、[メディアリソース(Media Resources)] > [アナウンス
(Announcements)] を選択します。

[アナウンスの検索と一覧表示] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用するアナウンスへのハイパーリンクを選択します。

例：

ハイパーリンク: Wait_In_Queue_Sample
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アナウンスの説明を編集したり、アップロードする場合は、カスタマイズされたアナウンスを
選択することができます。

ステップ 3 カスタムアナウンスとして使用する .wav ファイルをアップロードするには、[ファイルのアッ
プロード (upload file)] をクリックします。
[ファイルのアップロード]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ファイルのアップロード(Upload File)] ポップアップ ウィンドウでロケールを選択し、ファイ
ル名を入力するか、または参照して .wav ファイルを選択して [ファイルのアップロード(Upload
File)] をクリックします。

アップロード処理が開始されます。ファイルによっては数分かかることがあります。処理が完
了するとステータスが更新されます。

ステップ 5 [閉じる] をクリックして、ウィンドウを閉じます。
[アナウンス設定(Announcement Configuration)] ウィンドウがリフレッシュされ、アップロー
ドしたファイルのステータスが更新されます。

ステップ 6 カスタム アナウンスを再生する場合は、[アナウンス設定(Announcements Configuration)] ウィ
ンドウの [ロケール別のアナウンス(Announcement by Locale)] ペインで [有効(Enable)] チェック
ボックスをオンにしてください。

ステップ 7 [アナウンス設定(Announcements Configuration)] ウィンドウで変更を加えたら、[保存(Save)]
をクリックします。

次のタスク

アナウンスファイルはクラスタ内のサーバ間では伝搬されないため、クラスタ内の各ノードに
アナウンスをアップロードする必要があります。クラスタ内の各サーバで Cisco Unified
Communications Manager の管理ページを参照し、アップロードプロセスを繰り返します。

保留音の設定
発信者が最初に保留中になったときにオプションのイニシャル通知を再生し、定期的にアナウ
ンスを定期的に再生するように、[保留音 (MoH)] に設定することができます。これらのアナウ
ンスには、シスコが提供するオーディオファイルのいずれか、または、システムにアップロー
ドされたファイルを使用できます。

保留音オーディオソースの追加変更、既存のオーディオソースをオーディオストリーム番号へ
関連付け、またはカスタムオーディオソースのアップロードをするには、次の手順を実行しま
す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communication Manager] で、[メディア リソース（Media Resources）] > [保留音
オーディオソース（Music On Hold Audio Source）] を選択します。
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[保留音オーディオ ソースの検索と一覧表示（Find and List Music On Hold Audio Sources）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しい保留音オーディオ ソースを追加するには、[新規追加(Add New)] をクリックします。保
留音オーディオソースを更新するには、対象となる保留音オーディオソースを検索します。指
定した検索条件に基づいて、すべての条件に一致するレコードの検索結果がシステムに表示さ
れます。

ステップ 3 保留音のオーディオ ソース フィールド （757 ページ） に示すように、適切な設定を入力しま
す。

ステップ 4 [保存（Save）] をクリックします。
ウィンドウ下部のリストボックスに新しい保留音のオーディオソースが表示されます。[MOH
オーディオ ソース ファイル ステータス（MOH Audio Source File Status）] ペインに、追加され
たソースに対する MOH オーディオ トランスレーション ステータスが表示されます。

保留音のオーディオ ソース フィールド

表 88 : 保留音のオーディオ ソース情報

説明フィールド

このMOHオーディオソースのストリーム番号を選択するには、この
フィールドを使用します。ドロップダウン矢印をクリックし、リスト
から値を選択します。既存の MOH オーディオ ソースの場合、値は
MOH オーディオ ソースのタイトルで表示されます。

[MOH オーディオスト
リーム番号（MOH
Audio Stream
Number）]

このMOHオーディオソースのファイルを選択するには、このフィー
ルドを使用します。ドロップダウン矢印をクリックし、リストから値
を選択します。

[MOHオーディオソー
ス ファイル（MOH
Audio Source File）]

MOH オーディオ ソースの一意の名前を、このフィールドに入力しま
す。この名前には、文字、数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリ
オド）およびアンダースコアを含み、最大で 50 の有効な文字を使用
できます。

[MOHオーディオソー
ス名（MOH Audio
Source Name）]

選択したMOHオーディオソースのマルチキャストを許可するには、
このチェックボックスをオンにします。

[マルチキャストを許
可（Allow
Multicasting）]
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説明フィールド

このペインには、選択したMOHオーディオソースのファイルに関す
る次の情報が表示されます。

• [InputFileName]

• ErrorCode

• ErrorText

• DurationSeconds

• DiskSpaceKB

• LowDateTime

• HighDateTime

• [OutputFileList]

• [MOH オーディオ変換の完了日（MOH Audio Translation completion
date）]

[OutputFileList] には ULAW、ALAW、G.729 およびワイドバ
ンド WAV ファイルと、ステータス オプションについての
情報が含まれます。

（注）

[MOHオーディオソー
ス ファイル ステータ
ス（MOH Audio Source
File Status）]
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表 89 : アナウンスの設定

説明フィールド

ドロップダウン リストから最初のアナウンス
を選択します。

最初のアナウンスなしで MoH を選
択するには、[オフ（Not Selected）]
オプションを選択します。

（注）

[詳細の表示（View Details）]リンクをクリッ
クすると、[最初のアナウンス（Initial
Announcement）] に関する次の情報が表示され
ます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

• 説明

• [デフォルトのアナウンス（Default
Announcement）]

（注） • オーディオ ソースの [マルチ
キャストを許可（Allow
Multi-casting）]「 」がオフで、
[再生される最初のアナウンス
（Initial Announcement Played）]
「 」が [キューされたコールの
み（Only for queued calls）] に設
定されている場合にのみ、MOH
サーバによって再生されます。

• [マルチキャストを許可（Allow
Multi-casting）]「 」のチェック
がオンか、[再生される最初のア
ナウンス（Initial Announcement
Played）]「 」が [常時
（Always）] に設定されている
場合、ANNによって再生されま
す。

[最初のアナウンス（Initial Announcement）]
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説明フィールド

次のうち 1 つを選択して、最初のアナウンス
を再生するタイミングを決定します。

• [ハントメンバーへのルーティング前にア
ナウンスを再生（Play announcement before
routing to Hunt Member）]

• [コールがキューに入る場合アナウンスを
再生（Play announcement if call is queued）]

[再生される最初のアナウンス（Initial
Announcement Played）]

定期アナウンスをドロップダウン リストから
選択します。

定期アナウンスを持たない MOH を
選択するには、[選択なし（Not
Selected）] オプションを選択しま
す。

（注）

[詳細表示（View Details）] リンクをクリック
すると、次のような定期アナウンスの情報を
参照できます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

• 説明

• [デフォルトのアナウンス（Default
Announcement）]

MOH サーバは、他の設定に関係な
く常に定期アナウンスを再生しま
す。

（注）

[定期アナウンス（Periodic Announcement）]

定期アナウンスの間隔を指定する値（秒単位）
を入力します。有効な値は 10 ～ 300 です。デ
フォルト値は 30 です。

[定期アナウンスの間隔（PeriodicAnnouncement
Interval）]
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説明フィールド

[アナウンスのロケール（Locale
Announcement）] は、インストールされている
ロケール インストール パッケージに応じて異
なります。

（注） • MOH によって再生される音声
ガイダンスでは、[アナウンスの
ロケール（Locale
Announcement）] の設定が使用
されます。

• ANNが再生する音声ガイダンス
は、発信者のユーザロケールを
使用します。

[アナウンスのロケール（Locale
Announcement）]

表 90 : 保留音のオーディオ ソース

説明フィールド

このリストボックスには、追加するMOHオー
ディオソースが表示されます。MOHオーディ
オソースを設定するには、そのMOHオーディ
オソースのオーディオストリーム番号を選択
します。

オーディオ ソース ID は、保留音サーバ内の
オーディオ ソースを示す ID です。このオー
ディオソースには、ディスク上のファイルか、
ソース ストリーム保留音サーバがストリーミ
ング データを取得する固定デバイスのどちら
かを含めることができます。MOHサーバは、
最大で 51 のオーディオ ソース ID をサポート
します。オーディオ ソース ID が示す各オー
ディオ ソースは、必要に応じてユニキャスト
およびマルチキャスト モードでストリームで
きます。

[<なし>（<None>）] を選択すると、
MOH オーディオ ソースにはシステ
ムのデフォルトである MOH オー
ディオ ソース サービス パラメータ
（[デフォルトのネットワーク保留
MoHオーディオソースID（Default
Network Hold MoH Audio Source
ID）]）が使用されます。

（注）

（MOH オーディオ ソースのリスト）
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説明フィールド

ドロップダウン リストに表示されていない
MOHオーディオソースファイルをアップロー
ドするには、[ファイルのアップロード（Upload
file）] をクリックします。[ファイルのアップ
ロード（Upload File）] ウィンドウで、音源
ファイルのパスを入力するか、[参照
（Browse）]をクリックしてファイルまで移動
します。オーディオ ソース ファイルを指定し
た後、[ファイルのアップロード（Upload
File）] をクリックしてアップロードを完了し
ます。オーディオ ファイルをアップロードし
たら、[アップロード結果（Upload Result）]
ウィンドウにアップロードの結果が表示され
ます。[閉じる（Close）] をクリックしてウィ
ンドウを閉じます。

ファイルをアップロードすると、そ
のファイルは Cisco Unified
Communications Manager サーバに
アップロードされ、オーディオ変換
が実行されて、MOH 用にコーデッ
ク特有のオーディオファイルが作成
されます。元ファイルのサイズに
よっては、処理が完了するまでに数
分を要することがあります。

（注）

音源ファイルを MOH サーバにアッ
プロードすると、そのファイルは 1
つの MOH サーバにしかアップロー
ドされません。クラスタ内の各MOH
サーバに音源ファイルをアップロー
ドするためには、各サーバで Cisco
Unified Communications Manager
Administration を使用する必要があり
ます。MOH 音源ファイルは、クラ
スタ内の他の MOH サーバに自動的
には伝達されません。

（注）

ファイルのアップロード（Upload File）

ハントパイロットキューの設定
ハント メンバーが一定時間で処理できるより多くのコールが、ハント パイロットに、コール
分配機能を介して届いた場合、応答可能になるまで、キュー内のコールは、コールキューイン
グにより保留されます。
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キューイングを有効にすると、[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）] と [話中ハン
ト転送（Forward Hunt Busy）] の両方が自動的に無効になります。逆に、[無応答時ハント転送
（Forward Hunt No Answer）] または [話中ハント転送（Forward Hunt Busy）] を有効にすると、
キューイングが自動的に無効になります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[コール ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ハント パイロット（Hunt Pilot）] を選択し、ハント パイロットを設定し
ます。

ステップ 2 キューイングに設定する必要があるハント パイロットを選択します。

ステップ 3 [ハント パイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）] ウィンドウの [キューイング（Queuing）]
セクションに移動します。

ステップ 4 キューイングを有効にするには、[コールのキューイング（Queue Calls）] チェックボックスを
オンにします。

ステップ 5 アナウンスの再生とキューの保留処理のために使用されるドロップダウン リスト ボックスか
ら保留音（MoH）ソースを選択します。

MOH ソースはユニキャストまたはマルチキャストとして設定できます。発信者側のメディア
リソース グループ リスト（MRGL）では、マルチキャスト、ユニキャストに優先順位を設定
します。

ソースを選択しない場合、デフォルトのネットワークによる保留MoH/MoHソースとアナウン
スが使用されます。

MoH ソース アナウンス ロケールはアナウンスに使用する言語を判別するために使用されま
す。1 つのハント パイロットで再生できるのは、1 つの言語アナウンス タイプだけです。

ステップ 6 [キューに入れられる発信者の最大数（Maximum Number of Callers Allowed in Queue）] フィー
ルドに、このハント パイロットでキューに入れられる発信者の最大数を整数で入力します。

デフォルト値は 32 です。値の範囲は 1 ～ 100 です。

ステップ 7 キューの発信者が最大数に達したとき、次のいずれかのオプションを選択します。

• 後に続くコールを切断する場合は、[コールを切断（Disconnect the call）] を選択します。
• 後に続くコールを2番目の接続先にルーティングする場合は、[コールをこの接続先にルー

ティングする（Route the call to this destination）] を選択します。特定のデバイス DN、共有
回線 DN、または別のハント パイロット DN を指定します。

• （省略可）ドロップダウン リストから、[コーリング サーチ スペースの完全キュー（Full
Queue Calling Search Space）] を選択できます。コールを完了するように試みるとき、検索
するパーティションを判別するために使用されます。

ステップ 8 [キューの最大待機時間（Maximum Wait Time in Queue）] フィールドで、キューの最大待機時
間を秒単位の整数値を入力します。

デフォルト値は 900 秒です。有効な範囲は 10 ～ 3600 秒です。

ステップ 9 最大待機時間に達したとき、次のいずれかのオプションを選択します。
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• コールを切断する場合は、[コールを切断（Disconnect the call）] を選択します。
• コールを 2 番目の接続先にルーティングする場合は、[コールをこの接続先にルーティン

グする（Route the call to this destination）] を選択します。特定のデバイス DN、共有回線
DN、または別のハント パイロット DN を入力します。

• （任意）ドロップダウンリストから、[最大待機時間コーリングサーチスペース（Maximum
Wait Time Calling Search Space）] を選択することもできます。コールを完了するように試
みるとき、検索するパーティションを判別するために使用されます。

ステップ 10 回線メンバーがログインしていない、または着信コール時に登録されていないとき、次のオプ
ションのいずれかを選択します。

• コールを切断する必要がある場合は、[コールを切断（Disconnect the call）] を選択します。
• コールを 2 番目の接続先にルーティングする必要がある場合は、[コールをこの接続先に

ルーティングする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイス DN、
共有回線 DN、または別のハント パイロット DN を入力します。

• （省略可）ドロップダウン リストから [ハント メンバーがコーリング サーチ スペースに
登録またはログ インしていない（No hunt members logged in or registered Calling Search
Space）] を選択することもできます。コールを完了するように試みるとき、検索するパー
ティションを判別するために使用されます。

ステップ 11 [保存（Save）] をクリックします。

[無応答時にハントメンバーを自動的にログアウト（AutomaticallyLogout
Hunt Member on No Answer）]

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administration で、[コール ルーティング（Call Routing）] >
[ルート/ハント（Route/Hunt）][回線グループ（Line Group）]を選択して回線グループを設定
します。

ステップ 2 設定する必要がある回線グループを [回線グループの検索と一覧表示（Find and List Line Group）]
ウィンドウから選択します。

ステップ 3 [回線グループの設定（Line Group Configuration）] ウィンドウの [ハント オプション（Hunt
Options）] セクションに移動します。

ステップ 4 [無応答時にハント メンバー自動的にログアウトする（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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コール キューイングの連携動作と制限事項

コール キューイングの連携動作
データのやり取り機能

コールが SIP ICT を通じてキューイング対応
ハントパイロットにルーティングされる場合、
SIP ICT は、SIP Rel1XX オプションが [1XXに
SDPが含まれる場合PRACKを送信（Send
PRACK if 1XX contains SDP）] に設定されてい
るSIPプロファイルを使用します。その結果、
コールが回線メンバに接続される前に、コー
ルごとに最初の通知が再生されます。

Cisco Unified CM 管理のデバイスデバイスの設
定SIP プロファイル > トランク固有の設定の
下で、[キューアナウンスの再生前に着信コー
ルを接続] チェックボックスをオンにした場
合、SIP ICT の蒸気の既存の連携動作は適用さ
れません。

[キューアナウンスの再生前に着信コールを接
続] チェックボックスがオフになっている場
合、SIP ICT の連携動作は変わりません。ただ
し、最初のアナウンスが PSTN 側の発信者に
よって常に聞こえることを保証するものでは
ありません。コールで Connect メッセージを
受信するまで PSTN プロバイダーがボイスパ
スを開かない場合、PSTN側からの発信者には
初期アナウンスが表示されません。

[SIP Rel1XXオプション（SIP Rel1XX Options）]
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データのやり取り機能

• ハントグループのログオフ通知機能は、
コールキューイングがハントパイロット
で有効になると変更されます。コール
キューイングがハントパイロットで有効
である場合、ユーザがハントグループか
らログアウトしているとき、またはキュー
内で自分の順番を逃したためにログオフ
された場合には、ハントグループのログ
オフ通知は再生されません。

• ハントリストに複数の回線グループが含
まれている場合、これらの回線グループ
では、[無応答時にハントメンバを自動的
にログアウト(Automatically Logout Hunt
Member on No Answer)] の設定を同じに
する必要があります。

• ハントパイロットは、すべてのハントメ
ンバーがログアウトしていてもコールを
キューしています。回線グループメンバー
は 1 つ以上の回線グループに追加するべ
きではありません。2番目の回線グループ
に追加されていても、2番目の回線グルー
プは同じハントリストに含まれないよう
にする必要があります。

• すべてのハントオプションを [次のメンバ
へ、その後ハントリスト内の次のグルー
プへ(Try next member; then, try next group
in Hunt List)] に設定する必要があります。

ハント パイロットとハント グループ

コールキューイングの制限事項
次の一般的な制限がコールキューイングに適用されます。

• H323 Fast Start はコールキューイングに対応していません。

• キューステータス PLK がサポートされるのは、SCCP と SIP: 6921、6941、6945、6961、
7911G、79 31G、7945G 42G、7965G、7962G、、75G、8961、8945、8941、9951、9971、
7800、および 8800 シリーズの両方で次の LCD ディスプレイ電話機のみです。

• ハントグループからのログアウト (HLog) は Cisco Extension Mobility クロスクラスタ (EMCC)
と互換性がありません。コールキューイングを EMCC で展開することはできません。

• Cisco Unified Communications Manager は、コールキューイングのある Unified Mobility に対
応していません。
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• H323 から SIP への対話のシナリオでは、ユーザが初期のアナウンス、MoH、定期的なア
ナウンスを聞いていないことがあります。また、その他の動作遅延が原因で、ネイティブ
のコールキューイングフローが失敗しています。このようなシナリオでは、SIP プロトコ
ルのみを使用することを推奨します。

コールキューイングを使用するハントパイロットのパフォーマンスと
スケーラビリティ

次のようなパフォーマンスおよび拡張性の制限が適用されます。

• 単一の Cisco Unified Communications Manager クラスタ は、最大で 15,000 個のハント リス
ト デバイスをサポートします。

• 単一の Cisco Unified Communications Manager サブスクライバは、ノードごとにコール キュー
イングが有効にされたハント パイロットを最大で 100 個サポートします。

• ハント リスト デバイスは、各ハント リストに 10 台の IP 電話を含む 1500 のハント リス
ト、各ハント リストに 20 台の IP 電話を含む 750 のハント リストの組み合わせ、または
同様の組み合わせにすることができます。

コール カバレッジにブロードキャスト アルゴリズムを使用する
場合、ハント リスト デバイスの数は、Busy Hour Call Attempts
（BHCA）の数によって制限されます。ブロードキャスト アルゴ
リズムを使用して、10 台の電話機を含むハント リストまたはハ
ント グループを指すハント パイロットに対して 10 回の BHCA を
行うことは、10 回の BHCA を行う 10 台の電話機と同じです。

（注）

• 設定できる各ハントパイロットのキュー内にある同時発信者の最大数は、1～100（デフォ
ルトは 32）です。

• 設定できる各ハントパイロットのキュー内にある最大待ち時間は、0～3600 秒（デフォル
トは 900）です。ハント リストの数が増えると、Unified Communications Manager サービス
パラメータで指定するダイヤルプラン初期化タイマーを増やす必要があります。シスコで
は、1500 個のハント リストを設定している場合、ダイヤル プラン初期化タイマーを 600
秒に設定することをお勧めします。

• コールキューを使用したブロードキャストアルゴリズムを使用する場合は、1 つの回線グ
ループに対して 35 ディレクトリ番号が含まれないようにすることを推奨します。また、
ブロードキャスト回線グループの数は、BHCC によって決まります。Unified CM システム
内に複数のブロードキャスト回線グループがある場合、回線グループ内のディレクトリ番
号の数は、35よりも少なくする必要があります。すべてのブロードキャスト回線グループ
の最繁時呼数（BHCA）の数が、1 秒あたり 35 コール セットアップを超えないようにし
ます。
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第 80 章

コール スロットリングの設定

• コールスロットリングの概要 （769 ページ）
• コール スロットリングの設定 （770 ページ）

コールスロットリングの概要
コールスロットルを使用すると、システムは自動的に新しいコールを調整または拒否すること
ができます。この操作は、条件によって、ユーザが電源オフフックの間に遅延を発生させ、ダ
イヤルトーンを受信する場合に発生します。

この遅延によって発生する可能性のある要因は次のとおりです。

• 重いコールアクティビティ

• CPU 使用率が低い

• ルーティングループ

• ディスク I/O の制限

• ディスクフラグメンテーション

システムは、コールスロットリングパラメータで指定されている値を使用して、ダイヤルトー
ンの遅延の可能性を評価し、コールスロットリングが必要でなくなった状態を判断します。

ダイヤルトーンの過剰な遅延を回避するためにスロットリングが必要になったときに、システ
ムは Code Yellow 状態に入り、新しいコールの試行がスロットル（拒否）されます。

ダイヤル トーンの遅延が、コール スロットリング関連のサービスパラメータで設定されてい
るしきい値を超えるとシステムにより計算された場合、Unified Communications Manager は新し
いコールを拒否します。コールスロットリングが有効であるとき、新しいコールを試行する
ユーザはリオーダー音を受信します。電話機モデルによっては、電話機のディスプレイにプロ
ンプトが表示される場合もあります。

コールスロットルを使用すると、ユーザがシステム管理者または電話機が故障しているかどう
かについて不満を示す非常に長い遅延が回避されます。システムはそのような遅延が発生する
タイミングを予測するため、複雑なアルゴリズムを使用して常時システムを監視します。
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ダイヤルトーンへの遅延がコールスロットリングサービスパラメータのガイドラインの範囲内
である場合は、Unified Communications Manager は Code Yellow 状態を終了してスロットリング
を中止し、新しいコールは再び許可されるようになります。

コール スロットリングの設定

コール スロットリング パラメータは、カスタマー サポートに指示された場合を除き、変更し
ないことを推奨します。

注意

コール スロットリングは、システムが過負荷なコール アクティビティ、低い CPU の可用性、
ディスクフラグメンテーションなどの状況を検出すると自動的に発生します。これらの状況が
修正されると、システムはスロットリングを自動的に終了します。

コール スロットリングの設定
コール スロットリングは、システムが過負荷なコール アクティビティ、低い CPU の可用性、
ディスクフラグメンテーションなどの状況を検出すると自動的に発生します。これらの状況が
修正されると、システムはスロットリングを自動的に終了します。コールスロットリングは、
拡張サービスパラメータを使用して設定します。ほとんどの導入環境では、デフォルト設定で
十分です。

コール スロットリング パラメータは、カスタマー サポートに指示された場合を除き、変更し
ないことを推奨します。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストからサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CallManager] を選択します。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）] をクリックします。

ステップ 5 [コールスロットリング（Call Throttling）] で、コール スロットリングのサービス パラメータ
の値を設定します。パラメータに関するヘルプの説明を参照するには、GUIでパラメータ名を
クリックします。

• [コードイエローエントリ遅延（Code Yellow Entry Latency）]
• [コードイエロー終了遅延カレンダー（Code Yellow Exit Latency Calendar）]
• [コードイエロー継続時間（Code Yellow Duration）]
• [最大許容イベント数（Max Events Allowed）]
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• [システムスロットルのサンプルサイズ（System Throttle Sample Size）]

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。

メモリ スロットリングの設定
システムのメモリ スロットリングを設定するには、このの手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから、Unified Communications Manager サーバを選択
します。

ステップ 3 [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CallManager] を選択します。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）] をクリックします。

ステップ 5 [メモリ スロットリングの有効化（Enable Memory Throttling）] パラメータを True に設定しま
す。

ステップ 6 [メモリ スロットル（Memory Throttling）] 領域で、追加のサービス パラメータの値を設定しま
す。パラメータのヘルプを参照するには、GUI でパラメータ名をクリックします。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。
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第 81 章

発信側の正規化

• 発信側の正規化の概要 （773 ページ）
• 発信側の正規化の要件 （774 ページ）
• 発信側の正規化の設定タスク フロー （775 ページ）
• 発信側の正規化の連携動作と制限事項 （779 ページ）

発信側の正規化の概要
発信側の正規化によって電話番号のグローバル化やローカライズが可能になるため、適切な発
信番号が電話機に表示されます。発信側の正規化を使用して、一部の電話機のダイヤル機能を
強化し、コールが複数の地理的ロケーションにルーティングされる場合の折返し機能を向上さ
せます。この機能は、電話機のコール ログ ディレクトリのディレクトリ番号を変更すること
なく電話機がコールバックできるよう、グローバル発信者番号をローカライズされた番号に
マッピングできます。

発信者番号のグローバル化

Cisco Unified CM Administration で [発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）] とプレフィッ
クスを設定することで、着信側の電話に表示する発信者電話番号を、（国際国番号などのプレ
フィックスを含むグローバル化バージョンに）再フォーマットするように Cisco Unified
Communications Manager を設定できます。それによって、世界中のどこからでもその番号をダ
イヤルできます。

Cisco Unified Communications Manager は、[発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）] の
値とともにルート パターンやトランスレーション パターンなどのさまざまな番号パターンを
使用して、電話番号をグローバル化できます。たとえば、Cisco Unified Communications Manager
は、サブスクライバ発信者番号タイプのローカライズされたドイツの電話番号 069XXXXXXX
を、ドイツの国番号と都市コードを含む +49 40 69XXXXXXX にグローバル化するように設定
できます。

複数の地理的場所にルーティングされるコールの場合、各ルーティングパスに適用される異な
るトランスレーション設定によって、発信者番号は各コールパスで一意にグローバル化できま
す。Cisco Unified Communications Manager では、電話でローカライズされた発信者番号を電話
画面に表示し、グローバル化された番号を電話の通話履歴ディレクトリに表示するように設定
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することもできます。電話ユーザがコールを発信する前に、電話の通話履歴ディレクトリのエ
ントリを編集する必要がないようにするため、グローバル発信者番号をそのローカルバージョ
ンにマッピングします。

発信者番号のローカリゼーション

発信者番号の最終表示用に、発信者番号タイプ（国内、国際、サブスクライバ、不明）ごとに
発信側トランスフォーメーションパターンを設定し、そのコールの発信者番号タイプに固有の
ストリップ桁数とプレフィックスの手順を適用できます。これによって、Cisco Unified
Communications Manager は、着信側の電話に表示される発信者番号が不要な国コードや国際ア
クセスコードを含まないローカライズされた番号となるように、発信者番号を再フォーマット
できます。

たとえば、PSTN から到着した着信番号が、グローバル化された番号 +49 40 69XXXXXXX で
（+49 が国番号、40 が都市コードを表す）、発信者番号タイプがサブスクライバであるとしま
す。Cisco Unified Communications Manager には、国番号、都市コードを取り除き、プレフィッ
クス 0 を追加する手順とともに、発信側のトランスフォーメーション パターンを設定できま
す。手順が適用された後、発信者番号はダイヤルされた電話に069XXXXXXXとして表示され
ます。

グローバル化された発信者番号のローカライズ バージョンへのマッピング

電話ユーザがコールを発信する前に、電話の通話履歴ディレクトリのエントリを編集する必要
がないようにするため、ルート パターンと着信側トランスフォーメーション パターンを使用
して、グローバル発信者番号をローカライズされたバージョンにマッピングできます。これに
よって、着信側がコールを返す場合に、Cisco Unified Communications Manager は確実に正しい
ゲートウェイにコールをルーティングできます。

グローバル発信者番号のマッピングによって、コールバック機能が改善され、着信側は電話の
通話履歴ディレクトリ内の電話番号を変更する必要なく、コールバックできます。

発信側の正規化の要件
発信側の正規化を設定する前に、Cisco Unified Serviceability で Cisco CallManager サービスを
アクティブにする必要があります。詳細については、『Cisco Unified Serviceability アドミニス
トレーション ガイド』を参照してください。

必要なコールに一致する、発信者番号タイプの値を割り当てたパターンを設定する場合は、発
信者番号タイプを決定する必要があります。次の設定ウィンドウで、パターンを作成して適用
することができます。

• ルート パターン

• ハント パイロット

• トランスレーション パターン

• 発信番号トランスフォーメーション パターン
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発信者による変換は、元の発信者に対してのみ機能します。番号をリダイレクトするために
行った変更は、転送ヘッダーに対してのみ適用されます。[SIP トランク] チャプターから設定
を確認し、SIP トランク自体に転送ヘッダーを追加します。

（注）

発信側の正規化の設定タスク フロー
発信側の正規化のプレフィックスと削除桁数ルールは、Unified Communications Manager でさま
ざまな場面で適用できます。たとえば、デバイスプール、ルートパターン、トランスレーショ
ン パターン、ハント パイロット、ゲートウェイ、およびトランクに桁数の変換を適用できま
す。桁数の変換を適用する方法は、ダイヤルプラン、デバイス、およびトランクの導入方法に
応じて変わります。詳細については、ダイヤル プラン、ルート パターン、トランスレーショ
ン パターン、およびトランスフォーメーション パターンに関連するトピックを参照してくだ
さい。

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Manager に発信
者番号タイプを判断させる場合は、予想

ステップ 1

されるコールと合致する発信者番号タイ
プを作成して設定する必要があります。
次の設定ウィンドウで、パターンを作成
して適用することができます。

• ルート パターン
• ハント パイロット
• トランスレーション パターン
• 発信番号トランスフォーメーション

パターン

PSTN経由で受信する着信コールの場合
は、発信者番号をグローバライズするた
めの設定を構成します。

発信側番号のグローバル化 （776 ペー
ジ）

ステップ 2

パーティションとコーリングサーチス
ペースを設定する

コーリングサーチスペースの設定（777
ページ）

ステップ 3

発信者番号をグローバル化されたバー
ジョンまたはローカライズされたバー

発信側トランスフォーメーションパター
ンの作成 （777 ページ）

ステップ 4

ジョンに変換し、各パターンをパーティ
ションに割り当てる、通話相手の変換の
パターンを作成します。
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目的コマンドまたはアクション

デバイスプール、ゲートウェイ、および
トランクのように、着信通話関係者変換
CSS をデバイスに適用します。

コーリング サーチ スペースへの発信側
トランスフォーメーション パターンの
適用 （778 ページ）

ステップ 5

発信側番号のグローバル化
PSTN 経由で到達する着信コールの場合は、発信者番号をグローバル化する設定を行います。
発信者番号をグローバル化し、それをデバイスプールまたは個々のデバイスに適用する設定で
きます。また、クラスタ全体に、発信者番号の正規化設定を適用するサービスパラメータを設
定できます。

発信者番号をグローバル化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 発信者番号の正規化設定を特定のデバイスに適用するには、次の手順を実行します。

a) 設定を適用するデバイスの設定ウィンドウを開きます。たとえば、デバイスプール、ゲー
トウェイ、電話、トランクです。

b) 設定ウィンドウの [着信コールの発信側の設定（Incoming Calling Party Settings）] セクショ
ンで、各発信者番号タイプのプレフィックスおよび削除桁数の指示を適用します。

Cisco Unified Communications Manager には、コール転送、コール パーク、ボイス
メッセージング、CDR データなどの補足サービスのような、すべての追加アク
ションの発信者番号フィールドにプレフィックスが含まれます。

（注）

ステップ 2 サービスパラメータを使用して、クラスタ全体のすべてのデバイスの発信者番号をグローバル
化する場合には、次の手順を実行します。

a) Cisco Unified CM Administration から、[システム（System）] > [サービス パラメータ（Service
Parameters）] の順に選択します。

b) [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスを実行するサーバを選択します。
c) [サービス（Service）] ドロップダウン リストから、[Cisco CallManager] を選択します。
d) [詳細設定（Advanced）] をクリックします。
e) 以下のパラメータの値を設定します。この値は、クラスタ全体から電話、MGCP ゲート

ウェイ、H.323 ゲートウェイに適用できます。

• [発信者の国内番号プレフィックス（Incoming Calling Party National Number Prefix）]
• [発信者の国際番号プレフィックス（Incoming Calling Party International Number Prefix）]
• [発信者の不明な着信番号プレフィックス（Incoming Calling Party Unknown Number Prefix）]
• [発信者の加入者番号プレフィックス（Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix）]
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Cisco Unified Communications Manager で、特定の電話のクラスタ全体のサービス パラ
メータ設定を適用するには、デバイスとデバイス プール レベルの両方で、その電話
のプリフィックス設定をデフォルト オプションに設定する必要があります。

（注）

コーリング サーチ スペースの設定
呼び出し側の正規化機能を処理するためにコーリングサーチスペースを設定する場合は、この
手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[コール ルーティング（Call Routing）] > [コントロールの
クラス（Class of Control）] > [パーティション（Partitions）] の順に選択します。

ステップ 2 ネットワークのパーティションを作成します。

ステップ 3 Cisco Unified CM Administration で、[コール ルーティング（Call Routing）] > [コントロールの
クラス（Class of Control）] > [コーリング サーチ スペース（Calling Search Space）] の順に選
択します。

ステップ 4 発信側トランスフォーメーション パターンのコーリング サーチ スペースを作成します。

ステップ 5 コーリング サーチ スペースごとに、パーティションをコーリング サーチ スペースに割り当て
ます。

発信側トランスフォーメーション パターンの作成
発信側の正規化機能を処理するために発信側トランスフォーメーションパターンを設定してい
る場合、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration で、[コール ルーティング（Call Routing）] > [トランスフォー
メーション パターン（Transformation Pattern）] > [発信側トランスフォーメーション パター
ン（Calling Party Transformation Pattern）] を選択します。

ステップ 2 トランスフォーメーション パターンを作成します。

ステップ 3 作成する発信側トランスフォーメーションパターンそれぞれには、発信側番号を国際対応また
は国内対応するために、先頭に付加または除外している番号コマンドを割り当てます。

ステップ 4 それぞれの発信側トランスフォーメーション パターンには、コーリング サーチ スペースの 1
つに関連付けられているパーティションを割り当てます。
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